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1 價約豫 1 
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圓 

田 稻早込 牛 市 京 東 

肆書地 各  部 版 出學大 田稻早 元約豫 

番參貳 壹壹京 東替振 


史 


俗 


太 
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項 要約 豫 


•  ■ 


本年 四月 三十日 限 


一/’‘ 

垂 

送 

料 


東京 市內 
內  也 

淸 韓樺臺 


回、 四錢士 一回、 四 拾八錢 
回、 拾 戴 錢十一 一回、 壹圓 拾四錢 
一回、 甘 五錢士 一回、 參  圓 


本年 五月ょ b 每月壹 卷宛發 行 
四十 五 年 四月までに 全部 完成 

注意 一、 豫約金 及 郵送料を 前納せ •されば 送 本せ ず 

但、 官 廳及府 縣立學 校に 限り 前金を 要せす 豫約價 を 乙種と す 

注意 二、 本書は 選擇豫 約の 需に 應ぜず 

注意 三、 本書の 發 行は 卷數の 次第に 依らず 成る に 從て發 行す 

I I S 擔 I 圖像數 千 面 人 


平 假名 交り 假名 附 、五 號新 活字 二 段 組密植 @ 沿革 地 圖廿面 入 

▲每卷 の 紙數は 分冊の 便宜上 一樣 ならす 四百 頁 乃至 七 百 頁と す 


_ 發 ，行—  の— r^ _  旨 _  .  _ ^ _ 

通 ® 二十 一史 (豫 約發 行 © 要旨) 

健全 娛樂と 支那 軍談 書 

娛樂は V 生の 一大 要求 t り。 故に 健全なる 娛樂 を 與へ ざれば、 不健全 
なる 娛樂を 貪る に 至り、 有益なる 换樂を 授け ざれば、 有害なる 娛樂に 耽る に 至る ◦これ 
蓋し 勢の 免れざる 所な bo  風敎の 振作  を 思 ふ もの、 豈 、娱樂 を輕視 する ?: 得ん や〇 
思 ふに 往時 (: 於て 一た び 盛 行せ し 支那 軍談！!！ は、 久しく 高閤に 束ねられて、 其 書 
名 t らも、 今や 大半、 世人に 忘れられ たれば、 太古ょ b 淸 朝に 亙る  上下 五 千年の 
軍^^|1ヨの、夙に完備せる事實の如きは、何人も意外とする所なれども，其軍談書は、現 
下 必須なる 支那 歷史の 智識を 普及す るの 上に 於て、 忠勇 義列 I の氣槪 を 鼓舞 激 
勵 して 淫靡 懦弱の 弊風を 一掃す るの 上に 於て、 將た 健全なる 娱樂を 供 
給して、 人生の 一大 要求に 應 ずるの 上に 於て. 復た得 易から ざるの 重要 典籍た bo 請 ふ 
吾人 ?: して 少しく 言 ふ 所 あ. らしめ ょ C 


/ 


日本人と 軍談 

日本人の 如く 軍談を 好む ものは 稀なる ベく、 又、 日本人の 如く 軍談に 通せる ものは、 比類 
尠か るべ し。 思 ふに 我國が 萬 世 一系の 白！^ 室を 奉戴して 連綿 絕ぇ ざるの 歴史 
を ^! せる と、 其 歷史が 、忠臣 義士の 美談に 富みて、 我が 尙 武の氣 象に 投合 
せる とは、 日本人を して 斯く 軍談を 好む に 至らし めた るな bo 故に 都會の 地には、 夙に 
軍談 師  と 云 ふ もの ぁりて、 場を 設け， 古 來の戰 記を 讀むを 以て 職業と 爲し 、四民 亦、 之 
を聽 くを 以て 娛 樂と爲 した b ◦之が 爲に國 民の  史的 智識  は 知らす 識ら すの 間に 
涵養せられ、 下層 社界 の無敎 育 者と 雖も、 尙且 つ、 賴朝 義經を 知らざる もの 無く、 又、 關羽張 
飛を 知らざる もの 無し C 

軍談の 起原 沿革 

往時 朝 庭に 語部と いふ もの ぁりて、 祖先の 功業と 事變 とを 語り 傅へ、 その 語り 傳へ たる 
事實が 筆記せられ て、 古事記、 日本書紀と なりたる は、 史上 炳焉の 事實な れ ども、 直に 之を 
以て、 今日の 謂は ゆる 軍談の 起原とは 見る ベから す 〇軍談 は  戰國 時代の 嗜好 

發 行の 要旨  三 


—發， 行の 要— 旨  _ 四 _ 

風 ■尙 に應せ んが爲 に 出で たる 「太平 記 1 SM み」 ょり 初 まりた る ものな り。 此 「太平 
記讀み 」は 足利時代の 戰國 末に 盛に 行 はれて 德川 時代に 及び、 一轉 して 今日の 謂は ゆる 
軍談と な b た bo 

元 和 偃武の 頃に 至りて は、 百戰 の®^  士は旣 に 老い、 世は 一般に 太平と なりたれば、 
勇士 も 百 練の 戰 術を 實 地に 試みて、 之を 子孫 後生に 敎 ふるに 由な しと 雖も 、軍事は， その 
最も 重ん せし 所に して、 又、 その 最も 得意と せし 所な れば 、或は 筆に 依り、 或は 舌に 依りて， 
其 {貫 戰談を 子孫 後生に 傅へ、 一世の もの、 亦、 その 實戰 談を聽 くこと ?: 喜びたり。 故 
に 其 實歷に 繫る戰 記 類は、 當時 夥しく 世に出たり Q 大久保 彥左衞 門の 三 河 物語の 如き 
其 一例？。 一世の 趨向、 以て 察すべし。 山 鹿 素 S 井 正 雪 S 兵法 學 者は、 こ 
の氣 運に 乘 じ、 是 等の 戰 話を  武道 敎育  に 適用して 一世を 風靡し、 大名を 得た る もの 
なり ◦然れ ども 是 等の 戰話は 、元 來事實 ?: 敎 ふるを 以て 其 主眼と 爲 せる もの なれば、 趣 
味 固ょ b 乏しく して、 廣く 上下に 行は る、 に 至； ざれ ども ' 世の 好尙 は、 之が 爲に 、戰話 
に 導かれた b ◦是に 於て か 前代の 戰 記に、 多少の 脚色を 加へ て、 四民の 娛樂に 供せ る も 
の續 出し、 非常の 好評を 得て、 廣く 四方に 行は る、 に 至れ り。 これ 即ち 軍談に して 「太平 
記讀み 」の 一變 せる ものに 外なら す〇 


支那 軍談 書の 大成 

日本の 軍談に 附帶 して 支那の 軍談を 要求す るに 至れる は 蓋し 自然の 勢な り〇此 要求 
に應 じ、  元 祿二年  を 以て、 支那 軍談 書の 劈頭 第一に 出で たる ものは 通俗 三 國士心 I 
な bQ 三國 時代の 爭戰 地域は 本邦の 全地 域に ^ 倍し、 猛將 勇卒の 簇出せ る こと 本邦の 
戰 記に 其 類を 見る ベから す。 加 之、 支那 一流の  權 謀術數  は 到る 處に用 ひられ、 支那 I 

一流の 誇張の 睾に 依て 縱橫 無盡に 叙述せられ たれば、 其 爭戰の 雄大 壯快 なる、 
他に 其 類を 見ず、 讀者 をして 血 涌き 肉 躍り、 思は  ず 拍案三 歎せ  しむる もの あ bo 此 
書が 非常の 好評を 得て、 廣く 上下に 行 はれし ょ り、 三 國 時代 以後の 軍談 書を 出す に 営-り 
て も、 尙 且つ、 三 國 志の 續 編た る ことを 標榜す るに 至れ り。 之ょり 或は 上代に 遡り、 或は 
後代に 下りて、 支那 軍談 書は 續 々發 行せられ、 遂に 正史の 二十 一史に 該當 すべき 通俗 二 
十 一史は 遺慽 なく 完備せられ た bo 今發 行の 順序に 從て其 書名を 示せば 左の 如し。 

二)  三國志  元 祿二年  ， (二)  漢楚 軍談  元祿 三年 
(三)  唐太宗 軍談  元 祿四年  (S  西 漢紀事  元祿 十二 年 
(五)  東漢紀 事.  元祿 十二 年  (六)  武王 軍談  元 祿 十六 年 
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でざる ?: 得ざる 所以な り 〇試に 其 書を 見る に 毛 利 貞齋 その他の 二三の 外は、 槪して 匿 
名 なれば、 今 其 著者を 詳に する を 得ず と雖 も、 其 文 •か 壯重 ^ る 漢文 調 V」 帶 びて 一 
種の 威嚴を 有する こと、 院本 小說 類と 遙に其 撰を 異にせる ょり 見る も， 又、 其 序跋 等の 文 
旨が、治亂興敗の因る所を明にして士大夫 0 ^!戒と爲すに在るょり見るも、其著 
者は 當 時に 於け る 達文の 漢學 者 {: して、 其 目的が 士大 夫の 閱讀に 供す るに 在りた る や 
疑 ふべ からす 。故に 其 書は、 堂々 の 文を 以て 治 It の顦 末、 人物の 正邪を 明に し  忠烈 正 
義の鼓 吹を 以て 其 要 歸と爲 さ V る 無し ◦是れ 其 書が •院本 小說 類と、 全く 其 趣を 異 
にせる 所な り。 若し 是 等の 軍談 書を 指して、 童 蒙 婦女の 讀 物に 過ぎす となす もの あら 
ば、 其 謬見た る や 論な きな り。 

支那 軍談 書と 史實 

支那には 二十 一史に 該當 すべき 歷 代の 演義 11 1 あれ ども、 其 書は 專ら娛 樂の爲 
に 出で たる もの なれば， 其 記事は 史實を 去る こと 甚だ 遠き もの ある ?: 免れす ◦而 して 
是 等の 書は、 元 代 以後に 成りた る もの なれば、 後世の 俗語を 混す る こと 甚 しくし 
て、元祿前後の漢學者には、槪して之を讀下すること能はず、且つ其書を得ること容易な 

發 行の  W  旨  七 


_  _  —發行 _ の， 要 丨旨 _  _ _ A _ 

らざ b しな bo 故に 當 時の 漢學者 が、 支那 軍談 書を 著す に 當 りて は E むを 得すして 其 
骨子を 正史に 採り、 支那 演義の 如きは、 槪 して 脚色の 參考に 供す るに 止 
めたり。 是れ其 軍談 書が、 大體に 於て 正史と j 致して 史的 智識の 普及を 助けし 所以、 又、 
之を 今日の 學界に 薦め 得る 所以な hQ されば 軍談 書の 著者が、 支那 演義を 讀み得 ざり 
し 事は、 偶然に も、 却て 學界の 幸福たり しな h。  . 

支那 軍談 書の 薫化 

一世の 歡迎を 博せ る 支那 軍談 書は、 本邦の 讀書界 に 向て、 如何なる 薰 化を 與へ しか 1: 考 
ふるに 其 効果の 絕大 なる を 認めざる 能は す ◦漢學 不振の 時代に 於て、 支那 史の 智識が 
廣く 普及せられ しは、 是等 軍談 書の 賜た る や 疑 ふべ からず ◦政治家は 其經 g の 材 
料を 是等の 書に 採り、 兵 學者は 其戰 術の 例證を 是 等の 書に 得て、 益す ると ころ 
尠から ざぅ しのみ ならす、 又、 之に 依て、 一般に 尙武 の氣象 >  を 鼓舞し、 正 善の 慕 ふべ 
く 邪 惡の賤 むべき ?: 知らし め、* の 志 月 を資 けし こと 幾何なる ^ 知る ベから 
す。 近世 農政 學の 大家に して 何事に も 創見を 以て 鳴れる 佐 藤 信 淵 翁の 海防 論に、 品 川 
灣に柴 船を 放ちて 夷 船を 燒棄 すべきを 說け るが 如き も、 知らず 識ら ずの 間に、 支那 軍談 


書の 影響を 受けし ものた る や 疑 ふべ からず。 

支那の 史的 硏究  . 

思 ふに 支那 人の、 唯、 自我 觀念ぁ りて、 國家觀 念な きは、 古來 、革命 頻繁の 結果に 外 
ならざる な b ◦然るに 支那 史を 知らざる ものは、 支那 人の 特性を 解せ t 支 # r 人 ?: 以て 
諸外國 人に 異ならす と爲 す。 これ 其 支那に 於て 失敗せ る 所以な ぅ。 今や 支那は 正に 
世界 列強の 角逐 場たり。 支那と 唇 齒の關 係 ぁる 本邦の 爲に 、支那の 史 
的硏究 ♦か、 如何に 切要なる かは、 之を 言 ふを 要せす Q 

歷史は 乾燥 令る ベから. ず 

然らば 何に 依て 支那の 史的 硏究を 爲 t べき か ◦卷 峡浩# にして 箇 人の 私 藏に適 
せざる 二十 一史^ ||  1 0 外に、 綱鑑易 知錄、 通鑑孽 要、 十八 史略 等の 類、 無き (: 非す と雖 も、 
歷史は 久しく 誤解せられ し 如く、 年代記 その 者に. は 非す。 一種の 年代記に 過ぎざる 綱 
鑑 易知錄 等の 如く、 乾燥無味なる 史乘は 到底 通讀 する に堪 へざる な bQ 故に 繁劇 令 
る 今日に 於て、 專門家 以外の 者の 通讀 すべき 歷史は 多 趣 多 味の 者に 限らざる 

發行 01 要旨  九 


费 行の 要旨  _ _ ^  〇  _ 

% 

ベから す。 近時 歐 米の 學界に 於て は、 興味を 以て 歷 史を讀 まし めんが 爲に 、多大の 苦心 
を 費せ るよぅ 見る も、 歷史は 乾燥無味の 年代記た るべ からざる は 喋々 を 要せざる なり 0 

學界の 慶事 

現 時の 如く 繁劇の 世に 在 b ては、 趣味 娛樂の 間に、 知らす 識らす 歷史の 大要に 通す るに 
非 ざれば、 到底 史的 智識を 得る i 能は ざるな bo 然るに 前揭 二十 一種の 軍談 書は、 正 
史の粹 を拔 きて 之に 豐 富の 趣味を 加へ しもの なれば、 之を 以て 二十 一史の 
和解  とも 見るべく、 又、 二十 一史の 精華と も 見るべき ものたり ◦故に 是 等の 書に 依 
れば、 媒樂の 間に 支那 史の心 髓を 得べき な bo 其 書の 現下に 切要なる、 何ぞ 多言を 要せ 
ん 。試に 今日の 學界を 見る に、 學者は 日新學 術の 奔命に 疲れて、 復た 漢文を 讀むの 暇な 
きを 以て、 漢文が I 般讀 書界に 適せざる こと、 元祿 時代に 異ならす。 今 m の 紳士 
に、 漢文の 難解た る こと も、 敢 て元祿 時代の. 士大 夫に 讓ら す。 然るに 支那の 史 
的硏究 は、 愈ぶ ^ 切要な り。 此時に 方り て  、通俗 二十 一史  の 如く、 古今に 一貫せ る 趣 
味豐 富の 軍談 書が、 大半 散佚して 容易に 得難き に 至れる に 拘らす 、少 部數な がら も、 安全 
に 今日に 傳は b たるは、 學界の 慶事と 謂は ざるべ からす 0 


本書の 豫約發 行 

曩に 本部 ♦か、 經書 、諸子 類、 詩文 集の 講義を 網羅せ る 漢籍 國字解 全書 s ti の豫約 
發行を 企て、 漢文の 普及に 務め、 今 正に 其發 行の 中途に 在る は 江湖の 知る ところな り 0 
今復た 玆に 漢籍 國 字解 全書の 引績 きとして 歷史 部面に 移り、 一  一十一 史國 字解 
とも 見るべき 通俗 二十 一史の 豫約發 行を 企つ る もの、 言 ふまで も 無く、  健全 娛樂 
の 供給に 依て 風敎の 振作に 資する と共に、 支那の 史的 智 H を 普及して 學界 に貢獻 
せんとの 微旨に 外なら ざるな be 

⑳ 本書の 活字  本書の 原本は 四百 五十 七卷の 多き ぁぅて 所 藏携帶 に 便なら 
す 〇今 本書は、 讀み 易く して 而かも 紙數を 減じ 得べき 五號新 活字を 用 ひて 密植 
方を 採 b たれば、 大凡 七 千 頁を 以て 其 全部を 網羅す る ことを 得るな bo 若し 普 
通の 五號 活字を 用 ひ、 普通の 疎植 法に 從 ひたらん には、 少く とも 一 萬 四千 頁 以上 
たるべ し。  ' 

# ル ロ 革地圖  地名が 古今に 依つ て 異なる のみなら す、 其 地形す らも 古今 大に異 
なる もの ぁ bo 故に 歷史を 讀む ものは、 座右に 沿革 地 圖を備 ふるに 非 ざれば、 隔 
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靴搔 痒の 歎 ぁるを 免れ ざ. るな り ◦故に 支那 歷代 沿革 地圖 中に て 最も 高名に し 
て而 かも 精 良. なる 李 氏歷代 沿革 地 圖に據 b、 二十 一史に 關係 ぁる 地圖 二十 葉 (菊 
版 二 頁大に して 二色 刷) を 加 ふる 事と なした bo 

⑩圖像  本書 中に 活動せ る 英雄 豪傑の 圖像 は、 憑據の 正確なる 原本よぅ 選出し 
て、 無慮 數十 面を 收む。 

钃 排列、 發行 及び 紙數  本書は 時代の 順序に 依て 之を 各卷に 配當 したぅ と 
雖も、 其發 行は 必ずしも 卷數の 順序に 依る こと 無く、 印刷の 成る に 從て發 行す ベ 
し 〇各卷 の 紙數は 四百 頁より 七百餘 頁に 亙り 必す しも 一樣な らす ◦總 紙數凡 
そ 七 千 頁と す。 

© 豫 約の 正確  世の 所謂 豫約 出版は 其 約を 履ます 其發行 期を 無限に 遷延し 
て 加盟者に 迷惑せ しむる ?: 以て 常と す 。本部は 是 等の 惡 習慣を 出版界より 一 
掃 せんこと を 期す る ものな bo 本部が 曩に豫 約 法に 依て 發行 せる 「大日 本 時代 
史 」 (十 卷) 、「經 世 七 大名 著」 (九 卷/ •，漢籍 國 字解 全書」 (正編 十二 卷)， 近 松 傑作 全集/五 卷) 等 
の 諸 書 •か 如何に 嚴 正に 發 行せられ しかを 見て、 本部の 豫約が 如何に 坊間 書肆の 
豫 約に 異なる & を 知るべし 0 
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カウ ウ  ヒ  カ， カル •グ  シニ 

項 羽 悲歌 別， 虞 氏， 


カ ウワウ  シヨ グン ゼイボ ツヲ ク  シ  チ 水 チウ グン  ヤス  弁 

項 王は 諸 軍勢 沒 落の 事を 夢にも 知らず、 尙中 軍に 休み 居け 
るが、 早漢の 兵、 間 at く來れ りと 覺えて 、四面に 楚 歌を 歌 ふ 

コヱ  ヤウ^^  I  N  カマ ビス  クチマ  メ  サマ  ヂン午 ウ  ティ 

聲 、洋々 として 耳に 喧し かりし かば、 忽ち 目を 醜し、 陣中の 體 

ノゾ  C  オドロ  カン スデ  ソ  コレ チン  ソヒト  オな 

を 望み 見て 大に驚 き、 漢已 に楚を 得た るか、 是何ぞ 楚 人の 多 

シウ ヲン  クワン ソ  カ ナシ  チイ  カン シンハ カ リゴト 

きやと云ひければ、周蘭*桓楚、悲み泣て申しけるは’韓信計 

シヤウ  フ  ミ  カク  シヨ グン  シキ リ  カ ナシ C シヤウ 

を 用 ひて 山上に 簫を 吹きければ、 御 方の 諸 軍. •頻 に悲を 生じ 

キ  フ  シヨ ウリ  マイラ  ハジメ  シティ  スケ^.^*  ミナ ニ 

季布、 鍾離眛 等を 始と して、 八 千の 子弟 も祓 々に 皆 逃げぅ 

イマ タイ シヤウ  シン  シソツ  ワ ヴカ  ノコ  ト •、マ 

せ， 今 大將は 臣た三 一人、 士卒は 僅に 八 百 餘人殘 り留れ り、 

へ イカ  ^7/\  ヲト Z2 R  オチ タマ  カン  ヘイ キヨ  ノ ツ 

陛下た C 急々 に此 所を 落 玉へ、 然らずんば 漢の兵 虛に乘 て 

へ ィカ  ヅハモ ノビ  スクナ  チ ニ  フセ 

iL れ 人らん、 陛下、 兵 微 に大將 寡ぅ して 何を 以て か 防ぎ 玉 ふ 

カウ T7 ウ  キィ  ナミ ケイ ヴ C 7 ず ヤウ チウ  カ ケィツ 

MJ を 得ん、 項 王 これを 聞て、 泪 泉の 涌く が 如く、 帳 中へ® 入 

アフ  乎 ヤウ クン  シヤウ デン ワレ  ホ ロボ  マン ザ 

て、 天を 仰いで 長嘆し •上天 我を C せり やと 云へ ば、 滿 座の 

ドゥ  ナミ ダ  十ガ  チキ サケ  コエ ヤ  グ  シキ 7 

上下、 一同に 泪を 流して 泣 叫ぶ 聲止 まざりし か ^ 虞 氏 急に 

ヘイ カ  チ ニ ゴト  シキ リ  カ ナシ  ト  カ ウヲウ ナミ ダ 

走り 來 り、 陛下 何事 ありて か 頻に悲 み 玉 ふと 問 ふに、 項王泪 

オサへ  コト ニゲゥ  セ メカ コ 

を 抑て 申しけ るは、 今 わか 將士悉 く 逃 失せて、 漢の兵 攻圍む 

キフ 7 レ  ナン ヂ ” カ レィヴ カ タ.  オチユ 

^ 其 だ 急な り、 我い ま汝と 別て 何方へ も 落 行かん と 田 心へ ども、 

ク妒  テン ハン ソク  ジャウ ニ ハカ  ステ サ  シノ 

心中 碎 くるが 如くに して、 展轉反 側の 情、 遽に捨 去る に 忍び 

，レ  アヒナ  スネ ン T ヒ 妒  グン バンバ 

ず、 思 ふに 我汝と 相 fll れて 、數 年の 間、 千 軍 萬 馬の 中 だに も 


デ ウセ キ  トモ ナ  シバ ラク ハナ  ナカ  ナガ  ワカ レ 

朝夕 相伴って 暫も 離る、 左 無り し r 今 長き 別と なる とは 

イ カ  ウン  キハメ  チ  ウへ  クフ レフ  コエ  ハナ ッ  4.4 -T サケ 

如何なる 運の 極ぞや と、 又 地の 上に 倒 臥し、 聲を 放て 泣號 

グシ  n  ノヨシ  キ  ト  カ ウ  へ ンタフ  クへ 

ぶ、 虞 氏は 此 由を 聞く ょりも、 兎角の 返答に も 及ばず、 堪ぬ 

オモヒ  フシ シヴ  ヤヽ  セ 7 キ i  ソヒ タテ マツ 

思に 臥 沈み 良 ありて 申しけ るは、 妾 幾年 か 君 にっき 傍 奉りて 

フカ  オン アイ  ウ  シバヲ クワス  クト  トラ  ノ  •へ 

深く 恩 夏を 受け たれば、 暫も忘 る、 RJ なく、 縱ひ虎 ふす 野邊 

クジラ  ウラ  トモ ナユイ  シナ  シヨ  シス  ツネ 

M ょる 浦な りと も， 伴 ひ 行て、 死 ば 一處に 死べ しと、 常々、 心に 

イマ  ナサ ケ  n、  ステ オ  ノタマ  、 

思 ひしに、 今い かなれば 1 e なく 此に捨 置き、 去らん とは 宣ふぞ 

ヨロ ヒ ソデ  ヅ  クェイル  カナシ 

とて、 項 王の 甲の 袖に すがり 付き 絕人ば かりに 悲み ければ、 項 

イウフ  IV  セン -7J 夕  C ヴカ サカ ••/ キト ッ 

王 さしもの 勇夫な れども 心 亂れ て爲方 もな く 自ら 盃を 執て 


グ  シ 


カ クム 


ィツシ ユ  ウタ  ヅクリ 


虞 氏と 數盃を 傾け、 一首の 歌を 造て 日、 

チカヲ スキ ヤマヲ  キオ ホフ =1 ヲ  トキ  f<  9 アラ  ス井  X  ユカ  ス并ノ ザル ユカ 

力拔 ，山兮 、氣蓋 ，世、 時不 ，利兮 、雛- 不/逝 •離不 ，逝 兮， 

ヘキ イカ ンス  グ  ヤグ  ヤイ ナン ヂヲ カン セン 

可=奈 何； 虞兮 虞兮奈 * 何、 

ウタ  ヲハ  スハ イノ  グシ  K マリオ モ ヒ  ク へ * 

項 王 歌 ひ 了り て又數 盃を飮 みければ、 虞 氏は 餘の 思に 堪兼 

シユ  ウタ  ヅク リク 

ねて 又 一首の 歌を 造て 和して 日、 

カ ンノ  スデニ リヤ クス チ，  ソカノ コエ  イキ ヅキス セン セ ブナ ンゾ ヤス ンゼン 

漢兵已 略 k 地、 四方 楚歌聲 、大王 意氣盡 、賤 妾何聊 

セイ ヲ 

，生、 

カウ ワウ  グ  シ  ウタ  チ  ナイ  ウタ  ナホ  ”力 

項 王は 虞 氏と 並 〈に、 歌ぅて は 泣き 泣て は 歌 ひ、 尙も 別る、 に 

シノ  オボ  ジ  コク  ウヅ  スデ  カウ  ツ •、ミ  十  シウ 

忍びず、 覺えず 時刻を 移して、 已に 五更の 鼓 も 鳴りし かば、 周 

ヲン  クワン ソ  午 ヤウグ ワイ  ア  ヨ  K 

蘭、 桓楚 、帳 外ょり 聲を 揚げて 日、 いま 夜す でに 明けん とす、 

ヘイ カ  キフ^^  ウチタ  ナイ  グシ  ムカ  ”レ  テキ 

陛下 急々 に 打 立ち 玉へ、 項 王 泣て 又 虞 氏に 向 ひ、 我は 敵の 
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iv  サキ  イヴ* タ  ニ ゲユ  、ヨ  イノ チ  マッタ 

亂れ 入らぬ 先に、 何方へ も 逃 行く ぞ、 汝た C 能く 命を 全ぅせ 

ワ レ  ウン メイ イマ  ッ  フタ ヽ  メグ  ア  イ 

よ、 我 もし 運命 未だ 盡き ずん ば •再び 廻り 逢 ふべき ぞと云 ふに 

グ  シ ナミ ゲ  ムセ  キミ  コノ トコ ロ  セフ 

虞氏泪 に 咽んで 申しけ るは、 君い ま 此處を 去り 玉は ^ 妾を 

イヴ ク  オ  モト  ヨウ シヨ クヨ  スグ 

何に か 置き 玉 ふそ 項 王の 日、 汝 元より 容色 世に 勝れ たれば. 

リウ ハウケ ッ  コロ  ス n シコ レ  ウレ  グシ 

劉 判決して 歡す まじ 少も 之を 思 ふる ？: 勿れ、 虞 氏 今は いよ 

夕へカ ネ  セ フネ ガハク キミ  シタガ  コノ カ rw  イゾチ 

いよ 堪蒹て 、妾 願は 君に 從って 、此圍 もし 出づべ くん ば， 何 地 

ト モナ  •  3 シ  ’  ア  ハヤ  ジガイ  シ 

まで も 伴 ひゆき 君 出' つる MJ 能は ずん ぱ 、早く 自害して 死なん、 

クト  カバ ネム ナ  コン パク  キ I  シタガ  エ  ワタ  フタ ヽコ 

縱ひ 儀は 空しくなる とも、 魂魄は 君に 從つて 江を 渡り、 再び 故 
鄕へ歸 るべ し、 項 王 申しけ るは、 是 固く 無用な り、 今亂 ずの 

クハゲ キチ  ミチ  ゲ ウイ ウ  タヤ ス  スヽ  マシ 

中、 戈戟 地に 滿て 、驍 勇の 者 だに も、 容易く 進む ? 能は ず、 增 

;! ヨシヤ ウ  C  イカ デコ レ  ノガル  グ  シ 

て や 汝女 性の 身と して、 爭か此 を 逃る AJ を 得ん、 虞 氏 項 王の 

シタガ ハ  * イ以 ハ  ネガハクキミ  ハウ ケン  カ 

從ざ るを 見て 佯 りて 申しけ るは、 願は 君の 寶 m を 蒔し 玉へ、 

セ フ コレ  ハイ  カ リ  ヲ トコ カ タチ イデ タ  キ i  アト  ジタ ガ  ユ 

妾 之を 帶で假 に 男の 形に 出立ち、 君の 跡に 從ひ 行かん， 項 王 

ア ザム  ヅヒ  コ .5/ ケン  スイ  グシ  アタ !7 y アト 

これに 欺かれ 了に 腰なる 15 を 抜て 虞 氏に 輿へ、 然らば 我 跡よ 

4  i  X  •  ウチ ノリ  デケン  ニギ 

り來れ とて 馬に 打 乘て出 でんと すれば、 虞 氏 手に a を 握り、 

アト  ヨン  セ フ f t  オン  ♦  コレ >■» ウ 

跡より 呼で. 妾 君の 大恩を 受けて 未だ 萬 一 も 之を 報ぜず. 今 

より 必ず 妾を 以て、 心に 掛け 玉 ふな、 是ま でな りと 云 ひも ^ てず 

ヅヒ  クビ  ハネシ  コレ、 t  メ 

了に 首を M て 死んだり ければ* 項 王 之を 見る に、 目 も くれ、 む も 

4 H ハ テ ►  *  3B t V デ * ホ  r -/- キジ ゾ  スデ 

消 果て 鐘の 袖を 顔に！！ 田て さめ と 泣 沈んで、 已に 馬より 

落ちん とす， 周 蘭 急に 抱き止め* 陛下た f 天下を 以て •'重し 


_ _ _  一六. 

ナン  サホド  カナシ  ナク^ 

とし 玉 ふべ し、 何ぞ 左程に 悲み玉 ふ ぞと 諫めし かば， 項 王 泣々 
八 百 餘騎を 二手に 分て、 自ら 先手に， み' Hf を， 势て 出で ん 

クワン エイ  グン バ  ヒイ  ミチ  サへギ 

とする に、 漢の 大將灌 嬰、 本部の 軍馬を 引て 路を 遮る ♦項 王 
馬を 踊らせ 鏡を 燃り て、 十 餘合戰 ひしが、 灌 はずして 辦 

ハジ  キフ  ハセ カへ  ハウ  f ソ 

走り 急に 中 軍へ 馳歸 つて、 漢王韓 信に 報じ、 大 軍を 以て 疫 

カ ケ  アへ  クワン エイ  オ  クオ カコ C  ヒ ラ f  二 

寛し む、 項 王は 敢て灌 嬰を 追は ず、 只 園を 開て 逃げん とする 

、ハンク” イ  コレ  i  イソ  アヒヴ  ハタ  ウゴ 

を樊嗆 山の 上より 之を 見て、 急ぎ 合圖の 旌を驗 せ ば、 漢の 
兵八酤 ょり卽 て 出で、 大將 軿聲 趣 ® f : 貝％ S 5: 硬 g、 ぎ 

ホウ  ヒキ  キッ  マ ハ  シウ ランク ! 7 ンソ  ゴヂン  ソナ  ハシ 

封 四 人を 率ゐて 斬て 廻る に， 周 蘭 桓楚が 後陣に 備へて 走る 

デ  ア  トリ  ヅユチ リ  アマ  モウ  ノ 

に 出合 ひ おつ 脱 こめて、 露 塵 ばかり も餘 さじと 揉 だり しか ば、！^ 

ヨ  ナ  シ ウラン クワン ソ  アフイ  チヤ ウ 

の 兵 今は 只 二十 餘 人に 成りに けり、 周 蘭椬楚 天を 仰で 長 
嘆し、 我 チカ こも 至てぢ ふる £ 能は ず、 一く  i の デに 浙 りて 

シ  ハヲ  キッ  ウ 

死なん よりはと て、 二人共に 腹 かき 切て 失せければ、 二十餘 人 
の 兵は、 忽ち 漢の 勢に 討れ てけ り、 項 王は 這々 圍 を！^ け、 

n  ノ  3  キ  キフ  ワイ *• ノゾ 

此時 なほ 百 餘騎の 丘 ハ ありし かば、 急に 淮 河を 望んで 走りけ る 

キシ  コ  ブネ  サウ  コレ  クッキ ヤウ  c^. 

に、 岸に 小舟 一艘 ありけ るを、 是こそ 究竟の 事よ とて、 皆 これ 

トリノ リ  ムカ ウキシ  ハ  イン リヨウ 

に 取乘て 事な く 向の 岸に 上り、 又 五六 里馳せ て 陰 陵と 云 ふ 

クチマ  ミチ  フ C マヨ  ノゾ  ミナ  ホソ  タ ニ チ 

所へ 至て、 忽ち 路に蹈 迷 ひ、 四方を 望む に 皆 これ 細き 谷 路な 

イ  カが  ウ  ロク へ  ニ ハカ  カ ネッ ゾミ 

れば 、如何は せんと 胡亂堪 まは る處に •俄に 四方より 金 鼓を 

ナラ  トキ  コ エ  フル  キモゲ マシ t ミ  ソ  ヲタリ  カ ヘリ*./ 

鳴して、 喊の聲 天に 震 ふ •、項 王 膽魂も 身に 沿は ず、 亘を 顧る 


チヤ ウヒ  3 ツテ  t ヴニ タツ  ハ シヲ 

張飛據 k 水斷 ，橋 

サル 木 ド  プン ペイ  テ ウウン  オツ  チャウ ハ； N ケウ  チカ ヴキ  ムカウ 

去 程に 文聘は 兵を 引て 趙 雲を 追 かけ、 長 坂 橋に 近付て 向 

チヤ ウヒ クヂイ ツキ ハン  ク  ヂヤウ ハチ  水 コ  ヨコ 

を 見れば、 張 飛 只 一騎 橋の 上に 馬を 立て、 丈 八の 矛を 橫た 

カプト  スイ  クラ  カ シラ  カ ミサ カサマ  シ  シ  イカリ ゲ 

へ、 盔を脫 で 鞍に かけ、 頭の 髮倒に 上りて 獅子の 怒 毛の 如く、 

マナ コサ カ サマ サ  ヒカ  レン * >•./  シユ  ソ、  イカ  オ ニ ヒゲ 

眼は 逆に 裂けて 光り、 百 練の 鏡に 朱を 洒ぎ 、怒れる 鬼 鬚 左 

ワカ  アクキ  ラ セツ  コレ  イカ デ  ハジ  ヒト 

右に 分れて、 惡鬼羅 刹 も是 には 爭か 及ぶべき、 又 橋の 東に 一 

上 ラシ ゲ  チリ  ケ  ウマケ ムリ  クテ  コカ ゲ 

村 茂りた る 林 あり、 塵 ほこりを 獄 たて、 馬 烟を 起て、 木陰の 中 

才木  ワウ ライ  ブン ペイ アヤ シ  アへ  ス、 7* ト  ツザ  ソウ 

に 多くの 兵 往來す 、文 聘怪ん で敢て 進まず、 跡に 續い て曹 
仁、 李 典、 夏侯惇 、夏 侯 淵、 樂進 、張遼 、許豬 、張 部、 こと 

アツ マ  テイ  ノゾ  ウタ ガヒ 

ごとく 來り 集り、 この 體を 望み 見て 皆 心に 疑を なし、 張 飛が 

メ  イカ  ク  カウ メイ  フカ  ハカ リゴト 

目を 怒らして 只 一騎 立ちた るは、 必ず 孔明が 深き 計な らん、 

シバ ラス、  ハヤ ウマ ウツ  サウ サウ  チウ シン 

暫く 進む RJ なかれと て、 早馬 打て曹 操に 注進す、 曹操 これを 

キイ  クワキ フ  ハセ  ソノ チイ  ウ -RV  テキ  ゴ尹ン 

聞て 火急に 馳き たり、 其 體を伺 ひ 見る に、 張 飛 ® C の 後陣に 

ハク バウ クワウ エツ  トリ チラ  セイラ  サン ガイ  サシ r コレ カ ナラ 

白 旄黃鉞 を 取 並べ、 i 靑羅の 傘 蓋を 指 上げた るを 見て、 是必 

マナ n  イカ  ナン- 7 レ 

ず 曹 操な らんと 思 ひければ •大の 眼を 怒らして 大音 あげ， 吾は 

スナハ  エン ヒトチ ヤウヒ  ショウ ブ  ケツ  ヨバ  ソノ コ7{ イカ ヴチナ 

乃ち 燕 人 張 飛 誰か 來て 勝負を 決せん と 呼は る、 其聲 雷の 鳴 

-fe f 

るが 如くな りければ、 曹操が 勢み な 色を 失 ふ、 曹操大 に 驚き、 

キフ  サン ガイ  ヲサ  ハク •ハウク ワウ マー ヅ  トリ カク  カ ヘリ I  クワン 

急に 傘 蓋を 收 めて 白 旄黃鉞 を取隱 し、 諸將を 顧て 日、 昔關 

ウ  ガン リヤウ  •ウ チト !7 レ  シヨ ウタン  クワン ウ 

羽が 顔 良を 討 取りた る 時 •我 甚だ 稱蓮せ しか ば、 關羽 申し 


エン ビ ト 


ける は、 某が 如きは 云 ふに 足らず、 某が 弟に 燕 人 張 飛と 中す 

9  ,  クビ  ト  フク 〇 サグツ 

もの 百 萬の 軍 中に 入て， 大將の 首を 取る 2、 囊を 探て 物を 

W  ヤス  イ  ナン ヂラ  キ  オソロ 

取る ょりも 易しと 云へ り、 汝等も 聞きつ らん、 1U: に怕 しき 者ぞ 
とて、 密に伺 ひ 居たり ける に、 張 飛 敵の 俄に 旗幟を 慧 し、 ^ 

ガイ  ヲサ  マ ナコ  イカ ラ  サケン 7 レ 

蓋を 收め たるを 見て、 又 眼を 怒し， 大に 叫で， 吾は これ 燕 人 

イデ  n 、 ロヨ  ヨバ 

張 飛、 誰か 出て 快く 戰はん と 呼は りければ、 曹操 退かん とする 
心 ありて、 軍 中み な 躁ぎけ り、 張 飛 又 敵の 後 k 色めき立ちた 

オモ シロ  ケイ オン ジャウ 

るを 見て、 面白き とに 思 ひ、 大一 --g 聲を あげて 戰ふ とも 乂戰へ じ 
退く とも 又 退け じと 叫ぶ 音い まだ 絕え ざるに、 曹操が 傍に 在 

カ コウ ハ  フル  オソ  キモ タマ シヒ  サカサ マ 

りけ る 夏侯霸 、震 ひ 怕九 V 膽 魂を 失 ひ， 馬ょり 倒に 落ち けれ 

力へ  水 ド 

ば、 曹操 馬を 回して 退く と 云 ふ 程 こそ あれ、 數十 萬の 兵、 西を 

ノゾン ニ ゲ 、  ク ワウ コウ ジユ  イカ ヴチ  キ  ピヤ ウタ イ 

望て 逃く つる、 其 ありさま 黃 口の 孺子 雷の 聲を 聞き、 病體の 

セウ フ トラ  ホユ  オソ  ヤリ  ス  木コ  チゲ  ウシ ホ シリ ゾ 

樵 夫 虎の 吼 るを 怕 る、 が 如く  • » を棄て 戈を 投て 潮の 退き 

クヴ  オシ コロ  フミ タフ  カ シラ ソン  ヲ 

山の 崩る 、が 如く、 推 殺され 踏 倒され •頭を 損じ 手足を 折る 

ァ ゲカゾ  ト  ー ー ゲ 

もの， その 數 勝て 計へ がた し、 曹操は 馬を 飛ばし 色を 失て 逃け 


ムチ  ク j 


ァ ト 


カ タ 


カプリ オト カ ン呀シ 

るが、 冠を 落し 簪を失 ひ， 髮をさ ばき て 鞭を 加へ、 跡ょり 御 方 

ニゲ キタ  オ  n、p エ  クマシ ヒ  ツ  チヤ ウレ ウ  キヨ 

の逃來 るを 敵の 追 ふぞと 心得て、 魂 も 身に 附かず 、張遼 、許 

チヨ  オツツ  クツバ i  匕 キト、 

褚、 やう やうに 追 付き 轡を 取 r 引止めければ、 曹 操敵ぞ と 思 

サケ  チヤ ウレ ウ  分 ブ 7 フ  オッ 

うて 大に 叫ぶ、 張遼が 日、 これは いかなると にて 候ぞ 、追 かくる 

ハカ  オソ 

敵 もな し 量る に 張 飛 | 人、 たん ぞ怕 る、 に 足らん や、 早く 兵 
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矛 ツ 


ゲン トク  トリ n 


Vo 


を 揃へ て 追 かけな ば、 支 德を擒 にせん と 云 ひければ、 曹操 色を 

ナホ  ハィ  ヨウ 

直して 敗軍を 集めけ る， 張 飛は 曹操が 大軍の ' 擁して 退き 

ヒト リエ ミ  カ ノハヤ シ  カ ゲ  オ 

たるを 見て 獨 笑して 喜び、 彼 林の 陰に 置きた る 二十 騎の 兵を 

チャウ ハン  オホ バシ  キリ オト  コヽロ ヤス  カへ 

呼で， 長 坂の 大 橋を 切 落し、 今は 心安し とて、 回り 來て 玄德 

了  オモ A キ  マ  ゲン トク  ユウ  モット  ユウ 

に 見え、 右の 趣を 語り 2 れば、 £ 德の 日、 汝 勇なる MJ は 尤も 勇 

タザ 罗 シ  ハカ リゴ トシ ソン  ユエ  トへ 

なり、 但惜 むらく は 計を 仕損じたり、 張 飛 その 故を 問ぱ 、玄德 

へ ィハフ  ヴウ  ハカ 9 ゴト  ハジ  キリ オト 

の 日、 曹操は 兵法に 通じて 計 深し、 汝もし 橋を 斷落さ ずん ば， 

カ レ ウタ ガツ オ t キタ  ワレヲ  サケ  オソ 

彼 疑て 追來ら じ、 張 飛が 日、 我等が 叫ぶ 聲に 怕れ 、馬を 飛ば 

ニゲ サ-  ィカ デ  フタ ヽオヒ キタ  ハシ  オト 

して 逃 去れり、 爭か再 び 追來 らん、 支 德の 日、 汝 もし 橋を 落 

フセゼ ィ  ウタ ガッ  カレ アへ  オヒ キタ  ハジ  オト 

さず んぱ 、伏勢 あらん ? を 疑て、 彼敢て 追來ら じ、 今 橋を 落せ 

チカラ  ヅ  オソ  ユエ  カク 

るを 見 ば 計 も 無く 力 も盡 きて 敵を 畏 る、 故に 此す るぞと 知る 

クトヒ コウ カ ン  ワタ  ウ  トホ 

べし、 曹操百 萬の 勢 あり、 例 令 江 漢を涉 ると も塡め させて 通 

コレ  ハ シヒィ  カ レ  オソレ 

るべ し、 今是 ほどの 橋を 曳たれ ばと て、 彼なん の畏か あらん、 敵 


カ ヽ  n ウリ 3 ウジ ヤウ  ユ  アタ  メンヤ ウ  ノゾン 

さだめて m りぬ らん、 今は 江 陵 城に 行く ? 能は じ、 河 陽を 望で 

ヨ コア ヒ  コウ ヂ  ハ  カ ンシン  トリ アへ  モミ 

橫 合に 小路を 馳せ 、漢律 に 出で ょと て、 取る もの も 取敢ず 、揉 

に 揉で 急ぎ 玉 ふ、 曹操 兵を 整へ、 張遼、 許 豬を 遣は して 再び 

午 ヤウ ハンケ ウ ヤウ  カへ  ハシ  キリ オト 

長 坂 橋の 樣を 見せし むる に、 回り 來て 、橋す でに斷 落して、 敵 

コウ ク ワィ  シソン 

一人 も 見えず と 申す、 曹操 後悔して 申け るは、* われ 計を 仕 損 

カ レ  ハジ  ク •ヽワ レオ ソル  ユエ 

じたり、 彼す でに 橋を 落した るは、 計な くして 只 我を 長る ' S. 故 

なり、 一 萬の 人夫を 遣は し、 三 所に 橋を 掛けょ と 下知して、 即 


カ ハ  フタ 


デン イサ 


カ ク 


時に 河を 渡しければ •李 典 諫めて 日、 これ も 又孔 明が 計に て、 

ラ  ヒキヨ  クメ  カ ルガ ル  スヽ 

五 口 等を 引 寄せん 爲 なるべし、 輕 々しくは 進み 玉 ふな、 曹操が 

タゾ ケヅキ  イウ  + ン  フカ  オソ  トキ 

日、 張 飛は 只 血氣の 勇な り、 何ぞ 深く 怕れん やとて、 喊を作 

ヴ 、 •**  カン シン  ト  オソカ ケ 

り 鼓を 打ち、 百 萬の 軍勢 漢津に 向て 飛ぶ が 如くに 追 蒐た り、 
玄德は 百騎ば かりにて 漢津の 渡 r 到り、 前に 大江 あり 後に 
追手 か、 れり 、如何せんと て 身を «T 玉へ ば、 曹操 自ら 馬を 出 
だし 大 軍を 下知して、 支 德は 釜の 中の 魚、 穽の 中の 虎な り、 

イケ r イツ  ゴ  モシ  ニ ±r 

今生 捕らず んば 、何の 時を 期せん •若と り 逃す 時は、 魚を 大海 

ハナ  トラ  シン ザ ン  カへ  セイ  カヽ  ヨバ 

に 放ち、 虎を 深山に 歸すが 如し、 一齊 に * れと 呼は りければ、 

=r- ヤウ レウキ ヨ チヨ  サキ  オボ エト ツ  アラ モノ r モ  バン  ク， t 

張 遼許褚 を 先と して、 大力の 覺取 たる 荒 者 共 われ 一番に 組 

卜  K  キソ  スデ  アヤ ウミ 

留めん とて、 大 H 卑一度 に I 钒ひ か、 り •已に 危く見 えけ る 所に、 

タチ マ  アヒ  ヅ 、ミ  イツべ ウ  ps レコ、 

忽ち 山際に 鼓を 打て， 一彪の 軍馬 かけ 出で、 我此 にあり て久 

マ  ヨバ  セイ  キツ  コレ スナ ハク ワン ウ.  コウ 

しく 待つ と 呼は り、 曹操が 勢に 斬て か V る、 是乃ち 關羽が 江 

カ  ジャウ  リウ キ  セイ  カ  ハカ リゴ トウ 

夏 城に 行て、 劉 琦に一 萬 餘騎の 勢を 借り 孔明が 計を 受けて 

アヒ マチ  _  ハ  セ ィリヤ ウトウ  ヒ ツサ 

この 所に て 相 待たるな り、 關羽 一陣に 馬を 馳せ， 靑 11 刀を 提 
げて 、新手を 驅て 進みければ、 曹操大 に 驚き、 又孔 明が 計に 

オト  イノ チ  タス  サン ニゲ  クワン 

落されたり、 早く 退て 命を 扶かれ とて、 皆 散々 に 逃ければ、 關 
羽 十 里 あまり 追て 回りけ り、 

リウ ゲン トク ハ イシ テ  ルカ  n ウニ 

劉 玄德敗 走， 一 夏 口， 


通 

俗 


史 

見 


ニ チ ホン シン プゥ ミナ ゴロ シニス コ  シゥゾ 
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夕， ^ ゲ/〆 イ r  t ノチ  イク 水 ヒヒザ  サカ ン  カ イグヮ イシヨ n ク 

さても 大元 一統の 后は 勢 日々 に 盛に して、 海外の 諸國と 

イへド  ヒガシ ,'> ンラ  カ ウ ヲイ  イタ  アンナ ン  ジャワ  シヤム 13 

雖も 、東は 耽羅、 高麗に 至り、 南は 安 南、 瓜哇 、暹羅 等まで 

コ * け ゴト シン プクー  C ツ ギイ  チ  サキ  ヅカヒ 

悉く 臣服し 貢を 入れず と 云 ふこと 無し、 先ょり 日本に も 使 

ヅ t 力 •ハ X、 ジユ ウ 丨コ -h モト ►  イへド  ァへ  シク ガ  ゲン 13 ク 

を 遺し 入 員の 事を 求む ると 雖も 、日本 敢て從 はず、 元國ょ 

ジシ ヤス デ  ド  オ彐  ヘイ  アヒマ ジ 

りの 使者 旣に二 三度に 及ぶ、 今は 兵を 以て 相 交へ んと あり 
ければ. 私 ■阳 i、 M 于ダの 新の II 于 、鏃彰 に 犯 1 

!?: )•  、、イコ ク  ツカ ヒオモ ムキ デ ウテ イ  ソウ モン  テ ウ テイ  ク 

權た りけ るが 異國の 使の 趣を 朝 庭に 奏聞す、 朝庭や がて 公 

^_ウ々 ンギ  シヨ ケイ オノ^^  ノ玉  ,  イコ ク  ヅ カ ヒ オヒカ へ 

硇僉議 ありけ るに 諸 卿 谷々 日 ひける は、 異國の 使を 追 回 

•  シ •パ.， \  、コンド.  ムナ シカへ  イゾク カ ナラ オソ  キタ 

す こと 屢なり 今度 も 又 空く 還 さば 異賊 必ず 襲 ひ來 るべ 


され ども 北 胡は、 今 新に 起る の 時 なれば、 恐く は 把 々影# ぎ 
ならん かとて、 評議 區々 なりけ るに、 何某の 大納言の 11 せけ 

ヲガ テウ  シン ソン  カ ウリン  イ ライ  ジツ ゲツ  トモ  フキ ウ  クニ 

るは、 我 朝、 神 孫の 降臨 ^ り以來 、日月と 共に 不窮 の國な 

ア ニ イ 井 キ  クメ  ケヴ  1  タト ヒゾク グン オソ  キタ  カ ソセ ン 

り、 豈 異域の 爲に 削られん や、 假令 賊軍 襲 ひ來 ると も、 合戰 

セイ バイ  テン セウ ダイ ジン  シン リヨ  マ カ  クテ マツ  ヨシ、-/  シウ リヨ  ソン 

の 成敗は、 天照大神の 神慮に 任せ 奉り •好を 醜 虜に ®' ずる 

ケヅア  ハヤ  n  ヒト  ツカ ヒ  キ  ノ玉 

事は 決して 有るべからず、 早く 胡 人の 使を 斬るべし と 日 ひけ 

デ ウギ  コレ  イツケ ヅ  ソノ オモ ムキ カ マ クラ  ゲチ  トキ ムネ 

れば、 朝議 之に 一決して 其 趣を 鎌 倉に 下知した まふに、 時宗 

命を 受け、 直に 元の 使を 誅し 終り、 異ガに 信を 絶つ ことを 明 

ハク  シメ  ゲン シユ  キイ  オホイ イカ  スミ ヤカ ヘイ  オコ 

白に 示しけ り 元 主 これを 聞て 大に 怒り， 速に 兵を 起して 日 


カン リン シヨ ウシ ，ウバ ン 


本を 伐たん と 謀る に、 群臣 多くは 然り とせず、 翰林 承 旨 王 盤 

I  ■マウ，  トウ カ イコ  クウ  イへ K  カ イビ ヤ クイ ライ 

諫めて 申し； b るは 日本は 衆 海の 孤島な りと 雖も開 關以 來、 

”ゥ トゥ  へ ン  プビ スル ド  グワ イイ ヅヒ  ヲヵ  キ 

王統を 變ぜず 、武備 尖に して、 外 夷竟に 侵す ことを 徐 ずと 聞 

ソノ ウへ クイ グン  バク  カイ グワ イサシ ム  クトヒ カ  チシユ 

けり 其上大 軍を 邈 たる 海外に 差 向け、 假令勝 つと も 治 守 
する こと 難し、 若し 勝たざる 時は. 萬 里の 外に 援兵を 發せん 

キフ  ト 、ノ  ガタ Y ンシユ  イー ーシ  ギジ ン 

こと、 又 急に tl ひ 難 からん か、 元 主の日、 古へ 日本は、 靈 日ょ 


:ク デツ  レイ  モチ 


3 シ i  ヅウ 


ソノ  ノチ 


fc 井 クウ  ヨ  イタ 

り隋 唐の 代に 至る まで、 伯 娃の禮 を 用 ひて 好を a: ぜ り、 其 後 

ス ヒヤ クネン  ムカシ ゴト  ジユ コウ  ナ 


午 ゥゴク  シン  ク 


中國に 信を 絶つ こと 數 百年な り、 今 又 昔の 如くに 入貢を 爲 

7 •カ デ ウ  ウチ ウ.  ヘィドン  井  ナガ  バン セィ  シメ 

さしめば 我朝大 に 宇宙を W 吞せ るの 威を、 永く 萬 世に 示す. 


シカ 


テ ウ コウ ハン X 


サラ  グン シン  イサ メ  モチ 

なりと て、 更に 群臣の 諫を用 ひず、 然れど も此 時、 趙弘範 、阿 

ジユツ  スデ  シ  クレ  トウ - fe イ  クイ シヤウ  ギ 

7fL 等は 旣に 死したり， 誰か 東征の 大將 たらし めんと 議せら L 


ハク ガン マウ  ムカシ  オホ  トシ オ  イへド 

ける に、 伯顏 申しけ るは* rth 日日の 大將は 多く 年老いたり と雖 

アラカン  チイ ウケ ンビ  シバ^^ ス并 リク  ク 、カ ヒ ハ  カレ 

も、阿刺罕は智勇兼 « 屢々水陸の戰に馴れたり、彼を以 

ゲン シユ シカ  アラカン  フェツ  クマ 

て大將 と爲 すべし、 元 主 然るべ しとて 阿 刺罕に 斧鉞を 賜 ひ、 

トウ セイ  クイ シヤウ グン  サゲ  ハン ブンコ  フク シヤウ グン  キント  カ ウ午 ヤキウ 

東征の 大將 軍と 定 ^ 范文 虎を 副將 軍と し、 忻都， 洪茶丘 

ソヅガ フ  セイ ヘイ  ヒキ 

の 二人を 添へ て、 都合 四 人の 大將 、.十 萬の 精兵を 率 ゐて三 

ヒヤ， V ラウ  ククハ  テツ。 ハウ ヒ  ヤ  オビ ク>  .  ヨ ウイ  ロ クマ ンサウ  クイ カ ン 

年の 兵 親を 貯へ 、鐵砲 火箭を 夥しく 用意し、 六 萬 艘の大 艦 

トウ ヤウ  クイ カ イ  オシ ウカ  カ ウヲ イコ クワウ  アン 十 イジ ヤ  スデ  シン 

を 東洋の 大海に 押 浮め、 高 一 R 國 王を 案內渚 として 旣に進 

バツ  ホン テ ウ  ニ チ シン  シン ド  ソウ ゲイ シヤウ 

發し たりけ るに、 本朝の 日 # 、 1 辰 怒し 給 ひける にや、 總大將 

ァ  ーフ  カン  センチ ウ  ヤマヒ  カ、  シン シン ナウ ラン  ヲド  クル  シ 

阿 剌罕は 船中に て疾に 罹り、 身心 惱 il し、 躍り 狂うて 死に 


通俗 宋元 軍談 
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通俗 栄元 軍談 
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二〇 

!■•— «IK.as 


ゲン ペイ  コレ  キ  オト  オノ/.., \ シンチ ウ  アヤ シ  オソ 

けり、 元 兵 ま づ是に 氣を落 し、 各々 心中に 怪み 怖れ けれども' 

ハン ブンコ  シヒ  シヨ グン  ハゲ  キント  カウチ ヤキウ  トモ  チカラ  アハ 

范文 虎、 强て諸 軍を 勵ま し、 忻都 、洪茶 丘、 共に 力を 合せ 

イ  キ  ヅ  シマ  シウ  オソ  ト  イキ ホヒ  ノツ  ゴ 

て、 先づ 日本の 壹岐 •對 馬の 二 州を 襲 ひ 取り、 勢に 乗て 五 

リヤウ ザ ン  オシ ウッ  ホン テウ  モト  ヨウ ジン  ヅ クシ  キ ウシ ウ 

is 山に 推移る、 本朝に も 固ょり 用心したり ければ、 筑紫 九州 

グン ピヤ ウ ハ  アッ マ  カイ ガン  タカ  サク  ヤグラ カ イ妒テ  ヒマ 

の 軍兵、 馳せ 集り、 海岸に 高く 棚を ふり、 櫓搔楣 、隙な く かき 

ナラ  ソノ カゲ  クッキ ャウ  セイ ヘイ  ャサキ  ソロ  イゲ  ゲン 

並べ、 其 陰ょり 究竟の 精兵、 箭 先を 揃へ て 射出し けり、 元の 

フネ  セン 宁ウ  ヤ グラマ ウ  ソナ  ヂン 

舟には、 船中に 高く 櫓を 設け、 さし もに 備へ たる 日本の 陣を 

メ  シタ  ミク ダ  テ ッバ ウ  ハナ  ホン テウ  n  ノ：シ ユッ  シ 

眼の 下に 見 降し、 鐵砲 をつ るべ 放つ に、 本朝い まだ 此 術を 知 

ホ ト •ハ シ オト ライ  ゴト  カ シラ テ アシ  I  ヂン  ク妒  アル ヒヤグ ラ カイ ゲテ 

らず 、迸る 音 雷の 如く、. 頭 手足を 微塵に 碎かれ 、或は 櫓搔楣 

ヒ  モ  ウチケ  イト マ  コ  グン カ  ノッ  セ 

に 火 燃えつ き、 打消すべき 暇 も 無く、 胡 軍 勝つ に乘て 攻め か 

キクチ  ハ ラゲ  マッ， V ラ  クワン グン  チカ ラキ ハ  キツ  マ ハ 

、れば 、菊 地、 原 田、 松 浦 等の 官軍 も 力を 極めて 斫て 廻る と 

イへド  カ ノテツ 。ハウ  フセ  アタ  テオ ヒ  ウチシ ニ  オホ 

雖も 、彼鐵 砲を 防ぐ こと 能は ず、 手 負、 打 死、 多 かりけ れぱ、 


キッ  マ ハ 

二 

シニ  オホ 

死 ^ 

オドロ  イソ  カマ クラ  ゥツタ 

急ぎ： 

グンゼ ノ 


n ノヨシ ミヤコ  キフ  ヅ  リヤウ ロクハ  ーフ 

此由 都へ 急を 吿ぐ るに 雨 六 波 羅大に 驚き、 急ぎ 鎌 倉に 訴 

ハヤ  カ  セイ  クダ  ヨヒ  ヅイ  グンゼ イ  シヨ コク 

へ、 早く 加勢を 下すべし とて、 夜を 日に 續で 、篆勢 を 諸國に 

サイ ソク  トヒ卫 ンキン  サワ  ハヤ ゥマキ フ  ヅ  ワゥ ライ 

催促 ありければ、 都鄙 遠近 あわて 騷ぎ 、早馬 急を 吿げ て往來 

ヒキ  シユ： シヤウ  シン キン  ナヤ  タマ  シヨ サン シヨ ジ 

する こと 引 も きらず、 主上 も痕 襟を 惱 まし 給 ひ、 諸 山 諸 寺に 

アフ  クイ ハ フシ ユ  イセ  イハ シミ ヴ  カモ  カ スガ  ヒラノ 

仰せて 大法を 修せ られ 、伊勢、 石淸 水、 加 茂、 春 日、 平野、 

マ ツヲ  ハジ  シヤ  オン カ ミ  n  ヤシ ロ ホ nt フ  イタ  チヨ クシ 

松 尾を 始め、 廿 一社の 御 神ょり 小社 禿 倉に 至る まで、 勅使 

キタ  ハウへ イキ グワン  カヽ  シヨ シヤ  シンデン ニ ハカ  メイ 

來つて 奉幣 祈願し 給 ひけり、 斯りけ れば諸 社の 神殿 俄に 鳴 

ドゥ  スハ  コス 井  アカグ モ  カ  シマ  シンセ ン  ヅチカ ゼオ コ 

動し， 諏訪の 湖水ょり 赤 雲た なびき， 鹿 島の 神前に 飈起 り、 


カゼ 


アヅタ  シン メ  アセ  カ  カ スガ  シン ロク クモヂ  カ ケ 

熱 田の神 馬 汗を 綴き、 春 日の 神 鹿 雲路に 翔り、 伊勢の 風の 

ヤシ ロ  ハク キノ ボ  カモ  ハウデン  カ ブラ ヤナ リイ  エイ サン  レイ 

社より 白氣 昇り ; JI 茂の 寶 殿より 鍋 矢 鳴 出で數 山の 靈 

エン  イナ リヤマ  シンコ  オノ^..^  サシ  ハク ジツ  ヒギヤ ウ  シヨ シン チン 

猿、 稻荷 山の 神 狐 各々 西を 指して 白日に 飛行し、 諸神鎭 

ゼイ  オモム  タマヨ ソホヒ ゲン ゼン  オノ， タノ 

西 r 赴き 給 ふ 粧の嚴 然として 見えければ， 上下 各々 賴も しげ 

オモ  カ ク  サイカ イ  ゾク グン  イキ ホヒ ノツ  クワン グン  オヒク 

に ぞ思 ひける、 斯て西 海の 賊軍は 勢に 乘て官 軍を 追 立て、 旣 

リク チ  ノボ  ツイ タチ  トラ  コク  コツゼ ン 

に 陸地に 登らん とする に、 八月 朔 日の 寅の刻より 忽然と して 

オホカ ゼフキ オコ  クイ ボク  ネス キ  ガン セキ  トバ  カ イジ ヤ ウド ラウ 

大風 吹 起り、 大木を 极拔 にし， 岩石を 飛せ て、 海上の 怒浪 

ツ  カミナ リオ ビタゾ  ナツ  ゾク セン  オ  デンク ワウ セン セン 

天を 突き、 雷 夥しぅ 鳴て 賊 船に 落ち か、 れば 、電光 閃々 と 

フネ ミナ、./  ヂン  ク *• ゲキハ  ウ  ア ハレ 

して 船 皆 微塵に 碎かれ 、或は 逆波に 打ち かへ されて、 憐 むべ 

コ グン ロ クマ ンサウ コト ゴト ホ ロウ  ソウ  カ ウシ ヤウ ハン ブンコ  カイ 

し胡軍六萬艘悉く亡&失せにけり、宋の降將范文虎も海 

チイ  シヴ  キント  カ ウチヤ キウ  イハ  クダシ  コ 

底に 沈み、 忻郡、 洪茶丘 も 岩に 當 てられ 碎け 死し、 十 萬の 胡 


軍、 一時が 程に 片甲 も殘ら ず u び 失せけ り、 され ども 其 中に 

チヤ ウハ クコ  キ  ハ セン  ノ  ハ カク  ウラ 

張 百戶と 云 ふ もの、 二 三千 騎にて 破船に 乘 り、 博 多の 浦に 

クワン グン オシ  ノコ  ィケ ドリ  シバ 

漂 ひける を， 官軍 押 か、 り ： 人 も 殘らず 擒に し， 海岸に 綁つ 

コト ゴト チウ  ヲハ !7 ヴヵ  ユル  ホン テウ  シン#  ナン ヂ 

て 悉く 誅し 了り ける が、 纔に三 人を 免し、 本朝の 神威を 爾が 


シユ  カ タ 


セウ セン 


ゲン コタ  ハナ 


マコト  ホン テウニ チ 

主に 霧れ とて、 小船に 乘せて 元國へ 放ち やりぬ •實に 本朝 日 

シン # トク  バン セイ  イへ ドア キラ カ  ク  プライ  イウプ  ウカ \* 

S の威德 、萬 世と 雖も 明に、 忽必烈 が 雄武なる も、 窺 ふこと 

カ ク  イゾク ホロ  デン シェイ カン  アマ リ 

を 得 ざり けり、 •斯て 里 W C びければ、 天子 g 感の餘 に、 伊勢 

カ ゼ  ヤシ ロ  カ ゼ  ミヤ  アガ  クン イツ トウ  ア 

の 風の 社を 風の 宮と 崇め 給 ひ、 諸 神に 勳一 等を 揚げ 給 ふ 

シヨ シヤウ カ マ クラ  オン シヤウ オ コナ  ナホ  ウッノ ミヤ サダ ヅナ  ヅク— 

諸將は 鎌 倉ょり 恩賞 行 はれ、 猶も 宇都 宮貞 綱に 仰せて 筑 
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日本 朱 子 學派之 哲學序 

余嚮に 明治 三十 三年を 以て 「日本 陽明學 派 ^ 哲學」 を 世 
に 公に し、 次い v 又 明治 三十 五 年を 以て 「日本 古 學派之 
哲學」 を 世に 公に し、 以て 我が 邦に 於け る 陽明學 派と 古 
學 派との 學脈、 學風 及び 學說 等を 紹介す る ことを 務め 
たり。 然れ ども 尙ほ我 邦に 於け る 朱子學 派の 變遷い 
かんを 閽明 する にあら ざれば、 德川 時代に 最も 勢力を 
占めたる 重要なる 哲學 派の 研究、 未だ 整備せ りと いふ 
ベから ず。 是故に 明治 三十 五 年の 九月ょり 力を 純正 
哲學に 用 ふるの 傍、 別に 又 我 邦に 於け る 朱子學 派の 史 
的 研究を 始め、 凡そ 三 星霜を 經て、 今年 九月に 至り. 漸く 
其槪 要を 叙述し 了り、 玆に 之を 脫稿す る ことを 得たり。 


因りて 輯めて 一卷 となし、 題して 之を 「日本 朱 子學派 
之 哲學」 と 名 一 づけ、 書肆 富山房を して 之を 世に 公に せし 
む。 印刷 已に 成る に 及んで、 更に 又 之を 考察す るに、 朱 
一子 學 派は 之を 堀川 派 以外の 古學派 若く は 陽明學 派に 
I 比すれば、#^ 穩健 にして 且つ 中正を 得た るの 感 あるを 
覺ゅ 。殊に 是れ を敎育 主義と すれば、 儒教の 諸 學派中 
にあり ては、 最も 危險少 きものと な 十。 但 S ハ 寂 靜 主義 
に 陷れ るが 如きは、 殊に 惜むべ しとな すの み。 朱子學 
一は、 槪して 之を 言へは、 人を して 溫頁攻 らしめ、 恭謙なら 
I しめ、 又 篤 實念 らしむ る ものな り。 簡短に 之を 言へ ば、 
一人を して 君子 人たら しむる ものな り。 是れ朱 子學は 
一 功利主義と 全く 相反し' 專ら 人格 完成を 期す る もの ^ 


一れば なり。 朱 子學漉 の道德 主義は 今の所 10 自我 實現 
| 說と假 令  >6 其 形式を 異にする も、 其 精神に 於て は、 殆ど 
同一轍に出ヴるものにて、英國の新韓圖學派 ^| ^-— 1! —ン 
，、、、ユルへ ッ n 諸氏の 言 ふ 所と 往々 符節を 合する が 如し。 

乃ち 道德 主義の 古今を 通じ、 東西を 貫いて 易 はら ざ 
る もの あるを 知るべき ^ り。 固ょ り 朱 子 寧 派の 學說. 
悉く 是正 若く は 的確な りと いふに あらず。 今日ょり 
一して 之を 觀れば 、謬見 誤 想の 多々 之、 あるは 言 ふ 迄 もな 
j きなり。 然れ ども 此れに 掏 はらず 其 中 永遠 不變の 道 
一德 主義 ありて 存する ことは" 到底 之を 否定す るを 得 ざ 
るな り。 朱子學 派は 此の 如き 永遠 不變 の道德 主義を 
| 取りて 立つ ものなる が 故に、 人を して 忽ち 耳を 聳てし 


一 ^ るが 如き 花々 しき 態度に 出づる ものに あら - t 故 
I に 其 言、 動もナ れば輙 ち 平凡に 流れ 易き なり。 是を以 
j て 人 或は 之を 輕視 する の 傾向な しとせ ず。 然れ ども 
I 是れ 反りて 朱子學 派の 供給す る 所、 一日 も 人生に 無 か 
るべ からざる ことを 證す ，る ものな り。 朱子學 派の 說 
一く 所は、 猶ほ 平地を 指して 之を 示す が 如く、 一も奇 々怪 
々の 事 あるな し。 之に 反して 危險 にして 且つ 中正を 
j 得ざる 異說は 、奇 山の 突兀 として 天 表に 秀づ るが 如く'. 
j 人の 視線を 惹 くこと 决 して 尋常な りと せず。 然れど 
一 も 人の 平生 蹈ん V 以て 利と する 所は、 决して 此の 如き 
奇山に あらず して、 寧ろ 坦 々たる 平地に 外なら ざるな 
り。 是故に 世の 此書 を讀む ものに 論ぐ、 朱子學 派の 學 


奴 

一説の 千篇一律の 如く 單調 なる を 見て、 敢て遽 に 之を 侮 
一 蔑す る こと * からん AJ とを。 朱子學 派の 學說に 就い 
一て 吾人の 學ぶべ き 所 固ょり 少しと せず と雖 も、 然れど 
j も其實 行せ る 道德に 至りて は" 吾人の 學 ぶべき 所、 尙ほ 
j 一層 多し とな、 す。 殊に 藤 原 惺窩、 林羅 山、 木 下 順菴、 安東 
省菴、 室 鳩巢 、中 村 惕齋 、貝 原 益 軒 諸氏 © 如きは、 其 人格の 
淸 高なる' 其 品 # の 純潔 t る' 我 邦に 於け る 朱子學 派の 
代表者と もい ふべき ものにして、 又 永く 後世に 其道德 
一 的 模範を 蠢る 、に 足る ものと いふべき か。 今や 日露 
戰爭已 に 終結を 吿げ、 我 邦の 威光、 大に 宇內に 發揚す る 
に隨ひ 、歐 米の 學者、 漸く 我 邦の 强大な る 所以を 究明せ 
んと寸 。 斯時に 當りて 德川氏 三百 年間 我 邦の 敎育主 


I 義と なりて、 國 民道德 の發展 上に 偉大の 影響を及ぼし 
| 、 朱子學 派の 史的 研究、 豈に亦 一日 も 之を 忽 にし V、 可 
j ならん や。 世の 學者 にして 德敎に 志 ある もの、 宜しく 
|深く田心を此に致すべき * 、リ。 偶； 感ずる 所を 述べて、 以 
I て 之が 序と なす。 

明治 三十 八 年 十一月 廿 三日 
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一此. 書は 「日本 古學派 之 哲學」 及び 「日本 陽 明 學派之 哲學」 等と 相 埃ち て 典 
に 同じく、 日本に 於け る 哲學 思想の 發展を 組織的に 叙述 且つ 評論せ 
る ものなる が 故に、 冀くば 世の 學者 S 等の 書と 比較 對 照して、 之を 講 
讀 せられん ことを、 

一 朱子學 起原は、 史的 發展の 順序と しては' 卷頭に 編入すべき もの なれ 
ども、 其 中 學說の 紹介すべき もの、 殆ど 全く 之な きが 故に、 遂に 是れを 
附錄 として、 卷 末に 附载 する 乙と、 せ'^ 

一 先哲の 肖像を 揷入 する 乙 とは、 本と 著者の 志に あらざる も' 亦 其 高風 
を 仰 慕す るの 一端と もなる を 以て、 偶^學 者の 參考に 資する に 足る も 
のを 得れば、 則ち 採りて 以て 之を 其關係 ある 處に揷 入せ 6、 例へ ば、 此 
書 載す る 所の 藤 原 惺窝 •林 羅山 ，木 下順菴 及び 貝 原 益 軒の 宵 像の 如き、 
是れな 5 fl 窩の 肖像は 堀 鉞之丞 氏の 藏 する 所に 係り、 羅 山の 肖像は 
史料編纂 掛の藏 する 所に 係久 順菴の 肖像は® 里 文集の 載す る 所 R 


係 \ 益 軒の 宵 像は 本と 其 子孫の 藏 する 所に 係る、 

此書 編著の 際、 文學 博士 三 上參次 氏は 德川 時代の 史料に 關し '種々 な 
る 便宜を 與 へられ、 堀 鉞之丞 氏は 其 所 藏の惺 窩の宵 像を 縮寫 する Z. 
とを、 又 正木 直彥 氏は 益 軒の肯 像の 寫眞を 複寫 する rJ とを 聽 許せら 
れ y2 h、 因ぅて 兹に厚 く 之を 陳謝す、  . 

明治 三十 八 年 十一 弓 甘 三日  著者 又 ii 
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日本 朱 子學派 之哲學 


文學 博士 井上 哲次郞 著 


論 

儒敎は 應仁 天皇 十五 年 及び 
れ 、平安朝に 至うて 經書 及び 
江 二 氏の 如きは、 儒敎を 以て 
せう、 然れ ども 儒敎が 當時頗 
毫 も 其 B 緒を 開か ? A き、 佛 
の 結果を 叙述す る ものな き 
の 古註に ょうて 經書 及び 諸 
頭腦に ょうて 哲學的 考察を 

叙  論 


十六 年 百 濟 I: 經て 始めて 我 邦に 輸入 せら 
諸子 類を 講ずる もの、 漸く 多く、 殊に 菅原大 
家を 成し、 其 門下ょぅ 濟 々たる 多士を 出 だ 
る 盛 况を呈 せし に拘は らず 、哲學 的 考察は、 
敎に關 しては 空 海の 如く 多少 哲學的 考察 
にあらず と雖 も、 儒敎に 關して は、 單に 漢魏 
子 類の 旨 意を 講ずる に 止まる のみ、 己れ が 
なさん ょぅは、 寧ろ 形式的に 解釋 し、 了解し、 


叙  論  二 

W  傳承 する 乙 とを 務めた う、 漢 魏の學 者は、 力を 訓詁に 用 a 、 經義を 解釋す 
一 る ことを 主と し' 周 末の 學 者の 如く 自ら 己れ が 頭腦に よ 6 て哲 學的考 
察 ^ なす ものに あらず、 平安朝の 學者は 此の 如き 沒 精神 沒趣 味の 訓話 
|  4 か h か. い レ VIIII かか 齦弘卽 w i 心 vt か 妒ぃ卜 か.. か 鼢ぃ 
\  紙背に 徹する 乙と 能は ず、 S かん ぞ 思想の 源泉を 己れ が 內界に 開拓す 
\  るを 得ん、 哲學的 考察の 遂に 開始せられ ざる 所以の もの、 推して 以て 知 
j  るべき なう、 平安朝よ i 鎌倉時代に 至る t で 儒敎 次第に 衰退し、 鎌 倉 時 

一代よう 海內 漸く 戰爭 多く、 人、 武事を 尙んで 、文事を 輕ん じ、 最も 哲學 思想 

^  • 

\  を 胚胎す るに 便なら ず、 殊に 元 弘建武 の 頃 即ち 十四 世紀よ h 全く 亂世 

一とな 6 、後、 慶長 年間 即ち 十七 世紀の 初め、 德川家 康覇權 を 執 6、 海內を 戡 

一定す るに 至る まで、 凡そ 二百 七十 餘 年間 學問 最も 萎 微して 振は ず、 文苑 

の 荒 燕、 此 時よう 甚 しきは なし、 是れを 我 邦の 暗黒時代と なす、 朱 子學の 

| 起原は 實に此 暗黒時代に あう、 暗黒時代を 經て！ 一 川. 代の 初めに 至乂 
/ 

\ 腰々 として 閃く 平和の 曙光と 共に 文學復 輿 (ル子 ッサ ンス) は 羽翼を 廣 


一げ て 頓に 勢威を 振へ 5、 然るに 此文學 復興の 先驅 として 大に 人心を 激 
i  動し、 感化し 來たれ る ものは、 朱 子學な う、 是れ を德川 時代に 於け る哲學 
思想を 惹起せ る 主動 者と稱 する も、 决して 過言に あらざる べきな う、 因 
一  6 て 茲に先 づ朱子 及び 朱 子學の 地位を 一瞥 せん、. 

":  朱 子 名は 熹、 字は 元晦、 一の 字は 仲晦， 晦 菴と號 し、 又考 亭と號 す、 其 他數多 
I  の別號 あう、 南宋の 建 炎 四 年 (即ち 紀元 ー ニニ 〇) 九月を 以て 延 平の 尤溪 
一  .に 生る、 尤溪は 今の 福 建 省に あう、 慶元六 年 (即ち 紀元 一二 〇〇) 三月を 以 
一て 病歿す、 年 七十 一、 人と な $ 篤實 にして 博學 、比類 まれな〜 伯林の ゥネ 
|  ルへ， ム 'I ゾ 3! ット 氏 曾て 學士 會院に 於て、 朱 子の 事を 論じ、 彼れ を 「ボリ 
ヒス トル/博 學 家) と稱せ 6ノ、 泡に 當れ うとい ふべ し、 朱 子 曾て 官に 仕へ て 
I  種々 なる 職を 奉じ、 前後 上奏す る所數 十回に 及び、 直言 憚らざる もの あ 
\  6 .然れ ども 多くは 議論 迂濶に して 時務に 適切なら ず、 蓋し 彼れ 本と 政 
齡於むかぃ於 *〇 «〇 »〇 &!& 5〇 0〇 ,妙”尠§ 0〇 舻 ^〇 いか |±〇 ^:〇 £〇 矽 0〇 齡か 
: 如 V 勒 p  i 耵和 RO EO ao 砂 P い， T- fe> ’ 妗， か r 那费鮮 及び 我 邦 R'* 永く 

叙  論  三 


叙  論  四 

其 影響を及ぼし、 後世 彼れ を 奉じて 起れ る もの、 勝げ て 數 ふべ から r 儒 
敎中 種々 學派あ 6, と雖 も、 未だ 彼れ が一 派の 勢力に 優る もの あらざる 
な i、 朱 子は 著書 甚だ 多く、 啻に 等身の みならず、 然れ ども 彼れ が 學說は 
主として 經 書の 註解と 語類 及び 文集と にあう、 

朱 - f 及び 朱 子學の 地位を 明かに せんが 爲めに  '支那の 學 問の 變遷を 考 
察せん、 支那の 學問 は、 周 末ょう 趙宋ま でに 三變 せう、 周 末の 學問は 、支那 
建國以 來 始めて 煥發せ しものに て、 其 思想の 淸 新なる、 其氣 象の 活潑な 
る、 其 議論の 奇拔な る、 今に 至 6 て尙 ほ大に 見るべき もの あ う、 是れ當 時 
の 思想、 未だ 單調 に歸 せず、 孔孟の 外、 諸子 百 家の 自由に 意見を 述ぷる も 
の あれば なう、 周 末は 蓋し 哲學的 考察の 時代な う、 若し 更に 一層の 發達 
をな したらん には、 希臘の 古代と 頡颃 する に 足る もの あう しならん、 惜 
S かな、 秦 の始皇 、支那を 統一して ょう 自由の 精神、 俄に 桎梏せられ、 哲學 
的 考察の 如きは、 殆んど 全く 迹を絕 つに 至れ 5、 漢ょ $ 唐に 至る まで 一 
千 一 百 餘 年の 久しき を經 るに、 哲學的 考察を なす もの、 寥. 々として 聞 ゆ 


一 る 乙と なく、 啻に 落 令 たる 晨星み みならざる なう、 若し 强 a て擧 •くれ w:. 
一 董仲舒 、王充 、楊 雄、 王 通、 韓 愈の 徒 あれ どち、 皆 薄弱なる 周 末の 反響に 過ぎ 
|  ざるな う、 隋 唐の 間、 佛敎 徒の 中に 有力なる 思想家を 出 だせう と雖 も、 支 
|  那獨 立の 思想家は、 之れ と 雁行す る 乙と 能は ざ 6 き、 但 i 刖漢以 來 學者專 
一ら 力を 訓詁の 學に 用 a たう、 孔安國 、馬 融、 鄭玄 、趙岐 、王肅 '王弼 、何 晏、 杜預の 
|  徒、 周 末の 書類に 註解を 加へ、 古人の 思想 5: 後世に 傳 ふる i を 務めた う、 
故に 漢唐は 哲學的 考察の 時代に あらず して、 訓話の 時代な う、 然るに 趙 
j  宋に至 6 て學問 又一變 せう、 北 宋の時 周嬢溪 、邵康 節、 張 橫渠 及び 程 明 道 
i  程 伊川 等 起うて 哲學的 考察を なし、 直に 蹤を周 末 孔孟の 學に 接せん と 
™  せう、 是に 於て か 秦漢以 來殆ん ど 全く 精神を 失； 5、 木乃伊の 如く R なれ 
一る 道義の 學は 、復た 蘇生し、 人の 肉と なう、 血と な b て 炎々 たる 活氣を 吹 
\  き 起し东 穴れ う、 是故に 聖人は 千數 百年 前の 歷史に 於て 客觀 的に 攻究 
一 する を 得と い ふが 如き 疎遠なる 乙と にあらず して、 聖人の 情緖は 近く 
一己れ 自身の 心臟に 鼓動す るを 覺ゆ るに 至れう' 之れ を 要するに、 言語 文 

叙  論  五 
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叙  論  六 
句の 解釋に ようて 聖人の 道を 了解す る 乙と を 試みる よりは、 かろ a" n' 
が 頭腦 にようて 哲學的 考察を なし、 直に 內界よ $ 聖人の 域い 達せん t' 


を 以て 多く 古書の 註解を 作れ り、 大學と 中庸と を 禮記 中ょ 6 選出して 


な 6、 孟子 曾て 孔子を 稱して 、集めて 大成す る 
最も 孔子に 類似せ 6、 果して 然らば 朱 子の 如 
らず とせ / LO や、 支那に あぅて は 後 ® 陽 明學派 
派 起れ ぅと 雖 も、 朱子學 の 勢力、 最も 多大なる 
R> 於て 經說は 朱 子と 一定し、 進士 及第の 法 レ 
れ ば、 朱 子學は 「オル ソ ドック ス」 の 地位を 占め 
韓國に 於ても 金宏弼 、鄭夢 周、 李 退溪 等の 如き 
派に 屬 する 人な 6、 殊 R 退溪の 如きは 韓國第 


0 0 
朱 P 


ものと す、 此點に 於て 
き、 豈 に 又 學術界 の 偉人な 
及び 古註 學派 即ち 考證學 
が 如し' 殊に 明 代 以後 官府 
劃一した るを 以て 之を 觀 
たる ものと 謂 ふを 得べ し、 
錚令 たる 學者は 皆 朱子學 
一の 學者に して‘ 其 我 邦の 


# 


朱子學 派に 及ぼせる 影響 も、 亦决 して ® 少に あらざる なう. 

我 邦に あうて は 朱 子學は 古學 及び 陽 明學に 先ち て 起う、 且つ 德川氏 三 
百年 間の 敎育 主義と して 學術界 の重鎭 とな 6、 思想界の 根底を 成せ 6、 
朱 子學が 諸學派 紛爭の 間に 於て 前後 一貫して 優勢の 地位を 占めたる 

もの、 其 因由す る 所な く / i ば あらず、 吾人の 見る 所に ょれば、 朱 子學が 他 

« 

の學 派の 學に對 して 少 くも 左の 二種の 長處を 有せう、 
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し、 第二 氣質變 化を 豫 想し、 第三、 窮理 をな す 乙と ？: 務め、 第 四. 聖人を 學ん 
で 之 R 達せん とし、 第五、 孔子に 次 S で 孟子を 尙ぶが 如き、 是れな ぅ、 此の 
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ベ0 と0 る 〇 が0 の敎 
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如く 堀 河 派は 其學朱 子學に 近き が 故に 修德 の一點 に 於て 殆ん一 こ 同、 一 
の徑路 を迎れ 卜 人 仁 齋及び 束涯の 性格が 如何に 朱子學 派の をれ に 似た 
一 る 所 あるかを 見るべし、 堀 河て 派を 外にして 之を 言へ ば、 朱子學 派は 確 
|  に 如上の 長處を 有する ものな 6、 試に 德川 時代に 於け る 朱子學 派の 代 
表 者を 擧 r れば 、藤 原惺窩 あ 6、 林羅山 あう、 木 下順菴 あう、 中 村惕齋 あう、 
|  貝 原 益 軒 あ^ N、 室鳩巢 あう、 悉く 是れ 一代の 純 儒に して 道學 先生の 標本 
1 /2 $、 就^-順 菴の 感化 力に 富める、 益 軒の 博學に して 德行 ある、 鳩 巢の操 
一 持す る 所に 堅固なる、 皆 他人の 及び 易から ざる 所な う、 其 他山 崎 闇齋が 
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一：  第一 篇 藤 原惺窩 及び 惺窩 系統 
一  第一章 藤 原惺窩 

第一 事蹟 

\  元弘 建武以 來 積年の 兵亂 、漸く 鎭靜に 歸し 、海 內 始めて 太平を 謳は んと 
I  する に當 う、 文 學復興 (即ち〆 于ッ サンス) の 率先と して 世に出で たる 大 
一  儒を 藤 原® 窩と なす、 是れ所 V 謂 京 學の祖 なう ® 窩名は 肅、 字は 斂夫、 0 < 1111 g 
I  3 惺窩は 其號な う、 其 他柴立 子、 廣胖窩 、竹 居、 都勾墩 及び 北 肉 山人の 
\ 號あ 6、 永 祿四年 (即ち 紀元 一 五六 一) を 以て 播磨國 三 木 郡 細 河 村に 生る、 
\  是れ實 に 信 玄謙信 川 中島に 戰 a たるの 年な う、 J1 窩は我 邦 第一の 名門 
一  穴. る 藤 原 家に 屬し 、歌人と して 有名なる 中 納言藤 原 定家 十二 世の 孫に 
| して、 彼れ が 祖先は 世； 冷泉 家と 稱し 、歌道を 以て 顯はれ 、播磨 國三木 郡 細 
河 村を 領せ う、 父を 街 Ml と S ひ、 參議 にして 侍從た $ 、男子 五 人 あう S 窩 
は 其 三男た う、 偶" 土 豪 別 所長 治の 爲 めに 其 領地を 侵掠 せらる、 爲純 乃ち 
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第一篇  第一章 藤原惺 窩— 第一 事蹟  111 

I  長子 爲 勝と 之れ !: « ぎし も、 利 あらず して 皆 死す、 是 時 {C 當 うて 織 田 信 
長覇を 中原に 唱へ 、羽 柴秀 吉其臣 として 之れ を 助く E 窩乃ち 秀 吉に吿 
r るに 事情 1: 以てし、 死者の 爲 めに 警を報 い んと 欲す、 秀吉答 ふるに 時 
を 待つ R 如かざる を 以てす、 是に 於て か 遂に 其 地を 失 ふ、 惺窩 幼に して 
穎悟、 七 八 歳の 時、 僧 東 明に 龍 野に 從 ひ、 心 經 法華經 等 5: 學 ，ぶに、 其 進步殊 
に 著しき 5: 以て 人 呼んで 神童と 稱 す、 幾 もな く、 制 髪して 佛門に 入う、 名 
を 葬と い a 、 妙壽 院と號 し、 博く 禪敎 を學び 、兼て 群 書を 見る、 後、 京師に 游 
び、 相國 寺に 入 $ #: / 力を 佛敎の 硏究に 用 ふ、 是時 五山に あうて は 詩學尙 
ほ 盛に して、 其 中才 鋒を 以て 稱 せらる、 ものな きに あらず、 然れ ども® 

I  窩に 遇へ ば、 即ち 折 北して 支へ ず、 是を以 て 惺窩の 名、 佛門に 重んぜら る、 
天 正 十九 年 關白豐 臣秀次 五山の 詩 僧を 相國 寺に 會し 、聯句を 作 i て 其 
j  技を 闘は しむ、 惺窩 初め 一た び 柱いて、 後、 復た 赴かず、 衆 之れ を强 ふれ ど 
\  も肯ん せず、 或は 諷する に關 白の 旨を 以てする に、 惺窩 頭を 掉うて 日く、 

|  凡を 物は 類を 以て 聚爻 る、 韓 愈孟郊 、才 、の 相 若く  F 如くに して、 後、 聯句* 


を 作-^ て 可な 6、 若し 然らざ れば 、猶 ほ隻 脚に 木屐を 着け、 隻脚に 草鞋 
を 着く るが ごとき か、 其耦 せざる や必 せう、 予俑 (即ち 木 偶) に耦 せらる 
、を 欲せざる な- N、 

秀次 之れ を 聞いて 悦びず、 是時に 當 うて 朝鮮の 役 あう、 太閤 秀吉 軍を 整 
へて 肥 前の 名 護屋に あう、 惺窩 乃ち 秀 次を 避けて 名護屋 R 赴き、 豐臣秀 
\  秋に 遇 ふ、 秀秋 、惺 窩と舊 相識た る 5: 以てな う、 秀秋 之れ を邀 へて 客と な 
|  す、 彼れ 年少に して 粗 豪な $ と雖 も、 惺窩を 敬 憚し、 飮宴 嬉戯の 間に 屬す 
|  と雖 も、 惺窩入 $ て來た ると 聞けば、 必ず 容を 改めて 以て 之れ を 待つ、 其 
i  性行 之れ が爲 めに 改むる 所 多し と S ふ、 德川家 康亦軍 中に あう、 惺窩の 
.1  賢なる を 聞 S て、 時々 之を 延 見し、 問 ふに 聖學の 要を 以てし、 心 竊に 之れ 

一を 敬 重す、 是れょ 6 惺窝豐 後に 遊び、 江戶に 赴き、 又 京師に 還うて、 獨り橋 

\ 

i  居に あう、 此時宋 儒 性理の 書を 讀み 、遂に 佛敎に 慊焉穴 らず 、佛 門を 脫し 

\ 

一 て 儒敎 に歸 せんと 欲す、 然れ ども 當時 良師な きを 憂 a 、 忽ち 奮發 して 明 
|  國に 入ら / 1 と 欲し、 直に 筑陽 (成 £  5、 多 V 到 う、 渡航の 途に上 ぼれ 6、 是れ 
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一實に 文祿二 年の 事な 6、 其 出 發の際 友人に 贈れる 歌 あり、 云く、 

一  なれくらし、人の心を、つきにはなに ^ もひいくへの、山のおもかげ、 

一 

一 然るに 彼れ 會 、M 濤に 遇 CA 、 漂流して 鬼界が 島に 到れう、 時に 又 歌 あう S 

<-  -  . 、 

や t と 歌の あはれ かけ、 h 目に 見 t ぬ 鬼の しまねの 月の ゆ ふなみ 

其 時 又 歌 あう、 云く、 

j  薩摩が た、 八重の L ほ かぜ、 吿げ やらん、 あはれ うきみは ^ や、 たに もな 
し、 

け ふ $ たつ、 澳の 小し まや、 s にしへの、 あ も a の s ろを、 なほの 乙し つ 

了、 

一  見ょ s かに、 雲 路の 鳥は、 とび 消 之て、 かへ る ゆうべの、 山 も あう け $、 

|  鬼界が 島は 今の 硫黃 島に して、 薩 摩の 河邊 郡に 屬す、 俊寬が 曾て 流罪に 
\  處 せられた る 所な う、 惺窩其 年の 冬、 鬼界が 島ょう 出で、、 鹿 兒島灣 口の 
一  山川 港に 泊し、 偶 >正龍寺を訪ひしに、僧問得なるものあ6て四書新註の 


I  和訓を 徒弟に 授 くるを 聞き、 大に 心に 之れ を 怪み 、試みに 假 6 -C 之れ ^ 

\  誦讀 する に、 其 施す 所の 和訓、 其 義に稱 はずと いふ 乙と なし、 因うて 其 本 
一 づく 所を 問 ふて 始めて 是れ南 浦の 點 する 所に 係る 5: 知れう •南 浦の 點 
j  する 所は 即ち 岐陽 及び 桂 菴の傳 ふる 所を 修正せ し 毛 のな う E 萬、 偶然 
にも 南 浦の點 を 得て、 乃ち 歎じて 日く、 

今將に 明に 渡らん とする も、 亦 他な し、 惟 i 之れ 5: 求む るの み 
一と、 因うて 問 得に 請 ふて 悉く 之れ ?: 寫 して 京師に 還う. 以爲 く. 聖人 常の 
|  師な し、 吾れ 之れ を 六經に 求めて 足 $ なんと、 乃ち戶 5: 杜ぢ 客を 謝して 
|  之れ を 六經に 求め、 最も 深く 四書 新 註を 究め、 遂に 儒を 以て 家を 成し、 京 
\  師學〇 s ir- fle の祖た るに 至う、 元 和 五 年 秋 九月 十二 日を 以て 卒す、 享年 
\  五十 九、 京師の 相國 寺に 葬る、 

\  惺窩、 德川 家康の 知遇を 受けた るの 外、 當 時の 權門勢 家に 憂 待せられ た 
™  る Z: と I 再なら ず、 慶長の 初め 少將 豐臣勝 俊. 長 嘯 子と 號し 、潜 居して 京 
j  師の東 山の 靈山に あう、 好んで 和歌 ?: 詠 じ、 且つ 多く 書を 藏す 、曾て S 窩 
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\  の 名を 聞 S て 之れ を 招き、 學問文 藝に就 S て 共に 論談 評隧 する 所 あう 
™  き 、惺窩 文集 中 長 嘯 子に 寄す る 詩歌 文章の 少から ざる ?: 以て 之れ を 見 
I  れば 、其 交誼の 深厚なる もの あ 6 しを 知るべきな う、「赴，|靈山長嘯子賽花」 
\  の 作に 云く、 

_  君是護」化花護宭、有 «0 此地久留 ©0 、<門先問花無鬈、莫 «0 先 *0 更後宭、 
一龍野の城主赤松廣通(1^虹|樹れ)學 |: 好み、深く惺窩を尊信し、甞て學 
一校を 鄕 し、 釋奠を 行 ふ 11 窩竊 に以爲 く、 此人當 に 斯道 5: 期すべし と、 時に 
石 田 三 成 佐 和 山に 居う、 亦 11 窩を敬 重し、 戶田內 記なる ものを して 之れ 
j  を 聘せ しむ、 ' II 窩往 かんと 欲して 果た 3 ず、 明年 三 成敗 死す るに 及んで 
一廣 通 亦 自殺す、 僅窩爲 めに 慟哭せ うとい ふ * 集に 「悼 # 松 氏 1 」三 十 首 あ う、 
\  今 其 三 首を 擧げん に、 云く、 

\  かくばかう、終$た<しき、筆の跡を、みるか 64 もなく、みだれてど思ふ 
\  神無月、 思 ふ も かなし、 ゆ ふし もの ^ くやつ るぎ の、 つかのまの 身を、 

つるぎ 羽の、 くだきて し 身を、 鴛 鳥の、 あし 1; かひな く、 わ n ぞ なくなる. 


と、 

敏3 姜: 
矢0 伉 
王〇甞 
綱0 て 
の3 文 
振0 章 
は0 達 
ず0 德 
筒 |> 錄 
賊0 の 
の ◦序 
橫0 を 
恣 3 作 
な0  & 
る0 て 
を。 惺 
以〇窩 
て0 を 
幼'。 推 
よ0 尊 
b° し 
隱° て 
居0 日 
し0  く 
て0、 
自〇 
ら〇 
mo 

む 0 
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佘が日 東に 落つ る もの 三年、 斂 夫を 王 京に 得 1: 之れ と 遊ぶ もの 數月 
始めて 其 人と なう i: 知. うて 而して 其學 ^ るを 叩く 旣に其 學 /2 る 1: 
叩 S て、 而して 益" 其 人と なう を 信ず、 其 人と なう や 韜晦して 

〇 〇〇 〇〇〇 〇〇 〇〇 〇〇〇 •〇〇  〇〇〇 ;° 0 i 

、、へく して 見るべからず、 見るべく して 知る ベ カ 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇.〇〇〇 、〇  09 〇 

は 驚く が 若く、 惡を 疾ん では 風の 如し 道の 合は 
i 如 ||0 私 50 ^0 啊加 50 50 ” «0 ||巷、之れに處纟 

なる 所は， 千駟萬 鍾と雖 も、 滑し とせざる 所 ある 


0  0  0  0 

めず、 人 聞く 

う、 善を 見て 
王公 大人と 


0  0  0  0  0 

う、 義の 不可 


聞 達を 求 
0  0  0  0 

らざ るな 

0  0  0  0 
ざる 所は、 

か撕.1 加 

如 ?) 〇 、 動 i 〇 
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七 


朝鮮の 刑 部員 外 郞姜沆 歸 化して 龍 野. にあぅ、 一た び 惺窩を 見て 盎然心 
醉 し、 稱揚已 まず、 惺窩 が姜沆 に與 ふる 書に 云く、 

^  ^  A*  ^  ^  Ag  .0  ^  A0  ^ 

4 ¥- #ぎ1?木28ど？義1 «" # #矿ず ^ ダ、嗚呼流水之 ^ 音、雖 « _1子期(後世之 

知己 X 有， I 子 p 乎、 
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八 


たる や、 小道に 局せ ず、 師傅に 因らず、 千歳の 遺經に 因うて 千歲 の絕緖 
を繹 a、 云云、 

と、 亦 以て 惺窩の 人物 性行を 證す るに 足るなら、 但> 惺窩が 姜沆 以樂 P シ 
書に 宋 儒の 意を 以て 和訓を 四書 五經に 加 ふるものは、？ u nA f デ r  r  y 
ものを； 以て 嚆矢 となす とする は、 甚だ 怪〇べ き 乙 となう、 四 il 日 r^ ilp ll 
加 ふるは 岐陽を 以て 率先と なし、 桂 菴南浦 之れ に 次いで 之れ を 修正し、 
遂に 之れ を惺窩 に傳 ふるに 至う しこと、 史的 事實の 以て 徵 すべきい の 
あるな う、 唯-五 經の 和訓は 未だ 之れ あら ざ 6 しも、 周易 程 傳 本義 か 如” 

あう しな. 〇、 是&に 惺窩が 和訓 X, 加 か 
るを 以て 全く 己れ の獨 創に 出づ るが 如くに 公言せ しは、 蓋い P 
生の 過失と せざる を 得ざる べし、 惕 窩も 本と 禪宗の 僧に い (し、 1 ゆ、.ギ 
南 浦 等と 同じく 宋學 を 好みし ものに て、 彼等^ j 甚しき 差異 f るに *" 

ず、 きれ ども 惺窩は 身佛 門を 脫して 全く M° f i0 r ^ て だ ^0 5:0 PM0 it0 f ^0 
是れ 其大 に岐 陽、 桂菴 、南 浦 等と 地位を 異にする 所以な う、 物 徂徠が 都 三 


、為、、、、、、、、、、、 為 

は、 已に南 浦の 和訓 5: 加へ しもの 


• - -  Ck 


近に 與 ふる 書に 云く、 

昔 在，， 邃 S 吾東 方 之 ®0 、 浪 々乎 罔 SS 王 >u 氏-而後 试始 知， 字、 有-- 黃備氏 I 

\  &  ^ M0 *0 %0 , r «0 M0 K° ifn0 妒 妒 &° ?° 11 r fi° ®° f rfn0 妒 A° p  f llj° yk  Is 

&、 斯四 君子 者、 雖 k 尸= 祝 乎 學宮 一可 也、 (粗 徠集 卷廿八 ) 

^ と、 惺窩の 我 邦文 敎に功 ある、 海に 徂徕の 言 ふ 所の 如し、 惶窩佛 門を 脫し 
\  て 儒 敎に歸 せる 5: 以て 僧侶 之れ に 遇へ ば， 之れ と 相 容れざ るが 如き 形 
j  迸 あう、 關ヶ 原の 亂平 r や、 家康 京師に 入う _惺窝を 延 見す、 惺窩儒 服し 
て 入うて 見 ゆ、 家康 乃ち 其言ヒ 聽かん とす、 時に 僧承兗 及び S: 三な， る も 
の、 座に あ-^、 惺窩に 其眞を 捨て 俗に 還る 5: 詰る、 惺窩 乃ち 答へ て 日く 
|  佛 者ょう 之れ を 言へ ば、 眞諦 あう、 俗諦 あう、 世間 あり、 出世間 あり、 若し 
。我 s v」 S4 r 〇 れ  Vs 。 れ 。ば、 VS&  卜 

〇  〇〇〇 .° ''0 〇〇〇 '© ©  ) © © '■© •  ®  ©  ® © © © ®  ® © ® © © ®  cf  〇 

0000000000 

何ぞ 人間 世を 廢せん や、 

\  他日 惺窩又 承兌靈 三と 某所に 會す、 壁 間に 草書 一幅を 掛く、 皆讀む 乙と 

-  . 
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能は ず、 乃ち 草書の 讀み 難く、 楷書の 讀み易 きを S ふ、 E 窩 之れ を 一覽し 

\ 

一、  輙ち 朗誦して 日く、 

一  能く眞 を 讀む もの、 亦 能く 草 5: 讀む' 

|  と、 衆 益-悦びず、 

| 此の 如くに して 惺窩屢 ，承 兌靈 三等と 衝突す る 所 あう、 是に 於て か、 復た 
出づ るを 欲せず、 乃ち 洛 北の 市 原 村に 退隱 して 深く 自ら饀 晦 せりと S 
ふ、 

|  慶長 十八 年林羅 山、 東 照 公に 建言し、 學校を 京師に 創設し、 惺窩を 以 .て 祭 
j  酒 (§ e となし、 廣く 四方の 俊 髦を敎 育 せんと 欲す、 公之れ を 嘉納す、 因う 
て 地所の 選擇に 着手せ 6、然るにた爻<大阪の役起う、公亦尋いで歿 
\  す、 是を以 て 其 事 遂に 寢む、 後， 大臣 列 侯 相 謀うて 惺窩を 台 德公に 推薦す、 
一公 亦 之れ を 敬 信す、 然れ ども 未だ 急に 決せず、 元 和 五 年、 方に 聘禮 を議す 
\  るに 及ん て 惺窩會  >'下 世す、 故に 遂に 官途に 就かず、 乃ち 終身 民間の 一大 
|  儒 穴る を 得 穴 $、 林羅 山が 惺窩を 論じて 


那波活 所、 惺离 
も 稱揚 して 日 
く、 烏 乎 意 喜 5fe 

生 之 嘉言善行。 
人々 無， 不/知 レ 
ク r 所/ 謂 四海 蒼 
生 口 是銘者 乎 t 


と す、 厘 嵩 其 整す 乙と なきを 以 


*° 纪 デ！ 3  ik 3t° @0 纩. 1 田 1 治 生 能 言 而 1 一益 行，， 於 後世 I 者 乎、 

とい ふ もの洵 に 當れ う、 惺窩の 人と なう、 寬厚慈 仁な うしが 如し、 後光明 
天皇の 御 序に も-寛仁 大度 之 君子 也」 と あり、 以て 其從容 迫らざる の狀を 
想 見すべし、 然れ ども 其 義の存 する 所に 至 $ て は 、亦 儼として 侵す ベ か 
らざる もの あう、 茅 窓 漫錄に 彼れ を 形容して 「溫 良恭嚴 、威 而不& 一と いふ 
もの、 蓋し 當れ .と 或る時 某惺窩 を訪ひ 、窓 前の 蜂窠を 見て、 其 蜂を 殺 3 ん 

て 之れ、 を 止む、 然れ ども 某 起ちて 扇を 揭 
げて頻 うに 之れ を 撲たん とす、 惺窩 遂に 悉く 其 蜂を 放つ、 後、 菜と 之れ が 

?: めに 5; 气せ  vfsg, ?: の, fi° ぱ  s ?°o へ。 る  vrvsp s の 

000000000000000 

人を 僧め る 乙と ?: 察知すべきな 6、 

Ir k、 山水を 好み、 花 草を 愛し、 興に 乘じて 吟詠し、 白樂 天の 風流を 喜び、 又 
F W  陶)、 の、 人、 と、 な r ビ、 慕、 ふ、？ i io «° 。 を M° M° 。 せ ◦る。 の *0 。 品、 ^0 。 以。 て。 想。 見 1-° 

〇〇〇  〇〇 〇〇 〇〇〇 〇 〇〇 

るに 餘 6 あ 6 とい ふべき なう、 

gk だ △の， の 傍ら 黑點 三寸， あう、 俗に 所 V 謂 『クロ クサ」 なう、 I に 重腌子 
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ニニ 


玉 ! U 遺稿 C 卷之 
i l: 惺高 先生 

肖像 賛あリ C 


あう、 彼れ 儒 R 歸す るの 後、 唯； 其 項 髮を餘 して 其 長き を 厭は ず、 視る もの 
之れ を怪〇 、然れ ども 其 端嚴を 憚 i て 其 故を 問 ふ もの あるな し* 彼れ 性、 
酒を 嗜む、 然れ ども 或は 旬日を 經て尙 ほ 唇を 沾 3  <  る 乙と あ 6、 或は 痛 
飮 する こと あれ ど 毛、 醉ふて 亂れず 、平生 注、 來- 配 I:' F  f  f 然 n° ど ^0 、 A° 
RO 接すれば 欣然 坐談 して 已爻 ず、 若し 來穴 6 問 ふ もの あれば i (人品 一 
かんに ょうて 之れ を敎誨 す、 譬へば 猶ほ 鐘を 撞くが 如く、 或は 少しく 鳴 
6、 或は. 大に 鳴る、 總べて 之れ に 對する 者の 力量に ょ 6 て 異なれ $ とい 
、ふ、 

惺窩は 詩を 作り 文を 屬 し。 又 和歌に 巧に 國 文に 長ぜ う、 彼れ は 定 家の 後 
裔たる丈あうて最も和歌と國文とを能くせ、う'詩文は粗大にして未だ 
精 H ならず、 其學 問の 如き も、 規模 廣大な らず とせず と雖 も、 深遠は 未だ 
し、 彼れ は 畢竟 創業の 人に して、 其 功は 唯-率先して 德川氏 三百 年の 文敎 
を 開拓せ し R あるの み、 


第 I 


著書 


11 窩文 集五卷 林道 春 編輯  . 

『  續 .S 三卷菅 得菴镉 輯 
星 嵩 文集 十二 卷藤原 爲經編 源 光國铰 

七 文集は 體裁に 於て は 前者ょ- CV 一層 能く 整頓、 V  6 と雖も 內容に 於 
ては 相互に 異同 あ \ 學者 宜しく 兩 者を 參 照すべきな ぅ 
惺窩 和歌 集 五卷八 ェ上 

文集と 歌集と を 合して 凡を 十七 卷あ 6、 是れ惺 窩の孫 藤 原 爲經の 編 
辑 する 所に して、 卷 首に 後光明 天皇の 御 序 あ 6、 其 中に 云く 「近世 有-北 
肉 山人 11 窩先 生者 *. il 九 t ムあ 1 1」 云云と、 儒 林 以て 非常の 榮譽と 
なす、 

惺 窩和 歌集 一 卷寫本 〇內閣 本 

文章 達德 錄百卷 

第一 篇  第一 韋藤原 惺 高— 第二 著書  ニー ーー 
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文章 達德錄 綱領 六卷 

此 書は 作文の 方法に 關 する 古人の 言論を 蒐集して 之れ を 分類せ る 
ものな り、 卷首に 朝鮮人 姜沆 及び ii 杏 菴の序 あう、 前に 掲げた る 文章 
達 德錄の 綱領と 見 交た う、 

千代 もとく  3 一卷 

此書 は惺窩 が 其 母に 儒敎を 說示せ んが爲 於. に 著は す 所な 岡 山の 
菱川岡山 ^ 如—字}之れが序を作れ6、天明八年の刊行に係る、近くは 
又 日本 偷理彙 編 卷之七 に 收載せ う、 世に 假^！^ if と 題せ る 一 卷の書 
あ $、 是れ此 書の 異名に 過ぎざる なう、 


ほ、 し 〇 圖〇此  あ 

し、 上、 妄 、て0 し0 れ氏 △を0 先、 ち 
其、 に、 う 、 儒〇— 〇に旣 △讀〇 生、 云 
れ 、治、 R、 者 〇, 切っ 由 に △ん 〇以 、く 
無、 統 、佛 、と 〇人〇 う 仁 △で 〇爲、 

け、 の、 敎 、な0 間0 て 種 △信3  く、 

れ 、君、 を、 れ0 の0 之を △じ0 我、 

ば、 あ、 非、 う 〇理 〇れ絕 A て 〇れ、 

則'、 $、 議 、然 、義〇 を ち △疑3 久、 

ち、 卞 、す、 れ 、を 〇觀 又 △は0 し、 

渠 、に、 る、 ど、 顧 〇れ義 △ず〇  く、 

れ 、道、 が 1 も、 慮。 ば理 △道 〇釋、 

を、 統 、如、 彼、 せ 〇惺っ を △果0 氏、 

ぃ 、の、 き、 れ 、ざ 〇窩 3 滅。 し0 に、 

か、 師、 と、 已 、る 〇 は0 す △て 〇從、 

ん、 あ、 を、 に、 の 〇 佛〇是 A 茲〇 事、 
且。 6、 な、 儒、 弊 〇敎0 れ △に0 す、 

つ △貝 ij'、 さ、 者、 を〇 の0 異 △あ 〇然、 

佘 △ち、 V、 と、 看〇世 ◦端 △ う0 れ、 

が A 渠、 6、 な、 破 Q 間。 た △豈 。ど、 

如 A れ 、& 、れ 、し〇 を 〇 る △に 〇 も、 

き △何、 涵 る、 乃 。侮0 所 △人0 心、 

も △ ぞ 、れ の、 ち〇 蔑0 以 △偷0 に、 

の △我、 論 後、 佛 ◦し0 な △の 〇 疑、 

堅 △ れ 、じ に、 門0 て0 う △タト0 あ、 

白 △を、 て 至、 を 〇 出0  な0 う、 

未 △妨 、日 う、 脫〇 世0  ら〇聖 0 
だ △ げ 、く て、 し。 間0  ん〇 賢。 

足 △ ん、  ち、 還 〇 を〇  や 3 の 〇 
ら △若、  尙 、俗 Q 企 3  釋 △書 〇 
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二 五 


I  第三 學說 

一 惺窩の 學說を 叙述す るに 當 6、 先づ其 何故に 佛敎 を棄て 、儒敎 に歸し 
一  たる かを 考察す るを 要す、 林羅 山が 撰ぶ 所の ti 窩 先生 行 狀 中に 謂へ る 


第一 篇  第一章 藤 原惺窩 1 第三 學說  二 六 

\  ずして、妄うに磨—で試みば、還うて渠れが'為めに議せ(り5 ^ てへ 
\  きこと、 これよ 6 甚 しきは なし、 唯？ 自ら 警め' 自ら 勤む るの み、 (答 = 林 秀才 一 
一書) 

|  と、 言論よ 3 は 寧ろ 實行 によ 6 て 佛敎 徒と 頡頜 せ / L とせし 彼れ が氣 勢、 
此れに 由うて 知るべきな り、 又 行狀の 中に 左の 記事 あり、 云く、 

先生 幼に して 學び 、壯な るに 至うて 怠らず、 釋老に 出入し、 諸家を. k M" 
し、 兼ねて 日本 紀、 萬 葉 集、 歷代の 倭 歌 詩文 等を 習 ふや、 其 間 聖賢の 書 Jr° 
讀んで 、而 して 後、 異學 ■を 棄て 、醇 如た う、 云云、 

彼れ は 佛敎の 外道 敎及び 神道の 書類 5: も 攻究せ しと 雖气 遂に 儒敎に 
歸し 、之れ が 純然たる 系統を 開始す るを 得た、 D、 

一 惺窩は 朱 子の 學を崇 奉せ う、 其 「如，， 朱 子， 者、 PA 往聖 ，開，， 來學； 得. 紀 ど 
~  と S ふ tT 之れ が 爲 めな $、 然れ ども 彼れ 又 陸 象 山を 回 護して、 之れ 5: 朱 
\  子と 調和 せんとせ 办、 其 言に 云く、 

j  紫 陽 (l e k 篤實 R して、 邃密を 好む、 後 學支 離の 弊 あるを ガ 、れ^^ 霡 


I  (_剌)質高明にして簡易を好0、後學怪誕の弊あるを免れず、是れを異 
I  な i とする ものな う、 人 其異を 見て 其 同を 見ず、 同は 何 どや、 同じく 堯 
一  舜を是 とし、 同じく 桀紂を 非と し、 同じく 孔孟を 尊び、 同じく 釋 老を排 
j  す、 天理に 同う する を 公と なし' 人欲に 同う する を 私と なす、 然らば 則 
\  ち S かん、 學者 各-心を 以て 之れ を 正し、 身 h 以て 之れ を體 し、 優柔 , so 飫 
\  し、 圓 機流轉 し、 一旦 豁然と して 貫通 するとき は、 則ち 同 か 異か 、見聞の 
_  智に あらず して， 而して 必ず 自ら 知りて 然して 後已む 、(答， 林 秀才 一書) 

™  惺 窩が朱 陸 二 氏を 調和す る處、 頗る 禪宗頓 悟の 說に 類す、 然れ ども 學問 
I  の 根柢よ- '達 觀し來 たれば、 兩 者の 間、 固よ 6 融合 一致して 些の 撞着を 
一 も 認めせ ざるな 6、 惺窩 其區々 たる 枝葉 •即ち 差別の 一遍に 拘泥せ ず、 更 
I  にかれ を超脫 して、 其 左右 逢 原、 合して 一を 成す 終局の 點よ 6 工夫を 着 
け、 以て 自家の 立脚 點を定 む、 是れ其 規模の 犬なる 所以な う、 又 寄 _一 林三郎 _ 
一 書に 云く、 

I  t 哲尙ほ 資禀の 近き 所に ようて、 數字 を點出 して、 入に 示して 警策を 
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なす、 各； 入 頭の 處を得 たう、 所 Jg 大小 程 子の 敬、 朱 子の 窮理 、金谿 の 易簡、 
陽 明の 良知 等な う、 

又 惺窩答 問に 云く、 

聖賢の 千 言 萬 語、 只 人の 理會し 得ん ことを 要す、 故に 示す 所 同じから 
ず、 入る 所 即ち 一な り、 且つ 古人 各^ m ら入 頭の 處 あう、 周 子の 主靜 、程 子 
の 持 敬， 朱 子の 窮理 、象 山の 易簡 、白砂の 靜圓 、陽 明の 良知の 如き， 其 言 異 
なる に似て、 入處 別なら ず、 ■，散 ; m | 忘) 

是れ亦 大小 程 子、 朱 子、 象 山、 陽 明 等を 擧げて 悉く 自家薬籠中の物と なす 
ものに て、 凡を 吾人の 悟入すべき の端緖 、必ずし 7P 一に 拘はら ざるを 意 
味す るな- CV、 寄， 一林 三郞一 書に 又 云く、 

陽 明が 詩 一 冊 £ » が 詩一册 、暫く 之れ ir 留む 、陽 明文 錄、 僧 三 要が 書 室 
にあ $、 是れ ょう 先き 借うて 瞥爾 として 過ぎ 了は る' 云云 • 

又 日く' 

陽 明が 詩、 洒落 愛すべ し、 


と、 乃ち 知る、 惺窩が 陽 明の 詩文を も 好ん て 之れ を 講讀 し、 朱 子 學を以 て 
•CI 一ら 標榜す るの 故を 以て 之れ を 擯斤 する の 愚を な 5 ぐり しを、 寬永の 
末に 至う、 中 江藤樹 始めて 陽 明學を 唱道す と S ふと 雖も 、始めて 陽 明の 
詩文を 講讀 せし ものは、 惺窩其 人 / 1: 0 き、 惺窩は 此の 如く 宋 明の 諸家 5: 
貫 穿して 之れ を 包容す るの 槪あ うしを 以て 純然 / Z る 朱子學 派な 5 と 
S ふを 得ず、 佐 藤一齋 日く、 

我 邦 首と して 濂洛 の學を 唱 ふるものを 藤 公 (g  M e となす、 而して 早 
已に朱 陸を 幷 取す、 

眞に其 言の 如し、 然れ ども 尙ほ 推して 之れ 1: 考ふ るに、 惶窩は 啻に 宋明 
の 諸家を a 容す るの みならず、 又殆 /L ど 儒 佛二敎 を 調和す るかの 如き 
態度 あう、 其 「柴立 子說 贈，， 葬 上人，」 の 一文は、 已に 儒敎に 歸 せる 柴立 子が 尙 
ほ佛 門 R ある 葬 K 人に 贈る に 擬 する 毛のに して、 稍>' 遊戯の 如くに して 
遊戯なら ず、 試みに 之れ を讀む に、 論旨 太 だ 奇なト ノ、 其 中 謂へ る あう、 云く、 

00000000000000000000030000000 

儒釋の 道、 造る 所 異なう と雖 も、 力を 用 ふるの 功、 亦 應に殊 ならざる ベ 
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し、 眞 R 力を 積 〇 の 久しき に 至う 二 朝 豁然の 境に 造うて は、 則ち 吾 儒 

j  000000000000  0000000  〇〇 

の 所， 謂 知 至る にして、 而し て佛 者の 所 J PB 契 悟な う、 

と •儒 佛二敎 が 如何に 相 異の點 を 有する も' 亦 得道の 點に 於て 一致す る 
所な しとせ ず、 是れ惺 窩の此 に 道破す る 所な 6 へ 蓋し 彼れ は 異 中に 就い 
|  て 其 同を 把捉す る ものな $、 然れ ども 若し 其 形式に 就 s て 之れ を 論ぜ 
一 ば、 儒敎 と佛敎 と、 左 支 右 吾、 相容れ ざる もの あり、 是故に 惺窩は 儒 佛二敎 
I  の 一致を 道破す と雖 も、 已に 儒敎 k 歸せ るの 後は、 佛敎に 芻して 復た何 
等の 同情を も 表する rJ となし、 是れ其 造る 所 異なる が爲 めか、 重 P 和歌 
I 浦 菅神廟 I 碑銘に 

\  列國 侯伯 達官、 唯有每 =賣 瞿 曇； 街 _| 耶蘇 一 者之禱 張爲 ，幻、 而麥 聞％  Y 崇 儒敎 I 者：： 
0  0  0  0  0  0  0 
/  # 偷攸 fe 、 是 之懼、 

と 云 ひて、 深く 儒敎の 振は ざる 1: 慨 し、 又 寄 fe 三 郞一書 に 

佛書は 今日の 急務に あらず、 異書は 先哲の 戒むる 所、 然れ ども 亦 彼の 
崖 略を 知ら ば、 則ち 其 術中に 墮ちざ らん、 


♦ 


と 云 a て、 佛 書を 攻究す るの 必要 5: 暗 指せう、 其 佛 書を 攻究す るの 必要 
は、 •佛敎 を 尊崇し、 佛門 に歸 依す るが 爲めに 之れ あるに あ 6 ずして、 唯 t 佛 
敎 徒の 術中に 陷るが 如き 不覺 5: 取ら ざらん が 爲 め， に 之れ あるの み、 

其 他 「千代 もとく ^ 」 の 中往々 學者を 警發 する に 足る 4 の あり、 因うて 之 
れを 左に 擧 ぐ、 

一 

明德 とは 天よ $ 分れ 來て 、我心と な $ て、 S かに も 明かに して、 一 もよ 
乙しまなる乙くろなく ^ 道にかなふ /^ るものを明德といふなう天 
よう 生れつき たる ごとく、 此明德 を 明かに みがきたて たる 人 5: 聖人 
と s ふな^^、 又 人間と 生 n 來て よう 後 R A 欲と s ふ もの あり、 欲心 ふ 
かく 見る 事 聞く 事に 1 よふ ものを S ふなう、 此 人欲 3 かむ になれば、 
明德あ とろへ て、 か / 2 ちは 人に して、 心は とりけ だものに 一になる な 
う、 たと へば、 明德は 鏡の 明かなる が 如し、 人欲は 鏡の くもりな $、 日々 
夜々 に 此明德 の 鏡を みが、 ざれば、 入 欲の 塵つ もうて、 本心を 失 ふ、 明 
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德と 人欲とは、 敵 味方な 3 ' 方 かてば、 一方は 必ず 1 W  くる ものな 3 、 

二 

天の 本心は、 天地の 間にある ほどの 物を 3 か 之る やうに あはれ み 給 
ふな 5、 かるが ゆ焱に 人と な $ ては、 人に 慈悲を 施す 5: 肝要と するな 
&、 慈悲を 施す に 次第 あ 6、 先づ 一門 一類に よ 3 ど I ろな き 貧者なら 
ば、 す 灸^- ^ でも 尋ね 求めて、 之れ にあは れみを 加へ、 其 後 他人の 親 
もな く、 子 もな く ^ よう もな きもの あら ば、 分々 4-C 應 じて 物を 與 ふべ 
し、 天の 道には、 次第の みだれざる を BT 要と するな トノ 、先づ 我家の 內 、眷 
屬を よくして、 其 後國を 治め， 天下へ 慈悲を 施すべきな 6、 此の 如くす 
れ ば 人の 恨を 受け g ものな 6、 人に 慈悲を 施せば、 又よ く 報 あう、 報を 
受けん とて 慈悲を する は、 慈悲に あらず、 又 富貴なる ものに 物を 與へ 
^2 る も、 天の 道に かなは ず、 慈悲に あらず、 

三 

人心 惟危 、道心 惟微、 惟精 惟一、 允 執，， 其 中； 堯舜禹 の 三 聖人 此 十六 字を も 


て、 天下を 治め 給 ふ、 云云、 此 十六 字、 萬 世 聖人 心 學の 傳授な う、 此 十六 字 
の 乙 、 ろは、 人心とは 人の 心な 6、 道心とは 天の 心な 6 •、我心のは じめ 
は、 天の 心と 一體な i、 然れ ども 人と 生れ 來 $ ては、 人心と S ふ も の 出 
來る ものな う、 上智の 人と 雖も •人心 あう、 又 下 愚の 人と 雖も 、道心 あう、 
此二つ の S の、 人の 胸中に まじは うて ある ものな 6、 之れ を 治 1; る ゆ 
A を 知ら ざれば、 人心 主人と なう、 道心 被宫 となうて、 天理 ほる ぶるな 
う、 此 人心と 道心との ふたつの 間を、 くは しくして 察すべし •又 かの 本 
心を 正しくして、 胸中には なさず して、 一にす る 事す 乙し もた 之ぬ 間 
なきやう にす ると きは、 道心 主人と な 6、 人心 被官 とな. CN て、 天理 日 令 
に 明かに して、 天心に かな ふ、 云云、 人心は 長 じ やすく、 道心は ほる び や 
すし、 譬へば 、いば ら からたち はしげ h やすく、 牡丹 芍藥 はさぇ やすき 
が 如く、 惡人は 盛んにして、 善人は 稀な う， 四書 五 經其外 萬卷の 書を ま 
なぶ も' 此 十六 字の 乙、 るを 知らん 爲めな 6、 筆に あらは し、 口に いひ 
ほどき 難き 妙處 あう、 然れ ども 之れ 5: 本と して 工夫を め C ら^ 〇 ば、 聖 
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人の 3 か a にも 至るべし、 欲 ふかく、 民を しへ / 2 げ 、人 ?: たらし、 財寶を 
集 ひる 事、 人心の 長上な 6、 又 物 知 i と 人に 言は れんと 思 ふ も、 人心な 
6、 只 心を みが、 ん爲 めの 學問な 6、 又藝 能に す r れ .て、 人に 譽め られ 
んと思 ふ も、 人心な う、 我 職を みがく は 道な う、 武道を はげみて、 名を 高 
うせんと 思 ふ も、 人心な $、 まして 所領を 受け / I など、 思 a てす るぶ 

、…  、こ  ，， ，、〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇 〇〇〇 0 〇〇〇 〇〇〇 

んは 更に 沙汰に も 及は す / 2 ビ 君の 爲めに S のちを 捨つる 事、 道な 6 
と 思 ふべ し、 鳥類 畜類' たに も、 其 役々 はつと むるなら a な う、 人と な $ 
て 鳥に だ も 若かざる ベ けんや、 又 我家のう ちを も齊 へず、 眷屬の 末々 
の 貧しき ?: もみつ がず して、 他人に 物を 與 ふる も、 人心な^ 〇、 I 類な .c\ 
とも、 富貴なる 人に ^ から 5: 與ふ ベから ず、 他人の 貧しき 人を 惠 IT を 
仁と S ふな 6 

其他「千代もとく3」の中に儒敎と神道とを調和して、其契合一致を論ぜ 
-CV、 其 言 R 云く、  . 

B  本の 神道 も、 我心を た、 し 5 ° して、 萬 K° 5r° fc° s n° ^! M° 1 心  p  l vo pll 


00000000000000000  OOOOOOOOOOQO 

意と し、 堯舜の 道 もこれ を 極意と するな. 0/ も /) 乙し にて は* 儒道と s 

〇〇〇  0  〇〇〇  00  〇 〇〇〇  00  〇 〇〇〇 〇〇〇 

ひ、 日本に ては 神道と s ふ、 名は かは &、 心は 一つな う、 

此れに 由 6 て 之を 觀れば 、惺窩 は、 啻に 儒 佛二敎 を 調和せ しのみ ならず、 
又 神 儒 二敎を 調和し、 區々 たる 畛 域を 超脫 して 一切を 融合せ る 博大の 
見解を 有せる 者の 如し、 彼れ に 就 s て尙ほ 一つの 注意すべき 乙と あん 
何ぞ や、 彼れ 已に 佛敎 ょう轉 じて 儒 敎に歸 すと 雖 も、 因果 應 報の 說の如 
きは、 依然として 佛敎 のをれ ?: 維持す る ものに 似 ^ *^、 「千代 ネと く 5 0 
中 R 謂へ る あ 6、 云く、 

惡人 なれ ども、 一代の 富貴に S かぇた る あり、 善人 なれ ども、 貧しき も 
の あう、 之れ に 乙、 る 二つ あう、 先祖の 人 善人に て. 慈悲を 施し A を惠 
みぬれば、 其 子孫 惡人な れど も、 榮 ぇる 事 あ 6 、又 吉日 良 辰に 生れて、 富 
貴なる もの あう、 然れ ども 其 人惡人 なれば、 一代 か、 又 子孫に 0  く  S、 ほ 
スぷ るな，^ 夏の 桀、 殷の紂 王、 日本に て 賴朝 、又は 明 智日 向 守が たぐ ひ 
の 如し、 又惡 日に うまれて 貧 人 あ 6 、 
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j 彼れ は 又 別に 「五 事 之 難」 を 論じて、 其 中に 亦 因果 應報 の理を 叙述せ う、 其 
五 事と S ふは 一に 天道、 二に 災難、 三に 因果、 四に 有 :] E 直而 貧賤 者； 有= 邪曲 
而 富貴 者； 五に 惡 人之榮 、是れ なう、 彼れ 霊 直而貧 5;有_ 一 邪 曲 而 富貴 者： 
を 論じて 日く、 

凡を 正直なる もの、 義 に 近づく' 故に 常に 己れ に羞づ るを 知うて' 而し 
て 未だ 利に 走る を 知らず、 是を以 て 必ず 富まず、 邪曲なる 名 の、 欲に 溺 
る、 故に 日. 夜 汚穢に 處 i て 利に 放つ、 是故に 必ず 富む、 

一 と、 尙ほ 舜の聖 に して 富む は、 氣の通 正なる を 得て、 吉 星の 運に 乘ず とし、 
\  蹦の 邪に して 富む は、 吉 星の 運に 乘 ずと 雖 も M の 偏 塞なる を 得と せう、 
一 其 思想の 幼穉 なる、 今更に 論ずる 迄 もな き 乙と な $、 歌集の 末 R 敎訓の 
:一 書 一篇を 附 載す、 凡を 十 章 あ う、一 に 君臣 -0 事、 二に 父子の 事、 三に 夫婦の 
j  事、 四に 兄弟の 事、 五に 朋友の 事、 六に 嫡子 庶子の 事、 七に 女子の 事 A に 妾 
j  婦の 事、 九に 交 隣 國の事 、十に 隱 居の 事、 今 之れ を一讀 する に、 別に 何等の 
一 卓見 もな し、 然れ ども 2 P 易に 儒 敎の旨 意を 叙述せ う、 當時に あうて は 有 


I  益の 書な ぅしならん ft 書は 惶窝が 後陽成 帝の 命 5: 奉じて 之れ を 著は 
: し、 謹んで 闕 下に 献上せ し 7^ のな •り、 一 說に此 書の 旨 意は 幕府の 大老 本 
多 正 信の 實行 する 所と な 5、 當 時の 政治 上に 影響す る 所少 から ざぅ し 
| と S ふ、 

一 惺窩又 門人 吉田貞 順の 爲め に、 舟 中 規約 5: 作る、 其 文 左の 如し、 云く、 

\ p' f 也、 、不へ 共 y 利 者、 P 大 P' 小 也、 所. 謂 利 者義之 嘉會也 、故 日' 貪 賈五 k 之、 廉賈 
\  三， 之、 昇 焉、 

^  JrJ o r 100 D oo o o o oo 〇〇 0 3 0 D 〇  0000 0 0. 

一  一  貧 域 之 於 = 我國； 風俗 言語 雖 k r 其 天賦 之理 ，未- # チ IP] ' 忘-- 其 同-怪 -1 其 P 
k, ヂ 鲈, @° »° ®0 r  ,和一” 53 ぎ ! 信？ 豚 魚； 機 見-一海 ® f 惟天不 

^  ^  ^  Qp^  〇0〇^〇0  r 

而 從= 其國之 風敎； 

I  上 ■  E ハ 雰 ギー配 ^: 仁、 况& & 人 乎 哉、 把 剧 舟人 乎 哉、 有- 
| B0 難 疾病 *0 鞍； 則 同 救へ焉 、莫 苟 獨脫； 
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\  一 &0 a0 M0 »0 r s° &0 、 M0 ?;0 p0 人  &  か 溺久 、人欲 雖 .多不 .若-酒色 之尤溺 入、 
\  斯 *° k ぎ ^0 *° 。共, 1£0 矿 «0 〇之、 *0 〇人 ^0 。畏妒 ?° 祐席。飮食之間；其然也、豈可 

i F rn0 ◦哉、 

\  一©碎之事記=於別錄 ¥ 2.|座右以鑑焉' 

是れ 海外 貿易の 爲めに 極めて 適切なる 舟 中 規約に して、 其 中 又惺窩 0 
宏量 雅懷を も 窺 ふべ の あるな 6、 殊に 其 「凡を 回 易の 事は 有無 1: 通 
じて、 以て 人 己を 利す るな 、人を 損じて 己れ を 益す るに あらず〕 云云と 
I  云へ るが 如き、 言 簡な i と雖も 貿易 本來の 趣意を 道破して、 復た 餘蘊あ 
一るな し， 又 其 「少しも 欺詐慢 罵す る Z: と 莫れ」 云云、 「惟れ 天、 偽を 容れず 、欽ん 
で 我國俗 V」 辱むべからず」 と 云へ るが 如き、 貿易 上 最も 顧慮すべき 點に 
\  して、 今日と 雖も 、寸 毫も 異なる 所 あるに あらず、 信用は 貿易の 際、 些の虛 
™  僞 を 交へ ざるに ょうて 得らる、 ものな う、 然るに 我 邦の 商人に して、 外 

S 

\  國と 貿易を なす もの、 之れ を 知らず、 屢； 虛僞 の行爲 あう、 是を以 て 信用を 

〆 

一失ひ、我邦の品位を傷づくる乙と實に少しとせず、惺窩の言 _:' 般賀易商 


% 


に 適切な 6 とい ふべ し、 又 其 「上 堪下 輿の 間、 民 胞物與 、一視同仁」 と 云へ る 
が 如き、 四海同胞の 旨 意を 聲 明し、 人道 博愛の 精神を 說示 する ものと 見 
るを 得べ し、 又 其 「到る 處道を 同う する もの、 相 共に 匡し 正う して 之れ を 
誡めよ 」と s へる が 如き も、 舟 中の 規約と して 無 かるべからざる 、所な ケ 
貞順は 安 南と 通商せ る 7P の、 故に 此舟 中の 規約 あう、 貞順が 事は 門人の 
條 R 詳な i、 
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第 四 惺窩 門人 

林羅 山、 名は 忠、 其 事蹟は 後に 出 だす、 羅 山の 惺窩 先生 行 狀 にょれば、 惺窩 
甞て 人に 語げ て 日く、 「近時 皆 驢鳴犬 吠な ぅ、 故に 久しく 筆硏 ?: 廢す、 今 
r  △れ «A △春 △は デ △を △起 tA ^ も △の、！：  △山 △の# f に fg-A △るぐ y  △の ^ と、 乃ち 羅山 
が 惺窩 門の 高足 弟子と して 深く 屬 望せられ し 乙と、 推して 知るべき 

松 永 尺 五、 名は 遐年、 字は 昌三、 小字は 昌三郞 、尺 五と 號 し、 又 講習 堂と 號す' 
平安の 人、 六十 六歲 にして 家塾に 卒す、 或は 明曆 元年と し、 或は 明曆三 
年と す、 未だ 其 何れ か是 なる ?: 知らず、 門人 木 下 順#、 宇都 宫遯菴 等 あ 
ぅ、 尺 五の 事蹟は 先哲 叢談 卷二 R 出づ、 

那波活所、名は觚、字は道圓、播磨の人、正保五年を以て残す、享年五十四、 
堀杏菴 、名は 正意、 字は 敬 夫、 杏 菴と號 し、 又 杏 隱と號 す、 近 江の 人、 當 時林羅 
山、 松 永 尺 五、 及び 那波活 所と 俱に 惺窩 門の 四天王と 稱す、 杏菴は 儒に 


して 醫を 兼ぬ、 甞て尾 張 侯に 仕 ふ、 寬永 十九 年 十一月 廿 五日を 以て ^ 
す、 年 五十八、 芝 切通 金 地院に 葬る、 物徂徠 が 「與_| 屈 景山一 書」 に 云く、 

余 不佞髫 年の 時、 之れ を先大 夫に 聞く、 ^ し洛 に惺窩 先生なる もの 
あトヘ 其 高 第 弟子 羅山活 所 諸 公の 若き もの 五 人、 名、 海 內に聞 ゆ、 皆務 
めて 辨 博を 以て 相 高ぶる、 而して 屈 先生は、 獨 5 溫厚の 長者たり 乃 
V  kl A" 、 の krk  f ど 、 し、 て、 退 »' § " & " 絶 Y ^: «' 、 の 高き を 求めず、 其朿 
都に 來た る、 先大夫 亦甞て 一二 接見す と 云 ふ、 夫れ 儒者®々' 古ょう 
か ^ y  r か ?>'' |^ い «' ^5 ^" 0> ^' ず^<ゲ、一^<、のかパ徂徠集卷 

之廿七 )、 

と、 乃ち 杏菴が 謙讓の 人た うしを 知るべきな 6、 杏 菴 二子 あ う、 長、 名は 
正英、 立 菴と號 し、 安藝に 仕へ、 次、 名は 道鄰 、尾 張に 仕 ふ、 立 巷 二子 あ う、 玄 
達と S CA 、 正祌 とい ふ、 玄 達の 子を 正 超と いふ TE 超 字は 君 燕、 景 山と 號 
す、 徂徠と 仝 時代の 人に して 學名あ 6、 正朴 、木 下 順菴の 女を 娶うて 正 
修を 生む、 正修 字は 身 之、 習 齋と號 し、 又 南 湖と 號 す、 名聲景 山と 相對す 
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其系圖 左の 如し、 

—正 英—玄 達— 正 超 
堀 杏菴-  i 朴 — TE 修 
丨道鄰 

今 第一 高等 學 校の 敎 授堀鉞 之丞と い ふ 人 あう、 是れ 杏菴の 遠裔な i、 
杏菴が 事蹟は 日本 古今 人物 志 f 卷 五〕 先哲 叢談 〔卷之 二〕 皇國 名醫傳 〔卷之 
上〕 及び 近世 叢 語 〔卷之 四〕 に 見 ゆ、 

菅得 巷、 名は 玄同、 字は 子德 、得 菴と號 し、 又 生白 室と 號 す、 播 磨の 人、 得菴 、四 
天 王の 中に 入らず と雖 も、 亦 之れ に 次いて 有名なる ものな う、 先哲 叢 
談 〔卷之 一〕 に 「惺窝 高 第 弟子 五 人、 得 «A 其 △一也」 とい ふを 以て 之れ を 知る 
べし、 寬永五 年 六月 十四日、 家人 皆 出で、、 祇園の 祭典^, 觀る 、得 菴獨う 
家に あうて 書を 讀み、 覺ぇず 微睡す、 弟子 安田 安昌と いふ もの、 潜に 來 
たうて、 之れ 5: 刺し殺す、 時に 年 四十 八、 得 t 奄 fl 窩續 集を 編輯せ る もの、 
利 羅山其 碑銘を 作る、 羅山 文集 〔卷第 四十 三〕 に 見 ゆ、 又 其 事蹟は 日本 古 


今人 物 志 〔卷 五〕 及び 先哲 叢談 〔卷之 二に 見 ゆ、 

三 宅 寄， 齋 、名は 島、 字は 亡 羊、 寄齋は 其號な 6、 又 江 南 野 水 翁と 號 す、 通稱は 
玄蕃 、和 泉の 人、 先哲 叢談 後編 〔卷之 一〕 に 「其 學無， ，常 師，」 といへ う、 然れ ども、 
古今 人物 史に 「 r 事惺窩 先生， と あ 6、 故に 今 之れ R ょる、 寄 齋天正 八 年 
正月 元日 1: 以て 生れ、 慶 安二 年 六月 十八 日を 以て 歿す、 享年 七十、 洛北 
の 鷹峯に 葬る、 寄齋 、男な し、 乃ち 門人 合 田 道 乙を 養 ふて 以て 子と なし、 
女を 以て 之れ に 妻は す、 道 乙 名は 子 燕、 鞏革 齋と號 す、 寄齋が 事蹟は 日 
本 古今 人物 史 〔卷之 五〕 先哲 叢談 後編 〔卷之 二 及び 近世 叢 語 〔卷之 七」 に 見 
ゅ、 

石 川 丈 山 •名は 凹、 初の 名は 重 之、 字は 丈 山、 俗稱は 三 彌、 後に 嘉 右衛門と S 
ふ、 號は 種々 あ $ 、或は 六々 山人と S ひ， 四 明 山人と S ふ、 其 他 凹凸 窠、 大 
拙、 烏 鱗 等 皆 其別號 なう、 三 河の 人な 6、 武人の 家に 生れ、 少壯 にして 勇 
氣あ う 76 和 元年 大 坂の 役に あえ 獨う竊 に 陣營を 出て、、 敵の 首を 斬 
りて 二級を 得 穴う、 然れ ども 其 軍令を 犯す を 以て 黜けら る、 後 叙 山の 
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西 麓 一乘寺 村に 隱れ 、翰墨 5: 以て 自ら 娛む、 甞て 漢晋 ょう 唐宋に 至る 
爻 で 能 詩の もの 三十 六 人を 選び、 書 H 狩 野 守 信 (I  £ T 一して 其 像. を寫 
さしめ、 自ら 其 詩 各 二 ^ を 錄し 、之れ ?: 其 居る 所の 堂に 揭げ、 號して 詩 
仙 堂と S ふ、 顯官鉅 公に して 來訪 する もの あれば、 彼れ 悉く 之を 謝絕 
し、 唯 > 林羅 山、 堀 杏菴 、野 間 三 竹、 僧 元 政 及び 明の 陳元贊 の 徒と 相 交は る、 
後水尾 帝屢 i 之れ を徵 せど？^、 固く 辭して 出で ず、 和歌 一首 ?: 作うて 其 
志を 述ぶ、 云く、 

000000000000000000  〇〇-〇〇〇〇〇  » 

涉らじ な、 瀬 見の 小川の、 淺 くと も、 老の 波を ふ、 影 ぞ恥づ かし、 

又甞て 富士山の 詩を 作る、 云く、 

仙 客來遊 雲外巔 、神 龍 栖老洞 中 淵、 雪 如 =紈 素-煙 如 柄、 白扇 倒懸 東海 天、 
是れ 人口に 膾炙す る 所な う、 要するに、 彼れ は 詩人な 6、 汲々 として 經 
義を 攻究す るが 如き 學究 にあらざる なう、 寬文 十二 年 五月 廿三 日を 
以て 歿す、 享年 九十、 洛 北の 一 乘寺に 葬る、 丈 山 妻妾を 置かず、 故に 嗣子 
なし、 著は す 所覆醬 集三卷 、覆 醬 全集 廿四卷 等 あう、 其 事蹟は、 先哲 叢談 


〔卷之 二〕 近世 叢 語 〔卷之 四〕 先哲 像傳 〔卷 一〕 隱 逸全傳 〔卷 下〕 及び 事實文 編 〔卷 
之 十二〕 等に 見 ゆ、 

一吉 田素菴 、名は 貞順、 一の、 名は 玄之、 字は 子 元 P 部！ ^微れ 1^ る)通稱は與市、 

一  素菴は 其號な 6、 洛西嵯 峨の角 倉に 居る、 故に 世人 角 倉 氏を 以て 之れ 

を 呼ぶ、 有名なる 角 倉了以 の 子に して、 工業に 功 あう、 又 商船を 安 南に 

遣して 彼れ と 貿易を なせ 6、 是れ 惺窩が 、爲 めに 舟 中 規約を 作る 所以 

なう、 素 S を 作ら、 歌を 詠 じ' 書を 能くし、 其 風流 以て 一時を 推 倒す る 

に 足れう、 彼れ 又惺窩 に從つ て經史 を硏究 し、 又羅 山と 相識る' 慶長九 

I  矿 1一'月妒"め£, 5:" |1|^に駙俨ぞい^^の 5: |貝^妒以1ょ ^ 、惺窩文集 

及び 羅山 文集に 所， 謂 田玄 之、 是れ なう、 惺窩 常れ 言 ふ、 素菴 道を 信ずる 

|  の 篤き、 企及すべからず と a て 其 人物 性行を 察知すべきな 6、 素菴又 

\  史記評 林を 得て、 始めて 之れ を 飜刻 せう、 世稱 して 之れ を 嗟 峨本 とい 
^  ♦ 

一  ふ、 著は す 所 藤 原 系 圖一卷 、武家 系 圖三卷 あう、 其 事蹟は 先哲 叢談 績編 

|  〔卷之 一〕 に 出づ、 
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\ 

j  第五 惺窩關 係 書類 

惺窩 先生 行 狀林羅 山 撰 

惺窩 文集の 卷 首に 收載 せぅ、 

惺窩 先生 系譜 畧藤原 爲經撰 

藤 原 爲經の 編輯に 係る 惺窩 文集の 首 卷に收 載せ、 

本朝 儒宗傳 〔卷之 下〕 巨 正 純 巨 正德編 

先哲 叢談 〔卷之 一〕 
j  近世 叢 語 § 之 二 J 
I  先哲 像傳 〔卷 一〕 

一 大日 本 史料 原稿 

j  日本 詩史 〔卷之 三〕 江村 北海 著 
古今 諸家 人物 志 釋萬菴 著 

I  日本 諸家 人物 志 


儒 林 姓名 錄永忠 原輯 
學問 源流那 波 © 堂 著 
近世 大儒 列傳 〔上 卷〕 內 藤燦聚 發 

望 海 每談， 

垂統大 記 

漢學紀 源 〔卷 四〕 伊地知 季安撝 
.儒 林 ® 趣 井 太 室 著 
斯文 源流 河 □ 靜齋著 

擧白集 
扶桑 拾 葉 集 
羅山 文集 
梅 村载筆 
老人 雜話 
明良洪 範 〔卷之 二 
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一 

_ 茅窓漫 錄 

I  野史 〔第二 百 五十一 卷〕 

I  事 實文編 〔卷之 七〕 

前 橋 舊藏聞 書 
日本 名家 人名 詳傳 T j 
一大 日本人 名辭書 
鹿兒島 外史 
一 近代 名家 著述 目錄 
一慶 長以來 諸家 著述 目錄 

八 

一 墨 水 一滴 稻葉默 齋著 


像肯 之 山羅林 


. 


嫌 • 


癒. 


:灸 


第二 章 林羅山 


第一  事蹟 

德川氏 三百 年間の 敎育 主義 5: 一定して 朱子學 となし、 4 のは、 林 羅山 
なう、 羅山 .名は 忠、 一の 名は 信 勝、 字は 子 信、 又 三 郞と稱 す、 幼名は 菊 松 丸、：# 
髮して 道 春と 稱す 、羅 山は 其號 なう、 又 浮 山、 羅 洞、 四 維 山 長 等の 別號あ 6- 
其 先は 藤 原 氏の 餘流 にして、 加賀の 士族た 6、 後、 紀 伊に 移る、 祖父を 正 勝 
とい ふ、 三 子 あ 6、 長を 吉 勝と S CA 、 次を 信 時と いひ、 少を周 堅と い ふ、 羅山 
は 信 時の 子に して 母は 田 中 氏な 6、 正 勝 歿する 時 三 子尙ほ 幼な 6、 乃ち 
母， に 從つて 大 坂に 移う、 後、 京師に 到つ て 住す、 羅山天 正 十一 年 八月を 以 
て 京師の 四條新 町に 生まる、 幼に して 神 彩 秀徹、 常人 
の 及ぶ 所に あらず、 年甫め 十三に して 書を 建 仁 寺に 
讀み 、夙夜 孜 々として 怠らず、 造詣 已に 侮る ベから ざ 
る％ の あ $、 當 時の 禪僧 にして 世に 名 ある もの、 疑義 
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(ィ) 先哲 叢談 及び 
近世 叢 語 I' ll 十 
四と すれ ども、 行 
狀及び年譜 |- 1 
る 1- 十三な り、 故 
二 今 之れ に 從ふ、 


又 

を。 後 ◦言 
壅3 世 ◦ふ 
塞0 能 〇 、 
す 0 ， 〇 

墓0 六0 
れ〇經 〇 
力 〇 の 〇 
め0 旨0 


て0 

を0 

闢 3 

得〇 

か0 

る 0 

ざ 0 

も。 

る0 

の〇 

ベ 0 

唯、 〇 
> 

か。 

程0 

6。 

朱〇 

ず 〇 

の 〇 

學〇 

あ〇 
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外〇 

說。 
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| あれば、 乃ち 之れ を羅 山 R 問 a 、 得る 所 少しと せず、 是に 於て か 「多 智 文殊 
か 4 い」 の 評 あん 彼等 以爲 く、 若し 此人 ■にして 佛 門に 入ら ば、 必ず 善 智識 
となる べしと、 因 6 て勸 むる に 出家を 以てす、 然れ ども 羅 山肯ぜ す、 竟に 
去うて 家に 歸 i、 復た寺 門に 入らず、 誓つ て 日く、 

0 0 0  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇 〇 . 0 0  o o o : ° 9 0 0 ) ° L ° 、？、 ^° ) ° 

余れ 何ぞ釋 氏に 入う パ 又 母の 恩を 棄てん や 且つ 後な きものは 不孝 0 

〇 〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  0、 

一  大 なるな う、 必ず 之れ をせ ず 

是れ ょ. 〇遍く 書を 四方に 求め、 得る に 從つて 之れ 5: 攻究し、 學業 漸く 進 
\  み、 遂に 眼を 宋 儒の 書に 著け て、 精を 因 書 六經に 專に する を 得 六 k 甞て 

^ 一一 一口  ふ、 

00000  c  oooooo  oooc\oo, ,0 o fo -i r0 l0 Lvo 、 c° x0 :o 、 g0 ?; 
•漢唐 以來の 文字 皆 原 づく所 あう 推して 之れ を究 〇 れは大 要 六 經に 
1  00000000  00000  0  00000000  > 

歸す 、唯 ^ ハ經の 文字、 原 づく 所な し、 道 固ょり 此にあ $ 


|  と、 一意 洛閩 の學 を與 す 5: 以て 己れ が となし、 十八 歲の 時已 に宋懦 e> 

一 學を 講じ、 以て 徒弟 ?: 敎ふ、 當時淸 原 家の 儒者の 四書を 講ずる や、 唯  >大 學 
i  中庸の み、 朱 子の 章句を 用 ひ、 論孟の 如きは、 尙ほ何 晏趙岐 の 註、 畠 侃邢炅 
一の 疏を 用 CA て、 未だ 朱 子の 集註を 取らず、 五 經は 、僅に 漢 唐の 註疏を 窺 ふ 
のみ、 然るに 羅山 之れ に拘は らず宋 儒の 學を 講じ、 論語 集註 5: 用 ふるを 
| 以て 人 其 新奇を 喜び、 來 3 聽く もの 席. に滿つ 、是に 於て か淸原 秀賢 其才 
|  を 忌んで、 奏して 日く、 

I  古ょぅ 勅許なければ、 書 5: 講ずろ 乙と 能は ず、 廷臣 だ も 猶ほ然 ぅ、 况ん 
一  や 俗 土に 於て -5: や、 請 ふ 之れ を 罪せん、 

|  是れ學 問を 壟斷 せんと 欲する の 意に して、 其 量の 狹少 なる、 豆を 容る、 
の 餘地だ もな し、 秀賢が 言、 遂に 家 康に聞 ゆ、 家 康 莞爾として 哂つて 日く、 
|  各  >  其 好む 所に 從ふ べし' 何ぞ 告訴の 淺卑な る や、 

一と、 却て 羅山を 以て 見る 所 あ 6 となす、 是に 於て 秀賢 口を 緘む 、因- 〇て羅 
\  山 益 i 力 5: 講學に 用 ふるを 得 * k 時に 藤 原惺窝 ’洛 北に 隱れて 程 朱の 學 
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を 唱道す と 聞き、 景慕已 む 乙と 能は ず、 慶長九 年 羅山年 二十 二、 惺窝の 門 
人 吉田玄 之を 介して 惺窩に 謁し、 始めて 門人と なる、 惺窩 乃ち 羅 山に 深 
衣 道 服を 與ふ 、羅 山是れ ょう 深 衣を 著け て 書を 講じ、 疑問の 點 を擧げ て 
之れ 5: 惺窩に 問 ふ、 惺窩 之れ か 批答を なし' 是れを 惺窩答 問と なす、 載せ 
て羅山 文集 卷 第三 十二 及び 第三 十三に あう、 惺窩甞 て 人に 語うて 日く、 
怜悧の もの 多く 世に あれ ども、 志を 立つ る ものは 寡し、 我れ 啻に 信 勝 
妒 1 1！ n -l: ° ? ; 0 す。 る。 の ^0 一 ょ 。らヂ、〇 又 *0 。 志 i: ° »° ず。 る ^0 -、 近時 皆 驢鳴犬 吹な 
ぷ 。に S ◦く  f。 を V す、。 彼 ◦れ ◦は。 夫 ◦れ デ。 れ 。を V す。 も。 の” 

惺窩 乃ち 羅 山を 以て 高足と なし' 傾倒 惜爻ず 、稱 して 林 秀才と いへ う、 其 
後 幾 もな く 幕府 羅山を 聘し て、 以て 顧問に 備ふ 、羅山 祝髮 して 道 春と 稱 
す、 時に 年 二十 有 五、 後、 四十 七歲の 時に 至うて 弟 永 喜と 與に法 印の 位に 
叙せられ、 民 部 卿 法 印と なれ &、 中 江 藤' 樹曾て 林 子® 髮受 位辨を 作うて 
大 に 之れ を 非議せ-^' 日く 

沐道 春は 記 性穎敏 R して、 博物 洽聞な う、 而して 儒者の 道を 說き、 徒に 


又 

く  △害 〇 を 〇從 、夫、 日 
な △勝 〇附〇 ふ、 れ 、く、 
る A げ〇し 〇 に、 林、 ' 
か A て 〇 て 〇 あ、 氏、 

、  言〇 自〇ら 、の、 

ふ 〇ら〇 ざ、 剃、 

ベ 〇欺〇 る、 髮、 

か 〇 き 〇 な、 は、 
ら〇人 〇  $、 佛、 

ず 〇を〇 言、 者、 

乙 △欺 〇 は、 に、 

れ △く  〇 ず、 あ、 
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其 0 
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小 A 
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运〇 
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る 0 
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猶么 

誣 C" 

に 0 

假' 

ほ △ 

ひ 0 

斷〇 

る、 

穿 △ 

tl° 

髮0 

の、 

薇 A 

義0 

の 〇 

徒、 

の △ 

を 0 

權〇 

な、 

盜^ 

充〇 

mo 

い 

の A 

塞。 

服 0 

我、、 

ご △ 

す 0 

の 〇 

俗、 

と △其 〇義〇 に、 


其 言 極めて 酷辣 なぅ と雖 も、 羅 山の 甘受せ ざる 5: 得ざる 所な 6、 然れ ど 
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やい い 4 い、 做 か &  & 卜！!  r て、 妄 $ に 其 髮を剃 う、 安宅を 曠 うして 居 
ぃ 於、 £  b か ◊ぃ 4  4  S  ぃ s  s  i  b ぃ、 i ぃ 0 か 
ら眞 儒と稱 するな う 
又 日く、 

己巳の 除 夕に 之れ に 賜 ふに 沙門の 位を 以てす、 林 氏 兄弟の もの、 之 れ 
卜昏 かぐ ル d 术挚 h わぃ h ぃ、 i ぃ〇！ 一.! at ?: A ®- ^A でた 卜 骱 卜 0 
W て n: を 飾り、 而して 其惡を 成せ 6、 
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も羅 山は 幕府 創業の 際に 當 うて、 極めて 有用の 人物な h き、 彼れ 學問淵 
博に して、 且つ 詩文の 才 あるを 以て 律令の 制、 官府の 書は 勿論、 宗廟 祭祀 
の 典よう 異國 交際の 事に 至る まで、 大抵 參預 して 規晝せ ざるは なし、 或 
は 彼れ を 以て 漢の叔 孫 通に 擬 する もの 亦 以あ h と S ふべき な $、 明曆 
三年 正月 十七 日、 羅山 例に ようて 紅葉 山に 詣 し、 東 照 公の 廟を拜 す、 家に 
還-^ て 氣宇 常なら ず、 十八 日江戶 大火 あう、 舂齋が 家、 火災に 罹う、 書庫 獨 
6 存 す、 翌十 九日 江戸 又 火 あう、 城下 大半 火災に 逢 a 、 羅 山の 家 も 亦 烏 有 
となる、 羅 山遁れ て 別墅に 赴く とき、 輿 中 携 ふる 所、 唯  >  朱を點 する 所の 梁 
書. 一® のみ、 羅山晚 年 二十 一史 全部を 首よう 尾に 至る まで 卷を逐 ふて 
朱を 點 せんと 欲し、 已 R 普 書、 宋 書、 南齊 書を 覽て 共 R 朱を 點し 了は う、 方 
に 梁 書を 讀んで 半を 過 ぐる 比に、 火炎々 として 起る、 時に 羅山尙 ほ 端坐 
して 朱を 點 す * 已に 急なる に 及んで、 春 齋春德 〇 二子 保護し 一て 之れ を 
一 出 だす、 羅山已 R 野墅 R 至る に 及 / L で尙 ほ以爲 く、 獨う銅 庫は 堅牢な り、 
\  必ず 火災を 免れ / 1 と、 旣 R して 是 れ亦已 に 焦土と なれる を 聞き、 歎じて 

j  ■  '  , • . .• 


i  多年の 精力、 一時に •盡 く、 嗚呼 命な う、  . 

一と、 終夜 嘆息し、 胸 塞う、 氣鬱 し、 遂に 病に 臥し、 二十 三日に 至 i て 簀を易 ふ、 
一時に 年 七十 五、 私に 諡して 文敏 先生と S ふ、 子孫 家 學を繼 ぐ、 門人 亦 少し 
I とせず、 人 見卜幽 軒、 企 鶴 山 1p l --4 永 田 善齋、 那波 木菴、 坂 井 伐木、 菊 池 耕齋、 
一 白 井 靈蘭等 皆 曾て 羅 山の 薫陶を 受 くる ものな う， 

一羅 山人と な 恭 遜謹恪 にして、 敢て 上に 忤は ず、 是を以 て 繇府四 代に 歷 
一事して、 未だ 曾て 其 譴責に 逢は ず' 前後の 執政 亦 謗 害する 所な し' 羅山は 
I  衆に 勝れて 才ぁト ノと雖 も* 敢て 其才を 誇ら ざう しが 如し、 年譜の 寬永十 
六 年の 條に云 く 

\  先生 天性 敦厚、 才名を 以て 人に 誇らず、 

i  と、 蓋し 彼れ は 交際に 圓 熟せし ものな らん. 其 官遊年 多き を 得た る も、 亦 
I  此に 因由す る 乙と 疑な & な-^ 羅山 平生 保養を 謹める を 以て 偶； 微疾に 
I  遇 ふ も 重症に 至らず、 能く 健康の 情 態を 持續 せう、 但 i 彼れ に 鼻疾 ぁ' 終 
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|  身 之れ を 憂； 5 たるが 如し、 其疾は 寒涕 常に 流 下して 胸に 至う、 時 あ $ て 
は 血を 混入せ るな $、 或は 今の所 ヾ 謂 鼻 加 答兒の 如き ものな うし か、 是れ 
假令ひ 危險 の疾な らず とする も、 醜穢な る 乙と 甚 し It 山 因-^ て 鼻疾 賦 
を 作 $ て、 嘆 じて 日く 

惟 鼻 之 爲鉍兮 、乃 天 中 面 上 之 山、 偶 金臟之 蘊熟兮 、寒涕 流 而爲跑 、剩蹙 類 
〆  之 未， 止兮 、痂 血出而 朱殷、 

\  と、 又 石 川 丈 山に 與 ふる 書に 云く 

宿 病 鼻涕 、雨滴の 壁に 流る' か 如く、 云云 •右の 鼻、 內爛れ て瘍の 如く、 時 
\  々痂を なす、 而して 拭 ふに 紙を 以てすれば、 血と 同じく 凝う 落つ 
一 と、 然るに 丈 山 も 亦 之れ と 同樣の 鼻疾 あう、 羅山 書を 之れ に 與へて 日く、 
j  兼ねて 聞く 足下 鼻涕 流れて 未だ 止まず と、 云云、 佘も亦 鼻疾 あう、 云云。 

紙を 捻 6 て 鼻に 實つ 、余れ 老 S て 此 患彌留 す、 以て 憐む べし、 

一と、 羅山が 鼻疾の 爲めに 深く 困窮せ しこと、 以て 察知すべき t う、 彼れ は 
|  又屢ゝ 耳疾 咳疾を も 併せて 患； 5 たる Z. と、 丈 山に 與 ふる 書に ょ 办 て證す 


べきな*^、 

羅山は 專攻 精到ょ 6 は 寧ろ 博覽强 記を 務めた るが 如し、 彼れ 二十 二歲 
の 時 巳に 讀了 する もの、 實に 四百 四十 餘 部の 多き に 及べう、 其 終身の 造 
詣 S か / L は、 * i 此れに 由うて 推測す るを 得べき な 6、 行 狀に 
所. 謂 世間 字 あるの 書、 見^か こいむ い !. A こ.、 如 办 卜卜 むい、 

と 云 ひ' 又 先哲 叢談に 

羅山洽博、天^の|日だ|^」 |1" ^" ^/る：^い、 

と、 S ふ もの、 必ずしも 虛褒濫 賞に あらざる な 6、 羅山 著は す 所 一 百 四十 
七 種 あ 6、 之れ に 文集、 詩集 等を 合すれば、 I 百 五十 餘種 となる、 眞に 等身 
の 著書と いふべ し、 然れ ども 多年 硏究 の精粹 quintessence として 世に出 
だし / 2 る ものは 殆んど 之れ なく、 大抵は 粗 雜なる ものな b、 固ょう 今日 
にあり て も 參考に 資すべき ものは、 之れ あ $、但>' 學者の 必要 缺く ベから 
ずと S ふ 程の もの 殆んど 稀な 6、 然れ ども羅 山が 德川 時代に 於け る 一 
15 儒た. 〇 しは、 何人も 否定す るを 得ざる な 6、 
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I  幕府 甞て 上野の 地 (今の 山王臺 所在の 地) を 羅山に 賜 ふ、 羅山 乃ち 以て 別 
一墅 となし、 聖堂を 建て、 文庫を 構へ、 以て 講學の 地と なす、 今の 御茶の 水の 
(  聖堂は 後、 上野ょ トノ之 れを 移した るネ のな ぅ' 


I  第二 著書 

I  羅山 文集 七十 五卷 
I  羅山 詩集 七十 五卷  • 

I  羅山 文集 附錄 五卷 

\  文集 及び 詩集は 羅山 歿後 其 子 鷲 峯が 弟の 春德 と共に 編纂せ し 所に 
して、 羅 山の 學說を 窺 ふべき 唯一の 材料な う' 殊に 往復の 書牘、 惺窩答 
\  問 及び 隨 筆の 類、 最も 注意を 惹くに 足るな 6、 

一 儒 門 思 問 錄四卷 

I  上下 二卷を 分ち 1: 四卷 とせう、 繁峯の 羅山編 著書 目に 三卷 とする は 
誤な う、 

道統小 傳二卷 

I  首め に羅 山が 序 あう、 寬永廿 一年の 作に 係る、 終 6 に 源 信 成が 後 序 あ 
I  う' 詳に此 書の 來由 を述ぶ 、此 書は 儒學の 系統を 揲る に、 缺く ベから ざ 
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I  るものな6、 

I  經典題 說一卷 

\  此書は 詩、 書、 禮 記、 周禮 、儀禮 •樂經 '周易、 春秋、 左傳、 公 羊 傳、 穀梁傳 、孝經 、爾雅 
I  の 十三 經を 解題せ しもの なぅ、 

I  陽明攢 眉一卷 

一  此書は 、未だ 搜 索し 得ず、 繁峯 の羅山 編著 書目に ょれば、 陽 明の 學說を 
一  排斥せ しもの な-^、 

一 梅 村 載 筆 三 卷寫本 

. 

I  此書は 隨筆體 の 著に して、 惺窩 の說も 亦處々 に 散見す、 一 讀の 際、 興昧 
1 墳ーー 讀 I  ぁるを 覺ゅ 、百瀨 川 〔卷之 二十 三〕 には 一卷 として 之れ を收 載せぅ、 

敎育 |  其 他 經 書の 註解、 老子の 標註 及び 神道 關係 書類 等 少しと せざる な' 


第三 學說 

一羅 山は 純然 ^ る 朱子學 派の 人な う、 曾て 藤 原 惺窩に 師事せ しと 雖も 、涅 
~ 窝 の 如く 陸 象 山を も 併せて 崇敬す る ものに あらず、 况んや 其 他 異端に 
屬 する ものを や、 羅 山が 始めて 惺窩の 門人と な うしは 二十 二歲の 時に 
して 啻に 四百 四十 餘 部の 書を 讀破 せし のみならず、 又已 に 一家の 定見 
I あうて 朱 子學を 確守せ う、 行 狀及び 年譜に よるに' 羅 山は 十八 歲の 時よ 
う 宋 儒の 書を 攻究し、 二十 一歳の 時已に 朱 子學を 唱道す るの 氣勢 ある 
一を 見る、 此れに 由 $ て 之れ ?: 觀れば 、羅 山が 朱子學 派と な &し は、 惶窩の 
一薰陶 によるに あらず、 之れ に 先ち て獨 b 自ら 見地を 此に 定めしな う、 若 

I ぃ 4  i： か !!: V わ 1 ^か 2: ?> を.ハ «^ か.い 5: 5膨れる者の如し、然 

一 n> ハ ト 皆 皆ぬ E- 4 卜ぃゎ 和ん 4 か 4 S- 4 ぃぃ n M; 心ぃ 6 :ぃ、 於 か 
一 か 4 むい 於、 かい 4  i  6 M- Jt- 、4.& l£" ±' b か. ハ «> か tl> 窝に 數步を W 
| い 心 P い！ ： や 、• n' t か 6 い t いか！ や^か る 所以な 一、 
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田 を 〇をっ 朱 〇 山 〇 ざ、 せ、 然、  を に 〇 は 〇然〇 


玄排〇 排〇子 〇に〇 る、 取、 れ 、せ △我 論 歸〇す 〔〇 れ〇 
之 し、 〇 斥〇學 〇あ〇 は、 う、 ど、 取 △邦 じ し〇是 〇ど〇 
書 耶〇 す：） を〇 う 〇 可、 一、 も、 る △獲て な0 れ 〇 も〇 第 


に 蘇 〇 る 〇 崇〇て ◦な、 切、 惺 、乙 A 洛 日 
云 敎〇 をつ 奉。 は 〇  $、 を、 窩 、と △の  く 
く  を 〇 厭 〇 す 〇 旗 〇 と、 包、 の、 此 △ 學 
、排〇 は 〇 る〇幟 〇雖 、容 、併、 の △を’ 

し 〇 ず 3 以〇鮮 〇 名、 し、 せ、 如 △首 
，て 〇 即〇上 〇明〇 亦、 て、 取、 し、 △唱 
己 〇 ち ◦は 〇 に 〇模、 之、 る、 言す 
れ〇 陸つ 全 〇 し 〇棱、 れ 、も、 志る 
自〇象 〇然0 て 〇兩、 を、 の、 晚 も 
ら〇山 〇 之 〇此〇 端、 融 、獨 、錄の 
取 〇 を 〇れ〇 の 〇 を、 合、 う、 一 を 
る〇排 〇 を〇 如。 持、 す、 朱、  藤 
所。 し 3 崇0 き C す、 る、 陸、  公 
の 〇王〇 奉 〇曖〇 る、 の、 の、  と 


が 〇其 〇  j 星〇篇 
ら、0 朱。 嵩。 

尙〇 子 〇 の 〇 第 

ほ 〇 を〇 學〇牽 

佛〇 取〇 問、。 林 

敎〇う 〇 差 ◦羅 
の0 て0 寛。1！1 

痕0 之0 宏〕 璧 

迹〇 れ〇に 〇 
を0 に0 失0 1 
存0 反0 し、 〇 
す0 す。 龙3 
る 〇る〇 主 〇 
に0 陸0 張0 


朱 〇陽〇 し0 昧〇 の、 傾、 み、 
子 〇 明 〇 て 〇模〇 態、 向、 な、 
學 3 を〇— 〇稜〇 度、 あ、 ら、 
を〇 排〇切 0 の〇 な、 り、 ず、 
主 〇  to 之0 點〇 し、 其、 又、 
張 0 道 〇れ〇 あ〇 と、 一、 更、 
せ。 敎 。と0 る ◦せ、 派、 に、 


な  因 〇 氏0 す0 

す  る0 を0 る0 

而  な Q 棄〇 所。 

し  つ0 遂。 

て  佐る0 に0 

早 A  藤 能3 茫 3  〇 

已ム  ー は〇漢 c 一 


う 〇を〇 異〇を 〇 ず、 の、 儒、  I ひ 
殊排 。な0 見0 然 3 學 、佛、  朱 △ 
に し 〇 る0 ず ◦る 〇 に、 を、  陸 △ 
其 佛 〇  VJ 已0 に 〇 偏、 も、  を △ 
寄敎〇 の0 に ◦羅〇 せ、 併、  併 △ 


齋ず0 の Q 
曾已 ◦弊 0 
て に0 な0 
惺儒 Q き3 
窩敎 Q 能 3 


你 きに 專ら陸 氏の 學 を 言 ふ、 陸 氏の 朱 子に 於け る » 薇 氷炭の 相反す 
レが か し、 豈に同 器なら ん、 同爐 5 らん や、 

| 又 日く、 

I  其 夫子の 道は、 六 經にあ I 解す る 乙とは、 紫 陽 氏よ 5 粹な るは な 
i LA Jm' i ps- ?:> <^  心い ち. i 6 心 T- M> いて pi. i E' 々 ^ る 象 山を 是れ 信ず、 惑 
一へ るに 似た るに 幾から ず や、 

此の 如く、 其 家學の 系統を 揭げ來 犮 $ て復犮 疑を 容る ベから ざる もの 
あるな う、 然るに 是れ羅 山が 吉田玄 之に ようて 惺窩に 寄す るの 書に し 
て、 書中 言 ふ 所は、 直に 惺窩其 人に 對して 之れ を 言 ふな う、 蓋し 羅山が 未 
だ 厘 窩の 門に 入らざる 時、 先 づ惺窩 の 門人 吉田玄 之を 識る 、故に 玄之に 
j よりて 書を 惺窩に 送れう、 惺窩が 之れ に 答 ふるの 文、 亦 載せて 惺窩 集中 
\ にあう、 羅 山の 此文 と惺窩 の 之れ に 答 ふるの 文と、 共に 二 氏の 學問 識見 

\  、、、、、、、、、、、、、、ノノ、 

\  いかんを 窺 ふるに 足る ものな り、 羅 山の 朱 子學を 崇奉 する 乙と 之れ を 
Is' t R" t t ' n" «? ぎい H ず^ ゲ が う i " 雖 も、 山 崎 闇齋の 如くに 
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と 〇 を 〇 の 博 
ぃ〇 承〇學 士 
ふ0 繼0 を 家 
の0 し0 講古 
み 〇宋〇 ず 來 
闇 〇賢〇 神 漢 
齋〇 諸〇祖 唐 
の〇家 〇甞の 
徒0 を0 て 註 
に0 折0 深 疏 
至0 中0  く  5f 
ぅ〇 す 3 之 遵 
て0 其 〇れ用 
は0 說〇 をす 
祠〇 漢〇悅 惺 
泥0 唐 〇 び 窩 
過 〇 と 〇 其 先 
甚 Q 殊〇門 生 
惺0 に 〇 人 に 
窝〇 異 ◦林 至 
羅〇 な〇羅  b 
山 ◦ 办〇 山 て 
と0 故〇を 初 
稍 〇  i こ〇擧 め 
_ 〇稱 〇  く， て 

じ 〇 し0 羅〇宋 
か0 て 〇山〇 賢 
ら〇宋 〇師〇 復 
ず。 學〇傳 〇 古 


葬 一篇  莽二写 积 IU— 莽 11 1  導 影 


ぎ 固 狹陋に 陷 $ たるに あらざる な 6 、佐 藤一齋 論じて 日く、 


(言 惑 晚錄) 

又 日く、 

惺窩羅 山 其 子弟を 課する、 經業 大略 朱 氏に ょ 6 て、 其取舍 する 所は、 特 
に宋 儒の みならず して •元 明 諸家に 及ぶ、 繁 峯も亦 諸經に 於て 私考 あ 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 DOOO  〇 

6' 別考 あり、 乃ち 知る、 其 一家に 拘はら ざる もの 顯然 たるを、 

是れ 本と 一齋が 自家 取る 所の 首鼠兩 端の 地位を 辯 護す るの 意に 出づ 
と雖 も、 亦羅 山が 全く 朱 子の 圈套 中に 埋沒 する の 愚を な 3  5 しとい 
ふことは、 未だ 必ずしも 否定す るを 得ず、 然れ ども 其 朱子學 派と しての 
旗轔は 决して 瞹 眛模稜 なる ものに あらざる な 6、 一齋が 厘 窩と羅 山と 


一 ?:- i あ い きい、 寬宏の 度に 於て 異同な きが 如くに 論ぜし は 未 / f 其 15 
一 贤を 得た る ものと S ふを 得ざる なう 

I 羅 山の 太 極 陰陽 天命 心性 等に 關 する 諸 說は、 皆 朱 子ょ 6 得來 たるが 故 

一 

\  に、 之れ を 叙述す る も、 是れ 唯； 朱 子の 旨 意を 反復す るに 過ぎず して 毫も 
|  fc n M 由うて 羅 山の 特色 5: 見る に 足らず、 故に 是等は 悉く 之れ を 度 外 
一 M せん、 蓋し 羅山は 別に 自家 獨 創の 見 ある ものに あらず、 哲 學偷理 等の 
一 事に 關し ては. 朱 子の 旨 意を 叙述 若く は 敷衍す るに 過ぎざる なう、 然れ 
\  ども 此れを 外にして 左に 一の 注意すべき 點 を擧げ A 
\  羅山は 朱 子を 尊崇しながら、 ®" $ 理氣 の說は 王 陽 明の をれ R ょれう、 「寄- 
一 田 玄之， 書」 に 論じて 云く 

\  太 極は 理な 6、 陰陽は 氣 なう、 太 極の 中、 本と 陰陽 あう、 陰陽. の 中、 亦 未だ 
|  甞て太 極 あらず んば あらず、 五常は 理な う、 五行は 氣な う、 亦然 う' 是を 

I  s  £  i  lU 。 っ 2 s  rs  备  fl)k$  △の  s f : る ど 

\  如“ い 雖も、 而も 或は 强 ひ て 之れ を 一一 一日 ふ、 

第〗 篇  第二 荜林羅 山— 第三 學說  六 五 


第一篇  第二 章 林 羅山— 第三 學說  六 六 

I  と、 朱 子は 理氣を 分離して 决して 是れ二 物と なす' 然るに 陽 明は 理氣は 
一 合一して 分つべからず とす癱 今 羅山は 朱 子に 背 s て 陽 明 R 與み す、 是れ 
其 全く 朱 子の 圈套 中に 埋沒 せざる 所な う、 隨 筆の 四に 云く、 

_  程 子 日く、 性を 論じ H ぜ h れ ば 備はら ず、 氣を 論じ v 性を 論ぜ 
|  ざ れ ば 明かなら ず、 之れ を 二に すれば、 則ち 是なら ずと、 古今 理氣を 論 
\  ずる もの 多き も、 未だ 乙れ に 過 r る もの あらず、 獨り大 明の 王 守 仁 云 
„  く、 理は m> の •理、 氣 6 理の 運 ffl' い、 (g 1 特 5 <ハ 針故、) 

一是れ 程 子 以後 獨〇陽 明の 說 、創見に 屬 する 5: 謂 ふなう、 又 云く、 

\  理氣は 一にして 二、 二に して 一、 是れ宋 儒の 意 5 う、 然れ ども 陽 明 子 日 
\  く、 理は氣 の 絛理、 氣は理 の 運用と、 此れに 由うて 乙れ を 思は、 、彼れ 支 
\  離の 弊 あう、 後學 にょうて 起ら ば、 右の 二 語、 此れを 捨て、、. 彼れ を 取る 
\  心 卜いか P 卜 ぃ、之れを要する |: 、1^鋩^る 0@ ^鮮<の1,4、(対悄 缝、 

葉 左) 

|  朱儒の 理氣を 論ずる、 必ずし も 一 轍に 出で ず、 朱 子は 理氣は 必然に 相 待 


一 ちて 俱に存 する のとし、 殆んど 其 合一を 說かん と 欲して 未 ^ 必ずし 
|  も 其 合一を 說か ず、 遂に 决して 是れ二 物と 斷 言せ 6、 故に 朱 子の 取る 所 
は 即ち 理氣 併存 論なる を 知るべし、 然れ ども 程 子の 見解は 反うて 现氣 
合一 論に 近し、 彼れ以 爲く、 性と 氣 とは 分離すべからず と、 性は 人 R 就い 
一 て 言 ふ 所な 6 と雖 も、 是れ 亦理に 外なら ず、 是故に 其 性と 氣 とを 分離す 
一べ からず とする は、 即ち 01 と氣 とを 分離すべからず とする ものな う然 
\  れ ど. も 陽 明は 氣の條 理を以 て理 となし、 理の 運用を 以て 氣と なし、 分明 
|  に 其 同 鉢 不離を 道破して、 之れ が一 元た る 乙と を說 示せう、 是 故に 羅山 
一 は 宋儒 の說 ょうは 寧る 陽 明の 說の從 ふべき を斷 言せ 6、 其 「一に 歸卞る 
一  のみ」 とい ふは ' 元を 意味し、 其 「惟 i 心の 謂 か」 と s ふは 唯 心を m 味す るが 
|  如し、 若し 彼れ が尙ほ 一層 深く 考察して 唯 心的 一元論を 主張す るに 至 
6 しなら ば •哲學 上 最も 興味 多き 結果を 生ずべ かう しも、 彼れ は 遂に 此 
一  t 以上に 步を 進む る 乙と 能 % ざ A き、 之れ を 要するに、 羅山は 理 氣の說 

〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇  〇〇〇 o' 〇〇  〇〇〇  000  〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇 

に 就いては 宋 儒の 說を以 て滿 足せず、 反うて 陽 明の 一元的 世界観を 取 
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I  れ 6、 然れ ども 其 他學問 全體に 於て は、 全く 朱 子を 崇 奉し、 决して 陽 朱 陰 

~i  王と S ふが 如き 首鼠兩 端の M 位を 取る ものに あらざる な 6 、隨 筆の 四 

一 

一 に 云く、 

\  周 子の 主靜 、明 道の 動 も 亦定、 靜 も亦定 、伊川の 主 一、 朱 子の 窮理 、各， 悟入 
I  する 所の 處あ り、 其 成功は 一な 6、 皇明に 至りて 一代の 巨擘、 陳白沙 が 
I  靜 座、 王 陽 明が 良知の 如き、 即ち 頓悟に 似た $ と雖 も、 高 明 あ $ と雖 TP、 

I  安 ミ！ 多' SS、) 

I  是れ羅 山が 未だ 陽明學 派の 人と なる 乙 と 能は ざる 所以な ぅ、 然れ ども 
I  其 論鋒の 極めて 薄弱なる ?: 見る、 其 「平易なら ざる か」 の 語、 殊に 陽 明に 適 
一切なら ず' 陽 明の 學は 、直に 內部ょ 6 聖域に 到達 せんとす る ものにして、 
\  眞に 直截簡明なる ものな ぅ、 故に 最も 平易なる ものと 乙を s ふべ けれ、 
j  今 是れを 「平易なら ざる か」 と S ふ も、 毫も 陽 明が 學に對 する 打擊 とする 
I  に 足 6 ざるな 办、 羅山 自ら 「か」 とい ひて' 自家 立論の 未だ 鞏固なら ざるを 
表白せ 6、 之れ を 夫の 惺窩が 


*> ^<か ^ い^<ぎ、の «' -|>> いオ :?:" の主靜、程子の持敬、朱子の窮理象山の 
ず «: 、白、沙、の »' »: 、陽、明、の、良 ^> 、のぎ、きオず、異、な，るに似て、人る處別なら 

r' 、 へ 文集 卷 fH ^t 一 
す 一二、 第 七 葉 左〉 

と、 云へ るに 比すれば' 其 見解の 精粗、 果して 如何 どや、 惺窩答 問 中に 羅山 

陽 明を 論じて 日く、  0 

I^O MO aio ^ o \° 1 ^、 B.O io 0o ^o 知 ^ 0 »10 如、 ^° 和 ^ ?0 <i)o べき ❼君子 者 出づ るて 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 -〇 〇、 

と あぅて 之れ を 一に せん 

と、 陇れは 又 別 R 陽明攢 眉の I 書を 著は して 陽 明の 學を 排斥せ ぅ 之 ， fl 
に反して St  £2  US  S い、— に 云く、 

*o s *o s MO £ss «o s £o no sss :fo 、s :l0o 

じ 和 S い. !; ®' い 4 へへ S  4 < いい 
唇吻い 掛 くるに 足らず、 (行 狀) 

此れに 由 h て 之れ を觀れ ば、 羅山は 朱 子に 左袒 する ものに て、 必 f しも 
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\  羅 山の 陸 象 山 王 陽 明を 擯斥す る Z. と、 頗る 其 度に 過 C る もの あるが 如 
し、 『寄，- 田玄 之 * 」 に 象 山を 攻撃して、 復た餘 力を 遺 3 ず' 其 中 謂へ る あぅ、 云 


△  △△△△△△△△△△△△A  A  △△△<!•△△△△△△△  A A A 

象 山は 莊 周に 似た 6、 朱 子は 孟子に 似 ^ 6、 若し 莊周を して 一た び 孟 

A <3  △厶  <!△△△△△△△△△△△△ A 

子に 見 ^ しめば E ち 道を 聞く や必せ 6 、象 山 朱 子に 見 ゆれ ども、 其 偏 
見 遂に 改めず、 然 ル. 似 かむ ひ 卜ぬ 协か卜 、か ル％ か. 心“  A  “  P 0A 
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此論 未だ 必ずしも 是なら ず、 先づ象 山が 莊 子に 似た うと い ふ 事 
て多少の異論なきにあらざるべきも、姑く之れを看過せん、然れ 
「若し 莊周 をして 一た び 孟子に 見ぇし め ば、 則ち 道を 聞く や必せ 
ふは、 抑； 何に ょうて 之れ を 斷定 せる や、 假令 a 莊子 が眞に 孟子と 
て 議論を 上下す る と あう ^ 6 とする 7P、 莊子が 果して 容易に 
屈伏せ しや 否や 最も 疑 ふべ しとな す、 寧ろ 老子と 孔子との 會見 
之れ を 推測す るを 當れ うとな すが 如し、 何ぞ大 早計に 「道を 聞 


/S 


に 就 S 
ども 其 

相 逢 ふ 
孟子に 
rh ぐ 
や 必せ 


6」 とい ふを 得ん や、 隨 筆の 六に 云く、 

か 子の 主靜 、明 道の 定性、 伊川の 主 一 無 適、 朱 子の 格 物窮理 、皆 是れ其 入 
い いい かか 所 異心らず、 金 溪の易 簡、 新 建 伯の 良知の 若き は、 則 
W SO W 砂 ' 1:0 i  S」 ^° t° i nA ども 世 呼ん、 {」 儒 中の 禪とな す、 其 門人 末流 

0A iiii^i AA l :! l^t) 

若し 門人 末流の 弊 5: 言は ぐ、 朱 子 も 亦 之れ あ 6、 何ぞ獨 う 陸 王を 咎むべ 
けんや、 且つ 夫れ 世人が 如何に 呼び 倣す も、 是れ 必ずしも 顧慮す るを 須 
64 ず、 但* 精細に 之れ を 攻究して、 其 禪と 如何なる 異同 あるかを 論證 する 
を 要す、 然るに 羅山是 れをな S ずして 世人の 呼び 做す に從 a ■頭ょ*^ 
之れ を 擯斥す るの 意志 ある R 似た 办、 是れ其 到底 偏見を 免れざる 所以 
なり、 羅山又 老子を 排せ 3、 其 言に 云く、 

李 耳 日く、 道の 道と すべきは、 常. の 道に あらず と、 其 所/謂 道は 淸淨 無爲 
を S ふなう、 天地 未 分を S ふなう、 夫れ 人 今の 世に 生れて 上古の 無事 
をな すべから ず、 而るを 况や 何 5: 以て 此 身を 天地 未だ 判れ H •るの 先 
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きに 置かん や、 若し 天地を 以て 譬喩と なし、 渾沌 未だ 開けざる を 以て 
一念を 起 S ずと せ ば、 則ち 一息 未だ 斷ぇざ るの 間、 何 1: 以て 一念を 起 
さ C らん や、 人は 本と 活物な う、 爭か 枯骸と 似ん や、 蒙 叟が槁 木 死灰 及 
び 柴立 の說、 亦是の 如く、 異端の 言語なん 聖人の 道は 然らず 、其 道、 君臣 
父子 男女 兄弟 朋友の 外に あらず、 之れ を 行 ふ 所以の ものは、 五常な 火 
五常 本と 一心に ぁう、 此心 6 具 ふる 所 か！ 5、 酬い トル. 心い、 AO b 0o ifco ハ 
に 由る 所の ものは. 道な う、 道を 心に 得る、 之れ を德と S ふ、 故に 道德 £一 
義禮智は、其名異にい ^ 實以？ 5〇 う、，|取於一％>阶 0〇 51〇 以か5^^^ 

op  〇〇  〇〇  〇  〇〇〇  〇〇〇  0 0 0  〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

h 若し 人偷 を棄 て、、 別. に 道 あう と S は' 則ち 儒道に あらざる な^^、 

か gs A° s :; ;; 5 

若し 羅山に して 一た び 老子の 無名は 易の 太 極に して、 朱 子の 理と 同じ 
く實 在の 觀念を 言 a 表は せる ものなる を 知ら ば、 豈に 此の 如く 老子を 
排す るを 得ん や* 中庸に も、 

喜 怒 哀樂の 未だ 發せざ る、 之れ 5: 中と S ふ、 


と あう， 此塲 合に あうて は、 中は 宋 * た 一念を 起 S くる 浪沌未 分の 境界と 
:見 るを 得べき にあらず や、 然れ ども 羅山は 是 等の 事實を 顧慮せ ず、 斷然 
一老 子を 非し、 其 取る 所の 主義、 確乎と して 定まう、 牢乎と して 拔くべ 力ら 

;  -  △△△<△△ > △△，△い •、ド、 ?- 

一 ざ る もの あり ® 窩曾て 羅山 に敎 ふるに、 見地 未だ 堅く 定まら ざれ I  - 
I いル :: |かき |:- «- ^ 》>いシシト.0せう、 ^ 讎隸鮮針)此れに由ぅて之 
I れを 觀れば 、羅山 見地の 堅き もの、 亦 惺窩の 此の 言に 起因す る 所な しと 

一せ ざるな う、  0  0  0  0 
\ 次ぎに 羅 山ょ 佛敎を 非 斥し、 頗る 痛快の 論を なせう、 其 主意は 佛敎を S 

?」 〇 舻 2 ，: &銨！ 41 〇 靶 〇 0〇 妒 ど妒鲈〇 ると する にぁるな-'、 殊に 其禪徒 

j ま ミ、 人 (S ミい ぎ‘ で V 其 

一  門徒の 行 狀 年譜を 作る や、 皆 諱んで 載せず、 獨 6 狂 雲 子 宗純賛 を 作り 
て日く ^ «" ,一但| )^ 1皆^!,纪ザ ^ ^ と、世傳ふ、妙超弱齡にして法 
si の 家に 問 ふて 心に 快から ず、 乃ち 元に t て 法— めんと 欲 
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し、 遂に 博 多に 赴く、 適 1 僧紹 明が 元ょう 歸 るに 遇 ふ、 是に 於て 參禪 す、 時 
に 超 妻子 あ $、 恩愛の 欲を 斷たん が 爲め に、 妻を して 酒を 買は しめ、 獨 
$戶 を 鎖して 其 二歲の 兒を 殺し、 之れ を 串に レ 炙る' 妻 還 $ て 之れ を 
見 1:A 怪むに 及ん て、 乃ち 炙れる 兒を嗷 つて 以て 飮む 、妻 熟視して 大. に 
1 -|大レ0 !1}- 少、鼢 445 、か ルか^ 4 がふ 知 妒 む VG、 職ヲ U 

葉) 

羅山此 事を 叙述し 了は うて 大聲 疾呼、 佛 徒の 人命を 減し、 義理を 絕つの 
非を 擧げて 痛く 之れ を 攻撃せ う、 妙 超が 己れ 自身の 兒の 肉を啖 a たう 
とい ふ Z. と、 亦 梅 村载筆 にも 載 すれ ども、 未だ 其杲 して 事實な 3 や 否や 
を 知らず、 然れ ども 彼れ が 二 t 年間 も 乞丐と 相 伍して 極めて 祜淡 なる 
生活を なし 穴る は、 事實 なる が 如し、 本朝 高僧 傳〔卷 之 二十 五〕 に 妙 起が 3 
あう、 今 之れ 5: 讀 むに、 超 曾て 大應 國師に 建 長 寺に 參禪 し、 一朝 忽然 大悟 
して、 偈を 作る、 應其 後に 書して 日く、 

吾宗儸 に 到うて 大に 世に 奥 6ん、但>' 是れ 二十 年長 養して 然して 後、 A 


をして 吾證明 ある 己と 5: 知らし めょ 
j 超 75 ち 京師に 還 う 、之れ を 實行 せし と 見ぇ、 高僧 傳に 

ノノ  y  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A-A  Ar^^r 

\  洛 東の 雲 唐 寺に 逸 居す、 m 侶數 輩、 枯淡に して 自ら 疆 むる 乙と 二十 年 
j  •  む 11 ん とす、  . 

と、 云へ &:而 して 尙 ほ又賛 に 於て 其 乞丐の 生活な i しを 明かに せ、 り 云 

斯 p  || を、 ft- *" '^ 肥、 %- を 1 ー セ 年、 與-' 乞丐 厲 A 將 fe -- 其 身 一矣、 

\  一休 詩を 作うて 此事を 歌へ う、 其詩载 せて 狂 雲集 〔上〕 にあう、 羅山が 引用 
一す る 所と 異同 あるが 故に 左に 之れ を擧げ ん、 云く、 

|  排-- 盡 大燈- 輝，- 一天； 鸞輿 競 # 法 堂 前、 ®- 於 水 ®- 無-- 人 記 (第五 橋邊 二十 年 
: 妙 超が 乞丐と 相 伍し ^ るは 十五 年に あらず して 實に 二十 年な う然ぞ 
ども是 れ獨う 超の 奇行と 0 ふべき ものに あ •ら ず、 釋迦 彼れ 自身と 雖も 
全く 乞丐の 生活を なし y2 る ものに て、 後の 僧侶は 皆 之れ に a ふへ きも 
一の な赢山 1= 三人 u の f 作 i 1 5  s  ?  s 1 し、 論 じ 
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て 日く、 

浮 屠 氏 畢竟 山河 大地を 以て 假と なし、 人 偸を 幻妄 となし、 遂に 義理を 
絕滅 し、 我 道に 罪 あう、 云云 彼れ、 君臣を 去う 〔父子を 棄て、 以て 道を 求む、 
我れ 未め 君 父の 外、 別に 所 JIS 道 あいを 聞かざる な $、( 紋 球 特イ針 0 
尙ほ 併せて 修驗 道を 非議して 日く、 

今 浮 屠 中の 徒、 頭巾を 着け、 露 衣を 桂け、 劍を帶 び、 馮を杖 大螺 貝を 佩 
び、 事 あれば 乃ち 貝 ?: 吹 S て 衆を 呼ぶ、 世の 號 する 所の 山伏なる もの、 
是れ なう、 其 徒、 かを 犯し' 罪に 當る もの あれば、 衆 胥議 し、 深坑を 穿ちて 
活なが ら之れ を 埋め、 然して 後、 石を 下 だし、 以て 封樹 し、 表して 某 山伏 
罪 あ $ と S ふ、 官の禁 f る 能は ざる 所な う、 云云、 吾れ 聞く' 浮 屠は 不殺 

0000  000  〇  〇  00  〇〇ゞ  」• & !>  、そ 1  LH r し、、 \ 

を 貴ぶ と 何 e 夫れ 刻激 なるや r 一一  十 - fc 葉 / &. ) 


中の 大儒 張 橫渠壯 にして 釋 書を 訪 a 、 年を累 ねて 盡く 其說を 究ひ、 得 
る 所な きを 知 6 て、 反 $ て 之れ 5: 六經に 求む、 渙 然として 自ら 信じて 
日く、 吾 道 自ら 足る と、 烏 乎 橫渠は 善く 過 5: 改むる ものと い ふべき な 
う、 其れ 李 唐に あ i ては、 韓氏が 原 道、 佛骨 表、 趙宋に あうて は、 程 •子 朱 子 
已下 、釋老 の 事を 言 ふを 愧づ、 云云、 程 子 日く、 佛書は 淫聲美 色の 如く、 能 
く 人を 惑は し 易しと、 朱 子 日く、 寂滅の 說高 うして 實な しと、 云云、 彼れ 
が 所 fe 道は 道に あらざる な' 吾 所， 謂 道は 道な 6、 道なる と 道に あら 

0000  000000000000  〇〇^  ^ E? , le 1 1 1 、 \ 

$' ると 他な し 實と虛 となう 公と 私と なう (第 七 ど 左) 

羅 山の 佛敎を 排斥す る、 其 敎義中 誤謬の 存 する 所を 逐一 列擧 して 之れ 
を 擊碎 する の勞を 取らず、 寧ろ 大處 よう 之れ を 考察し、 單に其 人 偸を 滅 
し、 義理を 絕 ち、 虚妄に 陷 るの 弊害を 論破す るに 過ぎず と雖 も、 亦 略 I 要領 

羅山 又當時 伴天連に ようて 輸入せられ たる 耶蘇 敎を 排斥せ 6、 彼れ 少 
壯の 時頌遊 (総 以獄) が 紹介に よう 弟 信 澄 c r e と共に 耶蘇 宣敎師 の不于 
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氏 Frc x l， の 許に 至う、 種々 論難 5: なせん 後 其 事を 叙述して 「排 ，一耶 蘇 こ 三 
篇 を 作る、 其 中 耶蘇 敎の敎 義に關 する 問答に して、 學 者の 一顧を 價 する 
ものは 左の 如し、 

羅山問 ふて 日く、 利瑪竇 、天地 鬼神 及び 人の 靈魂を 以て 始 あう 終な し 
とす、 吾れ 信ぜず、 始め あれば 終 あう、 始 なく 終な' きは 可な i、 始 あう 終 
なきは 不可な う、 然れ ども 殊に 證すべ S もの あるか、 

不于答 ふる ^ と 能は ず、  . 
羅山 日く、 天主、 天地 萬 物を 造る と、 云云、 天主を 造る ものは 誰ぞ や、 

不于 日く、 天主 始 なく 終な し、 

羅山以 て 遁辞と なし、 更に 問 ふて 日く、 理、 天主と 前後 あるか 
不于 日く、 天主は 鉢な う、 理は 用な 6、 體は 前にして 用は 後な う、 

羅山 乃ち 面前の 器を 指して 日く、 器は 體な 6 器を 作る 所以の ものは 
理 な $ 、然 らば 理は 前にして 天主は 後な う、 

不于 更に 譬喩を 換へて 日く、 燈は體 なう、 光は 理な久 


羅山 日く、 火の 燈たる 所以の ものは、 理な う、 光は 理にあ らざる な 6、 唯.，. 
之れ を 光と S ふの み 

不于 日く、 器 1: 作る の 一念 起る 處を理 となす へ 一念 起らざる 以前、 元と 
無想 無念に して 體あ う、 然らば 則ち 體は 前にして、 理は後 な トノ、 

羅山 之れ を駁 して 日く、 不可な う、 無想 無念と いはず、 唯； 理と 天主と を 
S はんの み、 無想 無念の 時， 理あ i て 存 す、 

羅山は 朱 子學の 立脚 點 ょう 論じ、 不于は 天主 敎の 立脚點 ょう 論じ、 各 4 ハ 
見る 所に 執着して、 他を して 己れ に 從は しめんと す、 故に 一 上 一 下、 遂に 
歸着 する 所な し、 若し 理は 即ち 哲理 上の 本體 にして、 天主は 即ち 之れ を 
人格化せ る ものな 3 とせば、 彼我の 間に 融合 調和の 點を發 見す るを 得' 
ん 、天主は. 即ち 儒敎に 所 v 謂 上帝な 6、 羅山が 問答 m 際、 上帝を 連想せ ざ $ 
しは、 甚だ 意外の 事と S はざる を 得ず、 兎に角 此 問答は 不結果に 終う し、 
なり、 是れ 畢竟 彼我の 思想、 到底 相 徹せざる に 由るな う、 最後に 頌遊 笑つ 
て 日く、 問 高う して 答 卑し、 彼れ が 解せ ざる、 信に 宜なる かなと M 山 乃ち 
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耐へ ず、 乃ち 罵うて 日く 

汝狂謾 な i、 太 極は 汝が 知るべき 所に あらず、 


と、 流石は 羅山な § 、之れ を 信 澄に 比すれば、 其 老實に して 平靜 なる、 自 £ 
大家の 氣象 ぁるを 見るな A づ _ 驗卽 !: ー ー、找 阳針) 羅山又 「示，， 石 川 丈 山 一 * 
中に 耶蘇 敎を 論じて 日く、  . 

耶蘇 變じて 異學 となる、 猶ほ妖 狐の 妲 己を 食 ふて 姐 己に 化する が 如 
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事 あ $ て 坐を 起つ、 時 K 暴雨疾 雷、 不于悅 びず して 日く、 

儒者の 所 V 謂 太 極は、 天主に 及ばず、 天主は 鄕曹 弱年の 知る 所に あ レず、 
我れ 能く 太 極を 知る、 

と、 少しく 羅山一 輩を 侮蔑す るの 口氣あ ぅしなぅ、 是を 以て 信 澄 之れ R 


し、 畏るべ きか、 云云、 近歲 禁ずる 乙と 最も 嚴な う、 賊蠻其 面 5: 革む と雖 
も、 然も 其 心を 姦に す、 其 共に 同じく 謀る もの、 叨に 異學を 唱へ 、儒の 天 
道を 說 くを 竊ん で、 糟粕を 吐く、 其 心密に 謂へ らく 天主に 本づ くと、 天 
主は 彼れ が崇 信す る 所な $、 佛の性 空 5: 說くを 掠めて、 心理を 誣ふ、 亦 
密に 謂へ 6  く、 其 天 敎を傳 ふと、 將に 之れ を 奪 はんとして、 先づ 之れ に 
與ふ、 亦 老聃を 盜む なう、 善な く惡 なく、 善 あう 惡あ 6、 善を なして 惡 を 
除く、 亦 王 陽 明を 剽むな 公、 儒に あらず、 老に あらず、 釋に あらず、 之れ を 
三脚の 猫 鬼と S ふ、 云云、 戒めざる ベから ざるな 6、 彼れ 隻 字を 知らず、 
自ら 稱して 人の 師とな 6、 一宿を 經ず ，自ら 稱して 大悟と s ふ、 烏の 雌 
雄 5: 知らず、 自ら 稱 して 予れ聖 なりと S ふ、 氓の 蠢々 たる、 耳を 傾けて 
雷同す、 衆の 昏々 たる、 口を 異にして 淵默 す、 吁 耶蘇の 變此に 至うて 極 
まれ 6、 誰れ か 太 公を 九 原に 起し、 妲己 を 斬うて 其 首を 白旗に 懸 くる 
もの、 之れ あらん か、 世 乙 どつ て 狐の 人を 惑は すを 怖る、 是れ惡 ひべ し、 
唯  >懼 くば 人中の 狐、 是れ 誠に 最も 僧むべき なら e _ 特 數、) 
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|  尙ほ 耶蘇 敎を以 て 有害と なして、 論じて 日く、 

\  耶蘇の 變 、果して 亂臣 賊子と なる 乙と、 唯^是 れを 之れ 懼る、 若し 意 ある 
一  もの 何 ^ 微を 防 ^ ST 5: 杜が ざ らん や、 

又 日く、 

耶蘇 變じて 訛 言と なう、 旣に善 類を 敗 $、 或は 妖 狐と なう、 或は 流離 51 
|  夕) となる、 なんす れぞ懲 めざらん、 

と、 其 異學を 排斥して、 自家の 學問 1: 主張す る や、 滔 々として 論じ |@ 々と 
して 辯 じ， 其 欝勃た る 精神、 一時に 迸 出して、 光燄萬 丈の 大文字を 成せう、 
|  但乂 r 日ょう 之れ を 見れば、 其 論旨の 刻薄に 失する もの あるは、 蓋し 蔽ふ 
ベから ざる 事實 なう、 然れ ども 是れ 本と 其 自家の 學問に 忠實 なる 熟 心 
の餘 R 出づる ものなる ?: 知ら ば、 亦 必ずしも 深く 咎む るに 足らざる な 
一う、 羅山又 「示，， 石 川 丈 山 i: 日中に 耶蘇 敎 徒の 一夫一婦の 敎を 布く を 難 じて 
日く、 

\  世の 匹婦と 雖も 、妬 忌 最も 多し、 耶蘇、 女を 誑し、 以て 男、 妾を 蓄へ ず、 強姦 


\ 


せず、 和 s せ n ふ、 故に s 悦 ん を 信奉す、 彼の 邪學 、諸方 
一  の 室 家を 誘勸 する も、 亦 之の 如しと しか v' ふ、 (酿 f  § 触 ^ 

\ 又 日く、 

I  彼の 邪 徒、 外 疎く して 內親 み、 陽に 默して 陰に 談る、 是れ邇 日の 仄聞な 
$、 主人に 敎 ふるに 鄙吝を 以てし、 婦 を 誑す R 夫. 妾を 蓄へざ るを 以て 
す、 皆 是れ蠻 奴 耶蘇の 妖變 なう、 (酿擔 膽奴 .第) 

と、 儒敎に は 本と 一夫一婦の 敎 あるな し、 唯ゝ文 中子 魏相篇 に 「一夫一婦、 庶 
人 之 職 也」 と あるの み、 耶蘇 敎の 一夫一婦の 敎は 、恰も 儒敎の 缺陷を 補 ふ 
ベき も’ む ジが： ^  P、 羅山 喜んで 之れ を 取 5、 以て 自家 藥籠 中の ものと 
なすべき に、 反りて 之れ を 非議し、 ■詐の 策に 出づ るの 外、 復た 何等の 旨 
一意な しとす る もの、 决して 是れを 精到の 見と S ふを 得ざる なう、 

一羅 山は 一方に 於て 力を 極めて 異學を 排斥す ると 同時に、 又 一方に 於て 
|  は、 我 邦の 神道と 結託 和合せ ん とする の 傾向を 表は せう、 文集の 初めに 
載す る 所の 「倭 賦」 に 武人の 跋扈を 憤慨し、 佛敎の 侵蝕 5: 憂慮し、 殊に 歷代 
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帝王の 稜 威を 稱揚す るが 如き、 已に其 尋常 儒者の 口吻に あらざる を 見 
る、 行 狀に よるに、 彼れ は 甞て 日く、 


f l0o 。 の , 510 ?』 ^0 ^王 «0 。王 »0 〇は ^0 〇れ。儒|^。ょ ^0 鋩|^ぃ、孕雜1? 

葉) 


畚 

七 


是れ 神道と 儒道と 王道の 點に 於て 一致す る ものに て、 復た 二途 なきを 
S ふ ものな う、 又隨 筆の 二 R ょるに、 或る人 羅山に 神道と 儒道と 如何に 
區 別すべき かと 問 a しに、 羅山 之れ に 答へ て 日く、 

〇〇〇 〇 〇〇〇 〇、 〇〇〇  〇〇〇 わざ C) 〇〇〇 ,o /t  _ fe EJ JU 、  4 - \ 

我ょ- c\ 之 n^ を觀れ ば、 理 一の み其爲 異なる のみ (六、 良 三 あ) 

又 日く、 

〇 〇〇〇 〇〇〇  0 0 〇〇〇  〇〇〇  〇  〇〇〇  0000  〇〇〇  〇〇〇 

王道 一變 して 神道 R 至ん 神道 一變 して 道に 至る 道は 所 儒道な う' 

a . 

羅山は 斯の 如く 神 儒 二敎の 融合 調和を 成せう、 隨 筆の 二に 又 日く、 

伊勢 皇太 神宮に 詣す るの 時 や、 外淸淨 ぁう、 內淸淨 ぁう、 肉 1: 食は ず、 酒 
を飮ま ず、 葷を茄 はず. 女を 御せ ず、 身 凡ての 穢惡に 觸れざ る、 之れ を 外 


淸淨 とい ふなぅ、 所 V 謂 齋なら 、心 敬して 名利を 忘る、 之れ を 內淸淨 と S 
ふな $、 所， 謂 心 齋な $、 今の 世の 人の 如き、 外淨だ も尙 ほな S ず、 而 るを 
况んや 內淨に 於て を や、 是を以 て 未だ 神明に 協 ふ もの あらざる なぅ、 

0000  000000000000  0003000000000 

心は 宅な り、 神は 主た 6、 敬 亦 一心の 主宰た 6、 故に 敬 あれは、 則ち 神來 
た 5 格る、 若し 敬なければ 亡ぶ、 本心 故に 空 宅たん 神なん すれ ぞ來た 
も 止 ^0 らん や、 唯-敬 か、 敬は 神明に 合 ふ 所以な i、 
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\,  第 四  子孫 附林 家系 圖 

|  羅 山の 子孫は 世々 相繼 s で 幕府の 儒官と なう# 然として 一家の 系統 
I  をな せう、 羅山 五子 あう、 長は 叔勝、 字は 敬吉、 小字は 左 門、 夭す、 次は 長吉、 亦 
夭す、 次は 春齋 、名は 恕 、又は S、 一名は 春 勝、 字は 子 和、 後、 之 f 改 む、® 峯 
一と 號す、 延寶八 年を 以て 歿す、 年 六十 三、 私に謚 して 文穆 先生と s ふ、 著は 
一す 所、 繁峯 文集' 本朝 通 鑑等數 十 種 あう、 次は 春德 、初の 名は 守 勝、 字は 子 文、 
\ 通稱は 左 近、 後に 名は 靖、 字は 彥復、 祝 髪して 春 德と稱 す、 凾三 子、 讀耕齋 等 
j は 皆 其別號 なう、 寬文 元年を 以て 歿す、 享年 三十 八、 著書 十數種 あう、 次は 
| 女子、 春 齋に二 男 あ 6、 長は 梅 洞 •名は 春 信、 又の名は 1 )、 字は 孟 著、 寬文六 年 
j  を 以て 歿す、 年 二十 四、 私に 諡して 穎定 先生と いふ、 著は す 所 梅 洞 文集 十 
|  六卷、 史館茗 話 一 卷等數 種 あう、 次は 鳳 岡、 名は 11 、一名は 信 篤、 字は 直 民、 別 
|  號は整 宇、 享保 十七 年を 以て 歿す、 年 八十 有 九、 私に 諡して 正獻 先生と い 
I  ふ、 博學 にして 著書 頗る 多し、 長野豐 山が 松 陰快談 〔卷之 一〕 に S く、 


MO 4 mo i  1。一 容怎  裳 奮 lio #  i %o 念！ 一 

\  私 4 勤 ao tgro 4 tso fio lo 伽 *0 ！^  J I  和 i feo io _ feo ffio 抑 Ino v 勤 MO JU。 一 
„  先生 之 萬 一一 哉、 

是れ 固ょ $ 推獎 办 當の 言た る ?: 免れず と雖 も、 鳳 岡が 羅 山と 同じく 一 
大 碩儒 ^ 6 しこと 疑な きな 6、 鳳 岡に 三男 あ 3、 長は 春宗 、次は 信充、 一名 

|  ょ ^ 字は 士 信、 榴 岡と 號す、 著は す 所 ® 岡 詩集 五卷、 正懿 先生 文集 六 卷及 

I 

|  び 其 他 數種あ 6 、次は 信智 、信 充に二 男 あら、 長は 信 言、 字は 士恭 、鳳 谷と 號 
j す、 安永 二 年 5: 以て 歿す、 年 五十 有 三、 私に諡 して 正貞 先生と いふ、 著書 數 

横 岡の 門人 1: 後  \ 

■成 ^ 木 野 栗 山  種 あう、 次は 信 寬 、夭す、 信 言に 男 あう、 名は 信愛、 明 和 八 年を 以て 残す、 年 二 

十 有 八、 私に 諡 して 孝 悼 先生と S ふ、 信愛に 男 あう、 名は 信徵 、天明 七 年を 
以て 歿す、 年 二十 有 七、 私に 諡して 正 良 先生と いふ、 信徵 ft 敬を 以て 養子 
となす、 信 敬 寬政四 年を 以て® す、 年 二十 有 六、 私に 認 して 簡順 先生と S 
ふ、 信 敬、 信衡を 以て 養子と なす、 信 衡字は 叔就、 一の 字は 公鑑、 幼 字は 熊藏、 
| 述 齋と號 す、 天 保 十二 年を 以て 残す、 年 七十 四、 私に認 して 快烈 先生と い 
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も c> 大〇  く  〇 林 〇 
の 〇に〇 人 〇述〇 
正0 嚴〇の 〇齋〇 
に 〇 君 〇 意 〇 先 〇 
兒0 に 〇 表 〇 生 〇 
の 〇 異〇 に〇 一〇 

善 〇 な 〇 出 〇時〇 
く  〇 う、 〇 づ〇儒 〇 
我0 人〇而 3 林0 
れ0 或 〇 し 〇  •の 〇 
を〇 は 〇て〇 魁 3 
學 。以 〇 宜〇 た つ 
ぷ0 て0 嗣 3  6 〇 
な 〇 言 〇 擢〇豁 〇 
!)  ° を '〇 宇 〇 達〇 
被 な 〇 君 〇 に 〇 
宇 す 〇 は 〇し〇 
文 公 〇 謹 〇 て0 
集 日 〇 厚 〇大〇 
卷  く  〇小〇 度0 
之兒 ◦心 〇 あ3 
七 の 〇規0 う0 
一 我 〇に〇 事0 
れ〇循 〇 を 〇 
を 〇 ひ〇 な 〇 
學〇矩 〇 す 〇 
ば 〇を〇 乙 〇 
ざ 〇踏〇 と 〇 

る〇 み 〇多〇 
•% 
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| ふ、 著書 頗多 し、 林 家中 興の 人な う、 佐 藤 一齋と 兄弟の 如き 關係 あう、 述畜 
| 九 男 あう、 長は 光'. 先づ 歿す、 次は 輝、 夭す、 次は ® 字は 用韜、 g 宇と 號す、 著は 
す 所 數種あ 6、 次は 耀 、次は 臁 、次は tl 字は ^ 中、 式部と 稱し、 復 齋と號 す、 著 
| はす 所數種 あう、 次は 鑛 、次は ^ 別に 孫の 鳥居 桄を 養うて 以て 子と なす、 
一 述齋の 事蹟は 近世 先哲 叢談 續編 〔卷 上〕 ic 見 ゆ、 中 村 敬 宇 先生 嘗て 述齋 を 
一 論じて 日く、 


一羅 山には 是等 子孫の 外、 又 弟 三人 あう、 永 喜と い a 、 甚性 とい a 、 宗吉 とい 
一 ふ、 甚 性と 宗吉 とは、 何れも 僧な う、 永 喜、 一名は 信 澄、 東 舟と 號 す、 刑 部 卿 S 
一 印と なる、 寬永 十五 年を 以て 歿す、 年 五十 四、 其 子 信 次 * 髪して 名を 永甫 
j と改 む、 又 春德の 子に 勝 澄 あう、 一名は 憲、 字は 章 卿、 右近と 稱し、 晋 軒と 號 


一す、 後、 名を 春 東と 改む 、延寶 四 年を 以て 歿す、 年 二十 有 三、 私に 諡し て晋軒 

ノ 

I  先生と S ふ、 著は す 所、 稽古 錄 六卷、 晋軒 文集 十二 卷及び 其 他數種 あり、 信 
I  如を 養うて 以て 子と なす、 信 如 字は 翼 成、 葛 廬と號 す、 通 稱は又 右衛門. 享 
一保 十九 年を 以て 歿す、 年 六十 四、 私に 諡して 溫謙 先生と s ふ、 信 如の 男に 
一信 亮 あう、 天明 元年を 以て 歿す、 年 七十 有 五、 私に 諡 して 齋莊 先生と S ふ、 
I  信 亮の男 に 信 方 あう、 寬政八 年を 以て 歿す、 年 六十 有 四、 私に諡 して 良 順 
i  先生と S ふ、 信 方の 男に 信隆 あう、 又 鳳 岡の 三男 信智は 百 助と 稱 し * 保 
I  三年を 以て 歿す、 年 五十 有 七、 私に 諡して 靖厚 先生と いふ、 信智の 男に 信 
一有、 信彭 あう、 信 有、 初め 仙 助と 稱し 、後に 百 助と 稱す、 天明 五 年を 以て 歿す、 
一年 五十 有 五、 私に 諡し て紹定 先生と S ふ、 信彭 、賴 母と 稱し 、後、 主 水と 稱 し、 
一 又 百 助と 稱す 、養子な 6、 寬政八 年を 以て 歿す •年 三十 有 四、 私に 諡 して 堅 
j 頃 先生と S ふ、 鍬！^ 取い 妒’ かい e 0A t 轸 ir 蒙ぎ aA i 、 MA 更 1  _) 0A i A- 
となす、 羅 山の 子孫は 單に 此の 如く 列擊 する のみに て、 其 如何に 繩 々と 
一 して 長き 歲月に 涉 6 て 蔓延せ るかを 知るべし、 縣々 たる 瓜瓞 とは、 蓋し 
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林家の如き一族を形容するに最も適切なる文字ならん、王朝時代にあ 
うて 菅江二 家の 如き、 何れも 學 閥を 成せう と雖 も、 其權 勢に 至うて は、 未 
だ 林 家に 及ばざる もの 遠き が 如し、 一 / 20 び 林 家の 手中に 歸せ し學閥 と 
3“ 0〇 #〇 |^、 時に 渺長 なきに あらや 如 V 兎に 卽歡 ;II° a° f? io f l:0 a0 u0 

〇〇〇 〇 〇〇〇 〇〇  〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇 〇〇〇 

て 地に 墜ちざ うき、 豈に亦 盛な 6 と S はざる ベけ / I や、 


林 家系 圖 
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第一篇  第二 章梂羅 山— 第五 羅山關 係 書類 

\  第五 羅山關 係 書類 

j 羅山 先生 年譜 二 卷春齋 撰 
一 羅山 先生 行 狀春德 撰 
\  羅山 先生 編著 書目 一 卷春齋 撰 
I  以上 三部の 書は 羅山 文集 附錄に 收 載せ 6 
一 先哲 叢談 〔卷之 一〕 

:;  先哲 像傳 〔卷二 
一 近世 叢 語 〔卷之 一〕 

I 儒 職 家系 〔二 
i 玉 滴隱見 

I  筆の す さ ひ  . 

寬政 重修諸 家譜 
一繁 峯 文集 


近世 大儒 列傳 f 上卷〕 內藤 燦聚著 

武門 諸說 拾遺 
1 1 燕 偶 記 

明 良洪範  *  ノ 
老人 雜話 

常 山 紀函卷 之 十八〕 

日本 古今 人物 史 〔卷之 五〕 宇都 宮遯菴 饕 
近代 名家 著述 目錄 〔一〕 

慶長以 來 諸家 著述 目錄 〔上〕 

鑒 定便覽 〔二 
大日 本人 名辭書 

儒 林傳潞 井 太 室 著 

日本 名家 人名 詳傳 〔上〕 

讀史 論集 山路彌 吉著 
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I 事 實文編 〔卷之 十一〕 

國書 解題 

名家 全書  k  . 

\  日本 德 育史 傅 
一 東洋 倫理 大綱 〔後編〕 

I  大日 本 史料 原稿 一卷 
一藤樹 全書 〔卷 十〕 

\  野史 〔第二 百 五十 四卷〕 

, I  斯文 源流 河口 靜齋著 
\ 

一 墨 水 一滴稻 葉默齋 著 


像 肯之庵 順 下 木 


I  第三 章 木 下順菴 

I  惺窩の 系統を 繼ぎ 、敎育 家と して 異彩を 放つ もの、 是れを 木 下順菴 とな 
一す、 順菴 、名は 貞幹、 字は 直 夫、 小字は 平 之丞、 順菴は 其號な う、 又 錦 里と 號 す、 
|  京師の 人' 幼ょ 6 强記 、善く 書を 讀み， 字 5: 寫し、 頗る 早熟の 徴 ?: 現は せう、 
一 僧 天 海 見て 之れ を奇 とし、 以て 法嗣 とな 3 んとす •然れ ども 順巷從 はず、 
\  年 十三に して 太平 頌を 作る、 載せて 文集 卷 十八に あ $、 其 造 句 構 思の 技 
一 倆 ® も 十三 童の 作と 思は れざる 程な 6、 大納言 烏 九 公之れ を 後光明 帝 
に 献ず 、帝大 に 之れ を 賞賛す、 其 後 惺窩の 門人 松 永 尺 五が 門に 入 i 業 
大に 進む、 尺 五 乃ち 期す るに 大器 ?: 以てす、 旣 にして 東、 江戸に 赴き、 道の 
一 合は ざるを 見て、 復た京 師 に歸- 跡 ?: 東 山に 潜め、 書を 讀み 、人を 敎 ふる 
|  乙と 幾 ど 二十 年、 其 家塾を 雉 塾と S ひ、 殆んど 一世の 俊髦を 集め、 彬 々と 
して 人材を 出 だせう、 是に 於て か 順菴の 名、 天下に 聞ぇ、 臺閣 公卿 爭 CA 引 
|  いて 以て 門 客と なし、 一時の 名士 貝 原 益 軒、 安東 省 t 奄、 宇 •* 宮遯巷 の 如 & 
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第一 篇  第三 章 木 下順菴  九 六 

亦 皆 推 重して、 敢て 之れ と 並ばず、 其 聲 望の 盛なる、 以て 想 見すべきな う、 
加 賀侯幣 を 厚う して 順菴 を 召す' 順菴辭 して 日く、 

怎  £; ?: ユ1 2 )  △ぁぶ 迄 ?: に stA 

|  かず 家 道屢； 空し、 請 ふ先づ 之れ を聘せ られ ょ、 

侯 之れ を 聞き、 嘆 じて 日く、 

一順 菴の 如き 古人の 風 あ $ とい ふべ し、 

|  即ち 松 永 氏と 共 &C 之れ を聘 せう、 天 和 二 年 常憲公 命じて 國史 を 修めし 
一む、 書 成うて 之れ 1: 上る、 其 後 常 憲公 親ら 周易 5: 講ずる に當 う、 常 R 順菴 
一 をして 其 座に 侍せし む、 順 菴元祿 十一 年 十二月 廿 三日を 以て 歿す •享年 
| 七十 八、 私に 諡し て恭靖 先生 (f  ■雛 r-lt 懸^ >と い ふ、 順菴が 墓、 今 池 上 本 門 
\  寺の 傍に あ 6、 蓋し 當時 彼處に 葬う しもの ならん、 順菴 著は す 所 錦 里 文 
|  集 十九 卷及び 班荆 集二卷 あう、 二子 あ A、 長は 敬簡、 字は 順 信、 淨 菴と號 す、 
早く 死す、 次は 汝弼 字は 寅亮、 小字は 平三郞 、菊 潭と號 し、 又 竹 軒と 號す、 加 
賀侯に 事 ふ、 菊潭の 曾孫に 靜、 字は 正直なる もの あう、 天明 中 順菴が 遺稿 


を 校 刻す、 今の 錦 里 文集 是れな 6、 順 菴が 弟に 木 下恒菴 あ 〇、 恒菴の 子に 
巽 軒 あう、 名は 國堅、 字は 彌 夫、 又 栗 園と 號す、 異軒 曾て 恭靖 先生 挽 詞十首 
を 作る、 載せて 錦 里 文集 卷末に あう、 又 祇園 南海が 巽 軒に 寄 送す るの 序. 
南海 文集 〔卷之 五〕 に 見 ゆ、 

順菴は 敎育 家と して 成功せ る ものに て、 其 門下ょ う濟 々たる 多士を 出 
だせ う、 例へ ば、 新 井 白 石、 室 鳩 巢 、祇園 南海、 榊 原篁洲 、南部 南山 •松 浦 霞 沼、 三 
宅觀瀾 、服 部寬齋 、向井 滄洲 等の 如き、 皆 順菴の 薰陶を 受けた る ものな う、 
柴野栗 山 日く、 

盛なる かな 錦 里 先生 門の 人を 得る や、 大政に 參謀 する は、 源 君 美 在中 
室 直 淸師禮 、外 國 に應對 する は、 雨 淼東伯 陽、 松 浦義禎 卿、 文章は 祇園 瑜 
伯 玉、 西 山 順 泰健甫 、南部 景 衡思聰 、博 該は榊 原玄 輔希翊 、皆 瑰奇 絕偷の 
材、 其 岡 島 達の 至 性、 岡 田 文の 謹 厚、 堀 山輔の 志操、 向井 三省の 氣節 、石 原 
學魯の 靜退亦 得 やすから ざる ものにして、 師 禮の經 術、 在中の 典 刑、 實 
に 曠古の 偉 器、 一代の 通 儒な &、 夫れ かくの ごとき 數 子の 資を以 てし 

第一 篇  第三 章 木 下順菴  九 七 
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1:0 、1|い 1:0 物 如！^ ?0 # 5ro £ io »o k° 歡か？ 炉い MO io fco k?w  於 
生の 德と學 と 想 ふべ し、 (錦 里 文集 序) 

順菴 門人 中 白 石、 鳩 巢、 芳洲 、南海， 篁 洲の五 人を 木 門の 五 先生と S  < 之れ 
に 南山、 霞 沼、 觀瀾 、寬 齋、 滄洲の 五 人を 加へ て 是れを 、木 門の 十哲と S ふ， 又 
南山 霞 沼の 二人 甲子 相 同じき を 以て 木 門の 二 妙と 稱す、 一 說に霞 沼と 南 
海とを二妙とし、又一說に南山と西 01 とを二妙とす、順菴が句に「舊遊雖„ 
已沒； 二 妙 P 餘芳； 」 の 句 あう、 是等の 門人の 外 安東 省菴の 如き も甞て 順菴 
に 接し、 殆んど 其 門人の 刹に あ 3 しもの、 如し、 彼れ 自ら 柳 震澤に 寄す 
る 書に 日く、 

令 師順菴 先生 去年 特徵を 得て、 天下の 儒宗 た う、 蓋し 先生 學 古今を 豁 
にし、 道 聖賢を 師 とす、 不肯 京に あうて 素ょ 6 知る 所な う、 云云、 不肖 昔 
し 僭に 同門の 末席に 陪し、 栽培に 沐 し、 陶鑄を 承く、 奉 別 以往 今に 三十 
餘年 未だ 甞て領 を 引いて 東に 望み、 懿範を 欽慕せ ずん ば あ 6 ざるな 
ix 省菴遺 集卷之 五) 


ベ 〇 も 順な 
き 〇 彼〇菴 う 
も 〇 れ〇著  、 
の 〇 が 〇 は 
を 〇敎0 す 
有 〇育〇 所 
せ 〇 家 〇 文 
しっと 〇 集 
に0 し0 あ 
相つ て 〇  6 

違 〇 成3 と 
な0 功3 雖 

し 〇 せつ A 
木 〇 る〇學 
下3?:0 說 

菊つ 以0 の 
潭 つて0 紹 
が。 之。 介 
撰 〇 れ〇す 
に0 を0 ベ 
係 ◦觀0  & 

る0 れ0 も 
錦0 ば0 の 
里0 必: 。ぁ 
先0 ず0 る 
生 Q 其〇 な 
小 〇 成 ◦し 
傳 〇 功 ◦威 
に0 し0 れ 
云 Q 得° ど 


\  貝 原 益 軒 も 亦® ゝ順菴 と 相 接して 得る 所 あう しちの、 如し、 (益 軒 年譜) 順 
|  菴が 薰啕 の廣 且つ 大な る、 决して 尋常なら ざる もの あ $ し を 知るべき 


其 朝に ある や、 終日 整 齊嚴肅 にして、 容らざ る 者の 如し、 其 家に ある や、 
t E- t ず い J SI" も' 恒に盛 服 端坐す、 人 之れ を 望む に 神の 如し、 天資 至孝 
k して 父母に 事へ て 其 志を 致し、 其 養を 極む、 云云、 

又 云く、 

三 宅澹菴 君の 女を 娶ぅて 配と なす、 先づ 卒す、 後 再び 娶ら ず、 孤 枕獨 衾、 
野 僧の 如く 然ぅ 、平生 一も嗜 欲な し、 食は 必ず 淡泊、 服は 必ず 黃白、 云云、 
此れに 由ぅて 之れ 5: 觀れば 、順菴 は 古風の 道學 者に して、 高 尙なる 人格 
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を 有せる ものな 6、 菊 潭又順 菴の學 を 論じて 日く、 

先君 子 天質 穎悟の 器を 抱 &、 大平 無事の 世に 遇 ふ、 一生の 受用、 ^° 德性 
命の 學を以 て 根本と なし、 博聞 多識を 以て 枝葉と なす、 其詩賦 文章の 
如 S は、 殘 膏剩馥 のみ、 (錦 里 文集 序) 

木 門の 出身に 鳩 巢芳洲 等の 如く 道德を 重んずる の士 少しと せざる 以 
上は、 其 師の學 の 必ずしも 文學の 一方に 偏せ ざぅ しを 察知すべきな $、 
祇園 南海は 親しく 敎を 順菴 に受 くる もの、 曾て 順菴を 論じて 日く、 

恭靖 公は 一代の 宿 儒、 道德 文章、 所 餚 醇乎たる 大賢、 賓客 門 生， 薰 然とし 
て 化せざる はなき な i、 左右 使 令、 充 然として 醉はざ るは なきな た (南 
海 文集 卷之 五) 

室 鳩巢又 日く、 

嗚呼 先生 德 業の 祟き、 文章の 懿な る、 獨 5 ° 天資が 然ら 〇し〇む ^ 〇 0° ^〇 妒 &° 

〇〇〇  OC  〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇 〇〇〇  〇 〇 〇  0  0  0  0  0  0 

ず、 亦學 術の 自ら 致す に 由る、 故に 其 行の 篤き や、 家に あぅて は 親に 事 
へて 孝に、 兄に 事へ て 弟に、 以て 室 家 宗族の 類に 及ぷ、 恩義の 厚き 至 &° 


^° i: 4 じ、 云云、 (祭 li 恭靖 先生 一文 ノ 

此 rl こ' 由り て 之れ を 觀れば 、順 菴が有 道の 君子た ぅし 乙と、 復た 疑な き 
なぅ、 ){1|- 41心ーーい；||4い4 «> か *- 1小卜ょぅて子かを感化せしものと見ぇ、 
it> 4  h  I ち 卜 L I  f  b  t n- む 卜に拘 はらず、 反りて 人材を 養成し、 敎 
w> 0> 咖 卜 Xj 和卜か 4 卜 勝 心 もい、 雨 淼芳洲 其 著 「たはれ 草」 の 中に 順 ^ の 
事を. 記して 云く、 

ある 人、 神ょ 聰明 正直に して * なるとい ふ 言葉 5: あげて、 聰明とは い 
か <  s CA y2 る 言葉なる かと たづね しに、 一念 乙、 にお 乙れば、 をの ま 
. ^0 伽 50 か》 ^'0 ひ ^0 と、わが師なぅし人乙たへられしに、其座に (^ ,りた 
いル：^ ^ ふ少^.い：^むかい 7]0 をを-、ぎたるやぅにおぼぇ感悟した 
い”、 今 かきつけて 見れば、 5 t でかは うたる 事に も あらね ど、 まこと 

以 #0 #0 は ao AO s ro s ^ KgEstcsss 

hi ゴル ーー? <Xil  △へ ひひ 卜^’>卜ぃと、ゎが師はっねにかた纟き、 
是れ 犋菴が いかに 子弟を 感化せ しかを 證す るに 足る ものな 6、 今 其 旨 
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〇 


^  第一 篇  第三 韋木卞 順菴  一〇 二 

一意 5: 考 ふるに ソロ モ ，ンの 箴言 第五 章第廿 一節に、 

\  00000000000000000000000  ^  0  0 

各自の 途は 神の 目の前に あ 彼れ は 總べて 其 行爲を 量れ $ 

|  と 云へ るに 同じ、 東 西洋の 暗合 も、 此に 至うて 聊、 奇異の 感なき 能は Vo る 
\  なう、 芳洲又 橘 窓 茶 麗 中」 に S の 人物 S じて 日く、 

|  跏*| ^0 1.0 ^0 *0 5:0 勤い、勤加 ?:0 敎育するは、之れを見る、其他吾れの得て 

I  知る 所に あらざる なう、 

一 芳洲が 此數言 幾 ど 順菴の 人物を 形容し 盡くせ 3、 「愷悌 にして 書を 愛し、 
\  英才を 敎育 する」 は、 順菴 一生の 事業に して 是れ 彼れ が敎育 家と して 成 
™  功 せる 所以な トノ 、近世 叢 語 〔卷之 三〕 に 順菴が 事蹟を 叙し、 論じて 云く、 

^  © ® @ 、 ® <©®© (£) ®®®®®© ® ぐ®®® ® 、 

I  是れ 蓋し 順菴が 耳提面 命の 狀况 を說 示す る ものに て 未だ 其 何のょ る 
\  所 あるを 知らず と雖 も、 事 實の 多く 之れ に 差は ざる ' t と 嚣！ 想 見す るを 
\  得べき なう、 頃る 偶 > 長野豐 山が 松 下快談 〔卷之 四〕 5: 覽るに 云く、 

\  。余。 程。 朱 ?:0 »3 〇信 1-〇 〇〇 〇 ^ と〇神粑 0〇 〇如ぴ护。先 *〇 ?%ぁ ])° 〇て11妒 ?)〇 »〇 |^勦 


稱 ◎權〇 う、 〇 う ◎能 〇服〇 の 〇 下、 洲 、量 ◎菴 、二 〇 
譽® 衡〇是 Jo す®  く〇せ 3 數〇 に、 の、 の ◎先、 先0 
薦 ◎を 〇れ 〇猶 '〇 し〇ざ 〇 子 〇 震、 數 、大 ◎生、 生 Q 
達、 ◎縣〇 豈〇ほ 〇得〇 る。 皆〇曜 、人、 當 ©に、 に0 
唐® け〇に 〇孔〇 る〇な 〇先〇 す、 は、 時® 至、 折0 
宋 ©て 0 腐 〇 門 〇 所 0 し 〇 生〇獨 、皆、 無 ◎つ、 服0 
名 ◎以〇 儒0 の。 な ◦是0 に〇 う'  右、 雙 ◎て、 す0 
賢® て〇の 〇諸〇 ら〇れ 〇師〇 先、 の、 な® は、 鳩 
の ◎人。 柱 f 子〇ん 〇豈0 事〇生 、所、 る ◎世、 巢 
風© を 〇  i' こ 〇の〇 や 〇 に ◦す 〇默 、謂、 を®  —、 の 
度® 待〇膠 3 德〇 先® 徒〇猶 〇然、 奇 、知® 目、 才 
あ© つ 〇し〇 行〇生 ◎に 〇ほ〇 と、 才 、ら ® す、 輿 
う© と。 て 〇政〇 人® 聲〇 七。 し、 豪、 ざ© る、 世 
亦〇 同0 瑟0 事。 を© 音 〇十〇 て、 傑、 る @ に 、皆 
佘0 じ0 を0 言 〇 敎® 容〇 子0 能、 に、 な @ 溫 、之 
の0 か0 鼓 〇語〇 ふ ◎貌0 の 〇  く、 し、 6 ◎厚、 を 
深0  6G し0 文 〇 る® を0 孔0 す、 て、 若、 長、 知 
く0 ん〇舟 c 學〇 に、® 以〇子 〇 る、 各、 し、 者、 る 
其0 や ◦を〇 各 3 亏 ◎て0 に〇 所、‘、 夫、 を、 今 
德0 先 ◎刻 〇 其。 其 ◎世 ◦於0 な、 ず、 れ、 以 、必 
量 3 生 @ ん〇 材〇材 ©を 〇け〇 き、 る、 鳩、 て、 ず 
に 〇 才® で 〇を〇 に® 欺0 る。 者、 所、 巢 、す、 し 
服〇 を® 劍〇 成〇因 @  &〇 が〇 の、？:、 白、 る、 も 
す〇 愛® を 〇す〇 つ® 名0 ご〇如 、擅、 石、 の、 之 
る 〇 し ◎求 〇 が ◦て @ を〇 と 〇 し、 に、 觀 、み、 を 
所 ◦士 ©め 〇 ご 〇 乙® 盜〇  く  〇而〇 し、 瀾 、先3 論 
以〇を ◎一 〇 と〇れ ◎む 〇 思 〇 し 〇 名、 南、 生® ぜ 
な〇 好® 定〇 き〇を ◎者。 ふ〇て 。聲 、海、 の0 ず 
う 〇- み® の 〇 な 〇 篤® の 〇 て 〇 前 ◦天、 芳 、德 @ 順' 


是れ亦 能く 敎育 家と しての 順菴が 人格 性行を 描出す る 毛の なぅ 之れ 
を 要するに MO 勒 ；§ ii:o l^ s O ^ 0O 、 3£° ®O RO 1  o i> o p  I：  , 0° Ko Mo 1-° ^ ° 0fo ^° 、 2:0 
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な 〇 讀〇 ふ 右 
办、〇 す 〇 よ し 
板 る。 b 此 
れの〇 は 十 
述必〇 寧 三 
懷要〇 る 經 
の を 〇 折 △ 注 
詩 言〇衷 △ 疏 
あ  UO 派 A 云 
^  し 〇 の A 云 
云 も0 開 A の 
く  程 〇 祖& 事 
、朱〇 な 果 
を 〇 う し 
排。 て 
斥 〇ん〇 眞 
す 〇 と〇實 
る 〇 な0 な 
の〇 れ〇ら 

意 〇 ば Q ば 
は 〇  M。 順、 
寸0 令0 巷 

毫〇 CA0 は 
も。 十。 古' 
之 〇 三0 學 
れ〇經 3 の 
な 〇 註3 開 
け0 疏° 祖 
れ〇を 〇 と 
ば 〇 熟 〇 い 


滔滔 儒 流 天地 始。 ^ 源 太極少 A 窺： 羲黃 堯舜 百王與 孔孟 程 朱 萬世師 。敬 
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れな しと 雖も 、間接に 敎育に ょうて 朱 子 學の發 達を 助成せ るの 功、 淺少 
0  0  0  0  0 
なう とせず、 

尙 ほ 順 菴の學 問 文章に 就 S ては、 先哲 叢談 〔卷之 三〕 に 左の 如き 評論を 擧 
r、 云く  • 

物徂徠 日く、 錦 里 先生なる もの 出て \搏 桑の 詩 •皆 唐な うと、 服 部 南 郭 
日く、 錦 里 先生 實に 文運の 嚆矢た う、 其 詩 エ ならず と雖 も、 唐を 首唱す 
と-又 聞く、 先生 恒に言 ふ、 十三 經 注疏を 熟讀 する にあら' 3''A れは 、則ち 經 
に 通ず とい ふべ からず と、 此れに 由うて 之れ を觀れ ば、 所 k 謂 古 學も亦 
先生 之れ が 開祖た う、 


又 

王、 

遺0 
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思、 
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私 絲〇 

mA 

悟 △柿、 

夷 △ 

金 A 止、 

小 △ 

難 △鸞、 

子 A 

何 。湖> 

空4 

足 △論' 

勤 A 

苦 A 

泗 \ 學、 

源 △  M、 

法 A 

嫡 △乎' 

A 

派 △鹿'' 

年 △ 

舍 △洞' 

涵^ 
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誰 △新' 
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其 程 朱を 尊信す る’ の 篤き、 以セ 知るべきな ぅ、 唯 i 自ら 卑下して 東夷と 稱 
I  する は、 徂徕と 同じく 拜 外の 弊に 陷ゐる ものに て、 深く 借むべし となす、 
一之れ 1: 要するに、 順菴は 篤く 程 朱を 尊信す と雖も 自ら 其圈套 中に 限 極 
一せ しに あらず して、 更に 又 古註を 併 取せ しもの、 如し、 其 門人 榊 原 篁 洲 
一 が 折衷 的 態度を 取. h て、 學派を 區別 する 乙と 5: 好まず、 古註と 新 註と を 
\  兼用せ しもの、 順菴が 指導に 本づ くに あらざる か、 併せ 記して 姑く 疑を 
一存す、 

次ぎに 順菴 門人の 事蹟を 一瞥 せん、 

I (1) 新 井 白 石、 名は 君 美、 字は 在中、 小字は 勘 解 由、 初の 名は 澳 •姓は 源氏、 白 

i  石は 其號な 又錦屛 山人と 號す、 江戸の 人、 幕府に 仕 ふ、 白 石は 當時 

一 
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の 人 豪に して * 識も亦 非凡な う、 然れ ども 經學 者に あらず、 寧ろ 歷 
史 、故實 、制度、 詩文 等 R 長ぜ う、 其 著は す 所 一 百 六十 餘種あ 6 とい ふ、 
然るに 堤 朝風 撰ぶ 所の 白 石 先生 著述 書目には 凡を 一 百 七十 種を 
列擧 せう、 我 邦に 於て は、 古 * A 著 △書の △多：/ 未 f 白 △石 △に △及 △ぶ △も △ ?: あ △ら 
ざるな う、 白石少 ょう 大志 あ 6、 常に 自ら 誦して 日く、 大 3t@ "? 大生 ^0 -L@ 
封 侯を 得 ずん. ば、 死して 當に 閻羅 となるべし と、 彼れ 享保十 年 五月 
十九 日 5: 以て 歿す、 享年 六十 九、 淺 草の 報恩 寺 R 葬る、 門人 益 田 鶴樓、 
土 井霞洲 あう、 (先哲 叢談、 卷之五 、先哲 像傳卷 三、 近世 叢 語 卷之二 '文 會 
雜記、 鑒定 便覽 、閑散 餘錄 、甘 雨亭 叢書、 活版 經籍考 、近 聞寓 筆、 白 石 先生 
著述 書目)，  . 

(2)  室 鳩 巢、 後に 出 だす、 

(3)  祇園 南海、 名は 瑜 、又の名は 正 卿、 字は 白玉、 一の 字は «2 小字は 與 一郎、 
南海は 其の 號 なう、 又 鐵冠道 人と 號す' . 紀 伊の 人、 紀州 侯に 仕 ふ、 詩を 
以て 名 あう 寶曆 十一 年を 以て 殘す、 享年 七十 五、 著は す 所、 南海 集 五 


卷' 湘雲瓚 語 三卷等 あう、 (先哲 叢談 卷之六 ，近世 叢 語卷之 三日 本 ^ & 
卷之 四、 補遺 鳩巢 文集 卷之六 、諸家 人物 志、 * 乘 要略) 南海の 子を 鐵 ® 
と ぃふ、鐵船名は尙輯字は郧 « 小字は孫三郞、亦文墨を以て低に2 

あ- -CN 

s  * 原篡洲 、名は 玄輔 、字は 希 ® 篁* と號 す、 通稱は 小太郞 、後、 元輔 I 
て i » となす、 篁 洲ば 其號な う、 又惕々 子と 號す、 和 泉の 人' 紀州悮 に 
仕 ふ、 篁 洲は 主として 力を 經義に 用 a 、 旁ら 雜技に 及べう 順菴晚 
戯こ 人に 謂つ て 61く' ^> 1か ^ 《日、か美の典話、師禮の經義希翊の技 
ぎ、、 我、 門、 の、 手 f 、な、う」と、篁洲書晝を善くし、又支那の法制を硏究せう、 
或 い  — に  — ょ- 

從 tA △る、 と 篁 洲常に 云く、  3  3  〇  〇  D 

知  s l: i; i IO 0 -.-:o s  ぃ TO ?° 一に 日く、 巧者 一 0  os o a o < o h 

s  S  &  ぃ 、零 客？％ i ffio 一 ◦  £ «o f ;°o 、 此  S  でず、 學 

fo の M° ^ ° M° W 4° 、ぎ  ¥  , 
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彼れ 寶永 三年を 以て 歿す、 享年 五十一、 著は す 所 •十 有 餘種あ り、 男 •名 
は 延壽、 字は 萬 年、 孫、 名は 良顯、 字は 彰明、 靑 洲と號 す、 (先哲 叢談 後編 卷 
之 二、 近世 叢 語卷之 三、 後編 鳩巢 文集 卷之 十六、 諸家 人物 志、 鑑定 便 ® 
日本 名家 人物 詳傳) 

S 雨淼 芳洲、 後に 出 だす、 

g 南部 南山、 名は 景衡、 字は 思 聰 、南山は 其號 なぅ、 又 環 翠 園と 號す、 通 稲 
は 昌輔 、長 崎の 人、 富 山 侯に 仕 ふ、 正德二 年を 以て 歿す 年 五十 五、 南山 
人と な 6 溫恭 にして、 經史に 精通し、 詩文を 以て 稱 せらる、 子 あ 6 景 
春と いふ、景春、字は國華'幼にして詩才あ办、享保二年ヒ以て歿す年 
.僅に 廿三、 (先哲 叢談 後編 卷之 三、 近世 叢 語卷之 四、 先 民 傳 、鑑定 便 覽) 

(7) 松 浦 霞 沼、 名は 儀、 字は 願 卿、 通稱は 儀 右衛門、 霞 ? {f と號 す、 播 磨の 人. 雨 
森 芳洲と 同じく 對馬 侯に 仕へ！ T 韓人と 相 接す、 享保 十三 年を 以て 
歿す、 年 五十 三、 著は す 所 通交 大記 五十 卷、 宗氏 家譜 卅二卷 '殊 號辨正 
二卷 、殊 號事畧 正誤 一卷等 あぅ、 彼れ 嗣子な し、 乃ち 芳洲の 第二 子 名 


は權 允なる ものを 養 ふて 子と なす、 權允 字は 文 平、 通稱は 贊二郞 、職 
を 襲 r' (先哲 叢談 續編卷 之 五、 近世 叢 語卷之 四、 諸家 人物 志' 鑑定 便 S 
(8) 三 宅觀瀾 、名は 緝明、 字は 用晦、 小字は 九十 郞 ® 瀾は 其號な う、 石菴の 
弟、 平安の 入、 初め 水戶義 公に 仕へ、 後 白 石の 推薦に ょう 幕府に 仕 ふ、 
正德二 年 5: 以て 歿す、 年 三十 八、 著は す 所 中興 鑒言 一卷 、觀瀾 文集 二 
卷等 あう、 彼れ 兄石菴 .の 陽 明學を 奉ぜし とは 其 流を 異にし' 朱 子 
學を 奉じ、 殊に 薛敬 軒丘瓊 山を 稱揚 せう' (送嚴 書記 序、 一 梁 田 蛻巖が 文 
柄と 題す る 文 R 云く、 

物徂 徠老た う、 營末 、縞に 入る 乙と 能は ず、 天 又 滕煥圖 を 奪 ふ、 左右 
の 手を 失 ふが 如し、 室 鳩 巢は 醇乎たる 古 先生、 澹泊 自ら 守-、 鬪心 
なきな $、 宅 觀瀾 幟を 駿臺に 竪て、 堂々 正々 の 威、 殆んど 牛 門を し 
て 關を 塞いで 敢て 東、 馬に 飮爻 しめ ざら しむ、 不幸に して 星隕 V 
勝げ て 嘆す ベ けんや、 ^ 巖集 後編 卷之八 ) 

觀 瀾の當 時に 於け る 名望、 此れに 由り て 知るべきな 〇、 彼れ 足 逝す 
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と雖 も、 當時 有名の 土と 並び 稱 せらる、 (先哲 叢談 卷之五 、近世 叢語卷 
之 三、 甘雨亭 叢書 S 巖 集、 諸家 人物 志、} 

⑼ 服 部寬齋 名は 保庸、 字は 紹卿 、通 稱は藤 九郞、 寬齋は 其號な う、 又龍溪 
と號 す、 服 部 氏 自ら 修して 服と す、 東都の 人、 文廟の 侍講と なる、 寬齋 
人と なう 至孝に して 其 行 謹 厚に、 博學 にして 才 華を 競は ず、 弟愿. 字 
は 維恭、 亦 共に 侍講と なる、 享保六 年を 以て 歿す、 年 五十 五、 (諸家 人物 
志、 鑑定 便覽 、名人 忌 辰錄) 

(10) 向井 滄洲 、名は 三省、 字は 子 魯 、後に 魯甫 と改む 、通 稱は小 三次 ' 時梛 
ハ 氏を 胃せ 6 攝津 の人搶 讲 曾て tt 志 あ 6 しも 遂に 果 ず 家居 
して 學行を 修め、 其 居る 所の 堂を 名 づけて 敬 居と S ふ、 其 言に 云く、 
子弟を 敎育 する、 宜しく 我躬 之れ に 先ずべ し、 德以て 經とな レ. 才 
以て 緯 となす、 二つ の もの 居 敬に 始まる、 

と、 眞に然 う、 彼れ 享保 十六 年 正月 十九 日を 以て 歿す、 年 六十 六、 門人 
宇 明 霞、 石 川麟洲 .•上 柳 四 明 等 あん (先哲 叢談 續編卷 之 五、 近 tB: 叢語卷 


之 三、 鑑定 便覽 、諸家 人物 志、) 

U 西 山 西 山、 名は 順泰' 字は 健甫、 西 山と 號す、 通稱は 健 肋、 本と 阿比留 氏 • 
後、 氏を 西 山に 改め、 自ら 修して 西と なす tf 馬の 人、 對馬侯 に 仕 ふ、 元 
祿 元年 十月 三日を 以て 江戶に 歿す、 年 三十  一、 一 先哲 叢談 後編 卷之二 、 
近世 叢 語卷之 六、 諸家 人物 志、 鑑定 便覽) 順菴西 山が 碑 陰を 作る、 (錦 里 
文集 卷 十八) 

g 岡 島 石 梁、 名は 達、 字は 仲 通、 小字は 忠四郞 、本姓は 越智 氏、 加， 州 侯に 仕 
ふ、 寶永六 年 六月を 以て 歿す、 年 四十 四、 (鑒定 便覽) 

g. 岡 田竹圃 、名は 文、 字は 信 威、 小字は 文藏 、東武 の 人、 其 先は 朝鮮人、 壬 辰 
の亂に 我 兵に 掠められて 遂に 歸化 せう、 竹圃は 其 孫な 卜人從 仕して 
南紀 にあう、 (諸家 人物 志、 鑒定 便覧) 

(14: 堀山輔 、字は 順 之、 江 戶の 人、 年 二十 餘に して 始めて 順菴 に學び 、家 貧 
窶な うと 雖も 、其 志を 屈せず' 高 行の 聞ぇ あ 6、故に栗山も其志操を 
稱 せう、 {近世 叢 語卷之 『 鑒 定便覽 ft 家人 物 志) 
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g 石 原 鼎 菴 、名は 學魯〆 子は 貫 卿、 鼎 菴は 其號な 6、 又 梓山と 號す 、長 崎の 
人' 元祿 十一 年を 以て 歿す、 時に 年 四十 二、 著は す 所 梓山 拾翠集 あ' 
(續 近世 叢 語卷之 三、 鑒 定便覽 、諸家 人物 志) 

⑽圓 田 宗叔、 字は 子彝、 雲 B と號 す、 後 勝 田 氏に 改む 、東武 の 人、 醫を以 て 
業と なす、 (鑒 定便覽 、諸家 人物 志)  . 
g 靑 木東菴 、名は 證、 字は 元證、 一の 字は 元微 、又 以行、 別號は 松 岳、 姓は 餘 
氏、 京師の 人、 (鑒 定便覽 、大日 本人 名辭 書) 

(18) 安東省宽、名は守約、字は魯默、筑後の人、後に出だす、錦里文集卷三に 
左の 詩 あ \云 く 

送/女 東 詞宗 P 海 西， 

渭城聲 裏 暗 P' 愁、 行 色 明朝 天一涯 、春樹 暮雲 千里眼、 斷山極 浦 幾 & 
詩、 盟 ? 車 笠 一 深 知 -* 、 學 辨=陶 陰， 博 決 ® 、 好賴 平生 稽古 力、 榮名長 向，， 九 
州 一馳、 

3 柳 川震澤 、名は 順剛、 字は 用 中、 通 稱は平 助' 震 澤は 其號な ぅ、 又 醫溪釣 


叟と號 す、 震澤木 門に ありて、 尤も 先輩と なす、 篁 洲 、南山、 西 山、 鳩 巢 等、 

皆 之れ に 兄事す、 惜くば 彼れ 僅に 不惑を 踰ぇて 歿せる を、 著は す 所 

譬溪 日錄六 卷_績 錄六卷 、平 菴漫錄 二卷、 震澤長 語十卷 、韓館 酬和集 二 

卷 、及び 遺文 集 若干 卷あ ぅ、 (先哲 叢談 續編卷 之 二， 鑒定 便覽 ，諸家 人物 

志) 鳩巢が 柳 川 三省に 與ふる 書に 云く、 「吾 友震澤 博物の 識 、人に 過ぎ 

るの 材あ 6、 宜しく 世の 用 ふる 所と なるべくして、 遂に 窮死す、 未だ 

嘗て 震澤を 識らざ る ものと 雖も、 苟も 稍>學 を 好み、 書を 識る ものは、 

猶ほ 愛惜して 之れ を 嗟嘆す、 况ん や淸、 震 澤と 同門の 友、 交遊の 久し 

き、 一念、 此に 至る 毎に、 未だ 嘗て 慨然 大息し、 之れ に繼 ぐに 泣を 以て 

せ ずん ば あらず、」 云云、 (前篇 鳩巢 文集 卷之八 ) 

邠 板倉復 軒、 名は 九' 字は 惇叔、 小字は 九郞右 衞門， 江 戶の 人、 初め 業 5: 木 
/|\ 

門に 受 くと 雖 も、 後、 徂徠と 交は ぅ、 其 子を して 皆徂徠 に學ば しむ、 享 
保 十三 年を 以て 歿す、 年 六十 四、 (先哲 叢談 後編 卷之 三、 塵 定便覽 、日本 
名家 人名 詳傳) 
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第 


事蹟 


惺窩羅 山 以後 朱子學 を 奉じ、 一家を 成す もの、 其 人に 乏しから ずと 雖 T へ 
學說の 見るべき ものに 至 § ては 比較的に 少し、 但 i 雨 淼芳洲 X 女 東省菴 、室 
鳩巢の 三人は 偷理に 就 S て 說を 立つ る Z1 と 少しと せず、 因ぅて 先づ芳 
洲を 考察 せん、 芳洲 、名は 東、 一の 名は 誠淸、 字は 伯 陽、 

小字は 東 五郎、 芳 洲と號 し、 又尙綱 堂と 號す、 其 先 橘 
姓に 出づ 、或は 京師の 人と 去 a 、 或は 伊勢の 人と 云 
ふと 雖も 、對州 十日 記に 據る に、 彼れ 本と 近 江國雨 

淼 村に 生まる、 甫め 十二 三歲の 時' 人 或は 醫を學 ばん 乙と を 勸む、 時に 伊 
勢の 名 醫高淼 某と いふ もの、 人に 謂つ て 日く、 書を 學べば 紙 費え、 醫を學 
ベ ば 人 費 ゆ、 此語 眞に然 りと、 芳洲 傍に あう、 之れ 1: 聽いて 以爲 く、 人 其れ 
費やす ベけ / 1 やと、 乃ち 醫を學 ぶの 志を 絕つ' 年 十七 八の 頃 江戶に 赴 &、 


(口) 近代 名家 著述 R 
錄 U 名 U 悛瓦 と - T 
れ ども、 米 /: 其確實 
なる 恨 據あ るを 發 
見 tf ず、 故 II 始く疑 
か 存す、 


I 木 下頃菴 に從 つて 學ぶ' 芳洲 人と な 6 風神 秀 一徹、 螢雪の 功を 積む に 及ん 
一で、 博學多 通 ® i 奄 乃ち 稱して — 象 ゲ ••となす、 對馬侯 人物を 木 門に 求 
一む るに 當 うて 順菴 彼れ を勸む 、彼れ 是に 於て か對馬 侯に 仕へ、 藩の 文 敎 
一を 掌う、 屢 i 朝鮮人 R 接對 し、 名聲 海の 內 外に 聞 ゆ、 彼れ 能く 朝鮮 音に 通じ 
| 又 支那 音に 通ぜ う、 故に 通 辯を 俟 犮 ず、 直に 朝鮮人 及び 支那 人と 談話す 
一る を 得た うと S ふ、 橘 窓 茶話 〔卷之 下〕 に 云く、 

\  んホか h  . M- 卜 阶ジ y ひ” 55.A fl§  4- fr ょう夕 に 至る 1 で 少しも 廢歇 
\  や；^、ムート：|^撕^'ぐ «" »" すべき ^ と難きが如し、云云 
一 彼れ の 苦心、 以て 知るべし、 思 ふに、 芳洲は 殊に 詩文を 以て 長ぜる ものに 
一 あらず、 就中 詩 一 i 最も 拙な う、 彼れ 晚年 常に 人に 謂つ て 日く 
\  吾れ 詩才な し、 平生 作る 所 無慮 數百千 首、 而して 人に 示すべき もの、 數 

ル 

一  十 首な 6 、(日本 詩 史卷之 四) 

| 晚年 歌を 作-て 其數萬 首に 及ぶ と雖气 亦 成功せ る ものに あらず、 換言 
\ すれば、 文學 者と して 大に 一代に 秀で ^ る 所 あるを 見ず、 然れど t 彼れ 
~  第一 篇 第四韋 麗芳洲 —第一 事蹟  一一 五 
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§ii 觀 SIS” 1 24 J Jrl0 «0 «0 A0 ^ 

M0 50 60 1I  -& io Jio oo ®o rlo & -^o fIO 0o Mo llo ?:o -a.o i o p v0 物 徂徠の 彼れ 5: 推 重 Li 
せし もの、 此 にあ う て .存 する か、 答 n 屈景 山-書に 云く、 

. RA f?- ®> 藏あ .〇、 海 西 R 雨你陽 あ-^、 關以 東に 室師 禮あ う 
B  一  & を 空う する 徂徠 にして、 天下の 學者を 數へ來 穴 h て 海 西の 芳洲 
こ 及ぶ、 芳洲の 未だ 遽に 侮るべからざる もの ある 乙と、 此れに 由 b て 知 
るべき な-^、 又與 ，一江 若水 一書に 云く、 

雨芳洲 果して 來訪 す、 劇談 三日、 偉た る 丈夫、 其子顯 允、 予を拜 して 師と 
なす、 門下に 留まる もの 三月、 行- 將に 西に 歸 らんと す、 亦 偉た る 丈夫、 必 
ず 家 聲を墜 3 くる もの、 佘皆 序を 作 6 て 之れ を 送る、 芳溯 更に 丈夫 子 
二人 あ 6、 皆 幼に して 詩を 善くす、 渠れ 啻に 偉た る 丈夫なる のみなら 
ず、 亦 福 人と S ふべき なう 

且 ■徠が t の 如く芳 洲を推 重す るに 拘はら ず、 芳洲 は徂徠 に 於て 未だ 心 
こ滿 2 ざる もの あう、 芳洲 嘗て 徂徠 を江戶 に訪 ひ、 相 見て 甚だ 之れ を 悅 


一ぶ と雖 も、 學問 文章、 徂徠と 其途を 異にす、 是れ其 遂に 徂徠に 心服せ ざる 

め 

一 所以な う、 彼れ 竊に 徂徠 5: 評して 日く、 

j  博覽文 章、 域內 比な し •第 大綱 上に 於て 差 あり、 心 實に慊 せ-^ 橘 ; € 茶話 
I  卷 中一 

\  又徂 徠の敎 育法を 論じて 日く、 

0  0  0000  0000000000  0000000000000 

一 ffl 徠人を 敎ふ るに 盛氣を 以てす、 此れ 一 術な 6、 然れ ども 知らざる も 

™  - のは、 激厲 未だ 至らず して、 遽に 自ら 許與す '故に 徂徠の 精細なる が 如 

\  きこと 能は ず、 此れ 亦 思は ざるべ からざる なう、 (橘 窓 茶話 卷 上) 

/ 

一 芳洲 曾て 一た び 其子顯 允を して m 徠に 從學せ しむ、 旣 にして 歎じて 日 
\  く、 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 0 0  〇 

I  茂 卿は 一代の 豪傑. 然れ ども 其 人を 敎 ふるや 浮華を 尙んで 德 行 に 原 
一  づかず 、久しぐ 少年 輩を 託すべからざる なう、 (甘 雨亭 叢書) 

乃ち 塾を 出で、 歸 らしむ、 蓋し 芳洲、 徂徠と 心 術 性行、 一致せ ざる もの 多 
\  し、 徂徠李 王を 喜べ ども， 芳溯 之れ を 喜ばず、 論じて 日く、 
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一  朱 明 王 李 等の 家集の 如き、 讀む もまた 可な う、 讀まざ る も また 可な 3、 

一 

一  又從 つて 言つ て 日く、 讀， -2: ざるに 如かず、 (橘 窓 茶話 卷 上) 

/  是れ 畢竟 李 王を 無用 視 する ものな 6,、 徂徠 支那を 崇拜 する 乙と 甚 しく' 
一總 ベて 我 官名 地名を も 支那 風に せう、 然るに 劳洲は 大抵 原 名を 漢文 中 

一に 使用せ 6、 徂徠は 支那を 崇拜 する の 極、 或は 名分 5: 顧みざる 乙と あう、 

へ 

\  芳洲は 名分を 正す に 嚴な う、 其 論に 云く、 

パ  惺羅の 二 先生以 來東 藩を 稱して 柳營 となし、 將 軍を 呼んで 大樹と 5- 
一  す、 名 實相稱 ふ、 字を 識 るの 儒と S ふべ し、 佘 二十 歲の 時、 東に あん 世人 
\  唐詩 選を讀 むを 知 6、 爭ふて 、詞語 宏麗を 以て 貴し となし、 動 P す n> ば 
\  丹 鳳 城靑瑣 鼢 等の 語を 用 ひ、 以て 東釈か ヤ、 i:l 0 0 韌 E 0 4 〇 阶か 
一  れを能 く 禁ずる ことなし、 蓋し 人の 無知なる、 此の 如き もの あ， 9、 云云、 
\  (同上) 

\  是れ 彼れ が 二十 歲の 時の 事 なれば 固ょ 5 蘐 園の 徒に 對して 言 ふ 所に 
\ あらず、 殊に 其 翰林の 宗匠と いふは、 林 鳳 岡を 指して 言 ふ も のな う、 (救 携 


| 二 .^ 然れ ども 亦 能く a 園 一派の 弊に 當れ う、 徂徠 豪傑の 態度 5: 取うて 
一道 德を 重んぜず、 道學 先生た らんょ 6 は 寧ろ 曲 藝の士  f らん 乙と を 公 
I 言せ り # / る k  J 方,、 は #' «' 、 に、 し、 て ^ ぎ、 を f - 、んじ、一點耿々として良心の 
一， 4  4 -い •  ”  P い. V 彼れ 道を 論じて 日く 

一  F、 下の 道を 言 ふ もの、 乙れ を 口に 發し て、 之れ を 弟子の 耳に 入る 弟子 
\  乙れ を 耳に 得て、 又 之れ を 其 弟子の 耳に 入る、 口耳 相傳 へて、 心 與るこ 
I iA r △く  △ん -△何が^か^ん、故に日く、〇之。れ0を。敎'^る ^° 一？ |:-» を以てする 

一  s no sss r. ?: し 1-0 s rno 其、—  . 

\ 實踐 躬行の 千 言 萬 語に 優る 乙と、 眞に 彼れ が 言 ふ 所の 如し、 古人が 「言に 
| Ifi R して 行に 敏な らん 乙と ?: 欲す」 とい a しも、 亦此 意に 外なら ざるな 

う、 彼れ 又 日く、  、 、 、 、 、 

' ^  ^  ^  ^  ^  ,0  ^  ^  ^  y  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  a  W 

| 0' p 0% ^ n" き i A' wi で ど ^ 甚 .だ 斯言を 重んじ、 心に 銘し 骨に 
一 sr v 奶 T I" ?) " いんと する に 至る まて、 未だ 嘗てし ばら 
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\  くも 忘れざる なう、 但 i 未だ 其 髡髴を 得ざる のみ、 (橘 窓 茶話 卷 中)  ， 

一 此れに 由 6, て 之れ を 觀れば 、彼れ が 私室に 於け る 時と 雖も、 亦 常に 其 動 
一作を 愼み 、製々 兢令 として 聖人の 敎に 背か ざら / 1 C と ?: 務めた るを 知 
一るべきな う、 彼れ は 又 自ら 奉ずる 乙. と、 極めて 儉素 なう き、 其 言に 云く、 

一  吾れ 飮食 衣服よう 以て 宫室 爵位に 至る まで、 絕 ぇ て 偏好な し、 故 R 閨 
厨 寂然、 家門 事な し、 此れ 即ち 以て ZL れ を 鬼神に 質して 愧な かるべ し、 
|  縱 a 老莊に 及ばざる も、 關尹以 下は 蔑 如た 6、 唯 i 平生 最も 堪へざ る も 
\  の、 四 あう、 一に 日く、 詩の 惡しき 、二に 日く、 碁に 輸 くる、 三に 日く、 身の 疼 
一  き、 四に 日く、 錢な きのみ、 (同上) 

\ 又 日く • 

\  佘庸拙 不肖' 素よ h 片善 の寸稱 なし、 但 i 世人 患 ふる 所の疝 氣痰火 頭痛 
\  痔癤 等の 症、 一 も ある 所な し、 禀質 健康に して、 年將に 八十な らんと す、 
\  又 早く 侯 家に 托して、 身、 凍餒の 憂な し、 長子 亡ぶ と雖气 次男 三男 以て 
\  家を 保すべし、 女子 女' 孫 早く 已に閤 よう 出で、、 孫 兒箕裘 の 望な きに 


\  あらず* 亦 人生の 大快 事なら ず や、 王侯 s、 素 封の 富、® ならざる にあ 
|  らざ るな- CS、 然れ ども 吾が 慕 ふ 所に あらざる なう、 此れ 皆 祖宗の 貴德、 
^  父母 養育の 致す 所、 平日 祠堂香 火、 唯. ゝ拜謝 あん 敢て祈 禱の 言を なさず、 
l M° L0 s0 /h0 £: so <° 、&  s TO fsK、 (同上) 

一 彼れ 平、 生儉 素に して 其 分に 安ん ずるを 以て 平和は 常に 彼れ が 胸中に 
\  宿う、 貪欲なる 煩悶の 爲め に累は ro る、 が 如き 乙と なか $ き、 彼れ か、 
一る 人格に て あ $ ながら 意外に も戯謔 を 好めう と 見 之、 或る人 嘗て 何故 
j に 其 戯謔の 多き やを 問へ う、 彼れ 乃ち 之れ に 答へ て 日く、 
j  佘 素ょう 朿方朔 の 人と な 6 を 慕 ふ、 敢て大 先生 穴る を 13 はざる 故な 
j  ”(同上) 

| 彼れ 固ょ 6 德行 VJ 修む と雖 も、 亦 嚴肅の 一方に 走う、 全く 洒落の 趣 ？: 失 
|  ふが 如き、 興味 索然た る 態度に 陷らざ $ し 乙と、 以て 知るべきな k 室 鳩 
\ 巢 「た はれ r 3」 の 末に 朝鮮の 趙泰 億が 芳洲 M 贈れる 留別の 詩を 載す、 云 

r、 

〆  . 
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\  絕海誰 奇士。 芳洲獨 妙譽。 能 通諸國 語。 且誦百 家書。 落 拓寧非 &。 才華儘 有 
\  私。 明朝 萬 里 別。 囘首意 如何。 

祇園 南海は 木 門の 俊秀な、 り、 嘗て 芳洲を 論じて 日く、 

一  予諸 友に 於て 其敬畏 する 所、 伯 陽 氏に 如くは なし、 S 秀 集) 

一芳 洲の 時人に 推 重せられ しこと 此の 如し、 彼れ 白 石と 共に 木 門に 出て 
\  、相識る 乙と 三十 年、 然れ ども 遂に 相 合は ず、 白 石を 以て 其 心 術、 測る •へ 
\ からざる ものと なす' 白 石、 朝鮮の 使者に 對し 、幕府を 稱して 日本 國 王と 
i  s へ-、 芳洲 乃ち 書を 白 石に 送ぅ、 其 非を 論じ、 橫 說縱說 、復た 餘 力を 遺 3 
一 ず、 其 書 戴せ て 文集 卷 二の 首め にあぅ、 自ら 書 尾に 書して 日く、 

\  東此 書を 作る、 實に 憂盧に 切な 6、 一言 旣に 出て、、 駟馬 追； 5 難し、 恼し 
一  f ふ、 るに 時 政を' 謗 訕する の 罪を 以てせば、 則ち 家門の i、 勝が て B' ふ 
|  ベけ. ん や、 第 一片 慷慨 忠義の 心、 勃々 として 自ら 制する ZL と 能は ず A 
一  つ 紀綱に 任じ、 名分を 正す、 唯， 君子の 學を なす もの、 之れ を 能くす、 若し 
自ら 威を 畏れ、 安を 偸み、 口を 履 霜 堅 氷の 際に 箝まば 、則ち 平生 讀む所 


の もの、 果して 何の 書ぞや 、縱ひ 不搠を 踏む も、 實に 甘心す る 所、 云云 

I 彼れ が 如き 實に 名分を 知る の士と S ふべ し、 諸家 人物 志 R 芳洲の 人と 

なりを 記して、 

000000000000 
\  性質 溫厚 にして、 人と 爭は ず、 

\  と 云へ ども、 苟も 大義名分の 關 する 所に 至ぅて は、 侃々 1 £ 夂之 れを爭 ふ 
一 て寸 毫も 假借 する 所な きな 6、 

\ 芳洲は 寶永五 年 正月 六日を 以て 歿す、 享年 八十 八、 著は す 所 橘 窓 文集 二 
I 卷 、橘 窓 茶話 三卷、 芳洲 口授 一卷 、たはれ 草 一卷等 あり、 就中 茶話は 普通の 
\  隨 筆に 過ぎず と雖 も、 亦 間  >  彼れ が 道學に 關 する 學殖を 窺 ふに 足る もの 
一 あう、 芳洲 口授は 甘雨亭 叢書に 收 載し ^ はれ 草は 百 家說林 中 R 編入せ 
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て 

卷 之0 皆 ◦な 〇诛〇 日 
占れ 〇其〇 し、。 泗〇  く、 
一 を〇範 。諮:。 の。 、 
見〇圍 〇家〇 後、。 

れ0 の〇紛 3 唯〇 
は:。 中〇 々〇閩 0 
竦0 に〇の 〇洛〇 
動0 あ0 說0 のつ 
4a  °  i)  〇 陸 〇 學 〇 

ざ 〇彼〇 象 〇以〇 
る0 れ〇山 〇 て 〇 
に 0 其 〇 の 〇不〇 
あ 〇務0 頓0 朽0 
ら〇 め〇悟 〇に〇 
ず0 て0 陳 ◦垂〇 
究〇  一 〇同〇 る 0 
竟〇偏 〇甫0 ベ。 

聖〇の 〇 の 〇し〇 

人0 說0 事0 本 0 
を 〇 を0 功0 末 〇 
去 〇 な 〇 王 〇 巨 〇 
る 〇 す0 陽0 細 〇 
や 〇 も 〇 明 〇悉〇 
遠0 の0 の0  く  〇 
し、。 卒0 良。 備。 

橘 然〇 知 Q は 〇 
窓と0 の0 ら〇 
茶 し 〇 如 Q ざ 〇 
話 て0 き 〇る〇 
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I  第二 學說 

i  芳洲 深く 宋 儒の 學說を 尊信し、 明 儒を 喜ばず、 明 儒、 宋 儒を 以て 迂腐 とな 
一す と雖 も、 宋儒は 反うて 孔子に 近似し、 明 儒は 之れ と 其軌を 異にし、 申 韓 
)  老 莊の說 を雜へ 、滔令 として 詭譎に 流れん とする ものと せら、 彼れ 論じ 


|  彼れ が 程 朱を 推 尊す る 乙と 餘〇に 度に 過ぎた 6、 陸 象 山 陳同甫 及び 王 
j  陽 明の 學說を 以て 悉く 其 範圍內 にあ 5 と S ふ も、 未だ 遽 に 首肯す る こ 
|  と 能は ず、 若し 陸 王の 見解を 以て 明 道に 本づ くもの とせば' 姑く 之れ を 


る 

聖〇老 C を 
の 〇 聃〇知 
聖〇は 〇 る 
5〇 虛〇べ 
る 〇 無〇き 
も 〇 の 〇 な 
の 〇 聖〇う 
な 〇 な〇滅 

う 〇る〇 ft 

二*© も〇又 
碁?® の 〇 論 
人 ◎な 〇 じ 
の®  ()  〇 て 

形® 釋〇日 
而® 迦〇  く 
上® は 〇 
を® 慈 0 
言 ❽悲〇 
ふ© の 〇 
や® 聖〇 

ら® る 〇 

ず® も 0 
し @ の 〇 
て® な 〇 
同® り〇 

じ® 芤0 
i ◎子 〇 
し ◎は0 
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二 五 


恕すべ きも、 悉く 洛閨 の圈套 外に 出で ずと する が 如き、 頗る 過言の 嫌な 
しとせ ざるな 6、 彼れ 程 朱 ?: 尊信す る Z: と、 深 且つ 厚な $ と雖 も、 彼れ 自 

論じて 日く、 

上天の m^ は 聲も なく 臭 もな し、 聲も なしとは 形な きな ぅ、 臭 もな しと 
は、 體な きな 4、佛家は之れを..といひ、道家は之れを自然といし儒 
家ょ 之れ を JIA とい ふ、 日く、 然らば 三 家、 門を 同ぅ する か、 日く、 敎を 立つ 
SO P  卜 io feo ^) o so 54 砂如 ひ  M  1 び  p ^ ° 3L° 铲， 喲” n° p 舻 > o ;o A° 湊 

Lo s no sro か 少 &  2ぢ ?: ンダ 同上) 

是れ 儒道 佛の 三敎を 通じて 異なる 所な き 根本主義を 執へ て 之れ を 論 
ずる ものに て、 同 中に 異を認 め、 異 中に 同を 認む る處 、自ら 一家の 識見 あ 


第一 篇  第 四 韋雨森 芳洲— 第二 學說  一二 六 

£ ，◎一  S  ぃ  s  S  一一 5  S  卜、 s  i  S  5 1-  5 餐 

上) 

是れ 儒道 佛共に 其敎の 由うて 生ずる 所の 精神 (即ち 形而上 ぼ 異なる 乙 
となきも、其敎を世に施す所の方法(即ち形而下)は同じからざるをぃふ 
な*^、 此 事、 實に然 う、 然れ ども 獨う 孔子の みを 以て 聖の聖 なる ものと す 
るは、 其 好む 所に 僻す るに 由るな $、或 る 人 曾て 彼れ に 三敎に 於て 之れ 
を 待つ の 道を 問 ふ、 答へ て 日く、 

佘以爲 く、 知 ^〇 如い、 1 5〇 0‘ む ^ 〇 、 此 三人は 衆 父の 父な う、 我れ 子弟の 

s  S  S  (し  s  S む”：！  s  ’I  客 だ た 9 、s ->o no s 
3so t 〇 心 加 &o 5'o no & ±o 、 n° l:o £ T:o £o ' /rlc P  揖 ?o £o rt° を 拜し 、之れ  V」 稱すれ 
ば、 先覺と s ふ、 亦宜 ならず や、 (橘 牕 文集 卷之 二) 

彼れ 又 日く、  . 

0000  0000000000000000  000000 '0-00 
天 惟 _i 道に して、 理に二 致な し、 惟！ 敎を立 つる 乙と 異なる あう 故に 自 

ら修む る M と 一な 6 ず、 釋 子の 法は 乾燥、 儒 門の 敎は滋 潤、 彼れ 以爲 く、 


其 か 潤む いんょうは、 寧ろ 乾燥な らん、 此れ 以屬 く、 其 乾燥な らんょう 
は 寧ろ 滋潤 ならん、 (同上) 

其 乾燥と s ふは、 陰氣 なる を 意味し' 其滋 潤と いふは、 陽氣 なる を 意 除す 
るに 似た 6、 彼れ 又 同一の 旨 意を 述べて 日く、 

僕不肯 竊に三 家の 斷案を 立つ、 日く、 「天 惟一 道、 理無 j 一致 (立 敎有 kr 自修 
恥 J」 と、？： ^€“11、 1 ハ 和 か w  I ノ  &、 未だ 果して 然る ゃ 否ゃを 知 
らず、 (橘 窓 茶話 卷 下) 

彼れ 此の 如く 一生 得る 所 惟！ 此 十六 字 あるの みとい ふを 以て 之れ を觀 

れば、 是れ 彼れ が一 生に 於け る 得意の 論と 見る を 得べ し、 要するに、 彼れ 

の懷 抱す る 所は ー ゴ影 1 なり、 支那に あうて は、 元の 陶宗 儀、 明の 林 

兆 恩の 徒、 三 敎 一致の 說 5: 唱道せ i、 我 邦に あうて は 僧 空 海 始めて 孔老 

0 〇  0 0 0  0  0 0 0  〇  o o 、 to 、 o to 、 19 -io ?- Jlo :o 
釋の 一致を 言 ふと 雖も 儒者に して 之れ を 言 ふ もの 恐く は 芳洌を 以て 

nlo 问知 卜和心 ^0 /10 、芳洲の得意、想ふべきなう、宋儒は竊に佛敎に取る所あ 
る も、 未だ 曾て 之れ を 公言せ ず、 而して 佛敎を 排觝 する 乙と 切 5  6、 芳洲 
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は 之れ と 異にして 佛敎に 對 し、 寛大なる 態度を 取れう、 其 言に 云く、 

ある 人の 佛道 をを しると て、 つくれる 文を 見る R 、 お ほかた 僧徒の 惡 
業 ?: のみ あばき 出 だして、 ほとけの みちの 是非には おょばず. かくい 
は C 儒生の ょろしから ぬし かた s かほ ども か y がらは し、 a じうの 

をし へを をし るべ し、 影を 見て かたちを おも a 、 s ^^' n ?: 3 r$x /> 

00000000  0000 

なもとを知るは、 1 乙とにさる事なれど、末のつひぇある事のみをい 

ひて、 其 もとの いかくと 知らざる もうる さし、 (たはれ 草) 

此論洵 に 公平な うとい ふべ し、 尙ほ又 老釋の 言、 未だ 必ずしも 非と すべ 
からざる を 論じて 日く、 

言 未だ 非と すべから ざるな う、 釋 子の 言 亦 未だ 非と すべから 
6、 異端 穴る 所以の もの、 事業 差 ふの み、 V 橘 窓 茶話 卷 上) 

佛敎 共に 根本主義に 於て 儒敎と 異なる 所 あるに あらず、 唯！ 其 
る 方法に 於て、 此れと 同じから ざる 所 あるを S ふ ものな 6、 彼 
釋を 論じて 日く、 


如 和 0〇 

〇〇〇 

ざるな 
是 れ道敎 
敎を 立つ 
れ 又孔老 


^ @ ® @ ® ® @ ©® ® © ® ® ® © ® © ® (s) © @ ©©a a a a aa<j 

\  三聖 一致に して 未だ 敢て 三敎 一法と s はざる な $、 然れ ども 斯 言を 
一  なす や、 自ら 其 洛閩の 罪人た るを 知るな $、( 同上) 

彼れ の 見解が 儒敎の 範圍 を 超脫 して、 一層 豁大 なる 丈 其れ丈 程 朱の 軌 
:  道 ?: 離る、 Z. と 遠し、 是れ其 自ら 洛閨の 罪人と 稱 する 所以な 6、 彼れ 又 
時 あうて 佛敎を 以て 儒敎に 優れる ものと する が 如し、 其 言に 云く、 
形而上の H の、 之れ を 道と S ふ、 釋老以 て敎 となす、 所/ 謂 第一 *- . 心な 
う、 形而下の もの、 之れ を 器と S ふ、 吾 儒 以て 敎 となす、 所， 謂， 一 △一泰^ 一. 
なう、 (同上)  . 

I  若し 道敎 と佛敎 とを 以て 形而上の 敎とな し、 儒敎を 以て 形而下の 敎と 
\  な 3 ば' 是れ儒 敎を以 て道敎 と佛敎 とょう 一層 卑§ ものと する にあら 
j  ずして 何ぞ や、 凡を 是 等の 言、 悉く 純然たる 儒者の 口ょう 出づる も のと 
一 して 之れ を 考察せ «■ 亦 奇異の 感な & 能は ざる 5 $、 是を以 て 當時已 に 
芳洲の 立脚 點を疑 ふ 4 の あ i き' 橘 窓 茶話 〔卷 下〕 に 云く、 

或は 日く、 子 喜んで 佛說を 言 ふ、 所 V 謂 駸々 然として 其 中に 入る もの か 
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I  笑つ て 日く、 非な 6 、 

彼れ 自ら 此に 其佛敎 徒に あらざる 乙と 5: 斷言せ う、 然れ ども 佛 經に說 
一 く 所を 以て 理氣の 二字に 攝 し、 如 來藏を 以て 天道と なすが 如く、 儒敎の 
一 旨 意を 以て 佛敎 を解釋 する の 傾向 あう、 是 1: 以て 他の 儒者の 如く、 佛敎 
に 對し て、 甚 しき 反 情を 懷かざ るな う、 彼れ 朱 子を 論じて 日く、 

朱 子佛を 修 む る ものを 以て 槁木 死灰と なす、 蓋し 迸 上の 斷な 6、( 橘 窓 
茶話 卷 中)  • 

又 山 崎 闇齋を 論じて 日く、 

嘗て 妙 心 寺に 沙彌* う、 廿歲 左右 闢異 一篇を 著は し、 寺 門に 貼し、 還俗 
髮を蓄 ふ、 丈夫と s ふべ し、 惜 s かな、 其れ 未 心 佛意を 知ら ざ るな う、 (同 

占. 

\  芳洲 が佛敎 に對 して 寛容の 態度 あう しは、 森 儼 塾の 徒と 異なる 乙と な 
\  し、 然れ ども 又 儒 敎の長 處を發 揮せ ざるに あらず、 乃ち 朱 子の 言を 引い 
て 云く • 


異端 固ょ い 說き 得て 著す る處あ 6、 但* 綱常 上の 說に あらず、 君子の す 
るを 滑し とせざる 所な う、 (橘 窓 茶話 卷 下) 

又揚 子の 言を 引 S て 日く、 

揚子に 云く、 老子の 道 德を言 ふ、 吾れ 取る あるの み、 仁義を 槌投 ル、 禮學 
を絕滅 する に 及んで は 吾れ 取るな きの ^ と、 吾れ 佛敎に 於ても 亦 云 
ふ、 (橘 窓 茶話 卷 中) 

尙ほ又 積極的に 儒敎の 世間 敎な るを 明言して 日く、 

私 AO 0O 耖 (io «0 ^° T° 5:0 渺 00 50 妙 ^ 好 ±° s fc0 g>0 s''0 w^ Ac 橘 窓 茶話 卷下一 

更に 又 佛敎の 旨意已 に儒敎 中に 含有 せらる、 乙と を 論じて 日く、 

釋子 西域に 生まれ、 一生の 力を 窮む と雖 も、 言 ふ 所中國 聖人の 說に出 
でず、 (橘 窓 茶話 卷 中) 

此に 至うて 彼れ の 言、 過大に 失せう、 例へ ば、 四 諦の說 、三界の 說、 十二 因緣 
の說、 三世 因果の 說、 豈に 儒敎 中に ある ものな らん や、 解脫涅 槃の說 も、 牽 
合附屬 の解釋 をな すに あら ざれば、 儒敎 中に あう と S ふ 5: 得ず、 其 他 儒 
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敎に 之れ なくして 佛敎に 之れ ある もの 二々 算へ來 たら ば、 實に其 煩し 
きに 堪へざ るな う、 此れに 由うて 之れ を 觀れば 、佛敎 を 以て 儒敎 の範圍 
に S でず とする は、 固より 其 當を 得 ^ る ものに あらざる なう' 

彼れ 聖人の 人格に 就 S て 論じて 日く、 

所 y 謂 聖人は 即ち 英雄の 極な う、 (橘 窓 茶話 卷 上) 

其 意 印度に 於て 釋迦 及び 其 他の 智者 (例へ ば 「ジャィ ナ」 派の 祖師の 如 1 
を 指して 大 英雄 Mal p. -V〖ra と稱 すると 同じ、 又 日く、 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 C 

思慮 人よ i 高き rJ と 一等 なれば、 便ち！ 等の 人た う、 等しく 之れ を 上 

0000  〇 〇〇〇  000  〇〇〇 〇〇〇  〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇〇  〇〇〇 

げ 、聖人に 至うて は 人よ $ 高き Z1 と、 其 幾何なる を 知らず、 萬 世の 敎主 
たる 所以な う、 (橘 窓 茶話 卷 中)  i 
是れ 聖人の 人格の 天下 萬 衆に 超絕 して、 思議すべからざる もの あるを 
いふな- 〇、 又 日く.'' 


次ぎに 聖人の 行藏 S かんを 論じて 日く、 

富貴 榮耀は 君子の 已むを 得ず して 之れ に 居る 所以の ものな 6、 貧賤 
a> 潜 レ 君 心の 甘 じて 之れ を樂む 所以の ものな 6、 惟 i 聖人は 榮耀に 意， 

なく、 亦幽 潜に 意な し、 遇 ふ 所に 遭 ふて 其 命に 循ふ のみ、 (橘 窓 茶話 卷 下) 

0 

是れ 孔子を 以て 聖人の 標本と なし、 其 意中の 眞 相を 寫出だ せる ものな 
芳洲義 利の 別 ?: 論じて 日く、 

仁義の 中、 固ょ 6 自然の 利 あ ぅ、 義と 利と 元と 二に あらざる な 6、 然れ 
ども 人に 吿 r るに 此の 如く すれば 利に して、 此の 如く すれば 不利な 
るを 以てすれば、 耳を 傾けて 聽かざ るな し、 若し 之れ に吿 ぐるに 此の 
如く すれば 義 にして、 此の 如く すれば 不義なる を 以てすれば、 面、 忤色 
あらざる なし、 君子は 面、 忤色 あるを 以てして、 義を 以て 自ら 慊はら ず、 
耳を 傾けて 聽くを 以てして 之れ を 誘 ふに 利を 以てせず、 一 橘 窓 茶話 卷 
上) 
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I  又 同一の 旨 意を 述べて 日く、 

功利を 以て 之れ を 誘へ ば、 人 皆 喜ぶ、 道德を 以て 之れ を 責むれ ば、 人 皆 
ffl む、 君子 其 ffl むを 以てして、 其 道德の 責を廢 せず、 蓋し 之れ を 誘 ふに 
功利を 以てすれば、 人欲 日に 熾ん いして、 禍 必ず 之れ に 隨ふ 、之 £ を 責 
むる に 道德を 以てすれば、 善心 日に 與 6 て、 禍或は 歸 へる 乙と あらん、 
豈に 自然に あらず や、 (橘 窓 茶話 卷 中) 

此れに 由うて 之れ を 觀れば 、芳洲 が義 を 以て 道德的 行爲の 目的と し、 功 
I 利 論者の 如く、 利を 以て 目的と せざる 乙 と 明瞭な う、 彼れ以 爲く 、利を 以 
;  て 目的と すれば、 反 $ て 利なら ず、 義を以 て 目的と すれば、 反うて 利 あ- CN 
と、 是れ 彼れ ^ 仁義の 中 固ょ i 自然の 利 あう』 と S ふ 所以な う、 尙 ほ一賢 

、者 

'  分明に 其 旨 意を 述べて 日く、 


♦ 橘 窓 文集 卷之二 ) 


彼れ の 說此に 至うて グリ ーン 氏の 倫理 說と 左右 逢 原、 殆んど 符節を 会 
する が 如し、 何ん となれば、 其 旨 意、 ダ？— ン 氏の 道德的 行爲の 目的は ^ 
樂其 物に あらず して、 寧る 自己 充足 self-satisfaction R あう とする に 一致 
すれば な ^ 、 一般の 幸福 即ち 公利 公益は 道德的 行爲の H w° たり 得べ し 
と雖 も、 個人的 快樂は 道德的 行爲の 目的に あらず、 道 德的 行爲の 目的は 
& 己の 良心に 質して 何等の 疚しき 處もな き 自己 充足を 得る にあるな 
う、 自己 充足の 結果と して 內界の 快樂を 得べ く、 又 其 結果と して 外界の 
快 樂をも 得べ し、 然れ ども 快樂其 物を 目的と して 努力す れば 、個人 以上 
RO 超絕 したる 高尙 なる 道義を 失 ふの 恐れ あるを 免れざる な う、 果して 
然らば 、芳 洲の說 、狙 徠のを かと 正 反對を 成して 反うて 其當を 得た る も 
のなる を 知るべきな }、 

次ぎに 又 彼れ が 爲學の 方法を 見る に、 平素 諸 生に 揭 示して 日く、 

學は 人た る 乙 とを 學ぶ 所以な う、 (橘 窓 茶話 卷 上) 

と、 或る人 其餘 $ に 單 純に して 且つ 明白なる を 怪み 、問 ふて 日く、 
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學は 人た る 乙と を 學ぶ 所以な う， 此意 、人々 之れ を 知る、 何ぞ 之れ を 奧 
妙と S ふを 得ん、 (同上) 

彼れ 乃ち 答へ て 日く、 

A o s n 〇 ?: 0 = 1: o fffi O L 0 1: O A 0 4- O SK L 〇 ^) 0 亂 & 〇 

ざるの み 、(同上) 

彼れ か 人 / 2 る 乙と 1: 學ぶ とい ふは 即ち、 人格 修養 5: 意味す るな 6、 其 言 
恐く ば 尹 持講が 「學 者、 所，， 以學 ，爲乂 也、」 と 云へ る R 本づ くなる べしと 雖も. 
之れ を 掲示して 以て 爲學の 方法と なすが 如き、 其當を 得た うとい ふべ 
きな う、 彼れ 又 一日 諸 生を 戒めて 日く、 

老身叨 に 函 丈の 尊に ょう、 動もすれば、 輙ち恣 に 責讓を なして 日く、 賢 
等 不敏な {と、 此れ 自ら 老 身を 敏 として、 獨う賢 等を 不敏と する にあ 
らざ るな 6、 老 身の 賢 契 R 於け る、 一同 不敏 中の 輩 行、 但- 書 5: 讀む 乙と 
日 久しく、 坐位較 1 差 ふの み、 所/謂 聰敏 なる ものは、 必ず 程朱韓 蘇に 至 3 
て 乃ち 極爻 る、 然れ ども 程 朱韓蘇 未だ 嘗て 不欧を 以て 自ら 嘆ぜ ずん 


一  ば あらざる なり、 故に 日く、 士は 賢を 希 ひ、 賢は 聖を希 ひ、 聖は 天を 希 ふ、 
一  勤い »0 510 «0 $0 釦知渺むい、云云、(同上) 

I 此 最後の 言、 周 子が 通 書に 「聖希 k 天、 賢 希. 聖 、士 希寳」 と 云へ る 5: 倒 逆せ る も 
I  のにて 大 に 眛あ う、 普通の 土人が 直に 天を 以て 己れ が 模範. とする も、 之 
\ れを實 現せん と 努力す る 乙と 餘 $ に 突飛な 6、 故に 其 間に 二種の 段階 
\  を 設け、 以て 迥に相 接する 乙 とを 得せし めた う、 或る人 又 彼れ を訾 $ て 

I 日く、 

I  叟將に 八十に 近 からん とし、 讀書 倦まず、 是れ 自ら 其 學の竟 に 成る 乙 
と 能は ざるを 知らざる なう、 愚と いふべ し、 (同上) 

\  と、 彼れ 乃ち 之れ R 答へ て 日く 

000000000 0 l° 000900  ON  〇、 15 >0 0?10 JO ?、 0 .° 1:0 
sc くる 乙と 一日な nc は讀む 乙と 一日に して 務めて 上う# ま / L と 欲 

t 0 、 750 ?> 0 五 a o MO e>c 士  學の 能く 成る 乙 となき や、 吾れ 之れ を 知る 乙と 
\  久し、 (同上) 

\  是れ 彼れ が 向上 的 進路を 取 6 て 活動し、 一息の 間 も亦已 むこと なきを 
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叙述す る ものな う、 彼れ 又 講學の 妙 機を 說 破して 日く、 

昨夜 一劍 客を 見る、 其 術を 言 ふ Z: と 甚だ 詳か に、 反覆 萬 端、 之れ V」 聽く 
に 耳を 以てする 乙と なくして、 之れ 5: 聽 くに 心を 以てす、 之れ ?: 聽く 
に * を 以てする 乙と なくして、 之れ を聽 くに 氣を以 てす るの 說にあ 
らざる 乙 となし、 夫れ 藝は至 理の寓 する 所、 故に 一 擊劍の 微と雖 も、 其 
I い.；^ い” いか、 を い！^ を^ j かヤ、 を^ j い V ぐい、 (橘 窓 茶話 卷 中) 
一 技 一藝に長ずるも 0 、必ず之れに長ずる ^/ 以のものあう之れに長す 
る 所以の ものを 說 くに 及んで は、 聽 くもの 亦 必ず 講學の 妙 機を 連想し 
來 /2 ら ざ るを 得ざる な 

最後に 芳洲が 神道を 尊重せ しこと 5: 看過すべからず、 文集の 卷 首に 大 
寶說 あ' 三 寶の 意義を 說 き、 國體の 尊嚴を 述ぶる こと 至れう 盡くせ i 
と S ふべ し、 其 言に 云く、 

三寶の 設け や、 一に 日く、 璽、 二に 日く 劍、 三に 日く 鏡、 璽は 仁な う， 劍は武 
なう、 鏡は 明な う、 明 以て 之れ を燭 らし、 武以て 之れ を 斷じ而 して 仁以 


て 之れ を 成す、 云云、 

大寶說 は 彼れ が 得意の 文と 見ぇ、 橘 窓 茶話の 最後に 云く、 

吾が 平生の 文字、 只 大寶の 一說 あるの み、 

以て 其 意の 存 する 所 1: 察すべ & な 6、 又 橘 窓 茶話 〔卷 中〕 に 論じて 日く、 
神道は 三つ、 一に 日く、 神璽は 仁な 6、 二に 日く、 寶劍 は武 なう、 三に 日く、 
鏡は 明な う' 我 東、 質 5: 尙び 、未だ 以て 之れ を 文に する もの あらず' 然 6 
と雖 も、 深く 信じ 篤く 行 ふて 而して 得る あ 6、 何ぞ 必ずしも 言語 文章 
を 之れ せんや、 或は 已 む乙とを得ずして其說を求めんと欲せば、之れ 
を 孔門 六 藝の學 に 求めて 可な' 所讀三 器は、 本と 經な う、 鄒魯 の述ぶ 
ひ1| 0@ ” 0© 、|き駟む0、人或は雜ふるに釋老異端の說を以てする4 
の あり、 其 神道を 去る Z1 と 遠し 

彼れ が 此に斷 じて 「所 V 謂 三 器は 本と 經な う、 鄒 魯の述 ぶる 所の もの、 我 註 
脚な- 〇」 とい ふ もの、 誠に 痛快な うと S ふべ し、 凡を 國體の 尊嚴を 知る も 
の、 這 箇の 識見な かるべからず、 彼れ 又 日く、 

第一 篇  第 四窣雨 森芳洲 第二 學說  一一 一ー ガ 


心〇謂 
正〇へ 
し 〇 る 
け0 あ 
れ 〇  6 
ば 0 云 
身。 く 
修 G> 

to 

る 〇 
只、。 

此〇 
四 0 
字 0 

杗。 

だ 0 
嘗〇 

て〇 

頃 0 
刻。 

も〇 

忘 0 
れ〇 

ず〇 

ち 0 
是〇 
れ〇 
君 〇 


第一 篇  第 四箄雨 森 芳洲— 第二 學說 


神代 一卷、 以て 尊重せ ずん ば あるべからず、 其 言た る や、 遼濶 奥 «s 究め 
ずして 可な ぅ、 人 其 的確を 求め / I と 欲す 無識 とい ふべ し、 (橘 窓 茶話 卷 
下) 

其 神代の 事 5: 以て 究む ベから ずと する は、 未だ 首肯すべからず と雖 も、 
神代 一卷を 尊重す る もの、 本と 國體を 尊重す るの 意に 出づ 、今 是れ を需 

者の 言と して 之れ ?: 考ふれ ば、 亦 甚だ 床しき 所 あるを 覺ゆ 、殊に 彼れ が、 

〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  0  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  0  〇 

天 T の 人心 唯 i 我國淳 厚に して 古 R 近し となす、 今日を 以て 之れ を視 

れば、 唐と 韓と、 如 如^, る所紗 0、 皆 £  &  _ 0° 51° 斯&妒 6° ， &° p 和、( 同上) 
とい ふが 如 s' 爾餘の 儒者と 大に其 見解 ?: 異にする 所 あ 6,、 是れ 芳洲が 
親しく 支那 人 及び 朝鮮人と 相 交は ぅ、 而して 後、 自己の 經驗 にょ $ て 道 
破す る 所な $、 故に 反 6 て 事實に 近き もの あるを 知るべきな 6、 

橘 窓 文集 〔卷之 二〕 の 末に 附 載せる 劄記 二十 八 則は 彼れ が 語錄な i、 其 中 
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格言を 拾集して 之れ を 左 R 列擧 せん， 

4 ^ t わ B- i' M' t s ' い、、〉 かいず、 聖を師 とし、 賢を 友と する 所以の も 
s; t 於 か & ぐ 1- s  r、 ん s  S  ‘ い 心 い、 系^ 
於^ J r p  4 蒙 屯 ⑧ か 如し 私 0> 抓^^か、 1: 心 ル I 知 か 子、. 何に し 
か か A- かいい ^- まざらん や、 人生 得る と雖 も百歲 過ぎ 易し 魯 tl 
賢！ 1<、^配い阶がにぐや ?1> ^? ヤ以狗歲たぅ、小は蟲輕 ^ "^、歐陽公の所 
is  &いかぐ、かいヤ 5; 11い-^ ^ ーゲ&1の一っも得る所なく、草木 禽 
® ' 、ま い，” い ぐ&聲ャ いい か、 豈 に® づべ きの 甚し きものに ぁ らず 

ゃ、 
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二  、 

ル 1 »- «- は S> K' の 言を 視、 輒い喜 悅 恐怖、 自省 自警の 心 ある もの、 以て 

& 子か^ f をな すべ & に庶 し、 若し 泛 然として 之を視 、居然と して 之れ 
卜 誦い 、4|ル の 越い 說 くを 聽くが 如くせば、 或は 案に ょ $ 卷を 手に す 
i' Mi- レ、 か 日 唔 # して 成すな きに 竟 らんの み、 况や ょるに 未だ 案を 必 
とせず、 手 未 ^ 卷を必 とせざる ものを や 

三  4 

〇  OOC  〇  〇  〇  〇  〇  0  0  0,0  〇 〇 の、 o :° o  0 :0 :° 0 0、 9 , so ?、o\、J 
天下の 事、 是中に 必ず 非 あ 6 非 中に 必ず 是あ 6 全是 なく 全 非な し 人 

の 人に 於け る や、 先づ 彼の 是 とする 所を 是 とし、 彼れ の 非と する 所を 

妒い い' かい いい r y  日 / E:' とし、 我れ の 非と す 

か 所を 非 とせば、 爭論庶 くば 息まん、 爭氣 なる もの あぅ、 遽に 彼れ の是 

いする所い非 >> 〕し{」、之れい齡へんと欲す、是れ彼れが非とする所に 

して、 而も われを 張らん と 欲す、 朝を 終へ 夕を 畢へ、 相 壓へ相 張る、 呶々 

然として 一に 歸する rJ と 能は ず、 豈に 惑に あらず や， 
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下を 視て餘 ぅ あれば、 驕慢の 心を 起す、 上を視 て 窮 $ なければ、 謙虛 の 

、、、、、、為 '% 、、、、、、、、 

意を 生ず、 世の 自滿 自大な る もの、 皆 下を 視て自 ら覺ら ざるな 6 •. 
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身は 外な う、 輕し 、心は 內な 6、 重し、 身を 外にして、 安を 心に 求む る もの 
は. 君子な う 、身に 切々 として、 心の 安を 求めざる ？p のは、 小人な う 
九 

天下の 不祥なる もの、 王侯に 若く はなき なう、 

十 

僥倖の 心 多き ものは、 必ず 救は れざ るの 敗 あ- N、 


地位 高ければ、 見る 所 遠し、 S れば、 之れ に 反す、 君子 小人の 殊なる 所以 
の 毛の、 其れ 遠近の 間にある か、 

十四 

物に 固然あ 6 、事に 必至 あ 办、 春 あれば 夏 あ 6 •秋 あれば 必ず 冬 ある も 
の、 物に 固然 あるな う、 春 去う 夏來た A、 夏 去う、 秋來 たる もの、 事に 必至 
あるな う、 少 壯老奶 _:0 呼|^|^ /)0 、 
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I  第三 芳洲關 係 書類 

I 先哲 叢談 〔卷之 六〕 

一 近世 叢 語 〔卷之 二 
一續 近世 畸人 傳 〔卷之 四〕 

一 甘雨亭 叢書  • 

日本 詩史 (卷之 四〕 

類聚 名物 考 
文 會雜記 

常 山 褸筆餘  , 

對州 十日 記 
觀瀾 文集 〔卷之 上〕 

I  鳩巢 文集 後編 
一名 家 手簡 三 集 上〕 


一 木 門 十四 家 詩集 
I  日本 諸家 人物 誌 
I  紹述 文集 〖卷 二十 五〕 

\ 湘雲瓚 語 
j 鍾秀集 
徂徠集 

一兼 山麗澤 秘策 
(近代 名家 著述 目錄 
I 慶長以 來 諸家 著述 目錄 
j  日本 名家 人名 詳傳 (卷之 下} 
鑒 定便覽 〔卷 上〕 

I  大日 本人 名辭書 
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第五 章 安東 省菴 

y 

\ 安東 省菴 、名は 守 約、 字は 魯默 、初めの 名は 守 正 a 稱は市 之 進、 省 菴は 其號 

一な り、 筑 後の 人 柳 川 侯に 仕 ふ、 靑 年の 時、 江戶 にあ 6、 松 永 尺 五に 學び 、□夜 

一刻 苦、 精神を 消磨し、 死に 瀕； して 已 爻 ず、 友人 之れ を諫む 、彼れ 答へ て 日く、 
一  000000 〇〇 0000  0、0〇， o LO o io ro -o 〇一 to ?N 
一  方正 學 日く、 人 亦は 以て 食は ざるべき な 6 而して 以て， 學は すん は あ 

\  s  ts= «o s no «o § to 、& to no s s0o so cs nc) tf0 、 

\ IlJO wi no -co 鈉 PO & AO 如 MO L° --co eo w_ i° 如 50 妙 50 *0 鈉 歜ゆ 歟砂“ 10 
一 ぃ即妒 ^0 砂 ^0 〇ょと «0 沪|^ 5° 0し。て。死〇せ。ば、〇幸？。れ。ょ !)0 *〇 ^0 50 ^0 ”レ、 
\  (甘 雨亭 叢書) 

一 其 人 乃ち 笑つ て ih む、 省菴偶 i 小瘡を 患； S、 久しく 牀褥 にあら、 時に 耶蘇の 
一賊 、島 原に 起る、 彼れ 乃ち 病を 强 a 、 馬に 跨う、 侯に 從つて 西し、 島 原の 有 馬 
一に 至 う、 劇痛を 忍んで 陣頭に 立ち S 志、 必死に あ 6、 時に 年 僅に 十六、 彼れ 
\ が 勇敢の 性、 以て 知るべきな う、 明曆 元年 明の 朱 舜水長 崎に 來 たる、 舜水 
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學問 あう、 節操 ある 人な う、 然れ ども 時人 未だ 之れ 5: 知る に 及ばず、 獨 
う 省 #往ぃ て 之れ 5: 師 とし、 

して 一大 高誼と なす、 伊藤 •仁 齋が 「答， 安東 省 薬， 書」 に 云く、 

承6聞く、明國の大儒越中の朱先生、船、秦を帝とせざるの義を懷き、來 
/2 $ て 長 崎に 止まる、 臺下 急ち 弟子の 禮を 執うて 之れ に 師事し、 且つ， 
妻子を 蓄へず 、衣食を 恤へず 、廩祿 の 半を 奉じて、 以て 師を留 むる の 計 
い 卜^ § io ico ig0 t 0 00 勤 ^0 i  妙 fi° p 0o i  4 < EE0 5r0 f#0 wf L° ^: ° «° f 4 ° 
の RO あら ずん ば、 豈に 能く然 らん や*  (古學 先生 文集 卷之 一) 

舜水 自ら 深く 省菴の 高誼を 感ぜし と 見 之、 其 「與 „孫 男毓仁 一書」 に 云く、 
日本の 唐人を 留む るを 禁ずる 21 と已に 四十 年、 先年 南京の 七 船、 同じ 
く 長 崎に 住まる 十に 九、 富 商 連名 具呈 、懇留 累次、 俱 に 準せ ず、 我れ. 故に 
此に 意な し、 乃ち 安東 省菴 苦々 懇留 、轉展 人を 央 1T 、 故に 留駐此 にあう、 
是れ特 R 我 一人の 爲めに 此厲禁 を 開くな 旣に 留まる の 後、 乃ち 半 
俸を 分ち て 我れ 心 供緲 れ、 を 私 齙！； へ ー ルル、 *- む 4 A- I か“ b 知い 


0也>^ヤか、 «- や|^办4心か ^ 心我れを省す、一次 ;: * 銀五十兩こ次 
ifcA ハい 1 p m , 、 WA ^A ^A ^A 0A »A Itt:A に 盡く、 又 土 儀 時 ^ 人を 差は して 送纟來 

t4、t 4 4^ ノ »" 賢、ぽビ @" ぐ %" ビぎ,ヤ“ぴ”なく、塵封鐵鏽*其宗親朋 ^ 、 
4 ち n- b lh をい、。 か h  •  . to 、 f° 砂 ISO 处 10 ?0 〕て 顧みず、 惟； 日夜 
|日ド|?和き ^〇 ^° 1;〇 0〇 ^〇 、我れ今此に來 /2 ること十五年、稍"物を * せ意 
を 表する も、 前後 皆 受けず、 矯激に 過ぎ、 我れ 甚だ 樂まず 、然れ ども 改む 
ること能はざるなう、4.かん-.如. £>- .レひ卜知し、汝、名義を知 
らず、妒|田。に *0 0に。銘。し、 #° 。に。刻〇し、。世。々。忘〇 50 %へい、云一5舜水文集卷こ 
省菴が 始めて 舜 水に 師事せ しは、 尺 五 歿後 五 年な りき、 省菴舜 水に 感化 
せらる、 所 多く、 其 學問德 行是れ ょ 6 大に 進み、 遂に 關 西の 巨 儒と 稱せ 
ら る、 に 至れ う、 後、 舜 水水戶 に聘 せらる、 に 及んで、 尙ほ屢 4 日 翰を 送 6 
て 學 問道德 を 論じ、 相互に 氣脈を 通ず る 乙と を 廢せざ b き 省 澡へ / 舜水 
を 尊崇す る 乙と 至れう 盡せ う、 彼れ が 曾て 舜水に 送れる 書 R 云： 

第一 篇  第五 窣 安東 省菴  一 五一 


第一 篇  第五 草 安東 省菴  一 五一 一 

守 約 之れ を 聞けぅ、 萬 物の 生、 人ょ 6 貴き はなし、 人の 業、 儒ょ 6 貴き は 
なし、 儒者の 道は、 身 及び 家を 修め、 國 天下を 平にして， 以て； s 明に 配し 
て、 變化に 參は るべき なぅ、 苟も 斯に志 ざ、 ずん ば、 其 生た る や、 徒に 天 
地の 疣贅 のみ、 百 エ技藝 の 小に して、 賤 しきもの も、 亦 皆師あ $ て 以て 
其 術を 廣〇 、况や 儒と して 師な かるべ けんや、 守約昏 愚と 雖 も、 而も 志 
なきものに あらず、 不幸に して 未だ 君子の 大道を 聞かず、 汲 令 乎と し 
て 先生 長者の 敎を 求む る 乙と、 猶ほ饑 寒の 衣食に 於け るが ごとし、 先 
生の 來た る、 豈に 平生の 願に あらず や、 もし 程 朱 日本に 來たる 乙と あ 
らんに、 之れ に 師事せ ざれば、 なん ぞ之れ を 識見 ある ものと S はんや、 
今 先生の 來た るは、 即ち 程 朱の 來た るな 6、 守 約 幸に 其 業を 儒に し、 ib 
も往い て 見ぇ ざれば、 彼の 曲藝小 技の 人、 師を尋 ねて 千里を 遠し とせ 
ざるに 如かず、 はた 之れ を 道に 志す と s はんや、 (省 菴遺 集卷之 六) 

省菴 一生 唯； 孜々 として 學を 講じ、 德を 修め、 書を 著は すの 外、 別に 特筆す 
べき 異變 なし、 彼れ が 舜水に 送れる 書中に 云く、 


守 約 門に 雜賓な し、 學 問の 事に あら ざれば、 諸 生と 雖も' 亦來穴 らず、 (同 

上) 

是れ 蓋し 其 平素の 狀况を 形容し 盡 くせる ものな う、 板 倉 勝 明 曾て 省菴 
が傳を 作 h て 日く、 

晚 節制 行 滋邵 、威 而 和、 毅而 謙、 释如 也、 (甘 雨亭 叢書) 

是れ 恰も 吾人が 省菴 の爲 人に 就 S て 想 見す る 所を 描出す る ものな う、 
省 菴元祿 十四 年 十月 廿日を 以て 歿す、 享年 八十、 著は す 所省菴 遺集 十一 
卷 、耻齋 漫錄二 卷等十 有餘種 あう、 省 菴二男 あう、 長は 早く 夭す、 次は 元簡、 
字は 守 直， 俗稱は 正 之 進、 洞 菴と號 す、 父の 業 5: 繼 S で 柳 川 侯に 仕 ふ、 著は 
す 所洞菴 文集 あう、 元簡の 男を 守經と S ふ、 守經 字は 士勤 、仕 學 齋と號 す、 
幼に して 父を 喪 a 、 京師に 往 S て 伊藤東涯に 學ぶ、 後、 家に 歸 6 職 5: 繼 ぎ、 
藩の 文學 となる、 著は す 所 仕學齋 文集 あう， 省菴晚 年男 元簡に 遺訓を 與 
へて 日く、 

我れ 才な く德な し、 汝諸 生と 年譜、 行 狀、 行 實 、碑銘、 墓銘 及び 文集の 序 等 
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を 撰ぶ 乙 と 勿れ、 嗚呼 實な きの 譽を 後に 垂る 、ときは、 君子 之れ を 何 
i- l  . んや、 我れ 人に 若卜ず と雖毛 、而も 生 平 自ら 欺く 乙と をな さず、 
豈 R 死して 人を 欺かん や、 (省菴 遺集 卷之 七) 

是れ春 日潛菴 及び シヨ ツ ペン、 ノウ H 火， 氏 の 遺囑と 相似た ぅ、 潜菴 死に 
際し、 嗣子 淵 5: 呼んで 日く、 

吾れ 死す るの 後 ■碑文を 刻す る 勿れ、 大丈夫の 宇宙を 昭映 する 所以の 
もの、 區々 たる 碑 上の 文字に あら-ざるな 6、 

，シ.ヨツぺン/ウ「ル— 氏 も 亦 人に 遺 囑して 碑 上に 唯" 其 名字を 刻せ しむ、 
其 他には 一字 もな し、 歲月も 何もな し、 門人^ T ヴネ ンネル 氏 死骸は 何 寧 
に 埋 1; べき かと 問 CA しに、 何處 にても 宜し、 世人 我れ を 見出だす べしと 
S へ-^、 潜菴 及び シヨ ツぺン 、ノウ H ル 氏の 碑文を 要せ ざ i しは、 必ずし 
も 謙遜の 意に 出で たるに あらず、 然れ ども 其區々 たる 死後の 碑文を 取 
らざ 6 しは 同じ、 世の 巨石!, 立て 諛辭を 刻す る もの、 豈に 之、 れを聞 い て 
赧然た らざ るを 得ん や、 安積 澹泊が 「與 ， 01 崎 玄碩一 書」 に 云く' 


其 

く’ 烤0 吾。 の0 今、 ◎一 
る 讀〇れ 〇 弇〇 古® を 
第 乙 何 〇 と 〇爾0 に© 立 
J  と ぞ〇同 〇 の〇如 ◎志 
あ 思 〇 じ0 眼。 か ◎と 
第  b  は 〇 心® す 〇 ざ© ぃ 
J- 惟 〇ず〇 に® る〇 る® ふ 
安 4 〇自0 於© 所0 は、 ◎云 
東 た 〇 ら〇て ◎の0 其®  く、 
%  る 〇甘〇 何® も〇 志© 

も 〇 ん〇ぞ ©の 〇 な® 

の 〇 じ0 異❾ は0 き® 

は 〇 て0 な 句孔0 を @ 
邊0 愚0 る ◎顔0 以❾ 
業。 に 〇 或 〇 の 〇 て© 
，多 〇歸0 は0 服、 ◦な 句 
く。 す。 私 〇 仁 〇 う® 

は 〇 る。 或 〇 義 3 爾〇 
棄〇 我は 〇 禮 〇 の〇 
っ〇れ 公〇智 〇食〇 
何 〇 百 公 〇  口  〇 す 〇 
に。 エ は。 耳 〇 る 〇 
一 よ 〇 を 舜 〇鼻〇 所。 

呈 つ〇視 の 〇目〇 の0 
て。 る 徒 〇 動。 も0 
然 3 に 私0  lb0 の0 
る 〇 其 は 〇 語 〇 は 〇 
志 〇 術跖0 默0 孔0 
の〇遂 の〇 皆0 顏 こ、 


一  古人 文集 多附， ，行 狀 年譜： 其懿德 茂 行、 ? 以 就 ^ 而省 菴卑 謙敦 篤、 遺 i 一 
so 、 動 IO 4 JMi so MO xo ^& io ao 云云、 (澹 泊齋文 善 
一 是れ亦 省菴が 少なから ざる 感動 i: 時人に 與 へたる 一證と 見る を 得べ 
きな ぅ. 

一 省菴嘗 て 遺/興の 詩 二 首を 作る、 其 一に 云く、  、 
我 生 愚魯不 』 \ 、自許居常慕_偷 ^0 «0 近 «0 あ非/善、志 1: 役 ^ 亦何仁、钝 
/ 化 ®' •を  11 阶 pr & )! ^ ,  w ff: で «; M" ,  w p' a' f #" 、,,  T  f ff' や 眞ハ 
一 亦 Ja て 其 '!* 抱と 性情と を 知る に 足るな 彼れ 又 嘗て 雜儀六 首 5: 作る" 


は 〇譽、 
な 〇れ、 

し、 〇 を、 

聖 :〇 得、 
域0 れ、 
遠'。 は:、 
し0 喜:、 

と 〇ぷ、 

雖〇 こ、 

も、0 と、 
: あ、 
れ0 い 
に。 爾 、〇 
志0 儻〇 
せ0 し 0 
ば0 譽〇 

則、 〇れ〇 

ち0 を〇 
卓 〇求〇 
た 〇 め 〇 
う0 ば。 

' 學 、〇 
を 〇 

勤。 

む〇 

る〇 

に〇 

若〇 
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〇 〇〇 〇〇 〇〇〇  00  〇〇  000  〇 〇 〇〇〇 〇〇 〇 〇〇〇  、 

立つ と 立 7*a ざると なう 苟も 志 立つ Z. となければ 百事なら ず猶 ほ a 
な” のかの 流蕩 方な く、 又 輪な きの 車の 推輓、 將かる 乙と なきが ごと 
し、 五 尺の 童子 も猶ほ 且つ 耻づ るを 知る、 毀う を 得れば、 怒る 乙 と あう、 


彼れ が靑 年子 弟を 敎ふる 、厚し と S ふべ し、 彼れ 又 諸 生を 敎ふ るに 三 條 
を 以てす、 一に 日く、 仁 R 志す、 二に 日く、 言を 愼む、 三に 日く、 己れ を 虛に す、 
是 れ亦靑 年子 弟の 以て 自警と なすべき 所な 6、 省菴の 學說を 窺 ふべき 
書類、 目錄 によれば， 少く も數種 あるが 如しと 雖も 、今日に あつて は 之れ 
を 獲る こと 難し、 因 $ て 左 R 耻 齋漫錄 中より 其 稍* 見るべき ものを 抄出 


一せ ん、 

一 彼れ 朱 陸の 異同を 辨じ 、頗る 其 肯綮を 得た る もの あ ぅ、 云く、 
一朱陸の同異說紛々として、終に千古未了の談犮$、予嘗て自ら揣らず、 
一  其辨を 作 6 て 日く， 天下の 水 一なら、 其 支 分 飯 別、 同じから： 5 る もの，. 流 


0' 於  S  卜、# i ^ ^o ss^ /lc tfo s -ro 、l »o 0o ito s^b 

000 > 、、、、、、、、、、、 % 、、、、、、、、、、 ■» 、、 

亦然 $、 其敎 を 立つ る や、 或は 本に ょ 6 て 末に 達し、 或は 末ょり 溯ぅて 

本を 探る、 其 入る 所 同じから ずして、 而して 、其 至る所の もの 一な $、 云 


、、、、、、、、、、 


云、 朱 陸* 湖の 議論 合は ざう しよ 3、 其 門人 其師の 淵源を 知らず、 朱に 
左袒 する もの、 陸を 以て 禪寂 となし、 陸に 左袒 する もの、 朱を 以て 支 離 
となし、 互に 相嫺議 し、 聲に隨 つて 雷同し、 彼れ は 堅、 我れ は 白、 戈を 操 6 
て 室に 入る、 其 流 弊 や、 洪水の 汜濫た るよう 甚し、 云云、 蓋し、 朱 子は 博 文 
にして 漸次に 約に 歸す るを 以て 敎とな し、 陸 子は 頓 悟一 跳して、 道に 
至る を 以て 敎 となす、 かれ 博 文を 以て 支 i とせん か、 經禮 三百、 曲禮三 
千、 何す れぞ 煩碎な る、 頓 悟を 以て 禪寂 とせん か、 一貫 忠恕、 何 すれ e 簡 
易なる、 其 博 文 や、 所/ 謂 末よう 遡るな う、 其頓悟 や、 所 Jg 本に よるな i 其 
約に 歸 すると 道に 至る と、 未だ 始めよ $ 本に よら ずん ば あらざる な 
う、 然れ ども 本末 元と 二に あらず、 况や 其堯舜 を師 とし、 仁義を 尙び 、人 
欲を 去う、 天理を 存せば 、其 心 同じく、 其 道 同じ、 是れ其 支 離 禪寂や 、特に 
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て 〇 や  一 〇 天 
理〇羅 に 〇 地 
と〇整 す〇の 
な〇菴 る 〇 間 
す ◦日 亦〇理 
便0  く  是0 と 
ち 〇 理〇な 〇氣 
是〇須 0 ら〇と 
な〇ら ◦ず 〇の 
ら ◦く  〇  ¥ み 
ず 〇 氣 〇儒然 
此上〇 のれ 
處に 〇  _ ど 
間 就0 —  も 
囊い〇 に 之 〇 
を て 〇 歸れ〇 
容認 〇 せ を〇 
れ取〇 ず 二 〇 
ir[ す 0 豈に〇 
最べ 〇  ( こす 〇 
も し ◦管れ 0 
言 然〇窺 ば 0 

ひ れ 〇の是 つ 

難ど〇 及な 〇 
し も 〇 ぶら 〇 
と 氣〇 所ず 〇 
な を 〇 な 之 〇 
す 認〇ら れ〇 
要 め〇ん を 〇 


する に、 人 善く 觀て 、默 して 之れ を識 るに あう、 只 氣に就 S て 理を認 む 
ると、 氣を認 めて 理と なすと 兩言 、明かに 分別 あう、 若し 此に 於て 看て 
透ら ずん ば、 多く 說 くも、 亦 用な きな うと、 又 日く、 理は 只是れ 氣 の理、 當 

o p q  〇〇 〇 〇〇〇  000 o o o ooc o o o o o o  〇 〇〇〇  〇 

に氣轉 折の 處に 於て 之れ を觀 るべ し、 往 い て而 して 來た 6、 來た 6 て 
0  00  0  000  〇.-〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

r し - C 往く其 然る 所以 ?: 知る Z. と ^ くして 然る あ*^ 一物の 其 間 R 
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末流の 弊なる を 知る のみ、 云云， 

省菴が 區々 たる 朱 陸 二 派の 爭論を 超脫 して、 聖學の 淵源に 接せん とす 
るの 意 氣眞に 敬すべし となす、 彼れ 理氣に 就 S ては 理氣 合一 論を 取 6、 
理は氣 に 隨つて 具は る ものと し、 殆んど 唯氣 一元の 見解に 進める が 如 
き痕迹 ぁぅ、 其 言に 云く、 


分. 3 以〇 主〇 

明 0 な 〇宰〇 
な D う、〇 た 〇 
る0  る 〇 
を 〇  i こ 〇 あ 〇 
得 〇太〇 つ 〇 
は' 〇極〇 て〇 
自〇 あ。 之 0 
然〇  れ〇 
に〇 と 〇 を〇 
頭 〇 は 〇 し 〇 
々〇此 〇 て 〇 

皆〇れ 〇然っ 
合 0 を〇 ら〇 
す 〇 い 〇 し 〇 
と、 ふ 〇 む 〇 
政 な。 る 0 
說  が。 
極 若 〇 ご 〇 
め し 〇 と 〇 
て 轉〇し 0 
明 折〇此 〇 
か の 〇れ〇 
な 處〇理 0 
b  に 〇 の 〇 

謔於〇 名 0 

す て 〇 あ 〇 
る  So る 〇 
に て 〇 所 〇 


須 らく 省 悟すべし 

此れに 由うて 之れ を觀れ ば、 省菴は 貝 原 益 軒と 同じく、 理氣 の說に 於て 
羅整菴 に 賛同す る ものな う、 整 菴は理 氣の二 元を 認容す と雖 も、 理は唯 1 
氣に就 S て存 する ものと し、 氣を以 て 主要なる ものと なし、 理を以 て 殆 
ん ど其屬 性なる が 如くに 說き來 たる、 故に 歸 する 所は、 唯 氣二兀 にあ 6 
と S ふを 得べき なり、 整菴 •名は 欽順 、明 人、 困 知 記を 著は す、 省 菴が實 行の 
餘に發 したる 訓 言は、 後進の 徒に 裨益 する 所 少しと せず、 左に 其 剴切な 
る ものを 擧げ ん に、 

一 

學は 自得を 貴ぶ、 苟も 自得せ ず、 文義に 泥み、 聞 見に. 溺るれ ば、 本然の 明 • 
反 $ て 蔽ふ 所と なる、 所 k 謂 學を以 て 益を 求め、 反うて 自ら 損する も 0 . 
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後 G 办 。 
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I 乙、 

譽、 

を 

干! 

む、 

る、 

を、 

以、 

て 0 
な 〇 


の、 名 0 
具、 を 0 
か 好。 
う、 む〇 

以 、は。 
て、 學〇 
善、 者 0 

>  > の 0 
な、 大〇 
す、 病 〇 
に、 善、、 
足〜 を 
ら 、な 
5' ヽし 
る、 て、 
な、 名 
を 
な、 
せ、 


則 

ち 

是 

れ 

盖 

S 

を 
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る 
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儘 > 亦 之れ あぅ、 當に 自ら 思 ふべ し、 

二 

道に 志す もの、 急迫 之れ を 求めば、 即ち 所， 謂 助長な- CS、 甚 しき』 あ l:x 知 
め、 異を 取ぅ、 世を 驚かし、 俗を 駭か すに 至る、 苟も 此の 如く  L れ tf. A\ ^ 
ぶ 乙と 能は ず、 己れ 7P 亦 久しき 乙と 能は ず、 且つ 道を 以て 外に f 箇^: 
ひ 難き の 事と なす、 是れ 人を 遠 ざ けて、 以て 道と するな $、 


の 0 は 〇君〇 
毛 0  — •〇子 〇 
の 〇 年〇 の〇 
何。 よ 〇德0 
事 〇 う 〇 業。 七 
ぞ〇勝 〇は〇 
只 〇 る 〇宜〇 
恐 0 ベ 〇 し 〇 
る 〇 し 〇く〇 

吳〇往 〇  — 〇 
下 〇 年 0 日 〇 
の 〇 此〇は 〇 
阿〇 の 〇  —  〇 

蒙 〇如〇 日 0 
に 〇く〇 よ 0 
終〇 今 3 う 0 
ら〇 年つ 勝 〇 
ん 〇亦〇 う、 〇 

の〇 此〇  —  〇 
み C の 〇 月 〇 
'如 〇 は0 
く  0  —  0 

な 〇 月 P 

れ 3 よ 0 

ば 〇 う0 
其: 〇 勝。 

積0 う、0 

む 〇 —〇 

所 〇 年 〇 


f: s  今 4  K ち 5  rvi  s  s no 2: t  S 4 し  S  & 
■Mo sr 基 i: K 和 LO ぎ no 裳緊  s' n' y  y J: l> A' ぃ 

、 、、、 > 、、，、(.、*、、、 

責む るは、 禍を 取る の 道な h 
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レ 藍  s$ ».)° ?>0 s  震 ? 〇 のみ、 

六 


A- 1 い a' n' い & «' い A' n v fl:' 海^う して 受く、 是を以 て 能 
ぃ d ぃか ぃ 、昏 か 於” ぃ 0 ®: 2; ?: .> n 、 能は， か、 聖 自ら 聖と 
^ ヤ歡如 〇 o mo Jao MP so fe o t i ° t0 ^° so /2 る 所以、 克伐怨 欲、 意 必 @ 我、 皆 心 

、 、 、 、 、 、 、 、、 

を® うせざる の 致す r なう 


惡〇を 〇 か 〇 の 〇 な 〇れ〇 毀 o 
の 3 去。 之。 譽〇卜 。は: 〇譽〇 
禍〇 う 〇 れ〇 む〇 當 、。之、 〇は〇 
を 〇 て 〇 あ 〇 る 〇 に 〇 れ〇 君 〇 
招 〇可〇 ら〇は 〇自〇 が:） 子 3 十 
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を 0 な〇善 〇虛〇 善〇か 〇怒〇 
恐 〇う〇 あ 。名 〇 を〇 さ 〇の〇 
る 〇 我 〇 れ〇の 〇 脩 〇 れつ 心つ 
何 〇れ〇 ば〇 笑0 め〇ざ 〇 な 〇 
の 〇 不〇 人 〇 を 〇て〇 る。 き 〇 
怒 〇善〇 の 〇 取 〇可〇 な 〇 乙 〇 
る 〇 な 〇毁 0 ら〇な 〇 ら〇と 〇 
乙 〇 け 〇る〇 ん〇 る 〇 我 〇 能 〇 
と 〇れ〇 は0 乙〇 ベ 〇 れ。 は 〇 
か〇ば 〇理 :〇 と 0 き 〇善〇 ず 〇 
之 〇 人 〇 な 〇 を 〇 な 〇 あ 〇 蓋 〇 
れ 〇の〇  恐〇 う 〇 れ〇し 〇 

あ 〇 毀 〇當〇 る 〇我〇 ば 〇自〇 
ら〇 る 0 に 0  、〇 れ〇 人。 ら 〇, 
ん〇は 〇 自〇な 〇善〇 のつ 知 〇 
毀® 狂 〇ら〇  6  〇 な〇譽 つる 〇 
譽 ◎な0 勵〇 何0 け0 む 〇乙〇 

は© う 〇ん〇 の 〇れ〇 る 〇と〇 
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九 

人 皆 日く、 我れ 能く 言を 受 くと、 其 之れ を規 すに 及んで、 輙レ 遁辭を な 
レ、 §' いか$沪 ひ t' や、& い”い かか かり I が r l LO a° s 4 LO -CO 
賢と なす、 故に 不善の ある 所を 知らず、 人の 規すを 善しと せざる 所以 
な 6 へ 若し 能く 己れ を虛 ぅして 反ぅて 求めば、 則ち 當に 人の 規 すを 待 
たずして、 自ら 之れ を 知る もの あるべし、 


© ® ® ® ® ©- .® 、© ©- © ©- ®  © © .. > ® ®' ® ®- ® ® @ @' 、 ^® ® 2:® ^ ® fL@ c ©• 

© ® @ ® ® © ® © ® ® ® © ® ® ® @ ® ® © ® © ® ® ®® © 、 

ある ものを 求めて、 人に ある ものを 求むべからざる べきな り 

十一  • 
命理は 知 6 難し、 須 らく 先づ 人の なす 所と 天の なす 所と を 知 5 て 後 
之 n を 言 ふべ し、 春 生 秋 殺は、 天の なす 所な う、 播種 灌漑は、 人の なす 所 


な b、 天の な 

,〇、 @  @  © 

0  0  0  0  0 

R 乙れ を} R 


〇 〇〇〇 C 〇〇〇 

す 所は、 人な す Z. と 

® ® ®® © ® ® © 

事を 盡 くして、 天命 

に委 す、 天豈に 能く 


是 等の 訓言に 由つ て 之れ を 察する に、 省菴 


0  0  0  0  0  0 

君子 人の 態度 


00000000 

を 有せし 乙 と復た 


000 〇〇〇 000 o so , o 、 

のな す 所は、 天な す Z. と 育 ^ 
© © © 000 o o ob  〇 、 9 
きな ぅ 、人 其な す 所に 懈 $ 一 
〇  〇  〇 
さんや、 

〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇 、9, 5° >o -o 
胸中 名利の 念な く粹然 たる 

M° 5° きな-^、 省 養. 舜水 平素の 行 狀を叙 


歡 咖 和 AO 

@ ® ® ® 

を俟つ ベ 

之れ をな 


て 日く、 

i  4 !£ ®- s: s54s 5: いい  £ 1: し 於 s  A  ひ 卜れ レ、 
斯駘妒 齙跏ひ 如 - 擀 ^ ひ b 也 ^ 上 * 先生 * ) 


又 日 
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六 三 
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其 人と なん 一生 僞らず '言行 動 息、 自然に 道に 合 ふ、 我 儕 交接の 間、 强 a 
て 人を & ばし めんと 欲す、 覺 ぇず 僞に涉 る もの、 間 i 之れ あ 卜 豈に 心に 
媿ぢざ らん や、 庸 衆人の 若き は、 或は 昏夜哀 を 乞 ふて、 人に 白日に 驕 6、 
或は 富んで 財に 乏しき 乙 とを 歎じ、 貧う して 多 金 R" 夸る もの あう、 言 
として 僞に あらざる なく、 行と して 利に あらざる はなし、 庶くば 先生 
の 風を 聞いて 頑懦を 起 ro ん 乙 とを、 (同上) 

舜 水の 感化せ しこと、 此 等の 言に 由うて、 以て 略 i 想 見す るを 得べき なん 
省菴が 事蹟は 先哲 叢談 〔卷之 三： r 甘雨亭 叢書， 先民傳 ，近世 叢 語 〔卷之 六」、 儒 林 
傳、 舜水 文集 等に 見 ゆ 


I  第 六 章 室鳩巢 
I  第一 事蹟 

一大 塚護國 寺の 右方に 小 墓地 あり' 荆棘 叢生して 風景 荒凉た 5、适 れ を & 
if ^A »A とす、 儒者 捨瘍の 一隅に 小 碑 あう、 高さ 約 三尺、 正面に 「鳩 m 室 先生 
| 之 墓」 の 七 字を 題す、 米 人^! 氏 「日本 之哲學 者」 を 著は すに 當りて 劈 
I 頭 第一に 其 寫眞を 揭げ て、 以て 其 人を 追想せ しむ、 今 鳩巢其 人の 事蹟 學 
一問 等を 討究す る 乙と、 豈に亦 一種の 輿 味なし とせん や、 鳩巢 、名は 直淸、 字 
一は 師禮 、又の 字は 汝 玉、 幼 字は 孫太郞 、通稱 は 新 助、 室 氏、 鳩巢は 其號 なう、 又 
一滄 浪と號 す、 其 先は 熊 谷 次 郎直實 に出づ 、父、 名は 玄樸 、草庵と 號 す、 備中國 
1 央 1 貝 郡の 人、 初め 攝州に 移う、 後、 武 州に 徙う 、家居して 醫を 業と す、 母は 平 
一 野 氏、 萬 治 元年 (紀元 一六 五八) 二月 廿 六日を 以て 鳩 巢を武 州 谷 中 村に 生 
1 む、 鳩巢 幼に して 穎悟、 大に 常兒に 異に、 甚だ 讀書を 好み、 總角已 に 成人の 
一 如し、 年甫め 十五に して 出で、 如 賀 侯に 仕へ、 順 祥と稱 す、 一日 侯の 命を 
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I  * 

1奉じて大學を講ぜしに、義理明暢なう、侯乃ち以て異器となし、嘆じて日 
I  く、 眞に英 物な り、 宜しく 其材を 養成して、 以て 天下の 器と ならしむべし 
|  と、 因うて 之れ に 命じて 京 蹄 R 遊學 し、 業を 木 下 順菴に 受けし む、 鳩 巢順 
| 菴 門下に 於て 神童を 以て 稱せら る、 錦 里 文集 〔卷 十一〕 に 左の 詩 あ う、 云く、 
室 少年 穎悟 絕偷 、歲纔 十四 (f ㈤ W け妓、 頭角 2 斬 然、 旣有_ ，老成 之氣 象； 講 
j  J 日賦 JT 適應韌 林 公 命； 卒賦， ，小 詩； 辭義可 fe、 感嘆 之餘、 爲， ，次 韻， 以祝 iu 程； 

\  五岳 英靈 so 少年； 一篇 珠玉鍾 _|前賢；聰明自與，，世人1異、未 ^0 降/才無，，二天； 

一 

一 此れに 由うて 之れ を 觀れば 、順 菴が 鳩巢の 文才を 驚嘆せ し Z: と 疑な § 

I な $ 、鳩 巢是れ ょり學 益 > 精 しく、 文 益-進み、 慨然 道を 以て 自ら 任じ、 世の 功 
名 富貴の 爲めに 毫も 其 心を 動かす 乙と なく、 泊 如と して 守る 所 あう、 木 

一  it€r 

I  門 本と 俊 髦の士 多き も、 皆 彼れ が 爲めに 席 ?: 讓るに 至れ うと S ふ、 鳩巢 
I  が 木 門に 在學 せし は、 其 果して 幾年なる やを 知らず と雖 も、 鳩巢 年譜に 
I  ょるに、 二十 三 四歲に 至る 迄は 屢 i 加州 京師 及び 江戶の 三 箇處を 往來せ 
\  しを 以て 之れ を 觀れば 、多年 間引 續いて 木 門に あう しに あらざる が 如 


し、 然れ ども 彼れ が 順 菴の 薰陶を 受けし Z: と 決して 尋常な りと せず 3: 
集の 前篇 卷之 三に 詩 あぅ' 云く、 

將 ，赴 11 賀 陽- » 簡 1H 菴 先生-  〇 
斯文 倚 重 在，， 先生； 休 k_, 金 門- 奏 * 平 ©0 «0 «0 敲 }10 *0 和 &0 «0 ]:{:0 ,潔照-東興維 

. cf  i セ” # 纪 t , 、 ニ ニ 栄、 征 路慘將 a k 几 ^ 時廊廟 當/調 _ 

以て 彼れ が s かに 其師を 尊崇せ しかを 知るべきな ぅ、 彼れ が 京師に あ 
る や ^ <- か 一 か 5:^ 爭 ft- レニ 心 を .® A R 通夜して 將來の 成功を 禱れ彡 と 云 
ふ、 是れ 或は 事實 ならん、 補遺 鳩巢 文集 卷十に 「 P 菅禪- 自警 文」 あ & 云く 
維 延寶辛 酉 二月 壬 寅。 武城布 衣 室 順 祥謹吿 _1 于菅相 公之 靈 M 相 公生以 " 
道德 忠義 I1 M 當時 一死 有 # 靈 一以 廟" 食 于百生 一方 今 天下 衆庶 莫 ^ --曾信- ® 
維 te0 /ir0 *0 ^0 1s0 ^0 '5fc0 ^0 «0 ^0 ®§0 s:0 s0 ^0 ®0 在-- 順 # 等- 尤當 & 賴 ^ '祐自= 幼時- 
以 ，儒 声 業。 竊不 1 » 欲-- 立 鉍行 ^ 。不貪 0? ^ 。而氣質昏弱。不 ^ "自勝 @ 循苟 
且 。以 P 於 今 M 自料 fe 區之庚 歹可"終 已 一夫 P 笋仁 由/己。 不 苛-- 他 求 M 使 X 
有 0| ^ 。有所/信而不_-敢自欺-焉。非 |$ 之聰明正直者 * 誰能 ^ 。貝今以往身 
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心 動靜福 神是依 ：莫つ 所 M 慮 M P 庇庥： 監， _ 弱 質： ^ 能 自 成立。 以終 * 志：不 
大願 « 布，， 懇迫： 神 其 * 之。 自警 條目 
一  每朝卯前後可，起。  , 

一  毎夜 子 前後 可， 臥。 

一 P 賓客 或 疾病 及 難 fe * ^ 可 J 日 懈怠： 

一  毎朝 對鏊 先 P 衣帶 75 一  坐 了。 非％# 故： 不％ „ 妄動： 

一？ s  ¥M ? M,£  家#！^ s  plr 

一 不 .可 案！！ MO TO A0 和 ^ £  逆  £口： 

一  飮食須 UH, 飢渴： 不 ％k p 節。 及不苛 ，， ^ 時 食 飲： 

一  色欲 之 念。 一 萌便可 絕之； 不 声 時 放， 之。 

一  雜念不 簡 1 善悪； 最害， ，於 讀書之 間： 戰戰兢 競。 可„預 防 t 之。 

一  讀書之 時。 凝- 1 定志意 一 不 ％_,急速；又明張，，心炅 ?- 可_,蹉過一 
一 や f 見！^ 44 S  £>5  U  4 I'JO i fio か 鼢。和 %0 ?0 ,伽|:か如： 
右十一條欲 « ,,心肝， 1111 操 ^ 之二一在„天之照 « 敢昭吿__于百神之靈： 


一是れ 彼れ が 二十 四歲の 時の 作に 係る、 彼れ がいかに 菅 公を 推 尊して、 其 
庇護を 祈願せ しかは、 此れに 由うて 察知す るに 足るな 6、 正德 元年 幕府 
の 儒 員に 擧げ られ 、頗る 信任 せらる* 其 著 六 諭衍義 大意 及び 五倫 五常 名 
I 義は皆 命を 奉じて 撰す る 所な う、 鳩巢 初め 白 石の 推薦に よ h て 幕府に 
\ 仕 ふるに 至る と雖 も、 已に 幕府に 仕 ふるの 後に 及んで、 稍 i 白 石の 態度に 
j 慊焉た らざる 4 の あう" 其 幕府に 仕 ふるの 翌年 白 石 R 書 5: 送つ て 之れ 
を 諫めて 日く、 

\  昔延喜 年中に あ i て、 菅相公 儒家よう 出で、、 時に 用 ひられ、 權 を專ら 
一  にす、 時に 三 善淸 行書を 奉らて、 菅公を S むる に 身を 愼 み、 禍に 遠ざか 
るの 道を 以てす、 夫れ 菅 公の 材德 •古今に 傑出して、 丞相の 貴 & に 居れ 
$ 、固よ & 天下の 衆、 畏服す る 所に して、 誰れ か敢て 間然す る もの あら 
ん や、 然るを 淸行 一介の 賤+ ■一を 以て、 獨ら其 威嚴を 胃して、 人の 言は ざ 
る 所を 言へ う、 をの かみ 恭靖 先生 S まし、 時に、 僕と 此 事を 論じて、 淸 
\  行を 以て 天下の 奇士 とせ 3、 僕 おもへ らく、 淸行豈 に 奇士の 名を 求む 
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る ものな らん や、 實に菅 公 ？: 愛する の 深き に 出、 つるの み 今 吾 兄 儒 望 

、、、、、、、、、、、、、、、、、'、、、、、、へ、 f」、、f,、 l> 

の 高き 乙と 菅公に 比する に'  S かんと S ふ Z: と 5: 知らず と 雖も其 學 

«> 艾{早いかふは、恐く管公の^ぶ所にぁらず、加之聖主の知遇に逢ふ 

0、か か かを 振 ふこと？^' 菅 公の 後、 未だ 儒官の 斯の 如くなる 乙 とを 聞 
>  >  00000  0  000000  0000  0 -0-0  0-00  ^ -0000 
かず、 僕 昔ょ h 同門の 交う を 辱う して、 近頃 眷 顧の 厚き を 蒙る 乙と 日 

AO 5、i  S  l IO s ^ s  s  &  i  y sio n0 如  £  &  K 0° が 5 、 ffi° 
000  〇  Gooo  Ooo o oooqo、 =° oo-9',2, IO )0 C0 0  : :o ? LO 
行 乙れ を 嫩 交の 相 公に S ふこと を 得て 僕 z. れを 同學の 故人に いは 

和 如 tfo 、 ®EO si 0o s «o 》、sh lio いい 0o £i ro i° 「吾 兄の 寵 
隆を聞 S て、 來つて 忠告す る もの、 必ずい はん、 今ょう 以後、 迎 接を愼 み、 
權利に 遠ざかれと、 是れ 常人の 知る 所な う、 豈に吾 兄の 爲 めに 論ずる 
に 足らん ゃ、 £ フ\1|  t  かい、 五 △口盂 
か 卜 办 -rA ^ 勝， 4 ゆ 伽、 ®- iA l  0 卜い V A- か，^ 一む か， r 於か &  V -HA 
AA h 卜む. かか“ ^ A b か i い， 於 於！^ か“ むか k で 帋" 0A 一 mA 


h ル 0 、自ら 滿つ るの 志 あらん や、 た  <  盤根錯節、 利 a にの がる、 乙と 

む” レ £  I：  w  |r か s  s  5  S 0A 2 い i 於を ミ 

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 

氣 盛んにして、 謙 退 抑 損の 心すくな し' 吾 兄 も 其 此の 如くなる 乙と を 
へ 見 卜 か ^ △へい、 齡卜 S い、 を 擊：矜„其 能_ 其 功， と、 僕 願く ば、 吾 a 

於、 S- 珈い かい^, ひい，？ 4 皿 之 反が 其 馬に 策ち て、 聖人 
i 賞せ いれ、 瑪異 が樹 下に 辟く る、 古今の 美談と せ $、 是れ吾 兄の 取る 
心き •トレ、 正考 父が 鼎の 銘に 日く、 一命而 僂、 再 命而偃 、三 命而俯 、循 ，墻 
而 走、 亦莫 _ ^ . 敢侮； と、 蓋し 其位彌 > のぼれば、 其 心 彌卡れ ぅ、 譬へば 堂を 作 
るに、 上、 一心の 崇 S を 添 ふれば、 下 一尺の 基を 增すが 如し、 然らざ れば 
か f  i a' 0' 1 1 かい、 方-? r . 明 上に 臨んで、 讒 毀の 患な く、 彼延 喜の 時と 
い P い 於 V, 少 y  b •い vifg し、 盈つ るを 惡んで 、謙を 
姐 t- “ か、！^ ルを t かか 趣む ぃ、， t  , か ^ 》 P ぃや# 卽^ぃ ❿、 
五 △口 心 sle 0A か h *- OA pph か鼢む 叶 ひ、 能く 其擧を 終へ て、 福音 □し 
p  k  A い 4} *- ぐ 今 吾兄寵 錫の 新なる を 聞いて、 祝を 以てせず して、 規 
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\  を 以てす、 たて 吾 兄 其 愚を 哀んで 、乙れ を察納 せよ、 不備， 

I  鳩 巢晚年 即ち 享保 十二 年以 來末疾 を 患 ひ、 之れ を久 うして 癒ぇず、 或は 

\  脚氣 症な うし か、 駿臺雜 話の 序に も 「ちかき 頃よう 衰病 日に 加は う、 をれ 

一に 痿痺の 疾 ありて 起居 も 心に 叶は ねば、 日夜 衾 枕を のみ 親しみ、 書類に 

\  さへ うとくな 6 にたり」 といへ う、 彼れ 乃ち疾 の 故を 以て 退いて 老を養 

\  はん乙とを乞ふもの再三に及ぶ、然れども遂に允5れず、因$て尙ほ職 

I  名を 帶び 、駿臺 に 家居し ® 養を 以て 事と せり、 駿臺の 邸宅は 蓋し 幕府の 

I  賜 ふ 所に 係る、 彼れ 病 間 門人 子弟と 講論 する 所を 叙述して 一篇の 書を 

\  著は す、 是れを 駿臺雜 話と なす、 其 序に 享保 十七 年の 月日を 錄せ う、 享保 

一年間 徂 徠古學 を 江戸に 唱へて よう、 其學風 一世を 風靡せ う、 鳩巢此 時に 
00000000000000000000000  0  000000 
\  當うて 毫も 徂徠 と相爭 ふの 氣 なく、 寧ろ 謙 退 抑 損の 態度に 出で、 多く 生 

一 徒を 謝 絕し、 超然 迸を 掃 ふて 自ら 其 節を 守れり、 然れ ども 篤志の もの あ 

\  うて 來た $ 請へ ば、 必ずしも 强 ひ て 拒絕せ ず、 之れ を其牀 下に 引き、 疾を 

一一 力めて 指 敎し一 i 々として 倦まず、 各 i 其材 によ 6 .て 之れ を 成就せ 6、 病の 


I  已に漸 する や、 尙ほ太 極 圖述を 著は し、 其 平生の 蘊蓄を 盡 くさん とせ〜 
一 是れ實 に 彼れ が 絕筆に 屬す 、彼れ 遂に 享保 十九 年 (紀元 一七 三 四) 八月 十 
一 I  二日を 以て 歿す、 行年 七十 七、 男 名は 洪謨、 字は 孔彰 、通稱 は 忠三郞 、勿 軒と 
\ 號す 、年 僅 R 三十 四に し V*?、 女 甘 木 高 階 氏に 嫁す と v> ふ， 甥昌言 あ-^、 姓 
|  は 大地、 新 八と 稱す、 鳩 巢 文集を 編纂せ ぅ、 

i tto mo ^o MO ®o *o *o 4i:D i,o ? KO 0o 知 so ye 0 0 o l:° ®o ^ i:° 孕 保 年間 ffl 徠と 相對し 
〇駟桊 か 影 鉍かぃ レ“ か、 於 ルぃ 妒酚& かか か セ 箏腎ひ 5: # 渺 、企 ¥F- を 
1  .i  t  △一如 卜 s  膝 
\ シ心か いか“ いか， かい 卜、 橘 窓 茶話 〔卷 下〕 に 云く、 

i  觀闌 .鳩 巢 .東 涯 、徂徠 は S かん、 日く、 乙の 數人は 盛名 雷 轟す、 何 ど 曹丘生 
一  hl:^ /io 、 

一 鳩巢が 當 時の 名望、 以て 察知すべきな ぅ、 江 ® 北海が 日本 詩史 〔卷之 四〕 に 
I  云く、  • 

一  I て  S  ふ、 ii、£s iio SM§is io to “ !° o io 5:o s 
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るは、 唯ゝ東 涯滄浪 の 二 儒の み、 

此 論 ^ く 祖徠を 度外視す るが 故 R 公平な うとは 言 a 難し、 然れ ども 経 
學と 文章とは 極めて 兼備し 難き ものなる に、 鳩巢が 能く 之れ を t 兼備し 
得た るが 如きは、 亦 以て 珍と する に 足らずと せんや、 又 錦 里 文集 〔卷 八〕 に 
左の 詩 あう、 云く、 

〇 〇〇〇  〇〇〇 〇 〇〇  0 0 00  〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 

鳩巢室 生、 吾 門 益友 也、 忠信 篤 敬、 有 fe i 學； 英才 博識、 專_ ，美文 塲； 不日 將 
鄕異忽 有 留別 瓊贈； 走 k 和 答、 以華， ，行 色； 

老境 年來 畏„ 後生； 羨 君 高 志 仰 B 日 平； 昌平 興起 三千 魯' 學士行 登 十八瀛 、理 
義常甘 芻豢 美、 橐裝忽 促 錦歸榮 、好 將，， 軟脚忘 憂 物； 併 遺 萱堂穎 谷羹、 

師た る順菴 彼れ 自身が 鳩 巢を以 て 益友と なし、 £ 信 篤 敬、 有 ^ 。 聖學； 」と い 
a て、 其 經學を 以て 身を 立つ るを 意味し、 又 「英才 博識、 ？ 美文 瘍； 」 と s a て、 
其 文 學の才 の卓絕 せる を 意味せ う、 此れに 由うて 之れ 1: 觀れば 、鳩 巢亦 
一種 得 易から ざるの 材 なる 乙 と、 以て 知るべきな 6、 又 長 野豐山 日く、 

W 邦の 儒 先、 藤 惺窩' I MO OJO 、 和 § ぞ㉟卽 影 妒か &  弘 §龄砂 @0 @0 1:0 、和 
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八 大家を 尸 祝し、 殊に 韓歐を 稱揚 せぅ、 故に 其 作る 所 m 徠の 古文 辭と顯 
著なる 對 比を 成せ〜 (l-g  f Ii ¥ 堂 文 話 S 一〕 に 云く、 

第一 篇  第 六 章 室 鳩 集— 第一 事蹟  一 - tr 五 


第一 篇  第 六 章 室 鳩巢— 第一 事蹟 


七 六 


mo " 1 、#勤ド渺を同ぅして出で'感氣相下らず、猶ほ弇州の歸震川と脾 

# «o § to ao 妳 ro b LO ^o 州、 &、 震 川' に 心 折し、 功を 桑 楡に收 む、 是れ徂 紙 

0  0  0  0 

に 勝る 處、 

又 摩 島 松 南が 娛語 〔卷之 四〕 に 鳩巢が 文 5: 論じて 云く、 

11 1:0 鳩巢 數 を 讀む に、 其 文辭齊 整 博贍、 亦 一時の 鴻匠な 6、 朝鮮 聘使に 
寄す る 二百 韻 詩の 如き、 詞 鋒精銳 、以て 難 林を 衝くに 足る、 云云、 

是 等の 評、 大抵 其 肯綮に 當れ ぅ、 鳩巢 敢て徂 徠に對 して 挑む 所な しと 雖 
も、 |10 _1き國を成し、や疑なし、先哲叢談〔卷之五〕に左の一節ぁぅ、云く、 
鳩巢、 蘐苑の 徒と 互に 相輕ん ず、 金 華 一日 來つて 鳩巢を 見る、 其 得意の 
文 一篇を 出 だして 之れ を 示し、 且つ 删 正を 求む、 鳩巢 一過 善しと 稱す 
金華僵 a て 正を 乞 ふ、 乃ち 二十 字を， 削 h て、 51 に 五 字を 益す、 金 華 喜び 
ずして 去る、 翌日 ic 至う、 Z1 れを 南郭に 質す 南郭决 する を 得ず、 又 ^ れ 


を 徂徠に 質す、 狙 徠 、鳩巢 が 改竄す る 所の ものを 視て 日く、 此の 如 
して 後、 文を 成す と、 是に 於て 其 徒 始めて 鳩巢を 重んず、 


AAAAA-AAAAAAAAAAAA 

-島 I 、' p 欠 M  r  5  vt：  〜 へ. D  .ご 見 匸 ョ ， 、、h 


厶 


一 徂徠も 文章の 技に 於て 决して 鳩 巢を 侮る 乙と 能は ざ 6 し NJ と* 此れに 
. トノか 知るべきな う、 鳩 巢の 師事せ しは 順菴な 6 しも、 其 他 亦 羽 黑成實 
一に 得る 所 多し、 成實、 字は 養 潜、 牧野と 號 す、 近 江の 人、 闇 齋に學 び、 儒 行 あ' り 
\ 官に彥 根に 就き、 後、 仕を致して 加賀に 徙 る、 鳩巢 嘗て 此 人に 師事し、 義理 
j  の學に 於て 推 重す る 乙と 淺から ず 答 II 羽黑 先生 一 第二 書に 云く 

i  淸 幼ょう 學を 好み、 冥 i 口 人の 遺 意を 得る もの あん 見聞す る 所 士大夫 
亦 頗る 多し、 然れ ども 義理に 於て は 則ち 必ず 高 明の 許可を 得て 以て 
自ら 信ず、 文辭に 於て は 則ち 必ず 木 翁の 品 題を 經て以 て 自ら 足る、 私 
*o sf£、l 。 io §  裳 0O I SO 如  V  妙  s £ r 0o ll  f io かひ ?: o ao lro 

樂と なすの み、 (前篇 鳩巢 文集 卷之 十) 

一又 f 遊 佐 次 郞左衛 門 一 第一 書に 云く、 

\  羽 翁と 一た び 京師に i 逅して 、其 趣向 造詣を 見る に、 曲 學淺識 の 徒に 
\  かいざる なう、 旣に して 翁、 敝邑に 寓居し、 相與に 優 遊、 其 議論を 上下す 
一 かひ、 i: r  S  4 、s  ぃ！ 5  i  S  心 * 〇 斷  S  む！！^^ 
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又 祭文を 作うて 日く、 

始め 吾れ 公を 京師に 見る、 尋いで 復た 、北 陲に來 辱す' 爾來 上 TO JI 論、 ffio ^ 
復切 偲、 忠吿 善道、 一に 道義を 以て 相 期す、 而して 不肯弱 質、 公に 賴うて _ 
勉强 して 以て 學に 進-も _、 於に ヤ帑 t  i、 云云 ® 0 1 如 細 勤 ico 五 011 no 5:o 
»o l:o 5 砂  K s lo ^o §  M IO &O M  § fto no s no 於  s  M  砂 

/LO io to ffio LO かき 妒 gls lto no s no 抑  S a60 s  絶？^ t° to s £o 
no i° 1 s LO -co teo 如 和 ico _ lo ffio w  和 i 0 LO -C 0 斯 no ll  如！^  細 AO 、 (補遺 鳩 
巢 文集 卷之 十一)  * 

鳩巢が 羽黑 牧野に 負 ふ 所 多 かう しは 此れに 由うて 察知すべきな^ /鳩 
巢 最も 經學文 章に 長ず と雖 も、 亦 詩を 能くし、 歌を 能くし、 且つ 國 文の 技 


に 長ぜ 〇、 謁，， 恭靖 先生 墓， の 詩に 云く > 

I  •  I 卜 §' 傷 #> 、；&見やい&.新、今日九原如可起、應 « 白髮泣恩人' 

又 忠臣 無二の 心を 詠ず る 歌に 云く、 

0 0 0  0  00  0 0 0 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇.〇〇〇 . >0 、 9?o ko o> o 〇 

ならは じな、 乙の てが しは の、 ふ y2 公 もて、 身は 葛の 葉の 力ら ろ あ 6 と 

V  、 

北 m 瑣談 後篇 R 此 歌を 評して 「其體 は 後世の 風 なれ ども 詞調 CA 義理 S 
i  CJ、lk a' い、 いい is ゲ ぐ か P 於 r い」 とぃ へぅ、 又大學 和歌 十 A 首 ぁ 
卜 左の 如し、 

明 1 明德 I 

00000000  000000000000000 

皆 人の、 もとの 心は、 ます 鏡、 みが、 ばな どか、 くもう はつへ き 

新 i 民 

ふりに ける、 2: らの 都の、 ならは しも、 あら * ま*^ ぬる、 君が ま 乙と に 


止，， 至善 一 


cccc  c  c  c  c  C  /'  C  (  C  (  C  (  (  (I  (  〆 >{ •<，1  )  >  Lt  J  f 

よしと みる、 をの ri とふし を、 難 波 江の あし 力る 力た にう o 3 す も 力 


0 


00000000 


〇  〇 


0  0  0  0  0  0 


0  〇  〇 


第一 篇  第 六 窣宗鳩 巢— 第一 事蹟 


七 九 
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わ。 

格 物 

我宿の、千草の花を、とめて乙を、色なき舂の、色もし 6> る ^1" 。 

0 〇〇〇〇—〇〇〇〇〇 C 〇〇〇 〇〇  00 〇 〇 〇〇 〇〇〇 00 〇〇 

しらくもの， いく 重と 見ぇて、 越 之 來れば 、只 a とす ぢの 、山路な うけ 公 
致 知 

日を 歷つ 、、ふみ 見る R 乙 を、 玉鋅 の、 みちの 奧を も、 しら 川の 關。 

月 花 も II! れて 見る R を、 まさう ける、 §  i とて かは る、 色 かならねば。 
誠意 

いろ 見ぇぬ' こいる の 水は もう 江の、 1 ; の . つかい、 つゆ もい ごすな。 

烏羽玉の ^ をて ら さず ば、 からにしき、 a る もうら 5 き、 色と 見 ^ しや* 

0000  0  0000000000000000000  〇  〇 

人 しれ ^ 、 心に 恥と、 はぢて 乙を、 つ a に 恥な き、 身とは な るら め。 

正 心 

三輪の 山、 杉た つか どを、 尋ね 來て 、す r な る 神の、 心を ぞ見 る。 

修身 


春 0 九 〇 
風 〇 重 〇 
の 〇 の 〇 
ふ'。 よ、。 
く  〇る〇 
と c の 〇 
は 〇 玉 〇 
な0 衣0 
し。 そ、。 
に 〇 て 〇 
お 〇さ〇 
の 0  〇〇 
づ 〇,  く〇 
か 〇 お〇 
ら〇 ほ0 

の、 3 ふ〇 

ど 〇ば〇 
か0 か0 
に 0  ()0 

見0 に尸 

ゆ〇 适〇 

る0 を〇 
四、0 思 0 
つ0 ふ 0 
の0 ら〇 
う 〇む〇 
み0。 


鳩 巢が 如何 {C 國文に 堪能なる かは、 駿臺雜 話の 一書に ょぅて 之れ を 知 
るべき な i、 三 上 博士の 日本 文學史 T 卷 J に 

い扣心 卜 i 办 貝む か， む. ぃぃ一  A  V 尠ぃ卜 彫-一 H 
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思へ ^ S 身の あや ^ 6 をみ， か 3 111 さし 1: 心の、 とがなら すと も • 
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第一篇  第 六章韦 鳩 巢—第 一  事蹚  一八 こ 
は あらざる べし' 

と 云へ るは、 新 井 白 石、 雨 淼芳洲 等の 外、 又 鳩巢の 如き 卓絕 せる 作家 ある 
が 故な ふ、 


I  第二 著書 

一前 篇鳩巢 文集 十四 卷  , 

\  鳩巢曾て加州にあるとき、甥の大地昌言 ^ /\^ 、—)に命じて其作る ^ を 
\  錄し 、一家の 集を 成さし ^ 昌言 乃ち 撰 次の 任に 當 ぅ、 手づ から 校し 手 
\  づから 書し、 業に 已に 年を 積み、 纔に前 集 十三 卷 5: 成し 終に 編を 完ぅ 
j  する Z: と 能は ず、 中途に して 沒す 、是に 於て か 中 村 蘭 林 (I  §  i  i、 M ) 書 
\  を 加州に 致して' 遂に 其 稿本を 得、 將に 家塾に 於て 之れ を刊 せんとす、 
然るに 天 之れ に 年を 假 さず、 遽 然として 下 世す、 其疾 革なる や、 伊東 澹 
齋( ^ は) を 呼んで 志を 繼 ぎ、 業 5: 成 3 しむ' 澹齋備 藩の 補助を 得て、 此書 
を 上 木す るに 至れ 3 、前篇 凡を 十三 卷、 序 目を 合して 凡そ 十四 卷、 其收 
I  載す る 所、 悉く 鳩巢が 加州に 在る ときの 作に 係る、 

一 後編 鳩巢 文集 二十 一卷 

一  此篇は 鳩巢が 江戸に 在る ときの 所作を 收 載す、 凡を 二十 卷 、序 目 5: 合 
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して 二十 一卷 となす、 

補遺 鳩巢 文集 十一 卷 

此篇は 前篇 後編に 洩れた る 所作 ?: 收載 す、 以上 皆寶曆 年間に 於て 刊 
行す る 所な- CN、 

鳩巢集 外纂二 卷寫本 

是れ 蓋し 前篇 後編 及び fs 遺に 洩れた る ものを 集めて 編 次す る 所な 
う、 然れ ども 其 編者の 果して 誰れ なる かは、 未だ 詳 ならず、 最後に 鳩巢 
の 墓誌 及び 門人 所作の 祭文 等 あ 
駿臺雜 話五卷 

此書は 隨筆體 の 書に して、 記す る 所 種々 なる 方面に 及べう、 决し て專 
ら道學 をのみ 論ずる ものに あらず、 然れ ども 道 學に關 する 乙 と 頗る 
多く、 鳩巢が 學說を 知る が 爲め には、 缺く ベから ざるの 書な う、 關儀一 
郞氏 之れ が K 釋を作 6、 上下 二卷 となして 誠 之 堂ょ i 發行せ A、 或は 
云 ふ、 寬 政異學 の禁、 實 に 鳩巢が 此書に 本づ くと' 亦一說 なう、 


書 批難 錄三卷 

此書は 土 佐の 鈴 木重充 の輯錄 する 所 R して、 甘雨亭 叢書 中に收 載せ 


赤穗 義人 錄二卷 

此書は 甘雨亭 叢書 中に 收載 せう、 大地 昌言 其題蹂 を 集めて 一卷 とな 
し、 是れを 義人 錄後 語と S ふ、 又 尾 張の 國枝 惟熙 、義人 錄の 補正を 作う， 
是れ を赤穗 義人 錄 補正と S ふ、 二卷 あう、 明治 五 年の 刊行に 係る、 

大學 和歌 一卷 

是れ大 學の三 綱領 八條 目を 詠ず る ものに て、 凡を 十八 首 あトノ 、板 倉 勝 
明 之を 甘雨亭 叢書 中に 編入せ う、 別に 單行本 も 亦 之 あう、 寬政八 年の 
刊行に 係る、 今 悉く 之 5: 第一の 事蹟の 末に 掲載せ 6 
鳩 巢經說 若干 卷寫本 

大學或 問一卷 、中庸 二卷 '論語 若干 卷、 孟子 六卷 、大極 圖 述二卷 、合して 十 
有餘卷 '是れ を 鳩巢 の經說 となす、 伊東 澹齋が 編纂す る 所に 係る、 
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I 献可錄 三 卷寫本 

一  此書は 古今の 制度 及び 其他當 時の 政治に 裨铺 すべき 乙と を 叙述せ 
る ものな ぅ、 是れ 蓋し 鳩巢が 幕府の 下問に 應じて 著は す 所なら ん諕 
j  ，中 彼れ が 幕府の 命を 奉じて 撰述せ 6 とい ふ五偷 五常 名義の 如 &は、 
\  此 書の 第一 卷に收 載せ 6、  . 

一 西銘詳 義一卷 
\ 六 諭衍義 大意 一卷 
一 五常 五倫 名義 一卷 

一  此書は 献可錄 の上卷 中に 收載 せぅ、 其蹑 文は 文集の 後編 卷之 十五に 
\  見 ゅ、 

一 朝鮮 客 館 詩文 稿一卷 
一  士 說一卷 

\  是れ 蓋し 文集の 後編 卷之 十四に 收載 する ものと 同一な らん、 

:(  國 喪正議 一卷寫 本 


一  是れ 鳩巢が 白 石に 代は 6 て 作る 所に して、 載せて、 鳩 m 集 外 ® 卷上 一に 
\  あぅ、 又 別に 單行本 も あるな え 
不一 3 抄卷數 未詳 

|  神 儒 問答 一卷 
鳩 巢小說 三 卷寫本 

此書は 又鳩巢 逸話と ふ、 蓋し 彼れ が 見聞す る 所 5: 輯錄せ しもの 
にて、 一種の 隨 筆な $、 經說 に關 する 事は 此書に 徵 すべから ずと 雖も V 
歷 史上の 事實 としては 多少 參考に 資すべき 毛の なきに あらざる な 
|  b、 年 山 兵 原が 鳩 巢小說 評論 一卷 あ-'、 蓋し 堤 朝風が 鈐林巵 言 六十 八 
\  九兩卷 中ょり 鈔出 する 所 R 係る、 

一 鳩 巢小說 後編 二 卷寫， K.  . 

| 鳩巢秘 錄二卷 
駿臺翁 遺訓 一卷 
一兼 山麗澤 秘策 八 卷寫本 
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I J& 書は 一名を 鳩巢 手簡と も いふ、 內容は 鳩巢が 幕府に 仕へ て 江戶に 
在 5、 在 ■の 門人 靑地齊 賢、 同禮幹 f 往復せ し 書翰を 輯錄 せし 
ものに て、 齊賢禮 幹 等の 書翰 も 亦 其 中に あう、 兼 山は 齊賢 の號な 办、 此 
\  書は 齊 賢の 編纂に 係る を 以て 兼 山の 二字を 胃す る ものな 久卷數 は 
寫 本なる を 以て 多少の 異同 あ 6、 

一 兼 山 秘策 拔書一 卷寫本 

此書は 前の 兼 山麗澤 秘策 中ょ 办鈔 出せし ものな う、 其 果して 何人の 
\  手に 成 i しもの なるやは 未だ 詳 ならず、 

|  文 公家 禮通 考一卷 

\  此書は 甘雨亭 叢書 第一輯の 劈頭 第一に 收載 せう、 

|  天下 天下 論一卷 
;  病中 須佐 美一卷 

\  右二 部の 書 も 亦 共に 甘雨亭 叢書 中に 編入せ-^ 

一 明君 家訓 一卷 


此書は 鳩巢が 明君の 敎訓に 擬して 作れる もの、 故 R 初め 憚 6 て 己れ 
が 名を 署せざ 6しと見气世其何入の作なるやを知らず、時に井澤蟠 
龍が 武士 訓の 附錄 として 出づ 、故に 注々 此 書を 以て 蟠龍が 著書と な 
す’ 然れ ども 兼 山麗澤 秘策 S 五 及び 卷 六〕 に 據るに 、其 鳩巢の 作 / 2 る 乙 
と 疑な し、 且つ 鳩巢後 自ら 此書を 「楠 正 成 諸 ± 敎」 と 改題し、 序文 中に 其 
理由を 論ぜう、 此 書の 卷末に 松宮觀 山が 蹂あ 6、 亦 其 鳩巢の 作 / 2 る Z: 
とを 言へ う、 因うて 玆 R 此書 を蟠 龍が 著書と する 乙との 誤謬なる を 
明か R す、 
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\ 

I  第三 學說. 

一 |0 勒. 勤 i 加 如 勤 和 勒一 is Q 釦 〇 如 卜 か 皆 於‘ か 一 A かかい、 か 卜 皆 
を 標榜しながら 朱 王を 併 取す るが 如き ものに あ 6 ず、 徹頭徹尾 朱 子を 
歡 _砂い如 0〇 紗 ^〇 {3,,於 0' かを、於4い44)い二.を&撼するの時 
I  に 當 $ て、 狂瀾 怒濤 中に 訖 .立す る 巖礁の 如くに 動搖せ ざ $ しものは、 鳩 
t  办 A> り 卜 . 730 w ®o no 矽. 11 : RO mo <o 於 和 5:0 ff0 s0 p L0 於 5:° i  が 1:! ◦へ％ s° 

:  6、 彼れ が 朱 子學に 歸 せし 由 來及び 其 最後に 决定 せし 立脚 點は 彼れ 自 

ハ 

一ら 駿臺雜 話の 首め に 「老學 自叙」 と 題して 論ずる 所に ょうて 明かな う、 云 
\  く’ 

一  ある 日講 はて、 宋儒以 來 、學 術の 異同に 及ぶ、 座中に 程 朱の 學に 疑を 
一  貽す人 あう しに' 翁の S ふやう、 某 も わか、 うし 時、 俗儒に 習つ て、 記誦 
:  詞章を 學びて 、多くの 年月を 曠う せし が' 或る時 忽ち 往日の 非を 悟つ 
\  て、 古 A 己れ が 爲め にす るの 學に志 ありし かど も、 不幸に して 良師 友 


もなかり しか ば， 諸儒紛 令の 說に眩 惑して、 程 朱を も 半 信じ 半 疑 a つ 
、定見な か $ し 程に、 兎角して 又 空しく 歲 月を 經 にけ 6、 年 四十に ち 

△  △<3  厶 △厶 △△△  △△△△△<!△△△  △△△△△△△△ 

かき M るに てあらん、 深く 程 朱の 學 、つ； 5 に 易 ふべ からざる 乙と を 悟 
“て ，をれ よ $ 日夜 程 朱の 書を よみて、 心を 潜め、 思を 覃 うする 事、 今に ■ 
1プヤ4、|:げばいよ^-高く、きればいよぐ堅く、高遠に過ぎず、卑近 
におち ず、 聖人 復た 出づ とも、 必ず 其 言に 從はん 事 疑な し， されば 天地 
0〇 .心、 敷 »o 0o MO ^o ^ l ^o c7)o mo ^o ?LO so 0o 5to 如 ? > O 5LO $O 0O 1:O 5 ©O 勑 0o mo 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇..〇  100,0  〇 ，〇 90  o# 

な A、 程 朱の 道 ?: 捨て、、 孔孟の 道に 至るべからず 孔孟の 道を 捨て、 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇.〇〇〇〇 ，. io 〇 

堯舜の 道に 至るべからず、 堯舜の 道を 捨て、 天地の 道に 至る ベから 
，す、 老學 もとよう 信ずる に 足らぬ 事には 侍れ ども、 是れば かう は實見 
あ- CN て 申す 事には 侍る、 若し 實見な くして、 3 も なき 事を 申すならば、 
翁が身忽ち天地の罰を蒙るべしと、誓；5けるにど、座中も聽を改 1/ る 
氣色な う、 

鳩 巢斯く 論ずれ ども、 程 朱が 果して 正しく 孔孟の 道を 傳へ たる や 否や 
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は、 卽ち 異論の 存 する 所に して、 仁齋 及び 徂徠の 古學は 之れ が爲 めに 起 
れう、 是故 に 單 に 程 朱は 孔孟の 道を 傳 へ * る ものと 唱道す るの みに て 
は、 未だ 十分なら ず、 更に 進んで 仁齋 及び 徂徠の 古學が 全く 妄謬に 過ぎ 
ざる？' とを 說 破し、 明確なる 事實 R よう 程 朱の 正しく 孔孟の 道を 傳へ 
たる 乙と を證 明せ ざるべからず、 然るに 鳩 巢 毫も 之れ を企圖 せず、 故 R 
其 唱道す る 所、 畢竟 獨斷の 見解 7^2 るを 免れざる な う、 又 其 堯舜の 道に よ 
らざれ ば、 天地の 道に 至るべからず とする が 如きは、 尙ほ 一層 甚し &獨 
斷の 見解と いふべ し、 假令ひ 彼れ 實見 R よると S ひ、 天地の 罰を 蒙る と 
P  " と雖 も、 P 、 る 言は、 以て 證明に 代 ふるの 價値あ る ものに あらざる 
な 5、 鳩 巢又其 論を 續けて 日く、 

其 時 翁 S ふは、 是れは 五 百年 來 論定 まうた る 事な 今更 翁が 誓を 待 
つべき にも あらず' 朱 子 以後 •宋 には 眞西 山、 魏鶴山 、元には 許 魯齋、 吳草 
廬 、明 R は 薛敬 軒、 胡 •敬齋 の 諸賢を はじめ、 其 外道 學に志 ある 人、 程 朱を 
尊® せ ざ るは なし、 一代の 碩學な る 事、 宋潜溪 の 如く、 百 家を 綜核 する 


事' 楊 升菴が 如き、 文字 論說の 末に 於て は、 程 朱を 議 すと 雖も、 學 術道德 
に M ては、 間然す る 乙と を 聞かず、 3 れば 明の 中葉までは、 お ほやう 世 
の 學術も 正しく、 名敎も 頹れざ うし ぞ かし、 王 陽 明 出て、、 良知の 學を 

日： 日？ £^4SK pio 2: IO sis、si^5s; 40 

|^ 勒 0〇 卽 &〇 〇〇 5 ^ | *〇 ^〇 5〇 5〇 ^〇 如 1〇 ^ 渺 0〇 勒 5〇 、良知に沈醉し、窮理 
ito l; #o LO 、 動 io ao IF  勤 »〇 0〇 娜  s s° i) 〇 -co 如 ^ o T° 0o ^o *° ®o ffio 陰佛の 徒と 
む 1) 〇 む和 ^〇 伽、 諸賢ょ く 思 a て 見 給へ、 西 山 以下の 諸賢、 假令 a s 下な 
6 とも、 好 1; 所に 阿ねる には 至ら じ、 又 其德行 材識、 S づれ も明季 並に 
今の 儒者の 下に あるべき にあらず、 それに 程 朱 萬 分の 一に も 及ば ^ I 
學識を もて、 輕 々しくな R くれと 譏議 する は、 II の 1® を 笑 a ft にて 海 
い 测 P に 似たい、 韓愈が s は ゆる 井に 坐して 天を 小な $ とい ふの ® 

む ぃ 、かぃい き ‘  jfg  W 雾 す b  &  f  s  W 田 ざぎ でる 事、 
か ヂ ぐが、 ふ wyf、 國家 百年以 來 、太平 久しく、 文化 日に 開けて、 師儒 
世に 輩出し けう、 其學の 是非は 知 6 ず、 た  <  程 朱を 堅く 崇 信して、 ふる 
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鳩 

巢 侍。 ゆ 〇ブ いき 
がれ 〇 れ〇ん 〇 て〇模 
兹誠〇 ば 〇 乙 ◦始 〇範第 
に に 〇 綽〇 と。 め。 を m 
程 此〇犬 〇 を〇 て 〇 失 
朱道〇 乙0 欲0  —0 は 第 
以の 〇れ〇 し〇家 〇 ざ $ 
外 厄 〇 を0 猖0 を0?) 室 
に 運 〇 和。 狂0 立0 し g 
一 と0 す 0  00 て0 を 平 
家 る0 論 〇 徒0 ぞ 5 
言ぃ 〇習〇 を〇弟 〇 ひ 
を ふ 〇 な ◦肆 〇 を〇 と | 
なべ 〇れ0 に 〇 集0 つ 
す し 〇 ば ◦し0 め0 の 
も 云 邪 G て0 し0 幸 
の 云說〇 忌0 よ0 と 
あ 、橫 。み”0 せ 
b  議〇 憚〇老 。し 

と  世0 る 〇  ^CM こ 

し  に 〇 乙 〇 の0 ち 〇 

て  盛0 と Q 儒 〇か〇 

痛  な 〇 な ◦ぃ〇 き 〇 — 

く  る0 し0 で0 頃 〇  a 

其  こ0  —0、0 俑0 

非  を0 犬 ◦其' Q 作0 

を  理0 虛0 上〇 る0 

論  に0 を0 に ◦人0 

ず  て0 吠0 立0 あ0 


るは、 仁齋 及び 徂徠の 古學を 唱道す るを 指して 之れ ?: 言 ふ ものなる 乙 
と 疑 CA なし、 東 涯の時 學に對 して 一語を も發 せざる とは、 大に其 趣を M 

〇〇〇 

にす と， 雖 も、 亦其崇 信す る 所の 學に 忠なる ものと S ふべき なう 然れど 

b  s  g  s Jao s  ££  S  ^  い f るぎ = &  S  s  i 

to ao oo II to ao no ^o 、 朱 子の時 已 R 陸 象 山 ぁうて 別に 一派を 成せる のみ 
ならず、 陽 明の 如きは、 象 山を 繼 S で 一新紀元を 劃せ う、 加 之 我 邦の 古學 
派 及び 淸 朝の 考證 家の 如き、 皆 程 朱を 信奉せ ざる ものな う、 故に 未だ 必 

0 〇  〇  0  〇  〇  〇  〇  〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 00 :〇 〇 〇 〇,  0>、〇 0 :0 〇 、1?  L> 

ずし も ^ 朱の 學を 以て 論定 ま i 穴 $ とい ふべき にぁら さるな 6姥巢 


又 高木 氏の 僞學 論に 題して 日く、 

古ょう 邪說の 道を 害する 乙 と 多し、 然れ ども 其 妄誕矗 惡、 忌憚す る 所 

0 〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 p o oo 〇 oo、p、」- _ _ _  -.f  .  )  > 

なき 乙 と. 今^ 一の ® レき が 若き もの あらす 或は 古學 と稱 する もの あ 
う、 日く、 大學 は孔 氏の 遺書 にあらず と、 又 日く、 我れ 能く 伊 洛の澗 源を 
塞 r と、 或は 文 學を矜 る もの あう、 日く、 道 天に 出で ずと、 又 日く、 道は 事 
物當 然の理 にあらず と、 其 他淫辭 浮言、 勝げ て 數ふ ベから ず、 若し 此等 
の說 をして 數十 年の 前に 出で しめば、 庸人 孺 子と 雖も、 亦 其妄を 知 i 
て 之れ を 非 笑 せん、 今や 然らず 、世の 師儒と 稱 する ものょう、 皆 之れ が 
かか いきか” ^ 於1 '&:" お*^で之れを信ぜずといふことなし、况や後 
聲1を 0' い 0' い於 ^' をか、宜なるかな、其靡然として趨いて之れに歸 
する 乙と、 吾れ 是に 於て 世 道の 日に 下 だ-^ 人心の 日 R 傺 るを 兔る亦 
_ oo ，? LO 、 かいと 雖も 彼の 釜 鳴芄 合の 徒、 何ぞ道 ふに 足らん や、 吾れ 意 
ジ、 «' い 心い 奶紀 1:" ヂ $ 1: 1 T ぜざる もの、 先 後輩 其 間に 出づる あら ば、 

ぼ £ ?: 4 い！ わ f  艺3€おだ 0° 3ギ 
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憤 〇 見 0 奈〇中 
惋〇を 〇 何〇村 
殆 Q 以〇ぞ 〇 氏 
ん〇 て 〇 近 〇 五 
ど 〇天〇 世〇經 
寢〇下 0 邪 〇 筆 
と 〇 の 〇 誕〇記 
食 〇耳〇 の〇の 
と 〇 目 〇 說〇序 
を 〇 を 〇 競 〇 を 
廢〇誣 〇 ひ〇 作 
せ 〇 ひ〇 起 〇 う 
し 〇ん〇  f) 〇て 
む 〇 と 〇 漢〇日 
る 〇 欲 〇 唐 〇  く 
に 〇 す 〇 を 〇 
至 〇有〇 凌 0 
る0 識0 駕〇 

勝〇の 〇し〇 
げ〇 士 〇程〇 
て 〇 を 〇 朱 〇 
嘆 〇 し 〇 を 〇 
ず〇 て〇詆 〇 
ベ0 之0 毀0 
け 〇 れ〇し 〇 
ん〇 が 〇 一〇 
や、 〇爲〇 己0 
同0 め0 の 〇 
上0 に0 私0 


卷之 十三) 

是等 憤慨の 言、 皆 鳩巢が 仁齋徂 徠の 古學に 激昂して 發 する 所な う、 然 れ 
ども 多くは 其 人の 名を 顯は 3 ず、 隱然 之に 敵抗 する もの、 如し、 獨 $ 仁 
齋のみ は 時 あうて 之れ を 明言し、 公然 異端と して 之れ を 排斥す るを 偉 
からざる なう、 遊 佐 木齋に 答 ふる 第二 書 R 論じて 日く、 

_ »〇 0|!經書を駁し、程朱を非とす、則ち我徒の戈を倒にするもの、亦 
勤 端な h、 其 他 博識 著述を 以て 京師 及び 東都に 鳴る もの、 則ち 所』 i  m 
誦 詞章の 學 、皆 俗學な i、 (前篇 鳩巢 文集 卷之 八) 


第 一 篇 第六韋 室鳩巢 —第三 學說  一九 六 

一士の 鍔々 に 如かず と、 吾れ 嘗て 世に 正學 不屈の 人 あるを 聞けは、 則 
ち 私心 深く 以て 喜びと なす、 此れが 爲めな り、 (後編 鳩巢 文集 卷之 十六) 


ざ 〇 言 〇 ベ 0 所 〇 る® 吻欲 
る 0 論 〇 き 0 を OV® を す 
な 〇 に 〇 な 〇 勦 〇 も® なる 
り 〇 徵 〇  〇 絕〇 の® せの 
破し 〇 人 〇 せ0 な ◎办 氣 
れ て 〇 或〇ん 〇 う ◎凡 ◎勢 
仁 之 〇は〇 と C 然 ◦そ @ を 
齋れ〇 彼。 す。 る〇文 ◎示 
也を 〇れ〇 其 〇 に0 運 @ し、 
徠考〇 を0 偏？ 敢0 の0 殆 
及 察〇以 〇狹0 て ◦勃 ◎ん 
び す 〇 て 〇 固 〇 己 0 興® ど 
其 る〇 寬〇陋 〇れ0 は @ 秦 
他に 〇 政0 に0 が0 種® の 
一 吾 〇 異〇し 〇 好 〇 々◎始 
切 人 〇 學〇て 〇 む 〇 な ◎皇 
朱 未〇の ◦寬〇 所〇る ◎の 
子 だ ◦禁0 宏0 に0 思0 如 
學之〇 を 〇 の 〇 僻 3 想 ◎き 
派れ0  ilP 氣3 し0 の @ 暴 
に を 〇致〇 象 〇て〇 競 ◎王 
あ 否 〇せ〇 に0 悉〇 起@ を 
ら 定〇 る。 乏0  く  〇 に @ 豫 
ざ す 〇 も 〇 し0 己0 よ® 期 
る る 〇 の。 き0 れ 〇 う ◎す 
も 所 〇 と 〇 寧 〇 が 〇 て® る 
の 以〇す 〇 ろ 〇 好 〇 催® が 
を を〇 彼〇憫 ◦爻〇 進® 如 
觝知〇 れ〇笑 〇ざ〇 せ® き 
排 ら 〇の〇 す0 る 〇 ら@  口 


彼  鳩 

れ ん △務 △を △若- 巢 
が是 △め △取 △し △更 
自 の △空 △办 △王 △に 
家 如 △言 △て △者 △又 
崇 き △を △之 △起 A  — 
奉 乙 △事 △ れ △る △層 
す と △と △を △乙 △甚 
る 數 △せ △ 火 △と △し 
所 年 △ず A に △あ △き 
の な △虛 △し △ ら △激 
學 ら △文 △然 △ば △ 語 
に ば △ を △し △必 △を 
忠天 △抑 △ て △ず △發 
な 下 △へ △後 △海 A し 
る 靡 △痒 △天 △ 內ムて 
の然 △華 △下 △の △日 
極 と △を △つ △ 籍 △く 
爾 し A 剝 △學 △ を A 
餘て △  者 △聚 A 
一復 △人 △に △め △ 
切た △心 △詔 △悉 A 
の 正 △を △し △く A 
學に △正 △專 △其 △ 

を 歸 △し △ら A 叢ム 
撲せ △邪 △體 △雜 A 
滅ん ，說 △察 △無 么 
せ 同 を △ 踐 △用 △ 
ん上拒 △行 △の △ 

と  が △ を △ 書ム 


毀讒 すると 同時に 獨ぅ朱 子を のみ 賛賞 嘆美して 之れ を 九天 ^ で 指し 
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天 〇 う 〇 性〇老 
(こ〇 し 〇 埋〇佛 
並 〇 て 〇 に〇の 
び 〇  口  〇 本〇說 
懸 。耳。 づ 〇 を 
か。 I こ。 §〇 以 
る 〇墜〇 進 〇 て 
が0 ち0 修〇聖 
ご 〇 ず 〇 に 〇 人 
と0 宜0 切 〇 の 
し0 な0 な 〇 言 
会 b”o を 
3 其0 之 3 亂 
後 經〇れ 〇 う 
編 解0 を〇 て 
鳩の0 高〇乃 
巢 •書〇 う〇ち 
文 本3 し〇已 
集經0 て 〇 む 
卷 と Q 空 3 夫 Q 
之 相 ◦虛 3 れ〇 
十 上0 に 〇 唯3 
三下 ◦流 3 

し0 れ〇 朱3 
猶〇ず 〇 の 〇 
ほ 〇 之〇學 CP 

日0 れ〇 か0 

月 〇を〇 其 '〇 

の〇 卑〇說 し 
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擧げ たぅ、 其 言に 云く， 

古の 經を なす もの、 漢に專 門の 傳ぁ 6、 唐に 義疏 の說ぁ $、 儒家 者 流' 遞 
に 相 祖述す、 之れ を 經に 功 5 しとい ふは、 固よ 6 不可な 6、 然れ ども 其 
學、 記 聞に 拘滯 し、 大義に 懵如 として、 聖人 垂敎の 意を 發明 する 乙と 能 
はず、 徒に 乃ち 區々 として 章句 訓詁を 分析し、 以て 之れ を 得た うとな 
す、 抑  >  亦 末な $、 遂に 學 者を して 其 卑近を 厭 a 、 高遠に 騖せ しめ、 顧つ て 


又 云く、 

聖人の 學 、明德 を 明かに する を 以て 體 となし、 民を 新に する ?: 用と な 
し、 至善に 止 ^ る 5: 體 用の 極と なす、 而して 博 文約禮 を 進修の 法と な 
す i  s  M  § »o £  :  s  s io s  g 0O か” S «° 


と 〇 し、。 か、 〇名〇 峡〇 業〇克 0 
光。 以 。其、 〇四〇 則、。 と 〇っ〇 
を 〇 て 〇 六 ◦海 〇 ち 〇 な 〇 て 〇 
爭〇經 〇 經〇に 〇 見 〇 る 〇德〇 
ふ 〇 に 〇 を〇 溢〇 る 〇 や 〇 行 〇 
も 〇附〇 注 〇 れ〇べ 〇 政 〇と〇 
の 〇 す 〇 す 〇施〇 し 〇 脩 〇な〇 
な 〇名〇 る 〇 ひ〇 其 〇ま〇 る 〇 
う〇 は 〇 皆〇て 〇晚 〇  i> 〇や〇 
朱 傳〇其 〇蠻〇 年 〇搴〇 面 0 
子 註0 行0 貊0 義0 擧〇に 〇 
の の 〇ふ〇 に。 精 〇が〇 辟 〇 
朱 書 〇 て 〇 及 〇 う 〇  6〇 に。 
子た0 心0 ぶ0 し0 至0 背0 
1Z  6  〇 に0 に0 て 〇 る0 に0 
る と ◦得0 及 Q 仁 ◦所0 盎0 
所雖 〇る〇 ぶ0 熟0 風 〇れ〇 
以 も0 も0 豈0 し0 に〇 周0 
の 其 〇の〇 に〇德 〇嚮〇 旋。 
も 實0 を0 殆0 盛0 ふ0 禮0 
の 聖0 以0 ん0 ん0 之0 に0 
此 經〇 て0 ど0 に0 れ0 中0 
の と0 之0 聖〇 し0 を ◦た0 
如 並 〇 れ〇域 〇 て0 行0 る0 
く  び0 を ◦(こ0 禮0 狀0 其 〇 
な 以〇文 〇 入 〇 恭〇に 〇發0 
れ て0 字0 る0 し0 考0 し0 
ば 日0 に0 も0  く0 ふ0 て0 
則 月0 施0 の0 聲0 れ0 事0 


ち 近世の 諸 儒、 稍 i 文字を 以て 樹立す る もの あぅ と雖 も、 豈に以 て 其 藩 
艢を 望む に 足£ん や、 (前篇 鳩巢 文集 卷之 八) 

鳩巢が 朱 子を 推 尊す る • 乙 と 至れ $ 盡 くせ 6と S ふ\ し、 唯 i 惜 1; らくば 
其 言 差 >  溢 美に 失する の 嫌な しとせ ざるを、 彼れ 此の 如く 朱 子學に 熱心 
なる が 故に、 我 邦の 朱子學 派に 對して は、 深く 同情を 表すべき 筈なる に 
案外に 冷淡なる 批評を 下 だして 憚から ざるな ぅ、 林羅 山、 米 川 操 軒、 中 村 
惕齋の 如き、 皆 彼れ が 無遠慮なる 月旦を 免れず、 又 彼れ が 山 崎 闇 齋を評 
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隧 する の 言、 左の 如し、 云く、 


二〇〇 


山 崎 氏佛を 逃れて 儒に 歸 し、 朱 氏を 尊んで、 家を 黜 e け、 師道を 嚴にし 
て 後生を 誘 a 、 其 斯道に 裨 あるが 若き は、 誣ふ ベから ざる もの あぅ、 亦 

心 S: E か 乞  V 云云、 l no ”s < ° 、 aj0 tt0 & s0 &° s!  s t0 ±° K° < ° 、 A° 

5:o #o s io i:o £ »o £§& «o §^ AO £ so *o 5:o l so s io 5o 0o ; 

0000000  〇-〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

く 心を 平 かにし' 懷を虛 にし、 從容 委曲. 以て 彼我の 情を 盡くす 乙と な 

しと、 此れ 其 短なる 所な k (同上) 

尙ほ闇 齋を以 て 朱 子に 比し 「營燭 の 太陽に 於け る、 涓 流の 河 海に 於. レ 
な 6」 と 道破し、 意 氣 昂然 た る もの あるを 見る、 

鳩巢 の學說 、全く 朱 子に 本 づき、 別に 自ら 發明 する 所 あるに あらず、 然れ 
ども 其 道 德に關 する 言、 躬行に 益 ある もの 少しと せざる が 故に、 學者宜 
しく 傾聽 すべし、 彼れ 愼獨の 要を 論じて 日く、 

君子 室に 居て 言を 出 だして 善 なれば、 千里の 外應ず 、况 やその _ き “ 
のを や、 室に 居て 言を 出 だして 不善な れば 、千里の 外 違 ふ、 况やを VI 


君、 を △し A て △人 〇と〇 れ〇ぃ 〇 ば 0 に〇れ 、き、 に、 き、 
子、 こ A  A き △人 △勿 〇あ〇 味 〇 や 〇錦〇 内 〇自、 彌 、及、 も、 
第 も、 て △た △の △ 知 〇ら〇  く  ◦ま ◦を0 に0 然 、高、 ぷ 、の、 
5 過、 其 △と △き △莫 。は 〇  3〇 し。 衣。 心。 の、 に、 と、 を、 

ち、 ぁ △へ △ かさ 若 〇 る 〇き〇 に 〇 て 〇 を〇理 、ま、 ぃ、 や、 
$  な、 な △ぬ △勿 〇 、 〇も〇 し。 う0 用〇に 、さ、 ふ、 と、 
#  § 、ま △が △や △爲 。を、 〇の 〇る〇 は〇* ひ〇 し、 う、 に、 孔、 

室 に、 さ △ ら △う △此 か〇 に0 き 〇 あ 〇つ〇 て、 ゆ、 は、 子、 
I あ、 惡 △に A 語 し〇蓋 会ぞ 。ほ 〇  \ 〇 誠、 く、 あ、 も、 

I ら 、な △に △し △ 淺枚 す〇 か〇 ひ。 た〇 の、 程、 ら 、の、 
箜 ね、 ば △利 A 身 △き 乘る〇 し 〇 す 〇  お、 R、 ず、 た、 

風 ど、 ぃ △息 △  R △に がが 〇小 〇る〇 手0 ほ、 家、 た、 ま、 
S も、 か △を △な △似 吳如〇 人〇が 〇前〇 ふ、 よ、 と、 へ、 
乙、 で △添 △ し △て 王し 〇 は0 如0 を0 ベ、 いへ、 い 
れ 、ぁ △ へ △て △味 を 其。 內〇 し。 正0 か、 國 、ば、 さ、 
を、 ほ △ て △人 △ふ 諫臭か 行 〇其〇 し0 ら 、に、 風、 6、 
か、 ひ △身 △の △か  lr  ふ〇  >  〇美〇 く〇 ざ、 ひ、 の、 と、 
く、 か △に △ し △しる さ0  3 〇 あ0 し0 る、 <、 草、 て、 
3、 く  △お △ら △名 書げ 〇 ま 〇ほ〇 て0 所、 き、 木、 家、 
ん 、す △ふ △ぬ △言 に ど 〇ら〇 へ0 外0 な、 國 、に、 に、 
と、 ベ △が △や A と 欲 〇么〇 ず 0 ど 〇を〇 う、 よ、 移、 て、 
は、 き △如 △う △ぃ人 〇ふ〇 し 〇も〇 飾 〇是〇 办 、つ、 す、 
5 せ、 聖 、し △に △ふ 勿 〇 さ0 て0 お0 る0 を0 天、 る、 る、 
一 ず、 人、 日 △ と △ベ 聞〇  く、、0 外0 ほ0 事0 以0 下、 が、 事、 
し、 よ、 に △す △し 莫〇 ベ0 見 〇ふ〇 な0 て0  R、 如、 の、 
て、 う、 を △る △口  △若 〇か〇 を0 ベ0 し0 君0  CA、 し、 忽、 
人、 以 、ひ △は △  RA 無 〇ら〇 の0 か0 た 〇 子 〇  <、 其、 に、 
の、 下、 月 △ぃ △ぃ △言 〇ず〇 み 〇ら〇 と 〇は〇  く、 ひ、 千、 
見、 は、 に △や △ふ △欲。 ぃ0 飾〇 ず0 へ〇 常0 是、 S：、、 里、 


し 〇 き、 ◦我 〇 な 〇 我 
て1、。 邵、 〇れ〇 と 
誰、 〇 康 。よ〇 君、0 い 

れ〇節 0  6〇 子0 ふ 

に 〇 の 〇育〇 乙〇も 
か〇 一 〇し〇 、〇の 

よ0 念0 鬼 〇 を0、 
ら〇起 〇 神っ 存〇あ 
ん〇る 〇名〇 養〇る 
と 〇 乙 〇我〇 し〇所 
い 〇 と 〇 れ〇 て 〇 を 
へ 〇 な0 よ0 そ0 尋 
る 〇 け 〇  乙 〇 ぬ 
は 〇れ0 感0 な0 る 

乙〇ば 〇應〇 は〇に 

れ〇鬼 3 す 〇 ね 〇  一  △ 
を 〇 神 〇 何〇ば 〇 念 A 

い〇 も〇 事0 天〇未 △ 
ふ 〇 知0 か0 地0 生 △ 
な 〇 る 〇 我 〇 も 3 の △ 
3  〇 事〇れ ◦我。 時 A 
云な0 に0 れ0 本 △ 
云 し ◦よつ よ0 然 A 
常、 我0 ら」 う0 未 △ 
人、 れ〇 ぬ0 位0 發^ 
多、 に 〇 事 〇し〇 の △ 
く、 よ 〇あ0 萬、0 體ム 
は、 ら〇 る0 物0 是〇 
心、 ず 〇 ベ0 も 〇れ〇 
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、 、 、 、.c>c  、卜、、 io -ooow o ooooo o ooo  0  00000 
る ^ 、 に 改むる 程に 過ちは 過ちと 見ぇ、 改む るは 改む ると 見ぇて、 其 
\ :o ,o .o 9  0 o ooo o 、 »o o o pooo o 0  0  0000  00  000 
仕方に 力く る、 事な く i に一點 くも b なきと 知 るれば、 反^: N て ^ ( 德 

\  の ひがぅ もま さぅ ぬべ し、 云云、 (駿臺 雜話卷 之 二 

一是 れ古來 聖人の 僞善を 戒め、 至誠を 敎 へる 旨 意を 敷衍す る ものに て、 實 
一行 上 頗る 適切なる もの あるを 知るべし、 馬 太 傳第十 章 第廿六 節に 

\  cabman  mc】lt;  \vis  の  en  werd? 

一 

一  と 云へ る も、 亦 這箇の 消息を 洩す ものに 外なら ず、 眞に 東西 一揆と いふ 
一べき な^ N、 彼れ 又存 養の 工夫を 論じて 日く、 


な 〇 る 〇 て 〇 る0 何0 の么 ば0 氣 、に、 
る。 鏟〇 鬼、0 程0 事〇エ △乙0 に、 閑、 
不 、〇體 。神0 に、0  4 〇夫 △の0 ひ、 思、 
御 〇の〇 に 〇萬〇 思。 は △我0 か、 雜、 
の 〇體〇 制0 物3 慮 3 私 △れ 〇れ; 、慮、 
權〇 と 〇せ〇  •の〇 作0 欲 △を0 物、 常、 
と 〇 も0 ら0 先3 爲〇な △失〇 に、 に、 
も 〇い〇 る0 き0 を0  & △は0 う、 絕、 
い〇ふ 〇、0 に0 か0 を △じ0 ば、 ゆ、 
ふ 〇べ〇 事 〇 定〇ら 0 本 △と 〇 、、る、 
ベ 〇し〇 な0 ま0 ず0 と △な0 れ 、事、 
し、 〇 思;0 し0 う0 た〇す △ら 〇  '、 な、 
膚 ひ〇 聲、° て。、、0 乙0 は:0 我、 く、、 

i も〇 も0 萬、0 靜 。の〇 心 〇れ 、何、 
-  な〇 な0 物 3 虛〇 ，心0 源0 と、 事、 
く  〇  く  〇 の 〇の〇 私 〇 存〇 い、 も、 

爲〇 臭0, 後 c 中0 欲0 養0 ふ、 思、 
す 〇 も 〇 に。 よ0 だ0 の0 名、 盧、 
も0 な 〇墮0 う0 に 〇エ0 の、 作、 
な 〇  く〇っ 。道 〇 な0 夫 〇 目、 爲、 
く  〇 し0 る0 理〇 け0 を0 立、 の、 
し 〇 て 〇 事 〇 の 〇れ〇 な0 す、 中、 
て0  な0 ま0 ば0 す〇る 、よ、 
萬 〇下〇  く  〇 、 〇靜〇 ベ0 事、 り、 
{>〇 の0 竟〇に 〇虛〇 し0 能、 出， 
の〇大 ◦神0 眞 3 動0 心 a は、 づ、 
大〇本 〇 を 。直 〇 商〇 源 △ ず、 る、 
柄0 と0 制 3 に〇 と0 存 △さ0 程、 
と。 方 〇 し。 出。 て〇養 A れ 。に、、 


尙 ほ善惡 に對 する 用意を 論じて 日く 

於 i いんい k  f 、 一  か のき やすは、 獨 居の 時、 暗 處の事 なれば、 なにの け 
い^; い！^” や、 いいい やが ぼい、 1: ふの 萌す處 に、 旣に 
In 皆 &  i い m か、 m  ■が'^  r  r ど ど どじ、 の w  f ぃに 同じ、 さ れ 
ti' n- a- か s' v 【 5; 厘 かを 1  " い P ひ p i ' い P も、 乙、 にぁる 事な $、 藤 溪 
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勉〇始 〇 の 〇惡〇 ベ、 先、 
强〇 め 〇 本 〇 と 〇 し、、 生、 
す〇 て 〇  や 〇 さ 〇 の、 第 

と ◦  す。 い 〇れ〇 幾、 こ 

も 〇と〇 る 〇は〇 ば 〇 は、 

力 0 ら〇事 〇 ん〇 目〇善 、第 
を〇 は、、 〇 な 〇と〇 を 〇惡、 g 
用 〇 た 〇 れ〇尋 〇は〇 と、 レ 
ふ 〇 若 〇ね〇 な〇い 、疆 
る〇 手〇 し 0 つ 0 た 〇 へ、 平 
に 〇 の 〇此〇 、〇 ザ〇 る、 第 

難 〇延0 處0  —0 此 〇  4、 一 
か 〇 び0  RO 筋〇關 〇此、 S 
る〇穴 〇 心〇に 〇 を〇 事、 

ベ 〇 る0 ゆ 〇惡〇 守 〇 な、 

し、 0 と 〇る〇 を 〇 う〇 §、 
g い0 し 〇去〇 て 〇是、 

上 ふ0 て0 う0 我0 非、 

一 ば ◦色0 善0 れ0 の、 • 

か0 に 〇に〇 と0  3、 

う 〇 い〇 向 〇 我 〇 か、 

に〇 で 〇 ふ 〇 心 〇  a、 

も 〇聲〇 乙 〇に〇 善、 二 
あ0 に0 そ0 善0 惡、 § 
ら ◦あ0 我0 と0 の、 

ず0 ら〇 儒0 や0 關、 

た 〇は〇 の 〇 い 〇 と、 

と 〇 れ〇修 〇 は 〇 知、 

へ 〇 て 〇 行 〇ん〇 る、 


膝 巢は 我れ に 本 體我あ 6 とし、 本體 我は 養卽 ち絕對 善) にして、 一 切 外物 
の 左右し 得る 所に あらず、 然れ ども 纔に 外物に 接し、 想念を 惹起す るに 
及 / 1 で 忽ち 善惡の 差別を 生じ、 動もすれば 輙ち惡 の 方面に 傾向す るの 
恐れ あ 6 とする 7P のな.^、 是れ 彼れ が 存 養の 工夫を 說き 、省察の 力行を 
論ずる 所以な ぅ、 彼れ 聖 門の 學 0 何たる かを 辨じて 日く、 

すべて 學と S ふは、 聖賢の 道を つとめ 習 ふ 事な ぅ\ 七の つとめ 習 ふ R 
致 知 あ 6 、力行 あ れど 其理を 知る は、 書に 限らね ども、 聖賢の 書を 
第一と する 程に MO IO 〇 s  M  &、妒 1 w ±° i0 L° 、 s:0 1 i° 1 0 へ ^ ll'J *0 r1i^ 


to 、 云云、 い がい?^0&に «' 書に限るべからず、書をょみて、義 ^ を講じ 
妒き？ ぃ s i> ぃ鼢？ . ゥぃ sg、 にぃ、 て、 :^ ' の :! T: め？ 
py l ^ い^ J A^ o' t  V H ' 阶 *' ぎい 外にせ ねば、 父母 にっかへ、 君 にっか 
p  t デい、 賢 か P 史 ^ a' l' vt ^ ii^ にぁら ゅる もる'^ の應 接に 至 
ぃかぐ 一 *: ?; ぃ 少 f かか^ にがぃで ^ ^ ^: ぃ :^ れか力 
ヤ V かいかい^ ^: #" ^^ 貧 配”” かが、 f  W 其惡な る理 をき は 
かわ «" 4 1 *' *" ^ § i" もに、 皆 我學 中の 事な 6、 ぃかで 世事に’ ^ へられて 
隊 いとい ふ 事 あるべき、 (同上) 

彼れ 又 陽明學 派の 人が 朱 子 格 物の 說を以 て 先づ 事物の 理を 窮めて、 後 
^ へ 事 ?: する ものと 5 すを 非と し 1: 論じて 日*^ 

か！^ か 阶阶 y い广い 、 P  ^  (めい ^？ ■に 事 ふる 上に て、 其 事々 に卽き 
ぐ、 #" か 1 ； い” かか、 &  r p  P H- P V す 事々 に卽 きて、 忠の理 をき は 
か ^ ^ 11 S か ^ か P い い^ T 0' 知い、 ハ 「日 事の 未だ 盡く  S  くるを 明 
P が かか か 4 心い、-^ い ® > い 6 卜. ずる P 如き も、 必ず、 其 
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事を つとむる 上に て、 當否 を處 し、 事 空を 察し、 日々 に 職 事に 熟し、 誠實 
にす、 む、 是れ 則ち 格物致知な〜 云云 so n0 ti-0 , ito *0 /h0 fe° i) ° ^° 、|| ico ±° 

9  〇  〇  0  0  0  〇  〇  〇  0 0 0  〇  〇  C  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  0 0 0 

小な けれは 時と なく 處とな く 格 物の 地に あらざる はな かるべし、 (同 

上〉 

或る人 鳩巢に 吾 儒の 道は、 百行を 該ぬれ ば、 何を か 題目と して 心 懸 くべ 
きと 問 a しに、 彼れ 之れ に 答へ て， 

翁 常に 立 居に つけて 思 a 出で つ、、 忘れぬ 事 三 あぅ、 其 三は 父の 恩 ■ル 
の 恩、 聖人の 恩な 6、( 同上) 

と s  s' 尙ほ 委しく 之れ を說 明して 日く、 

co lo cb :o JO 9 、0、9 :0 、0,、〇 0 0 、〇 .° 〇 0 0 0 0 、、、、、、、、、 
夫れ 才に 報い 1 を 忘れ 3' るは 人道の 大端な $、 5 れば 父母は わが 出 

來し 本な 6、 我れ を 生じて、 我れ を 育す、 一毛 I 髪 まて； P、 父、 母、 の 51" 體に 

して、 遺愛の ある 所に あらざる はなし、 い ががいぐぽデべ ^: ^/ぐ君ぎ 

に 浴して 餓 灸 ず 寒む からず、 妻子を 養 a 、 親族を 娠は す、 すべて 生を 養 

a 、 めを 皆る の 道、 世話 いい广 を、 一ず ^: ^ J  V、 ず M- に ず がが ぐ 


づ〇 い、 

か。 か、 
'ら 〇 が ヽ 
ほ 〇し、 
ろ〇 て、 
び 〇 忘、 
ず 〇る、 
し 〇べ、 
て 〇き、 

本 0 あ。 
心 〇よ〇 
を 〇 •を 0 
失 〇 人 〇 
ふ 〇 と0 
に 〇 し 〇 
至 〇て〇 

ら〇 常0 
ざ 〇 に 〇 
る 〇此〇 
ベ 〇 三 0 

し 〇 を0 
衆3 忘 0 

善 ◦れ〇 

の 0 ず 0 

あ13 ば0 

つ〇关 0 

ま 〇理〇 
る〇ぉ 0 
所 〇 の 〇 


とも S ふべ し、 (同上) 

是れ 彼れ が 最も 重大視せ し 所と 見乏 、更に 其 哀情を 吐露し、 

翁は 常に 此三を 忘れず ^ も 64 出で て、 身に しむ ばかぅ に覺之 侍る ^ 
學の 要訣と も 申しつべし、 

と 云へ $、 彼れ 又 仁を 論じて 日く、 

於 S、 ベの f 兀 5  V の 一、 兀 

*- は、 愛に ぁい. レ、！^ かか p  W 心 4 <: f、 の^ I  f  ^ 

い 1- ^ -い卜” ^ f}、1 、、、 )'* 、、、、、、、、 、 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

れ tt i 死す る 程に 仁は 6 のい のちと も 申すべし ^ れ心は 活物なる 

:o o o、 ^0 ?.i^o-o、 5° io :° o  0 0 0  〇  〇  〇  0  0  0 0 0  0 0 0  、 、 、 

にょ i A に 情 あ 6 物の 哀れを し 6 て、 常に s きたる 物ぞ かし、 ょ 6 て 
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いかがして 忘るべき、 3 れど 飽くまで 食し、 媛に 衣ぐ、 君 5:' い' つ P 、 ふ ハ 3:' 
つる道をもしらずば、禽獸に近かるべし、幸に聖人 0" ^" にょ ^ ぐ,、理 
0 あらまし を もしぅ、 禽獸に 免 かる、 は、 乙 n" ぎ c  て 
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父母を 見て は、 自然に 親愛し、 親愛せ ざるに 忍びず、 君 長を みて は、 自然 
に 尊敬し、 尊敬せ ざるに 忍びず、 齒德を 見て は、 自然に 遜讓 し' 遜 讓せざ 
るに 忍びず、 義を 聞きて は、 必ず 感ずる 事を 知ん 不義を 聞きて は、 必ず 
恥づる 事を 知る、 若し 情なく 哀れを 知らず ば、 其 心 頑 然として 鬼畜 木 
石の 如く、 痛 3 痒 3 も 知らず な $ な ん 、何を 以て 自愛し、 何を 以て 恭敬 
せん、 義を 聞きて 感ずる 事な く、 不義を 聞きても 恥づる 事な かるべし、 
是れを 以て S ふに、 仁義 禮智 S づれも 心の 德に して、 各>, 其理分 るれ ど 
w »o 4&ss  和む K、 A0 i0 L0 s t0 50 n0 tf° 、 f: ro a ^0 1 nc s° が ^0 
fco i) o so fflo か p to I  ? v'o o ®o ft° 郎 ょ-^ ぜねば 、眞 の德に ぁらず、 公の 理 

〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇 〇 〇〇〇〇 

にあらず、 rJ の 故に 仁に 心の 德と S ふて、 外に 德を S はず、 仁に 愛の 理 

〇〇  〇〇〇 〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇 〇〇〇  〇  〇〇〇 〇〇〇  〇〇  〇、 

と S ふて、 外に 理を S はず、 その S はざる 所に 深き 意 あぅ と 知るべし 

(駿臺 雜話卷 之 二) 

是れ 仁を 以て 愛情と なし、 愛情を 以て 唯一の 心德 とする ものに て、 *0 偷 
flo *° mo 1#o go RO llo to ^o ^o 0o ^c $' 偶 i 哥林多 前書 第 十三 章を 飜閱 する に、 左 


I 


の 言 あぅ、 云く、 

假 令 a' 我れ もろ  <  の 人の 言葉 及び 天使の 言葉を 語る とも、 若し 愛 
なく ば、 鳴る 銅 や 響く 鈸の 如し. 假令ひ 我れ 預言す るの 能 あぅ ^ すべ 
ての 奥義と、 すべての 學術に 達し、 又 山を 移す ほどなる すべての 信仰 
あ $ と雖 も、 若し 愛な くば、 我れ R 益な、 し、 愛は 寬忍 をな し、 又 人の 益 ir° 
li 0 5 〇 妙” s 0 1  ± 0 ® o r 和 « 0 ¢) ° 和 か 如 i:0 e> ° か 和  1 2: ° 伊  w ° B ° n° 0° l 5:0 ^0 

>o p、Qoooooqo fo o o o o o o oooooooocooo 
めす 力ろ^^ しく 怒らず 人の 惡 しきを 念は ず、 不義を 喜ばず、 眞理を 

@o cxo Jio o *o 物 no H:o む * o MO l:o iio p& 轳如心 ひ, 砂 x0 ^0 ”, 1?0 %”  P 
斷 0© s z:® ^. L® 、^ no SJ^ ?0 wo ^ ®0 f)0 、 ?0 w0 ^, ^0 ^is^ M0 60 /LO 、^ 

s  s *° s》K !BO llKSSK$ 4o 0o s 5o io ¥ 

^0 からざる もの 廢る べし、 云云、 をれ 信仰と 望みと 愛と、 此三つ の も 0@ 

±® ©®©©©© 、◎©,◎◎©©©©◎©◎©◎ 

是れ鳩 巢の言 ふ 所と 其 精神に 於て 全く 一致す る ものと s ふべき な 5、 
然れ ども 鳩巢は 仁と 共に 義の 重 / 1 ずべき 乙と を 忘れず、 乃ち、 
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群い 蛰 0A 鈴 fl]- む <- ゆ. の 生 道を 損じて、 仁 も 亡びぬべし、 

と 言 a て、 義の 要を 說 くに 力を 用 ひ、 且つ 所 ^ 謂 浩然の 氣の 如き も、 義 よう 
生ずる ものと せ 6 、其 言 R 云く、 

浩然の 氣は 、至大 至剛 、天地の 間に 塞がる とい ふには あらず や、 各 i 考へ 
て 見 給へ、 かく ばかう 盛大なる ものが、 s かなれば 義よ 6 生ずる とい 
ふに や あらん、 人は 天地の 正氣 を 得て、 もと 浩然たる ものに て 候へ ど 
も、 私欲 あうて、 心の きれを な づま する 程に、 其氣 s つと なくち ぐけ て、 
小 3  くなる 事に て 候、 3 れ ば 浩然の 氣は、 心の きれよう 生ずる も のと 
j  _ 50 べし、 云云. 浩然の 氣は義 よう 生じて 其 生じ / 20 る氣が 、又 義を 助く 
一  る Z.O を、 S と 奇妙 RO 覺 t 侍 5、( 駿臺雜 話卷之 二) 

彼れ 又 義の觀 念に 本 づき、 武士道を 論ずる 乙と 頗る 委曲 周到なる もの 
一 あ 6、 或る人 彼れ に 

\  兵家 山 鹿の 何が しが、 世に 士の 金銀. の 事を 口に 沙汰す るは、 いやしき 
寧と いふは、 大きなる 僻が ことな b、 金銀はなくて 叶は -t' して， 至りて 


大切なる 物な をれ をい やしめ 輕ん ずべき にあらず とて、 諸侯よ 办 
金銀 1: 贈れば、 取うて 戴きて さし あきけ る、 i 臺雜 話卷之 五) 

事を 述べて 之れ を 質し、 に、 彼れ 乃ち 答へ て 日く、 

をれ は 兵家 利害の 僉議 ようい ふに や あらん ± の 道は S には あらず、 
いかにと なれば ±3 ^o _ iIO i 0 い 知 舻妒 ジ以な”其次ぎには命を大切 
t o LO 、l ®o §  A ^ o s f° 5 、： 6  一、 一  6  s  S  かいか S かいいた ル 
ば、 生死の 塲 、金銀の 事に 臨んで は、 かの 義理と S ふ おもき 物を 取 違へ 

、 、 、、〇 OC  〇〇〇  〇〇〇 〇〇 〇〇〇 〇〇 〇 〇〇〇 0 、〇 〇〇〇 

る ^ かし、 よ- CN て 生を 貪 5 利を 貪る の 事を ば、 心に とくめ じ 口 (C も S 

§ l:o L° vs ao to s ±o s  卜  spi  s  s  s i ° ” i) ° 容、 て 

利欲と S ふは 金銀の 欲に かぎらず、 身の 勝手を 思 ふは、 皆 利欲な う、 $ 
れば 命は 金銀よ $ 大切なる 物に あらず や、 勝手を 以てい はて、 命を い 
くる ばか $ 勝手 ic よき 事は なけれ ども' 義に 臨 4 では 塵芥よ 6 も輕 
/io やひ 5 ±3 0〇 歡如ぃ“卽 /1〇 _か辦&於 1:〇 ^〇 が、もとょ5大切のもの 
なれば、 常に 身の 養生を 愼み 、金銀 毛 あらく 費やし 用 a ざるは、 $ も あ 
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るへ き 事な $  3 れは とて 命を し、 金銀た つと しと 心に おも a 、 口に. も 
S ふは、 商賈 などには 似合 ひ^! るべ し、 士には ある 1 w じき 事な う、 (同上) 
此れに 由うて 之れ 5: 觀れば 、義を 以て 生命 金錢 等より 一層 高尙 なる も 
のとして、 凡を 士 た る ものは、 徹頭徹尾 義に ようて 立つべし とする 名の 
なう、 武士道の 根本主義が 義てふ ものに あうて 存 する 乙 と 彼れ が 論ず 
る 所の 如し •然るに 是れ實 に 儒 敎の大 骨 頭と S ふべき ものな $、 儒敎と 
武士道と 毫も 相戾る ものに あらず、 武士道は 我 邦に 淵源す と雖 も、 儒敎 
によ $ て 助成せられ、 益 i 發 達する に 至れる 乙と、 疑な きな う ® れ 又 鬼神 
を 論じて 日く、 

神は 正直なる ものと いふ 事は、 誰れ も 知れ ども、 聰明なる 事を 知らず、 
神 ばか h す、 と& ものは なし、 其 故は 人は 耳を 以てき けば、 耳の 及ば 
ぬ 所は、 師曠 が聰と いふとも、きかずしてあ$なん、目を以て視れば、目 
の 及ば ^ 所は、 離 宴が 明と S ふと も、 見ず して あうな ん、 心 あ 6 て 思慮 
すれば 顏 悟の 人と いふと も、 なほ 猶豫 あう ^ Y し、 神は 耳目をから ず、 


も〇給 〇る〇 て、 空、、 如、 云れ 〇誠 〇れ 、在、 極、 一、 思、 
私 〇ひ〇 、〇 其、 爸 、し、 云 ば 〇あ〇 ど、 し、、 め、 つ、 慮、 
欲。 を0 な〇 上、 や、 久、 _、 忽0 れ0 も、 端、 て、 の、 に、 
の〇 た、 〇 办〇 に、 水、 し、 へ、 ち0 ば0 元、 的、 目、 誠、 涉、 
さ〇 〇 獅^ 在、」、 く、 ば、 あ 〇感〇 よ、 に、 は、、 よ、 ら、 
は〇 我。 の 〇す、 つ、 な、 淸、 いじ。 う、 往 、や、 り、 す、、 
う〇心 〇 ぉ〇 が、 に、 れ 、く、 應0 感0 形、 來 、き、 得、 眞、 
な 〇 に 〇ほ〇 如、 か、 ば、 す、 ぜ 3 ず3 も、 し、、 物、 た、 直、 
け〇求 〇ふ〇 く、 よ、 一、 め、 ね0 れ0 な、 あ、 あ、 る、 に、 
れ〇め ◦べ〇 其、、 ひ、 つ、 る、 ば〇 ば0  く、 ら 、合、 德 、感、 
ば。 給 〇か〇 左、 て、 誠、 水、 ぉ〇 應〇聲 、ゆ、 又、 と、 じ、、 
‘〇 へ 〇ら〇 右、 す、 に、 に、 の 〇 す:0 も、 る、 時、 知、 眞、 
の 〇 ぃ、 〇ざ〇 に、 め、 渾 、は、 づ0 誠〇 な、 物、 を、 る’ 直、 
バ〇か 〇る〇 在、 る、 融 、其、 か0 な〇 け、 の、 も、 ベ、 に、 
か 〇に〇 な〇 す、 が、 し、 ま、 ら0 け〇れ 、體 、わ、 し、、 應、 
ら〇  う〇 が、 如、 て、 ぃな0 れ〇 は、 と、 か、 さ、 す、、 
天。 ぃ。‘ 。如、 し、 神、 月、 し0 ば。 人、 な、 す:、 れ 、是、 
地〇 へ。 う〇 く、 乙、、 と、 の、 是 〇感0 の、 り、 所、 は、 れ、 
の〇 ば。 と〇 な、 、、人、 う、 れ0 ぜ〇 見、 て、、 さ、 天、 二、 
神 〇  〇て〇 る、 に、 と、 つ、 天0 ず0 聞、 兩 、り、 地、 つ、 
明 〇 は0 神0 ベ、 至、 を、 う、 地0 感 ◦に、 間、 せ、 の、 も、 
>〇 神。 を。 し、！)、 わ、 て、 の 〇ぜ〇 は、 に、 ず、 間、 な、 
同 〇 明 〇 遠〇是 、〇 て、 か、 互、 妙0 ね0 及、 盈 、あ、 に、 く、、 
氣〇 の〇き 〇れ〇 は、 ず、 に、 用3 ば 〇 ば、 ち、 0、 極、 二、 
相〇舍 〇事〇 神〇洋 、譬 、光、 に0 應 っず、 ね、 の、 め、 つ、 
應〇 な0 と 〇の〇 々、へ、 を、 あ0 ぜ〇 し、 た、 ま、 て、 も、 
じ〇 う〇な 〇あ〇 乎、 ば、 ま、 ら0 ず〇 て、 う、 、、耳、 ミ、 
て。」 〇 思〇ら 。と、 水、 す、 ず 〇應0 た0 て、 に、 と、 為‘ 
毫 〇 ひ 〇 は。 し、 や、 が、 や0 ず0  あ、 現、 く、、 す 
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く  W ちじる しきぞ かし、. 但ノ相 感ずる 事な ^ c n° ば、 さる 事な かるべ し、 (駿 
臺雜 話卷之 一) 

彼れ は 此の 如く 神の 實在 を 信じ、 又 我れ に 誠 あるに ようて 之れ と相感 
應し 得る ものと せう、 其 他 彼れ が 著書 中に 散見せ る 格言と して 紹介す 
べき ものは 左の 如し、 

一 

〇 〇〇〇  〇〇〇 0 0  〇〇  〇〇〇  〇〇〇  〇  〇〇〇  〇〇  〇〇〇 〇〇〇 

天下の 法は、 寬大 にして 江河の 如くなる べし、 瑣細 にして 溝渠の 如く 
なるべからず' 江河は 大き RO していち じる ければ、 よけ やすし、 しかも 

0000  〇〇  〇〇〇 〇〇  〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇  〇〇〇  〇〇  〇〇 〇〇 

深廣にしてあなどう難き故に、犯し難し、溝渠は小5くしてしげ、れ 
ば' よけ 難し、 しかも 淺狹に して 近づき 易き 故に 犯し 易し、 

二 

00000000000000 
身の 文章は 言語よう 重きは なし、 

三 

學問は 勉勵を 要と す、 たく 急に して 迫 切なる を おそる、 義理は 涵 泳を 


<  〇 一〇 

に 〇 し 〇 日 〇 

道 〇て〇 い 〇 

を 〇死〇 き 0 
聞 〇 し 〇 て 〇 
き 0  —  0 は 0 

ィ " 〇 年 0  — *〇 

宜〇 い〇 日〇 

夕 〇 き 〇 の 〇 
に 〇 て 〇 道 〇 
死 〇 は 〇 を 〇 
し 〇  —  〇 盡〇 

ず 0 年〇 く  0 

も 〇 の 〇 し 〇 
絲>  道 〇て〇 
寿:  〇 を 〇 死 〇 
の 〇 盡〇 し 〇 
遺。 く〇 —。 
念つ し 〇 月 〇 

方 3 て 〇 いつ 

し 〇死〇 き 0 
' す 〇 て 〇 
か〇は 〇 
く  0  — *〇 
て 〇月〇 
は 〇 の 〇 
た 〇 道 〇 
と 〇 を 〇 
CAC  盡〇 


貴ぶ、 緩に して 懈 弛なる を戒む 、迫 切ならず、 懈弛な らず、 學者進 修の道 
に 於て 緩急 相 得て 背かざる に 近 かるべし、 

四 


五 

たく 改めても s  a わけの 立ち 難き 事 二つ あう， 士の死 ぬべき 塲をは 
づした ると、 ぬすみし 左る と、 此二つ は 一た び 其 事 あ 6 ては、 一生の 疵 
となうて、 其 人な がくす たうぬべし、 然れば 士以 家に 生まる、 者には、 
男女と も R 幼少ょ 6 節義の 事を 常に S ひ きかせて、 忘れ 3 すま じき 
4 わい、 

六 

00000000  00000000  000  0. 

君子の 行は、 士 たるに 始まりて、 聖た るに 終は る、 
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と 〇 重 〇  士〇 
義〇き 〇の〇 
に 〇 乙 〇 重 〇 
あ 〇 と 〇 ん〇 
う 〇義〇 ず 0 八 
に。 る 0 
あ 〇所〇 

れ0 の 〇 

ば。 も。 

‘の〇 
き 〇は。 

乙0 義〇 
と0 な 〇 
利 〇う〇 
に。 请〇 
あ0 賈〇 

ち 〇の〇 

重 〇 重 〇 
き 〇 ん〇 
乙 〇 ず 〇 
と0 る 〇 
利 3 所 〇 
に 〇 の 〇 

あつ も 0 

れ〇の 〇 
ば 〇 は.。 

輕 。利、。 

き 〇な〇 
乙0 う 0 
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七 

士 は 義 5:0 以て 職と なし、 商賈は 利を 以て 職と なす、 義利の 間士商 判る' 


九 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇  000  〇 0 00000  000000000 

士の 志す 所の ものは、 道な う、 守る 所の ものは、 義な 6、 富は 固よう 我れ 

〇〇〇  00  〇〇  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  00  〇  0 0 0  0  0  0  0 

の 欲する 所 なれ ども、 其 道に あらざる に 當 うては、 今日の 富貴 も、 明日 

00  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

之れ を棄て ん '生は 固よう 我れ の 欲する 所 なれ ども、 其義を 取る に 當 

0  〇〇〇〇〇一〇〇〇〇 ゝ〇〇 〇〇〇  0  〇 〇、®®®®® ® ®® ® ®® 

® ® © © ® ©® ® ® ® ® ® © ® ® ® © ® ® ® © © ® © ® ® ® ® ® 

ば， 天下 道よ $大な るは なく、 義よ $ 重きは なし、 死生 禍福に 至 6 ては _ 
© ® © ® @ © © ® ® ® ® ® ® ® ® ® ® ® ® ® © ® ® ® 

君子 以て 心と せざる もの あ i、 况や 一身の 奉に 於て を や， 


し 〇 へ 〇 も、 〇も 、帥、 凡 〇 
其、。 ば。 安、 〇の 、な、 を。 

根 〇植〇 ん〇 あ、 殳 、學〇 
を 〇 木 〇ぞ〇 る、 志、 は 〇 
固 〇 の 〇施〇 を、 の、 志 〇 十 
う〇地 〇す〇 聞、 至、 の 〇 — 
す 〇 に 〇所〇 か、 る、 立 〇 
る 〇 あ 〇あ〇 ず、 所、 た〇 
に。 る 〇ら〇 若。 に、 ざ。 

あ 〇 が 〇ん〇 し。 し、 る。 

る 〇 如 〇 や 〇 夫 〇 て、 を 3 
の 0 き0 然 3 れ 。氣 、患0 
み 〇 な 〇 う 〇學〇 之、 ふ 〇 
う 〇 と 〇 を 〇 れ、 力 〇 

必:〇 雖〇 好〇 に、 の〇 

ず0 毛〇 ん〇從 、足 3 
根0 志0 で0 ふ、 ら〇 
あ 0 を 〇 志 〇 未、 ざ 〇 
う 〇 立 〇 立 〇 だ、 る 〇 
て 〇 っ 〇 六 〇 志、 を 〇 
立 〇 る 〇ざ〇 立、 患 0 

つ0 に0 れ〇 つ， へ0 

則 〇本〇 ば0 て、 ず0 
ち0 あ0 善0 力、 夫、 

其 〇  道 〇 の、 れ、 

本 〇 根 〇 あ 〇 足、 志、 

を。 あ 〇 う ◦ら 、は、 
强〇办 〇 と 〇 ざ、 氣、 

う。 譬〇雖 〇 る、 の、 


亦 〇 鄙、 す 〇 に 〇 す、 今、 
其〇ん 、な〇 し 〇 」、 士、 
理〇 で、 う 〇 て 〇 た、 大、 
に 〇 之、 且 、內0 び、 夫、 
昧〇れ 、つ、 非 〇 其、 の、 
き 〇 を、 身、 に〇贋 、家、 
を〇棄 、と、 陽0 を、 古、 
見0 つ、 書、 善0 覺 、書、 
る〇 る、 器、 に。 れ 、名、 
な 〇 を、 と、 し 〇 ば、 器、 
ら〇 知、 孰、 て0 捨 、を、 
、 る、 れ 、陰。 て、 蓄、 
身0 か、 惡〇 、、へ、 
僞 CD 重、 な〇收 、ん、 
物 〇 き、 め、 に、 
た0 孰、 是0 ず、 は、 
る〇れ 、れ〇 身 〇必ヽ 
は 〇 か、 其 〇 の 〇 ず、 
恬〇輕 、身 b 言 〇 其 > 
と0 き、 を0 行0 眞、 
し 〇 書、 以〇に 〇 を、 
•て〇 器、 て0 至 〇擇、 
之 〇 眞 、天 〇 う 〇 ん、 
0  ( こ、 下0 て0 で、 
あ、 の0 は0 後、 
づ〇ら 、僞0 則0 之、 
る 〇 ざ、 物 〇 ち 〇れ、 
な0 れ 、と0 外 〇 を、 
し ◦ば、 な〇是 3 藏> 
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世 3 

豈〇 

卓 0 

乙 0 

篤 0 

學〇 

の〇 

に〇 

然0 

と 0 

け 0 

者 0 

學〇 

外 0 

と0 
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れ〇 

志 0 
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者 0 

物〇 

し0 

し0 
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を 〇 

m 
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立 0 
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第 

讀〇 
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る 0 
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窣 
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る 0 

得〇 

る〇 
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鳩 

俗 

る 0 

所0 

所 0 

る 0 

乙〇 

は 0 

某 

1 

な〇 

な0 

あ0 

ひ 

と0 

道、。 

m 

<  ° 

し0 

ら0 

ん〇 

b° 

而 、〇 

と 0 
深 0 

深 0 
し0 

を。 

信 0 

學 

說 

て 0 

や 0 

し0 

<  〇 

之、 〇 

ず 0 

> 

て〇 

し 0 

れ〇 

る 0 

し0 
て 0 

天 0 
下。 

て 0 
之、 〇 

を〇 
得 0 

て 0 

と C 

盖〇 

口 

能0 

れ〇 

る 0 

篤 0 

<° 

<° 

を〇 

乙〇 

さ 0 

書〇 

之0 

守 0 

と 0 

に 0 

を0 

れ〇 

る〇 

深0 

あ 0 

讀〇 

を0 

ZLO 

け 0 

bo 

む 0 

易0 

と 0 

れ〇 

道、 〇 

二 

も0 

ふ0 

堅 0 

ば0 

を 0 

八 

の 0 

る〇 

け 0 

信 0 

天、 ° 

乙 0 

れ〇 

れ〇 

ず 0 

下。 

と0 

ば 0 

を0 

る 0 

鮮〇 

な0 

一〇 

守0 

乙0 

し〇 

し0 

心 0 

る0 

と0 

十四 

駟 i£° i ao 5: o i  ¥忠 »° 於 i: ° |  名 £ 0@ l s s  M  S  厭 t: si 
@ . 

み、 

鳩巢が 務めて 節義を 說き、 忠孝を 論じ、 以て 世 道 人心に 裨益 する 所 あら 
んを 期せし は、 後世 人の 最も 感謝すべき 所な 6、 日本 詩史 S 之 四 〕 に 彼れ 
を 論じて 「甞 著„大 學新疏 、義人 錄 、駿 臺雜話 等 * 募 非 iio feo so 義； 維 J； 各 敎 %0 
也」 と S へる は 誠に 當れ ぅ、 然 6 と雖 も、 一つの 疑は しき も 0 あぅ、 他な し' 


彼れ が i «- 心 xj *- /i A rA ' ^A ^A l: A 各 ^ A 办 しこと' 是れ なぅ、 彼れ が 寄-一朝 鮮聘使 一 
二百 韻の 詩 中 幕府を 稱して 七廟と い ひ、 敢て 之れ を 天子に 擬す るの 嫌 
あぅ、 摩 島 松 南が 娛語 〔卷之 四〕 に 論じて 云く、 

か. l I: r  セ 蘄箏 か賢 か， むか ^ ， 6A iA ”^ ♦い - CA ” か ?: A ，△ふ △る J:A 
私 於‘ 緲齡 b 4 ^ T- か tA が 酽淝む LA 、铲 r  △ぞ妒 W 妒 妒 5:A , 
4 t- 14 Jd かか 齔 卜 撒 tA y 卜 か ” HA 妒ゲ緲 «A a" デ、 ^ r 

念 _£ S 迄、 S 忘 一  s、 

又觀闘 文集 〔卷之 下〕 を 見る に、 左の 驚くべき 記事 あ' •云く. 

有 * 井蘭齋 者， 在，， 京師； 今 則死矣 、素以 -，質 行- 稱、 嘗聞 其爲入 亦箇好 人、 其 A 
恒 言# ? ;0 JE0 Ifl0 m° ?:0 /llI0 、 ?L0 :f ° r m° 。 昭  £ 二 r ±° l  &  ’l ;#>0 p° i m0 ;& IE0 -«c ®0 

&、MM; 裳  s  5 &  二  £  si  ❺ 

p# l«:# r ii:A pA ffiA fi" ^A ?:A *A sA △二 ^ A 5A f i[" f ® A > p* ift* 論 一 愕然 驚、 感然愀 .如 
咖 , & ❺卜か ， か、””^^^^  P 卯-耳、 

鳥巢が 皇室に S する 見解、 果して 此の 如くな りと せ ば 其 大義名分に 於 
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て 誤れる 乙と 實に甚 しとな す、 彼れ が 又德川 家康を 尊崇す る 0 a sa 、. w 
)  に 豐太閤 を 貶 黜し たるは、 殊に 惜しむべし^} SA す、 其 太閤を 論ずる 言に 

一 云く、 

ノ  豐臣秀 吉は 、もとょ h 不仁に して、 暴を 誅し 、亂を 止む るの 兵に ては な 
|  けれど 名、 勝敗の 大數に 明かな うし かば、 師を出 だすに なにの 造作 も 
一  なく、 兵を 行る になに の 巧 計 もな く、 戰 となれ は、 必ず 功を 一 擧に收 む、 
\  遂に 兵を 頓して 日 ?: 曠 うする 乙と 5: きかず、 $ は ゆる 拙 rc して 速な 
\  る ものに 近し、 其將客 、恐く は 謙 信、 信玄の 及ぶ 所に あら じ、 然れ ども 11 
|  輕滑賊 の 人に して、 禮樂 慈愛は、 夢にも 知ら H-  6 し 程 ic 晚節 無名の 師 
一  を 興して 朝鮮を 征伐し •久しく 師旅 5: 暴露し' 多く 人民を 魚肉せ しか 
一  ば、 天下の 人心 離れ 叛き けう、 亦兵久 うして 收めざ るの 禍な う. (駿 臺雜 
一  話卷之 四) 

一 又 云く、 

|  かの 朝鮮を 征伐して 多くの 人を 殺し、 大佛 を 建立して 多くの 財 1: 费 


ず 〇東〇 之 〇啻〇 す。 太〇 る、 た 鳩 
と 〇 方 〇 れ〇に 〇 が 〇 其 〇 も、 る 巢 
せ 〇の〇 に〇以 〇如〇 鐵〇 の、 も の 
ん〇天 〇 倣〇 て0 き〇 勃0 あ、 の 太 
や。 地 〇 ふ 0 異〇眞 〇の〇 い あ 閤 
鳩 を 〇 て 〇 邦 〇に〇 氣〇 て、 る を 
巢吞0 奮0 人0 大0 を0 存 、を 非 
甚 吐つ 起 〇 を 〇和〇 洩〇 す、、 知 議 
し す 〇せ〇 驚つ 男0 す ◦當〇 る す 
く  る 〇し〇 駭〇兒 〇  RO 時 〇 ベる 
太の 0  〇〇 せ 〇 の 〇 由 0 海 〇しの 
閤 狀 〇る〇 し〇膽 〇な〇 內〇英 、言、 
を な〇も 〇 む〇 力0 し 〇 の 〇 雄、 一 
貶 し 〇の〇 る 〇 を 〇乃 〇爭〇 の、 理 
黜 と〇 あ0 に0 鍛0 ち0 亂〇心 、な 
しせ 〇 る。 足0 錬0 悉0 太0 事、 き 
之 ず0 な0 る0 す G  く0 閤〇は 、に 
れ 是 〇 办〇 の 〇べ〇 之0 に〇尋 、あ 
i これ 〇 太0 み0 き0 れ0 よ0 常、 ら 
反豈0 闇0 な 〇 震 〇 を 〇 う ◦儒、 ざ 
し に 〇が〇 ら〇天 〇驅0 て〇 者、 る 
て 千 〇 雄 〇ず〇 動 〇 う 〇平〇 の、 も 
大古 〇大0 又0 地0 て 〇定0 窺、 餘 
i こ の 〇の〇 永 〇 の〇武 〇 せ0 ひ、 （） 
家  一 〇氣〇 く0 大0 勇0 ら〇 知、 に 
康大 〇 勢 〇後〇 事 〇 を〇 れ〇 る、 貶 
を 快〇は 〇昆0 業0 海0 無 〇べ 、黜 
稱事 〇 殆〇 を 〇に〇 外 Q 數〇 か、 に 
揚 な 〇 ん〇 し0 し0 に0 の0 ら 、過 
し ら〇 ど0 て0 て0 示0 勇3 ざ、 ぎ 


やしぬ るは 天下の 害に て M を あれ、 國 家の 爲めに なに か 絲毫の 益に 
な る 事 ある ^ < 愚人の 耳目を 驚かす ばか- CS R て、 少し 心 ある 人は、 v' 
まの 世 迄 も 眉を しは むる e かし、 しかれば 末の世に 名を 遺す とは い 
へど、 ながき 譏を 招くなる べし、 (駿臺 雜話卷 之 三) 


て 日 
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しらず や 今日 光の 御廟、 屹 として 泰山の 如く、 國 々まで も 奉祀して、 仰 
ぎ 奉らざる はなし、 是れ乙 を 永代 不朽の 御名 # とはい ふべ けれ、 t れ 
に 別して ひとつ 感じ 奉るべき は、 かく ばかう 古今 R 傑出し 給 ふ 御 事 
にて、 御 在世の 內 、御自身の 聰明に 傲う 給は ず、 常 R 下の 直言 5: 納めさ 
せ 給 ふ Z: を、 眞の御 聰明と も 申し 奉る ベ けれ、 (同上) 

家康 固ょ 办 一世の 人傑なる に 相違な きも、 鳩巢は 殊に 之れ を 尊崇し、 其 
德を頌 する 乙と 一再ならず、 遂に 朝廷に 就いて 言 ふべき 乙と を 以て 之 

い 卜い  >心>心“、偶 _1 二宅尙齋が默識錄【卷之四〕を讀むに左の言あう、云 

く 

緲鈴を 緲 4 1 P そ i 系 鲈”彰 や 蟄 1一 i、 pA 緲 4 、其 罪莫が 容矣、 

と' 吾人 鳩巢が 革命の 議を なし、 事 5: 信ぜず、 然れ ども 彼れ が 皇室を 眼 
中に 置かざる が 如き 弊 あう しは、 蔽ふ ベから ざる 所な う、 但 i 鳩巢が 狙徠 
春臺 等と 其說を 異にし、 赤穗の 四十七士を 義人と 稱せ しは、 名 敎に裨 補 


鳩 

、△の 〇 す 思 〇 を 〇 け 〇 ば 〇 君 〇 巢 
に A 樂〇つ ふ 〇 ね ◦  捨〇を 〇 佛 
も △み 〇 る は 〇が〇 身。 つ 〇 す 0 敎 
及 △を0 は 同0 ふ 〇 を 〇 れ〇て 〇  ( こ 
ば △思 〇ょ じ 〇 も、 〇 捨〇ど 〇 親 3 對 
ず △ふ0 し か 〇世〇 て 〇 も 〇 を 〇 し 
名。 心0 さ る 〇を〇 ず 〇 其 〇す〇 て 
敎 っを 〇 も ベ 〇 す 〇 し〇心 〇 て 〇 は 
中3 も 〇 あ し0 て 〇 て 〇 は〇、 〇 左 
に 〇 す〇ら も 、。 は 〇 君。 佛 っの 
自0 て0 ば と 極0 世0 に0 に0 如 
然 っ、0 あ よ 樂 っを0 か 〇歸0  く 
の0 技0 れ  b  を 〇 す 〇へ〇 し 〇 言 
樂〇名 0 た 3 佛ね〇 つ 〇 父 〇て〇 へ 
地。 利 〇 、、〇 の が 〇 と 〇に〇 我0  i 
あ 0 に 〇 と 〇 敎ふ〇 も 〇 か 〇身〇 云 

る0 は〇 てつは も 〇い〇 へ 〇 —〇く 

ベ0 な 〇 も0 人淸0 ふ0 て0 つ0 
し 〇れ〇 捨〇偷 濁っ べ〇 其。 た 0 
何：） て 〇 つ 〇 を は 〇 か 〇 身 〇 す。 

ぞ、0 見0 る0 假 か〇ら 〇 を0 け0 
必〇よ 〇と〇 う は〇 ず0 ば0 む〇 
ず3 か0 な0 と れ0 世っ す0 と0 
し0 し 〇ら0 見 ど0 に〇 て0 お0 
も 〇 世 △ば 3 れ身〇 あ 〇 ぬ 〇 も 〇 
人 〇 を △第っ ば の3 う〇 に 〇ふ〇 
倫〇の △一 〇君樂 。て 〇 て 〇 は 〇 
を0 が △に0 父み0 名0 あ0 世0 
す ◦る △身3！: を0 利3 う0 を0 
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する 所な しとせ ず、 然れ ども 楠 正 成に 至 $ ては 又 稍 i 之れ を 貶黜 する の 
口氣ぁ i、 其 言に 云く、 

正 成 かくの 如く 絕偷 の材を 以て 聖賢の 道を 學びず して、 孫吳が 術を 
のみ 崇び しは、 遺恨と いふべ し、 德川 にて 自殺 するとて、 弟 正季と 最後 
の 一念を 語る 事 甚だ 陋し、 (駿臺 雜話卷 之 四) 


ず〇 た 〇ね〇 て、 〇 
い0 し0 が〇 事 〇 
づ〇と 〇ふ〇 物 〇 第 
れ〇も 〇 は 〇 を 〇  j 
も 〇い〇 ¢0 胃 |〇 

身 〇 ふ 〇 を 〇る〇 第 

の〇 べ〇 す〇 べ〇 ^ 

苦 〇し〇 つ 〇き〇 室 

樂0 云る0 人0 鳴 
を〇云 と 〇 倫 〇  f 
思 〇 さ 〇 い 〇を〇 1 

ふ〇 れ〇 へ 〇 す 〇 
よ 〇ば〇 ど〇て 〇  | 
う〇 昔 〇未〇 事 0 
起 〇 よ 〇 だ 〇 物 〇 
ら 〇  {〇 身 〇 を 〇 
ぬ0 佛〇を 〇離〇 
は〇 に 〇 す 〇れ〇 
な 〇歸0 て0 て〇 
し 〇 す 〇 え 〇 た 〇 
駿 る0 ぬ〇 く。 

臺人〇 よ0 己0 
雜 貴〇 6 〇れ0 三 

話 賤〇 起0 が Q  5 
卷男〇 り 〇往〇 
之 女 〇 て〇生 C 
五を0 樂 っ 極0 
い〇欲 〇樂〇 
は。 甚〇 を0 


日疋 れ宗敎 心の 利己的 方面を 道破して 頗る 其 肯繁を 得た る ものな $ 、固 
ょう宗 敎心 なれば 必ず 悉く 利己的な 6 と s ふを 得ず、 其 高 尙なる もの 
に 至うて は、 區 々たる 個人的の 藩 咳を 超絕 して、 全く 普遍的なる ものな 
6、 換言すれば、 絕對 的に 博愛 的なる ものな \ 然れ ども 滔々 たる 世俗の 
宗敎 心に 至 6 ては、 利己的の 動機に 本づ かざる もの 殆 ん ど 稀れ なう、 か 
巢普 通宗敎 家の 急所を 衝 き ^ 6: と S ふべ し、 彼れ 又 神道に 就いて 左の 
如く 言へ $、 云く、 

其 ^ 謂 道とは、 果して 何の 道ぞ や、 其れを して 聖人の 道に 合は ざら し 
め ば、 則ち 異端な' 吾 儒 72 る もの、 當に 力めて 其異 を辨 じて、 之れ を 非 
し、 人を して 他 岐の惑 あらしめ ざるべし、 當に 苟も 阿附 する听 あうて 


一  以て 我國の 道と なすべ から ざ るな ぅ、 其れ 5: して 聖人の 道に 合せし 
一  め ば、 則ち 神道 も 亦 儒な ぅ、云 云、 當に 儒と 並び 稱し V •之を 左右す ベ か 
\  らざ るな ぅ、 (鳩 巢集外 纂卷之 上) 

\  且つ又 其 守る 所を 述べて 云く、 

\  直淸が 愚の ごとき、 i 5L o # 0o ito J: 〇 勤 P L 〇 . 齡 於 & 學を學 とする を 知る 

00  0  0 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇 0 ,0 

のみ、 誓つ て 此れを 以て 一生を 終へ、 以て 天下の 道 乙れ に尙 ふるな し 
\  となす、 筒 上) 

一 彼れ 深く 儒敎を 信じ、 儒敎 以外の 道の 如きは、 其佛敎 たると、 道敎 たると、 
一將た 又 神道た ると を 問は ず、 皆 斷じて 之れ を 信ぜず、 故に 其 守ろ 所に 篤 
一 y  W  r へへ い いこ &  V、 配 ® A と崇 外と 0 訾は、 恐く ば 其 免れざる 所なら 
V 尙ほ 最後に 鳩巢が 立敎の 態度を 瞥見す るに、 槪して 消極的な り、 換言 
一 すれば、 i JhA ^ な 4、 故に 最も 自由の 行 爲 を嫌惡 する の 傾向 あ 6、 乃ち 論 
じて 日く、 

j A 〇 卜 s o n o w o so _5s&s ao 5: 〇 如 如 s° 疏し宋 の 時  S  に然 かぃ 
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其 〇 て、 ざ、 


始〇 

之、 

る、 

め 0 

れ、 

の、 

自〇 

を、 

み、 

由 0 

制、 

说、 

な 0 

す、 

や、 

る 0 

る、 

目" 

と〇 

ひ 

の、 

自〇 

と、 

色、 

由 0 

な、 

を、 

な 0 

け、 

欲、 

ら〇 

れ、 

し、 

ざ〇 

ば、 

耳、、 

る 0 

則'、 

の、 

と。 

ち、 

聲、 

Ko 

其、 

を、 

あ 3 

ふ 

欲、 

る 0 

惡、 

し、 

を。 

に、 

四、、 

要 0 

陷、 

肢、 

す 0 

る、 

の、 

る 0 

ひ 

安、 

の 0 

と、 

逸、 

み 0 

亦:、 

を、 

一〇 

難、 

欲、 

〇〇 

か、 

す、 

の 0 

ら、 

苟、、 

自〇 

ず、 

も、 

由 〇  fflo 以、 
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■A JS:> n- 4?4v *- sll^lls4 H:o s£ *o #o ?:o i to s 

0 0 0  0  o o .o  〇  〇  0 0 00 0 0  〇 〇〇 〇  o o o : ° o : o £o 、 o .of ; 〇 

と 自由なる と 自由なら ^' ると を 見て、 然ぅして 後， 一生の 成就 卜すへ 
L0 、 を かや 下 か 人い， P に、 未だ 擧動 自由にして、 能く 身を 立て 名を 墜 

ざ か  i  &  かぃ ^ 古稱 す、 S  #  A  S TO 砂  i < o 、i  S  i  A  S  S V.O 

00  〇、  、、、、、、、、、、、、、、、、、  ノ,、 9. :° :° llo o>  9 - 

が 如し、 安んぞ 自由にして 惡に 流れ ざ る もの あらん や 士大夫 好 人た 

000000000000  〇、 009 〇 00  0  002 >9  P」、 ,0 〇  25 =0 — 

る 乙と を 欲せ ざれば 則ち 已む 苟も 好 人た る 乙と を 欲せは 凡そ 言行 

00 0 0  〇 〇 〇  〇  〇  〇 〇 〇 0  0  0,0  0 :° 0 0、9P )0 0 .0 30 0 :0 >° 

動 ^ 須く 規矩 繩 墨の 中ょ 6 過ぎて 常に 畏れ 忌む 所 ある 力 如くなる 
h so to A to 、 乃ち 善く 久しければ、 之れ に 處る乙 と 安し、 然らざ れば縱 
CA 未だ 科を 犯し 咎 を 招いて、 大 惡に陷 るに 至らざる も、 亦 終に 一無狀 
の 小人と なりて 乃ち 已まん 、譬 へば 匠 人の 器を 製す るが 如し、 規矩に 
由ら ざれは 方、 方を 成さず、 圓 、圓を 成さず、 無名 無用の 器物た るに 過ぎ 


る〇は 0 
べ〇凶 3 
け 〇 人 〇 
ん3 と 〇 

や 0 な 3 

極 3 る 0 

れ〇 の 〇 

ざ 〇端〇 
る 〇な〇 

ベ 〇 $  〇 

け 0  —  〇 
ん〇つ 3 
や 〇 の 〇 

S 不0 

編自0 
鳩 由0 

巢 
文 
集 
卷 
之 


十 


は 3 
吉〇 

人 つ 

と。 

る 0 
の 0 
端 3 
な 0 
bp 
戒。 
め 0 
ざ ¢3 


若し 自由の 二字を 以て 放蕩 無 賴の義 とせば、 眞に鳩 巢の言 ふ 所の 如し、 
私れ xd』 か： 4 各個 人の 發展に 必要なる 行動を 束縛せ ざるの 義 とす 
A  N I かにして、 必ずしも 放蕩 無 賴の義 とすべからざる なう、 若し 一槪 
いか 4 卜 £  ££ い C」 ’ か i ゆ •  £ 皆 i かい S か 取心 い” 
办心' 此點よ 6 之れ を 言へ ば、 鳩 mo 以徂徠 0O 自由主義と 相反し、 形式 R 拘 
帕 LO 、 卽配： &  S --0 か S P る p i ° 復た疑 な & な ふ、 
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第 一 篇  第 六 窣室鳩 巢—第 四 鳩 巢 門人  『『二八 

第 四 鳩巢 門人 

大地 昌言、 字は 士兪 、一の 字は 行甫、 通稱は 新 八郞、 奚 疑と 號 す、 又 遜 軒、 東 川 
等の 別號 あう、 加賀の 人、 鳩 巢の外 甥な 6、 彼れ 幼に して 學を 好み、 年 僅 
に 十二 三に して、 善く 文を 屬 し、 詩 1: 作る、 新 井 白 石 之れ を稱 して 千里 
の 駒と いへ 6、 長ず るに 及んで、 事大 小と なく 鳩巢を 以て 法と なし、 容 
»' 卜 脩む る 乙と に 於て 深く 心を 用 ひ、 居る 常に 道に あら ざれば 言は 
i-o ifo J  S 妒 i° 如れ & 你 咖 ず、 動 ih 〇 進退 必ず 禮 あう、 是を以 て 士大夫 皆 其 
を 德い 服す、 眞に 君子 人と S ふべ し、 寶曆二 年 5: 以て 歿す、 享年 六十、 著 
はす 所奚疑 遺稿 二卷 あり、 (燕 臺 風雅 拔抄) 奚疑、 鳩巢の 遺命に ょう 鳩巢 
文集を 編輯し、 唯  > 其 前篇を のみ 完了し、 其 補遺と 後編とは 未だ 成らず 
して 歿せ $、 其 事は 伊東 澹齋が 前篇の 叙に 詳悉 せう' 

中 村 蘭 林、 名は 明 遠 •字は 子晦、 通稱は 深藏 、蘭 林は 其號な う、 又盈進 齋と號 
す、 姓は 藤 原 氏、 江 芦の 人、 幕府に 仕 ふ、 彼れ が 父玄悅 、幕府の 醫官犮 う、 是 


を 以て 蘭 林 も 亦 初め 玄 春と 稱し、 父の 業を 修め、 著は す 所醫方 綱紀 三 
卷あ う、 然れ ども 彼れ 醫官た る ?: 好まず、 其 志す 所 寧ろ 儒官 72 るに あ 
う、 嘗て 歎じて 日く、 士君子 世を 濟ふ、 奚ぞた だ 醫のみ ならん やと、 乃ち 
幕府に 上 言して 儒官た らん 乙と を 請へ ども、 允 3 れず 、居る こと 數 年、 
幕府 之れ に 命じて 侍 醫を以 て經 筵の 事 5: 行は しむ、 是れ 蓋し 特 恩に 
出 づと雖 も、 亦 其 志に あらざる なう、 延享四 年に 至うて 始めて 醫を改 
めて 儒 員に 擢んで らる、 此時蘭 林 年 正に 五十 有 一、 彼れ が 得意 想 ふべ 
きな う、 彼れ 寶曆 十一 年を 以て 歿す、 年 六十 五、 著は す 所學山 錄六卷 、講 
習餘筆 四卷等 あう、 蘭 林 鳩 巢に學 ぶと 雖も、 鳩巢の 如く 固く 宋說を 守 
い 於、 ノ {一 蘅か w ffl- 铷 COA 齡 h 4 一酚ヤ か P か. レ 妗炯い 、(先哲 叢談 卷 
之 七、 續 近世 叢 語 卷之一 、前篇 鳩巢文 集 叙) 

綾部 綱齋 、名は 安正、 字は 伯 章 * の 字は 惟 木、 通 稱は進 平、 豐後杵 築の 人‘ 幼 
にして 穎悟、 其 父 道 弘に從 つて 書を 受け、 長ず るに 及んで、 京師に 遊び、 
伊藤東涯、 北 村 篤 所に 從っ て學ぶ 所 あ う、 後 又 江戶に 到う 室鳩巢 ?: 見 

第一 篇  第 六韋室 鳩 巢！ 第 四 鳩巢 門人  一一 一一 九 


第一篇  第 六 聿室鳩 集— 第 四 鳩巢門 人  二三 〇 

て 大に悅 び、 乃ち 弟子と なう、 主として 洛閩 の學を 治め、 旁ら 服 部南郭 
に 從つて 詞章を 講ず、 後編 卷之 十三に 鳩巢が 送 序 あう、 頗る 其 人と な 
6 を 知る に 足る、 綱齋性 剛直に 一して 謹恪 、身を 奉ずる 乙と 淡 薄に して、 
家を 持す るに 法 あう、 人の 窮乏を 視ては 、賑卹 をな し、 唯-及ば ざらん 乙 
とを 恐る、 のみ、 嘗て 杵築 藩の 龍溪 公に 仕へ、 能く 輔弼の 道を 竭 くせ 
う、 時に 詩 あう、 云く、 

春暉歲 々匆 ，報、 細 草 指 关是寸 心、 

蓋し 其 志を s ふなう、 彼れ 寬延 三年を 以て 歿す、 享年 七十 五、 著は す 所 
家庭 指南 一卷 あう、 綱 齋が 二子、 長を 富阪と S CA 、 次を 剛 立と S ふ、 皆 一 
家を 成せう、 門人 三 浦 梅園 獨 創の 見を 以て 世に 顯は る、 (近世 叢 語卷之 
一、 後編 鳩巢 文集 卷之 十三、 鑒定 便覧 等) 

河口 靜齋 、名は 子 深、 字は 穆仲 、一 說に 名は 光遠、 字は 子 深、 通稱は 三 八、 靜齋 
は 其號 なう、 又苧 山と 號す、 江戸の A 川 越 侯に 仕 ふ * 曆四年 十二月 十 
六日を 以て 病歿す， 享年 五十二、 麻布 六本 木の 善學 寺 ^ 葬る、 著す 所斯 


文 源流 一卷 、靜齋 筆記 一卷等 あり 溫知 叢書 第三 編に 收 載せう、 別に 靜 
齋文 稿の 著 あう と. S ふ、 門人 植木 筑峯 、近 藤西涯 、岩 瀨華 沼、 及び 伊東 好 
義齋 最も 世に 聞 ゆ、 i 定便覽 、名人 忌 辰錄 、諸家 人物 誌) 

伊東 澹齋 、名は 貞 、字は 知 量、 通稱は 貞 右衛門、 長 門國豐 浦の 人、 好 義齋の 養 
子な り、 晚年悠 哉と 號 す、 明 和 元年 九月 廿 一日を 以て 茲す、 享年 六十 六、 
(一 說に 七十 一、 又一說 に 五十 餘) 著す 所性理 節要鈔 あ 6、 澹齋の 功は 鳩 
巢の 文集 及び 經說を 編纂せ しに あう、 文集 中 前篇は 奚 疑の 編輯に 係 
ると 雖も 、之れ を 上 木せ しは 澹齋な う、 補遺と 後編とは 蘭 林 之れ を刊 
行 せんとせ し气 不幸 痪に 罹り、 復た 起つ 能は ざるを 自覺 し、 澹齋を 召 
び 囑す るに 彼れ が 志を 繼 ぎ ilt 事を 成す を 以てす、 澹齋 乃ち 補遺と 後 
編と を 編輯して 之れ を 世 R 公に せう、 (文集 叙 記、 續諸 家人 物 誌、 II 定便 
覽) 

淺岡芳 所、 名は 朝、 字は 之蓂二 の 字は 子 喜、 小字は 喜藏芳 所は 其號な 6 武 
州の 人、 河 越 侯 R 仕へ て 儒官と なる、 明 和 中に 歿す、 著は す 所經說 及び 
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文章 あう とい ふ、 或は 日く、 彼れ 業を靜 齋に受 くと、 又 補遺 鳩巢 文集の 
叙に ょれば、 澹齋の 門人なる が 如し、 姑く 疑を 存す、 (塵 定便覽 ，續 諸家 人 
物 誌、 慶長以 來 諸家 著述 目録) 

奧村修 運、 字は 子復 、通稱 は 源左衞 門、 祿 三千 石、 

靑地齊 賢、 字は 伯孜、 一の 字は 伯强、 通稱は 藏人、 兼 山と 號す 、祿千 石、 著は す 
所* 山麗澤 秘策 八卷 あう、 

靑地禮 幹、 字は 貞叔 、通稱 は 藤 太夫、 齊 賢の 弟、 文集の 補遺 〔卷之 一〕 に 贈，， 青地 
貞叔一 序 あう 云く、 

泊 や 吾れ 其縝 栗に して 齊莊 なる を 愛す' 叔や 吾れ 其 恢弘に して 疎 
通なる を 愛す、 禮を 好み、 義に 近づ &、 古道 自ら 處う 、卓 然として 以て 
自ら 流 俗に 異なる 乙と ある ものに 至うて は、 二君 之れ を 同う す、 皆 
一國の 選な $、 

小谷繼 成、 字は 勸善、 一. の 字は 勉善 、通 稱は伊 兵衞、 

以上 四 人は 本と 羽黑牧 野の 門人な うし％、 牧野 歿して 後、 皆 鳩巢に 師 


事せ ぅ、 (斯文 源流を 參看 せょ) 

河口 仲賓 •白 河 侯に 仕 ふ、 

兒玉圖 南、 薩 摩の 人‘ 文集の 後編 〔卷之 五〕 に P 兒玉圖 南 0 詩 あり &云 く、 
ffi> •か々 か 不^ T 凉 ' 蕭颯歲 云 秋、 滄 溟雲黑 鯨 r 浪 、古渡 月 殘客喚 私、 
腰 下 泣 k 鳴 & 剣； 驛邊立 萬 賦 n 登樓； 南中 舊友如 相 問、 爲道夢 思感， ，昔 遊； 
圖 南の 門人に 山 田 君 豹ぁ う 、補遺の 跋文を 作れう、 

中 根 東 里、 名は 若 思、 字は 敬 父、 通稱は 貞右衞 門、 東 里は 其號 なう •伊豆 下田 
の 人、 彼れ 嘗て 鳩巢に 師事す と雖 も、 後 又 陽 明學に 轉ず 、其 事蹟 及び 學 
問は 日本 陽 明學派 之哲學 〔第二 篇第六 章〕 に詳な う、 
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第五 鳩 巢關係 書類 

鳩巢 先生 行狀 大地 玄昌撰 

翁草卷 四十 I に收 載せぅ 
文集 叙 記 伊東 澹齋著 

前篇 鳩 巢 文集の 首め に 載す る 所の 澹齋が 叙は、 鳩巢の 事蹟を 記述し、 
併せて 昌言が 經歷に 及ぶ、 以て 參考に 資すべき ものな ぅ、 

鳩巢 先生 年譜 
鳩巢傳 

鳩巢 先生 墓誌 大地 昌言撰 

鳩巢集 外 纂卷之 下に 收載せ i、 

先哲 叢談 〔卷之 五〕 

近世 叢 語 〔卷之 三〕 

日本 詩史 〔卷之 四〕 


I  北 窓 瑣談 〔後篇〕 

一木 門 十四 家 詩集 
一儒學 源流 
I  日本 諸家 人物 誌 
一 近代 名家 著述 目錄 
I 瀨田 問答 

|  溫知 叢書 中に 之れ 5: 收載 せり、 

大日 本 史料 原稿 
一隱 林傳滥 井 太 室 著 

\  野史 〔第二 百 五十八 卷〕 

甘雨亭 叢書 
一大 日本人 名辭書 

一松 陰 快 談長野 豐山著 

| 鑒 定便覽 
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五 


\ 


王 

陽 

明 


都 〇人〇 

自〇胸 0 

埋〇 中 〇 

倒つ 各つ 

了  〇有〇 

。 i。 

聖〇 
人 0 

M°o 

go 

信0 

不〇 

k° 
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近世 大儒 列 傅 〔上 卷〕 

日本 名家 人名 詳傳 〔下〕 

R 本 之 哲學者 (英文) ノ少 クス 氏 著 

事實文 編 S 之 七〕 


第二 篇 惺窩 系統 以外の 朱 子學派 
叙  論  . 

藤 原 燿窩が 一た び 朱 子學を 京師に 唱へて ょ i 其 源流滾 々として 盡く 
る 乙と なく、 僅かに 半世祀 を經 るに 及んで、 已に我 邦に 於け る 思想の 
大潮 流と なれん 其 脉絡關 係 S かんは、 大要 第一 篇 中に 叙述せ 办、 然るに 
惺窩 系統 以外に 於て 單獨に 朱 子 學を唱 ふるもの 往令 之れ あ $、 其 重 4 
なる ものは 中 村惕齋 、藤 井 懶齋、 貝 原 益 軒の 徒にして、 是等は 皆 木 下順菴 
兩 森芳洲 、室 鳩巢 等と 大抵 同時代に 出て しもの な A、 惕齋、 懶齋， 益 軒の 徒 
は 其數 多の 著書に ょ h て 當時名 敎を裨 補せ し 乙と 少しと せざる な々. 
懶齋 は筑 後の 人、 嘗て 醫 術を 以て 久留米 侯に 仕へ しも、 或る時 一 患者を 
療し、 其 起たざる を 見、 自ら 思へ らく、 治 5: 誤ぅて 此に 至る と、 乃ち 慨然 匕 
を 投じ 醫術 に斷 念し、 儒を 以て 家を 成す、 其學、 紫 陽を 主と し、 米 川 操 軒 及 
び 中 村 惕齋と 友た 6、 著は す 所 本朝 孝子 傳、 國朝諫 諍錄の 類、 皆 志， 名敎を 
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裨補 する にある もの、 如し、 然れ ども 彼れ が一 家の 學說 として 見る ベ 
きもの あるな し' 故に 今 惕齋と 益 軒と を 擧げて 以て 惺窩 系統 以外の 朱 
子學 派と S す、 


第一章 中 村惕齋 
第一  事蹟 

惕齋 名は 之欽 、字は 敬甫、 小字は 仲二郞 '或は 云 ふ、 七 左衞 門と稱 すと、 惕齋 
は 其號な う、 京師の 吳服屋 の 子な う、 彼れ 童子た h し 時ょり 身を 持す る 
乙と 厚 重に して、 嬉戯 5: 好 t ず、 長ず るに 及んで 唯 i 篤實を 務め、 浮 靡を 喜 
ばず、 彼れ が 家 本と 市中に あう しも、 惕齋其 喧囂を 厭 a 、 遷 i て 閑 靜の地 
に 居う、 日に 門を 杜ぢて 心を 大業に 潜め、 學を 論じ 文を談 ずるの 外は、 敢 
て 人と 交際 ?: な S ず' 獨逸 語に 所 js 「ブ リグ 丨卜 、ゲレ 丨， テル」 として 極 
めて 單調 なる 生活を 成せる もの、 如し、 或は 彼れ を 以て 阿 州 侯の 儒臣 
とすれ ども、 其 眞否 疑な しとせ ず、 彼れ 元祿 十五 年 七月 廿 六日を 以て 病 
歿す、 享年 七十 四、 洛 北の 一條 寺村圓 光寺に 葬る、 著は す 所講學 筆記、 四書 
鈔說 、五 經 筆記、 四書 筆記、 讀易 要領、 三 器 通考、 三 器考 略、 愼終疏 節、 追遠疏 節， 
姬 鏡、 本朝 學制考 等 凡を 五十 餘種あ 6、 亦 朱 子學派 中の 一大 家と v' ふを 
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得べき な 6、 

惕齋 幼年の 時 句 讀の師 あ $ しと 雖 も、 朱 子學に 就 S ては 別に 常師 あら 
ざ $ しが 如し、 恐く ば獨學 自修に ょうて 得る 所 あ 6しものならん、名人 
忌 S- 錄 〔上 卷〕 i 惕齋を かて， 原 益 軒が 門 A- と 卜れ ども、 4 憑すべき 根據 
あるに あらず、 又 澀井太 室の 儒林傳 R 惕齋を 以て 山 崎 闇齋の 門人と す 
る も、 亦 全く 誤聞に 出づる ものな \ 

|  惕齋 、博物 洽聞な $ と雖も 、德 行を 修め、 名 敎を裨 くるを 以て、 己れ が 任と 
なし、 純然たる 道學 先生の 態度 あう、 雨 淼芳洲 日く、 

佘鼋 卯の 時、 米 川 儀 兵 ® 中 村迪齋 、藤 井蘭齋 、俱 に經學 を 以て 京師に 敎 
授 す、 信從 のちの 衆し、 ® 窓 茶話 卷 中) 

\ 迪齋は 惕齋の 誤な $、 思 ふに 惕齋 在世の 時、 伊藤 仁 齋古學 を 京師に 主張 
し、 一世を 振撼 する の槪あ う、 此時に 當うて 固く 朱 子學を 守うて 仁齋に 
對 する もの、 京師に 惕齋 及び 米 川 操 軒の 徒 あるの み、 又 日く、 

佘少歲 の 時、 明經を 以て 志と なす、 中 村 米 川の 諸 儒の 如き 固ょう 博學 


る 〇 を、 
謹 〇以ゝ 
嚴 、。て、 
亦’。 之、 
以 〇れ、 
て 〇 に、 
篤 〇名、 
行 3 づ、 

の〇  く、 
鄕〇 ベ、 
先〇 か、 
生 〇ら、 
と0 ず、 

な〇然 、〇 

す 〇れ〇 
ベ 〇ど〇 
し〇も 〇 

今、 其 0 

は、 身 0 
則、 を〇 
ち、 立 〇 
斯 、つ 0 
人、 る 〇 
な、 卓 0 
し、 偉〇 

同自0 
卷 ら0 

中修〇 
一 〇〇 


I:  室 鳩巢又 惕齋の 人物を 論じて 日く、 

I;  聞く、 洛 下の 宿 儒 中 村惕齋 先生なる もの あう、 隱 居して 經を 家に 講ず、 
|  1 に 皆 朱 子を崇 尙 し、 其五經 論孟 等の 書 ic 於け る、 皆 筆記 あう、 篤 學の 
人な う、 其 後 惕齋已 に 沒し. 京師の 學 、大に 變ず るて と 今に 三十 年、 猶ほ 
人を して 先輩の i を感 慕して 自ら 已まざ らしむ、 (中 村 氏 五經 筆記 序) 
又 日く、 

惕齋 京師に あう、 其 學行 頗る 人の 爲めに 信ぜら る、 (答 „ 牧野 先生 一書) 
一又 日く、 

l 1IO «o ?^ ??p ^ ?:o lt^ LO 、：l s0 l^ &o t0 ffio ll CDO i ffio ^ to IA -:o LO 、i® 
角 淸左衞 門 * ) 

鳩巢は 此の 如く 屢* 惕齋の 人格と 學問 とを 稱揚せ &、 是れ 一は 其 同じく 
宋學を 崇奉 する に 由る と雖 も’ 亦 以て 當時惕 齋の儒 林に 名望 あ. リ しを 
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察知すべきな- OV、 然れ ども 惕齋 1: 0 子弟を 敎授 する 5: 好 ^ ず、 退いて 獨 
& 學を 講じ、 道を 樂み 、閉戶 先生を 以て 自ら 擬 し、 頗る 山中 獨 善の 風あ夂 
是を以 て 鳩巢其 所爲を 非議して 日く、 

11- 昏艷か レ 0  "ilj 弘卜 ひ い〇,  h 辦“い 0A か 卜, ^ 
く辭 して 見ず、 彼れ 志を 求め、 獨 3 善く せんと 欲す、 故に 此の 如し、 亦 一 
の 道な う、 然れ ども 朋來た る ものは、 君子の 樂む 所、 麗澤の 益、 相觀 るの 
善、 古ょ. CN 學に志 ある もの、 皆 之れ を 急に す、 4 "物を 絕ち 、人を 拒 r に 偏 
にして 遁 思を 以て 自 £ 遂 C れ ば、 則ち 罪を 大 4 至 正の 敎に 得て、 自ら 
知らざる な 3、( 答 „ 遊 佐 次 郞左衞 門 | 第二 書) 

惕齋は 實 に 市 隱と稱 すべき 生活を 成せ 6、 故に 門人の 如きは 殆ん ど & 
るな し、 門人と しては 獨う增 田立齋 あるの み、 立齋 名は 謙 之、 字は 益 夫、 阿 
州の 人、 講學 筆記の 序 及び 惕齋が 行狀を 作れう、 先哲 叢談 〔卷之 四〕 に 云く、 
惕齋 、伊藤 仁齋 ょう 少き 乙 と二歲 、韻 颃名を 齊 うす、 當世稱 して 日く、 惕 
齋兄た 6 難く •仁 齋弟た う 難しと、 
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中 村 惕齋は 忠信 篤實 なる 學者 なぅ、 旁ら 樂を 好んで 音律に 精し' 朱 子 
のい ふ處 、もし 孔子の 道に 戾らば 、朱 子に 欺かれた i と 思 ふて. 朱 子に 
隨はん 杯と  S  へる を 見れば、 勘 AO 口 0 g 0o fflo ^ ^o z.o io l a: ^o &o no *o ()o 、 

又 彼れ が 商家に 生長しながら s かに 財 利 it 淡泊な ぅし かは、 如 下の 事 
實にょ $ て 之れ を 知るべきな $、 先哲 像傳 〔卷 三〕 に 云く、 

嘗て 家 4 卜^^ ^ か  &  4 かい  v il- 4  & A" i: i> h  ‘  へ、 ム^! * 2 
か、 Li ぃ S  いいぐ 4 ぃ ◊ liju  s  &  s  &  i  S 阶 

〇 、 ;o 11 o t 919 、〇  〇 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 為、、、 

る甚 ;2 不 慈な i とま * 意と せす、 これ ょ 3 家 產 零落に 及ぶ といへ ど 
も、 志 S ょ-^ 高く、 性 理の學 を 修め、 禮義い 」 踐 行 しで 篤 か 办 4 1 い 稱か 
いい、  ^ 
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此れに 由ぅて 之れ を 觀れば 、惕 齋退隱 して 人と 爭は ずと 雖も、 其名聲 0 
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又 彼れ が 他人に 對して 如何に 深厚なる 同情を 有せし かは、 思 齋漫錄 〔上 
卷〕 に 叙述せ る 逸事に よつ て 明かを う、云 く、 

ある時ほど近§家に、火を失しけるに、を$ふし惕齋の家、風下な$し 
かば、 親戚 門人 驚きて 馳せ 集う しに、 忽ち 風 ふ & かは \風 上と なう、 今 
は 類燒の 憂な しと 衆み な 心を 安んじ 相賀 する に、 惕齋 ひ とう 却て 憂 
ふる 色甚 しければ、 人々 あやしみ、 其 故を とふに、 其 火 もとの 人 V 今 ま 
0  h な うと 0 、心を 安んじ、 油 斷の— 俄に 風 かは ^ し 事な れは、 喜 忽 
ち 引き かは うて、 3 ぞ 周章し、 措 & 所を 失は るべ しと、 思 ひやうて 憂 ふ 
るな h と 答へら れしに よ- CN、 集 n る 人々 感じて、 いを ぎ 火 もとに 馳せ 
行き、 防ぎた すけし と、 ある 人 かたられし、 

尙ほ又 惕齋の 人格 S か / L は 彼れ が自 像の 題 詩に よ 6 て 彷彿す るを 得 
べし、 云く、 

fllo ^o 雙 {が 胡 爲者 、億 萬 民生 俱策驅 、耆耋 弃材 P 世 計； f ° 槃林曲 •永 言 娛、 
彼れ が 超然と して 名利 以外に 脫 出し、 一生 學者 としての 淸 節を 持せ し 
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は •他人の 容易に 企及す る 能は ざる 所な う、 又 彼れ が 女子 敎育 に裨補 す 
る 所 あらんを 欲し、 姬 鏡の 一書 2: 著は したる が 如き、 其 功績 决して 鮮少 
な.* C\ とせ 5' るな う、 
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第二 學說 

惕齋 が學說 として 紹介すべき は、 主として 講學 筆記 ic あ 3、 講學 筆記は 
寧ろ 語錄の 如き ものにして、 毫も 秩序 的に 學說を 立てた る ものに あら 
ず、 然れ ども 言々 句々、 彼れ が 躬行 實踐 の餘に 成る 所に して、 後世の 學者 
を裨 益す る 所 少しと せず、 就. 中 仁愛、 存養 省察、 死生 等に 關する 見解の 如 
& は、 殊に 趣味 あるを 覺 ゆ、 因 6 て 左に 之れ を 擧 r、 

一  仁愛の 說 

吾儕學 を する rJ と、 私に 克ち 己れ を 推す の 功に 於て 少しく 試みる 所な 
& にあらず と雖 も、 而も 未だ 其 力を 得ず、 所， 謂 ® 充と い ふ 乙 とに 於て は、 
則ち 未だ 嘗て 其 旨 趣 S かんを 知らず、 竊に 嘗て 之れ を 思 ふに、 是 れ勒、 た 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

仁者の 大公 博愛の 意味 氣 象を 知らざる k 由るな ぅ' 之れ を 知らざる 所 
§ 0〇 4〇 0〇 .、办 *〇 ?:〇 办 〇〇 6〇 0〇 知 *〇 *〇 妁 «〇 «〇 5:〇 斷 5〇 か办.| 5〇 如 6〇 、心 5: 立 
つるの 道 S かん 按ずる に、 程 子 言へ る あぅ、 日く、 人只自 6 私して 自家の 
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し を、 た、 S、 領0 先0 き 看3 
其以 、ん 、私、 と 〇 づ〇は て® 得0 
善 て、 と、 欲、 な 〇 張 〇凡〇  —® て Q 
を纔 、欲、 の、 す0 子 ◦を 〇 例® 佗3 
共 に、 す、 由、 ベ0 の0 事〇 に® 底0 
に 私、 る、 う、 し0 所 〇 に 〇 看® を0 
せ 欲、 は、 て、 然 、謂0 學〇れ ◎小 Q 
ん を、 猶 、生、 ら 、天0 に 〇 は® に0 
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欲ず、 家、 る、 れ 、の 〇 つ〇小 @  了0 


する の 心なし、 苟も 人と 共に する の 心なき ときは、 則ち た ビ獨 6 己れ を 
利す る ^ とを 要する の ^ ならす し 1: 、 己れ が 是 とする 乙と ^ 」 視て 亦 ® 
々として 自ら 足れ 6 とす、 猶ほ 終日 訟庭に あ A て、 人と 對 頭し、 曲直を 爭 
辨して 、己れ を 伸べ、 人を 伏 するとき は、 悅んで 以て 志を 得 ^ {とする も 
の、 ごとし、 是を以 て 一時 己れ を 推して 人 R 及ぼす と雖も 、而もし ばら 
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-  0000000000000 
く あ 6 て 復た物 我相隔 つるを 見る、 今 廓 然として 其軀殼 を 私する の 心 

を 忘れて、 一 R 天地の 爲めに 箇の 心を 立て 定め、 己れ を 以て 天地 間の 一 

COO  〇〇  00  〇  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇  0 0 0  〇 〇〇〇 

人と なして、 其 是非 利害に 於け る、 己れ が 自ら 知る の實 なる を 以て 人を 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇 

處し 、人、 己れ を視 るの 公なる を 以て 自ら 處して 、愛 惡僻む 所な きとき は、 
其 心の 發用、 殆んど 彼の 造 物 者と 上下 流を 同ぅ す、 凡を 事に 應じ 、物に 接 
する の 際、 我 仁愛の 被る 所に あらず と S ふ 乙 となし、 乃ち 人情の 欲すべ 

j  、、弋 、為、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、為 > 

& 所の ものと 雖も、 皆 公共の 心を 以て 之れ を 視る ときは、 則ち 眞情自 ら 
一發 見して、 之れ に 處 する 乙と、 各 i 其 宜し & 所を 失は ず、 私情 自ら 縮 退して、 
一之れ に 克つ 乙と、 亦 其 力を 容れ 易し、 未だ 復萌の 念 あるを 免れず i' 雖 も、 
亦 以て 漸くに 之れ を遏む べし、 其 己れ を 推して 人に 及ぼす もの も、 亦 中 
一心 油然と して 人と 其 利を 共に し、 其 善を 共に する M とを樂 0 、豈に 其 惟 

_  p 

、、、、、、為、 ^ 、、、、、、、  > 

:  し 去る ZL と 難から ずして、 又 能く 後に 保つ Z1 とを 得 ざら / 1 や、 其れ 能く 

、、、、、、、為 ,% 、、、、 ,% 、、、、  、、、、、、、、、、、、 

一 此の 若くなる ときは、 則ち 我 惻隱の 情、 類を 以て 之れ を擴 めて 其 本 量に 
一 充つ べし、 夫れ 學を なすの 大本 旣に 立つ ときは、 則ち 善 端の 發見、 皆 此れ 


000000000000000000000000000000 

に 由 $ て 擴充 して 以て 己れ に 全うすべ し、 又 此れに 由 $ て 推し 去 $ て， 

000 0 0 〇〇  00000000000  〇〇〇  〇〇〇 〇〇  0000 

以て 人に 及ぼすべし、 其 不善なる もの も、 亦 此れに 由うて 克 治して、 以て 
天理に 復るべ し、 又 此れに 由うて 己れ を 盡 くし、 實を 履み、 言行 相 顧みる 
ときは、 則ち 以て 誠を 己れ に 存して 、物を 感動すべし、 百行 萬 事、 皆 此れ (CO 

000000000  〇〇〇  00 C 0 0 00000 

由うて 進修 して、 以て 吾 仁を 全うする に 庶か るべ し、 

®  ®  ©>©  ®  ®  ©®  ®  ©©©'©©  ©@©©@0©©©  ©%©-© 
一！  k  日 I  S  b i) © 、 &0 R O AO か  ih so t 0 6 0 00 ,^ ^ o 影 no to 0o «o fflo 

Ao s  S LO へし、 s  伽 4 a o ひ i o fio i) o £ 5o 6o ll 0o s ^ 若し 此 
理を 明かに せず して、 徒に 直を 秉う 、平を 持して、 以て 物 我を 一にせば、 則 
ち 公に 似て 公に あらず、 只 是れ絞 直の み、 其 弊 或は 父の 罪を 訐 S て、 以て 
直とす る もの  あう、 竟 に奔々 蕩令 として、 以て 都て 仁と 交渉な きに 至る、 
此れ 惟 >私 な きを 以て 公と する 乙 とを 知 $ て、 而して 人心 本然の 生 意を 
以て 主と する 乙と を 知らざる が 故な う、 竊に 謂へ らく、 入 身は 是れ 生氣 
の會に して、 心は 是れ 生理の 府、 若し 能く 吾 身を 放ちて 同じく 天下 人の 
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第二 篇  第一 窣中村 惕齋— 第二 學說  二 五 〇 
間に 置き、 吾心の 本然の 德を以 て 天地 萬 物に 體 するとき は、 則ち 外、 物 我 
の 私を 容れず 、內 、形氣 の 欲を 生せ ず、 普 博 公平の 中、 自然に 惻 m 慈愛の 意 
ぁん 乃ち 仁た る 所以な ¢ 5 云、 凡そ 君子の なす 所、 常に 生 機を 存す、 云 5 
凡を 小人の なす 所、 皆 殺 機に 歸す 、故に 愛を 施す 乙と あう と雖 も、 而も 愛 
し 得て 公なら ず‘ 是を以 て 喜ぶ もの 未だ 饜かず して、 怨みる もの 隨つて 
至る、 且つ 往々 其 愛する 所以の もの、 適に 以て 之れ を 害する に 足る、 况や 
其 私する 所に 厚き ときは、 則ち これを 公に 奪 ふ 乙 と あるを 免れず、 是を 
以て 其 愛 亦 殺に 歸す るの み、 凡 4 、四 端の 善、 感に隨 つて 應 ずと 雖も、 然れ 
ど^ P 皆 惻隱の 情に 由うて、 以て 其 頭を 起す、 便ち 是れ 天地の 生 機、 少しも 
息 1; 乙と なきものな $、 學者 切に 戒めて 生 機を 擊つ乙 と 勿れ、 須 らく 生 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 

機の 發動 にょ 6 て 皆擴 めて 之れ を 充つ べし、 此れ 乃ち 仁を 求 1; るの 要 
なう、 這 箇の 工夫、 豈に 人と 是非 曲直を 爭ふ rJ とを 知うて、 軀殼の 外、 恝然 
として 憂 ふる 所な きもの \ 能く 與に する 所な らん や、 夫れ 天地の 大德 

00  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  000  0  S 

を 生と S ひ、 人心の 全德を 仁と S ふ、 其. 理 一な う、 聖人の 天に 繼いて 人を 
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〇  〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇  〇  〇〇〇  000 

由 $ て 生じ、 由 6 て 活 する 所の ものな 6、 故に 直 R 人心を 以て 仁と なし、 


治む る 所以の 道 * 〇 者の 義に則 $、 己れ を修 仍 ひ 所 § 0〇 ?±〇 、卽 S  # feo io AO 
や、 仁を 尙ぶ のみ、 

程 子 日く、 心は 腔 子 裏に あらん Z1 とを 要すと、 又 日く、 滿腔 子是れ 惻隱の 
心と、 又 日く、 仁者は 天地 萬 物を 以て 一體 となす、 己れ にあらず と s ふ ^ 
となき な 6、 と、 今 此三 言 ?: 看 得て、 其 旨 相 串き、 渾て 一片と なさん 乙と を 


心の 德を以 て 仁を 訓 す、 朱 子の ^ 謂 仁は、 是れ此 心の 德、 才か に此 心を 存 
し 得る と S は、 即ち 仁なら ざる ものな しと、 亦卽 ち是れ なう、 人 能く 常に 
箇の 心を 收めて 腔 子 裏に あるときは、 則ち 心、 其 所に 安ん ずる rJ とを 得 
て、 腔 子 裏に 充滿 す、 乃ち 其充滿 する 所の も 0 、 皆 吾 惻隱の 由うて 發 する 
所な う、 滿ち 得る rJ と 十分に 至る ときは、 則ち 觸れて 應 ずる 所、 思 ふて 及 
ぶ 所、 細と なく、 大とな く、 皆惻 £〗の情にょうて以て發見流行ハ、其れ此の 
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如くなる ときは、 則ち 天地の 大、 萬 物の 衆と 雖も 、吾 仁の 包ぬ る 所に あら 

一  〇  〇〇〇  〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇 〇 〇〇〇 〇〇〇  0000  0  0  0  0  0  0 

ざるな く、 吾 慈愛の 貫く 所に あらざる なし、 豈に以 て 一體 とする ものに 
I: あらず や、 若し 天下の 事物に 於て 慈愛惻 ffi の 情， 未だ 應せず 、未だ 及ば ざ 
|  る 所の もの あら ば， 是れ 吾本 心 滿腔子 裏、 未だ 十分なら ざ るの 故な^: N、 何 
:  ど 能く 天地 萬 物を 以て 一體 とする 乙と を 得ん、 然れ ども 其 未だ 腔 子に 
滿穴ざ る 所以の も のは、 乃ち 只 箇の心 或は 物の 爲めに 誘は れて 、放逸し 
一て 外に あう、 或は 物の 爲めに 繫がれ て、 其 鄕に安 ん ぜざ るに 由る、 故に 學 ■ 
一一 者 能く 敬を 持し、 獨 を愼ん で、 以て 物欲を 克ち 去りて 箇の 心を 操存 して、 

一 常に 腔 子 裏に あるときは、 則ち 心、 養 ふ 所を 得て、 生理 滋 息し、 惻隱の 由 i 
:て發 する 所、 漸く 以て 滿腔子 十分に 至るべし M 程 子の 三 言を 看 得て、 相 
二 串 S て 一とな 3 んと 要する もの、 其 意 此の 如し、 程 子の 所， 謂 滿腔 子是れ 
惻隱の 心とは、 只 是れ 人身の 生氣を 以て 仁の 體 段を 語る に 過ぎず 一 盖し 
人の 一身、 生氣の 貫かず と S ふこと なし、 故に 觸 る V 處 必ず、 痛 癢を覺 ゆ、 
人 此れに ょうて 滿 天地 此理 本と 充塞し、 生氣®  く 貫通す る 乙と を 知う 


天 。て、 一。 盡〇是 0 を5 故 以〇も 私 
の 〇  E、 に0 し0 れ〇 避、 に の 〇必欲 
仁〇を 、其 0 天 〇人〇 け、 愚 も0 ず 之 
心〇仁 i 生〇 萬、0 心 〇ざ、 又の0 之れ 
な〇れ 、成 〇 物0 本〇 る、 嘗 を0 れを 
$  0 み、 の 〇 を0 然〇 も、 て 亡0 を 隔 
t。 民、、 功。 生0 の。 の、 謂 ぼ0 患つ 
と 〇 を、 を 0 成0 德〇 な、 へせ0 へる 
は〇 仁、 賛 。す ◦愛、。 し、、 ら ど0 て 《 か 
X 〇ん 、す。 る0 の。」、 く、 も、 〇以爲 
の〇 で、 る 0 の 〇理〇 己、 八、 而0 て め 
生〇 物、 に。 外0  Ro を、 生、 も0 療 な 
道。 を、 あ。 他、。 ょ〇以 、を、 之0 安 K 
な 〇 愛 $ ら〇心 0  ho て、 好、 れ〇を 身 
う〇し ミず0 な0 て0 之、 み、 を0 求體 
ffio む、 と。 し。 發〇れ 、死、 患0 む； の 
〇  ii、  い〇  而、 〇す〇 を、 を、 ふ0 心 〇不 
の〇 す、 ふ〇 し0 る〇言 、惡 、る0 術0 仨 
み 〇 所、 乙 〇て〇 も 〇 へ、 ま、 乙0 の 〇 未 
以〇 緩、 と〇 人0 の〇 tf、 ざ、 と0 不〇だ 
て〇 急、 な0 の0 な〇 私、 る、 を0 仁 〇廢 
天。 の、 し、 道 〇う〇 意、 も、 知0 は、 〇用 
德〇 序、 垣、 と。 、の、 の、 ら0 則〇に 
に〇 あ、 し、 す0  み、 な、 す:0 ち 〇 至 
配 〇 る、 其、 る 〇  然〇 し、、 哀〇 我〇ら 
す 〇 の、 親、 所 0  れ〇 利、 む0 が〇ず 

ベ 〇 み、 を、 以〇  ど〇に 、ベ0 人〇と 

ち 。生0 親、 の0  も0 趨 、き0 プ 2 〇雖 

と。 と、 も。  實0 う 、 か〇 る〇 も、 
ち 〇 は 〇 し、 の 〇  に。 害、 な、 Q 所〇而 


v 5M- a> ぐ 1 § い ^ Ja" ◊。い！^ るを 求めん と 欲する のみ、 然れ ども 1?, 人の 
6 ば、 人の 痛痒 己れ が 身に 關せず 、若し 人心の 德 、本と 人 己を 隔てざる に 
由うて 之れ ?: 觀る ときは、 則ち 所 JS 木 頑 不仁なる ものな う ' 身の 痛癢， 
相 貫かざる は、 風邪 之れ を 障 ふるが 爲め なう、 人 己の 憂歡、 相 關せざ るは 
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|  は、 則ち 至大なん 至難な $、 而して 其 由 6 て 出づる 所の 源は、 卽ち 我心に 
一 #) o 0、ll IIO t:o ^o l  I  如 ^ 、 動 so no iro 柄 如  §  1 % 〇 、 响  § i) o ao no ^ *o 5ro ao to ^° 
一 ] HO \ LO ^o no 2:o AO i:o ffio to ^o 私 00 00 如、 i  k  阶勤 $0 50 ?) O MO 勤む i) o 、i no ^lo ^o MO 
: s no s  =  s  : i° s: s ^ 4  #  £  い、 日 s  i AO 0o s 

™  〇  〇〇〇 o 

る 所以な i、 

i  〇 存養 省察の 說 


一に 次 r H: を 書を 讀み、 理を窮 むる の 功、 固ょり 涵養を 以て 本と なす、 然れ 
j  ども 見聞 講 討の 積、 淺深 あう と雖 も、 皆 分に 隨つて 以て 開明す る 所 あん 
一明 かなる 所旣に 多き ときは、 則ち 又 相 照して 以て 進む 乙と. を 得、 若し 夫 
i  れ 躬行 實踐の 工夫は、 卽ち 常に 其 進み 難う して 退き 易き を 患 ふ、 特に 其 
一賴 $ て 進む 所の ものは、 專ら 涵養の 功を 主として、 其 常に 存して 失は ざ 
|  る 所以は、 則ち 又 省察の 力に あう、 故に 中庸の 首章、 戒懼愼 獨を以 て 道に 


!體 す •るの 要と なす、 戒懼は 存養な 6、 愼獨は 省察な'. 自 £ 修む るの 士 、必' 
ず此兩端を以て並に其功を施して、須臾くも忘るべからざらかレ欲わ， 
今嘗み に 二者の 名義に ょ i て 其 略を 論じて 日く、 所 _ 存 養と ^0 1 :む” 
此心 5:0 操存 して、 之れ を 涵養す るの 謂 ao な 6 、蓋し 心の fi たる、 本と 靜か 
，にして、 天理 完く 具は る、 心 1: 操 6 て 之れ を存 するとき は、 則ち 湛 然の靜 
一體 ，失は ずして、 天理と 涵 泳す、 滋息長 養を 得る 所以な i、 其 功を 用  >  レの 
一法は、 此 心を 收歛 して、 之れ を 純一に し、 之れ を淸虛 にし、 以て 常に 團々 惺‘ 
々ならしむ、 是れ 固に 內に 向つ て 之れ を存 する 所以な 4、 衣冠 整齊に 、容 
貌嚴肅 に、 門を 出で、 は 賓の 如く、 事を 承け ては 祭る が 如きの 類の 如き、 
亦 皆 外の 恭敬 k 由-て、 其內を 養 ふ 所 ル ^5い‘_||1如、| «0 如 ]£0 10 和 
ときは、 是れ存 養の 全 功 ^ 〇 う、 蓋し 其 統體の 工夫た るを 以ての 故に、 體用 
|  を 包ね、 動靜を 貫く、 而して 又 省察の 地た る 所以な う、 且つ 存 養の 要は、 其 
成熟の 效を 見る にあう、 若し 養 ふて 熟せざる ときは、 養を 貴ぶ 所な し、 然 
一 れども 其 熟せざる 所以の ものは、 又 其 功を 用 ふる 乙との 間斷 あるに 由 
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i て なう、 夫れ 出入 時な うして、 其鄕を 知る 乙と な & ものは、 心なう、 其 機 
の繫る 所、 至危 にして 測るべからず' 故に 操ら ざれば、 之れ を舍 つると な 
し、 存せざ れば、 之れ を C ぼす となす、 其舍て 、顧みず d ぼして 尋ねざる 
が 若き は、 亦 甚だしから ず や、 云云、 人心 旣に養 ふ 所 あるときは、 其 善を 髖 

〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇〇  CV 

充し、 其恕を 推し 去る も、 亦 皆 力を資 る 所 あ i、 靈根 、滋息 を 得る と S は、 知 
識啓發 して、 耳目 聰明な う、 故に 理を 窮め、 知を 致す の 功、 亦 由 $ て 進む 乙 
とを 得' 格 物 愈-精し & と & は、 涵養 愈>熟 す、 故に 先 儒 謂へ らく、 此二事 互に 
相 發 すと、 若し 存 養の 功、 深く 造る ときは、 至密 、屋 漏の 地と 雖も 、亦耻 づる 
所な く、 至靜 未だ 賭 聞せ ざるの 時と 雖も、 亦戒懼 する 所を 忘れず、 是の如 

〇〇〇 〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇  〇〇〇  0 0 〇〇  〇〇〇 〇〇〇 

くなる ときは 則ち 至 靜至密 の 中 自ら ffl 然として 味から ^ る も の あう 
て、 頑冥に 陷らず 、乃ち 能く 靜 中の 動を 存す 故に 其發 する に 及んで や、 喜 
怒哀樂 、皆 節に 中る 乙と を 得、 是を以 て 能く 中和の 德を 致して、 天地 位し、 
萬 物 育す るに 至る、 是れ聖 學の極 功な 5 、所， 謂 省察とは 何 どや、 自ら 警省 
檢察 •する 所 あるな- CN、 專ら發 用に 屬して '之れ を 施す I と將に 動かん と 


する の 始めに あ 办、 存 養の 間に 備ふる 所以な う' 云云 •人心の 體. 未だ 始め 
ょ*^ 靜なら ずん ば あらず、 19 i 其 用に 發 する もの' 靜にょ $ て 動く ときは、 
正 ^ $、 動に ょ-^ て、 動く ときは、 妄 /2 $、 是れ 人の 常に 動 R 失する 所以， な 
6、 故に iio AO is to ぃ ' tlo AO l  s  s io ぃ ^ S  篆び  s  s  I SO 
o, ro _.p* )o o )o o、 ;o ,9*o  0000、  、、、、、、、、、、、、  、 E c. t 
る ^ 以の もの 冬 亦茲に あるな 6 蓋し 敬に 居て 以て 心を 存す るは、 固に 

其 靜體を 涵養す る 所以な う、 省察の 功、 13- きに • ， T' と ^ い、 於 ル ト い riz、 41 
の 存否を 察して、 以て、 提撕 收歛の 敬を •い、 外、 かか 歎 - か い 4 い V ル ◊か 
非 正 偏の 幾を 審に し、 或は 事旣に 週ぎ て、；^  t い S" い， い 察 ヤ 、IJ to 50 M 

0 〇、、，2,  O9 o o o o fo io o o、 to oooooo o o 〇〇〇〇、 、 、 、 

& は 則ち 心 止まうて 靜か なトノ 、靜 かなれば、 欲 退 $ て理 見は る、 故に 凡を 
事 必ず 心 一た び 靜かに して、 乃ち 之れ に應 ずれ. •にへ 女 動い t ジ、4 ち 
是れ此 /■. をして 其 動 中の 靜を 失は ざら しむる wx 以^ s  P、 苟も 一時の 察 
せざる あら ば、 其 主宰を 失 ふて、 以て 此 身を 檢 する I となし ' 念の 察せ 
ざる あら ば、 其權 度を 失 ふて、 應接其 正を 得ず、 彼の 存 養を « 繼し、 私欲を 
克 治す るの 功、 亦 並に 其 察せ ざ る 所に 廢す、 若い か 察 かか、 其 ■い 致 t- i' 
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乙、 其、 ち〇 を、 は、、 つ 〇る〇 敬 〇の〇 む、 れ、 う、 に、 
ふ、 心、 心〇察 、私、 も 〇  Ro は 〇雪〇 の、 能、 て、 見、 
當 、を、 の〇し 、欲、 其〇よ 〇 心 〇 の。 效 、く、 離、 其、 
に、 立、 德〇 て、 な、 功 〇 る〇 を〇 如0 窮 、此 、れ 、前、 
存 、つ、 周〇其 '、う、 亦。 而 〇操〇 き0 む、 の、 ず、 に、 
察、 る、 流0 欲、 故、 存 〇う〇 う〇の ベ、 如、 豈 、參、 
を、 乙、 し 〇 を、 に、 養 〇し〇 て〇み か、 く、 に、 は、 
以 、と、 て〇克 、其、 Ro て 〇仁〇 原 ら 、な、 惟、 う、 
て、 當 、慈。 ち、 理 、歸〇 省 〇  i こ。 ぬず、 る、‘、*、 
要、 に、 愛〇 去、 を、 す 〇察〇 體〇る 是〇 と、. 令、 }こ、 
と、 仁、 曁？ ら 、存 、蓋、 克〇 す〇に れ 〇  S、 R、 倚、 
な、 を、 ば〇 ず、 し、 し、 治 0 る〇夫 に 〇 は、 し、 る、 
す、 求、 ざ〇ん 、て、 理、 所。 れ 就〇存 、て、 を、 
ベ、 む、 る。 ば、 以 、は、 亦〇以 〇理0 い〇察 、省、 見、 
し、 る、 所0 あ、 て、 本、 皆 〇 の0 は 〇て〇 並、 し、 る、 
立、 を、 な 〇 る、 心、 心、 敬0 要0 是0 夫〇に 、事、 に、 
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行、 其、 る0 す〇も 、を、 し〇  く0 是0 ほ 〇 に、 み、 目、 
は、 功、 ベ。 る 〇 の、 害、 て 〇 敬 〇 心0 紅 〇 就、 な、 と、 
れ 、を、 し、 〇と〇 先、 す、 之 〇を〇 の0 爐 。う、 ら 、常、 
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か ◦し0 况〇 事0 ま、 義 、高、 す 
ら〇 て、0 ん〇 な0 办 、未、 の、 る 
ず〇 遺0 や 〇  ◦て、 た、、 人、 と 
勇 〇 體〇性 〇 遺〇而 、正、 是 、き 
未 を〇 を 〇體0 し、 し、 に、 は、 
だ 〇辱 〇滅〇 を0 て、 か、 於、 又 
全 〇 め 〇 す 〇奉 ◦後、 ら、 て、 其 
か 〇 ず 〇 る 〇 行0 死、 ず、 未、 未 
ら〇乃 〇を〇 し0 に、 し、 だ、 だ 
ず 〇 ち 〇 や 0 て0 就、 て、 其、 死 
し 〇 孝 〇 其〇 之0  く、 反、 是 、す 
て 〇 穴 〇 死 〇 れ〇 と、 う、 否、 ベ 
遺〇 〇果〇 を0  §、 て、 を、 か 
體〇其 〇 し 〇 敬 Q は、 其、 决 、ら 
を 〇 死 〇て〇 せ0 死、 勇、 せ、 ざ 
愼〇或 〇是〇 ざ0 に、 を、 ず、 る 
ま 〇 は〇な 〇 る0 果 、害、 し、 の 
ず 〇非〇 る 0 と0 せ、 す、 て、 義 
ガ 〇な 〇と〇 き0 る、 る、 遽 、あ 
ち 〇 る 〇  So は0 に、 も、 に、 る 
不〇と 〇 は C 毀 〇 あ、 の、 死、 を 
孝〇き 〇則〇 傷0 ら 、あ、 に、 疑 
ブ 2〇 は 〇ち〇 す0 ず、 6、 就、 ふ 
办〇 則 〇 義〇ら 〇 や、 ん 、く、 然、 
二、、 ち 3 正 3 且 〇嗚〇 若、 と、 れ、 
つ、 義〇し 〇 つ0 呼〇 し、 き、 ど、 
の、 未 〇  く  〇 不0 死〇理 、は、 も、 
も、 だ 〇 勇 〇孝〇 生〇旣 、恐、 苟、 

の、 正 〇全〇 な 〇は〇 に、 く、 難、 

疑、 し ◦う 〇 う〇 大〇定 、ば、 過、 


似の 間 R あ h て 之れ 1: 辨ず る Z. と審 なら ざれば、 相違 ふ 乙と 霄壤 す、 死 
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旣に 其當に 死すべき 5: 見て、 自ら 許す に 死 ?: 以てし、 再び 深く 之 n を 察 


"未だ 其效を 得ざる ときは、 亦當 R 只 自ら 其 之れ をす る 乙との、 未だ 着實 
一なら ず、 且つ 其 未だ 備に 困勉の 味を 嘗めざる 乙 とを 咎むべ きのみ. 豈 に 
"又 他 術 あらん や、 

一三 死生の 說 


て D な は 

b  m 

を〇然 〇 ろ 
輕っれ 〇 安 
ん〇 ど〇ん 
ず 〇も〇 じ 
る 〇 其〇て 
の 〇 志 〇 死 
失 〇 趣 ◦に 
あ〇 常0 就 
!>〇 に〇か 
故〇此 0 ん 
に〇に 〇是、 

事〇 あ0 れ 

に 〇る〇 又 
臨〇と ◦理 
ん〇 き0 の 
で 〇 は0 疑 
義0 未3 は 
を 〇 だ0 し 
擇 Q 時〇 き 
ぶ。 の0 も 
に 〇 宜〇の 
は0 し0 厚、 
心。 §°  & 
を〇 に0 に 

虛〇稱 S 從 
う 〇 は 〇 ふ 
す 0 ず〇の 

る 〇 し〇義 


一を 以て 至要と なす、 云云、 

一 

I  四 神明の 說 

一天 地の 神、 洋々 浩 々として、 人を して 齊明盛 服して、 以て 祭禮に つか ふま 

一 

一つら しむ、 然れ ども 人心 神速 靈 妙の 至れる に 比すれば、 猶ほ汎 然として 
一未 だ 親切なら ずと なす、 且つ 天監の 明、 幽暗と 雖' 照らさず と s ふ 乙と 
j  なし、 然れ ども 人 猶ほ視 て 以て 彼是の 別 ありと なす、 若し 夫れ 心の 神明、 

、、、、、、、、、、、、、、為、、 ヽ、 > 、、、 > 、、、、 〇〇 

j  己れ にあ 6 て 自ら 知る ときは、 則ち 將に 之れ を 奈何せ /L とする や、 嗚呼 

一 〇 〇〇 〇〇〇 3 〇〇  〇〇  〇〇  〇〇〇  00  〇〇  〇〇〇  〇门 〇 〇〇  〇  C 

畏るべ くして 罔 ふべ からざる？ p のは、 我心より 嚴な るは なし、 尊む y  く 
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して 過ぎ 穴る は、 復た改 むべ からず、 事旣に 迫 まぅて は、 决せ ずん ば あ』 
ベから ず、 明哲の 君子に あらざる ょぅは、 孰れ か 能く 眩惑せ ざらん、 云云 
若し 一時の 見る 所、 是非 相半ばする ときは、 則ち 其 苟も 生. を 貪ら 4 ょ 6 


屋〇奉 〇を〇 事 〇 下 〇の〇 し。 
漏 〇す〇 竊〇を 〇 の 〇 地 〇 て 〇 
の C る〇む 〇な〇 地 〇 放 〇忽〇 
耻〇を 〇 の 〇 し 〇 に 〇 置 〇 に 〇 
ち〇忘 ◦智〇 て0 居0 す0 す0 

ざ 〇 れ〇 の〇 僥0 き 〇 ベ 〇 ベ0 
る ◦ず 〇み 〇悻 〇毫〇 き。 か0 
に 〇 し 〇故〇 し0 釐0 の0 ら0 
ち 〇 て 〇 に 〇 て 〇 も〇 .時し ざ3 
か 〇而〇 道。 以〇 穢0 あ0 る0 
、〇し 〇 を ◦て〇 濁0 る〇 も0 
る 〇 て 〇學〇 免 〇 の 〇乙〇 の 〇 
ベ 〇後〇 ぶ〇る 〇犯〇 と0 は0 
し 〇 に 〇 も 〇 、〇す 〇 を 〇 我 〇 
云 操 〇の〇 乙 〇 に 〇得〇 心。 
云 存〇— 〇 と 〇 忍 〇 ん〇よ 3 
の 〇 言 〇を〇 ぶ 〇 や 〇う〇 
功 〇  —  〇 要 〇 べ〇 又 〇 重 〇 
其 〇 動 〇 す 〇 け 〇 安 〇 き 〇 

力 〇の〇 る 〇 ん〇ん 〇は〇 
を 〇 微〇も 〇 や 〇 ど 〇 な 〇 
得。 と。 の〇 彼0 此0 し 尸 
る〇雖 ◦は 〇 の0 身 〇 安0 
乙 〇 も。 皆0 自0 を？ ん0 
と 〇亦〇 耳 〇 ら〇以 〇ぞ〇 
あ 〇我〇 を〇 貪0 て0 閃 $ 
办〇天 〇掩〇 胃0 須0 躱: 
て 〇君〇 ふ〇玷 3 臾〇 す。 
以〇を 〇 て 〇 汚 〇 も 〇 ベ 〇 
て 〇 尊 〇 鈴0 の0 卑0 き 〇 


是等 惕齋の 見解、 毫も 朱 子學の 範圍を 出で ずと 雖 も、 大抵 皆着實 にし 
て穩 *« 頗る 其 肯綮を 得た る もの あ-^、 乃ち 其篤學 者な 6 しを 察知す 
べし. 彼れ が 言 辭の間 >  近世 的なら ざる もの あるの 理由を 以て 其 旨 意 
の 眞摯に して、 且つ 實 行に 益 ある Z: とを 忘るべき にあらざる な 6 
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第三 惕齋關 係 書類 

惕 齋行狀 一卷增 田 立齋撰 

其槪 要は 先哲 像傳に 轉載 せり、 

先哲 叢談 〔卷之 四 j 
先哲 像傳 〔卷 三〕 

近世 叢 語 〔卷之 五〕 

諸家 人物 誌 
鑒 定便覽 
橘 窓 茶話 〔卷 中〕 

名人 忌 辰錄 〔上 卷〕 

鳩巢 文集 
閑散 餘錄 〔卷之 上〕 

大 3 本人 名辭省 


!  日本 名家 人名 詳傳 
i  事 實文編 〔卷之 十九】 

I  思 齋漫錄 〔上卷 一 
|  近代 名家 著述 目錄 

一 慶長以 來 諸家 著述 目錄 

) 

一 儒 林 傳涟井 太 室 著 
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第二 章 貝 原 益 軒 

第 I  事 1 頃 附貝原 氏 家系 畧圖 

| 貝 原 益 軒は 日本に 於け る 朱 子學派 中 0 巨擘な う、 益 軒、 名は 篤信、 字は 子 
| 誠、 小字は 久 兵 * 益 軒は 其號な う、 初め 損 軒と 號す、 後、 或る人の 勸め にょ 
一う 改めて 益 軒と 號す とい ふ、 筑 前の A 黒 田 侯に 仕 ふ、 益 軒、 寬永七 年 (紀元 
I  一六 三 Q 千 一月 十四日を 以て 福 岡 城 中の 官舍に 生まる、 父は 利貞 、寬齋 
I と號 す、 黑田 侯の 醫官 たう、 偶 i 存齋 遺集を 覽 るに、 左の 詩 あう、 云/、、 

\  稱 筅 考萝 美德- 

j  1 1  . ¥0 屯 ^ 〇 J feo l  IJI fto .  %i *o iso 盡  Is  事； 安樂 瘍 中自， % 

一 lit れこ由 h s し 之 rl を 觀れば 、寬齋 人となり 謙德 ありて、 自得す る 所 あ 6 
一し が 如し、 母は 緖方 氏、 益 軒は 其 第 四 男に して、 三人の 兄 あう、 長は 家 時、 山 
一三郎と 稱す 、其 事蹟 詳 ならず、 次は 元 瑞 、存 齋と號 す、 次は 義質 、樂 軒と 號す、 
一存 齋、 樂軒 共に 學名 あう、 益 軒 幼ょり 警敏に .して 殊質あ 6 ヘ甫 め九歲 にし 


像 宵 之 軒 益 原 貝 
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\  r」 兄 存齋に 就 S て 書 i: ® み、 多く 暗誦を 成す A 千 譜 ic r じく 
\  如 如 . 妒奶|| *0 參 ^ &|#勤 «0 | *3 、斯& «0 |、ぞが行か書 ^ 多、故不 
| tg3 «o *o &; 徒費-時 月- 而已、 

一 と、 益 軒 少時の 苦學、 以て 想 見すべきな &、 然れ ども 彼れ の 父兄 能く 文字 
一 を識 る 5: 以て 或は 字、 或は 詩、 或は 歌を 學び 、家庭 敎育に 於て 殆ん ，ど 備は 
\ らざる 所な きが 如し、 彼れ の 父醫官 たるを 以て 亦 略； 醫書 にも 通ず るを 
一得 ^ 6、 彼れ 後日に 至うて 養生の 道を 說 くもの、 其 由うて 來たる 所 ある 
\  を 知るべきな 6、 年譜に 又 云く、 

\  知 ^ o «o l so *° H o p° & £ が 如 IO ®° «° ;r 尹 佛 0 則 素 食拜' °fft 0^ 0w °a (^'  p 
\  1 ab  妒か舻 l:o fi° ®° i:o io ;&  p #° 尸。 好 fi° 、 s ° ぎ妒妒  _ &° A° f  妒 ?° 尊、 而 
\  歌 ©0 之、 

是れ實 に 彼れ が 十四 歲の 時の 事な う、 彼れ が 儒者た らんと する の徵 f 
一已に 十分に 呈露 する を 知るべし、 中 ハ ヰに 及んで 京師に 講學 す然れ ども 
\ #- 0 き！^ か シむレ 、其 後！ ST 京師 江戶福 岡の 間を 往來 し、 又 好ん て 各處に 
第二 韋貝原 益 軒！ 第一 事蹟  一一 六 五 
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旅行を なし、 足跡 殆んど 海內に 遍し 、正 德四年 (即ち 紀元 一七 一四) 八月廿 
七日を 以て 家に 病歿す、 享年 八十 有 五、 荒 津の金 龍 寺に 葬る、 辭 I.'; の 歌 あ 

办、 云く、  r 

0000  o»o  000000000  やそ ' &■ 〇〇〇 〇〇〇  0000 
乙し かたは 一夜 ばか $ の 心地して、 八十 あま 6 の、 夢を見し かな。 

益 軒の 妻 江 崎 氏、 名は 初， 字は 得 生、 東 軒と 號 す、 年 僅 R 十七に して 益 軒に 

嫁す、 時に 益 軒 年 三十 九、 能く 東 軒を 敎育 す、 東 軒 遂に 才德を 成す を 得た 

う、 然れ ども 益 軒に 先つ 乙と 一年に して 病歿す、 享年 六十 有 二、 東 軒 子な 

し、是を以て益軒初め樂軒の子好古 « ， 3 を以て養子となす、然れども 

好古 益 軒に 先ち て 歿す、 是を 以て 更に 存齋の 子 重 春を 以て 嗣子と なす、 J 

益 軒 二十 六 歳の 時、 江戶に 赴く、 途上 川 崎の 旅 宿に 於て 祝髮 し、 柔 齋と號 

す、 蓋し 醫た 6 んと 欲するな $、 然れ ども 寬文八 年に 至う、 復 穴 束髮 して 

久兵衞 と S ふ、 時に 彼れ 三十 九歲な 6 き、 是れ ょう 遂に 一生を 儒敎に 委 

ぬるに 至れ 3、 

益軒补 め 陸 王の 學 b 於 か一、 4 卜 へ 早：！ 影 卜 


ぐ 

寢 C の 〇 大〇て 〇 て 〇  先 〇 遂ム 

食 〇流〇 に 〇 陸。、 〇 今'。 生〇に A 
を 〇 に〇 異〇王 〇純〇 年 〇嘗〇 陸 A 
忘 〇 诉〇な 〇の〇 如 〇 始 っ て〇王 △ 
る〇ら ◦る 〇 說〇プ 2〇 め 〇 陸 〇 の △ 
、〇 /Lc を 〇 を 〇 う〇 て 〇 學〇 學 △ 
に0 と0 覺0 正0 先っ 學〇を ◦  $：△ 
至 〇欲〇 ゆ、 〇 さ〇 生。 葫〇 好〇棄 A 
る 〇 し 〇是〇 ば 〇謂〇 通 〇み〇 て A 
心0 れ0 則 〇へ〇 辨〇 足〇 、 △ 
を 〇 に 〇 ち 〇 ら〇を 〇 つ 〇 純 △ 
專〇 由。 大〇く 〇讀〇 王〇然 △ 
ら 0 う〇 に 〇尙〇 み 〇陽〇 朱 △ 
に0 て0 齟〇書 〇 遂〇明 0 子 △ 
し 〇 益 〇 齬〇論 〇 に。 の〇學 A 
志 ◦濂0 す 〇語〇 陸0 書〇派 △ 
を 〇 洛〇る ◦は 〇氏〇 を 〇 の A 
致 〇關っ 所0 是〇 の0 玩〇人 △ 
し 〇閩〇 あ 〇れ〇 非 0 讀〇と A 
晝〇の 〇 う 〇 聖〇 をっ し 〇 方 A 
夜0 正 〇 て ◦人 ◦悟0 數〇れ △ 
力0 學〇而 〇 の0  6  〇 歲 〇  6  A 
め0 を〇 し 〇說0 盡〇朱 ◦年 
學0 信 〇 て0  く ◦く 〇 陸〇譜 
ん0 じ 〇歸0 所0 其0 兼0 に 
て Q 直 〇 向 〇此0 舊〇用 ◦云 
懈〇に 〇 す〇れ 〇學〇 の。 く 
ら〇洙 〇 る0 を0 を0 意。 

ず 〇 泗〇所 〇 以〇棄 〇あ〇 


是れ 彼れ が 三十 六 歳の 時の 事に 係る、 然れ ども 晚年 宋學に 就いて 疑 ふ 
所 あう、 乃ち 大疑錄 二卷を 著は し、 其 自ら 見る 所を 叙述す、 是れを 彼れ が 
最後の 作と なす、 序文 中に 謂へ る あう、 云く、 

篤信 十四 五歲ょ 6 聖學に 志 あう、 夙に 宋 儒の 書を 讀ん て、 敦く 其說に 
於て 之れ を宗師 す、 復为嘗 て 大に疑 ふ 所 あう、 然れ ども 愚 味の 資 、發明 
する 乙と 能は ず、 復为 明師の 質問すべき なし、 近來 老耋涪 6 に 至 $、 益！ 
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第二 篇  第二 寧 貝 原 益 第一 事 M 二 六 八 
|  惑を 解く 識見の 力なく、 思を 覃ぅす る 乙と 三十 餘年方 r ノと雖 も、 然 n> 

|  ども 獨 6 惑を 抱いて 未だ 啓 明す る こと 能は ず、 以て 終身の 慊と卜 t' 、 
|  此に 於ぐ 姑く 疑惑す る 所を 記し、 以て 識者の 開示を 望む かみ' 何ぞ敢 
て 自ら 是 として 先 正と 抗論 すべ けんや、 

\  其 謙譲の 意、 以て 知るべきな $、 

|  益 軒 博 學多識 にして 著は す 所 百 有 餘種あ $、 皆 世人を 裨益 する を 以て 
\  志と なす' 故に 經學に 關 する もの、 外は 大抵 皆國 字を 以て 之れ を 著は 
\  し、 一に 其 解し 易く、 入 6 易き を 以て 旨と せ 〇、 是を以 て 兒董走 卒と雖 も、 
|  亦 能く 其敎 i 與 $ 聞く を 得 左ぅ、 益 軒の 社會敎 育に 大功 ある もの、 全く 
一此に 因由す るを 知るべきな^ N、 愼思錄 の 末に 附載 せる 自己 編 中に 左の 
|  一節 あ 办 、云く' 

一  或は 日く、 吾子 夙に 經學に 志 あ 6 へ. 然&而 して 嘗て 和漢 名數 等の 小說 
|  を 著は し、 今 復た方 技 猥陋の 書を 作る、 此れ 皆 小道、 泥む 乙と を 恐る、 

\  の事、何ぞ蹭蹬たる乙と此の如くなるや、世儒の « 笑を奈何せべ予之 


技® と® と0 輩0 ず、 や、 が、 た0 れ 
の ◎同 ◎爾 〇を〇 唯、 〇區 、如、 う、 〇に 
小® じ ◎  §  〇 待 〇  々、き、 何 〇 答 
道 ◎く  ◎嗚® た 〇 字 〇 た、 は、 を 〇 へ 
を® 生® 呼® ん 〇の〇 る、 古、 以〇て 
執©  く  ◎吾 ◎と 〇 小〇庸 、人、 て 〇日 
?>  ◎ 輩 ◎欲 〇文〇 劣、 作、 其0  く、 

て ◎ち ◎慕® す〇字 〇豈 、者、 德0 吾0 
也 ◎是 @ 穀® る0 の0 に、 旣 、の 〇曹0 
儒 @ れ@ を® の 〇衆〇 能、 に、 萬0 旲〇 
の ◎天 ◎食© み 〇庶〇  く、 備 、一 〇天〇 
誹 ◎地®  CA ◎庶〇 と〇喙 、は、 を 〇極〇 
議 ©の® 白 ◎幾〇 童 〇 を、 れ 、ぃ〇 ま 〇 
を© 間 ◎日 ◎く  〇稚〇 其、 V ん 〇う〇 
受 ◎の® を ❾ば〇 と 〇 間、 之、 や 〇な〇 
く  @  一© 消® 民〇 に 0 に、 れ、 go き。 
と© 蠢 ©し® 生〇 助〇容 、を、 傳 、の 〇 
雖® の ◎生® 日〇 あ〇れ 、前、 V、 恩0 
も ◎み ◎れ❸ 用 0 る〇ん 、修 、解、 を0 
亦 ◎苟 ◎て ◎に 〇 も 〇 や、 の、 釋 、受〇 
辭® も ◎時 ◎小 〇 の 〇 別、 書、 k 、く  〇 
せ ◎民© に ◎補 〇を〇 事、 に、—、 る 0 
ざ ◎生 ◎益 ◎あ 〇 作0 又、 求、 理 、こ0 
る® に® な ◎ら 〇爲〇 な、 め、 を、 と (） 
所® 助®  く ❾ん〇 し 〇 す、 て、 發 、他 〇 
な® あ® ん@ と 〇て〇 乙、 足、 明、 人0 
う ◎ら Q ば ◎云 〇以〇 と、 れ 、す、 に 〇 
、は ◎禽 、◎ふ 〇て〇 能、 り、、 る、 逾〕 
★© 獸 ©乙 〇後〇 は、 况、 、 


一 此れに 由うて 之れ を 觀れば 、益 軒の 心事、 以て 諒 とすべき な 〇、 益 軒は B 
I 庵、 仁齋 、徂徠 等の 如く、 私塾を 設けて 子弟を 敎授 せず、 蓋し 其 人と なう 謙 
一 遜に して 敢て 人の 師た るを 欲せざる なう、 故に 其 直接の 門人と しては 
: 東 軒、 耻軒 等の 外 竹 田 春 巷、 香 月 牛 山 二人 あるの み、 若し 之れ を 彼の 濟々 
一 ^ る 多士を 出た せる 順菴 、仁 齋 .徂徠 等に 比せば、 其 差、 亦 甚だしから ず や 
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右 ◦然〇 

に〇 れ〇 

出 〇 ど 〇 

づ〇 も 〇第 

る0 社0  S 

も C 會〇 

の〇 敎〇第 

一、0 育0  i" 

人0 家0 ば 
も 〇 と 〇 原 
あ0 し0  _ 

る0 て0‘ 
な0 之0」 

し 〇れ〇 事 
益、 〇 を〇蹟 
軒0 論0 
亦 0 ず 0 

偉 〇れ〇 
大〇 ば0 
の。 德、0 
敎0 川0 
育 〇 氏0 
家 〇三〇 
な0 百0 テ 

る。 年 〇 〇 
か。 の0 
な〇 間0 

軒。 

の 〇 


益 軒 年 三十 九に して 近思錄 備考を 著は し、 明年 又小學 備考 5: 著は t 年 
譜に云 く、 

凡を 小學 備考 近思錄 備考の 世に 行は る、 や、 甚だ 廣し、 故に 其後學 を 
惠むの 功、 亦少か ら £ず、 云云、 小學 註解の 如きは、 從前 頗る 多し、 近 思錄に 
至 ては、 未だ 之れ を詳說 する ちの あ 6 ず、 先生の 備考 出づ るに 至 $ 
て、 則ち 初 學の此 書を 說 くもの、 始めて 其 逕庭を 知る、 此れに 因うて 興 
起す る もの 多し、 嘗て 人 見 友 元の 言を 聞く、 凡を 古昔 本邦の 先 儒， 述作 
する 所 多し、 然れ ども 經 傳註釋 を輯錄 する もの、 先生の 小學 近思錄 き 
考を以 て 始めと なすと S ふ' 

果して 然らば 、益 軒の 功、 實に洪 大な もとな す、 然れ ども 惕齋、 鳩巢の 徒、 益 
軒と 時代を 同う す、 經傳 註釋は 寧ろ 當 時世 運の 然ら しむる 所と 見る を 
妥な うとす、 竹田定 直が 撰に 係る 益 軒の 墓誌 R も 


近世 興 fe 理之學 ，者、 先生 爲始、 

と 云へ 6、 然れ ども 性 理の學 は 惺窩羅 山に 始まる を 以て 獨り益 軒を以 
て 其嚆 4<  となす を 得ず、 但 4 I 軒の 如く 深く 宋學を 攻究し、 細に 性 理の說 
を發 揮せ しもの、 未だ 曾て 之れ あら ざ § し が 如し‘ 是れ 彼れ が 功の 决し 
か 埋沒 すべから ざ る 所な 

益 軒は 少 小ょぅ 學 を 家庭に 講じ' 長ず るに 及んで 益-力を 研鑽に 用 a •晚 
年に 至る まで 殆ん ど間斷 なきの 勉强 をな せる が 如し、 年譜を 見る に、 彼 
れが 二十 九 歲の處 に 

先生 比 年 日タ カ學則 苦、 或 至，， 通 宵 不 ，寢、 

n  / 

と 云 a 、 又 三十 六 歲の處 に 
000  0  000000 
晝夜 力學不 fe 、 至 fe « 食，、 

と 云へ り、 苦學以 て 想 見すべきな ぅ、 又 其 著述の 如き も、 老 s て 益-務めた 
るが 如し、 五十六 十は 言 ふまで もな く、 已に 七十 R して、 和字 解、 日本 釋 名、 
及び 三 禮口訣 を 著は し、 七十 四に して 筑前續 風土記、 點例 及び 和歌 紀聞 
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斷〇許 日 
な 〇 白 く、 

き〇雲 

の〇日 
み〇く 
篤、 〇葚。 
信0 れ〇 
も0 大〇 
亦 〇 に 〇 
謂〇 過0 
ふ 〇 ぎ〇 
吾〇ブ 2〇 
が ◦る 〇 
不〇 Z0 

肖 〇と〇 
固 〇あ〇 
よ 〇る〇 
()〇  ICO 

-^^•〇  ら〇 
の 〇 ず 〇 
人 〇嗤〇 

に〇 4〇 

如 〇を〇 
く  〇な〇 
も 0 す 0 

の。 の〇 

な〇功 0 
し0 間0 


唯-書を讀むの功、老に至トノて勉勵休まず、老耋の年、衰憊の至 ^0 と# ^>0 、 

〇〇 0 0 〇〇  000  〇〇  、、 

亦敢て 間斷 する Z. となき のみ、 然れ ども 古語に 云く、 家 R 弊 « あ.^ て、 

、、為、、、®、、、、、、、、、、 為、 、、、、、、、、、、 

之れ 1: 千金に 享つ と、 是れ以 て 輕 薄の 人、 自ら 小し く 才能 あるに 矜る 
に 嘯 ゆべき な' 五 n れ此 語 5: 思 ふて、 敢 て勉强 して 休まざる を 以て 自 
ら人 に敖ら ず、 (自己 編) 
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\ 

一を 著は し、 七十 五に して 菜譜を 著は し、 七十 六に して 鄙 事 記 5: 著は し、 七 

\  十九に して 大和 俗訓を 著は し、 八十 一にして 樂訓 及び 童子 訓 を 著は し、 

へ 

\  八十 二に して 五常 訓及び (家 道訓を 著は し、 八十 三に して 心晝 規範 及び 

〈 

一： 自娛 集を 著は し、 八十 四に して、 養生 訓及び 日光 名所 記を 著は し、 八十 五 

一 

j R して 愼思錄 及び 大疑錄 を 著は す、 其 精力の 多大なる、 眞 R 人を して 驚 
::  嘆せ し 1; るに 足る もの あ $、 益 軒 自ら 其 勉強して 休まざる 乙と を 叙し 


\  又 日く、 

\  篤信が 性を禀 くる や、 信に 庸劣、 是 故に 丈學の 事、 一 も 能くす る 所な し、 

一  百事 皆拙陋 、人 ^ 及ぶ 乙と 能は ざる M と 遠し、 唯， 恐く ば 勸苦 して 書を 

讀み、 恭默 して 道を 思 ふの 二 事、 以て 人に 及ぶ こと あるの み、 古語に 云. 

く、 愚者 も 千慮 すれば、 必ず 一得 あう、 蓋し 區令 辛苦 思繹 して、 萬 一を覬 

覦 する もの、 其れ 或は 此語に 庶幾から A  (同上) 

__ 益 軒 萬 事に 於て 謙遜を 極 〇 と雖 4、 唯-勤苦して 書を 讀 むと 恭默 して 道 

|  を 思 ふとの 二 事に 於て は、 敢て 人に 讓らざ る 乙と を 斷 言して 憚らざる 

な 6、 此れに 由 A て 之れ を觀れ ば、 其 休む 乙と なきの 勉強' 優に 餘人を 凌 
00000000000000 
\  ぐ もの あ 6 しを 察知すべきな う、 

> 

\  更に 又 益 軒が 謙遜の 德 S かんを 考察せば、 其决 して 餘 人の 及ぶ 所に あ 
I  らざ るを 了知せ ん、 近世 名家 書書讓 下卷〕 に 云く、 

\  貝 原 先生 遺事 あ 6、 聞く ま、 に 左に 錄す 、先生 京師へ 上う し 時、 道中 湊 
j  川を 過ぎ、 楠 公の 昔を 追想し、 折し も 田 間に 一彈九 の 如き 小高き 所 あ 
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り、 なは と。 め。 吾。 か 〇ど〇 の〇 さ、 う、 古、 る、 
¥ 先 遺 〇て〇 輩。 く〇名 〇忠。 ず、 と、 よ、 を、 

夜 生 跡） は0 讀〇 て。 其 〇臣〇 と、 て、、 $ 、 恠 、第 
先兵の 〇公〇 書 〇 は〇窀 I な〇 語、 今、 口、 み、 g 
生庫存 〇の〇 の。 後。 梦 翁る 〇る 、、に、 碑、 見、 
宿の す 〇梗〇 者〇來 ◦の 〇 乙 〇 先 〇 到、 に、 て、 箜 
主 商 る 〇槪0 聊0 名。 所 〇と〇 生 〇  i> 、 傳 、傍、 牽 
人賈 を〇を 〇義 〇の〇 今。 古。 乙 。て、 へ、 な、 „ 
に 某 も〇片 〇理〇 知〇か 〇今〇 の。 も、 楠、 る、 原 
旅の 知〇石 〇 を〇 ら〇  く〇に 〇言〇 御、 公、 老、 % 
中 家 う〇に 〇も〇 ぬ〇荆 ◦比。 を〇覽 、討、 農、‘ 
の に 又。 記0 辨〇牧 〇練〇 な ◦き 〇の 、死、 に、 一 
事宿牧 ◦し0 へ0 豎〇 に〇く  〇 如、 し、 乙、 事 
ど を 豎〇是 〇 此〇田 〇沒〇 芳〇不 ◦く、 給、 れ、 蹟 
も投田 〇れ〇 事。 夫 〇し〇 名 〇覺〇 畦、 CA、 を、 
物す： 夫 〇を〇 を0 の〇片 〇靑 。淚0 畝、 し、 問、 

語 侯 某の 〇 表 〇 聞 〇爲〇 石〇史 ◦下〇 の、 時、 は、 

6 大は 唐 〇し〇 く 〇め〇 の 〇に〇  6  〇 間、 其、 れ、 
湊阪兵 突 〇て〇 ま〇に c 表〇垂 ◦慨〇 乙、 遺、 し、 

川 廻 庫 を 〇 あ 〇 此〇す 〇 れ〇然 〇 の、 骸 、に、 

に 来の も 〇ら〇 に。 所 〇る〇 千 〇と〇 所、 を、 答、 

て 等 富 免 〇 ば 〇い 〇い〇 無〇歲 〇し〇 は、 乙、 へ、 
所の めれ 〇往〇 か 〇か〇 き〇不 〇て〇 除、 、、て、 二 
見國 るん 〇來〇 で 〇 は 〇朽） お 〇  §、 に、 云、 g 
所用 者 と 〇 の 〇 過0 な〇い 〇な〇 も〇 耕、 瘗 5  く、 
聞な-に 思〇人 ◦ ぐ〇 る 〇 か 〇  へ〇や 、め、 乙、 

並 聞て ひ〇 も。 ベ。 ベ 〇 ん〇 と。 ら〇 し、 し、 れ、 

に く 福 其 自〇き 〇 き〇 を、 〇 い 〇  く  〇 ま、 所、 は、 
自者岡 日 然〇責 〇や〇 や 0 へ 〇公〇 う、 な、 往、 


らの 趣意に も 及びければ、 主人 欣然と して 云く、 g も 難 W 思 召を 聞く 
もの 哉、 鄙 人 數代此 所 R 住居し、 畢竟 其 古なら ば 鄙 人 等 も 楠 公の 民な 


5、 物 換う星 移 6、 公の 盛 ま 6 し 所 3 へ かくな A 行く 乙とは' 嘆かは し 
き rJ とど もな 合、 鄙 人は 數代此 所に て 先生 御國の 御用を 毛 蒙う、 右を 
もて 多 口の 家眷 を 安穩に S y2 し 居候へ ば、 先生 此 度の 御 趣意に 付、 力 
を 出、 たし ま ゐら すべし、 况や 公の 塋 域、 先生 御 筆に て顯 はる、 乙と、 鄙 

'•s'*  . 

人 も 又 望む 所な 6、 先生 京師に おはす るう ち 碑文 5: 作 6 給 a ' 歸途に 

は 必ず 賜 はれ かし、 碑 式は 其 上 御 指圖を 得て 立 石の 事、 速に 成就 申さ 

んとて 、殊に 喜びけ $、 無 ® 先生 京師に て 碑文を 作う、 約の 如く 歸途に 

主人へ 贈 6 ければ、 おしいた くき、 猶ほ御 歸國に は 碑 式 委しく 御 認め 

賜 はれ かしと て、 匇 々に 別れけ 6、 其 後先 生の 書來 6 ければ、 主人 取 $ 

あへ ず 碑式此 中に あるべし とて 開き 見る に、 左には あらで 先生の 言 

CA あ Z: せし は、 碑文を 返 3 るべ しと ばか 6 み t た 6、 宿主 人 不審な が 

い、 を. か 鋩い！？  P ひ 妒がい wl tr ぬい か い、厣 び これを 待っ 
*o 〇〇  o c oo  〇〇 00 〇〇  000 〇〇 o ooo o oiooo、 .o 
R 、 又 程 もな く書來 3 て 云く、 我等 先き に 湊 川の 見聞す る處を もて 一 

S  s mo s  い如扣5、£  s i! Q so s: io io いい  s  か か 
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A 60 s、i  伽  §斷紗、 和 か RO 0 0 TO UO 如 ひ 妙 5:0 1  " 加 ぃ  s #o 似 0〇 卽 EO 5TO 

.ss s IO oo ss zlo no ss z.o io MO ^o ao no oo ^ s A0 ^/ 

る わざな 6、 今是を 心に 耻ぢ、 不， 覺惣身 汗を 流せ 6、 か、 れば此 事 思 ao 
砂 如  s so t° G^ *:o & ^o _. 0o l wo 5:o _ LO ^ ?)o to so s ^o z.o ^ i)o to ^ 

ん 、實に 先生の 德行、 此 一事に て もしるべし、 

と、 偶 > 自娛 集 1 之 三〕 を覽 るに、 楠 公 墓 記 あう、 云く、 

今玆 暮春、 佘 京師ょ 6 發し て將に 故里に 歸 らんと す、 偶 i 西風に la- てら 
れ、 舟を 攝津 州の 兵 庫に 泊む、 衣を 攝して 船ょう 下 3、 陸行して 湊 川の 
北に 到 $、 公の 墓を 見る、 墓は 平 田の 中に あう、 榛莾 蕪穢、 诞隧 なく、 墳封 
なく、 又碑碣 なし、 塋上唯 > 松 梅 二 株 あ 6、 悲風蕭 々として、 春 草靑々 た圪 
佘戯撤 する 乙と 良-久し、 低回して 去る 乙と 能は ず' 忽ち 謂 ふ， 今 碑石な 
き 乙と 此  の 如し、 恐く ば 後世 1 或は 公の 墓た る 乙 とを 認めず、 古墓犁 し 
て 田と な 松梅摧 かれて 薪と ならん V 亦 か だ 妒る心 かい ざ P い、：^ 
R 於て 兵 庫の 館 人繪屋 氏に 託して、 小石. 碑を 其塋上 に 建てん 上 欲す、 


は。 庫 〇逃〇 は 〇 を〇 名 〇頗、 
す} 3 の 〇る〇 ざ。 石 〇區、 〇 る、 
頗、 〇館〇 、〇 る 〇碑〇 々〇 彼、 
る 〇 人 〇 乙〇 な 〇 に。 の 〇れ、 
其 〇 に 〇 と 〇り〇 勒〇 輸〇 と、 
懷〇送 Q 能 〇亘〇 せ〇揚 〇營、 
ふ 〇  i> 〇は〇 っ〇ん 〇 を〇 計、 
所 〇彫〇 ざ 0 吾 〇 と〇待 〇 を、 
を ◦刻。 る 〇儕〇 欲。 ブ 2〇 な、- 
記 ◦を 〇 を〇 微〇せ 〇ず〇 し、 
す 〇 綴 ゃ 恐 〇 賤〇ば ◦し〇 て、 
と0 め0 る 〇  i こ 〇文〇 て。 去、 
云 〇し〇 終 〇 し。 章 〇明〇 る、 
ふ 〇 む 〇に〇 て 〇 に 〇 け 〇予〇 
乙 c 然〇改 〇 石 〇老〇 し 〇 鄕0 
と 〇れ0 め 0 碑〇ぃ 〇 若 〇 に 〇 
爾〇 ど〇悔 〇を〇 た〇 し 0 歸〇 
b  〇  名0 い 0 他 〇 る 0 今 0  b  〇 
感〇て 〇 邦 〇も〇 彼 〇て〇 
歎 〇其〇 に 〇の〇 の 〇自〇 
の0 事〇 立。 に〇德 〇ら〇 
餘〇幺 〇 っ 〇あ〇 業 〇顧〇 
默〇廢 ゃる 〇ら 〇 を〇 念 0 
止0  〇〇 は 〇 ざ 〇 稱〇す 〇 
す0 且0 僭0 れ0 述0 公 3 
る 〇 つ 〇 率 3 ば 〇 し 〇 の 〇 
乙 〇書〇 の 〇 則 〇て〇 偉 〇 
• と0 を〇 罪 〇 ち 〇 之 〇烈〇 
能 〇 兵 〇 を 〇能〇 れ〇洪 ひ 


此れに 由 6 て 之れ を 觀れば 、近世 名家 書 晝談に 記す る 所は 事實な 6 し 
なぅ、 其 後 水 戶の義 公， 楠 公の 爲めに 碑を 立て、 碑 面 ^ 「嗚呼 忠臣 楠 子 之 墓 j 
の 八 字を 刻し、 其 背面 ic 朱舜 水の 文を 刻せ 6、 今にして 之れ を考 ふるに、 
舜水は 一種 奇 節の あ $ し 人なる に 相違な き も、 本と 是れ亡 國の 遺臣に 
して 且つ 其 節 も 亦 全し. と S ふべ からず、 彼れ 二君に 仕へ ずとの 意に て 
日本に 逃れ 來た $ しな らば' 何故に 水戶 侯に 事へ て、 祿を受 けし か、 か、 
る 支那 人を して 楠 公の 碑文を 撰 f しむる ょ 6 は 之れ を 益 軒の 如き 高 
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一 德淸 節の 日本人に 囑する を迴に 優れう となす、 又 近世 畸人 傳 〔卷之 一〕 に 

云く* 

先生 歸國の 海路に て.、 同船 數輩 、各 1姓名をとひ&くにも及ばず、何とな 
き 物が た 6 どもを して、 日を 重ねし に、 其 中 一人の 若 § 男、 人々 に對し 
て 經 書を 講ず、 先生 例の 恭々 しく 默して 是れ を聽い て、 一言 是非を 論 
ぜず 、船 着岸して、 各！ 始めて 其鄕 里を あかし、 再會を 契うて 別る、 に 臨 
み、 先生 も、 吾れ は 貝 原 久兵衞 と 申す ものな うと 名のらる るを 聞 い て、 
«〇 0〇 &卜>、 如 § o RO fflo s ^o no ^o 、£』 y-o l i)o LO to 50 AO 、 云云、 

亦 以て 益 軒の 人と な*^ を 知るべきな 3 益 軒は 其學實 用を 主と する を 

\  以て 詩文の 如きは、 唯-其 思惟す る 所を 叙述す るに 止まる のみ、 S 園 一派 
一  4、 

の鴻文 雄詞の 如きは、 彼れ に 就いて 求むべき R あらず、 然れ ども 道德若 

くは 事實に 關して は、 大に 彼れ R 學ぶ べき？^ の あるな i、 門人 竹 田 春 巷、 

自娛 集の 序を 作うて 日く、 

益 軒先 生 自ら 其 平日 著は す 所の 文字を 纂輯 し、 釐めて 七卷 となし、 名 


師 △恭 〇然〇 未、々、 の 〇な〇 類 0  RO も〇る 〇譽 •す 
/2 △默 〇れ〇 だ、 と、 事 〇 き 〇 す 〇 浮 〇 闕〇あ 〇 を •る 
等る △道。 ど〇嘗 、し、 に。 も。 る。 華 Q  く  0  世 •所 

蒼 乙 △を 0 も〇て 、て、 あ 〇の〇 の 〇を〇 べ〇古 ◦人 •以 
と △思 〇其〇 —、 倦、 ら〇豈 〇み〇 尙〇か 〇 昔0 に •の 
第を △ふ。 從っ 日、 ま、 ず。 に。 所0 び〇ら 。賢0 要！ も 
J 好^ を 〇事〇 と、 ず、 と。 以〇 謂。 藻〇 ざ。 哲〇め •の 
貝 ま A 以 ◦す 〇 し、 靜 、い 0 て 〇 巧0 飾0 る0 作0 ん •は 
§ 、ず △て 〇る〇 て、 養、 へ。 貴 〇女〇 を 〇 も 〇る〇 と •獨 
馨且 △ 務 ◦所 〇 書、 の、 6  〇 し〇の ◦好0 の 〇 所0 欲 •う 
▲つ △と 〇專 〇 ァ ど、 餘 、我、 と。 刺 〇み〇 な 〇の〇 す❼自 
一 僻 △な 〇ら 〇讀 、今、 先、 す。 綉〇務 0 办〇 文0 る* 家 
事 遠 △す。 嬢 〇 む、 茲 、生、 る。 精。 め0 夫 〇 は 〇 に •天 
蹟の △先 △洛 ◦乙、 壽 、幼、 ko 妙〇 て。 の〇譬 。あ •然 
海 A 生 △關〇 と、 を、 よ、 足 〇 絢 ◦人 〇詞 。へつら® の 
隅 △性 △ 閩〇 を、 保、 う、 ら〇爛 つの0 人 〇ば〇 5、、 •趣 
に △を △の 〇廢 、つ、 深、 ん〇 な。 耳。 墨つ 布〇る •味 
居 △禀么 學 3 せ、 乙、 く、 や 〇う〇 目。 客。 帛〇な •に 
れ △く  A を 〇 ず、 と、 聖 、故 〇と〇 を 〇 爲〇の 〇  i  •あ 
bA る △ 崇〇 博、 八、 學 、に。 雖 〇悅0 る。 美 3 夫0 办 
然、 乙 △ん 〇洽 、卜、 に、 君〇 も、 〇 ば 〇 所 〇 菽〇れ 〇 て 
れ 、と △で 〇 精、 有、 志、 子 0 初 〇し〇 の 〇 粟 〇文〇 之 
5  ど、 謙 △泛 〇勸 、三、 し、 は〇 め。 む0 若 ◦の。 1)0 れ 
1 も、 遜 △濫 〇識 、身、 老 、詞〇 よ 〇殆〇 き。 味# 亦。 を 
聲 、に A 駿〇 和、 體 、に、 章 0 う〇ん 〇 は 〇 の 〇同〇 街 
望、 し △雜 。漢 、康 、至、 の。 實〇ど 〇 則 〇如〇 じ〇ふ 
の、 て △を ◦に、 寧、 办 、習 〇 用 〇 俳0 ち 〇  く  〇 か0 て 
籍 、人 △惡〇 達、 を、 て、 眞 〇  ( こ 〇 優〇徒 〇  —〇 ら〇 以 
甚 、の △み。 す、 得、 孜 、儒 ◦補。 に 〇ら〇 日。 ざ。 て 


づ くるに 自娛を 以てす、 盡 しこれを 五 柳 先生の 言に 取れ 6 へ 其 自娛と 


ん、 す: 〇實 〇 に〇 事、 
や.、 真、 に〇 あ0 物、 

• 世、 し 〇ら〇 に、 
敎、 て〇ざ 〇感、 
を、 皆〇る 〇觸、 
補、 其 〇  .は 〇 す、 
ひ、 眞〇な 〇 る、 
後、 情 ^ し 〇 の、 
學 、（こ 〇 且〇 際、 
を、 發〇つ 〇 胸、 
惠 、し 〇其 。裏、 
む、 其 〇字〇 の、 
乙、 肺 〇 を 〇蘊、 
と、 腑 ◦用0 を、 
寡、 に〇ふ 〇攄、 
か、 出 〇 る 〇發、 
ら、 づ 〇乙〇 す、 
ず、 る 〇と〇 る、 

豈 、も 〇平 〇所ヽ 
に、 の〇易 〇以、 
啻 、浮 3 其 〇に、 
に、 虛〇言 〇 し、 
自 、巧 〇 を 〇 て、 
ら 、飾 〇立〇 道0 
娛 、の。 つ Q 德〇 
む、 文。 る。 仁 0 
と、 に 〇 乙 〇義〇 
い、 あ 〇 と 〇 の0 
は、 ら〇切 ◦說 〇 
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なる、 高 門 華族の 人と 雖も •苏其 敬を 致し、 遐方鄙 野の 徒と 雖も 、猶ほ S 
名を 識る、 著は す 所の 書、 凡を 百 有餘 種、 皆 世俗を 曉 し、 R 用を 利す るの 
言、 業に 已に 坊間に 刊行す る もの、 亦 多き に 居れう、 本 集の 如きは、 則 ち 


と、 益 軒の 文の 質實に して 浮華なら ざる 乙と、 眞に春 菴の言 ふ 所の 如し 
詩に 就いては 益 軒 本と 一家の 持論 あ*^、 云く、 

詩を 作る 乙と 多し と雖 も、 講學に 益な し' 况んや 之れ 5: 能くす る もの 
と雖 も、 苦 思の 勞. 時を 廢す るの 失 あり、 苟も 此の 如くなら ざれば、 則ち 
巧なる Z: と 能は ず、 國俗、 唐詩の 聲韻 文字に 通ぜ ず、 此れ 古來 本邦 人の 
詩 R 拙き 听以な 6、 然らば 則ち 唐詩を 作爲 する は、 本邦 風土の 宜しき 


を 〇 此〇能 0 し 〇は〇 き、 〇 益 
作〇點 0  く  〇 て〇國 〇  軒な、 

う 0 よ 0 す 〇 我 〇 語 〇  ‘〇 が  b 、 
て 〇 う〇 ベ 〇 邦 ◦を 〇那 〇玆愼 
情 〇之〇 き 〇 の 〇以〇 の。 に 思 
懷 〇 れ〇 所〇詩 3 て 〇 格 3 詩錄 
を 〇 を 〇 に 〇  RO 作 〇 調 〇と卷 
抒 〇 言 〇 あ 〇 あ。 う。 を 〇 い 之 
ら〇へ 〇 ら〇ら 〇 た〇 模〇ふ 五 
す〇ば 〇 ず 〇 ず 〇る〇 倣 〇 は 
に 〇 我 〇 况〇漢 つ も 〇 す 〇 固 
若。 邦〇ん 。詩 3 の 〇る〇 よ 
か 〇 人 〇 や 〇 を〇 な 〇 の0  i) 

ざ〇に 〇支〇 作。 ら〇み 3 漢 
る 〇取〇 那〇う 〇ざ〇 に0 詩 
な 〇  音 〇 て 〇 る 〇 て 〇 の 

i)o て 〇 を〇 支 3 ベ 3 决〇事 
益 は 〇 名〇 那 ◦か0 し0 な 
軒 漢〇解 3 人 〇ら〇 て〇う 
此詩〇 せ 〇を〇 ず 〇其〇 我 〇 
意 を〇 ず 〇 凌 3 漢 〇自0 邦 S 
を 作。 し〇駕 。詩 3 然 。人 0 
述 る 〇 て 〇 せ 〇 は 〇 に 〇 の 〇 
ベ よ 〇漢0 ん〇到 〇 あ0 漢〇 
て  i>  〇 詩 〇 乙〇 底。 ら 〇  h 寺 〇 
日 は 〇 を 〇 と 〇 タト。 ず 〇を〇 
<  寧 〇作〇 决〇國 〇 我 〇 作 〇 
ろ 〇 る 〇 し 〇 の 〇 邦 〇 る 〇 
和 〇 を 〇 て〇詩 〇 の 〇 が 〇 
歌 3 や〇其 3 に〇 詩つ 如 0 
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所に あらざる なう、 故に. 本邦の 人、 唐詩を 作うて' 以て 其 志を 述ぶる も、 
之れ を 和歌に 比する に、 甚だ 及ばず となす、 已む 乙 とを 得ざる にあら 
い妒ぃ ^^?!^^vi io AO 0o ;i 0o io io wo to fto g:o to (2:o ^o 

する ものを 詠吟して 足れ 6、 豈に 自ら 拙 詩 1:0 作 6 て 勞苦 する に 逾ら 
ざら / io や、 古の 君子の 詩を 作る が 如 & は、 所， 謂 和 順 •中に 積んで、 英華、 外 
に 發す 、性情を 吟詠して. 其 志を 述ぶる 所以な う、 後世の 及ばざる 所以 
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本朝の 歌 詠、 微婉 にして 溫雅 0: つ 精巧を 極む る もの 多し、 恐く ば 中 夏 
の 歌 詩と爭 ふて 頡颃 をな すべし、 乃ち 國 字の 文章の 若 § は、 專 ら艷麗 
を 務めて、 體製 柔媚な うと 雖 も， 然れ ども 其奇 巧なる もの 數家、 亦 以て 
倭 歌に 亞 r べし、 若し 夫れ 本邦の 詩文は、 古昔 名家の 製と 雖も 、中華の 
作者と 比讎 をな すに 足らず、 故 R 本朝の 詩文を 以て 之れ を 和歌 和文 
に 較ぷ るに、 其 巧拙 雅俗' 日を 同う して 談ず ベから ざるな う、 是れ豈 R 
國 俗と 土 宜とに 合は ざるに ょるに あらず や、 (同上) 

又 日く、 

\ 

和歌は、 我國 俗の 宜しき 所に して、 詞意 通曉し 易し、 故に 古人の 歌 詠、 極 
めて 精絕な $ 、古昔 婦女と 雖も' 亦 之れ を 能くす る もの 多し、 唐詩は、 本 
邦 風土の 宜しき 所に あらず、 其詞韻 、國 俗の 言語 RO 異にして、 中華に 模 
倣し 難し、 故に 古昔の 名家 i- 雖 名、 其 作る 所— 劣、 和歌に 及ばみ る 乙 と 
勤し、 我 邦 只 和歌を 以て 其 志を 言 ひ、 其 情を 述ぷべ し、 拙 詩を 作 ^ 〇 て、 以 
て 鈴 癡符 の誚を 招く  I とを 要 私 ざれ パ 同上) 


益 軒 此の 如き 見解を 有せる が 故に 多く 力を 詩に 用 a ず、 間* 和歌 5: 作 •& 
て、 其 胸臆を 吐露す る もの あり、 然れ ども 詩 も 亦 作ら ざ 3 にあらず、 慶長 
以來 諸家 著述 目 錄には 損 軒 詩集 一 卷を揭 r、 是れ 蓋し 寫本の 儘、 家 R 藏 
する 所な らん、 江邨 北海が 日本 詩史 〔卷之 三〕 に 益 軒を 論じて 云く 

元和以 來、 著述 おほしと 稱 する 毛の、 東涯 徂徠の 外、 蓋し 益 軒 R 如く も 
のな し、 其 撰ぶ 所 名高の 爲め にせず、 勤めて 後人に 益す、 乃ち 家範 、鄕訓 
樹藝 、製造に 至る まで、 *- 冷 懇夂佘 少年の 時、 事を 解せ ず、 意、 其 學 術を 輕 
んず 、今にして 之れ を 思へ ば、 殊に 懺悔を なす、 其 詩 も 亦朴實 なぅ、 
北海の 如き 專門詩 家に して 猶ほ显 つ 益 軒の 詩の 朴實 を稱 せる 以上は 
其 一槪に 捨つ ベから ざる もの あるを 知るべきな 6、 益 軒は 亦 書 R 巧な 
i き、 近世 名家 書晝談 f 下卷〕 に 云く、 

貝 原 先生 篤學德 行の 君子 儒なる 乙と、 誰れ か 知らざる もの あらん、 又 
筆 札を も 好まれし かど、 世に 傳 ふる M と、 稀なる 故、 其 賞す る 輩、 z. ^- を 
見る Z: と 星 鳳の 如し、  . 
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て 0 の〇今  伊 
始〇に 〇 試 嗚〇藤 
め 〇 し 〇 み 呼 〇 東 
て。 て〇に 損〇涯 
體〇 有 〇 益 軒 〇 亦 
を 〇 道 ◦軒 子 〇 曾 
成 〇 の 〇 の 之 〇 て 
す 〇 氣〇筆 書 〇 益 
も0 象0 蹟端〇 軒 

の 〇 自〇を 好 〇 の 

と ◦ら〇 見 有 0 書 
同 〇 筆〇る 度 〇 を 
一 〇 墨 〇 に 老〇見 
視〇の 〇其〇 而〇て 
す。 間 Q 淸0 不〇歎 
ベ 〇に〇 高。 衰： じ 
け〇溢 〇溫0 籍て 
ん〇る 〇 雅〇述 日 
や 0 豈〇 の0 文  く 
益に 〇 趣 〇 集 
軒 世 〇 は0 卷 
は の 〇蓥0 之 
又 徒 〇 し0 十 
音 に ◦天 〇 五 
樂文〇 性 Q  - 
を 字 〇 に〇 
好を 〇 出 \ 

み 修〇づ 〇 
® 飾。 る。 

る し 〇 も 〇 
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音樂の 事に 通曉 せし もの、 如し、 年譜を 見る に、 元祿 三年の 處に 言へ る 
|  あ"^、 云く、.'  . 

\  先生 P 琵琶；' 好逑鳴 寨、 

一益 軒 自ら 琵琶を 彈ず るの 技倆 あ 6 しこと 此れに 由うて 知るべき なう、 

| 殊に 益 軒が 晚年 京師に 在る に當 6 ては、 幾多の 公卿、 彼れ が 音 樂を 好む 

/ 

I  を 聞き、 彼れ が 爲め に、 伶人 1: して 音樂を 奏せし むる 乙と' 啻に 一再なら 
|  ざるな* CN、 

益 軒は 人 見 竹 洞、 木 下 順 菴 等と 親密なる 交際を なせう、 仁齋 とは 曾て 一 
一 たび 相 見し 乙とぁるも、說相合はず & 1|一織|け > )先哲叢談 1 之四3に 


益 軒の— 師 な— 叙し、 併せて 1 く、 「或以2永昌 三門 人— 
矣」 4sf 以 v 松 S1 門人 is 色と 見 ゆ、 果して 
然らば 是れ大 なる 誤な 办、 益 軒が 一回 だ も 松永昌 三に 會 見せし Z: と あ 
ぅ や 否や、 U 赢 In  S ず、 况や 師弟の 關 係に 於て を 
や、 或は 益 f 以 v 闇齋 若く は 順 2 門人と す t の t  — れ亦何 
等の 根據 J  — と 5、 全く  ii  —  iss 五 S 

伽 柄 制 ao ¥ so £ ao ¥(l  糊)、 *0 〇 下  ff s: —  I  至 
と あ-、 茲に 「養 遇 厚 至」 とい ふが 如き、 豈に 師弟の 關 係を 意味す る 吃の な 
らん や、 甘雨亭 叢書に 益 軒の 傳を 載せ 叙して 云く 

從，- 松 永 尺 五山 崎 闇 齋木下 順菴諸 公 M 學焉、  c  <  △  △  <  △ 
と' 是れ 固よ 4 證の據 るべ tQ ある にあらざ^^^ 11 

い：^  i 4 い As 14 卜 4 念 師事す る 所 あう しに 


あらざる な &、 
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貝 原 氏 家系 畧圖 


貝 原 寬齋— 
—緖方 氏 


家 時 (3) 


元 暴 存)— 


可久 


-重 寒 2 ) 
•義質 (搜 樂 I 好古 (I; 耻) 

，益 軒 i 重 春 

•東 軒 (政 崎) 
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益 軒の 妻 江 崎 

著は>'此書一 
△  △△△△△ 
影響す る ZL と 

AA  △厶  A A 

する は 誤な 6 

•  A  A  A  A  A  A 

/a る ものなる 

△  △  △ 參 △  △ 

敎 女子 & に 本 


東 軒學才 あぅ、 曾て 女大學 一卷を 
時大に 世に 行は る、 其 女子 敎育に 
少しと せず、 或は 以て 益 軒の 作と 
、然れ ども 固ょ h 益 軒の 校 閱を經 

△  △△△ A △△厶  A A AA  △厶 

ベく、 又 其 旨 意は 和 俗 童子 訓中の 

づ くもの、 如し、 


第 a 著書 

愼思 錄六卷 

此書は 益軒晚 年の 作に して、 正德四 年の 春を 以て 脫稿 する 所に 係る、 
乃ち 知る、 是れ 彼れ が 逝去の 年なる を、 益 軒 著書 多し と雖 も、 彼れ が 道 
il RO i to ao sl 勤 ：§、知 «0 動 *0 和5 &0 |!办 ?)0 、其體裁は全く宋儒の語錄 
に擬 す、 签し 得る 所 あるに 隨つて 、之れ を 書に 筆せ しもの ならん、 故に 
全篇 唯-幾多の 思想の 斷片を 集錄 せる の狀 あう、 此の 如くに して 其 分 
類な く、 組織な きは、 今日ょう 之れ を 觀れば 、甚だ 遺慽な 6 とせざる を 
得* 5 るな 6 、然れ ども 其 中 格言の 以て 服膺すべき もの、 勝げ て 數 ふべ 
かず、 我 邦に 於て は是れ を語錄 中の 白眉と 稱 する もの、 决して 溢 美に 
あ £ ざるな う、 又 之れ を薛敬 軒の 讀書錄 、若く は 胡 敬齋の 居業錄 に 比 
する も、 恐く ば 伯仲の 間に あらん、 自叙 あう、 云く， 

佘 十四 五 歳ょう 頗る 聖 學の尙 ぶべき を 知うて、 經傳 を誦讀 する を 
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第二 篇  第二 韋貝原 益 軒一第二 著書  二八 八 

好み、 幼ょ $ 老 に 至うて、 晨昏廢 てず、 妄意に 自得 せんと 欲する の 志 
あ $ 、且つ 性を禀 くる rJ と 拙 鈍に して 機務に 闇し、 是 5: 以て 他事の 
念に 縈ふ なし、 爲に 講學の 事を 以て 當務の 急と なす、 故に 平生 拙詞 
を 作う、 訓話に 泥んで 無益を なし、 學功を 曠 うする 乙 とを 喜ばず、 閒 

C 

に 居、 書を 讀 ひの 時、 每に心 に 疑惑を 生ずる Z1 と あれば、 開通 せんと 
.欲し、 恭默 して 之れ ?: 思 ふ、 之れ を 思 ふて 得 ざれば 措かず、 精 氣の極 、 
鬼神 之れ を敎ふ る 乙 と あるに 似た う、 此に 於て か 每に心 に 會する 
乙と あれば、 之れ を 策に 記し、 歳を 積んで 編を 成す、 云云. 

最後に 自己 編を 附 載し、 自己 精神の 存 する 所を 叙述す る 乙と 頗る詳 
密な 6、 今にして 之れ を閱讀 する に、 謙遜 恭敬の 意、 M 實眞摯 の 情. 蔽ふ 
ベから ざる もの あ 5 て 存す 、乃ち 以て 其 人格の いかん 5: 想 見すべき 
な ヶ- 

大疑 錄二卷  . 

，此 書は 益 軒が 最後の 作な 6、 年譜に ょるに、 正 德四 年益 軒 八十 五歲、 先 


- づ愼 思錄を 脫 稿し、 尋 S で 此 書 ？ r 脫 稿す、 而して 幾 もな く 長逝せ う、 盆 
軒 E に 愼思錄 中に 於て 多少 宋 儒に 異なる 意見を 叙述せ 6、 然れ ども 
未だ 敢て宋 儒の* 範圍以 外に 出づ るを 欲せず、 乃ち 陸 王を 排し 、又 暗に 
仁齋祖 徕を排 し、 大に周 張 程 朱を 稱揚 し、 斷 言して 

5LO S  Asis no s fflo い  s  s  S -5O 0O 》 

伽！！ M 0O SS? 如  S  む 0〇 如、 

と 云へ  1 no io i° l fFO s£s RO s to t io ? Bbo K 750 t 
知 0O 齡 5:〇 ^〇 1-〇 ^〇 如動 *〇 0〇 ^〇 か聊加 ^:〇 $、太宰春臺嘗て此書を讀んて 
一  批評を なせ 6、 春臺 文集 〔後 稿卷之 十〕 に 【 « 損 軒先 生 大疑錄 -」 を 載す 是れ 
|  なう、 春臺が 批評に 對して は 鈴 木 離屋又 「跋 矢 疑錄 -」 を 作うて 批評を な 
一せ う、 (離 屋集初 編坤) 益 軒 歿後 五十二 年を 經て 、仙臺 の 北海 大野 通 明な 
i  る もの、 始めて 此 書を 上 木し、 卷 首に 彼れ が 跋文と 春臺の 批評と を揭 
|  ぐ、 益 軒の 自叙は 年譜の 末に 附 載せる も、 大野 氏 之れ を 得 ざ 6 しは f 
\  遺慽 となす のみ、 番外 雜書 解題 〖卷之 十七〕 に、 
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篤信が 生涯の 見識は、 此書に あぅ と 知るべし、 

と 云へ るは 事實 にして、 5 ：  1 rco s き a  S 如い、 
彼れ 本と 謙遜 k して 敢て 一家の 學を 唱道す るを 好 iH ず、 是れ 其此書 
を大 疑と 名、 つ^る 所 以な 6、  、 

自娛 集七卷 

此書は 益 軒の 文集に して、 正德二 年を 以て 脫稿 する 所に 係る、 益 軒の 
遺稿と して 家に 藏 する ものを 見る に、 詩 も 亦 少しと せず、 然れ ども 益 
軒 自ら 見る 所 あうて' 詩は 一首 も自娛 集中に 編入せ ず lit 書の 内容は 
論 あ 3 '說 あう、 辨あ -CN、 記 あう、 書 あ.* CN、 字 あう、 賛あ 6、 實に 種々 雜駿 なる 


つ 俚語を 輯錄 する 乙と. 十 卷愼思 錄と號 す、 其 書た る や 固に 拙陋、 言 


ふに 足らずして •僭妄 の 罪、 識者の 誹 笑を 免れ 難し、 是れ 啻に 吾後覽 
に 備 へんと 欲するな う、 且つ 乙れ を 後裔に 傅へ て. 予の 幼ょ 6 老に 
至る まで 刻苦 怠らざる を 示さん とする のみ、 其 中 或は 愚者 千慮 一 
得に ' L て 自ら 信ずる もの あう、 昔し 揚雄 、法 言 5: 作うて 日く、 後世 揚 
子 雲が 如& もの あうて' 必ず 之れ を 好 ^ んと 、我が 此書は 恐く ば 紙 
® 後世の 子 雲を 待つ Z: と 能は ざ るの み、 

此 書の 首め に 竹 田 春菴が 序 あう、 正德二 年の 結 撰に 係る、 發行は 正德 
四 年 三月に して、 猶ほ益 軒 存命中の 事に 屬す、 谷 秦山 が隨 筆 S 二に 
益 軒 自娛集 七卷， 其 學可 Jg IEO 矣 

とい a て、 鑽 仰の 意を 述べ、 併せて 批評を 附載せ 6、 益 軒の 學說を 知る 
に 最も 重要なる ものは、 愼 思錄、 大疑錄 及び 自娛 集 0A 三 書と むす、 
初學知 要三卷 

此書は 讀んで 字の 如く 初學の 徒の 爲 めに 編纂す る 所に して、 內容は 
爲學、 修身、 接 物、 處事、 警戒の 五 項に 分ち、 多く 有益なる 古人の 言論を 揭 
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げ 、附 する ^ 自家の 見 ^ を 以てす 其 後進を 禪補 する 乙と、 殆んど 朱 子 
の 小學に 劣らざる の觀 あう、 首め に 門人 伊藤 素 安の 序と、 益 軒の 自序 
と 5: 载せ 、卷 末に 「元祿 十一 年 戊 寅 仲秋 吉 辰」 と あう、 乃ち 其 存命中の 發 
行に 係る を 知るべきな 6 、 

自警 編一卷 

此書は 心 術、 言語、 威儀 及び 應 接の 戒を 叙述せ しものに て、 古人の 名言 
を 引用す る こと 少しと せず、 明治 廿七 年に 吉安小 谷 二 氏 之れ を P 解 
して 1 今日の 靑年に 便に せ 6、 

小學 備考 六卷 

此書は 朱 子小學 の解釋 にして、 益 軒が 四十 歲の 時に 上 木せ る ものな 
う、 卷末 ，に 益 軒が 膝 あう、 云く.  . 

程 朱の 書、 海に 航し て、 我れ に 傳ふる もの、 巷し 此に 三百 餘年 、然れ ど 
も 小學近 思錄の 世に 行は る、 や、 未だ 二紀 (I ， 甘 r 滿たず 、眞に 恨 
むべ しと . 5 す、 我 曹 幸 RO 今の # 〇 に 生れて 此 書を. 見て、 之れ を 講習す 
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なう、 云云、 

最後に 「寬文 己 酉 六月 三日」 と あ &、 此れに 由り て 之れ を 觀れば 年譜に 
此 書を 三十 九歲办 時に 「彫刻 終 功」 とする は、 疑な きを 免れざる な 5 


近思錄 備考 八卷 

!  年譜の 貞享 三年の 下を 見る に 左の 注意すべき 記事 ぁ 5、 云く 
|  ハ r  4  4  t か A- 、t  4  & ❺ 4 い 於 かい ® > い & わ C ぎ い， み、* 生 作る 
か^ B3> 心 M- 4 かい *- 1:> 、ル C 妒わ 日い むして、 日く、 中 夏と 雖も 此の 如 
|  卜； tli  4 * 卜 か §' い ®" 皆 かい、 を 阶阶ヤ の 如きは、 携へて 
|  中！^ に 歸る乙 と 能は ず、 終日 繕寫 して 還る、 

|  此書偶 然にも 經學に 精通せ る 朱竹诧 の稱揚 する 所と なぅて 一段の 
|  光彩を 添へ た ぅ と $ ふべ し、 

一 頤生輯 要六卷 
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第二 篇  第二 草 貝 原 益 軒一第二 著書  二 九 四 

此書は 門人 竹田定 直の 編.. 次す る 所に して、 多く 古人の 衛生に 關 する 
論說を 蒐集し 且つ 分類す る ものな ぅ、 要するに 一篇の 養生 論な 办、 其 
世 人を 救濟 する 6 の 切な る、 フ へ— ランド 氏の 延壽學 Makrobiotik と 相 


|  最後に 竹 田 春菴が 蹑 あぅ、 外に 古今 養生 論 和解 一卷を 附 載せ 6、 華 洛 
|  の 居 行 子が 序と 補篇と あぅ、 

一 五常 訓五卷 

\  此書は 五常の 義を 平易に 國 字を 以て 解釋せ しもの R て、 寬永八 年の 


軒 
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益 軒の 國 字の 自序 も 亦 あ 6'、 寬永五 年の 作に 係る 
和 俗 童子 訓五卷 

此書は 兒童敎 育の 書 R して、 卷の 一二は 總論 にして 卷の 三は 隨年敎 
法 及び 讀 書法を 論じ、 卷の 四は 手 習の 法を 論じ、 卷の 五は 敎女子 法卽 
ち 女子 敎 育を 論ぜ 6 へ 首め に 益 軒の 序 あ ぅ、 此書 又兩葉 支鑑と 題す る 
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0  0  0  0  0 

敢て夸 高 し 


\  出 一 了に 系る' 卷の 一は 總論 にして、 卷の 二、 卷の 三は 仁を 說 き ® の ^ は 
一  義と禮 とを說 さ、 卷の 五は 智と 信と を說け h へ 卷 首に 竹 田 春 巷が 序 あ 

一  ぅ、 

大和 俗 訓八卷 

™ a 書は 爲學 、心 術、 衣服、 言語、 躬行 及び 應 接の 六 門に 分ち、 實踐 躬行に 稗 
一  益 ある ことを 平易に 說 示せる ものな 欠 首め に 竹 田 春菴が 序あ久 益 
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こと あ- CS、 恐く は 後世 人の 命ずる 所な らん， 

初學 訓五卷 

此 書は 初學の もの r 爲めに 講述せ る 修身 書な う、 首め に 竹 田 春菴が 
序 あ-^、 此 書を 評して 云く、 

A  A  A  ^  △△ 厶  <JAA A △厶 △  A  厶  <3  厶 A 厶 A 厶  <1 A A 1 

諸， il の 中に もと $ わ & 親切 著明の 懿訓な 6 と 言 CA O < し' 

以-て 其 書の 內容い かんを 知る べ& な- CN、 

文 訓二卷 

此書は 文 學に關 する 事を 說示 する ものに て KO 課 ド 妙 妙 ？ >0 ひ «0 ||0 如 

う、 首め に 竹 田 春菴が 國 字の 序 あ h、 享保 元年の 作に 係る、 其 中 謂へ る 
あ 6、 云く、 

益 軒先 生 平生の 著述す ベて 百餘 種に 及べう、 其 坊間に 出で 世に 行 
はる、 は、 三が 一の み、 况や晚 年に 著は し 給へ るた r a は、 猶ほ 草本 
のま、 にて、 藏めて 熒笥に ある も 亦 多し、 正德甲 午の 秋 先生 世を 謝 
し 給 a し 後、 同門の 輩、 其 令嗣 令姪と 共に 先生の 舊堂 に 會 集し、 遺 镅 


を檢閱 して •乙と'^^  く 梓に 壽 せひ 乙と ^ 議 す、 爾後 定直 東行して 
江 府 に淹留 し、 ふた、 び裘 褐を更 へて 猶ほ 未だ 西に 歸る 乙と を 得 
ず、 鄕邑の 同志 も、 他の 塵務に 暇な く、 荏苒と して 其 宿志を 果さず 、此 
ごろ 同志の もとょう は づかに 文 訓武訓 各一部を 淨謄し 更に 附け 
て 寄せ 乙 せぬ、 定直歡 喜に 堪へず 、すなは ち 京師 R 送う つかは し、 書 
肆柳枝軒に授けて刊布せしむ、云云、 

又 云く、 

〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇9_ ^〇 で0、 0 0 、2, 0 ^〇 :〇 ^〇 :° ^ <〇 £ [:〇 & ^〇 1〇 ハわ 

/LC を你生 著述を 好か 給" 乙と a とへ に 人を g し 俗を あはれ 〇 の 
S 1  0 5 o ffio sl IO s a° 少 &° %£ lo L° 、 

其： 他此 序文 中 益 軒 平素の 心 術 行 狀を徵 すべき もの' 少しと せざる な 

P. 

武 訓二卷 

首め に 竹 田舂菴 が 序 あ う、 享保 元年の 作に 係る， 

家 道 訓六卷 

第二 篇  第二 章 貝 原 益 軒— 第二 著書  一一 九 七 


第二 篇  第二 箄貝原 益 軒— 第二 著書  二 九 八 

此書卷 の 一二三は 總論 にして、 卷の四 五六は 用 財を 論ぜし もの、 是れ 
を當 時の 家政 學とい ふ も 不可な きな 6、 卷末に 京師の 書肆 柳 枝 軒 茨 
城 信淸が 跋 あぅ、 正德二 年の 作に 係る、 

樂 訓三卷 

卷の 上は 總論 にして、 卷の 中は 節 序を 說 き、 卷の 下は 讀 書を 說き 、最後 
に 後 論 あ $ 、內容 は 高尙な る 和樂の 道を 叙述せ しもの な $、 

君子 訓三卷 

是れ 在位の 君子の 道 ?: 說示 せし 書な ぅ、 首め に 自序 あ $、 

養生 訓八卷 

此書卷 の 一二は 總論に して、 卷の 三は 飲食‘ 卷の 四は 飲食、 飲酒、 飮 茶、 •及 
び 愼色欲 、卷の 五は 五官、 二 便、 及び 洗 浴' 卷の 六は 愼病 及び 擇醫' 卷の七 
は用藥、卷の八は養老、育幼 « 、及び灸治を論ぜ3、最後に益軒の後記あ 
6、 云く、 

愚生 昔し わかく して 書を ょみし 時、 群 書の 內、 養生の 術を 說ける 古 


語を あつめて 門 客に さ づけ、 其 門 si を /) か / 2 しひ パ 1  J づけて '® 生 も. 
要と 云 ふ、 養生に 志 あらん 人は、 考へ見 給 ふべ し、 乙、 にしる せし は 
一  其 要を とれるな り、 

一此 後記は 正德 三年の 作に 係る、 賴春水 詩 あり、 云く 
I  益 軒西筑 古名臣 、捐舘 方 過 一 百 春、 原 識門 生傳縿 久 、且聞 藩主 釆 k 蘋 〇 fr 
一如 # o ¥o *o l lo 勤 ¥o *o «o EO ;t #o AO ; 勤 ffo i ^o 影 彰 wc «o 生 ao f IIO 濟- 1 斯 ^ 

一  以上 列擧 せる 十 種の 通俗的 國字 訓戒の 書を 「益 軒 十 P」 と稱す 東京 女 

\  學館敎 授西田 敬 止 氏 之れ を輯 めて 一册 となし、 「益 軒 十訓」 と 題し、 博 文 

\ 

一  館ょ-^ 出版せ . 

一 克明 抄一卷 

此書は 益 軒が 天 和 二 年 十一月を 以て 起稿し* 黑田 侯に 上りて、 治者の 
\  道を 示せる ものに て、 人君 爲學之 要、 爲學之 工夫、 改過 、知人、 賞罰、 明 人倫 
\  の 六篇に 分ち て 之を 論ぜ 6 •、此 書 久しく 寫本 にて 傳は りしを 明治 三 
一  十五 年に 至ぅ、 躬行 會 叢書 第一集に 收 載して 之を 刊行せ ぅ 
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I  格物餘 話一卷 

\  此書は 甘雨亭 叢書 中 R 收 載せぅ、 一種 隨筆體 の 書な ぅ， 

一 神祇 訓一卷 
| 三禮口 訣二卷 

一 太宰府 天 滿宮故 實二卷  • 

一 古今 知 約 七十 餘卷寫 本 

一  此書は 益 軒が 博く 古今の 書を 涉獵 する に當 h て、 後日の 記 
|  るが 爲 めに 抄録して 編成す る 所な i、 

一 日本 釋 名三卷 

| 點 例二卷  ’ 

一 和字 解一卷 
| 扶桑 紀勝五 卷寫本 
j 筑前續 風土記 廿九 卷寫本 
一大 和本 草 廿五卷 


一心 書 軌範 一卷  . 

一 鄙 事 記八卷 
一 和漢 名 數三卷 

I  . 

i  日光 名勝 記一卷 

/ 

一 和名 本草 二卷  . 

I 筑 前名 寄二卷 

一 

i 初學詩 法一卷 

I  . 

一 本朝 詩仙 抄六卷 
i 歷代 詩選 五卷 

5  其 他 紀行、 植物 歷史 等に 關 する 著書 少しと せず、 然れ ども 今 悉く 之れ 
\  を 省略す、 益 軒の 學說を 知る に 必要-ならざる もの 多き が 故な办 、又 益 
S  軒の 訓點 書類 數種 あぅ、 世是れ を 「ル M" 點」 と S ふ、 
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三 01 
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第三 學說 

㈠ 總論 

益 軒の 學說を 叙述 せんとす るに 當 ぅ、 先づ其 立脚 點 を 明かに せん、 彼れ 
初め 陸 王の 學を 好み、 朱陸蒹 用の 意 あぅ しも、 三十 六歲の 時、 偶  > 學部 通辨 
を讀 み、 其 非なる 5: 悟^/ 專ら朱 子學を 尊崇す るに 至れ 6 、年譜を 見る に、 
三十 九 歲の處 に 

知 .s ?: r 5: ム 2: i: £££  卜  S、 

と あ 6、 乃ち 知る 彼れ が 中年 學識 の進步 する に從 つて、 純然たる 紫 陽 一 
派の 人と なれる を、 時に 近思錄 備考、 小學 備考 等の 著 ある も' 亦 全く 此思 
想の 傾向に 本づ くな 6、 彼れ 嘗て 孟子以 來の 學統を 論じて 日く、 

孟子 夫子の 道を 傳へて 謬らず、 嗚呼 吾が 夫子は 古今 天下一 人の み、 其 
道 大中至 正、 純 粹精微 、夫れ 賢者と 雖も 、偏性な き 乙と 能は ず、 恐く ば 其 
道を 傳ふる Ni と 能は じ、 孟子 固に 賢哲と 雖 毛、 未だ 聖人に 及ばず、 何を 


以て 能く 夫子の 道を 傳 へて 謬ら ざ る 乙と 此の 如くな らん や、 签し孟 
子嘗 1: 言 ^ 、 聖人の ¢ 5: 去る 乙 と 此の ごとく 其れ 未 ^ 遠から す 聖人 
の 居に 近き 乙と、 此の ごとく 其れ 甚 しと、 其 命 世の 才を以 て 且つ 聖人 
の 世と 聖人の 居と 5: 去る Z. と 其 近き 乙 と 此 の 如し 宜 なる 力な ® 人 
の 道を 傳へて 謬らざる Z1 と、 漢 唐の 諸 儒の 如きは、 雋 傑の 才ぁ $ と雖 
も、 道：^  6 •い 於て 賢述 する 乙 と 能 ^: す、 獨 $ 宋の 諸君 子の 如きは、 暑 i 
*0 統を承 和 ^ 〇 斯 «:0 を知咖如卜ぃ>心 &0 な ^ 然れども聖人の道、大中 
至 正、 精 微純粹 、孟子の 後、 諸 儒 全く 其體 を 備 へて、 偏な く黨 なき 乙と 能 
はず、 然れば 孟子 歿して 後、 聖人の 道を 略 i 傳ふと S ふは 可な 6、 全く 傳 
ふと S ふは 不可な 6、 蒸し 孟子の 後、 道を 知る もの、 二 程 及び 朱 子な う、 
是れ 聖人の 道畧 i 傳ふ るな う、 (愼 思錄卷 之 四) 

乃ち 彼れ が 程 朱を 以て 孔孟の 嫡傳 とする を 知るべきな う、 殊に 朱 子に 
就 S て 論じて 日く 

陳北溪 が 日く、 孔孟 周 程の 道、 朱 子に 至 i て 益！ 明かな 〇 と、 魏鶴山 日く、 
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韓子謂 ふ、 孟子の 功、 禹の 下に あらず と、 予謂ふ 、朱 子の 功、 孟子の 下に あ 
ら ずと、 陳魏二 氏の 言、 適 中と いふべき なぅ、 誰れ か 過當の 言、 其 好む 所 
に 阿る といは んや、 (同上 卷之 五) 

此の 如く 朱 子の 功を 以て 孟子の 下に あらず とする の說に 賛同す るを 
以て 之れ を觀れ ば、 其 崇敬の 念、 決して 尋常なら ざぅ しを 察すべし、 然れ 
ど毛朱子の如きも、未だ聖人といふべからざるが故に、過失なきを免れ 
ずと せ^? N、 其 言 R 云く、 

夫れ 朱 子 固に 聖人に あらず、 且つ 其 著述す る 所、 亦甚 多し、 其 中 過失 恐 
くば 亦 間 >將 に 之れ あらんと す、 故に 古人 日く、 人 聖人に あら ざれば •誰 
れか 過な からん と、 又 日く、 智者 も 千慮に 必ず 一失 あ 6 と、 然い心 私 ル 
の 事、 朱 子と 雖も、 かか  P 5 A 所む い、 歡 i ° i ° i ^° i° 和 0° «° ? ハ M° lf ° が ?:0 1«° 
i LO -co 、 於 ifiro RO ill LO ffio 歡 が «0 和、*|  駟卜鼢 <° 》 0〇 、紗 和 1 A° 0° 如、 其 功 

恐く ば 孟子の 下に あらず、 恨む らくは 後人 往々 に 朱 子を 知らず、 且つ 
未だ 朱 子の 全書を 見ず、 故に 其 疑 ふ 所 未だ 朱 子 立言の 本旨に 達せ ざ 


? 


益 

同 〇 朱 〇 軒 
く  〇 子。 S 
り〇 誠 〇 冀 

CjjO に〇學 

差〇是 °  , 
fi：  〇れ 3 朱 

f こ 〇眞〇 チ 
か 儒？  P 
て 〇 痕。 1: 

亟〇 古0 作 
})  〇  0°  う 
な〇 豪3 て 
き ◦傑。 

の 〇と〇 

g、 〇 い〇 

ふ9 

う〇べ 0 
な 〇 


其、。 

往〇 

聖〇 

を0 

繼〇 

き:0 

ボ。 

學〇 


と S へど も、 尙ほ朱 子の 未だ 聖域に 入る 能は ずして 過失な きを 免れ ざ 

るを 認容せ う、 彼れ 又 朱 子の 學說に 就いて 左の 如く 言へ う、 云く、 

朱 子が 大學の 格物致知 誠意 正 心 5: 說 くが 如き、 則ち 知を 先き にし 行 

い 歡いヤ 、論 記い， いい、 博 文を 先き にし、 約禮を 後ち にす、 中庸の 性 道 

於 b  I いか、 1  # 懼愼獨 を 以て 存養 省察の H 夫と なす、 及び 西銘 を說ぃ 
、、、、、、、、、、 、、 0 0000 0 o  o o oi o o o >Q„ o pf 
て 天地に 事 ふるの 道と なす、 此 等の 諸 說 、聖人 ま ^ 起る とも 恐く は此 

«0 ?:0 勒》か 50 -<0 %-& 1)0 、(愼思錄卷之；三) 

此れに ょうて 之れ 5: 觀れば 、益 軒の 朱 子學派 の 人なる Z: と、 復た辨 を 埃 
たざる な i 、 然れ ども 1 K0 S 伊 II ° 1 M ° 妒 p 0° ^ ig ° に 服す る ものに ぁら 
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るもの多し、,,英|1、陸子靜、王守仁が如しと雖も、猶ほ未だ誣枉をな 
t- い. n- 於、. や 其 下なる ものを や、 首 娛集卷 之 四) 
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|  ず、 其 S かなる 點 R 於て 朱 子と 異なる かは 大疑錄 にょうて 之れ を 證す 
一べき な $、 愼思錄 は 尙ほ朱 子學の 立脚 點ょ 6 叙述せ る も のな うと 雖 7P， 
|  時 あうて は 異說の 一端 5: 見る を 得， 例へ ば、 性を 分ち て 本然 氣 質の 二種 
一とせ ずして、 單に氣 質の 性を のみ 認容す るが 如き、 是れな う、 然れ ども 益 
一軒の 朱 子を 尊崇す る 乙 と實 に甚 しきもの あう、 是れ其 朱子學 派の 人と 
\  して 數へざ るを 得ざる 所以な う、 彼れ 固ょ $ 朱子學 派の 人た るを 以て 
の 故に 獨 $ 朱 子を 尊崇す るの みならず、 又 周 程 諸氏の 如く 宋學の 系統 
一に 屬 する ものは、 皆 之れ ?: 尊崇し、 其 主張の 存 する 所を 明かに せ $、 彼れ 
I  論じて 日く、 

周 子の 通 書、 二 程 全書、 學者須 らく 反覆 熟覽 せん 乙と を 要すべし、 晚年 
一  熟讀 して 得る 所 最も 多 S を覺ゆ 、孟子 以後、 復た這 等の 書な し、 尤も 貴 
重すべし、 (同上 卷之二 ) 

I  又 周 張 二 氏の 書を 論じて 日く、 

周 子 Q 通 書、 漢ょ A 以下 第一の 好 書と すべし 1 蓋し 諸子の 最も 粹なる 


ら 、ど、 な、 も、 

く、 も、 いの、 
更 、其、 西 〇 な、 
に、 餘 、銘 〇 之、 
精、 疋、 一〇 張、 
審 、蒙、 篇〇 子、 

を、 の、 の〇 の、 

加、 諸、 如 〇 言、 
ふ、 說 、き、 〇氣、 
ベ、 の、 前 〇 象、 
し、 中、 人 〇 雄、 
茼 間、 の。 偉、 
上程、 未0 語' 
一子、 だ 〇意、 
の、 發〇 の、 
說 、せ 〇淳、 
く、 ざ 〇 厚、 
所、 る ◦其'、 
と、 所 〇學、 
異 、大0 亦 v 
な、 に〇 正、 
る、 聖 〇大、 
も、 門 〇 光、 
の、 に 〇 明、 
あ、 功 〇 と V 

う、 あ 0 ぃ、 

學、 {)0 ふ、 
者、 然 '、ベ、 

續 、れ 、き、 


|  又 更に 程 朱を 擧げ 、之れ を 論じて 日く、 

I  皆 卜の一 iliQ、 *' 象 4  4、 語意 •深、 其說を 立つ る こと、 規矩 準繩の 如く、 學者 
一の & 則と なすべし、 朱 子の 言、 氣象平 直、 語意 詳 明、 其說を 立つ る 乙と、 夜 

I  か かき,、 於 か かか. か 如く、 學ヤ の明證 となすべし、 二子の 出づる 、時 

一〇〇〇〇〇〇〇〇 0 000  0 0 0  0 0 0 0 0 0 FO 10 0? 0 0, 9  2一 

一を 異にすと 雖 も、 然れど 名 其 道の 異なら 5 る Z. と符 tr を 合する 力 如 

COOOOOOO  0  0  00  000000  〇  ',、： い )> い 、 r、、， P  、 

一し、 蓋し 朱 子の 學、 二 程を 崇師 とする ものな ぅ 經說の 如き 間 同じから 
i  ざる もの あぅ と雖 も' 寡し、 蓋し 訓話の 較 >  異なる、 其 道の 同た るを 害せ 

j -r' 、 (同上) 

I  又 特に 二 程 子を 比較 論斷 して 日く、 

程叔 子の 學、 正大 高 明、 易 傳の說 の 如き、 專ら 訓詁 解釋を 主と せず、 胸 裏 
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宗〇乃 ◦上 
と 〇 ち〇來 よ 
す 〇周〇 弓 1 b 
る〇張 3 用 末 
も 〇 程 〇す學 
の0 朱0 る 愚 
な 〇 皆 〇 所 者 
办〇孟 〇 のの 
然 、子 〇評敢 
れ 、以〇 論て 
ど、 後〇に 輕 
も、 洗、0 よく 
其、 泗 〇  I) 議 
中、 の 〇 て す 
獨 、正 〇 益0 ベ 
う、 脈0 軒0 き 
張、 を 〇の〇 所 
子、 傳0 濂0 に 
に、 へ ◦洛 。あ 
對 、穴0 關0 ら 
し、 る 〇閩0 ざ 
て、 も 〇 に0 る 
は、 の 〇 出〇な 
間、 >〇 づ 〇 
意、 し ◦る。/ 同 
に、 て 〇 を 〇 上 
滿 、之 〇 知 〇 卷 
た、 れ〇 る0 之 
ざ、 を 〇 ベ0 五 
る、 師〇 し0 


第二 篇  第二 章 貝 原 益 軒— 第三 學說  三〇八 

在る 所の 蘊奥を 攄發す るの み、 儒者の 學、 當に 此の 如くなる べし、 廣大 
を 致し、 精 微を 極む と S ふべき なぅ、 其 言 謹嚴 にして 緊切、 後學 の箴砭 
レ なすべし、 百世の 下、 之れ を 聞く も の 興起し、 貪 夫を して 廉に、 儒 夫を 
い ハ」 かかい i、 其 益た る亦少 からず、 是れ大 に 名敎に 功 あ $ と ぃ ふべ 
卜り” 勘 耖 抄 办 00 50 ， 藏辦加 IEO SO LO 勐 和 ^ n A° 0° »o »o Ao 5:o l l:0 、 

000  0  00  0  〇  0 0 〇〇  〇〇〇  〇〇〇 〇〇、 〇〇〇.〇〇〇〇〇〇 

人を 責む るの 際、 抑揚 褒贬 、儼然として 畏る べし 只 恐く は 從容不 迫の 

勤 於 t ° i ° s £o no l: 〇 伽 ^o CDO tr ao so 伽  I  む  s ifco t o no ^o ao k  i uo 

1 &0 ゃ 云云‘. 心 给 3RA 0A 炯 い、 和 川は 精 金の 如し、 皆 天成 純 粹の德 、固 


い & かるを 言へ 欠 例へ ば、 正 蒙に 「知， ■，死 之不 &: 者、 可 •一 與言 fe 」 と 云へ るを 非 
なぅ とし' 是れ 寧ろ 老子の 所 si 「死而 不 h 者 * と 云へ る R 異ならず とし、 


論じて 日く、 

張子 正 蒙の 中 ® ほ 疑 ふべき 乙と 此の 如き もの あるは、 何ぞ や' 豈に偏 

僻の 害た る や、 賢者と 雖も 免れ 難き にあらず や、 (同上 卷之 三) 

其 張子が 「形 潰 反 fe」 と S ひ、 又 「萬 物不 不 ，散 而爲， ，太 ® 」 と S へる を 以て 程 

朱の 說と 相戾 ると なし、 敢て 之れ に 從はざ るの 意を 示せ 办、 然れ ども 大 

體ょ 6 之れ を 言へ ば、 張子 も 亦 其 尊崇す る 所の 一人た るを 失は ざるな 

6 、上は 孔孟ょ 6 下は 周 張 程 朱に 至る 迄の 間に 於て は、 益 軒 殊に 董仲舒 

と 韓昌黎 とを 推 尊せ々、 其 言に 云く、 

0000  000000000000  0000  oo'ooooo!o:o- 
漢儒 * 仲舒に 如くは なし、 唐 儒韓退 之に 如くは なし 孟子ょ ぅ 以來 五 

數以勤如 如 <°o i 5:o mo 1:o lls «o fco ^^ 0o 、^^ 6o to io ^ ^ ffio u -co ®o i 
5:〇 #〇 &_ «〇 |:〇 1£〇 3〇 ^^紗&、如&咖一〇一> 0〇 如、韓子の如きは、固ょぅ疵 
瑕な きこと 能は ず、 然れ ども 此れを 以て 其 大體を 掩ふ ベから ず、 左傳 

0000000000000  •  r -v r l r 

に 日く、 吾れ 一管を 以て 大德を 掩は ずと、 斯言宜 なる 力な 凡を 人を f& 
於 か.、 妒 卜 肷 阶い、 t 松い &  r 鼢 虻 V 栌 ^4 栗、 っぐか いず、 (同上} 
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益 軒 此の 如く 周 張 程 朱の 外 董仲舒 及び 韓退 之を 尊崇す と雖 も、 陸 象 山 
と 王 陽 明とは、 痛く 之れ を 排斥せ う、 曾て 「陸 象 山 論」 を 作うて 日く、 

象 山の 人た る や、 豪邁 穎悟、 人に 絕す 、固に 振 古の 英傑と なすべき な う， 
然れど 7P 性を 禀 くる 乙と 偏 僻、 故に 疎放曠 達、 矜高に して 志を 遜る 乙 
と 能は ず、 自ら 用 ao て 以て 足れ i となす、 己れ が 聰明を 負み、 人に 取る 
乙と 能は ず、 故に 蔽塞 する 所 多し、 朱 子の、 器 小な 4 とする 所以な う、 其 
學を なす や 粗 ^0 格 物 窮理を 以て 支 離と なし、 一 超 直 入を 以て 工夫と 
なす、 朱 子の 禪學 とする 所以な う、 而るに 其 作る 所の 文字 言語を 顧み 
るに 一語 も禪佛 の說を 取る 7P のな し、 只 其學 術と 心 術と を 看る に、 禪 
たるを 免れざる のみ、 云云， 陸 氏人の 惡む 所を 好み、 人の 好む 所を 惡む、 

coos と 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 

人性に 拂る とい ふべき な う、 其 才性大 に 人に 過 r と雖 も、 然れ ども 其 
學術 躬行、 甚だ 偏異、 功過 相掩ふ ZLO と 能は ず、 惜むべ きかな、 首 娛集卷 之 
六)  '• 

又 王 陽 明の 學 術を 論じて、 左の 如く 言へ 6、 云く、 


明 儒 博識 聰明に して 才俊な る もの、 注々 陽 明を 宗師 とし、 之れ を 尊 ft' 
する 乙と 神明の 如し、 中庸に 云く、 百世 以て 聖人を 俟ちて 惑は ずと、 人 
を 知れば なぅ、 陽 ® が 學の 如き、 果して 聖人 5: 俟ちて 惑は ざる ものな 
らん や、 之れ を 尊信す る もの # ぞ人を W ると、 s  r ぐ f  P ゲ、 al0 f F#0 pi30 
办數伽數 -:〇 渺⑼  PI  £ T° 0° 勢， i° lp -<0 &0 沪 i)° 、£  | 0° が ^0 ^0 
粗 謬、 孔孟の 敎と同 じからず、 葱 嶺ょ ぅ來穴 る 乙と を 免れず、 ft° 述 1 :す 
如！^！^  篇 n0 SJ io° io l:?^&ss52J at0 v a0 w 

ぞ£  & «o &  £  ぢ  s  I  其、 ^0 H io ⑼ 11 IO #° &  >1 S  以 

幾から ず や、 (愼思 錄卷之 四) 

又 云く 

歷 世儒臣 多き 乙と 明朝に 若く はなし、 獻 徵錄载 する 所 ?: 看て 知る ベ 
きのみ、 其 衆多の 中、 學術 純正なる 4 の、 極めて 鮮し、 異學に 陷溺 する も 
の、 滔々 ，こして 天下 皆 是れな え 其餘弊 流れて 胡淸に 至 6 て 未だ 止 息せ 
ず、 恐く ば 外國に 傳へて 遠く 及ばん、 此弊陳 白 沙王陽 明を 以て 作俑 i- 
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なすべ し、 陽阶 最も 稱首 となす' 天下 か！！ £A 1 ^ 土 h • か “ h 6、 か ル 以 
あ $、 何ぞ穴 V 晋人淸 談を尙 ぶの 弊の みな £ んや 、然れ ども 明 清の 諸 
儒才俊に'して、畧>學識あるもの、亦迷眩し、之れを尊んて宗師となす乙 
と、 神明の 如くす る も のは、 何 ？:' や、 云云、 蒸し 學 術の 偏 異迷溺 、英俊の 人 
と雖 も、 免る、 Z. と 能は ず、 古ょ i して 然 -OS 、 怪とな すに 足 £ ず 、學 者の 
恐 省すべき 所以な う、 東坡が 六 一 居士 集の 序に 日く、 「邪說 の 人を 移す 
乙と、 豪傑の 士と雖 も、 免れざる もの あう」 と、 誠なる かな 此言 や、 (同上 卷 
之 六)  ， 

益 軒は 陸 王の 學 術の 弊を 論ずる 乙と、 痛切 5: 極む と雖 も、 其 人物の 雋邁 
なる 一點に 於て は竊に 之れ を 認容す る もの、 如し、 彼れ 又 陸 王を 捨て 
、、專 ら朱 子 ?: 尊崇す と雖 7P、 時 あ- C\ て 其學說 寧る 陸 王に 近き もの あ 6 A 
は、 殊に 注意す ベ &所 なう となす、 

益 軒又當 時の 古 學に對 して、 屢- 批評を なせ 6、 例へ ば、 其 

近世の 學者、 往々 古義に 執定 して、 人情 ic 合は ず、 動 も すれ ti: 時宜に 負 


く、 是れ蔽 固に して 通ぜず 、此病 ある 所以な \ (同上) 

と S ふが 如きは、 蓋し 仁 齋徂徠 の 徒を 言 ふならん、 又 其 

近世 異學の 輩出て、、 以て 只 之れ を 道と いふべ く、 之れ 5: 理と いふべ 
からず と S ふ、 此れ 亦 固陋の 甚 しき、 時變に 通ぜざ る ものな、 り、 (同上 卷 
之 四) 

と S ひ、 又 大學は 聖人の 言に あらず とする ものを 斥けて、 近世の 俗儒と 
S ふが 如き、 殊に 仁齋の 徒を 指す に 似た ぅ、 又 其 

〇〇 〇〇〇 〇〇 00  0  0 〇〇 〇 

浮虛 高き を 貪 i て 大言 する もの (同上 卷之 r 

とい a 、 

游蕩汜 濫、 偏 僻駁雜 (同上) 

と  s a 、 

| 5:0 «0 如、 510 5:0 勒 公 0〇 *〇 韌心和 <〇 、勸 ?:〇 «〇 如、柄 1:〇 加加 6〇 0〇 珈韌办|ノい、 

(同上) 

と  s a 、 
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ベ。 の 〇傷〇 己。 
§〇 氣〇づ 〇れ〇 
の 〇 象 〇 け 0 が 〇 
み 0 に〇 ら 〇說〇 
同 あ 〇 る 〇 を〇 
卜  ら〇  So 立 〇 
卷ず ◦說 〇て〇 
之 其0 是 〇 ん0 
五文〇 な0 と0 
字 〇る〇 欲 〇 
間0 も0 し 〇 
採 〇 の 〇 て 〇 

る 〇あ〇 A 〇 

^<〇  jo  0〇 

き 〇と〇 小〇 

も0 雖 〇疵0 
の 〇 も 〇 を 〇 
ぁ〇其 〇責。 
5 0 心0 め。 
と0 は0 動0 
J 隹〇 非0 も0 
も 〇 な 〇 す 〇 
其、。 う 〇れ〇 

人 〇 浮 〇 ば。 
は0 躁 3 常0 
猥0 淺0 に0 
陋〇 露 Q 刻0 
賤0 君 Q 薄° 
む 〇 子0 に Q 


う 〇其〇 
自〇行 0 
ら〇ふ 〇  5 
厚 〇 所〇篇 
う 〇己〇 

す 〇 れ〇箜 

る 〇に〇 i 
ZO 矜〇貝 
と。 bp  ® 
能。 人、。 蒜 
は 〇 を0‘ 
ず 〇賓 *0 三 

M  め、0  _ 
上 刻。 說 
一 薄 0 
不〇 
仁 0 

I こ。 

し 〇 


誹 C 
謗。 
を〇 三 
好 〇 四 
み 0 
己、。 
れ〇 
に 0 

反 〇 


と S ふが 如きは、 皆 徂徠の 徒を 指す に 似た ぅ、 彼れ 此の 如く 仁 齋徂徠 の 
徒を 排斥す と雖 も、 時 あぅて は 又 折衷を 主張し 結ん ど 古 學 派の 如 &  口 
吻を なせる は 一奇と s ふべ し' 其 言に  一 K く、 

上、 ハ M- 語孟 h 讀む に、 宋儒本 註を 以て 先と する 乙と 固に 善し、 然れど も 
古註 疏亦廢 すべから ず" 朱 子の 日く、 漢魏の 諸 儒、 音 讀を 正し、 訓詁に 通 
じ、 制度を 考へ 、名物を 辨ふ、 其 功博し、 學者 苟も 先づ其 流を 渉ら ずん ば、 
亦 何を 以て 其 力 1: 此 に 用 a A と、 朱 子 四書 詩 易 •に 於て 旣に傳 註を 作 


と s  a、 


うて、 其 言 此の 如し、 然れば 古 註疏 も亦考 へざる ベから ず、 夫れ 朱 子の 
傳註を 作る、 義理 精當 、固ょう 古 註疏を 待たず、 然れ ども 訓話、 文義 、名物、 
制度の 如きは、 古 註疏に 讓 i て、 詳に 解せ ざる もの 多し、 今人の 經を讀 
む や、 古 註疏を 考察せ ず、 却て 汲々 として 明 儒の 諸說を 貪う 見る、 是れ 
妒. | いか 0 铲鴕 心 ) s' y か V S0 L° S° s_ io i 0° & 疏 ^ ° 看れば •文 義の 
®:o »o 5:o #o -co ?0 - t0 妙 1:: 「へ &0 40 &p L0 # t° りへ  w e>0 ^° ( 同上 卷之 一) 

是れ 全く 折衷 說な 3、 折衷 說な うと 雖も 、明 儒の 諸說 ょうは 寧ろ 古 註疏 
を 取る ものなる が 故に 古學 派に 近し、 其說 、朱 子に 本づ くと 雖も 、殊に 此 
必要を 言 ふ もの、 偶^以 て 益 軒の 闇齋 一派の 如く 決して 偏狭 固陋なら ざ 
る -5: 證す るに 足るなら、 益 軒 又 論じて 日く、 

後 儒の 說、 宋 儒と 訓義 同じから ざる もの あう、 亦 各 > '見る 所 あうて、 說を 
立つ るの み、 若し 異學偏 僻の 說に あらず んば 、己れ に 異な &とな して、 

ip  かか ぃ妒^ t' 心  P  ぃで勤 ro .i, l?° ?)0 か L° ffio <0 舻”彫 <° ^ n° w:0 、 

i 5: 0 # 〇 如 ひ io *l  ^ g> 〇 和、！ 1 10 <〇 か ^〇 取ぃか知 5〇 如 «〇 ^0 心 3<〇 同上卷之 
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六) 

此れに 由うて 之れ を 觀れ » 宋儒以 後の 學說 と雖 も、 亦 併せ 取うて 參考 
に 資する の 意な き R あ 6 ず、 其 襟度 宏量 、推して 知るべきな う、 然れ ども 
又 一方に 於て は 學術 の當に 純一 無雜 ならざる ベ か 6 ざる 乙と を 道破 
せ. CN、 其 言に 日く、 

夫れ 道は 一の み、 故に 學ぶ ものは、 純一を 貴ぷ、 若し 王道を 行 ふて 覇術 
を まじ ふるものは、 伯 道と なす、 王道に あらざる な う、 儒と な $ て異術 
を まじ ふるものは、 異術 となす、 儒に あらざる な $、 程 朱を 學んて 陸 王 
を 1 じふる ものは、 陸 王の 徒た $、 程 朱の 學に あらざる なう、 道 誼 5: 行 
ふて、 功利を まじ ふるものは、 功利と なす、 道 誼に あらざる なう、 蓋し 淸 

ssiv§ ^o £si &o no M s 如ぎ !0 § i° 同上 卷之 

一} 

今 益 軒の 學說を 一瞥す るに、 陸 王を 排斥して、 反うて 陸 王に 近き 處 あ、 
古學 派， 反抗して 、反うて 古學に 類す る處 あう、 是れを 純一 無雜 といは 


んと 欲する i に 得ん や 1 未 2 始 一貫せ りと XII 

なう、  ( 

f?  唯氣論 

益 軒 朱 子 ！崇する乙と、神明の如し ^ °^ :| ^ °0? °0| ?、 01 .. 
點に 於て 他の 見解を 取 up  ,№ 0° 學說と 同一 轍に 出づ るは 亦 一 
?可20〇$ ^〇 ^〇 〇る ^〇 #〇 ，ジ 5° ?)〇 、朱子は理氣の二元を立て\宇宙 5: 解釋せ 
う、 故に 彼れ— 明に 二 元— t 唯， 朱 子％ 太 極を？、 以て 宇宙の 很 
本 主義と する 所ょ i れを言 S、 恰 A 一元論 者の 如しと 雖气太 極は 
彼れ こ あ $ ては 理な り、 氣 にあらざる なう、 •又 理氣 二者の 合體 にも あら 
f な 5、 故に 彼れ は 到底 二元論 者た るを 免れざる な"、 然るに 王 陽 明 
は 朱 子に 反し、 理氣を 合一し、 畢竟 一元論に 歸せ う、 然るに 益 軒 亦 理氣を 

分ち て 二者と なすべ からざる 乙とを主張せう、其言に云 °< 00000 
於  £い  t s: t  i$ MO s mo siK£ no — 愚 迷うて 
^o ^o MO sao l-o ao zlo to tgo ^o vo る 所以な^^ 大疑舒 卷之 上) 
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第二 露  第二 窣貝原 益 軒— 第三 學說 

又 「理 氣不％ /> 論」 5: 作うて、 論じて 日く 

理氣决 して 是れ 一物、 分ち て 二 物と なすべ か 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇 

の理な く、 又理な きの 氣な し、 先 後を 分つ ベ か 
の理か 之れ あらん、 是れ理 氣の 分ち て 二と な 
先づ理 あうて 後、 氣あ うと s ふべ からず、 故に 

0 0  〇〇  〇〇〇 〇 〇〇〇 〇〇  〇〇〇  〇〇 〇 

© 氣二 物に あらず、 離合を 言 ふべ からざる な 
るに あらず、 乃ち 氣の理 のみ、 (大疑 錄卷之 下) 

益 軒は fe の 如く 理 5: 以て 氣の屬 性の 如く R 見 
破し、 此點に 於て 朱 子と 相 背馳し、 寧ろ 陽 明 及び 
所 あるを 示せう' 朱 子は 「 f 劉叔文 1 書」 に 


三 一八 


らず、 然れば 則 

〇 〇 〇〇〇  〇 

らず、 苟も 氣な 
0  0  0  0  0  0 
すべから ^ る 

先 後を 言 ふべ 
〇 © ©  ®  ®  ◎ 
3、 蓋し 理は別 


做し、 斷 然理氣 
仁齋と 同一 轍 


0  0  0  0 
ち氣 なき 

ければ、 何 

からず、 又 
◎ © © © 
R 一物 あ 


合一を 道 
に 出づる 


AAAAAAAAAAAAAAA 

所， 謂 理と氣 と 此れ 决し て是れ 二 物 (朱 子 文集 卷四 十六) 


と S へ $、 此れ R 對して 益 軒は 
理氣决 して 是れ 一物 


と S へ $、 乃ち 知るべし、 跑れは一元論にして彼れは二元論なるを、益軒 


又 

る △ず △生 △も、 有、 な 〇ど〇 ふ、、 じ、 善、、 ふ、、 を、 理 △理 
に △と △す: △其、 錶 、し、 〇も 〇薑 、て、 正'、 萁〇氣 、氣 A 氣 
? あ △い △  ffi △濁、 れ 、其'0 此0 れ 、氣、 し、 實〇 と、 本 △の 
5  ら △ふ △し △ 穢 、ど、 常 0 れ 〇 乃、 と、 か、 一 ◦い、 と △關 
ず △は △ て △を、 名、 は。 陰 3 ち、 い、 ら 、物 3 ふ、 是 △係 
箜夭則 △理 △以 、泥、 是 〇陽〇 運、 へ、 ざ、 の0 其、 れ △を 
牽 疑ち △能 △て、 土、 れ〇の ◦動、 ば、 る、 み、。 生、 一 △說 
貝錄 不 △く  △水、 の、 氣 。本。 變 、貝 |J、 の、 然 、長、 物? △い 
_ 卷 可 △萬 A の、 中、 の 〇然〇 化、 ち、 名、 れ 、收 、其、 て 
_ 之な △物 △本、 に、 本0 に0 し、 時、 な、 ど、 藏 、運、 日 
▲下 う △を △然 、過、 然 。あ 。て、 あ、 し、、 も、 條 、動、 く 
三-何 △生 △と、 〈へ 卽〇  定 、う、 是 、之、 貫、 變、 

學  ん △ず △な、 れ 、ち 〇 ず 〇 ま、 て、 れ 、れ 、あ、 化、 

說  と △と △す、 ば、 是0 其〇ら 、雜、 を、 を、 i)、 作、 

な △い △ベ、 則、 れ〇氣 〇 ざ、 糅、 以 、命、 て、 用、 

れ △ふ △か、 ち、 理0 の 〇 る、 紊 、て、 じ、 紊 、あ、 

ば △も △ら 、溷 、の0 常 〇 に、 亂 、常、 て、 亂 、り、 

理 △亦 △ざ、 濁、 み0 を。 由、 し、 變、 理 、せ、 て、 

は △可 △る、 汚、 乙、 語 Q る、 て、 の、 と、 ざ、 生、 

氣 △な △な、 穢 、れ 、れ〇 故、 災 、言、 い、 る、 生、 

の △う △ 1)、 其、 を、 ば〇に 、诊 S ふ、 へ、 を、 息、 

理& 苟 △故 A 淸 、水、 則 3 常、 と、 ベ、 ば、 以 、ま、 

三  な △も △に。 潔、 に、 ち。 を、 な、 き、 則、 て、 ざ、 

九  う △理 △氣 △を、 譬、 正 3 失、 办 、な、 ち、 之、 る、 

本 △能 △能 △失、 ふ、 し 〇 ふ、 其、 し、 氣 、れ 、を、 

末 △く  △  く  △ふ、 水、 か 〇 な、 常、 之、 の、 を、 以、 

先 △氣 △萬 △然、 本、 ら 〇 う、 度、 れ 、純、 理 、て、 

後 △を △ 物 △れ 、と、 ざ 〇然0 を、 を、 粹 、と、 之、 

あ △生 △を △ど、 淸 、る 〇れ0 失、 命、 至、 い、 れ、 


第ー ー篇  第一 一章 貝 原 益 軒— 諄 三 學說  三 二〇 

I 益 軒が 理を以 て 氣 の附屬 物と し、 理ょ 6 は 寧る 氣を 重んずる の 思想は 

I 羅整菴 ょ $ 來 たれる が 如し、 整 菴 日く' 

一  _ ^o i &o <o mo KO RO fco v>o ^° i IIO M 90 -<o LO 、_.®®i) 

| 又 日く、 

1 ^i D 0 20 /E n° m0 の理 、(同 續卷 上) 

i 益 軒は 整 巷の 此 語を 弓いて 論じて 日く 

宋儒理 氣を分 開して 二 物と なす、 其 後 諸 儒、 宋 儒に 阿諛して、 論辨 する 
こと 能は ず RO き sss3 «o $sllss£ io s 0TO 、 

go sl 田  s i-o 4s ro 兀& sis a° 把 tt'° fo る雰ぃ 、雰 0〇 

±o g  s  K  知、 £伽 5 zlo sl &o Nio s  £  二 to sto 籯 

ル ^0 如 *0 亂 50 %如 «0 心如 «0 50 如ひ卜 80 3<0 大疑錄卷之上)- 
理氣 合一 論は 獨 i 羅整菴 の 唱道す る 所と すべきに あらず、 吳蘇原 及び 
I 王 陽 明の 如き も、 亦 此點に 於て は 彼れ と 殆んど 同一 轍に 出づる もの あ 
一る が 如し、 然れ ども 益 軒は 這 般の 思想を 整 菴の困 知 記ょぅ 得來た る Z. 


と. 疑な かるべし、 整 ^ 名は 欽順、 字は 允 升、 明の 嘉靖 年間の 人な う、 

彼れ 羅整菴 と 同じく 理氣 合一 論を 主張す と雖 も、 理は 氣の屬 性に 過ぎ 

ざるが 故に、 畢竟 唯氣 論に 歸着 せざる を 得ざる なう、 乃ち 論じて 日く、 

^o no 天地の 間、 二氣な し、 唯 二 氣のみ •、一  氣は 何ぞ 、是れ 乾坤の 氣、 萬 物資 

うて 始め、 資 $ て 生る に 由る、 故に 之れ を 名 づけて 元氣と s ふな \ 元 

氣の 流行を 陽と なし、 凝 聚を 陰と なす、 陰の 流行は、 卽 ち是れ 陽、 陽の 凝 

聚は 、卽 t>" 是れ 陰、 陰陽の 由うて 分る、 所を 原ぬ るに、 本と 是れ 一氣の 

み、 故に 朱 子の 日く、 二氣の 運は、 便ち 是れ 一氣の 分と、 蓋し 一氣 分れて 
00000000000000000000000000000 
二と な 6、 一  陰 一陽に して 天地の 道行は る， 故に 陰陽は 天地の 道な う、 

元氣の 分な 6、 天地 日月 四時 鬼神 萬 物、 皆 乙れ にょ $ て 立つ、 (自娛 集卷 

之 n 

蓋し 益 軒は 太 極を 以て 氣とな し、 朱 子の 太 極を 以て 理とな すと 相反せ 
$、 其 言に 云く、 

天地の 道、 其ょ る 所を 原 g るに、 其 初め 兩儀溟 滓に して 未 •た 開かず、 j 
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存 〇く〇 界〇此 
す 〇 理〇 の〇れ 
る 〇を〇 本 〇 に 
附〇否 〇 體〇由 
屬〇定 〇 と 〇 う 
物 〇 す 〇 し 〇 之 
に 〇 る 〇 て〇れ 
し 〇 も〇認 〇 を 
て 〇 の 〇 容〇觀 
决〇に 〇 す〇れ 
し 〇 あ 〇 る 〇 は’ 
て 〇 ら〇も 〇益〇 
太 0 ず〇の 〇軒〇 
極 〇然0 な0 の 〇 
其 〇 れ〇る 〇宇〇 
物 〇 ど 〇 乙 〇宙〇 
に 〇も〇 と 〇觀〇 
あ 〇 理〇復 〇 は 〇 
ら〇は ◦た 〇一〇 
ざ〇彼 〇疑〇 元。 
る 〇 れ〇な ◦的 〇 
な ◦に 〇 き 〇 に 〇 
3  ◦あ 〇 な 〇 し 〇 
東  §〇 ぅ〇 て、 〇 
子 て 〇 彼 〇 唯 〇 
はは 〇 れ〇氣 〇 
太®。 固。 を 0 
極 氣0 よ0 の〇 
を に 〇  i  ◦み 〇 
論 依 ◦全 ◦世 〇 
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氣 渾沌と して 未だ 分れ ^ 是れ至 理の會 する 所に して、 而して 陰陽の 
象、 未だ 著は れず 、之れ を 名 づけて 太 極と なす、 (大疑 錄卷之 下) 

又 云く、 

蓋し 一氣 未だ 分れ ざれば、 一氣の 渾沌を 以て 太 極と なす、 陰陽 旣に分 
るれば、 則ち 陰陽の 道、 太 極の 流行た 3、 太 極 陰陽， 前後の 分 あう と雖 も、 
其 名を 異にするな う" 然れ ども 至理あ 6 て 存す るは 異ならず、 蓋し 太 
極は 是れ 一氣 の渾 % 陰陽 未だ 分れざる の稱 、陰陽は 是れ太 i 旣に分 
る、 の 名、 其 實二 あるに あらざる な $、( 同上) 


じて 日く 

太 極は 只是れ 天地 萬 物の 理な 3、( 朱 子 語類 卷第 一) 


れ〇益  知 

io 軒  る 

卽 、。は  ベ 

ち〇 人。  き 

偷っ道 〇  な 

を〇( 三） 6 
の 〇 天 〇 
本 3 道0 事 
源 0 よ0 天 
を 0  $  〇 地 
以〇演 ◦論 
て 〇繹っ 
天 〇 し 〇 
地 〇 來〇 
に 〇 穴0 
出 〇 う〇 
づ〇て 〇 
る〇 返0 
も〇德 3 
の 〇 的0 
と 〇模〇 
せ 〇範〇 
い を0 
是 '宇。 

れ 宙° 

儒 の0 
敎 運0 
本 行 ^ 
來に〇 
の 取」 


思想に 外なら ずと 雖も 、彼れ の 之れ を說 明す る Z. と、 殊に 詳密 精細に し 
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又 日く、 

未だ 天地 あらざる の 先き、 畢竟 また 只 是れ理 •此理 あれば 便ち 此天迆 
あ$、若し此理なくんば便ち亦天地なけん、人なく物なくんば、都て該 
載す る N1 となく  了は ら ^ 理 あれば 便ち 氣あ fv 流行して 萬 物を 發宵 
す、 (同上) 

又 日く、  ，  . 

太 極は 只是れ 一箇の 理の 字、 (同上 一 

朱 子は 此の 如く 取 如 影 淤か齡 レ、 か！！ 卜 辦 i- h 同一視かん 益 軒 深 
く 朱 子を 尊崇す と雖 も、 宇宙 觀に 於て は大に 之れ と 異なる もの あるを 
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て、 最も 適切なる もの あるな $、 彼れ 人道を 天道ょ 6 演繹し 來た るが 故 
に * o i 510 1 いい  &  i  S  § £ §  口  s  i  い 4  A  い 
とは 天 他の 道卽ち 天道を 以て 吾人 行爲の 模範と する を s ふ、 然らば 吾 
人は 如何なる ものを 天地の 道と し、 如何にして 之れ を 實行 する 5: 得べ 
きか、請ふ先づ彼れの所論を傾聽せょ'自娛集〔卷之一〕に「事„天地|說」上下二 
篇 あ， CN' 其 上に 云く、 

大な るかな 乾 元、 萬 物資うて 始む 、至れる かな 坤元、 萬 物資 6 て 4 j る、 是 
を 以て 人の 生 ^ る、 や、 始めを 天に 資 う、 生を 地 R 資る 、故に 日く、 乾を 
父と 稱し '坤を 母と 稱 すと 1' つ 其 有 生の 後、 終身 覆 載 愛育の 功、 亦 至れ 
う、 大な う、 猶ほ 父母 我れ を 生む 0 後、 復 犮 其 鞠 育敎誨 を 受けて 長 成す 
るが ごときな 6、 嗚呼 人、 天 ® の 中に 生れ、 天地の 養を 受けて、 身を 天地 
の 間に 寓す '天地を 以て 大 父母と なして 怙恃 となす、 且つ 天の 人を寵 

異 する、 之れ を 萬 物に 比する に、 最も 厚し となす、 日 妙 5ro Jao ^o AO 0o 5^o ;II RO 

o 50 、， io . 〇 0 0 〇 o、o -o o ooooooo o o o o o oooc 

かげる や 極うな きの ^ を受く、之れが德を報いんと欲するに、其廣大 


の 3 し 〇 忘0 る 〇 深0 
天 〇 て 〇 る0 べ〇 
に〇乖 c> べつけ 〇 限 〇 
事 3 戾つか 〇 ん〇量 〇 
ふ 〇 せ: 3 ら〇や 〇す〇 
る 〇 ざ 〇 ざ0 須〇 ベ0 
亦 〇る〇 る0 ら〇か 〇 
須〇に 〇 な〇  く  〇ら〇 
ら 〇 あ 〇  $  ◦終 〇 す:。 

く  〇 る0 之 身0 人0 
此〇 の0 れ 之0 た0 
の 〇 み3 に れ0 る 9 
如 〇是〇 事に 0 も 0 
く  〇れ〇  く  奉 〇 の 〇 
な〇 乃0 る 事0 其0 
る 〇 ち0 の す3 萬0 
ベ 〇 孝 〇 道 る 〇  —  〇 
§〇 子〇い に 〇 を 〇 
な 〇父〇 か其〇 報3 
6  〇 母 〇 ん 道0 い 〇 
天 に 〇 日 を0 ん0 
地 奉0  く  以0 と0 
の 順0 天 〇 て0 欲3 
心 す0 地 〇 す0 す0 

い る 〇の〇 ベ0 る0 
かの 〇 心 〇  く0 の0 
ん道〇 を〇須 'Q 志 Q 
日 仁;  〇 奉 〇 臾 つな0 
く  K0 若0 も0 か0 


办 0〇 ^° 易に 日く、 天地の 大德を 生と S ふと、 生とは 何 どや、 朱 子の 所 II 
天地は 生物を 心と なす、 又 日く、 天地 一 もな す 所な し、 只 萬 物を 生ずる 
を 以て 事と なすと、 是れな ぅ、 之れ を 奉 若して 乖戾せ ざるの 道い かん 

0 00  △△  A  <3  A  △△△、△△,△  A  f  :A "A 、 ^ 1- 1A1 

日く、 仁の み、 蓋し 天地 生物の 心 人 之れ を 受けて 以て V もとな す ^ 謂 仁 

<  △  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  0 10 0 to 、 IO ko lo £/ 。- -0 わ 
な 圪也 と 仁と 天に 在ぅ Ac にある の 別 あ $ と雖も 其理は 異ならず 故 

: T ぐ 

かん、 孟子の 日く' 親を 親んで 民 ^ 仁み、 民を 仁ん て 物を 愛す、 是れ 仁 ^ 
なすの序な\_ 1〇 ^〇 0 1:〇 むわ 2〇 ギ勤 $〇 わ妁わ所、入偷を愛するにぁ 
ひ 0〇 か、 蓋し 天地は 物を 生じて、 其 生ずる 所を 愛す、 譬へは 父母の 子に 
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於け るが 如し、 天地の 生ずる ぼ、 乃ち 是れ萬 物の み、 其 生ずる 所の 萬 物 
の 中、 人類を 愛する 乙と 最 重し、 此れ 人は 萬 物の 靈 7^ るに 由るな う、 
是を以 て 吾れ の 人倫を 厚う する もの、 豈に 啻に 同胞に 惇 きのみなら 
んや、 抑  >天 地 、人を 愛する の 心に 順つ て、 之れ に 事 ふる 所以な う、 故に 天 

00  〇〇〇  〇〇〇  〇〇〇 0 00  〇〇  〇〇〇  〇〇 〇 〇 〇〇〇 〇〇〇 

地に 事 ふるの 道、 禀 くる 所の 五常の 性 R 率つ て、 人 偸を 愛する にある 
のみ' 人偷を 愛する の 中、 父母に 厚き を 以て 最も 重し となす、 蓋し 父母 

0000  〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇〇 〇 〇 30000000  0  0  0  0  0 

は 人 ft の 本な う 厚う せざる ベから す 親を 親み 民 ?: 仁 lr の餘又 物を 
愛する にある のみ、 物を 愛する に 又 序 あ- CN、 禽獸 ?: 愛する を 先き と 5 
し、 草木を 愛する を 次ぎと なす、 且つ 君子の 物に 於け る や、 之れ を 用 ふ 
る 乙と 禮あ 6、 之れ を 取る 乙と 時 あう、 之れ を殘 忍し、 之れ を 暴殄 すべ 
からず、 物を 愛する も、 亦是れ 天地の 心に 奉 若す る 所以に して、 之れ に 
事 ふるの 一事な う、 總て 之れ を 論ずれば、 中庸に 所 J PB 性に 率 ふを 道と 
いふ、 是れ なう、 蓋し 五常の 性に 率へ ば' 則ち 五偷の 道、 此れ R 由うて 行 
はる' 仁の 性に 率へ W: 父子 親 あう、 義の 性 R 率へ ば、 君臣 義 あう、 禮の性 


に 率へ ば、 長幼 序 あう、 智の 性に 串へ ば、 夫婦 別 あう、 信の 性に 率へ ば、 朋 
友 信 あう、 是れ 人の 道 ある や、 天性の 中、 固ょう 有る 所な 6、 

又 其 下に  一 K  く、 

惟れ 天地は 萬 物の 父母、 惟れ 人は 萬 物の 靈、 故に AO 如 ^ 0 0〇 勤. i 如 0〇 ®0 

#、5 1  心  i  A  S  於 二  ^ s  s  g  I  其、 &  I  が 

靈に して 耻ぢざ る 所以な $、 天地に 事 ふるの 道 s かん、 日く、 奉 若 s° ®° 
して 敢て 違は ざるに あるの み、 奉 若して 違は ざるの 道い かん、 日く、 ^0 

0o i to s  s  S LO 'S  如  S  ⑦  L to sg o0 客ぃ ^ の 

賦 する 所を 心性と なす、 仁義 禮智の 如き、 是れ な V 宜しい， かい r 之 
れを存 養すべきな $、 天の 生ずる 所を 人物と なす、 人偷と 禽獸❾ か^ j 
の 如き、 是れな う、 宜しく 親 厚して 之れ を 仁愛すべきな 6、. か かか 性 卜 
か 奮 ヤひ 卜 A" 1  h!J w- t- “i、 か レ M  か 14 p. t- p r w 

A  A  A A oooo  〇 〇〇〇 〇〇〇  00 〇〇〇  〇 〇 〇〇〇 〇 〇〇〇 

の 道な う、 此 二つの もの、 固ょう 體 用の 別 あ $ と雖も 、合して 之れ をい 


へば 則ち 仁の み、 人倫と 品物と、 其 貴賤 甚だ 殊 なう、 故に 親を 親 ^; E' 5:' 
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す、 の 〇他〇 是〇心 0 ふ 〇と〇 地 〇實 。之て 
の、 み 〇 な 〇 故 〇 は 〇に〇 な 〇 の 〇 に〇れ 同 
意、 と し 〇に〇 生 〇天〇 す 〇 心 〇鴻 〇 を 一 
殆 、其、 五〇仁 c に〇 地。 然〇 を 〇 大〇述 の 
ん 、天、 常〇を 〇あ〇 は〇ら 〇體〇 な 〇べ見 
ど、 地、 の 〇な〇 る 〇萬〇 ば 〇し〇 ん解 
春、 の、 本 〇す〇 な 〇 物 0 其〇て 〇 故 〇 に を 
風、 心、 性〇は 〇  6  〇 を。 天 〇之〇 に 〇彼述 
の、 を、 に 〇 卽〇若 〇 生。 地 〇 れ〇其 〇れぶ 
生、 愛、 率 〇ち〇 し 〇ず〇 の 〇 を〇 恩〇思 る 
氣 、に、 つ 〇天〇 人〇る ◦心 〇遵〇 に 〇 へ I こ 
を、 於、 て 〇地〇 類 〇 も 〇は〇 奉 〇 報〇ら 過. 
吹、 て、 同。 の 〇に〇 の 〇 果〇 せ 〇 い 〇  く  ぎ 
起、 認 、類 〇心〇 し 〇な〇 し 〇 ざ 〇 ざ 〇 天。 ざ 
す、 識 、を 〇 を〇て 〇ら〇 て0 る 〇 る 〇 地 〇 る 
が、 し、 愛 〇遵〇 生 〇 此〇那 〇 ベ 〇 ベ 〇 は 〇 の 
如、 更、 し 〇奉〇 を 〇れ〇 邊〇か 〇 か 〇 大〇み 
き、 に、 延〇す 〇 以〇に 〇 に〇 ら〇ら 〇 父〇尙 
の、 此 、い 〇る〇 て 〇由〇 於 〇ず〇 ず 〇母〇 ほ 
感 、れ 、て。 所 〇心〇 う 0 て〇是 〇 其 〇  RO 又 
な、 を、 禽〇 以〇と 〇 て〇か 3 れ〇恩 〇 し 〇 益 
し、 以 、獸〇 な 〇 す 〇 之 〇 之0 を 〇に〇 て 〇 軒 
と、 て、 草。！ ) 〇 れ〇 れ〇 れ〇 天 0 報 0 其〇の 
せ、 人、 木 〇 仁 〇ば〇 を0！:0 地 〇 い0 人〇論 
ず、 類、 に 〇を〇 乃〇觀 。認 。に 〇ん〇 類 〇 旨 
益 の、 及 〇 な 〇ち〇 れ〇む 〇 對〇と 〇 に 〇 を 
軒 L 道、 ぶ0 す0 仁0 ば0 ベ0 す 〇欲〇 於〇總 
は 德 、に 〇 の 〇 と 〇 天 〇  る 〇 せ 〇 け 〇 括 
又 と、 あ 〇 法 〇 な 〇 地0 と ◦の 〇 ば 〇 る 〇 し 
同 な、 る 0 は 〇る〇 の ◦い 0 孝 〇 天 〇 恩 〇 て 
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仁み、 物を 愛する の 厚薄， 其 差等 同じから ずと 雖も、 然れ どい や 仁 かる 
.は 則ち 一の み、 

下篇に 論ずる 所は 上 篇の旨 意と 異なる もの あるに あらず、 唯 i ifi 語を Ja 


一： 一の 旨 意 5: 五常 訓 大和 俗 訓 等に 述ぶれ ども、 其 初學訓 中に 說 く所最 4 

; 丁寧 親切に して 實踐道 德に裨 益す る 所 少しと せず、 殊に 其 愛の 理を詳 
悉す るに 至うて は、 哥林多 前書 第 十三 章に 說く 所ょう 一層 適切なる も 

\ の あるが 如し、 今 之れ を 看過 せん Z. と 餘 うに 遺 域 多き が 故に 左に 其 文 

ン 

|  を擧げ んに、 云く、  、 
あょを 人と なれる 者は、 父母 乙れ をう め 6 といへ ども* 其 本を た' つぬ 
n- tf' 、 一 41 奶い” かか 心い ^ o ico ^o TO 0o AO は、 皆 天地のう み 給 ふ 子 
so no tt:0 一? C 咖 5:0 奶 1:0 知 3co so ^ ° T° 尙書 にも、 天地は 萬 物の 父母と ぃ へ*^、 
!  父母は、 ^ 乙 と R わが 父母な う、 天地は 天下 萬 民の 大 父母な う、 其 上う 
I  ま飞て 後、 父母の 養を 得て 生長し、 君 因 心を うけて 身を 養 ふ も* 其 本を た 
少 5 ル 6 、か きか 办 於い. ?:' か a' v 食と し、 衣と し、 家と し、 器と して 
| #" いかい r 广、 t い が 1-' い^<*^わ^^ず以、はじめ天地の生理をうけ 
|  ぐ^! いい W ^' ぐ い t' 3 ' 46 n" p  いいはる まて、 天地の 養を うけて 
j  4 ぃか  y 
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をうけ穴&、乙、を以て人のつとめてなすべき乙とわざは、わが父母 
につかへ て 力を つくす は、 云 ふに 及ばず、 一生の 間、 つねに 天地に 事へ 
奉うて 其 大恩を 報じ 奉らん rJ とを 思 ふべ し、 是れ なん、 人と なうて、 つ 

00000  〇〇〇 〇 〇〇  00  〇〇 〇〇〇 

ねに 乙、 / > にかくべき 乙と に ぞあ るべき、 

A- い 卜 る 者 わ、 つねに 天遒に つかへ て、 其 大恩を 報ぜん 乙 とを 思 ひ、 父 
母に つかへ て、 孝を 行 ふが 如く、 天地に 仁を つくし、 わするべからず、 仁 
とは、心にぁはれみ有うて、人物をめご、むをいふ、是れ天のめぐみにし 
たが ひ うけて、 天地に つか ふる 道な う、 是れ 人の 道と する 本意に して、 
一生の 間つ とむべき. わざな う、 怠るべからず、 忘るべからず、 天に つか 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇〇〇〇  ® ® ® © ®© \ 、 、 

へて 仁なる と、 父母 R つかへ て 孝なる とは 同じ、 仁 孝 一理な $ 、人 ^ る 
者の 必ず 知うて 行 ふべ § 理 、てれょ i 大な るは なく、 又是れ ょう 急な 
るは なし、 すべて 人は 父母の 家に 居て は、 父母に 專 RO 孝を 盡し 、君に 仕 

00000  〇〇  〇〇  0000  〇〇〇  〇®® © ®® ® ®® © © ®© 

•へて は、 君に 專に忠 をつ くすべき が 如く、 天地の 中に 在うて は、 天地に 
つかへ 奉 3 て、 仁を つくすべし、 人と なる 者、 若し か、 る 大事を 知らて、 


と〇 ^0  X^0 

す 〇  640  fzo 
る 〇 な 〇づ〇 
所0 か0 ら〇 
な 〇 る 〇 に 〇 
1)0 ベ 0 日 0 
此〇し 〇 を 〇 
外 0 人。 ぁ〇 
に。 と。 く  〇 
若〇な 〇 い 
し0 れ〇世 〇 
道0 る 〇 を〇 
あ 〇者〇 す 0 
ぅ 〇桌〇 ぐ 0 
と0 れ 〇 
い0?:0 は'〇 
は 〇 知。 一 〇 
Ido ら〇生 〇 
ま 〇 ざ 〇 を 〇 
乙〇 ら 〇  iSo 
と0/ 1〇 し 〇 
の 0 や 〇く〇 

道0 是 、〇し 0 
に0 れ0 て 〇 
は 〇 卽〇人 〇 
あ0 ち 〇 と 〇 
ら〇人 〇 な 〇 

ず 〇の〇 れ0 
道 ◦る 〇 


天に つかへ て 怠らず とは、 人と なる 者、 只 朝夕 天道の 眼前に あうて 遠 
からざる Z: とを 思 a 、 つね R 天道を おを れうや ま a て あなどらず、 か 
うに も 天道を 背き、 無道の 乙と をな すべから ず、 天道に したが ひて を 
むかず ^ が 身を へ"^  く ^ ^' て 人 ?: あなどう ほ 乙らず 欲を 乙ら へて 

, 、、、  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇 

恣に せず、 天地のう みて S つくしみ 給 ふ人偷 を、 あつく あはれ みて、 あ 

00  〇  〇〇 〇〇〇  00  〇 〇〇〇  000  〇〇 〇 〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 

などらず を Z. なは ず、 天地の 人の ^ めにつく  h 出し 給 ふ 五穀と、 ょる 
づのた からを、 わが 一人の 欲の 穴め に、 みだう につ a° やさず、 次ぎに 馬 
獸蟲魚の生ける物をみ ^ うに乙ろさず、草木をも時ならずして、み だ 
i) o ^o &o g>o c sm 0o 5 〇 如  K  和 LO む CAO -CO 、 1 〇〇 ぃい 如  &  Ai so 

ればど れをあ はれみ 養 ふは、 天地の 御 心に したが a° て そむかざる わ 
ざな う、かくのごとく萬物をあはれむを仁 ^' いふ、仁とは、あはれみの 
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、 、、〇 〇 〇〇〇  000  〇 〇〇〇  〇 0 00 0 〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇 

心なう、 是れ 天地の 御 心に したが ひて、 天地に つかへ 奉る 道な う、 人倫 
か內、 親い し 穴し み、 次ぎに 萬 民を あはれ み、 次ぎに 鳥獸‘ ょを 生ける 
ものを をい むはず、 是れ 天地の 御 心に し / 20 が ひ て、 仁を 行 ふ 序な も、 親 
を 愛せ 於して、 他人 h 愛し、 人を 愛せず して、 鳥 獸を 愛する は、 不仁な う、 
禽獸 草木を 愛する の敎は 、原始 基督 敎に 之れ なきが 如く、 原始 儒敎 にも 
亦 之れ なし、 益 軒儒敎 中の 仁の 意を 擴充 して 遂に 禽獸 草木を 包含す る 
に 至れる か、 將た 又此 思想を 佛敎 ょう 得來た るか、 獨う 人類の みならず' 
又禽獸 草木を 併せ 1: 之れ を 愛する の敎は 本と 佛敎 中に 之れ あるな も、 
然れ ども 儒敎 中に も 亦 少しく 之れ に 類す る ものな きに あらず、 例へ ば、 
書經に 「暴， 一 殄天物 一」 と S へる が 如き、 生物と 非 生物と を 問は ず 凡を 天産物 
の 損傷すべからざる 乙 とを 意味し' 孔子の 「斷， ，一樹； 殺 _| 一  獸： 不 .以， 一 其 時； 非/孝」 
と S へる が 如き、 一樹 一 獸と雖 も、 妄うに 損傷す ベから ざ るを 意味し、 孟 
子が 「君子 之 於 # 獸 ，也、 見 I 其 生； 不 & 寬__ 其其 死； 聞 ^ 興 不 k k,, 其 肉； 是以 君子 
P S 厨 I 也」 といへ るが 如き、 君子の 愛は、 獨 6 同類 R ® する のみならず、 又 


て 0 ぎ 〇 道 〇 み ◦の 凡 
罪 〇 に〇に 〇 な 〇養を 
ふ 〇 は 〇 そ 〇 が 〇 を 人 
か 〇 鳥 〇む〇 ら〇得 は 
し 〇獸。 き。 天 〇 て 天 
是〇を 〇て〇 地 〇 身 地 
れ〇を 〇 行 〇 の 〇 を の 
天 〇 乙 〇 は 〇 我 〇 やめ 
地 〇 な 〇 ず 〇れ〇 し ぐ 
0〇  UO 其 〇 に 〇 な み 
に〇 く 〇上〇 あ 〇 ふ を 
く  〇 る 〇 天 〇 た 〇 か〇受 
み 〇 し 〇 地 〇 へ 〇 け 
給 〇 め 〇 の 0 給 〇 る 〇 て 
ふ 〇 て 〇 子 〇へ〇 天 〇 生 
所〇不 つと 〇る〇 地〇れ 
な 〇 仁 〇 し 〇 心 〇 の〇天 
う 〇 な 〇 て 〇 の 〇 大〇地 
天 〇る〇 あ 〇德0 恩〇の 

道 〇 は0 は 〇 を0 を0 心 
は 〇 天 〇れ〇 す〇受 〇 を 
ぁ 〇 地0 み〇 て0 け0 受 
そ 〇 の0 給 〇 、〇 て0 け 
る 〇 御。 へ 3 保 〇 天 〇 て 
ベ 〇 心 〇 る 〇 た 〇地〇 心 
し 〇 に 〇 人 〇 ず 〇の〇 と 
あ 〇 を 〇偷〇 天 〇 內〇し 
な 〇 む 〇 と、 〇 地 〇 に〇 天 
ど 0 き 〇 次 〇の〇 す ◦地 


000000000 

h てを ^ くべ からず、 


一延 $ て 禽獸に 及ぶ Z. とを 意味す るな ぅ、 益 軒 或は 佛敎 慈悲の 觀念に 觸 
一發 せられ、 是 等儒敎 中の 仁の 意義 ' 1: 一層 廣大 に解釋 せし ものな らん か' 
™  初 學訓に 又 云く、 


人と して 天を ^ をれ ず、 人を あはれ まず、 惡乙れ ょぅ 大な るは なし、 惡 
を 行へ ば、 天のに くみ 給 ふ 所、 天の せめ、 のがれ P かい か ^' に： b  r  w  V 
あると、 後に 禍來 るとの かは ぅ あれ ども、 惡をな して 禍な きの 理な し、 
や £  w  i か い い か於 W い S  s  f 客 5 か C  S ぃ {•'か 
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ず 福 あ- CN、 もしは 其 福 早く 來 6 ざれ ども、 後 必ず 福 あ- て禍 なし、 もし、 
我 身に 福なければ、 必ず 子孫に 至うて 福 あう、 是れ 必然の 理な う、 古の 
聖人の 敎 、明かな う、 聖人の 言 ^ をるべし、 信ずべ し、 疑 ふべ からず、 古 1: 
引く にも 及ばず、 近世に も、 此た めし 多し、 

天地の 生ずる 所' 人を 貴し となす、 是れ 仁義 禮智の 五常の 性を 受けて、 
人の 道偷 あう、 是れ 人の 萬 物にす ぐれて た ふとき 所な 3、 此 五常を 失 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 0 0、  、  、  、 

ふべ からず、 乙れ を 失へ ば、 天地に そむきて、 人に あ 6 ず、 をのう へ 人は 
天地の 生ずる 五穀の ょ&味 、鳥 獸 魚介のう ^ き 肉を くら a て、 身 ?: 養 
S、 布 帛を あた、 か R き、 家に 居て、 風 寒暑 濕を ふせぎて、 身を やすん ず、 
衣食 家居の 養は' 父母 主君の 恩に ょれう と S へど も、 其 本は、 皆 天地の 
か ひ. か いかか  P  かむ v so no ぬ Ao l^o 細 < O 0o ro io < ° HO<  S 0O & 〇 如 如 ^ 

00 1  o opooo c 〇〇〇  0000  〇〇 〇〇〇 〇〇〇  00 0 00 

なき 御め くみを 受 くる 乙と、 萬 物にす r れ 为$、 か、 る 大恩 ?: 受けて 

如 £0 3 o ao ^o TTO y-o iLO 加 か！^ ]) 〇 、 知 MO h eo no -co AO t 〇 如 < 〇 如 no 加 ^ 〇 如 00 
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おょを 人は 恩を 知るべし、 恩を 知る を 以て 人と す、 恩を 知ら ざれば、 鳥 

獸に 同じ、 君に 忠し' 親に 孝す る も、 君 父の 恩を 報ずる の 道な う、 此故に 

恩を 知れる 人は、 必ず 親 R 孝 あう、 君に 忠あ う、 恩を 知らざる 人は、 忠孝 

なし、 忠孝なければ、 人た るの 道を 失 ふ、 况や 人と して 天地の 大恩を 忘 
000000000000000000000000 
る、 は、 天地の 爲め に、 不孝の 子な う、 人道の 本意を 失へ 6、 

凡を 天地のう める 所の 萬 物、 皆是れ 天地の 氣を うけた 6 と 雖 も、 其 中 

に 就きて、 人 ばか トノ貴 きものは なし、 S かんとな れば 、人は 仁義 禮智信 

の 五常の 性 あり、 是れ 天跑の 心を うけて 本性と するな 6、 此身 五倫 k 

交}、 生れつ S たる 五常の 本性の ま、 に 順へは' 五偷の 道行は る、 是れ 

先づ 人の 貴き 大本な 3、 其 上目に 五色を 分ち、 耳に 五 音を わき まへ、 口 

に 五味を 知 う、 鼻に 五 臭を か r、 書を 讀み 、古を 學んて は、 天地人の 道を 

3 と^ \、 萬 物の 理に 通じ、 古今 天下の 乙 とを 知る、 是れ 人の 萬 物にすぐ 

れ て、 S と 貴き 所な う、 故に 尙書に 人は 萬 物の 靈と S へう、 靈とは 、すぐ 

0000000000  0  0 
れ V* あきらかなる ^ ましひあるをいふ、人は全く天地の御心をうけ 
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00000000000  〇〇' 

て 心と せう、 此故 R 其 心、 靈な 6 

天地の 心とは、 人と 萬 物を うみ やしな a 給 ふ 御め C みの 道を v» ふ、 其 
理 、天地 a ら けしょう 後、 萬 世までに かは らず 、一年に つきて い は 5/、 年 
々に 春は 生じ、 夏は 長 じ、 秋は を さめて、 冬は かくす' 此 四時に め r う 行 
はる、 道を、 天道と v' ふ、 是れ 天地の、 萬 物を 生ずる め r みの 生理な 6 へ 
此因 時に 行は る、 道の 名目を ' 兀亨 利貞と S ふ、 是れ 四時の 理な うビ 
れを 天地の 道と す、 天は ilil をかぬ る 故に、 すべて ZL れを 天道と S ふ、 仁 
とは、 天地の 萬 物を 生じ、 養； 3 給 ふ あはれ みめ r みの 理を 、人の 心 ^0 5C 
けて、 生れつきた るを S ふ、 仁を 行 ふの 道は、 先づ 天地のう み、 て？ h どじ 
て 愛し 給へ る 人倫を、 あつく  $つくしむにあう、人偷をあつく”^0が 
道は、 先づ 父母に 孝を つくす を 本と し、 主君 R つかへ て、 忠を盡 くし、 親 
戚 をした しみ、 家人を あはれ み、 民を めぐみ' 朋友に 信 あ 6、 次ぎに 萬 民 
を あはれ む、 是れ 人偷を あつく するな〜 次ぎには、 鳥 獸蟲魚 lyr 
ぎに 草木を 愛す、 人 渝 は、 我 同類な $、 天地の いと あつく あはれ み 給 ふ 
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恩を 報ぜん と 思は  <、 先づ 我心に、 天地ょ $ ぅけた る 仁を たもちて、 其 
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心に したが a て •五 偷 を あつく 愛し、 次ぎに 萬 物を 愛すべし、 是れ卽 ち 
天地 にっかへ 奉うて、 其 恩を 報ずる 道心“ AO 0o mo e)o 私 ; lo i o to ts ひ i ° 
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物なる 故、 我れ も 亦 天地の 御 心 R> したが ひて、 人倫を あつく かは れい 
べし、 次ぎに 鳥 獸蟲魚 草木 も、 皆 天地のぅ み 給へ る 物な れば、 我. S- に 
は あら ざれ ども、 すでに 人偷を 愛して 後、 是れを あはれ む も、 亦 天地 (7)' 
御め r みに したが のて、 天地に つかへ 奉る 道ない、 すや^ j  P いか i い、 
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0 000 0 〇  000  〇〇 〇 、 〇  〇〇 〇 〇 o cc o o  〇〇〇  〇〇〇〇 
此 外に さ ら R あるべ からず 人と なれる 者、 つとめて 乙れ を 知 6 て 行 

如、？ L° 云云、 

此の 如き 言は、 眞に 純潔 淸廉 なる 動機を 有する 君子 人に あらざる ょ 6 、 
口、 之を 發 する 乙と 能は ず、 益 軒の 訓戒す る 所、 獨う靑 年の 身に 有益な う 
と S ふ而已 ならず、 又 如何なる 老學 者と 雖名、 之を 實 行して 終身 盡きざ 
るを 見るべきな う、 但！ 彼れ 餘 うに 謙遜 和 順なる を 敎的 情操の 一 か 卜！! 
して、 大膽 豪邁なる 知的 抱負に 於て、 未だ 人 意に 充たざ る もの あう、 尙ほ 
是 等の 事に 關して は、 批評の 條に 於て 論ずる 所 あるべき な 6、 

g  知行 並進 說及び 其 他の 諸說 

益 軒は 陽 明の 知行 合一 論に 對し 、知行 並進 說 を 主張せ う、 彼れ以 爲 へら 
く、 先づ行 ふべき 乙 とを 知る にあら ざれば、 之を 行 ふこと 能は ず、 已に知 
ると 雖 も、 之を 行 ふ ?- と 能は ざれば、 其 知る 所 全く 無用に 屬す、 知る と 行 
ふとを 比較 すれば、 行 ふは 卽ち 目的な $、 知る は 畢竟 行 ふが 爲 めに 知る 
なり、 是故に 行を 以て 重し となす、 然れど 名先づ 知る にあら ざれば、 何事 


も 行 ふこと 能は ず、 知る 所 7P、 之を 行 ふて 後、 眞に 之を 知る Z1 とを 得、 之 5: 
知る 乙と 進む を 得 ば、 之を 行 ふこと も 亦 進む を 得、 之を 行 ふこと 進む ?: 
得 ば、 之を 知 ふこと も 亦 進む を 得と、 是れ 知行 並進 說な う、 是れ 蓋し 朱 子 
の 思想に 本 •づ くものに して、 其 知 先行 後說と 毫も 相反る ものに あら ざ 
るな う、 (愼思 錄卷之 一、 四 及び 六) 

其 他 彼れ は 人心の 神明. は 天神の 我れ に 在る ものと し、 天神と 人心の 神 
明と、 本と 自ら 一般にして、 只 統體と 各 具との 差別 あるの み、 故に 人の 自 
ら欺 くは、 卽ち 天を 欺く ものと せ 6、 亦 一種の 神明 論な う、 (愼思 錄卷之 三 
及び 四) 又 彼れ 性に 就 S ては 仁齋と 同じく 單に氣 質の 性を のみ 認容し、 
氣 質の 外に 本然の 性 あるに あらず と斷 言して、 程 朱と 相 背馳す る 所 あ 
§、 然れ ども 彼れ は 本然は 卽ち氣 質の 本然と して、 反うて 程 朱の 眞意を 
得た うと 思惟せ う、 S 思 錄卷之 四 及び 自娛 集卷之 五) 彼れ 又 我 國體を 重 
んず るの 念を 懷き 、時勢 境遇を 異にせる 支那の 制度を 取うて、 妄に我 男 
?: 律すべからざる Z. とを 痛論せ う、 其 言に 云く、 
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綱常 倫理は、 天下の 常經な う' 萬 世に 亘 う、 四 夷に 通じて、 變易 すべから 
ず 夫の 禮法 制度の 如きは、 古今 宜しき を 異にし、 華 夷俗を 殊にし、 時に 
隨 a 處に隨 つて 相 同じから ざる もの あるは、 自然の 理な 6、 故に 天下 
の 事、 固ょう 古に 於て 行 ふべ くして、 復た 今に 於て 行 ふべき 者 あう、 又 
古に 於て 行 ふべ くして、 今に 於て 行 ふべ からざる 者あゲ 中華に 於て 
行 ふべ くして、 復た 本邦に 於て 行 ふべき 者 あ 6、 中華に 於て 行 ふべ く 
して、 本邦に 於て 行 ふべ から ざ る 者 あう、 古今 華 夷の 宜しき 5: 異にす 
る、 此の 如し、 然れば 則ち 今の 行を 制する 者、 須 らく 古今 華 夷の 宜しき 
と 否と を 斟酌して 之を 去 取すべし、 是れ 時の 宜し & を 知る と爲 すべ 
きな う、 苟も 時 俗 土地の 宜しき 所を 測らず、 妄 i に 中華の 古 禮を執 i 
て、 之を 本邦の 今 世に 行は / lo と 欲する は、 譬へば 舟 車の 宜しき を 水陸 

0 0 〇 〇 〇〇〇 o co  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇  〇〇〇  〇〇〇  0 0 

に 異にし、 裘葛の 用を 冬 夏に 殊にす るを 知らざる が 如く、 固陋の 甚し 
きな， 9、 是れ 道の 行は れ難き 所以な う、 (愼思 錄卷之 三) 

是れ當 時 R あうて は、 誠に 卓見な $ となす、 何ん となれ W ' 世の 風潮、 滔 


I  々として 支那 ?: 模做 する z: とを 期 すれば なぅ* 維新以 來 西洋を 模做す 
\  るに 當 6 て も、 亦 彼國の 制度を 取りて、 强 CA て 我 邦を 律 せんとす るの 弊 
|  なしと せず、 乃ち 知る 益 軒の 言、 今日に あ 6 て も、 能く 適 中す る 所 あるを、 
益 軒 又 嘗て 「本邦 七 美說」 i: 著は して 我 日本に 七 種の 長處 あるを 論證 し、 
又 「國 俗論」 5: 著は して、 論じて 日く、 

j  初聊  私 eo »° き、 i feo 鲈 *° _|  和 勢、 _ lfio *0 i? 势鼢  1  か  1 - 勦 *0 妒 mo ; 

i ao fflo xo l^ MO io i *0 か、# go l p° MO *° 14 fco 勢. 

|  と、 亦 其 識見の 存 する 所 5: 見るべきな ぅ、 彼れ 又 我 皇統 一系に 就いて 論 
じて 日く、 

\  法； 而 中華 曁諸 夷之 所， 以不芨 也’ (愼思 錄卷之 四) 

一 

\  白 石 鳩巢の 徒が 皇室を 蔑 如し、 直 方 尙齋の 徒が 皇統を 冷笑す ると 何等 
の 差異 どや、 

今 左に 益 軒の 著書 中に 散見す る 格言を 抄出 せん、 
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人生れ て 學ばざ れば 、生れ ざ ると 同じ、 學んて 學を 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

ると 0 1 じ、 知ぅて 行 ふ ^ と 能は ざれば、 知らざる と 

必ず 學ばざ るべ からず、 學を爲 す 者は、 必ず 道を^! 

を 知る 者は、 必ず 行は ざるべ からず、 道を 知る 乙 io 

势和 ^ s ±o 、SK  ひ  1  か 

000000000000 

功、 闕く ベから ざる 所以な 6、 


000000  00 
知ら ざれば、 學ばざ 

同じ、 故に 人 / 2° る 者、 
00000000 
ら 5 るべ か^ 0 ず、 it 一 
00000000 

至うて 難し、 古よ i 

者鮮 し、 學問 思辨の 


顏之推 日く、 「人生， 得 勿 ® 〇 空；」 と、 斯の言 旨 有る 哉 so し 

000  0  0000  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇-〇〇〇 

る ZL と 難しと なす、 且つ 再び 生 ^ る、 乙と 能は ず、 豈 
0000000000000000000000 
過す ベけ / L や、 惜む 可し、 酔生夢死し、 枉げて 一生を 過 

卜 口  rsi  いご  gssMMSi 

〇〇〇〇〇..〇〇〇〇〇〇〇  0000000000 

と爲 す然ら W 則ち 人と なうて は須 らく 道を 聞か / I 

道を 聞く の 工夫' 又 唯-能く 學ぶ R 在る のみ、 
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群生の 

RO &i LO 

〇〇〇 

す 乙 と 

\° s 
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Z: とを 


中、 人と 爲 

0  0  0  0 

く此 生を 

s l  P A° 

く 過ごす 
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要す、、 へし、 


三 

000000000000  00 0 0 0 〇〇  0000000000 

人生 百歲に 滿た ず、 豈に 放蕩に して 日を 曠 うして、 而して 空しく 斯生 
を 過ごす M とを 惜まざ るべ けんや、 古人の 日く 「天地 有， 萬 古； 此身不 再 
得 AO 生 只 百年、 此日最 易 過、 幸 生，， 其 間， 者、 チ 5 不知％ 生 之樂； 又不 ％k- ko a 
虛生之 憂；」 と、 此言 時に 省みるべし、 

四 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇  000000  0 

志士は日を愛む、巷し百年の期、保ち難くして、時日の逝きて過ぎ易く、 
萬 端の 事繁 重に して、 而して 進 修の功 成 6 難き を懼 る、 なう' 而して 
人生 最も 日を 愛むべき の 時 三 あう、 其 一は 幼弱の 時、 記憶と 精力と 俱 
に 盛んな う、 故に t®' 聞强記 6 功 成 i 易し、 一穴び 記誦 すれば 則ち 終身 
忘れず、 此時精 勵せば 則ち 一日の 功 以て 十日に 當る べし、 此れ 學者の 
當に 日を 愛むべき の 時な う、 其 二は 少壯の 時、 父母 旣に老 S、 久しく 侍 
養す ろ 乙と 能は ず、 是を以 て 定 省の 功、 一日 も 怠 廢 すべから ず、 此れ 人 
子の 當に 日を 愛むべき の 時な トノ、 其 三は 老境 衰殘の 日、 躬旣に 仕を致 
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ち 同じ、 何とな れば 則ち 衆人 下 愚と 雖も、 其 生ける 時 亦 皆 五 品の 交、 四 
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丄 C 

君子の 世に 處 する や、 常 あう、 變あ う、 常に 居ら ば、 固ょう 宜しく 勸愼す 
ベく、 變に 逢は  <  最も 須く 力を 用 ふべ し、 大凡 大 節に 臨んで 奪 ふべ か 

K  いや |い 1:0 &£和 /20 ぢ £0 £ 5: い 5: ざ4、二か&6い^< 

へば、 平日 他の 善の 稱 すべき あう と雖 も、 亦觀 るに 足らざる のみ， 

.  七 

司馬遷 日く 「要，， 之 死 日； 然後 是非 乃定」 と、 愚 謂 ふ、 要は 及ぶな う、 衆人の 行、 
初め 節 正にして、 而して 晚 節を 保 ^ ざる 者 之れ あ 6、 故に 日 ふこと 然 
$、蓋 し 初 節を 愼む 者は、 血氣 のし わざな 6、 故に 易しと 爲す 、晚 節を 保 
つ 者は、 德行の 力なう、 故 RO 難しと 爲す、 撕 •は 愼 i と雖 V 晚節 Xj 於た 
H れば 、則ち 平生の 爲す 所、 皆 虛妄 となる、 故に 晚節を 保つ を 重し とな 
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す、 學者 最も 力を 著くべし、 
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第 四 批判 

惶窝 時中以 來 朱子學 を 崇 奉して 立つ もの、 果して 其 幾千 萬 人なる 5: 知 
らず 、然 れ ども 益 軒の 其 間にある、 實に孤 鶴の 群鷄 中に あるが 如く •殊に 
卓 絕 せる ものな 6 、若し 德行 家と して 之を 觀れば '優に 木 下順菴 及び 室 
鳩巢と 雁行す るに 足る、 若し 博識 家と して 之を 觀れば 、優に 林羅山 及び 
新 井 白 石と 並立す るに 足る、 然れ ども 吾人は 其 他の點 に 於て 益 軒の 复 
然 一頭 地を 群 儒の 間に 拔くを 觀る、 何 e や、 他な し、 彼れ が 偷理に 關 する 
最も 有益なる 著書を 最も 多く 世に 公に せし 乙と、 是れな -CN、 固ょ 6 朱 子 
學 派の 手 R 成る 所の 著書、 啻に 汗牛充 棟の みならず、 然れ ども 多くは 是 
れ經 書の 註解に あら ざれば、 朱 子の 學說の 鸚鵡 的 反復 若く は 閑 文字 穴 
る 詩文 集の 類の み、 若し 强 64 て偷理 に關 する 一家の 見解 5: 叙述す る も 
のを 擧 r れ ば、 僅 R 鳩巢の 駿臺雜 話、 惕齋 の講學 筆記、 尙齋の 狼遵錄 及び 
默識錄 の 類 あるの み、 何ぞ 其れ 寥 A、 左る や、 然るに 益 軒の 如きは、 其硏究 
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第二 篇  第二 草 Jl 原 益 軒— 第 四 批判  三五〇 

の 事項、 極めて 多方面に 涉れ るに 拘はら ず、 偷理に 關して も、 亦 一家の 見 
解 5: 叙述す る 所 少しと せず、 卽ち 愼思錄 あう、 大疑錄 あ i、 自娛集 あ う、 其 
他初學知要、自警編竟明抄、家訓、五常.訓、大和俗訓、和俗童子訓、初學訓、文武 
訓、 家 道訓 、君子 訓等 、枚擧 に遑 あらず、 何 ど 其れ 豐富な る や、 鳩 巢 、惕齋 、尙齋 
等の 一家の 見解を 叙述せ る 著書を 悉皆 合一す る も、 未だ 以て 益 軒に 比 
敵す るに 足らざる な 6s、tnj つ 益 軒 0" 著! J 日は、 悉く 躬行に 裨益 ある ものに 
し. て、 是れを 千古 不磨の 價値あ 3 とい ふ も、 未 ^ 必ずしも 否定す るを 得 
ざるべき なう、 此點ょ 6 之を 言へ ば、 益 軒の 如きは、 朱 子 學派中 にあうて 
屹 然挺拔 せる ものな う、  . 

益 軒は 又 我 邦に 於け る敎育 家の 元祖と も S ふべき 人な う、 王朝 時代に 
あうて は 菅原 氏大江 氏 等 力を 敎 育に 用 ひ、 德川 時代に あ $ ては 惺窩 、羅 
山、 順菴 、闇齋 等の 諸 儒、 亦 皆敎 育に 盡す 所な しとせ ず、 然れ ども 是 等の 學 
者は、 未だ 曾て 敎育其 物に 就いて 考察す る 所 あらず、 卽ち敎 育の 目的、 方 
法、 順序、 範圍 等に 就 S て 未だ 何等の 定見を 有する に 至らず、 然るに 益 軒 
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△  △  △  △ 厶 △ 

氏は 敎 育の 目的は 


00000000000000000000000  )000000 
は 始めて 敎育其 物に 就 S て 考察し、 敎育學 の 端緒を 開けぅ、 殊に 彼れ が 

女子 敎育に 着眼せ しが 如き、 大に 稱揚 すべき 所な 6 となす、 彼れ 自身は 

京 坂に 江戶に 福 岡に 往來 頻繁な 6 しを 以て 家塾を 開 s て 多く 子弟を 

敎 育す るの 機會を 得 ざ 6 しと 見え' 彼れ が 門人と して 數ふべ き も の 、僅 

々數 人の み、 然れ ども 彼れ は 其 有益なる 著書に ようて 廣く齔 會敎育 を 

施し、 隱然 一大 勢力を 及ぼした る もの、 如し、 又 彼れ の 敎育說 がへ ル ^ 

ダト 氏の をれ と殆ん ど 同一 轍に 出づる もの あるは、 明治の 敎育 家を し 

て 往々 驚嘆せ しむる 所な 6、 他の 點は 姑く 之を 置き、 敎 育の 目的に 於て 


德 性を 涵養す るに あ& とせぅ、 (Herbart:  Aphol-ismen  zlu-  sidagogik) 然る に 

益 軒 も 亦 氏と 同一の 精神を 懐き、 大和 俗 訓の爲 學篇に 於て 十分に 德性 

を 涵養す るの 要を 論じ、 更に 初學訓 〔卷之 三〕 に 於て 

學 問の 道は、 他な し KO 道を し トノ て、 善 惡を明 かに 分ち、 善を 行 ひ、 惡を 去 
0  0  0  0 
るに あ 6、 
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と s ひ、 又 愼思錄 〔卷之 二に 

多 學之道 、唯 以赛 Jii 爲 事而已 矣、 

とい ひ、 又 自娛蒙 之 一〕 に 
大凡 學也 者欲赛 ，， 君 子， 之 道 也， 

\  とい a 、 分明に 敎 育の 目的の 德 性を 涵養す るに あるの 旨 意 5: 道破せ 6 
東西の 暗合、 甚だ 奇なるが 如しと 雖も、 超 實際的 立脚 點 ょぅ 敎 育を 論じ 
來たれ ば、 必然に 此に 到着せ ざるを 得 ず、— へ ルバ ル b I 氏 日く、 

ブラ トンょ 6 フ h ヒテに 至る 迄敎育 R 就いて 多少 思惟し、 且つ 書き著 
〆{  はせ る 偉人は、 皆 理想に 向つ て 努力す る 乙と を 示せ 5 、而 して 如何に 

I  △△△△△△△ A A A A A 

して 然らざ る rJ とを 得る か、 (Aphorisms  sir  sixlagogik) 

眞に然 6 、 然るに 益 軒の 如き 東洋の 敎育家 も、 亦 理想に 向つ て 努力す る 
の 一人た る M とを 忘るべからざる なぅ、 此點ょ h 之を 觀れば 、尙ほ 一層 
\  益 軒の * 〇 々たる 群 儒の 間に 卓絕 せる 姿勢を 想 見す るを 得べき な $、 

\  益 軒 本と 朱子學 を崇 奉す と雖 も、 世界の 根本主義に 關 する 理 氣の說 に 


於て は 之に 從は ずして、 唯氣の 一元を 信じ、 殆んど 仁 齋と歸 着す ろ 所を 

同う する が 如し、 是故に 或は 益 軒の 學は仁 齋の學 に本づ くに あらざる 

かと 疑 ふ ものな しとせ ず' 然れ ども 益 軒の 學の羅 整菴に 本 づく乙 と愼 

思錄 及び 大疑錄 にようて 明かな 6、 而して 益 軒の 學の 仁齋に 本づ くの 

證、 一 も 有るな きな $、 蓋し 羅山、 仁齋、 益 軒 等 皆 期せず して 同じく 唯氣論 

に歸 着せし ものな らん、 益 軒は 唯氣 論及び 之と 關連 せる 氣質 論に 於て 

は 朱 子と 相容れ ずと 雖も 、其 他の 點に 於て は、 大抵 朱 子に よる、 故に 之を 

仁齋 RC 比すれば、 逾に朱 子に 近く' 之を 朱子學 派と S ふ も、 羅 山を 朱子學 
0000 o co  〇〇 〇〇〇  000  00000 0 0 0 00  0  0  〇〇〇 

派と いふと 同じく、 毫 tP 適切なら ずと せざる なう、 朱 子と 殆んど 何等の 

00 0 000  〇〇〇  〇〇〇  〇〇〇  〇〇〇  〇〇  000 〇 〇〇  〇〇〇 ►〇 

共通 點をも 有せざる ものは、 徂徠 な $ 、徂徠 に 比すれば、 仁齋 は迥に 朱 子 
に 近く、 益 軒は 又 一層 朱 子に 近き ものな う、 益 軒と 仁齋 との 學說の 相違 
點を擧 r れ ば、 第一、 仁齋は 古學を 主張して 朱 子を 攻撃 すれ ども、 益 軒は 
朱 子を 尊崇して， 未だ 必ずしも 古學を 主張せ ず、 益 軒 亦 曾て 古 註疏の 廢 
すべから ざる 乙と を 言へ ども、 固よ $ 朱 子の 新 註を 以て 先き とする も 
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\  のな う、 第二、 仁齋は 宋 儒の 寂靜 主義の uietii に反して 活動 主義 1: 主張す 
| れ ども、 益 軒は 未だ 曾て 活動 主義を 主張せ ず、 但 t 愼思錄 〔卷之 二〕 に 

苟も 忠信を 以て 主と せず、 徒に 敬を 以て 一心の 主宰 とせば' 是れ 工夫 
を 以て 心の 主と なす、 恐く ば 敬に 偏 レて、 流れて 束縛 强 持の 病と なら 

今 

と 云 ふが 如く、 頗る 宋 儒の 寂靜 主義に 反する もの、 如し、 然れど も 彼れ 
は 仁齋の 如く 整々 堂々 活動 主義を 標榜して 立つ ものに あらざる な $、 
\ 第三、 仁齋は 孟子に 本 づき、 仁義を 以て 道と せう、 然る R 益 軒は v' かん' 愼 
一思 錄 〔卷之 一〕 に、 

_  蓋し 理一は 仁な う、 分殊は 義な う、 

と S ひ、 自娛謙 之 四〕 に、 

|  人 ■天地を 以て 父母と なす。 生れて 澆漓の 世に あ， 9 と雖 も、 天地の 道を 
一  奉 若し、 之を 法則と して、 仁と 義 とを 立て ずん ば あるべからず、 是れ人 
\  道の 立つべく して 廢すべ からざる 所以な う、 
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乙 と あるを 見ざる なら、 兩者の 間に 於け る 差異 點は此 三種に 過ぎざる 
のみ、 

益 軒は 快 樂を以 て 人類の 本來 有する 所と なし 「樂是 人心 所，， 固有 一說」 を 著 
はして 之を 論じ. 又 人類は 高 尙 5 る 快樂を 求めて、 自ら 修養す る 所 ある 
べき ものと し、 頤生輯 要の 末に 樂 志の 一篇を 加へ て 之を 論ぜ 办、 彼れ 必 
ずし も 快 樂を以 て 苦痛ょぅ 多し とは 斷 言せ ざれ ども、 己れ に 固有す る 
所の 快樂を 修養 すれば、 其 結果 苦痛は 快樂 ょぅ 少から ざるを 得ず、 是 故 
に 彼れ の懷 抱す る 所は 厭世主義 Pessimism にあらず して 寧ろ 樂 天主！ g 
Optimism と 見る を 得べ し、 又 「禍福 論」 を 著は し、 論じて 日く、 

古語に 日く' 天道 好. 還と、 蓋し 善惡 必ず 禍福の 應あ -、 是れ天 歡如| 0〇 
理 、古今 華 夷 吉凶 僧は ず、 但>遲 速の 異 あるの み、 是れ 必然の 驗、 甚だ 昭§ 
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人、 の、 %.〇  lio  b  ボ 
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て、 す、 を 〇  %〇 結 ◦ヒ 
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味、 所、 理〇あ 〇 の 〇  i 
を、 に、 界 〇る〇 關〇ム 
感 、至、 に 〇 乙 〇 係〇等 
ぜ 、う、 限 〇 と 〇 は 〇 の 
し、 て、 る 〇 餘つ獨 〇 諸 
も'、 は、 と 〇办〇  6〇 氏 
る、 往 、せ 〇 に 〇 物 〇 に 
乙、々、 ば〇 明〇 理〇至 
と、 西、 决〇瞭 〇界〇 る 
鮮 、哲 、し〇 な 〇 に〇 迄 
少 、の、 て。 る 〇 於 〇 皆 
な、 言、 否0 事0 て0 福 
6 、 ふ、 定0 實0 の0 德 
と、 所、 す0 な0 み0 二 
せ、 と、 る0  6 〇 之0 者 
ざ、 暗、 を 〇因〇 あ〇の 
る、 合、 得 〇果〇 る〇必 
な、 す、 ざ0 應0 に0 然 
う、 る、 る0 報0 あ〕 的 
又 も、 な〇て 〇ら0 關 
益の、 ち〇 ふ 〇ず〇 係 
軒 あ、 乃、 事〇又 〇 を 
は う、 ち、 も0 倫0 認 
反て、 益、 若0 理〇容 
覆 後、 軒、 し G 界0 せ 


〇〇〇  〇〇〇  00  〇〇〇  00  〇〇〇  〇〇〇 

として、 信ずべ く、 且つ 畏る べきな. CV、 夫れ 君子 

〇 〇〇〇 もとむ 〇〇  〇〇〇  〇〇〇 0 0  〇 〇〇〇 

にす、 福を 徼る R 意 あるに あらず、 法を 行 ふて 
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三 五六 


集卷之 二) 

是れ 純然たる 福 德 合一 論な 6.、 是れ 西洋に あうて は ^  1 — ^ l r-J フーテ ス の お 


丁寧に 仁愛を 以て 天地の 本體 となし、 隨つて 天地の 恩の 洪大なる を 明 
かにし、 次 s で 吾人々 類の 此れに 對し 仁愛の 實 を擧げ て、 必ず 報いる 所 
なかるべからざる を說 示せ $、 其 旨 意た る、 差 「ストア」 派の 合 自然 ^ A 生 


き 希 © の 古賢を 首め とし、 後の 哲學者 ホ J: ノス、 スピノ ッァ、 i ノ  J フ、 シ^ 


Das  naturgemwsse  Leben o, /w 与 oc/iiic  r  吻 怎§0 1! に 似た る 所 あれ ども 之 
に 比すれば  一 ■層 情 熟 あ & て、 寧る 基督 敎の 宗敎的 觀念に 近き 所 あ 6、 殊 
に 彼れ が 仁愛を 論ずる の 旨 意に 至うて は 哥林多 前書 第 十三 章の をれ 
と 符節を 合する が 如し' 是に 於て か 東 賢 西 賢. 其揆 一な りと い ふべき な 


0000000000000 
益 軒は 殆んど 人格を 完成した 


50 敎育 家な-^、 又 其 識見の 如き も往 々卓 


所に よりて 明かな 6、 殊に 當 時の 儒者と 
高尙 となし、 國字 を 以て 道を 論ずる もの 


拔なる もの あるは、 上來 論ずる 
稱 する もの、 大抵 皆 漢文を 以て 

比較的 少數 なる に 際し、 彼れ 獨 A 心 學 派に 先ち て已に 通俗的の 著書を 
なし、 が 如き、 今日よ- CS 之を 見れば、 寧ろ 卓見な りと なす、 但 1 彼れ が餘 6 


に 謙遜に、 餘 ぅに 和 順なる が 爲 
て 痛快 RO 其 見る 所を 論 斷 する 
を 得ざる な へば 天地の 恩 
震 洪水 海 嘯 及び 其 他の 天災 地 
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が  S、 知 SIO RO 期 妒 ao が 砂 MO LO Jbo no ico 如 i 0 

0000000  〇〇〇-〇-〇〇〇 

の擧に 出で ざるは、 聊遺慽 な^' とせざる 

を說 くが 如きは、 毫も 不可な しと 雖も' 地 
於 &妒” 、か！ i： いい〇 鼢妒か なる 天地の 

批判  三 五 七 
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恩と 調和す るを 得べき か、 感情 上ょぅ 之を 言へ ば、 是 等の 事を 思惟す る 
は、 已に 天地の 恩を 傷つく るが 如しと 雖冬、 知識 上ょ. 〇 之を 言へ ば、 何 等 
か 十分 人 意を 充た すが 如き 解釋 なかる ベ か 6 ざる 听な \ 


第五 益 軒關係 書類 

益 軒先 生 年譜 三 卷寫本 〇 貝 原 好古 編 撰 

此 書の 最後の 部分は 存齋の 子 卽ち益 軒の 姪可久 の撰錄 する 所に 係 
る、 

益 軒先 生 墓誌銘 竹 田定直 

貝 原 篤信 遺事 畧一卷 逸 名 

此書は 事 實文編 〔卷之 二十} に收载 せ—' 

熊 貝 遺 筆 二卷寫 本〇撰 人名 颸 

近世 畸人傳 〔卷之 二 
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\  益 軒の 敎育學 三 宅 来吉著 
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(實用 敎育學 及 敎授法 谷 本 富 著 
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三 六 二 


第三 篇 南學 及び 闇 齋學派 
第 I 章 南學 起原 

慶長元 和の 頃 藤 原 惺窩が 朱 子 學を京 節に 唱道し、 所 fe >KA 1 f の 基礎を 置 
くに 當 6、 之と 全く 系統を 異にして、 谷 時 中なる もの、 朱 子 學を海 南に 唱 
j  道す、 是れを 海南學 若く は 南學 となす、 時 中 名は 素 有、 字は 時 中、 通 稱は大 
一 學 、後、 三 郞左衞 門と 稱 す、 土 佐の 人、 彼れ 本と 惺窩と 同じく、 圓頂緇 衣の 人 
にして、 高 知の 眞常寺 に 住す、 彼れ 曾て 眞宗の 僧 天 室に 從 つて 學び 、後* 天 
室の 師南时 梅 軒が 朱 子學を 奉ぜる Ni とを 聞き、 百方 搜 索して、 朱 子の 書 
を 見ん と 欲し、 遂に 語孟朱 註、 學庸 章句、 朱 子 文集 等を 得て、 之れ を讀 了し、 
浮 屠の 人偷を 廢棄 する N1 とを 慙愧 し、 乃ち 髪を 菩へて 還俗し、 儒と 醫と 
ハを 以て 高 知に 敎授 す、 時に 元 和の 初めな ぅ、 時 中 嘗て 天 室が 大學の 「生 It 
有-大道 一」 の 章を 講說 する を 聞く R 、 講じ 畢 5 て 人に 語 $ て 日く*. 

|  貲則は 人を 殺し、 身を 喪 ふの 漆な^ S、 其 之れ を 有する 乙との 難から / 1 
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ょ § 之れ なきの 易き R 若かず、 

と、 時 中 乃ち 日く、  . 

[*0 .0 0  0  0  P 0 0000  000000000  0 0 0 000000 
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胄 豪族に 遭 ふ も、 唯 i 其 名を 呼ぶ のみ、 樣の 字 ?: 付して 之れ を稱 する 乙と 
なし、 故に 人 以て 矜 誇な $ とな す、 一士 人 あら、 大に其 不遜を 怒 刀を 揮 
つて 之れ を 恐嚇して 日く、 

賣僧 何の 德あ ぅて か、 常に 士大 夫の 上に ある、 若し 一言の 說 くべき な 
くん ば、 身 首處を 異にせん、 
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|  と士人 之れ を 異 として 遂に 害を 加へ ず、 以て 時 中の 人と な 6 如何 i: 想 
見すべきな 6、 時 中 資性 豪邁に して 畏敬す る 所な しと 雖 も、 晚年に 至 $ 
て 程 朱を 尊信す る M と、 愈 i 益 i 堅 確に、 力 ?: 修養に 用 ふる 乙と 深く、 平素の 
一行 動に 於て 愼まざ る 所な し、 是故に 其 子弟に 對 する 敎 育の 如き も、 亦頗 
一 る嚴 なる もの あ 6 き、 時 中の 學を 講ずる 頃は、 戰國の 後に して、 文運 未、 rr 
闢け ず、 書を 獲る M と © めて 難し、 况や海 南 僻陬の 地に 於て を や、 然れ ど 
一 も 彼れ 搜 索の 勞を 厭は ず、 乃ち 書を 京 蹄に 浪華に 長 崎に 求め、 積年の 久 
一し き 之れ を蓄藏 する ^ と 少しと せず、 彼れ が 家 本と 貧なら ^ . CN しも、 多 


と' 彼れ が 田產 を 以て 子孫 R 傳ふ るに 足らずと して、 心中 別に 期す る 所 
あるは、 西 鄕南溯 が 
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火器 隊長と なり' 又中大 夫と なか、 尋ぃで 上 大夫 となう、 國政上 功を 建つ 
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うて 遠に 三省の 人物を 藐視 する を 得ざる 5  6、 兼 山は 人と なう »] 毅英 
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\  能く 止まる を 知ぅて、 志 定まれば、 外物の 爲めに 移されず、 異端の 爲め 
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6 て、 至 當の義 に 歸す るの み、 

唯'* 借む らくば 遺著の 學說 を 徵 すべき ものな きを、 

野中 兼 山、 名は 止、 字は 良繼、 小字は 傳右衞 門、 兼 山は 其號 なう、 土 佐の 人、 三 
省と 同じく 時 中に 學び、 後 國侯に 仕 ふ、 蒹山 、朱 子の 書を 四方に 求めて 之 
れを 攻究す、 然れ ども 此時に 當 6 て 書籍、 尙ほ 甚だ 乏し、 因うて 歲ご とに 
人を 長 崎に 遣し、 舶來の 書を 購求し、 或は 之れ 1: 飜 刻して 以て 後 學に利 
する 所 あう、 又 山 崎 闇齋は 當 時の鴻 儒に して、 實 に南學 系統の 巨擘た，' •へ 


s 

\  が 事を 叙して 云く' 

\  土 佐の 地は、 山 多くして 水が、 6 あし V、 然るを 山を 穿ち、 溝渠を 通じ， 
I  艸萊を 開き、® 作の 利を なせ 6、 

\ 兼 山 一生の 事業、 實に此 にあう、 又 彼れ が 特殊の 瘍合に 於け る 英斷と 功 
一績 との 如きは、 大高坂 芝 山 之れ を 南 學傳 〔上 卷〕 に 記述せ 6、 要するに、 兼 山 
一は 敢爲决 行の 精神に 富める 事業家に して、 决して 蠹書堆 裏に 埋沒 する 
〉 腐儒の 徒に あらざる なう、 然れ ども 人と な $ 嚴毅に して 其 政を 行 ふや、 
i  峻法假 す 乙 となし、 三省 常に 之れ を 諫めて 日く、 

I  古の 功臣、 終う を 善くして、 福 祿 、子孫に 及ぶ もの# 德量 寬大 、仁を 垂れ、 

\  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇〇〇〇〇〇 3 〇  〇〇 

惠を 布く、 若し 夫れ 嚴刑 重罰、 一時 效をな すと 雖も、 其 積 怨畜禍 、亦 未 ^ 
00000000000000000000 
一  自ら 全うする もの あらず、 吾子ょ く 之れ を 慮れ 

I  と' 兼 山 以て 善 言と なす、 然れ ども 終に 改む るで と 能は ず、 彼れ が 唯一の 

\  爭友穴る三省歿してょう己れが偏向する所に安んじ、屢"功を立つる乙 

一と ?: 恃んで 、奢侈を 長 じ、 樓 門を 高く し、 池 園を 大 にし、 歌舞に 耽 6、 歡樂を 

\ 
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極む、 是に 於て か 之れ を 怨む もの 愈  >  多く、 遂に 諸大 夫と 隙を 生じ、 寬文三 
年贬黜 せられ、 尋 S で 病歿す、 或は 云 ふ、 死を 賜 ふと、 又 云 ふ、 自殺す と、 何れ 
にせょ、 决して 其 終ぅ を 全ぅせし ものに あらず、 南 學傳に 兼 山を 以て 病 
歿する ものと すれ ども、 然れ ども 死後の 狀况を 叙して 云く、 

赴を 聞 S て 遠近み な 驚く、 當時禮 にょるに 宜しから ず、 速に 潮 江山に 

う プ △ 

瘗 む、 

此れに 由ぅて 之れ を 觀れば 、何等か 怪しき 秘密の 其 間に 埋 伏せし を 察 
が？- 50 5:0 #0 一 &0 50 50 、果して然らば、三省の豫言、鑿々竅に中れりと謂ふ 
べきな ぅ、 

三省 兼 山の 二人に 學ぷも の、 長 澤潜軒 あぅ、 潜 軒 名は 虎、 字は 小貳、 通稱は 
文 ® 潜 軒は 其號な ぅ、 京師の 人、 父 道壽 、醫を 以て 業と なす' 是を以 て 潜 軒 
も亦醫 術に 通じ、 兼ねて 曆算に 長ず' 久しく 江 城に 寓し、 .又 京師に 住す、 故 
に 其 名 雨 都に 顯は ix 、 信 從 する もの 少しと せず、 喬松子 〔卷之 四〕 の 註に 云 


存 々持 ^ 、 乾々 不 fe、 只 是勤謹 之 功、 無，， 間斷， 而已 、是 長澤翁 之說、 

此れに 由 &て 之れ 5: 觀れ ば、 潜 軒 乎 生 此の 如き 乙と を 主張せ しものと 
見 ゆ、 彼れ 延寶四 年 五月を 以て 病歿す、 年 五十六、 門人 飯室與 五右衞 門、 土 
岐重元 等 あり、 

次ぎに 三省の 門人と して 尙ほ谷 一齋 ある ことを 忘るべからず、 一齋 、名 
は 松、 字！ i 宜貞 、小字は 三 介、 一齋は 其號 なう、 又 己 千と 號 す、 時 中の 子な う、 
一齋土 佐を 去うて 京師に 移う、 後、 又 江 戶に 赴き、 稻葉 侯に 遊 事す、 晩年に 
至うて 之れ を 辭 す、 南 學傳の 跋に西 都の 高愼 夫が 來 書を 載. す、 云く、 

ル b 和 トル 4 ，か、 1 铷_で 攀鼢鞒 ♦、. *" 簖 *A か 跄鬱盼 # 鼢酚齋 お 

堅、 我 儕 之 師表' 南 學 之領會 也、 不幸 不、 S、 牢落 終，/ 身、 眞可 J 及 哉， 

是れ 蓋し 一齋が 平素の 性行と 處 世の 狀况 とに 就いて 正確なる 消息を 
洩らす ものな らん、 一齋の 門人に 莊田琳 菴， 大高坂 芝 山、 江 木三壽 、松 B] 正 
則 あう、 一齋 曾て 芝 山に 謂つ て 日く、 

悦由， 忍 後， 到、 樂自， ，苦. 中， 來、 
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f 

海に 名言な 3 と S ふべ し" 

I 莊 田琳菴 、名は 靜、 字は 子默 、通稱 は 萬 右衞 門、 琳菴は 其號 なぅ、 武藏 Q 人、 丹 
一 波の 龜山 侯に 仕 ふ、 琳菴 資性 特異に して、 才識に 富み、 志を 立て、 自ら勗 
む、 嘗て 學 者の 志 あ i て 行 未だ 果斷 ならざる ものに 說 S て 日く、 

4 は 當に 4 を 習 ふが 如くなる べし、 之 ルを 淺處に 習 ひて、 而して 後、 深 
|  きに 向 ふ、 沒溺 、死 せんと 欲する いの 數次 、方に 始めて 功を 見る、 若し 其 
\  溺 る、 を懼れ 、淺處 を 離れ 得て 了は らざれ ば、 終身 水に あ. つて 亦數尺 
一  の 水を 游泳す る Z. と 能は ず、 

琳菴 本と 溫柔の 人た b と雖も 、其 得失 1: 論ずる に 當ぅ ては、 直言 敢 語、 利 
害い かんを 顧みざる の槪 あり、 是を以 て 人 R 忌 偉 せらる* 寬文十 年 君 侯 
\ 病 逝し、 群小 志 5: 得て、 事を 內に 謀る、 彼れ 乃ち 思へ らく、 默 して 止む ベ か 
) ，ら ずと、 或は 諫疏を 捧げて 之れ を 擯し 、或は 面 折して 之れ を排 す、 群小 深 
一く 之れ を怨惡 し、 讒を 構へ、 死に 抵し て、 遂に 龜 山城の 獄中に 幽囚す、 彼れ 
乃ち 獄中 R あつて 獄吏 問答を 著は す •.其 史書を 引— する R 當ぅて 之れ 


I かい、 琳 1 中に， める こと 凡を 四 年、 延寶二 年 十” を 以て 死刑に 處 せら 
一る、 乃ち 絕 命の 辭を 朗吟し. て 日く、 

\  逾慕胡忠簡、英名萬古流、浩然同，，正氣；一笑隕--儂頭； 

$ に年僅に三十六、白 ^1 、身に觸る、に及んで、神色自若として變ぜず、蓋 
I  し 平素の 修養、 然 らしむ るな $、• 

S 

一琳 ^ と 同じく 一齋 門下 出身の 人と して 有名なる. は 大高坂 芝 山な 6、 芝 
\  山、 名は 季明、 字は 淸介、 芝 山と 號 し、 又 一峯と 號し、 黃 軒と ! i す ( IT-R H 鮮棚 ぱ 
E  U  § 贫、 源) 土 佐の 人、 弱冠に して 巖城 侯に 仕 「後、 稻葉 侯に 仕 ふ、 芝 山慷 

I  0000 0 0000000  90,0  p o -oiL 0 、〇 \、 

慨氣節 あ 然れ ども 自ら 視る 乙と 甚だ 高く.、 常に 好 / 1 て 時 E を S 斥し 
一^/下 )1' ^: ^> *' ^1矿、 01" 1^ «' 、^^兀矿、及、び «> 1兀、黌 ^ ぎ水、の如き、皆酷評を 
一 f 、 へ、 て k  k 、 せ r 、 る e で ? > レ、 彼. れ南 學傳に 於 v し 仁齋を 論じて 日く、 

\  ^  ^  ^  ^  p  ^  ^  f  ^  ^  SS  0^^  SB 

I  ..き； 
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|  又 闇齋を 論じて 日く、 

\ pA i ，知 磬わ羚 鼢抡 か ^ k 誓 1 ¥  A  J を f MA かす’ 云云、 t 酚昏 

I  “書 者 之 罪人 也、  ‘ 

一 彼れ が 時 輩を 掊擊 する、 率ね 此の 如し、 谷 秦山 彼れ が 著書 5: 評して 日、 
\  自稱許 太 過、 然文格 生硬、 字 法 差 8、 不^^ 看、 南學傳 事實多 n 妄誕 M 亦不， 足 
|  : ，論 也、 (秦 山集雜 著) 

|  然れど 7P 又 一槪に 彼れ が 人格を 侮蔑すべき にあらず、 何ん となれば、 彼 

ル 

一れ 亦 一種 得 易から ざるの 才 あれば 5 6、 殊に 門人 等は 深く 彼れ を 崇敬 
j  せし と 見 ゆ、 河 一澄が 一‘ 蹂喬松 子」 に 云く、 

一  先生 幼ょり 敏悟 聰明、 剛毅 果决 、壯歲 に 逮んで 三 侯に 事へ、 皆 機 務に關 
|  る、 其國 政に 補 ある Z: と、 勝げ て 算 ふべ. け / L や、 諫爭 議論、 誠を 竭 くし、 心 
一  を盡 くす、 正 言して 諱爻 ず、 操 節して 屈せず、 左右 碌々 たる 群小、 深く 忌 
一  み 妬み、 言を 造ぅて 誣 ひ 譏る* 故に 久しく 事を 執る 乙 とを 得ず、 先生 其 
幾を 察し、 其微を 燭 らし， 速に 辭し 去る、 是を以 て 籠絡して rj n ?: 禍患 


に 陷 る、 rJ と 能は ず、 先生 耿介老 S て 益 i 堅く、 淸廉老 S て 益！ 白し、 其 富 

00000000000000000  0  0  0000000000 

貴を 觀る乙 と、 猶ほ 草芥の ごとく、 其 死生を 觀る乙 と、 猶ほ夜 旦の ごと 

し、 前後 九た び 俸祿を 辭レて 敢て 橈まず、 凡そ 五た び 死地に 入ぅて 敢 
て 思わず、 仕を 數邦に 致して、 遂に 里 巷の 間に 退 休す、 先生の 如きは、 眞 
か鼢办 知い I A 心 レ、 云云、 如 駟 so 沙歉妒 ^° l io & ffi° t° i 神を舒 ぶる 

•§  勤 /LO s  い  P  =  s  s  s  i  S AO SS  S  ゲ〇 JO PI  4 

〇〇〇  〇  0000  0000  〇〇〇  〇  0000  o'ooo  oooo»*o 

末、 悉く 審 M に して、 恰も 身 親ら 其 間を 履む が 若し 聽 くもの 亦曉 然と 

して 目に 見る が 若し、 云云、 

此れに 由-^ て 彼れ が 性行 S かんを 認識す るを 得べき な 6/ 正德 三年 五 
月 二日を 以て 歿す、 年 五十 四、 著は す 所 南學傳 二卷の 外、 喬松 子四卷 、適 從 
錄三卷 、存 一書 六卷 .餘花 編 二卷等 あう、 就中 存 一書と 餘花 編とは 土 佐 群 
書類 從中 に收 載せう、 前者は 芝 山が 文集 R して、 後者は 其 詩集な 6、 喬松 
子は 單行本 あ 6、 是れ芝 山が 學說を 叙述せ しものに て、 人 以て 我 邦に 於 
ける 諸子の 嚆矢 となす、 源 有 本が 總 叙に 
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\  本邦 子類爲 = 之 魁； 此後恐 多 出焉、 

I  と、 然れ ども 之れ に 先ち て 僧 中巖が 中正 子 あう、 故に 喬松 子を 以て 我 邦 
に 於け る 諸子の 嚆矢 とする を 得ず、 但 ，喬松 子に 次いで 世に出で た-る 子 
I  類は、 原子、 猗蘭 子' 水 哉 子、 鷹 起 子、 柳 子等 あうて 其 書に 乏しから ず、 源 有 本 
I  が總 叙に 又喬松 子の 內容を 論じて 云く、 

j  此書首 卷所辕 、據 II 氏 之 語 4 多矣、 第二 卷黃 .祥 問自 fe fe 傳 之義以 後、 章 
句 漸繁衍 、大率 皆 造，， 自家 言語； 第三 卷自， 論 fe 樂 文章 1 以後、 文 之 精神、 詞之 
\  波瀾、 悉攄， ，發於 此； 至，， 第 S; 乃 直 ハ 爲„學 問 之 S、 師 S 之 秘訣； 讀者其 可， 忽 
\ 和 於、 

| 喬松 子四卷 共 R 芝 山の 學說犮 るに 相違な きも、 第 四卷は 其大骨 頭と す 

一 

\  る 所な 6、 因りて 第 四卷の 要點を 紹介せ ん R、 彼れ 先づ 

一  〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 〇 〇〇〇  〇 

\  道は 天地 公共 底の 理 、固ょう 一人 一家の 私 R あらず、 豈に敢 て秘 して 
0  0  0  0 
I  齡せ んや、 

一と 喝破し、 次 s て *® & i@ 1 ff@ i® 1 が e@ ぴ y を斷 言し、 我心の 道體と 合一 


Ik 


尙 

る 〇 れ〇天 〇 ほ  一 0 
中 〇 仁 〇 命 〇 天® な 〇 
溫〇 な。 は 〇 命 ◎る〇 
潤 〇  6〇 只 〇 と ◎を 0 
堅つ 分 〇是つ 人 ◎識0 
確:） ち。 れ〇 性® る 〇 
璧 つて 〇 元 〇 と @ 

徹 3 之 3 な 〇  —® 

條 3 れ〇 6 ◦貫® 

理 〇 を〇 分 〇 し @ 

黎 0 言 〇 ち 〇 て® 

然 3 へ 〇て〇 二® 

た。 ば 〇 之0 致® 

る 〇 仁 〇れ〇 な® 

分 〇 義〇を 〇 き @ 

あ。 禮0 言0 を 
る 〇智〇 へ〇說 
が。 な0 ば0 示 
ご 〇 办 ◦元 〇 し 
と 〇 猶〇亭 〇 て 
し、。 ほ。 利0 日 
抑 G  — 〇 自〇ど 

中 0 塊3 な0 
な 〇 の 〇 う 〇 
办 ◦玉0 人0 
極つ の 〇 性 〇 
な 〇 渾〇は 〇 
$〇 然〇只 〇 
一 〇 な〇 是〇 


して、 一種 言； r' へからざる の 妙處に 到達し 得た る 境遇を 論じて 日く. 
ぬ- 1 】 一 胸襟、 今古 一 東 流、 斯心 P . の弘 き、 大 用の 停ぅな き、 元來恁 地な 
い、 #' 養 か 熟いて、 今にして 其 初めに 復るな ぅ、 古の 聖人 斯心を 以て 斯 
か ^ 0 £ T; V 如 #0 00 敷 者、 斯心を 斷れば .乃ち 聖人の 心を 知る、 萬 古 一理、 聖 

〇  〇  〇  〇  〇 、 

々同心 5 $、 

彼れ 又 更に 其 旨 意を 敷衍して 日く、 

夫れ 心を #- して 忽に する 乙と なく、 理を 窮めて 舍つる 乙と なく' 功を 
累ぬる 乙と 久 うして 後、 自ら-本心の 虛靈 、明鑑 止水の 若くなる を觀 る、 
畛ゆ辦 p \S s 1:o が ao と 天 i&o と 其大、 i てな く、 性理と 天道と 其 源、 混 
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妙 50 ±0 50 ^0 、 ^0 .:0 你_ (?)0 |如 ^ 如如-、天むぅ、神なぅ、帝なぅ.唯ぜ灿性 

0  0  0  0 

の 源な 6 

此れに 由 i て 之れ を觀れ ば、 彼れ が 人性を 以て 天に 出づ とする 乙と、 明 
かなり、 彼れ 此の 如く 人性を 以て 天に 出づ とする が 故に、 衆人の 心、 不善 
なしとは 言は ざれ ども、 本然の 性に 復るを 得 ば 何等の 不善 もな しとし、 
之れ を 論じて 日く、 

君子 學 t いて 至處に 到れば、 廓 然として 大公、 物來た 6 て 順應 す ® 地 
なる に 逮べば 、心なぅ、 性な ぅ、 情な t、 渾然たる 至善' 明德瑩 徹して、 天德 
にあら P るな く、 天理の 流行に あらざる なし、 大本 體 立ちて 達 道 用 行 

之れ あらん、 

0° ?二 ?: 1〇 7〇 し 1:〇 〇1 $1〇 ど 5〇 び。て、論じて日く、 

如>がの&、.どか #° 0〇 &、三者|4て是れ1理、各纟指 

0  0  0  0  0 

にす るの み 


はる、 又 何の 不善 か 
彼れ 又 天と 性と 心と 
天とは 性の 源、 性と 
す 所 あ-^ て 名を 異 
次ぎに 彼れ 天性と 氣 


禀 との 同 體 不離を 看破して 日 


i こ 〇 る 〇 夫 o 

あ 0 、〇 れ〇 

ら〇が 〇 天 〇 
ざ 〇 如 〇 性 〇 
る 〇 し 〇氣〇 
な〇金 〇禀〇 
f)  〇 塊 〇 の 〇 
玉 〇 中つ 
石 〇  ( こ 〇 
固' ◦ぁ。 
Xo  h° 

て 0 
一〇  '混〇 

物 0 合つ 
に 〇し〇 
あ 〇て〇 
ら〇隔 〇 


かき 0 
分 ◦乙 〇 
斷〇と 〇 
し0‘0 
てつ 玉 〇 
兩 〇 の 〇 
箇〇塊 0 
と0 石0 
す 〇 に 〇 
る0 藏0 


最後に 道の 何たる かを 論じ、 其廣 大無邊 なる 所以を 發 揮して 日く、 


和 IIO 扣む ぅ to なぅ、 只是れ 道の 大 

〇〇  〇〇 〇〇 〇〇〇 〇 〇 〇〇〇 

一な 6、 旣に 一な n w:' 華 夷なん ぞ 
i f) 0 AO 和 勤 < o *o iio . ^o 、m to 都 

000000000000  ^0 

間隔す る 所な し、 是を以 て 四海を 
0000000000  000  0* 
の廣洪 たる、 六合に 彌 う て、 天下 能 


綱 •其 體段渾 々洞々 と 

別たん、 今古なん ぞ隔 

0000000  0 »o 

能く 天地 萬 物を 以て 

〇〇 〇〇〇 0 0 〇 〇』 

家と なし、 中國を 一人 
000000000 
く载 するな き 所以な 


して 元と 是れ 
0  0  0  0  0  0 
てん、 治亂其 に 
0  0  0  0  0  0 

一體 となして 

0  0  〇  0  0  C 

となす、 乙れ 道 

〇、 

>9 


是れ 殆んど 今日の 所， 謂 人道を 顯彰 する 毛のに 似た う、 次ぎに 彼れ 自ら 
道を 體得 せる 次第を 叙して 日く、 


譬へば M の 山に 登る が 如し、 初め 
し、 終&は 佘其 四隅ょぅ 躋 る、 旣に 
或は 逶邐 、或は 崎 嶇 、險夷 廣隘、 をの 
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は 佘 東南よう し、 中ろ は 佘 西北よう 
レて 乙 の 山を 視れば 、或は 直、 或は 曲* 
徑 同じから ず、 佘歷 過す る 乙と 數十 


三 八 


な、 年、 

る、 勤、、 
が、 苦、 
如、 し、 

し、 て、 

登、 〇 倦、 
〇 ま、 
て 〇 ず、 
其〇漸 卜 
巔〇い 
に 〇悉、 

坐〇 く、 
す 〇 乙、 

る〇 の、 

に〇 徑、 
洎 2 を、 
ん 〇諳、 
で 〇ん、 
廼〇 ず、 
ち 〇始、 
萬0 め、 
徑〇行 > 
只 〇く、 
是〇 時、 
れ〇 萬、 
一 〇徑、 

道 3 の、 
の ◦皆、 
み 〇  •殊ヽ 
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昔は 猶ほ睡 夢の ごとく、 今や 恰も 大寐 の覺 めた るが 如し、 昔は 煩多に 
して 今や 簡易な 6、 昔は 艱難に して 今や 安 乎な 6、 一  本の 渾々 たるは 
固ょ 6 道な 6、 萬 殊の粲 々たる も、 亦 道な う、 粲々 碎々 たるを 窮盡 して， 
かい •い 洞々 穴る ものを 曉 る、 旣 RO 曉れば 、乃ち 古今 一理、 千聖 一心、 云 

云、 

是等の 言、 皆 道の 一元た るを 論證 せんとす る ものな り、 然れ ども 毫も 分 

解的說 明 ?: な 3 ずして、 單に 形容の 文字を 連 綴す るが 如き 看 あるは fp 

以て 遺慽 とすべき のみ、 彼れ 又 巧に 聖人と 道との 關係を 說 い て 日く 
@ © © @ © © © © @ © @ © ©◎ © ◎ @ © © ◎ © © © © @ © @ © 0 
聖人 旣に 生れて は、 道' 聖人に あう、 聖人 旣に往 S て は 道' 遺 經 にあう、 聖 

知  §•  l io M  &  I  s  S SO &  _  s s° &  s  斷 ぃ MO 

を 講じて 得る 乙 と あら ば、 是れ 聖人の 道を 曉るな う、 

因うて 尙ほ 道を 講ずる の 法を 叙して 日く 


遺經を 窮めて 聖 道を 知る にあう、 聖道は 平 かにして 大路の 如く、 晒 か 
にして 日 星の 如し、 經は 道を 載す る 所以な う、 學者 眞に經 業を 好 爻 ず、 
是を以 て 知う 難く 行 a 難き もの、 若し、 道豈 R 然らん や、 道は 仁義に 
循つて 之く、 仁義は 心の 固有な 故に 經に 由うて 道を 求め 一道を 求め 
て聖 心を 知る は、 猶ほ 門に 入 $ て 堂に 升う、 堂に 升うて 主人に 逢 ふが 
ごとし、 旣に 道を 心に 會して 失は ざれば、 異端 何に よ^:: \ て か 之れ i: 劫 
さん、 諸子 百 家 何に ようて か 之れ を拏 かん、 卓爾 として 挺 立して 生よ 
6 死に 到る爻 で、 終始 一の 如し、 朝に 道を 聞 s て 夕に 死す とも 可な $ 
とは 此の 謂 ひなた 嗟 乎 後生 未だ 道' 方寸の 間に 備うて 、學 、日用 常 行の 
外に あらざる I とを 知らず、 只 記 聞を 以て 業と せん 乙 とを 恐る、 故に 
其兩 端を 竭 くして ZL れを示 す、 

芝 山の 學說 、畢竟 心 法と 道體 とを 合一し、 天命と 人性と を 一貫して 徹上 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇 〇 ◦〇 

徹下、 些の扞 格 もな く、 全然 融合 調和せ る 一元論を 立す るを 以て 主眼と 

なす、 別に 何等 自家の 創見 あう とい ふに あらざる も、 亦南學 系統に 於て 
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も0 き 〇 が0 を0 見が 
至0 皆、0 梅〇 鎔 。る 故 
と0 彼 〇 軒 ◦鑄 〇を に 
し0 れ〇時 〇 し 〇得本 
て0 が0 中0 遂0 ベ と 
此〇掉 〇 以〇 に0 し、 南 
に Q 尾 〇 來〇之 〇 芝〇學 
あ0 の0 南0 れ0 山 〇 よ 
ぅ〇勢 〇學 ◦を 0 が 〇 办 
て 〇を〇 の 〇 發〇時 〇 出 
存〇成 Q 系 ◦揮。 中 〇 で 
す3 せ0 統 ◦し 〇 以〇た 
る 〇 る 〇 を 〇 て 〇 來〇る 
を0 所 〇 叙0 四 〇 の 〇 に 
知 〇以0 述〇卷 Q 學〇 相 
る0 に0 し0 の0 說〇違 
ベ0 し0 て0 喬0 を 〇 な 
go て〇一 〇松〇 消〇き 
な〇 叉0 篇〇子 〇 化 〇  4 
う0 彼0 の0 と0 し〇亦 
れ〇南 ◦な 〇 自〇新 
が G 學〇 し 〇 家 〇 に 
學0 傳0 プ 20 の 〇 系 
界〇と 〇 る 〇 見〇統 
に0 な0 が0 識〇を 
於 〇 し3 如3 を 〇 開 
け 〇 た 〇 き〇以 〇  く 
る0 る 〇 又 Q て 〇 も 
功 D が° 彼 〇 之 〇 の 
勞° 如 ◦れ〇 れ〇と 


第三 篇  第一章 南學 起原  三 八 四 

掉 尾の 勢を なすの 看な しとせ ざるな $、 蓋し 南學は 初め 南 村 梅 軒 之を 
傳授 し、 尋 s で 谷 時 中 之れ を 振興し、 小 倉 三省、 野中 兼 山 等 之れ を 繼 承し、 
大高坂 芝 山 其 終結を 成せ 5、 闇齋は 京師に 赴 S て 別に 一派を 成し、 悉皆 
是等 諸氏を 合する も、 尙ほ 未だ 及ばざる 底の 大 影響を 生ぜし ものなる 


第二 章 山 崎闇齋 


第一  事蹟 

南學 系統ょ 6 出て ゞ欝然 一家を 成し、 純然たる 朱子學 派を 代表す る も 
のを 山 崎闇齋 となす、 闇齋 、名は 嘉 、一の 名は柯 ，字は 敬義 •通 稱は 嘉右衞 門、 
闇齋は 其號 な办 、又 垂 加と 號す、 京師の 人、 闇齋が 曾 
祖父を 淨榮 とい ふ ® 磨國宍 粟 郡 山 崎 村の 人、 祖父 
を淨 泉と いふ、 淨泉 、又 左衞 門と 稱 し、 備の木 下 氏に 
仕 ふ、 祖母 U 多 治 比 氏、 父は 淨因、 三 右衞 門と 稱す 、本 
と 泉 州の 人、 後、 京師に 住し、 铖醫を 以て 業と なす、 母 
は 佐久間 氏、 子 四 人 あと 男女 各 J 一 A 闇 齋は其 末子 

な-^、 闇齋 自ら 作る 所の 山 崎 家譜に ょれば、 四 人 皆 京師に 生まる' 就 k 中閽 
齋は實 に 元 和 四 年 (卽ち 紀元 一六 一八) 十二月 九日を 以て 始めて®々 の 
聲を揚 r、 彼れ 幼に して 穎悟、 祖母 多 治 比 氏 常に 之れ に敎 へて 日く、 

第三 篇  第二 韋山 崎簡 齋- 第一 事蹟  三 八 五 


(〇 此垂 加の 二字は 
神垂 冥加の 略な り、 
垂加萃 の 劈頭 第一 
に 「神 垂以 こ 祈？ 爲レ 先、 
冥加以 こ 正直 一爲レ 本」 の 
語か揭ぐ、是れ鎭座 
傳 記、 寶 基本 記、 倭姬 
世 記に 出づる もの、 
闇齋此 語 1: 本づい 
て垂 加の 別 號 4. 作 
れ り、 
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諺に 之れ あう、 身は 一錢 、目は 百 貫、 汝等 目を 傷 ふ 乙と 勿れ、 而して 善く 
字を 習へ、 字を 識らざ れば 、目な きものと 同じ、 

母 佐 久間氏 性嚴な $、 甚だ 兒曹を 愛すと 雖 も、 然れ ども 飮 食を 恣に する 
が 如き Z: と あれば、 未だ 嘗て 呵責せ ずん ば あらず、 常に 誡めて 日く. 

鷹饑焱 て 穗を啄 まず、 士 夫の 子、 當に志 を尙 うすべし、 

此れに 由うて 之れ を觀れ ば、 彼れ が 性格を 鎔鑄 する に 於て 少時の 家庭 

〇〇 、〇  0000000  〇 〇〇〇  000 

敎育與 うて 力 あ*^ しを 察知す る ic 足る、 

彼れ 又 嘗て 群 兒と戯 る、 人 あ 6、 菓子を 擧げて 之れ を 示して 日く、 

汝曹 各> 其 能 ?: 奏せ ば、 吾 將に 之れ を與 へんと す、 

群 兒是に 於て か 或は 歌 a 、 或は 舞 ふ、 其 人 乃ち 之れ に 菓子を 與ふ 、闇 齋獨 
う. 何等の 技を も演 せざる を 以て 獲る 乙と 能は ず、 因うて 大に號 泣せ^/ 
其 人 之れ を 見て 之れ に 菓子を 與 へんと す、 闇 齋敢て 之れ 5: 受けず して 
日く、 

之れ を 獲ん と 欲する にあらず、 人 皆 能くす る 所 あ 4 て、 我れ 獨 6 能く 


(二) 山 田 思叔の 闇齋 
年譜 及び 閑散 餘錄 
等 皆 闇 齋先づ 比 ^ 
山 1- 之 さ、 後 妙 心 寺 

こ A る ものと せリ 


1*' い！^ ない、 故に 憤 $ に 勝へ ざるの み、 

闇齋 稍-長 じて 狡悍 無賴、 I 吊に 配 ;IIA の 橋 上に 遊び、 長 竿を 持ちて 行人の 腔 
ピ ffA v 7x" l- RA lf: ®A f じ v aA f MA tA 5A v 父 淨因之 れを 憂 a ' 乃ち 之れ を 
fts 叡山に 託し、 將に以 て 僧と な 5 ん とす、 闇 齋比® 

山に ある や、 常に 書卷 1: 釉 にし、 客を 延き、 茶を 供す 
るの 際と 雖名、 少 間を 得れば、 乃ち 出 ; 2 して 之れ を 

讀み 、已に 其 尋常 兒子 にあらざる の徵 候を 呈せ 6、 後* 妙 心 寺に 移り羅 髮 
して 僧と なぅ、 絕藏 主と 號す 、彼れ 一夜 佛堂に あ $ て 經を 誦し、 哄然とし 
n:A s  ん  ルレを へ" -CA み ぃ、 •• む 4. ^: ^ 

かで、 1 0 ^ •賢 yin •い、 is , い、， i 躬 r f  r A' ぃ (しぼ" 室に Y  6、火 
い n  r  t  V  p か ジ、か か v^ n^ i: " 逐はん と 欲す、 彼れ 之れ を 聞き 大に 
號は $ て 日く、 

影ぃ 0 きぃ g: ?: ル ト？ ぃ 淤 ？ 

¥' f/ l!  P 皆へ半 かか かかい、 是 時に 當ぅ 、土 佐の 公子 某 妙 心 寺に 居る、 a B/1 

•  .  '  •  • 
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更 
蓋。 に 
し 〇 又 
道 〇  — 
と〇轉 
は 〇 し 
綱 〇 て 
常〇道 
の 〇 の 

み〇何 
板。 た 

れ〇る 

旣〇か 
に 0 を 
之〇論 
れ〇じ 

を〇 tt 
廢〇の 
す〇儒 
れ〇者 
ば 〇の 
其、 。通 
學〇弊 
の 〇 を 
道 Q 論 
に ◦じ 
あ0 て 
ら0 日 
ざ0  く 
る0、 
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.にして 鑑識 あう、 嘗て 闇齋を 見て、 歎じて 日く、 

此兒神 彩 秀逸、 後、 當にな す 乙と あるべし、 

と、 乃ち 之れ をして 土 佐の 吸 江 寺に 學ば し 〇 、 闇 齋是に 於て 小 倉 三省' 野 
中 兼 山 二 氏と 相 交は う、 二 氏の 慫慂に ょう、 程 朱の 學を 修め、 谷 時 中を師 
として 其學 業を 成し、 遂に 蓄髮 して 儒に 歸す 、時に 年 二十 有 五、 然れ ども 
土 佐 侯悅び ず、 因うて 復た 京師 R 歸る 、闇齋 三十 歲に して 闢異一 卷を著 
はし、 終 $ に 其佛を 脫して 儒に 歸 せし 所以を 論じて 日く、 

吾れ 幼年に して 四書を 讀み’ 成 童に して 佛徒た う、 二十 二三に して 空 
谷の 書 R 本づい て 三敎 一致の 胡 論を 作る、 二十 五に して 朱 子の 書を 
讀んで 佛學の 道に あらざる を覺灸 則ち 逃れて 儒に 歸す、 今 三十に し 
て 未だ 立つ ひと 能は ず、 深く 吾れ の 皆 く辨ぜ ざるを 悔い、 又 人の 終に 
惑 ふべき を 1 る、 


如加和いむ知る心し、 ©0 »0 韌 510 昧ういて、人之れを廢すべからざる所 
以 ?:o 知 W ず、 世の 所， 謂 儒者は、 徒に 記 覽を 務め、 詞章を 爲して 、詩 書、 道を 
載す るの 文に 託す、 是を 以て 綱常の 道、 遂に 明かな 6 ずして、 佛 氏の 敎 
に 化せざる ものは、 未だ 之れ あら ざ るな う 
萬治元年闇齋江戶に赴き、井上侯{|§|、名>で主とす、初め彼れが江戶に 
來た i し 時、 貧窶に して 儋 石の 儲な し、 故 R 書 商の 鄰に 住し、 其 書を 借 6 
て 之れ 5: 閱讀 せう、 是 時に 當 6 て 井上 侯學を 好み、 書 商を 介して 闇齋を 
見ん と 欲す、 闇齋 日く、 

侯、 道を 問は んと 欲せば、 先づ來 たう 見ょ、 

と、 侯 之れ を 聞き、 嘆 じて 日く、 

方今 自 6 師儒と 稱 する もの、 多くは 道を 行 ふに 意な く、 東奔西走、 其 技 
の售れ 易から ん 乙 とを 欲す、 寡 人 之れ を 聞く、® に 來た $ て 學ぷを 聞 
く、 往 S て 敎ふ るを 聞かず、 山 崎 生 能く 之れ を 守る、 此れ 乃ち 眞儒な 6、 
と、 卽日駕 を 命じて 之れ を訪 ひ、 弟子の 禮を 執れう、 ffl 齋是れ ょり 屢 \江 都 
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は 〇  fli： 〇る 〇臣〇 
一 〇  i  こ 〇  三 0 
の 〇生〇 得 〇樂〇 
樂〇れ 〇 る。 あ 〇 
み〇 ¢0 は 〇  1)  0 
な 〇 を 〇  — 〇 凡 〇 
う 〇讀〇 の 〇を〇 
是〇み 〇樂〇 天 〇 
れ〇道 〇 み 〇 地 〇 
臣〇を 〇 な 〇 の 0 
の 0 學〇う 0 間 〇 
樂0 び 〇天〇 生 〇 
む 〇 古 〇地〇 あ 〇 
所 〇の〇 の 〇 る 〇 
な 〇聖〇 間、 〇も〇 
ho 賢 〇 一〇 の 〇 

と 〇 治 〇何〇 

臂〇  一 0  p、o 
を 〇亂〇 限0 
— 定〇ら 〇 
堂0 數0 ん〇 
の0 な0 而〇 
上 〇し〇 し 〇 
に 〇 而 〇て〇 

把 〇し〇 萬 〇 
る 〇 て 〇  i [勿 〇 
を 〇 右 〇 の 〇 
得0 文0 靈〇 

る 〇の〇 た 〇 


第三 篇  第二 窣山崎 闇齋— 第一 事蹟  三九〇 
j  に 赴き、 兩 都の 間 R 往來 せぅ、 

\ 寬文五 年會津 侯(_  s  S) の 聘に應 じて 之れ に 赴く、 然れど 4 仕へ ず、 侯 乃 
\  ち 遇する に 賓師の 禮を以 てす、 會津侯 嘗て 闇齋 R 問ぅて 日く' 

\  先生樂 みあ h や、 

|  答へ て □く、 


侯 日く、 

二の 樂み は旣に 之れ を 聞く 乙と 5: 得た •々、請 ふ 亦 其 一の 樂みを 聞か 
ん、 

答へ て 日く、 

此れ其最も大なるもの、而して言；5難き所以のものは、君侯必ず信ぜ 


ずして、 以て 毁訾 誹謗と な ^ ん、 

侯 日く、 

寡 人 不敏と 雖も 、先生の 言を 奉じ、 孜々 諫めを 求めて 忠言を 渴 聞す' 何 
すれ ぞ今に 至ぅて 敎を 終は らざ るか、 

日く、 

君の 言此に 及ば、 臣假 令 rA 戮 辱に 逢 ふ も、 豈に 言を 盡く  3  くらん や、 
^ro lio 勤 ^ O 0O SO む 如 び 0° lio #o RO $° 赠 RO 生れ、 侯 家に 生れざる こと、 

是れな i、 

侯 日く、 

敢て問 ふ、 何の 謂 a ぞ や、  ，： 

日く、'  、 
»- ジ い 4 -  6  ^ ❺ か 卜 か、 .か か 4 ■•卜 4l n- 、i &ハ & をり ❾じ ボ學無 術、 聲 

かむ 斯^^  •い &  v rfn" い CJt n" が！^ かる もの、 主意を 迎合し' 其爲 す 

1 ^い 0" い ' t:' 之れ を稱譽 し、 其爲 3  <  る 所は 因りて 之れ を 緋毁し 遂に 
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れ〇以 △し、 南 _ 
侯 〇 て △む、 蹟 
家 〇 其 △其 A 

に〇 智^ 卑ム 
生〇慮 A 賤ム 
れ〇を △ の △ 

ざ 〇 益 △幼へ 
る 〇 す △に A 
を〇も △し A 
樂〇の △て A 
み 〇 に △ 辛 △三 
の 〇視妄 苦 △全 
最〇ふ A を A 
も〇れ △嘗 △ 

大〇 ば △め △ 

な 〇 阿 △長 A 
る 〇 如 △じ △ 


是に 於て か 侯 茫然自失し、 嘆息して 日く 
誠に 先生の 言の 如し、 

と、 常 山紀談 〔卷之 二十 四〕 には 闇齋の 言 a し 所と 殆んど 同一の 事を 小櫃 
與 五右衞 門なる もの、 會津 侯に 對して 言へ 3 とせう、 其 果して 孰れ か是 
なる 5: 知らず と雖 も、 今は 姑く 先哲 叢談 5 之 三〕 に從 ふ、 井上 侯會津 侯の 
外 加 藤 美 作 侯 ^ €5 毛、 亦禮 を 厚う して 闇齋に 師事す、 然れ ども 會津侯 敬 
信 最も 深く、 終始 一の 如し、 闇齋亦 感奮 恩に 答 ふるを 思 a 、 知うて 言は ざ 
るな く眞に 水 魚の 看な きを 得ず、 侯大 R 闇 ® O 0O #O RO IIO ^ 〇 砂 か i) o LO i ° 110 
°»0 R0 M° I1 ◦の ®0 ^0 x° 妒  Q の e0 a0 t0 «0 a0 i0 ^ Jt0 i° l:0 _:o *0 妒が i:° #° Q る。 に。 至 n° 
\ 此點ょ  i  之れ を 言へ ば、 # O OJO 0O 勤 亂 . RO 於 yo 60 io _ uo < o ffio 昏和 MO «° 


に 際會 せる ものと s ふを 得べ し、 然れ ども 會津 侯は 闇齋に 先ち 寬文十 
二 年 十二月を 以て 歿す、 翌年 正月 闇 齋會津 に 赴 &、 侯の 葬式に 會し 、祿を 
辭し て歸 る、 闇齋が 始めて 鲁津 侯に 侍して ょ 6 .此に 至る まで 凡を 八 年 
な 6 き、 然れ ども 其 影響は 决し て尠 少な 6 とい ふべ からず、 山 田 思叔が 
闇齋 年譜に 會津 侯の 事を 論じて 日く、 

PPVP>V X) X) VVVV V PPV T) \) X) PP>VVVPVPPVP 

侯懿德 夙に 成ぅ、 威 嚴明斷 、賢を 禮 し ± に 下 だる、 其學 たる や、 誠 敬に 從 

V V V 'O V VVVV V PVV 'O VVV 'D VVV V V V V PVVP 

事して、 大學の 道を 知る、 先生を 得る に 及んで， 其 德 益！ 進み、 其邑を 治む 

V P V 'O VPVV V PP ^ PV V P XJ VP V V V V VPVVVP 

る や、 儉を崇 び、 奢を 抑へ、 下情を 達し、 民 苦を 問 a 、 社 倉を 建て、 常 平を 行 

PPVPVVPVVVVVVVV X) 忒 4  vvp v 'o vvv v vvp 

ひ、 廢祀を 興し、 淫祠を 毁 ち、 火 化を 禁じ' 所 子を 止め、 凡を 倡 優 異色の 人、 
境に 入る ことを 許さず、 時人 稱 t 侯 本と 賢、 然れ ども 先生 輔 相の 力、 亦 

V  V  V  V  V  V 

誕ふ ベから ず、 

闇 齋天和 二 年 九月 十六 日を 以て 病歿す、 時に 年 六十 五、 黑谷 山に 葬 6、 碑 
を 建て、 「山 崎 嘉右衞 門 敬義之 墓」 と S ふ、 祠を下 御靈に 建て、 垂加 社と v> 
ふ、 後、 之れ を 庚申 社に 附 す、 若 林 語錄に 云く、 
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垂加靈 社 下 御靈の 中に あ う、 前は 小き 祠にて あうた 6 、先年 吉田 殿ょ 
う、 尤 めら れ 、小社 もた ふされ、 今は 庚申の 社の わきに 相 殿の やうに 小 
き 札に 垂加靈 社と 書付け て あう、 已む を 得ざる ゅ灸 、右の 如くし ^ る 
と 見 ゆるな う、 

»〇 -^1|!轍 »〇 酽 0〇 妒 «〇 妒^びで|:” «0 ^0 妒 <〇 、 *° 护肥 0〇 #° 5:0 ®0 が ^0 

5° |5° "|^ ^0 、 *0 ^- )|10 歡 ^ «0 &0 ^0 、 稻葉默 齋が墨 水 一滴に 云く、 

人 疑 孔門 三千、 通 者 只 七十 人、 闇 齋門六 千 人、 恐不 kfe、 佘云、 不^ T 當時以 
,禮 相 見者、 門人 籍， ，記 之； 其 員自有 ，， 六 千 人； 何必在 „弟 子 之 列； 闇齋 師道 至嚴、 
初見 者 皆 厚 is 以見、 不則不 # M、 一面 後 不_ ，相 見， 者、 蓋 亦 多、 其 ffi 洛下 fe、 天 
下書 生' 轄 ，凑 京師； 恐 無，， チ 見者； 况又如 _,會 津藩 中； 時勢 豈有， 不 1 „ 闇齋， 者， 乎、 
一見 記 籍其員 六 千、 何 又 疑 之 有、 

若し 默齋が 傳 ふる 所を 以て 事實 とせば、 闇齋に 師事す る もの、 凡を 六 千 
人、 之れ を 仁齋に 比すれば 、實に 倍數の 多き に 及ぶ、 就^-有名なる ものは、 
淺見 綱齋 、险藤 直 方、 三 宅 尙齋、 三 宅觀瀾 、米 川 操 軒、 谷 秦 山、 鶴 飼錬齋 、羽黑 養 


氣〇力 3 及、 る C 得是 
と 〇 を 〇ん、 も C ざれ 始 A 
は 〇修0 て、 の c る 闇終ム 
第遂 〇養〇 動、 な 〇な齋 
需に〇 に 〇 作、 1)0  $  を 交 △ 
之0 用0 云、 時、 思0 賤之 △ 
第れ 〇 ふ〇爲 、中、 ふ0 す 
i を〇 る〇悉 、本、 に0 る 
山 脫 〇乙〇  く、 と、 闇〇そ 
崎 す 〇と〇 節、 傲、 齋 3 と 
響 る〇 至。 に、 慢 、の0  _ 

‘  乙 〇れ〇 中、 不 、性 〇實 
一  ら 、遜、 格0 に 

事 能0 盡〇 ず、 の、 プ 20 過 
蹟 は0 せ0 と、 人、 る、0  r 
ず 0 う 〇い 、朱、 其。 る 
^  と〇 ふ、 子、 師0 が 
す雖〇 乙、 學 、谷0 如 
る 汰〇 と、 を、 時0 し 
に 其 〇 な、 奉、 中0 と 
被 △倨〇 し、 じ、 の0 雖 
れ △傲0 闇 ◦力、 を〇 も、 

は △尊 〇齋 つを、 れ0 亦 
? 怒 △大0 亦 ◦修、 に0 全 
五氣 △な0 朱0 養、 似 °  く 
を △る 〇 子0 に、 て0 否 
帶 △態 〇學〇 用、 更〇定 
び △度 〇 を0 ふ、 に 〇 す 
た △と 〇 奉 〇 る、 大 ◦る 
る A  口 〇 じ 〇 に、 な 0 を 


| 潜、 桑 名 松 雲、 遊 佐木齋 、永 田養菴 、玉 木葦齋 等な ぅ、 又 名門 華冑と しては 正 
一親 町 一位、 野々 宮中 將 、及び 會津 侯、 井上 侯、 加 藤 侯 等 あら、 然れ ども ^ 門 一 
I MC 和 ao p ^o 砂が び如 0〇 ?:〇 歡斯奶 I®° H° 宅の 三 氏と なす、 是れを _ 門の 三 

j  t t° 稱 す、 

MO き Ao i 〇 ^ 0 50 ®0 ®^ MO SO RO LO ^0 尉 量 狹小な b しが 如し、 南 學傳に 闇齋が 

一人物を 論じて 云く、  △‘ 

\  か.！！ か..、 „  ,i、E AA i  を aA 肥 だ  t «A •賢 • «- 、 或 鄙 •僧、 無。 
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圭角 多き 豪 儒な 6 き、 佐 藤 直方學 話に 云 


三 九 六 


△  △△△A A △厶 △△<!△△△△△ 

山 崎 先生の 生 質は 極めて 豪 强ゅ焱 に、 其 偏 あつて、 怒氣 多し、 李 延 平の 

、、、> « > ■> 、、、、、、、、、 、為  為、、、、、  f -w f  ,  • 

やうなる 師が あら ば、 たしかに 朱 子の 如く R ならん 人な り、 智は 誰れ 


闇 


にも 讓らぬ と 自ら S へ ぅ、 朱 子 も 怒が 自らの 病と S へ ぅ、 

齋が 子弟を 敎ふ る、 儼として 君臣の 如く、 少しく 禮に 背く もの あれば、 
.ちわれ b 叱 罵し、 貴 卿 巨 公と 雖も 、之れ を 眼中に 置かず、 常に 一箇の 棒 

〇〇 〇〇〇 〇〇〇  00000 0 00  〇〇 〇 〇 〇〇〇  〇〇〇  〇 、 〇〇〇 

を 持ち、 講座を 擊ちて 以て 諸 生を 敎授 す、 聽 くもの 凛然畏 憚して 敢て其 
面を 仰ぎ見る ものな し、 先達 遺事に 云く、 

闇齋 性急、 特 罵，， 門人 遅鈍 者； 及 ®: 方 安正 輩 來談， ，玄 P 始怡 笑、  • 

又 云く、 

書生每 @- „垂_翁許，還路見_,美色；或過_,娼家俳優肆；心動情移：；恍忽見，翁面 
貌在 fe 尺 間； 不 1 存，； 畏敬； 

又 云く、 

佐 藤子嘗 云、 昔 師_ ，事 闇齋； 毎， 到 其 家， 入 e 戶、 心 緖惴 々如 ，ア 獄 •及％ J 出， 戶 、則大 


厲〇此 


翁、 

垂〇 

な 0 

れ 

れ A 

方、 

加 0 

bo 

に 

：£△ 

講、 

翁 〇 
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度 △ 

閑、 
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か。 

b 

行 △ 

鲞、 

道 0 

を〇 
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い 

平、 

至 0 

想 0 

之 

在、 

嚴〇 

見 0 

れ 

い △ 

Sto 

す 0 

を 

と △ 

人、 

接3 

る 0 

觀 

思 △ 

席、 

= 門。 

を 0 

れ 

へ厶 

柄、 

人 0 

得 0 

ば 

ど- 

弄、 

M 〇 

心 

闇、 

色、 △ 

氮、 

i 田〇 

&〇 

齋〇 

冷 △ 

刀、 

過 0 

な 0 

が。 

親 △ 

稳、 

不〇 

办〇 

門 3 

切 △ 

本、 

A?o 

先、 

人 0 

む 

翁、、 

假〇 

達 

弟 0 

ひ 

睨、 

— •、 

遺 

子 0 

と A 

視、 

日' 

事 

(こ 0 

を △ 

鵜、 

に 

對〇 

云 △ 

錾、 

飼、 

又 

4^*0 

は △ 

云、 

金、 

云 

し 0 

る △ 

師、、 

平、 

く、 

能 0 

«匕、 

れ^ 

席、 

與、 

度っ 

磋、 

S、 

の 0 

い △ 

k、 

人、 

い〇 

と △ 

何、 

择、 

か。 

し △ 

禮、 

/©•、 

羽 

に。 

い △ 

金'、 

坐、 

嚴） 

とふ 

息ム 

似 △ 

□或 

、 


又 佐 藤 直方學 話に 云く、 

永 田養菴 講釋歸 うに 直 方と つれだち 路にて 云へ るは、 先生に しから 


平掉慄 、諸人 失 fe、 


金平は 錬齋が 事な A、 先達 遺事に 又 云く、 

後藤 松 軒 侍，， 垂 加翁講 筵； 翁 講畢 、顧 _:松 軒-云、 坊亦 會麽‘ 松 軒忿恚 、終身 手不 
/執， ，翁 著述 之籍； 

松 軒 時 俗に 從 a て 剃髮せ $、 故に 彼れ 之れ を 坊主と 呼べ 6、 其 中 多少 輕 
侮の 意を 含める にあらざる か、 垂 加草卷 八に、 世 儒 剃 髮辨あ ぅ、 世 儒の 制 
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j 髪を 非と し、 「徒 見， 浮 屠 祝 # 、 癡 ，一 坐 人 上； 尤而效 ^ 」 と 云 a 、 「其 不 ，惟 背， # 經之 訓： 
|  亦 書 所， 謂 » 俗 者 也」 と 云へ ち、 此心 、自ら 口頭に 溢れた るを 知るべきな 公' 
闇齋の 態度、 極めて 嚴厲な $ しと 雖も、 又 甚だ 親切なる 所 あう しは、 前に 
擧げた る 永 田 養菴の 言に ょ $ て 之れ を 察する を 得べ し、 殊に 彼れ が 門 
人の 上達を 悦びて、 深く 之れ に 同情を 寄せし は、 稱揚せ ざるを 得ず、 佐 藤 
直方學 話に 云く、 

| と、 以て 證 とすべき な 办、 

:闇齊 は 超凡の 記憶力を 有し 居う しが 如し、 彼れ 曾て 妙 心 寺に あう し 時 
一： S かに 能く 中 峰 禪師の 廣錄を 諳記せ しかは、 文苑の 一 奇談と して 傳は 
れ^ 又 先達 遺事に 

閽齋記 性絕乂 •一門 生 執 市侍， 一 浴室； 話 偶 及 =梅 花 ，、翁 乃 輙 暗_ 一 吟 古人 賦 fe 詩 
無慮 五十 四 首； 

其 他 彼れ が 朱 子 語類 中の 事を 能く 記憶し、 丁数 行 數迄も 覺 ぇ 居う し r 


Ro 學 〇も然 
あ 〇 を 〇 の れ 
ら〇 講〇ぁ ど 
ず 〇 ず 〇 る も 
蓋 〇 博 〇 を 未 
し 〇 文 〇 聞 だ 
我 〇 の 〇 か 道 
邦0 富 3 す： 學 
儒 0 な 〇 近 〇 の 
學〇 る〇世 〇 正 
正0 議0 獨0 義 
派 〇 論 〇  bo を 
0〇 の〇  山〇發 
首 〇實〇 崎〇明 
唱0 な0 敬 〇 し 
な 0 る 〇 義〇て 
i)  〇識〇 先。 萬 
、 見 〇 生 〇 世 
の 〇 其〇不 
高0 書0 易 
き 〇 を 〇 の 
實 '〇 讀〇準 
に ◦み 〇 則 
世 3 其。 と 
儒0 人 Q な 
の 〇 を 〇 す 
及 〇 尊 〇 を 
ぶ 〇 び0 識 
所 0 其' 〇 る 


其 推 尊 至れぅ と S ふべ し、 三 宅 尙齋亦 日く、 

MO 勤  £11 ^0 伽 粆如 ひ io 、 ®o vo i°o IO 、、？ 加 &0 や如卽 i: BO 2: io *o 

徑を去 3 て、 正路に 赴く を 知る もの、 皆 先生の 功な $、 

、A 

遊 佐 木 齋亦室 鳩巢に 與 ふる 書に 闇齋を 論じて 日く、 

MO 勤 如 如 Ao i 〇 .  ”和 卸  | 0〇 | ^〇 如 < 〇 、 ？ »o 皆  £  かい、 卸 於 1 日 1: 〇 阶 AO ド 

交は らず、 温和の 氣象に 足らずと 雖も、 志 剛に して 行を 制する 乙と 苟 
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と、 亦 門人 等の 一 奇談と して 傳ふる 所な 6、 

闇齋の 人物 學問に 就 S て 古來 種々 の 評論 あぅ、 先づ 門人 等の 言 ?: 擧げ 
ん に、 佐 藤 直 方 日く、 

朱書の 我 邦に 來た る、 已に數 百年、 之れ ?: 讀む もの、 亦 豈に少 からん や， 


る 〇 の 〇 仕 〇 學〇も 〇 
な ◦み^ 〇へ 〇 ん〇 せ 0 

Mo す:0 で。 す: 〇  g 
に 〇王〇 厭〇專 〇  g 
本 0 侯 〇 は 〇ら〇 

邦 〇 に 〇 ず 〇此〇 第 
の〇屈 ◦敎0 道 〇  i 

一 〇 せ 〇 へ 〇を〇 山 
人 〇 十’ 〇 て 〇 明 〇 崎 
に〇 後0 倦0 か〇 蜃 
し〇學 3 ま 〇に〇 ▲ 
て 〇 を 〇 ざ 〇 す 〇 — 
其 〇誘0 る0 る 〇 事 
程 〇 引 〇 に 〇 を 〇 漬 

朱 〇 し0 ち 〇以〇 
に 〇 て0 か 〇 て 〇 
功 〇此0 き 〇 己 〇 
あ 〇 學〇も 〇れ〇 
る 〇 を0 の0 が 〇 
乙 〇將0 か 〇 任 〇 
と 〇來0 其 〇 と 〇 
世 〇 に 〇 志つな 〇 
未 0 傳〇の 〇 し 〇 四 
だ 〇へ 。如 〇死〇  〇 
其 〇ん0 き 〇 し 〇 
比 〇 と ◦は。 て〇 
を 〇 欲 ◦藩 〇後〇 
観。 す〇國 。止。 
さ〇 る 〇  ( こ 〇 む〇 


是等は 皆 門人 等が 其師 を賞讃 する の 言な 6、 其 他賴舂 水 尾 藤 二 洲等皆 
賛を作 h て大に 闇齋が 學德を 稱揚せ $ 、若し 單に其 長 處の存 する 處ょ 
i 之れ を 觀れば 、門人 等の 言 ふ 所の 如し、 然れ ども 其短處 K 對して 亦 全 
<' 目を 閉づべ &に あらず、 雨 淼芳洲 が橘窻 茶話 〔卷 中〕 に 云く、 

還俗 蓄 so 、 可， 謂 5:0 夫； 惜乎其 未知。 佛意 I 也、 

溫井太 室が 讀書會 意 S 中〕 に 云く、 

闇齋は 精に して 刻剝、 

刻剝 の 評、 闇齋の 免れ 難き 所、 又 云く、 

闇 齋の徒 日く、 學窮理 にあ $ と、 而して 窮理の 何事た るを 知らざる な 


o 

5-- 

室 鳩 巢亦遊 佐 木齋に 與ふる 書に 論じて 日く、 

山 崎 氏佛を 逃れて 儒に 歸し、 朱 子を 尊んで、 百 家を IS1 け、 師道を 嚴に .し 
て、 後進を 誘； 5、 其 斯道に 裨あ るが 若き は、 誣ゆ ベから ざる もの あう、 亦 
近世 豪傑の 士な う、 云云、 然れ ども 聞く 山 崎 氏 自ら 處る乙 と、 太 だ 高く、 
AA を 待つ t と、 太 だ 嚴に して、 含 弘の度 少なく、 人の 過失を 容れず 、其 授 
受の 間、 能く 心を 平にし、 懷を虛 うし、 從容 委曲、 以て 彼我の 情を 盡 くす 
ことなしと、 此れ 其 短と する 所な 6、 

闇齋は 本と 卓 犖 不覊の 人格に して、 顯著 なる 特色を 有する ものな' 然 
れ ども 一た び 朱 子 學を奉 ずるに 及んで、 宗敎 的に 之れ を 崇 信し‘ 行 住 坐 
臥. 身を修 むる rJ とを 務め、 僅に 埒外に 出づ るの 弊を 少 うする を 得た う、 
記、 rl' 豈 にかれ が 如き 人 t に 51' うて 多と すべき 所なら ざらん や、 然れど 
も 彼れ が 又 汲々 として 身を 修む るの 結果、 極めて 窮窟 とな h、 偏狭と な 
k 固陋と な 6、 全く 克己 制 慾の 一方に 走 う、 遂に 天性を 桎梏し、 頑冥を 墨 
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天空海濶の 氣 象の 如き、 毫も 彼れ が ® 中 
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守す るの 弊を 生ずる R 至れ. CN 
0000000000000000 

に 於て 期待すべき 所に あらざる なう' 初め 佐 藤 直 方が 闇齋に 陀 學 する 


や、 淺 .見 綱 齋に謂 つて 日く、 

®A WA △日  k, AA ■轄) が  k, *A aA ,、 ^A r ^A *A pA k ^A ^A JEA (ll)ik sA 5pA k^r 

然今海 內此外 豈声師 乎、 因 相 共 堅 苦、 遂師 事于 翁； 

乃ち 闇齋が 春風の 薰ず るが 如き 仁愛 か德 なく、 居い 聲いか 
て 門人 子弟に 對せ しこと 推して 知るべきな う、 且つ 闇齋は 詩文を 作ら 
ざるに あらざる も、 本と 道德を 偏重して 文藝 を輕視 す、 故に 學派と レ t 
は與味 索然た る ものな う、 日本 詩史 〔卷之 三〕 に 云く、 


0  0  0  0  0  0  0 


如#  斷齋  # * fe i lno ^o *o #o ^o 私 fe° p° か * o ll HO 和 «° ffio J  I  和 ffio Bfco *0 
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r 

と、 誠に 然 う 、然れ ども 又 時に 佳作な きに あらず、 其 秋 * と 題す る 詩に 云 


居諸代謝四時中、花散葉濃復見 |1 、忽 ? 金衣公子囀；秋風影裏聽，，春風ハ 
以て 詩的 趣味の 全く 缺乏 せる にあら ざ るを 知るべし.. 孽島险 南が 娛語 


〔卷之 四〕 に 云く、 

山 崎 闇 齋九歲 時、 七月 旣望詩 云、 某 嶺火成 矢、 北山 丹 作/ 舟、 登游 非 It 願 # 
为坐 南樓； 此詩已 見， II 角； 集中 所 &、 如 天鉤 ，醉 地藏 ffi 々徑 吐 fe 懷； 不 .似 n 
韻語； 然其 漁村 夕 照 詩 云、 淡々 晚村 雲、 微風 吹- 1 楊柳； 立 盡殘照 前、 漁艇橫 M 
口 1、 亦 楚 々有 a 、 

然れ ども 闇齋に あうて は 詩は 固ょう 緖 餘に屬 す £ れを要 する に、 闇齋 
の 短 處擧げ て 之れ を 論ずれば、 實に 著明なる もの あうて、 何人も 之れ を 
否定す る Z: と 能は ずと 雖も、 彼れ が 精神的 敎育 家と しての 功勞は 、吾人 
之れ を 認容せ ざるを 得ず、 彼れ 卓と して 豪傑の 姿勢を 存せ しを 以て 其 

〇  0 0 0  〇 、 〇  CO  〇〇  〇〇 〇 〇 〇 〇〇 0 0  〇 〇〇〇 

人格の 感化 决して 尋常なら ざる もの あるを m' るな i、 


第三 篇  第二 章 山 崎 闇齋— 第一 事蹟  21 〇 H 


第三 篇  第二 寧 山 崎 闇齋！ 第二 著書  四 0 四 

第二 著書 

垂加草 全集 三十 卷 
同附 錄二卷 

垂加草 全集 及び 附録は、 門人 植田成 章が 編輯す る 所に して、 闇 齋が全 
集と しては 最も 完備せ る ものな う、 其 編輯の 次第は、 成 章が 跋文に 詳 
かな 3、 跋文は 享保六 年の 作に 係る、 成 章は 藝猢の 人、- 
垂加 文集 七卷 
同 續五卷 
同 拾遺 三卷 

垂加 文集、 同續 、同 拾遺、 凡を 十五 卷は闇 齋の學 に 私淑せ る 跡 部 良顯が 
編輯す る 所に して、 良顯の 門人 伴 部安崇 が發 行す る 所に 係る、 本 集は 
正德四 年を 以て、 續集は 正德五 年を 以て、 拾遺は 享保九 年を 以て 之れ 
を 世. に 公 R せう、 良顯は 光海 翁と 稱し、 垂加 神道 1: 奉 信す る ものな う 


此書は 垂加草 全集と 異同 あう' 必ず 併せて 參考 すべき ものな $、 

文 會筆錄 二十 卷 

此 書は 垂加草 全集 中に 編入せ う、 然れ ども 單行本 も 亦 之れ あり、 其 內 
容は 種々 なる 方面に 涉れ ども、 主として 道 學に關 する 宋明諸 儒の 議 
論を 抄出せ る ものに て、 著者 自身の 評論 も 亦 間 i 之れ あう、 蓋し 闇齋の 
著書 中 最も 勞 力を 費やした る ものな らん、 彼れ が 學 力と 識見との 如 
きも、 亦此 書に 於て 之れ を 見る を 得べ し、 第 十九 卷以 下に 朱 子の 弟子 
及び 後世の 朱 子學派 を 叙述せ しが 如き、 殊に 第二 十卷の 末に 朝鮮の 
道學 派を 叙述せ しが 如き、 最も 參考に 資する の價値 ある ものと なす、 
朱易衍 義三卷 
周 子 書一卷 

此書は 周 籮 溪の 大極圖 及び 大極 圖說敢 に 通 書 及び 遺文 等 ?: 輯 めて 
一卷 と， なす ものな -AV'M 齋後 序を 作 i て 日く、 

周 子の 書、 朱 子の 集 次す る. 所、 余 未だ 之れ を 見ず、 度 氏が 濂溪 集， 謝 氏 
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が M 溪誌 、徐 氏が 周 子 全書、 皆其舊 にあらず、 愛に 自ら 量らず、 參致編 
次して、 以て 異日 、原本を 得る を俟つ と いふ、 

と、 此れに 由り て 彼れ が此 書を 編 次せ る 次第を 知るべし、 延寶八 年の 
刊行に 係る、 

大家 商量 集二卷 

此書は 朱 子の 陸 象 山に 對 する 言論 文章を 抄錄 して 以て 編 次す る も 
のな 6、 卷末に 眞邊仲 庵に 寄す る 書 二篇を 附 載せ 6、 

闢 異一卷 

此書は 程 朱 及び 其 他 先 儒の 佛 敎に對 する 破邪 顯 正の 言論 文章を 輯 
錄 せる ものな- CN、 

武銘 一卷 

武王の 作と 稱 する 諸 銘及び 之れ に 關 する 諸說を 輯録し、 且つ 考 註を 
加 ふるものな 6、 

仁說 問答 一卷 


I  是れ亦 朱 子の 仁說 並に 圖及び 張 南 軒 呂東萊 と 之れ を 論ずる ものを 

一 

一  集めて 編 次す る 所な 3、 

一 性 論明備 錄一卷  . 
j  此書は 程 朱の 性 論 性說を 輯録す る 所に 係る、 

一 感興 考註 一卷 

I  . 

\  此 書は 標題の 示す が 如く 朱 子の 感興 詩に 考註を 加へ 穴る ものなら •、 

I 經名 考一卷 
I  孝經外 傳一卷 
i 敬齋 蔵一卷 
I  風水 草 八 卷寫本 

一  此 書の 內容は 闇齋が 神道に 關 する 學說と して 最も 重要なる ものな 

ノ 

一 和漢 問答 一 卷寫本 

I  是れ亦 神道に 關する 書な ぅ、 然れ ども 其眞贋 疑は し、 
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1 ^ 小 學蒙養 集三卷 

此 書は 朱 子の 文集 及び 語類 中ょ 6 年少者に 裨益 ある 箇條 を抄 a し 
\  て '* S 次す る 所に 係る、 卷 首に 闇齋が 自序 あ 寬文九 年の 作 R 係る、 
一大 學啓發 集 七卷 

是れ亦 朱 子の 文集 及び 語錄 中ょぅ 抄錄 して 編 次す る 所に 係る、 此書 
と 前の 小 學蒙養 集と を 併せて 蒙 養啓發 集と 稱せ 多， 

一白 鹿 洞學規 集註 一卷 
朱 子 社 倉 法一卷 
中和 集 說一卷 
一 大和 小 學一卷 
洪範 全書 六卷 
一冲漠 無睽 說一卷 

\  此書は 程 子 朱 子 及び 黃勉齋 、祭 九峯 、薛敬 軒、 胡 敬齋、 李 退溪 の冲漠 無睽 
一  に 關 する 諸說を 列記す る も のな ぅ、 


四書 序 考四卷 
? 櫻 之 辨一卷 

\  此書は 甘雨亭 叢書 中に 收載 せう、 

\  其 他 闇齋が 著書と 稱 する もの、 尙ほ 少しと せず' 然れ ども 今は 大抵 散 
::  逸して 悉く 之れ i: 獲る 乙 と 難し、 已に 吾人の 手に 觸れ たる 彼れ が 十 
\  有餘 種の 著書に ょうて 之れ を 考察す るに、 彼れ 闇齋 は單に 程 朱 及び 
\  其 他 先 儒の 學說を 抄出して 之れ を 編 次し、 之れ を解釋 する に 止まう 
一  て、 自家の 見解を 叙述せ る もの、 幾 / L ど あるな し、 蓋し 彼れ は 忠實 なる 
\  黪於 t む ぃ V 於 レ 0 龅：| 阶か, 蜘於ぃ 齔 ”、 △へ 卜 .ぃ心 レむ 
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1 

一  第三 學風 

一 闇齋は 朱 子 寧を 奉ずと 雖 も、 自ら 朱 子の 如く 學理 ?: 攻究 せんとす る も 

I  のに あらず、 單 に 朱 子學を 奉じ、 此れを 以て 唯一の 眞理 となし、 之れ を 實 
行す-るを 以て 日常の 目的と する ものな 6、 然れ ども 朱 子の 著述 極めて 
浩瀚 R して、 其 要を 得る 乙と 難し、 故に 自ら 躬行 R 適切な ぅと 思惟す る 
部分を 抄錄 し、 以て 金 科玉條 となす、 彼れ が 著述と 稱 する ものは、 大抵 皆 
抄錄の 類 R して、 眞に 著述と して 見るべき ものは、 幾多 も あるな し、 彼れ 

一 = io s 55 f  f の ⑸ び ぎ 

\ 所 あるな し、 若し 露骨に 之れ を 言へ ば、 彼れ は 朱 子の 言說 を肓信 する 

| 神 的 奴隸な も、 彼れ 本と 剃、 髪して 僧た 办し も、 朱 子學、 を 奉ずる に 及ん r 
之れ を崇 信す る 乙と、 猶ほ 僧侶の 釋 迦を崇 信す るが 如し、 彼れ の 開始せ 
5° 。一  妒 w° 11 九 5:° ぞ t0 t0 ^ »0 M0 t0 s0 R0 L0 -c0 、 «0 ^ fc0 «° l:0 ll0 ?1r t0 60 % 
敎の一 派に 似た ぅ、 故に 彼れ に 就 s て 知的 探究の 結果を 求めん とす n" 
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父子 有 p 
君臣 有， 義 
夫婦 有. 別 
長幼 有 ) ¥ 

朋友 有 

右 五敎之 目。 堯舜 使，， 契爲， ，司 徒： 敬 敷，， 五 敎； 卽此是 也。 學者學 * 而已 。其 所， 
以學 ，之 之 序。 亦 有 £ 焉。 其 別 如 * 。 

博學 /之 
審問 ^ 

愼 思 ^ 

明 辯 ^ 

篤行， 之 

右爲摹 之 序。 學問 思辨。 四 者 所，， 以究 远 也。 若 夫 篤行 之 事。 則 貝 修身， 以至， 
于處蓽接，物。亦各有 ^ 。其別如 * 。 
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言 忠信 行 篤 敬 
懲 ，忿 算慾 P 善 改 ，過 
右 P 身 之 要 
正，， 其 P 歹 P 其 利， 

明 * 道 ー チ 計， 其 功 I 
右處 * 之 要 
己 所 ^ k 勿 ^ 11 於 人 I 
行 有 ^ ， 得 反 求 It 己 I 
右 接 % 之 要 
又 敬 齋箴は 左の 如し、 

正，， 其 衣 1 尊，； 其瞻視 ；潜芯 以居。 P 越 上帝 一足 容必 重。 手 容必恭 。 @ 地 而蹈。 折 
旋蟻封 一 出㈣如 #;。 承 * 〇 如^ T 戰 々兢夂 罔，， 敢或 易； 守， 口 如 叙。 防 」思如鉍。洞々 
屬夂罔 ®o 或輕； 不 „東 以西： 不， ，南 以北； 寅 事而存 。靡，； 他 其 適； 勿 R 以二； 勿，， 參以 
三 M 精 惟一。 萬變 是監。 從 >  於斯： 是日 v 敬。 動 靜無逢 。表裏 交 正。 須臾 有， 問 _ 


な〇を 〇 の 象 
§  〇 修〇自 、。弊に 
' め0 我0 を 乏 
行3  5:Q 昆 し 
を〇 社0 れ闇 
正 〇 會〇 ざ齋 
う0 に0 る が 
し 〇實0 所此 
惴〇現 G 以れ 
冷〇 す 〇 な を 
焉 。る。 う 以 
と0 乙0 要 て 
し0 と0 す 存 
て0 を0 る 養 
些0 期 Q< にの 
の0 す0 彼。 要 
過0 る3 れ0 と 
失0 と0 は 〇 せ 
な0 い0 壯0 る 
か ° ふ 〇 快 〇 は 
6〇 よ0 な 〇 蓋 
ん0 う0 る 〇 し 
乙〇 は0 積つ 其 
と Q 寧° 極 ◦ 形 
を〇 ろ0 的 〇 式 
期〇消 〇發〇 に 
す Q 極° 展 3 拘 
る〇 的3 を 〇 泥 
も 〇 に 〇 な 〇 す 
の0 身0 し 〇 る 


私欲 萬 端 ^ k 而熟 。不汆 而寒 。毫釐 有 簦。 天壌 易 fe。 三 綱旣渝 九灑 亦〶 於 
乎 小 子。 念 哉 敬 哉。 墨 卿 司 ^ 。 敢吿 « « 

今にして 之れ 1: 觀れば 、此箴 の 如きは 頗る 嚴肅の 一方に 失し、 活動の 氣 


一 闇齋が 純然たる 朱子學 派を 代表し、 傲然 世の 木鐸を 以て 自ら 任ぜし 時 
は、 慶元以 來已 .に數 十 年を 經て 世俗 漸く 太平に 慣れ、 紀綱 頗る 弛み、 遊 惰 
の 風、 將に 社會の 上下に 普及 せんとす るの 狀ぁ うき、 此時 に當 うて 彼れ 
I  が 克己 制 慾を 主と し、 極めて 嚴肅な る 道學の 一派を 開きし は、 當 時の 社 
會に 取うて 牽制 補充の 勢と なう、 I 代の 平衡を 維持す るが 爲めに 缺く 
I  、 へ V いで y  い ^/尠酹ょ ^ ”が ^: ヂへポ闇^が名敎上に於ける 
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第三 篇 

功勞、 豈に 尠少 


第二 窣山畸 闇齋— 第三 學風 
0  0  0  0  0  0 

な.*^ とせ / i や、 


四 一六 


闇齋は 忠實に 朱 子の 學を奉 信し、 隨喜渴 仰、 眞に 宗敎の 如き もの あ 6 と 

4 だい 0 かか，： かごいた 彼れ 

道に 寄せ、 遂に 垂加 神道の 一派を 開く に 至う しも、 本と 此 
ものなる 乙と、 復 た 疑な $ な う、 彼れ 嘗て 群 弟子に 問 a て 

« 孔子を 以て 大將 となし、 孟子を 副將 となし、 騎數萬 を 率 
我 邦を 攻む ると きは、 吾 黨 孔孟の 道を 學ぶ 名の、 之れ を 如 


雖名、 亦 全く 日 
が晚年 心 5: 神 
精神 R 出づる 


日 


方今 彼 邦  <； 支 


の 


ゐ 、來 た办て 
何とな す、 


弟子み な 答 ふる 乙と 能は ず、 彼れ 75' ち 日く、 

:£ : K A  1:A :!: 心. レ. む  £.、 4 . 卜； I  ぃ 心‘卜辦 ぃ、 £卜 一 
戰して 孔孟を 擒 にし、 以て 國 恩に 報ぜん、 此れ ip" い 1 心皿かか^5い、(先哲 
叢談 卷之 三){ 

其國 家、 的、 思、 想、 を、 道、 破、 す、 る、 の、 犬ぎ、 な、 る、 I 田ぎ、 陋 、儒、 の、 膽い/ 波、 る、 に、 ^ 心、 も、 の 


も 〇人。 

の 〇 の 〇 
な〇心 0 
ら〇に 0 
ざ。 影。 
る。 響 3 

へ〇 分〇 

か 〇 ん° 
ら〇と 0 
ず 0 す 0 
。る0 
乙 0 

と0 

は0 

*° 

x° 

グ  い 

,  出0 

づ。 

7-  る0 


所3 れ〇 あ、 


し3 派0！:、 
は 〇 の 〇 知、 
功^0 人0 る、 
實 〇に〇 ベ、 
に0 よ0 し、 

m°  b ° 

想0 て 〇れ〇 
の 〇繼〇 が0 
外 a 承 a 自 a 

に0 せ0 立0 
出 〇 ら〇 的0 
づ〇れ 〇 精3 
る。 S3 神0 
の〇  く。 卽 '〇 
威0 維0 ち0 
な〇新 ◦彼 Q 
し 〇 の 〇れ〇 
と〇大 〇 が G 
せ Q 功 ◦國 〇 
ざ G 業 G 家0 
る0 に0 的0 
な 〇 思、 Q 
i)  〇 へ0 想0 
'影0 は0 
響'3 永0 
す 〇く〇 
る〇 彼0 
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第 四 學說 

闇齋は 純然たる 朱子學 派の 人に して、 孔子 以後. 朱 子を 以て 第一の 人と 
して 尊崇す る％ のな ぅ、 答，， 眞邊仲 養 一書 R 云く、 

孔子 集めて 大成して 六 經を垂 る S 云、 聖遠 く樂亡 び、 經 ，五を 以て 名づ' 

2: ざ， •£  い、 4 ^0 紗如你 眇〇”斯 如$、 和， h  , 加 ico co ^o 知' 

を 攻め、 書は 萘仲默 をして 傳を 作らし め、 禮樂を 正さん と 欲して 未だ 
成らず、 然れ ども 黃直卿 儀禮經 傳を續 ぎ、 萘季通 律呂 新書を 著は し， 春 
秋は 以て 未だ 學び ずと なして 筆を 下 だ 3 ず’ 其 微意を 通鑑 綱目に 寓 
せぅ、 四書の 解、 小 學の書 、發 明眞切 、復为 遺 蘊 なし、 先生は 實に 夫子の き 

A A A A A 0 〇〇 〇〇〇  000  0 0 0  〇〇〇 0 0  〇〇 〇〇  〇 〇〇- 

の 一人な D、 善く 學ぶ もの、 小學に 由 3 て大學 R 進み、 而して 論孟の 精 
微を盡 くし、 中庸の 歸趣を 極めば、 六經 治めず して 明かなる べし、 i 加 
草附錄 下) 

彼れ 此の 如く 秦漢以 來の群 儒を 看過し、 先づ朱 子の 鄒魯の 學を發 揮す 


明 〇鄒〇 題 
か 〇魯〇 し 
に〇 の 0 て 
せ。 後、。 日 

I)  〇 が ^  く、 

甚 〇洛 〇 ' 
れ〇 其 0 
則 〇傳〇 
ち。 に 〇 
述〇接 0 
ベ 〇し〇 
て。*。 

作 〇 子 0 
ら〇に 〇 
ざ 0 至 〇  _ 

る 〇う〇 
も 〇て〇 
の 〇孔〇 
嘉〇 氏0 
の 〇 の 〇 
願。 書。 
學〇 を。 

す 〇解〇 
る 〇き0 
所 0 六 〇 
な 〇經0 
I)  〇 の 0 

垂 道0 
加を0 


草 第 十) 

又 其 曾て 文 會筆錄 を 著は す や、 門人に 語げ て 日く、 

s i ° t o ao SIrA  l &  卜 ? Lo 'f o s i:° 5: io s i ° | 10 

るを 以てな i、 中庸に 云く、 仲 尼堯舜 ?: 祖述し、 文武 5: 憲章す 吾れ 孔子 
t 子に 於て 亦竊に 比す、 而して 朱 子を宗 とする も、 亦 苟も 之れ を 尊信 
to s  s  s no mo キ知  s  l IO &s ipo ss  勝 Mo gs 

£  b  § 念 裳  £ /to o BO k:!^ い •  S RO I IO む、 1 ：  §  歡 

i  s no 》 5、 卽 no ?° M  和 iro fto uo -cc s  sl e>° ぢ S SO P 

汝輩 堅く 此意を 守 $ て 失する こと 勿れ、 (年譜) 
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るに 於て 非常の 功績 ある 乙 とを 稱揚 し、 「# 生は 實に 夫子の 後の 一人な 
6」 と絕 叫せ 6、 其 朱 子を 卯 慕す るの If 、 推して 知るべきな 6、 又 朱 子抄略 
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I 闇齋が 朱 子 及び 其他宋 儒の 言說を 抄錄 して 實行に 資せん とせし が 如 
一 き、 眞に 述べて 作らざる ものな 5、 朱 子は 固よう 鄒魯 の學を 祖述す る も 


うに 朱 子を 尊崇す る 乙と 篤き が 爲め に ' 家の 學說 として 見るべき も 
の 極めて 少し、 然れ ども 彼れ も 亦 我 邦に 於て 一學派 を 成せる もの、 豈に 
I 彼れ が 學說を 度外視す るを 得 •ん や、  .  • 
一闇齋 が學說 どして 看過すべからざる ものは、 敬內義 外の 說な う、 此說本 
I  と 程 子に 出づ 、程 子 日く、 

I  敬以輿內、義以方 ^0 、合>|內外1之道也、 

一 又 日く、 

I  敬義夾 持、 直上 達，， 天德 一貝此、 

一と、 闇齋此 言に 本づ S て、 敬 內義外 の說を 立て、 我 內界を 正直に する に 敬 
I  を 持す るを 以てし、 我 外界を 方正に する に 義に 由る を 以てし、 內 外兩界 
j  を 併せて、 之れ を道德 RO 歸 せしめん とせう、 換言すれば、 彼れ は カ ント氏 


が Q 如 〇  00 ち0 の 〇 
po 實0 レ0 も〇其 、。如0 
feo 行0 兎0 の 〇內0  く0 
窒〇に ◦に ◦卽〇 部0 道0 
淡 〇外0 角0 ち 〇 的0 德0 
捕 p な 〇闇〇 義〇の 〇に〇 

德〇ら 〇齋〇 は0 も0 內〇 
惟 〇ず0 は〇 力 ◦の0 部0 
力〇 と0 敬0 ン〇卽 、〇 的0 
破。 な0 と0 卜〇 ち0 の0 
義〇 せ0 義0 氏 〇 敬0 も0 
夾 〇  6〇 と0 の は Q の0 
持〇® を0 道。 力。 と。 

萬 ◦れ 以〇德 〇ン〇 外0 
仁 〇 がて 〇 的 〇 卜〇部 Q 
之 〇 座 道 Q 理〇 氏 ° 的3 
則 〇 右德0 法 3 の Q の0 
。銘 の0  g 格0 も0 
に 大。, 法つ の0 
云 骨。!1 S と Q 
く 頭 〇  f  B. 兩^ 
'と ◦  〇  i 者0 

な0  i に0 あ〇 
し 〇  g 相 〇  P 
修0  Rq 當0 と0 
身0 相 〇 し 〇す〇 
の〇當 Q 其 〇 る ◦ 
要、 〇 す 0 外 〇 も 〇 
之 〇 る 〇 部 〇 の Q 
れ〇が 〇的〇 な Q 


づ 

敬、 我、 敬 。る 
以 、れ 、以〇 乙 
て、 を、 直 〇 と 
內 、欺、 內〇復 
を、 か、 義〇穴 
直、 ん 、以〇 疑 
う、 や、 方 〇 な 
す、 論、 外0 き 
る、 語、 の 〇 な 
な、 の、 八 〇  i 
君、 箇〇彼 
己、 子、 の〇れ 

n、 己、 字、 q 朱 
を、 れ 、一。 書 
修、 を、 生〇抄 
め、 修 、之0 略 
て、 む、 れ〇の 
以 、る、 を 〇 後 
て、 に、 •用 3 に 
人、 敬、 CAO 記 
を、 を、 て 〇 し 
安、 以 、窮 つて 
ん 、て、 ま 〇 日 
じ、 す、 ら〇く 
以 、と、 ず 〇 
て、 い、 朱、 

百、 ふ、 子、 

姓、 も、 豈、 

を、 の、 に、 


又 藏柱銘 に 云く、 

一 ®0 s. 内。 義以？ 外。 敬義夾 持。 出入 無. 俘。 

へ 乃ち 彼れ が 居る 恒に 敬と 義 とを 以て 己れ を 律す る 乙と を 務めた るを. 
知るべし、 彼れ が 字 5:" 敬義と S ふ も、 敬と 義 とを 最も 重んずる の 意に 出 
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安ん ずる もの、 義以て 外を 方に するな 6、 孟子の 身を 守る は、 守る の 本 
とい ふ もの' 敬 以て 內を 直う するな $、 君子の 守る、 其 身を 修めて、 而し 
て 天下 平な 6 と S ふ もの、 義以て 外を 方に するな i、 大學の 修身 以上 
は 內を 直う する の 節目、 齊家以 下は、 外を 方に する の 規模、 明命赫 然と 
して、 內外 ある 乙 となし、 故 h 明德を 天下に 明かに せんと 欲するな $、 
中庸 九經 は、 身を 脩む るな 坟賢を 尊ぶな-^、 此れ 內を 直う する の 事、 其 
餘は 外を 方に する の 事な $、 誠は 自ら 己れ を 成す のみに あらざる な 
6 、物を 成す 所以な i、 己れ を 成す は、 仁な* CN、 物を 成す は、 知な う、 性の 德 
な $、 內外を 合する の 道な う、 云云、 夫れ 己れ を 成す は、 內な 6、 物を 成す 
は、 外な う、 是故に 程 子の 日く、 敬 以て 內を 直う し、 義以て 外を 方に する 
は 內外を 合する の 道な うと、 又 日く、 敬義夾 持して 直に 上う、 天德に 達 
する M と 此れょ- すと、 夫れ 八 字の 用 II まらざる rJ と 此の 如し、 朱 子 
我れ を 欺かず、 (垂加 草 第 十一) 

闇齋は 此の 如く 敬と 義 とを 以て 己れ を 律し、 我 內界を 正直に し、 我 外界 


一を 方正に する M とを 務む るが 故に、 格 法に 泥み、 形式に 拘は るの 弊 多く 
一 4!きかき心い於4'かきか卜“一むレ、かルかそ 0> か4 ?:-' かけ 1:> 、 15: にわれ 
一)  を 增大 せる に 因るな 6、 

鄒魯 の學派 の 唱道す る 所は、 主として 道德 にあぅ と雖 も、 其 道德に 就い 
一'て主とする所は、多少異同なきにあらず、例へば、孔子は主として仁を說 
き、 子 思は tt@ に 重きを 置き、 孟子は 仁義を 並べ 稱し 、周 子は 太 極を 根柢と 
し' 邵 子は！ S JI® を 基礎と し、 張子は 太虛を 原理と し* 程 朱は 理氣を 唱道し、 
陸 象 山は^ > を 以て 本と なし、 王 陽 明は 良知を 取 6 て 說き來 たれ 6、 我 邦 
にあ & て も、 仁齋は tl »@ を 主張し、 徂徠は 禮樂を 主張す るが 如く、 各 > 其 本 

—領 として 標榜す る 所 あ 6 、閽齋 は 此間に 立ちて 敬義の 二者を 以て 道德 

の大皆 頭と して 一派を 成す ものな 6、 然るに 敬と 義 とを 對 照して 之れ 

O o oocoooo3 o oo -o o o- so no,p'c、，^ 
を 考察す る 時は、 敬を 以て 先と し、 義を 以て 後と せ さるべ 力ら す 敬は 我 

內界を正直にするの謂ひにして、卽ち修身正行の始めなぅ、敬にょぅて 

修身 正 行を 成し 得れば、 更に 進んで 社交的に 道 德を實 現し 來 たらざる 
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を〇 敬。 か 〇  夫。 の 
修〇す 〇  1こ〇  /J ミ 〇れ〇 序 
む 〇 る 〇 す 〇 學〇聖 0 に 
る 〇を〇 る 〇 の 〇人〇 論 
に 〇以〇 所〇敬 〇 の〇じ 

敬 さて 〇 以〇身 〇敎〇 て 
を 〇 要〇に 〇 大〇小 〇 日 
以〇と 0 し 0 學〇大 〇  く 

て〇 な0 て0 の〇 の 〇 

し。 し 〇而〇 敬 〇序〇 
て 〇大〇 し。 止 〇 あ 0 
親 〇 學〇て 〇 以〇ケ 0 
義〇は 〇五〇 て 〇 て 〇 
別0 身 〇倫〇 見 〇而〇 
序つ を 〇 は 〇 る 〇 し 〇 
信〇 修〇  —  〇べ〇 て 〇 
に〇 I； 〇 身 〇し〇 一〇 

止0 る0 に0 蓋0 以〇 
爻〇を 〇 具 〇 し 〇 て 〇 
れ〇以 〇 は 〇 小 〇 之 〇 
ば 〇 て 〇る〇 大〇 れ〇 
天〇 本。 是〇の 〇を〇 
下 〇と〇 故 〇敎〇 貫 〇 
の ◦な C 〖こ 〇 は 〇  く  〇 
能 〇す〇 小 〇皆〇 も 〇 
事。 君'。 學。 五 〇の〇 
畢〇 子〇は 〇偷〇 は 〇 
は ◦己。 身。 を 〇敬〇 
ぬ 〇 れ〇を 〇 明 〇 な 〇 
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ベから ず、 是に 於て か 義 によ 6 て 我 外界を 方正に する の 要 あるな う、 換 
言 すれば、 私 德先づ 成^' て、 而して 後、 公德の 成る を 期すべきな-^. 之れ を 
要するに、敬は義に先ちて當に無かるべからざる所の心的情態な6、是 
を 以て 闇齋 敬を 以て 修身 正 行の 大根 本、 大本 源と なせ う、 彼れ 蒙 養啓發 


(垂加 草 第 十) 

彼れ が 敬と いふは 我 内界に 於て 端 誠 虔恭の 態度を 存 する 事に して' 卽 
ち 天に 對して 之れ を 要するな ぅ、 故 R 殆んど 英語に 所 Jg  devotion の 如き 
ものな 6 、彼れ 又 中和 集說の 序に 日く、 


所® 夫 o 
以® れ〇 
に® 天 0 
し® 命 0 
て© の 〇 
存〇性 0 
養。 は、。 
の 〇乂。 
要 0 心。 
他、 ◦に 0 
な 〇具〇 
し 〇は〇 
破。 る 0 
の。 故 0 
み 〇  i こ。 
_ 心。 


存〇 


は 0 
天、® 


事® 

ふ® 

る® 


一と、 以て 其 宗敎的 旨 趣 あるを 知るべきな う、 

(闇齋 は 誠て ふ 天 輿の 分子 あうて、 吾人々 類の 心 裏に 備はる ものと し、 之 
::  れを完 うする ものを 聖人と せう、 周書抄 略の 序に 云く" 

一  天地の 心は 誠の み、 (同上) 

又 小 學蒙養 集の 序に 云く、 

聖は 誠の み、 (同上) 

\  其 言 極めて 簡短な りと 雖も、 其 旨 意の 存 する 所、 乃ち 知るべきな う、 彼れ 
へ 又 文武を 以て 仁義を 實 行す るの 具 ン して、 論じて 日く" 

一  文武は 仁義の 具な 6、 云云、 仁 以て 之れ を 行 ひ、 行は れざる 所 あ i て 義 
一  以て 之れ を 通せば、 則ち 人道 斯に 立つべし、 (垂加 草 第 十一) 
i 一  闇 齋玆に 文武と 仁義との 關 係を 說 S て 其 要を 得た う、 彼れ の 旨 意を 敷 
.  衍 して 之れ を 言へ ば、 文は 仁を 實行 する の 具にして' 武は義 を 實行 する 
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一の 具な 6、 仁を 實行 する は、 本來の 目的な $ と雖 も、 社會の 不完全なる が 

000  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

爲め に、 か、 る 本 來の目 的を 達する 乙と 必ずしも 容象な 6 とせず、 是れ 
種々 なる 障碍 物の 前路 に橫は る もの あれば な 6、 種々 なる 障碍 物は 武 

^  〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 0- 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇 

力を 以て 之れ を 除去す るょ $ 外 之れ なきな $、 是 れを義 となす、 蓋し 種 
々なる 障碍 物は 不善の 動機に 本 づき、 故意に 之れ を 設けた る ものなる 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 

::が故に、武力を以て之れを排除するにあらざれば、人道てふ毛の、到底立 
一ち 難 かるべし、 何故な れば、 若し 然かせ ざれば、 早晚 不善の 蹂扈を 來 た す 
一べ ければ な 6、 是れ義 以て 之れ を 通ず るを 要する 所以な ぅ、 

閽齋の 朱 子を 尊崇す る rJ と、 殆んど 神の 如しと 雖 も、 然れ ども 全く 支那 
的に 烕化 3 れた るに あらず、 彼れ が 孔孟 攻め 來 /a らば' 之れ を 擒に して 
以て 國恩に 報ぜん と 云； 3 しを 以て 之れ を 知るべし、 彼れ 又 二 程 治敎錄 
の 序に 論じて 日く、 

抑 i 我 神代の 古 や、 猶ほ 三皇の 世の ごと & な ぅ、 神武の 皇圖や 、猶ほ 唐 堯 
^  000000000 

一  の 放勳の ごときな 办、 


此 一語は 彼れ 闇齋が 祖國 と共に 同化して、 萬國の 間に 自立す るの 精神 
I  を 有せし を證 して 餘 $ あ う、 是れ 順菴が 自ら 東夷と 稱 し、 徂徕が 自ら 夷 
|  人と 稱して 、崇 外の 極、 自尊の 念を 失せし と眞に 雲泥の差 あ 6 と S. ふべ 
し、 彼れ が 又 文 會筆錄 @ 之 二} に 晋書、 太 年 御覽 (通 技を) 百 川學海 (■  S 梁 
へ 書、 續 文献 通考 、通 鑑 前編 等に 日本人を 以て 吳の泰 伯の 子孫と する を ® 
一：  して 日く、 

他邦人曾0我書を咖らず、其我事卜記すもの、把卜斯船.,の日にょ 
一  i て 年代を 誤 $ 、名 實を失 ふ、 徵な うして 言 ふ ものと S ふべ し、 

一一 又 或は 東海 姬氏國 の 名に 泥んで 天照大神は 泰伯 なう、 其姬 氏なる を 以 
一：  て 誤6 て 之れ を 女體と S ふとの 說もあ 6、 又佛者 中には 大日 靈の 名に 
一 託して 大日を 牽 いて之れ ^ 合せんとするものもあ上_1抓枝)、是を以 
て 彼れ 又 之れ を 駁して 日く、 

\  是れ 皆周禮 造言の 刑を 犯し、 國神 正直の 誨に違 ふ、 實に 神聖の 罪人な 

:  △ 

う、 
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又 

し 〇 能〇る Q 蓋〇神 
て 0  く  〇 も 〇 し 〇 に 
祈 〇 靜〇の 〇天〇 正 
禱〇謐 ◦是〇 地 〇 邪 

す〇 に〇 故 〇 の 〇 の 
れ〇し 〇に〇 間、 ◦二 
ば 〇 て〇其 〇  種 

正 〇 混 C 氣〇理 〇 あ 
神 〇沌〇 正 〇 と 〇 る 
福 〇 の ◦し 〇 氣〇を 
を ◦始〇 け 〇 と 〇 論 
申〇 め 〇 れ〇 の 〇 じ 
ね 〇 を 〇 ば ◦み 〇 て 
邪 〇 守 ◦其 〇 に ◦日 
神 〇 う 〇 神〇し Q  く 
禍〇邪 〇 正。 て 〇 
を。 穢〇 h 。神。 

息 〇を〇 其 〇ゃ〇 
む0 祓0 氣0 は6 
豈〇ひ 〇邪 〇理〇 
に0 淸〇な 〇の& 

敬。 明〇れ 〇氣〇 
ま 0 を 〇 ば 〇 に 〇 
ざ0 致 〇 其 〇乘〇 
る。 し〇 神。 办〇 
ベ0 て 〇 邪 〇 て 〇 
け0 正 〇 な 〇出〇 
ん0 直〇 .6  〇 入 〇 
や 〇 に 〇  J\  〇 す 〇 


始め、 遂に 垂加 神道と 稱 する 一家の 神道を 唱道す るに 至 h しも、 蓋し 同 
一の 動機に 出づ るな らん、 闇齋が 神道の 特色は 宋 •理氣 か說 む A  P  0 
神道を 解釋せ し處に あるな 6、 彼れ 會津 神社 志の 序を 作 6 て 日く、 

i no i  §  S 0O キ #o no AO §  5 0O &  &  S  ぃ 5: ;50 &  M 0o s no 

ばな-^、 (垂加 草 第 十) 


彼れ 神道 五部 書中の 鎭座傳 記、 寶 基本 記 及び 倭姬世 記に 出て / a る 
神垂以 祈禱 ，爲 ，先、 冥加 以 正 直， 濟 本、 
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彼れ 闇齋は 神道 五部 書を 始めと して、 凡を 神道 書類を 迎ふ るに 毫も 批 
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の 二 句を 神託と して 深く 之れ を 崇 信し 自賛 ?: 作 6 て 日く 
神 垂祈禱 ，冥加 正直、 我 願 守 k 之 ■終 為 勿 fe、 (垂加 草 第一) 

彼れ が 神道を 垂 加と 稱する も、 亦 神垂 冥加の 義に 出で たる ものに て 之 
れを 「シデ マス」 と讀む なぅ、 彼れ 尙ほ 神道 書中の 名句を 揭げて 日く、 

一 

日月 廻 =四 洲； 雖 fen i, 六合； 須 feo l, 正直 頂； (倭姬 世 記) 
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評 的 精神を 以てせず して、 何れ％ 深く 之れ を 肓 信し、 之れ を 垂加草 及び 
風水 草の 首め に 列擧せ 6、 闇齋は 神道を 出口 延佳 及び 吉川惟 足ょう 傅 
へ、 更に 自ら 研究して 風水 草 〔八 卷〕 を 著は せう、 風水 草は 崎 門の 秘書に し 
て 遂に 上 木せられ ず 75 ち寫 本の 儘、 之れ を 門人 玉 木 葦 齋に傳 ふ、 葦 齋亦 
玉 籤 集、 原 根錄 等を 著は して、 垂加 神道を 祖述せ 6/(峰 鉱 4>< 觀 ■  |  5、 派) 年 
譜を 見る に 寬文五 年の 下に 闇齋が 心を 神道に 寄す る R 至 6: し 次第を 
叙して 云く、  , 

先生 吉川惟 足に 從 ひ、 卜 部 家の 神道を 受く、 侯 S 律 ¥' 年專ら 儒敎を 攻 
め、 又 ^ 謂 神道を 究めん と 欲す、 未だ 其 人を 得ず、 後、 吉川惟 足なる もの 
あう、 其 道に 精し く、 鎌 倉に 居る と 聞き、 服 部 安 休を 遺は して 就學せ し 
む、 旣に大 旨 ?: 得て 歸 る、 侯 其說を 悦び、 遂に 惟 足を 江戸に 招 S て 親ら 
學ぶ 、先生 亦 嘗て 本邦の 敎を 信じ、 粗  > 其 傅を 得た う、 此に至 6 て 侯の 意 
- と 謀らず して 合す、 是に 於て 侯 其 講說を 聞く 毎に、 先生を して 侍 坐し 
て 以て 可否を 定めしむ、 先生 其 道を 崇ぶ 乙 と 特に 甚だし、 


ベ △ な 後を、 年此 
し △  b  に 見、 以れ 
と △闇 △明 △ る、 後 に 
齋 △曆 △ に、 の 由 
も a が △ 元 △彼、 事  b 
之 △吉 A 年 △れ 、な て 
れ A 川 △冬 △が、 る 之 
に么 惟 △十 △神、 か ♦れ 
先 △足 △二 △道、 如 を 
ち △よ △ 月 △說 、し 觀 
て △  九 △の、 然 △れ 

出 △神 △ 日 △要、 れ △ば 
口  △道 △と 領 、ど △闇 
延 △說 △あは、 も △齋 
佳 △を △り、 已 、其 △が 
よ △傳 △寬 に、 實 △始 
り △へ △文茲 、決 △め 
神 △た △五 に、 し △て 
道 △る △年 明、 て △心 
說 △は △(こ 瞭 、然 A を 
を A 寬么 先に、 ら么 神 
傳 △文 A つ 叙、 す △道 
へ △五 △こ 述 、伊、 に 
た A 年 A ふ せ、 勢、 向 
る A 以 △實 ら 、太、 け 
も △後 △に る、 神、 し 
の △の △十 而官 、は 
、△事 △有  >  し 儀、 寬 
如 △な △ 一て 式、 文 
し A る。 年最 序、 五 


闇齋又 思へ らく、 本邦、 支那と 域を 異にし、 俗を 殊にす と雖 も、 其 道 二 致な 
しと， 嘗て 洪範 全書の 序を 作 b て、 論じて 日く、 

蓋し 宇宙は 唯 二 理なれ ば、 神聖の 生まる \ 日出 處 日沒處 の 異なる と 
雖も、 然れ ども 其 道、 自ら 妙 契す る もの ぁりて 存す、 是れ我 邦人の 當に 
敬んで 以て 思を 致すべき 所な b、 

奶 の 如く 彼れ が 宇宙の 間、 唯 二 理ぁ b て. 道 亦 二 致な ^ とする は、 今：：： ょ 
り、 之れ を 見れば、 卓見な りと いはざる ?: 得す、 

闇齋 本と 怫者た りし も， 一た び 佛 門を 脫 して 儒 敎に歸 せし ょ b 佛敎を 
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j  以て 異端と して 之れ を 排斥す る こと 甚だ 務む 、闢異 の 一篇、 以て 證すべ 
j  きなり ® 0 か：！ 渺铷  pf l-' O T o #o i o t o s  聊  S SO 緲， i f;° 5: ° i  p  , i ° い ^° 

|  にぁり、 乃ち 彼れ が 佛 門を 脫し たる 動機は、 惺窩 の それ, と 異なるな きを 
一 知るべきな b/ 其 言に 云く、 

|  '夫れ 程 朱の 學、 始め 未だ 其 要を 得す、 是を以 て 佛老に 出入す、 其 反り、 求 

\  めて これを 六經に 得る に 及んで、 豈に 佛老を 用 ひん や、 其 之れ を 闢く 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

\  や、 綱常を 廢す るの 罪 ぁれば なり、 若し 用 ふべき の實ぁ り、 闢くべ きの 

I  罪な うして、 陰に 用 ひ、 陽に 闢かば 、何を 以て 程 朱と せん、 (闊 異) 

I  是れ 彼れ が 程 朱の 爲 めに 辯す る 所 なれ ども. 又 程 朱を 尊崇す る 彼れ 自 
一 身 ♦の 立脚 點に 外なら ざるな う、 陸 王の 學に對 しては 彼れ 又 大家 商量 集 
一 ?: 著は して 之れ を 排斥せ b、 乃ち 論じて 日く、 

\  孟子 云は す や、 能く 言うて 楊 墨を 距ぐ ものは、 聖‘ 人の 徒な りと、 是れ吾 
一  れの辭 せざる 所以な り、 先生 ^ e 力めて 陸と 辯 じて 廓 如たり、：^ 生 沒 
I  して 吳 1、 趙東山 再び 之れ を 倡へ、 程 篁 墩 、王 陽 明尋ぃ で 之れ に 和し、 


やか やを 4 :に いて 立い 難き を 以て や、 篁 墩道一 編を 作 6、 心 經に附 註 
い、 i  やか tlb 貧い、 4 陸い •じて、 以て 天下を 易 へんと 欲す、 陳淸 
瀾が學 部 通 辯* 馮貞 白が 求是編 正に 之れ を 憂へ て 作れう、 然れ ども 陳 
馮未だ 先生の 室を 窺は ざれば、 一 酌の 水を 以て 崑 岡の 火を 救 ふ， 勞す 
と雖 毛、 奚の補 か あ £ ん、 (答 k ハ 邊仲華 書) 

又 日く、 

張 無垢の 學 、陽は 儒に して 陰は 釋 、先生 雑 學辨の 中 之れ を 論じ、 又 嘗て 
張 氏が 經解板 行す と 聞 s て 日く、 此禍 甚だし， 洪水 夷狄 猛獸の 下に あ 
ら ずと、 夫れ 先生 未だ 陸 氏を 見ざる や、 旣に其 無垢を 宗 とする 乙と VJ 
聞けう、 鶴 湖 0 會、 其詳な る 乙と、 得て 放 ふべ からず、 然れ ども 其詞を 誦 
して、 以て 槩 見すべし、 其 後先 生 辯 論して 置かず、 陸の 死す るに 及んで 
や、 吿子に 死 了す るの 嘆 あう、 苟に此 集を 得て 之れ を讀爻 ば、 則ち 朱 陸 
同異の 分、 他說を 待たず して 明かな らん、 察 介 夫 |、车) 言へ る あ 6 
朱 子の 正學 精義 ?: 以てして、 象 山 氏 兄弟 ？: 一時の 語 次に 折 服す る 乙 
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j  と 能は ず、 意 ふに 亦 其 雄 辯の 孟子に 如かざる ならん と 介 夫が 此言吾 

\  れ 之れ を 1 趙とせず、知加勑 :?〇 0〇 _勤 ^〇 枷恥如、_酢鈔 :?〇 の吿子に於け 

IO  〇  O  O  O  O  O  O  O  O  O  O  O  O lo  O  ^  O  ^  ^  〇-  ^  〇  ^  〇- 

るが ごとし、 孟子の 夷之に 於け る、 猶ほ朱 子の 李 伯諌に 於け る 力 こと 

〇  〇  〇  0 0 0  〇  〇  〇  〇  〇  o .o -o ^o o o  O 、 :o .o o )° o io ko 、 Lo 1 :0 53 10 

くな れば、 則ち 是れ 服す ると 服せ s' るとは 彼れ にある のみ 豈に 此れ 
S  2 S 0O ihs /to s0 同上) 

彼れ 此の 如く 朱 陸の 異同を 明かに して、 涇渭の 混 亂を防 ぎ、 其 朱 子を 尊 
崇す るに 於て 旗幟 最も 鮮明な $、 决し て惺窩 の 如く 朱 陸を 併 取る もの 
i|  にあらざる なう、 其 言 R 云く、 

一  朱書の 本朝に 來た る、 凡を 數 百年、 獨淸 軒玄惪 法 印 始めて 此れを 以て 
正と なして、 未だ 佛を 免れず、 藤 太閤 も 亦 以て 程 朱の 新釋 、肝心と なす 
\  べしと なして、 猶ほ佛 R 惑へ $、 遂に 實に 之れ を 尊信す る ものを 聞か 
一  ざるな う、 慶長元 和の 際 南 浦 自ら 之. れを 信ずと 謂うて、 而 して 亦佛 を. 
^  尊び、 惺窩 自ら 之れ を 尊ぶ と 謂うて、 而 して 亦 陸を 信ず、 陸、 が學た る、® 


し0 に 
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尊 CD ず 
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比 

し 
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る 
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と 
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此0 /な 

れ〇 ， 6 


を 
以 

に0 闇 〇 て 
由0 齋〇闇 
b  0 は〇齋 
て0 畢〇亦 
鄒0 竟〇之 
魯〇 佛〇れ 

の 〇敎〇 に 
學 3 及 〇 傚 

を0 び 〇 CA 

繼0 陸 〇  * 

承 〇王〇 子 
し 〇 の 〇 を 
大0 學〇以 
中0！: ◦て 
公0'  排。 孟 
正0 斥。 子 


以 

を △ 生 △ 天 〇 孟〇 て 
察 △此 △下 ◦子つ 知 
せ △ れ △を 〇  〇〇 る 

ず △が △曉 。後タ ベ 
插ム 爲 △せ 〇周〇 き 
し A め △う 〇 程 〇 な 
て △に △時 △張 0 う 
吿 △辯 △  i こ △子0 彼 
子 △論 △陸 △其0 れ 
が A せ △氏 △學つ 又 
見 a う A 自 △の 〇 日 
に △と A ら A 絕〇  く、 
終 △雖 △放 △ 之。 

は △も A 心ム 穴0 
る A 然 △を △る 〇 
惜^ れ A 求 A を0 
む △ど △む △繼〇 

ベ A 名 A  >  △ い〇 

&  △己 △謂 A で 尸 
の △れ △う △朱0 
み △が △ て △先0 
蚤 言 △學 △生 〇 
加を △問 △其0 
宜顧 △を △傅0 
第み △事 △を0 
十ず △と △得0 
一乂 A せ a て 0 
の A ず A 以〇 
肩 △筅 △て。 


を 〇 に 
合 0 論 
し ◦じ 
ブ て 
る〇日 
も〇く 
の 0 
は 〇 
四聖 3 

5 人3 
の C5 

道。 

な 0 

b° 

高、0 


ー ノ M° M0 R0 ®0 pp i° f\  近 思 錄の序 

〇〇 〇〇〇 〇、 〇 〇_ 

竊 こ ! I へら^^、 高 卑^^ 一にし 遠 
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陸 象 山と 吿 子と 何等の 類似 點も あるに あ 6 ず、 然れ ども 朱 子 曾て 象 山 


か  5 SC 4: :!: ?: れ S: 則 
か !: £ *- む #- き 1-- ハ ^ かいい か 0 ゃ 、(同上) 

波れ が 如何 こ純粹 なる 朱子學 派 ?: 以て 自ら 居 & しかは 此一 B に徵 t て 
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な 〇う 、〇 
う 〇或〇 
,  は0 
加 高0 


草 

第 
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遠0 

に C 

馳〇 
せ 0 
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(よ 0 
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近〇 
に 0 

滯〇 
る 0 
は 0 
則、。 
ち 0 
道 0 
Ro 
あ 0 
ら〇 
ぞ〇 

Ro 
あ 〇 


に 0 
升〇爭 
る。 ■ 
に 0 
は〇箜 
卑 〇  i 

き0 山 
上 〇 崎 

し 闇 

b0 齋 

し 0 ふ 

遠 :〇 四 

刍〇 學 
に 0 說 

行 0 
く  0 
に 0 
は 0 

远〇 

さ 0 
X  〇 
5  〇 

す 〇 四 

る〇六 
も 0 
の 0 
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聖 、〇 
人 〇 


彼れ 若し 此の 如き 見解を 以て 一生を 貫く を 得 ば、 醇儒 として 之れ を 稱 
I  揚す るを 得べ か $ しも、 晚年 心を 神道に 寄す る 0. 結果と して、 猿 田彥を 
一 @" «" じ資申の日を神聖視し、甚しきは土と敬と和訓稍>相近き11以^し之 
一 l nA を 同一視し、 遂に 荒誕 無稽なる 土 金の 敎を 唱道す るに 至る、 迷信 も 亦 
一 甚 しと s ふべ し、 佐 藤 直 方、 淺見 綱齋 等の 高足 弟子、 之れ が爲 めに 遂に 閽 
一齋に 背く に 至る もの、 亦以 なしと せざる なぅ、 


t 


蓼 


I  第五 闇 齋門八 

一 h‘li、 小 il 侯 t 慶？ S 五月 七 て 江戶に 
I  文 十二 年 十二月 十八 日— て江戶 1S 六十 二、 S す 
一：， 所 二 程治敎錄二卷、伊洛 三 子傳— 、及び 會津 風土記 一 1 盘 
一し— の 書 1 が 編 次す る 所なら ん譜が 撰に 係る 土— 神 
一：  碑は 垂加 草第廿 七に 出で、 會 津中將 源公壙 誌— 第廿 八に 出、 ク 
一 (2) 淺見 綱齋 、名は 安正、 後に 出が す、 

|  W 佐 藤 直 方、 後に 出 だす、  △  t 
1 14) ( 三 宅尙齋 、名は 重 固' 後に 出 だ 文 淺見 綱 齋 、佐 藤 直. 方 ' 一一  宅 尙齋を 山 崎 n 

一 0A 1?1 ®- と稱 す、  ' 

一 W 米 n 桑 軒、 名は 一貞、 字は 幹叔. 小字は 儀 平、 操 軒と 號す、 京師の 人、 初め 三 

宅寄齋 に學 び、 後 闇齋に 就いて 學び 、遂に 性行 篤學を 以て 世に 名 ぁ'^ 

〆 操 軒が 友と する 所、 藤 井懶齋 、中 村惕齋 、貝 原 益 軒の 如き、 皆 一時 知名の 

第三 m 第二 韋山崎 闇齋 j 第五 闇齋 門人  四 二 七 


第三篇  第二 寧 山 崎 闇齋- 第五 闇齋 門人  四 三 八 

士な ぅ、 其 友を 見て 其 人を 知るべきな A、 益 軒 曾て 「米 川 操軒實 記」 の 後 
に 書して 日く、 

操 軒の 人と な 久 明敏に して 志操 あ' 福を 求む る 乙 と 回なら ず、 其 
人に 接する や、 嚴に して 和、 其 事を 處 する や、 敬畏に して 苟もせ ず、 其 
言を 出’ たす や、 辨に して 序 あ ぅ，聞くもの厭はず、其學をするや純迅、 
專ら經 術を 好み、 平日 心を 程 朱の 書に 用 ふる M と 最も 勸め、 雜 書を 
好まず、 文中 子に 所』 E 雜學 せず、 故に 明かなる もの、 其れ 此人を 謂^ V 
か、 (自娛 集卷之 七) 

操 軒 又 曾て 仁 齋と相 交は る、 然れ ども 仁齋が 古 學を唱 道す るに 及ん 
で 之れ に 書を 贈ぅて 絕交 する に 至れ 3、 操 軒 延寶六 年 八月 十九 日を 
以て 歿す、 享年 五十 三、 一說に 五十二、 (米 川 操軒實 記、 南 學傳' 先哲 叢談、 近 
世 叢 語、 自娛 集) 

g 谷秦 山、 名は 重 遠、 後に 出 だす、 

S 遊 佐木齋 、名は 好 生、 小字は 次 郞左衞 門、 木 齋と號 す、 奥州 仙臺の 人、 神 儒 


問 1 著はす、(前篇鳩—— 定便 —齋が 門人に 佐久間 It、 
的鶴飼錬齋、名|子|欽、通稱|平、鍊齋と號す'京師の人水!^& 

，、に 事 ふ、— 六 年 四月 廿 一日を 以 .S す、 享年 六十 5 稱 齋ぁ上2 

叢談 續絹 •鑒 定便覽 、耆奮 得 聞)  s  *、£1 な 
g 永 田 養 巷、字 號 等皆詳 ならず、 能く 易に 通ず と S 先達 遺事 迁 

學 話、 諸家 人物 誌)  - r-  C  :  g 
§l、f 正 —  sit、 又 五 sf 號 

く 八日を 以 v  f  S に 從學し S 神 f 繼 承し、 S 一家—」 h 

箸は す 所 玉 籤集 八— 根 錄三卷 及び 其 他 十 有— t 玉 f 

c,c 丈 先達 遺事に 左の 如き 記事 あぅ 云く  ゝ： t  △  △  < 

△  M  △△一一 Jti—. JC" 4 、一 k  ” 、ぎ ?: v HA M m 〈秘 *U K  此 、後 ® 勸 
玉 木 葦 齋 著=玉籙集-本 1 水草-而劈一揖5老 

^ 1: 早 • £ £: 、  i  ノ 

と、 然れど 毛玉 籤 集は 寫 本の 儘 今日に 傳は？ 、但ユ 51ょぅ / 良、 
の 異同— を 見る、 (國學 者 傳記集 蠢齋の 門人に 谷川 士淸松 S 

9 一二 九 
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若 林 强齋等 あ 6、 仲 良の 門人に 竹內 式部 あう、 

(11) 矢 野 拙齋 、名は 義 道、 一說 R 義通 、小字は 理 平、 拙 齋と號 す m 州西條 の A 
享呆十七年正月十二日を以て江戶に残す、享年七十「品川海晏寺$ 
葬る、 ® 定便覽 、大日 本人 名辭 書) 

12)  淺 井琳薬 、名は 重 遠、 小字は 萬右衞 門、 琳 巷と 號 す、 近 江の 人、 園 部 侯に 仕 
ふ、 著は す 所 名義 詳說 及び 武要鈔 あう とい ふ、 (璧 定便覽 、續 諸家 人物 誌) 
琳菴が 門人に 田 邊晋齋 あう、 

13)  n 井東 才 、名は 與、 字は 正直、 大阪の 人、 其 父 正 次 茶を 賣るを 以て 業と 5: 

/IV 

し、 家產 頗る 富む、 寬永 中生 業を 東 村に 傅へ、 之れ を 戒めて 日く 

知む <o , LO s ao ^ 冥 t0 40 ^0 &° ?:0 m0 t0 が ^0 n° 、 ^0 &° ?:0 m0 t0 n0 

№0 、 1 r ^o AO 5:o »:o <o 、 

東咕年 五十に^ f ん として、 始めて 學に 志し、 業を 闇齋 に受 く、 東 村闇齋 

ょ 6 長ず る 乙 と 十四 歲 、闇 齋 之れ に 謂つ て 日く、 

00。00  0‘09000  c ,o o c° i?o ii:0 :0 ^ r0 p、 0  ノ、 F° r>° ^° ?-0 0 〕 1:0 

道に V るょ、 敬に 如くは なし 當に 先つ 敬を 持す へし 子 不幸に It 


法 

と 0 目 ◎往 〇 を 
久〇下 ◎日 〇 問 
し〇 善© の〇ふ 
け 〇 を© 蹤〇東 
れ〇な ◎を 〇村 
ば 〇 す® 追〇日 
則 0 を ◎ふ 〇  く 
ち 0 勉® 乙 〇 
自〇 む® と 〇 
然〇 る® 莫〇 

に〇 の® れ〇 

習 0 み® 來〇 
慣〇是 〇 日 〇 

し 〇 の〇 の 〇 
—〇 如〇杳 S 

給 く0 な s 

に0 に 〇 る 〇 
性 ◦し0 を0 
を c て ◦迓 ?> 
な0 後0 ふ0 
さ0 讀 。る0 
ん〇み 〇 乙0 
k 歲〇 と0 
月 〇莫〇 

を0 れ、。 
度〇 唯® 
る0」® 

乙〇 日® 


芝 山 嘗て 東 村を 評して 日く 

4 'i 1 か 皆？ 衾に 愧 

A  A  厶 △  △  △ 、 

ぢ ざ る 人な h 

東 村 延寶五 年 十一月 六日を 以て 歿す、 享年 七十 七、 (績 近世 叢 語、 事實 文 
編) 

句 五十嵐® 翁、 名は 浚 明， 字は 方德 、一に 孤峯と 號 す、 越後 新 潟の 人 本姓は 
/l\- 
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p$o a:o s! <;0 ^0 ^0 L0 ^0 «0 を讀ま ず、 專ら 實踐を 務む へし 
東 村是に 於て か 力— 敬 の 說に專 にし、 敢て 少しも 懈ら ず— 辨其 
篤志を 稱 す、 東 衬是に 至つ て 常に 往日の 親に 薄き を 悔い、 又來 日の 養 
を 終へ ざるを® れ 、親に 事 ふるの 道を 竭 くす、 大高阪 芝 山 嘗て 進修の 
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佐 野 氏、 故 あ 6 て 五十嵐を 胃す、 壯年 京に 入 $ '道を 闇齋に 問 a 、 又 宇士 
新 等と 交は る、 彼れ 詩を 善くし、 又晝 R 長 じ、 遂に 晝を以 て 一家を 成す、 
其 三 子 皆 畫を學 ぶ、 嘗て 之れ を 戒めて 日く • 

00  0  0  〇〇〇 〇〇〇 000 〇〇 o o o o o o oo、 'D o .q  〇〇 

晝は 小道な i と雖 も、 因 i て 以て 世 敎を輔 くべ & なぅ 爾輩擊 を 執 

裳、 I  和  & e s  s  p 、 il0 ^ 5: JO *0 _ :»0 gg、 H0 

て 人を 敗る 乙と 勿れ、 

穆翁 頗る 善行 多し、 今一々 記す るに 遑 あらず， 彼れ 天明 元年を 以て 病 
歿す' 享年 八十 二、 (鑒 定便覽 、近世 叢 語、 晝 乗要畧 、扶桑 畫 人傳、 晝 家人 名詳 
傳) 

15) 深 井 秋水、 名は 政圓、 一說に 政國、 字は 得繇 、通稱 は 主 膳、 秋水と 號す、 土 佐 

/ - 、 

の 人、 江戸に 住す、 劎客な 办、 兼ねて 儒學に 通ず、 能く 父母に 事 ふるを 以 
て 人 皆 其 孝を 稱す、 享保八 年 六月を 以て 歿す、 享年 八十 二、 ® 定便覽 、續 
諸家 人物 誌、 大日 本人 名辭 書) 

(16) 植田成 章、 字號詳 ならず、 (g  _ ほ g ザ 5 二 H、) 藝 州の 人、 垂加草 全集 


を 編 次し、 且つ 其 跋文を 作る、 

(17) 羽黑養 潜、 名は 成實 、養 潜は 其 字な 6、 字を 以て 行は る、 牧野 老人と 號 す、 
近 江國查 根の 人、 初め 彥根 侯に 仕 ふ、 中年 志を 得ざる を 以て 仕を致し、 
講說を 業と なす、 後、 加賀に 遊び、 金 澤に 寓居し、 專ら性 理の學 を唱ふ 、從 
學 する もの 頗る 多く. 養 潜 薫陶の 及ぶ 所 少しと せず、 抑  > 金澤 地方の 文 
學に向 ふ、 養 潜に 起因す と S ふ、 養 潜 本と 闇 齋に學 び、 實踐 躬行を 以て 
主と なす、 嘗て 論じて 日く、 

古人 云 ふ、 氣象好 & 時、 百年 是れ當 ると、 學者 宜しく 粗暴を 防ぎ、 懔悍 
い 办む {、い、 かい 0 後、 此 等の 病を 去らん と 欲せば、 格 物 窮理に 若く 
かなし. P 常に ft" 心を して 義理に 涵泳 せしめ ば、 優游 自得の 久し 
き、 則ち 以て 客 氣を奪 ひ、 俗習を 變 すべし、 而して 易直 慈 良の 心、 油然 
として 生じ、 輕薄 浮躁の 念、 漠然として 消す、 道を 求む る もの、 此れょ 
6 近 & はなし、 

養 潜 又 嘗て 病牀 にあぅ、 偶！ 赤穗の 遺臣 大石良 雄 等の 擧 を 聞き、 嘆息し 
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て 日く、 

嗚呼 士 風の 振は ざる や 久し、 獨り是 等の 輩 あ $ て、 同じく •死を 國難 
に 决す 、義烈 凛々 として 以て 頹 風を 激す るに 足る、 

元祿 十五 年 正月 十一 日を 以て 彥根に 病歿す' 時に 年 七十 四、 著は す 所 
四書 翼十卷 、天道 流行 圖說 二卷 、講學 筆記 六卷 あん 門人に 室鳩巢 ，岡 石 
梁 等 あぅ、 (補遺 鳩巢 文集、 先哲 叢談 續 編) 

别 || 岩 慈 雲、 名は 壽 1 別號は 東峯 、一の 名は 恒、 字は 震 翁、 土 佐の 人、 高 知 藩に 
仕 ふ、 ^ 達 遺事) 

(19)  梨木祐 之、 桂 齋と號 す、 姓は 梨 木 氏、 一に 梨 本と 作る、 下 鴨の 神官に して、 
國史に 精は しく、 兼ねて 和歌を 善くす、 享保八 年 正月 廿 九日を 以て 歿 
す、 著は す 所 日本 逸史 四十 卷、 大 八洲 記 十二 卷' 祭事 記 八十 二卷等 あん 
(古 學小傳 、國學 者傳記 集成、 諸家 人物 誌) 

(20)  松岡玄 達、 字は 成 章、 恕 菴と號 す、 別號は 怡顔齋 •京 © の 人' 其 事蹟は 「古學 
派 之 哲學」 仁齋 門人の 條 に 詳な ぅ、 


(21) 大山 葦水、 通稱は 佐兵衞 、原 姓は 松 本 氏、 京師の 人、 著は す 所 « 水草 一卷、 
古語 拾遺 私考 二 卷等十 有餘種 あう、 (國學 者傳記 集成) 
f 桑 名 松 雲、 仙臺 侯に 仕 A 門人 栗 山 潜 鋒 あう、 (先達 遺事) 
g 友 松 氏 興、 通稱は 勘十郞 、會津 侯に 仕へ、 其 家老と なる、 輔佐の 功 あ 6、 延 
寶八 年を 以て 歿す、 時に 年 七十 餘、 著は す 所孟浩 錄一卷 あう、 闇齋 嘗て 
日く、 今：： c 列國 にあ 6 て 技倆 ある 4 の、 野中 友 松 二人の みと、 以て 氏與 
が 人と X $ 如何を 知る ベ & な 6/(， 先達 遺事) 

其 他闇齊 に從學 する 7P の、 正 親 町 一位、 野々 宮中 將、 加 藤 美 作 守、 井上 河 
內 守、 板 垣 民 部、 山 本源 藏、 高 田 未 白、 模元眞 、榴崎 正員、 春 原民 部、 雲 川 治 兵 
衞等勝げて數ふべからず、藤井懶齋も亦門人の列にあるが如：し、垂加 
草の 附 錄に眞 邊仲菴 と S ふ もの、 是れな 6、 後藤 松 軒は 名 儒に して 曾 
て 一た び 闇齋の 講義を 聞きし 乙と ある も、 其 侮辱を 受けて 痛く 之れ 
が 倨傲を 惡み 、再び 闇齋を 見ず、 且つ 終身 手、 闇齋の 著書を 取らず、 故に 
之れ 1: 闇齋の 門人 中 R 列す るを 得ざる な- c\、 
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四 四 六 


左の 書類な 加 
ふ。 C? 加 靈社編 
年祀事 三卷 〔寫 
本〕 闇齋 先生 行 
狀圖解 一卷 C 寫 
本〕 


第 六 闇 齋關係 書類 

% 

山 崎 家譜 

此篇は 闇 齋の自 撰に して 垂加草 第三 十に 收载せ i、 

山 崎 闇 齋行實 水 足 安方 撰 

此篇は 事 實文編 〔卷之 十七〕 に收 載せぅ、 

闇齋 先生 年譜 

翠 軒雜錄 中に 之れ を 收載せ A、 

闇齋 先生 年譜 一 卷山田 連 著 

此書は 翠軒雜 錄中收 載す る 所の 年譜と 同じから ず、 著者 山 田 連 •字は 
思叔、 京師の 人、 卷末に 若 州の 人山 口重 昭の跋 あぅ、 天 保 九 年の 作 R 係 
る、 

山 崎闇齋 言行 錄 一卷大 草 公明 撰 
山 崎闇齋 先生 事業 大槪 一卷 


史料 叢書 中に 之れ 5: 收載せ $ t 
若 林 語録 
遊 佐木齋 紀年錄 
先達 遺事 
南學傳 

佐 藤 直 方學話 
大日 本 史料 原稿 
墨 水 一滴 
閑散 餘錄 
儒學 源流 
先哲 叢談 〔卷之 三〕 

近世 叢 語 〔卷之 三〕 

野史 〔第二 百 五十 五 1 
儒 林傳遮 井 太 室 著 

« -  ' 
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m 三 m 第二 草 山 崎 闇齋— 第 六闊齋 關係 書顛 

日本 諸家 人物 誌 
| 鑒 定便覽 
I  事 實文編 〔卷之 十七〕 

:  近世 大儒 列傳 〔上 卷〕 

學問 源流那 波 魯堂著 
: 山 崎 闇齋派 之學說 一卷法 貴 fl 次 郞翦 
|  大日 本人 名辭書 
:  先哲 像傳 

近代 名家 著述 目録 
日本 詩史 〔卷之 三〕 

讀書 會意滥 井 太 室 著 

|  日本 名家 人名 詳傳 卷之 下} 

| 斯文 源流 河口 靜齋著 
|  茅 窓 漫錄茅 原定著 


四 


第 セ 闇 齋學派 

山 崎 闇 齊の學 派は 闇齋 歿後、 分れて 四 派と なれう、 第 一 は 淺見 綱 齋の學 
派、 第二は 佐 藤 直 方の 學派 、第三は 三 宅 尚 齋の學 派、 第 四は 玉 木 葦 齋の學 
派、 是れ なう、 此 中前の 三 派は 朱子學 派に して 後の 一派は 神道 學 派に 屬 
す、 綱齋 には 三 宅觀瀾 、鈴 木貞齋 、若 林 强齋、 小 出侗齋 、山 本復 齋 等の 門人 あ 
\ 强齋 には 又 門人 松 岡 仲 良、 西 依 成齋 及び 小 野 鶴 山 あ 6、 成齋 には 又 子 
墨 山 及び 門人 村 井中 漸 、鈴 木潤齋 、古 賀精里 等 あ 6、 是れを 綱 I か 一派 卜 
なす、 直 方には 稻 葉迂齋 、跡 部 光海、 三輪 執齋等 あう、 迂齋 には、 子默齋 及び 
門人 村 士玉水 等 あ i、 玉 水には 又 門人 服 部栗齋 及び 岡 田 寒 泉 あう、 栗齋 
には 又 門人 賴杏坪 及び 宮原龍 山 あう、 光海 又 綱 齋倚齋 にも 學ぶ もの、 其 
門人に 岡 田盤齋 あう、 是れを 直 方の 一派と なす、 尙齋に は、 久 米訂齋 、蟹 養 
齋 、石 王 塞 軒、 服 部 梅園、 山 宮雪樓 、留守 括囊、 岩 淵 東 山、 井澤 灌園、 三 木 信 成、 唐 
崎彥 明、 加々 美櫻塢 、多 田 東， 溪等 あへ 樱塢の 門人に 又 山 縣大貳 あ i  l nA 
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に 

第 第. 第 分 

ニニ  ーる 

多 D 實 2 堅で と 
い踐 2 い雖 
筆で 躬 D 師 I 本 
記 b 行 D 說 b 碱 
にもを^ をで し 
よで 重 L 奉 D て 
1)1 んで じで 左 
て々 じ b て I の 
師で てで 新で 如 
說で詞 D 機 でき 
を b 章で 軸 2 共 
傳 I 記 b を1 通 
へ》 誦 U 出 D の 
以 勺を 5 た、 特 
て \> 務1 す \> 色 
秘 D めち 乙 D あ 
傅で ざ D と I る 
と D る L を I を 
す I 事 D 務 D 見 
る、 、め D る 
の 3  ざ I  、 

風 I  る D 

あち  事 ^ 

し々 

事，。 
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を 尙齋の 一派と なす、 葦 齋には 、門人 谷川 士淸 、若 林强齋 、松 岡 仲 良 等 あな 
仲 良には 又 門人 竹內 式部 あ 6 是れを 葦齋の 一派と なす、 遊 佐 木 齋紀年 
錄に云 く" 

nH(l  雜蒼 BA nA ^? 0A # »A aA 把 IEA ぎ prrA ^A 舻 1 P ぎ， チ  rl-SH 蠍 ^ 
水草； 許，， 可 於 板 垣 信 直、 梨 木祐 之； 云云、 

此れに 由 6 て 之れ を觀れ ば、 闇齋は 神道を 正 親 町中 納言 、及び 板 垣 信 直 
梨木祐 之に 傳へた 6、 然れ ども 敎義 としては 寧ろ 葦 齋 R 傅は う、 葦 齋之 
れを發 揮し、 以て、 後世に 傳ふ るて とを 得た う、 闇齋學 派は 此の 如く 四 M 


那波魯 堂が 學問 源流に 闇齋學 派の 事 5: 叙述し、 論じて 云く 

其 師說に 至ぅて は、 講義 講錄 とて、 其辭を 一々 國字を 以て 之れ を 記し • 


互に 寫し 取うて 秘本の 如く 之れ を藏 し、 其說を 信ぜざる 者には、 猥 $ 

に 是れを 示 re ず、 是 故に 他の 學者は 、同じく 程 朱 ?: 學ぶ と稱 すれ ども 

少しく 異同な きこと 能は ず、 其 中 詩文を 好む あ $ 、好まざる あう、 博覽 

を 志す あう、 發明 を專 はらと する あ办 、敬 義の說 に從ふ 人は、 十 人は 十 
00000000000000000000000000000 
人、 百 人は 百 人、 幾た び 誰れ に 聞 いて も 印し 出 だせる 書畫の 如く 一樣 

00  〇〇  00  〇 〇 〇〇〇 〇〇〇  00  〇〇〇 〇〇〇  00  〇〇  000 

な う、平生學談を以て他門の人には交らず、唯 4 (同朋と交はるのみな 
»9' 

乃ち 闇齋が 門人 子弟を 同一の 模型 中に 入れて 鎔鑄 陶冶せ る畫一 主義 
の 結果い かん ?: 見るべきな-^、 

尙ほ又 闇齋學 派の 傾向に 就いて 注意すべき もの 二三 あう、 何ぞ や、 第一 
に 其水戶 學派に 影響せ し rJ と、 是れ S う、 水戶學 派の 根本主義は 神道に 
して、 之れ を 扶翼す るに 朱 子 學を以 てせ う、 故に 闇齋學 派が 之れ と 調和 
し 得る もの、 固ょう 其 自然の 結果な $ と S ふべ し、 闇齋學 派の 人に して 
水戶 侯に 仕へ し 7P の 三人 あ う、 卽ち 綱齋の 門人 三 宅觀瀾 、松 雲の 門人 栗 
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山 潜 鋒 及び 闇齋 直接の 門人 鵜 飼鍊齋 、是れ なう、 更に 之れ に 錬齋 の子稱 
齋を 加へ て 四 人と なす、 此四 人は 皆大 日本史の 編纂に 與れる ものにし 
て、 殊に 觀瀾潜 鋒 二 氏の 如 & は、 水 戶學派 中の 錚 々たる ものな 6、 徂徠學 
派の 人は 水戶 侯に 仕 ふる 者 殆ど 之れ なきに、 闇齋學 派の 人が 此の 如く 
水戶學 派の 中堅を なし、 乙と、 豈に輕 々に 看過すべき 所な らん や、 第二 
に 其 結果 竹內 式部、 山 縣大貳 の事變 とな 6, しこと、 是れ なう、 式部 名は 敬 
持、 通稱は 式部、 羞 菴と號 し、 後、 正 菴と號 す、 越後 國新 潟の 人、 父 1: 宗詮 とい 
ふ、 醫を 業と す、 式部 享保十 三 四 年の 頃、 京師に 之き、 德大寺 家に 仕へ、 葦 齋 
の 門人 松 岡 仲 良 R 學び、 後 又 葦齋に 學び 、神 典 有職に 精は しく、 又 武術に 
長 じ、 廣く 縉紳の 間に 出入す、 當 時の 名卿鉅 公、 其 門に 入う、 講說を 聞く も 
の 多し、 {貴 曆九年 罪を 得て 追放せられ、 伊勢 國 宇治に 赴く、 明 和 四 年 又 山 
縣大貳 等の 擧に 連坐して、 宇治ょう 江 戶に 押送せられ、 幾 もな く、 八丈島 
に 流さる， 然れ ども 式部 本と 大貳 等の 擧に關 係な く、 無罪の 事 明かに な 
れ 6 と雖 も、 又 他の 罪を 得て 遂に 十二月 五日を 以て 三 宅 島に 歿す、 享年 


五十六、 (星 野 博士 撰竹內 式部 君 事蹟 考) 式部が 京師の 名卿鉅 公に 注入し 
たる 神道 思想、 隱 然として 一の 潮流を なし、 乙と、 看過すべからざる 事 
實卜い 、山 縣大貳 は 加々 美櫻塢 に學ぶ 、樓塢 は尙齋 に學ぶ もの、 故に 式部 
と 同じく 闇齋學 派に 屬 し、 同氣相 求む るの 結果と して、 屢>' 相往來 せ， リ 、大 
貳 は 一種 偉大の 人格に して 曾て 古今の 兵法、 野戰の 得失 利害を 論じ、 之 
れを證 する R 江戶 城を 攻め、 南風に 乘じて 、品 川に 火箭を 放つべし 等の 
語を 以てす、 此れに 由ぅて 遂に 罪 1: 得 夫 辟 ?: 以て 處 せらる 連坐す ろ も 
の、 甚だ 衆し、 實に明 和 四 年 八月 廿 二日な ぅ、 時に 年 四十 有 三、 式部 大貳二 

Ao s  I  ぢ  _  裳 5  s  i 2: so ft° f: Q  ざ  k  f 

江戸 城を 攻む るに、 南風に 乘じて 火箭を 放つべし と 言； 3 しが 如きは、 R 
にか、 る隱 謀を 懐きし には あらざる べき も、 幕府に 對して 無遠慮なる 


A  A  A  A 


態度 ^ ぅしに 相違な し、 是れ其 難に 遭 a し 所以な ぅ、 第三に 其 維新の 大 
功業に 關係あ i しこと、 是れな 5 此 事に 就いては 三方 面ょ 6 之れ を 考 
察する 5: 要す、 T 先づ 維新の 大功 業は、 勤王家の 戮力 協心に 由 〇 て 成 遂 
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學0 の △屈、 ざ〇 動〇 i) 影， 遺、 起。 せ 
派0 諸 △し、 る ◦力〇 し 響、 言、 れ〇ら 
が0 家 △維、 ベ0 と。 は を、 は、 う〇 れ 
多0 皆 △新、 な〇顯 及、 廣 、蓋 △た m 
少〇 式 A の、 な〇 i  ◦著 ぼ、 く、 し △る g 
の0 部 △ 際、 §  0 し 〇 なせ、 學 、綱 △も 
餘〇の △ 勤、 （三） 闇〇る る、 者、 齋 △の箜 
勢〇神 △王、 次齋 3 事 者、 間、 の A な g 
を0 道 △家、 ぎ學0 實 の、 に、 如 △る 山 
有〇を A を、 に 派 。な 如、 講 、き △が 崎 
せ0 崇 △皇 、闇、 の0 る し、 讀 、は △抑0 雪 
し0 信 △室、 齋 、勢。 が （ゴ） せ、 勤 △威 〇掛 
乙0 繼 △の、 學 、力0 其 次 ら 、王 △士〇 七 
と0 承 △藩、 派、 あ0 中 ぎ れ 、家 △  >0 闇 
植〇せ △塀、 は、 う〇に に 勤、 の △し 〇饔 
犮〇 し △中、 竹、 し0 栗0 水 王、 率 A て〇派 
疑0 も △よ、 內 、乙0 山〇戶 の、 先 △の 〇 
な〇の △ う、 式、 と〇潜 〇學 精、 な △勸〇 
に △出'  部、 何0 鱗0 派 神、 ら △王 〇 
な0 て △だ、 を、 人0 三0 の を、/! △家〇 
う0 維0 せ、 經 、も0 宅0 維 喚、 又、 は〇 
新0 う、 て、 之0 觀0 新 起、 綱、 初 〇 
の0 蓋 △京、 れ0 瀾0 のす、 齋 、め 0 
際0 し △師、 を〇 等〇大 る、 が、 て 〇 四 
に〇 東 △の、 否〇 を0 功 に、 撰、 闇 〇  S 
於〇久 △ 縉 、定 Q 經〇 業 於、 に、 齋〇 
て0 世 △ 紳 、す0 て0 に て、 係、 學〇 
も0 岩 △間、 る3  —0 關 多、 る、 派 〇 
闇〇倉 △に、 を〇大 〇係大 、靖 、中 〇 
齋0 等 △蟠 、得3 原0 あの、 獻 、に。 


此れに 由ぅて 之れ を觀れ ば、 闇齋 の學說 は、 今日に あ i ては、 深く 顧慮す 
るに 足ら-ざるが 如しと 雖も、 然れ ども 其 影響の 多大なる、 實に豫 想の 外 
に 出づる もの あるな $、 是れ 何に 由ぅて 然る か、 闇齋 の學說 '本と 何等の 
創見 あるに あらず、 畢竟 程 朱を 祖述す る ものに 過ぎず' 是故 R 如何に 之 


れを 考察す る も、 學說其 物が 此の 如き 多大の 影響 5: 生ずる 乙と 殆んど 
理會し 得られず、 果して 然らば 何に 由 6 て 此の 如き 多大の 影響を 生'、 ず 
るを 得し か、 思 ふに 此れに 就 S て： は 二種の 原因 あぅ、 第一に 闇齋が 人格 
的 品性の 偉大、 第二に 闇齋が 學說の 同化 的 傾向、 是れな ぅ' 闇齋 W 博 學若 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇 〇 〇〇  〇〇  〇〇〇 

くは 精通の 學 者と S ふょ $ は、 寧る 一種の 敎育 家に して 其 偉大なる 人 

fliaQ so RO J:0 パ n, 0° 斯 £ *° |斯で、 か 31O 0O «O AO 妒 w0 Bap0 tt0 R0 K0 

•co fflo i ®o no ^ #o s^&p i° l ^° _:o w ffio ^ 0o ^ ^o 5:o ^ ffio to 、 Mo so if 'Mo Ql 

般の 特色を 現出す るに 至れ $、 乃ち 知るべし、 闇齋學 派の 一般に 蹈襲せ 

闇齋が 學說は 、朱 子學 をして 我 ♦の 國體に 同：^ せし むる 0A 傾向を 有す、 
是れ其 幾多 有 爲の士 を 出 だし、 所以な 6、 蓋し 朱 子學を 奉 ft" する もの、 
慶元以 來其 人に 乏しから ずと 雖 7P、 國 家の 事に 對して 活動的 態度に 出 
S い 6 小 r : fi o fflo M io e) 0 1  い妒 £ IO 5$n& 0o iis 

揮す る も の、 眞に 活動的 態度に 出づる を 得るな h、 是れ 其國 家の 事に 劉 
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して 立つべき 主義 方針を 有すれば な 6、 闇齋學 派の 外、 朱子學 をして 我 


第三 章 淺見 綱齋 
-  第一 事蹟 

I  崎 門 一派 中 最も 氣節 ある ものを 綱 齋と なす、 綱齋 名は 安正、 初めの 名は 
順良、 小字は 重 次郞 、綱 齋 i す、 別號 S 楠樓 、近 江 高 島の 人、 後、 京師に 徙 
うて 居る、 父 本と 豪 富、 子 三人 1: 生む、 伯を 道 徹と稱 し、 仲を 綱齋 となす、 俱 
に醫 術を 業と す、 叔を吉 兵 衞と稱 す、 賈人 たう、 父 道徹綱 齋を して  一® に 
名 あらしめ んと 欲す、 是に 於て 家產を 破う、 以て 一時 豪傑の 態度を 示す、 
一綱 齋年尙 ほ少 うして 闇齋 に學び 、備に 瑩 雪の 苦を嘗 む' 彼れ 嘗て 咯血を 
患； 5、 連日 愈ぇず、 闇齋尙 ほ督責 して' 少しも 假借 せず •模 元眞 なる もの、 之 
j  れが爲 がに， 齋に 諷して 日く、 彼れ が% 狀' 已に 此の 如し •く 業を 廢し 
\  て 以て 保嗇 せしめん と、 闇 齋聽か ず、 綱齋疾 を 力めて 强 ひ て 業に 就く 乙 
一と 常の 如し、 未だ 幾くなら ずして 疾愈ゆ 、闇 齋 乃ち 日く、 死生は 命な う' 奈 
j  1 1：  r かれいして^ かい 折 かし めん i: 綱 齋伉慨 自ら 喜び、 他の 儒者の 如 
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此れに 由ぅて 之れ を觀れ ば 綱齋の 貧困なる、 决して 尋常に あらず、 然 れ 
ど 7^ 彼れ 毫 7P 以て 意に 介せ ず、 近世 叢 語 〔卷之 二〕 に 云く、 

綱齋 人と な $、 嚴毅に して 威望 あ ぅ、 聞 達を 求めず、 貧窶に 安 p  L、 泊 fr 
として 世に 意な し、 其 父 甚だ rJ れを惜 む、 晚年錦 小路. に 敎授 す、 生徒 大 
に 進む、 £日 h  •ぃ _、鬱 費む 齡 ylr， LA 、li 日, 妒 1 D、1 " 坐齡！ 


達 

命 佐 I 遺 
、藤 b 事 
淺“こ 
見々 云 
晚バ 
絕 b 

私 

京、 

人 b 

傅、 


齋 D 


Pn  ^ 

? が 
藤》 
み 

居、 

喪》 

仕 も 
何、 

禮 ち 

自、 

不^) 

my 

相 义 


て 竦聽 し、 敢て. 嚏 咳. 欠伸す る ものな し、 一截 一章 說き畢 はる 毎に 呼ん 
で 日く、 理會し 去る や 否やと、 生徒 皆 稽首して 日く、 唯と 儀矩 淼嚴 なる 
乙と、 官府の 如く 然”、 

綱齋 兼ねて 武事を 好み、 馬に 騎 k 劎を帶 ぶ、 其劎 方镡 にして 觀瀾 が篆せ 
る 赤心 報 國の四 字を 刻し、 壯士の 態度 あう、 綱 齋晚 年に 至うて 直 方と 交 
$ を. 絕つ 、是れ 直 方が 親の 一 喪に 居うて 猶ほ 出で、 仕 ふるに 因るな う、 先 


三 宅尙齋 が默 識錄 〔卷之 三〕 に 又 云く 

綱齋 先生 與 >i 直 方 先生； 初 其 交 如 >: 兄弟； 後 不 fe 通； 無 =相 絕之義 可 k 者； 亦是 
氣質之 一癖、 學問 之大疵 、甚可 fe、 直 方 先生 後來思 舊交； 有， 將 M 問 一之 意 〔綱 
齋 先生 終 執 而不會 、 

綱齋が 小廉細 節に 拘々 として 人と 相 容れざ る 乙と 率ね 此の 如し、 闇 齋 
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第—  第三 章 淺見 飼 齋 -! 第一 事蹟  2 ハ 〇 

が 晚年 神道を 主張す るに 當 & て 門人 中 毅然として 之れ に 惑は ざる も 
の、 綱齋、 尙齋 及び 直 方の 三人 あるの み、 殊に 綱齋は 啻に 神道を 喜ばざる 
のみな £ ず、 又 闇齋が 敬義內 外の 說に も從は ざ 3 き、 默識錄 f 卷之三 j に 云 


M 怎 ■& ;: 土  素？ か  Ai£l!s pA 1 ?: 々 |: 嘉？ 一 

先生 不 备_, 于敬義 先生 之 葬，、 

と、 然れ ども 闇齋 歿後に 及んで 綱齋其 師に叛 くを 悔 S、 香を 焚いて 罪 5: 

謝せ-と  s  ふ、 办， 鼢學か かか 0 か  pl, aA 1:A ” nA p ilA nA ,、l 贊 

綱 齋承應 元年 八月 十三 日を 以て 生れ、 正德 元年 十月 朔 5: 以て 歿す、 享年 
六十、 網 齋 男子な し、 乃ち 兄 道哲の 子を 養うて 以て 嗣 となす、 門人 三宅觀 
瀾 、若 林 强齋、 (5 鑑讀、 ) 山 本復 齋 、鈴 木貞齋 、小 出 侗齋等 あう、 强齋に は 門人 西 
侬成齋 、小 野 鶴 山 等 あう、 成齋に は 子 墨 山 及び 門人 古 賀精里 等 あう、 
綱齋 著は す 所靖獻 遺言 八卷 、同 講義 二卷、 六 經編考 一卷、 父母 存說考 一 


卷 


程 子 論 性 諸 說一卷 、伊川 先生 四 箴一卷 '辨大 學非孔 氏 之 遺書 辨一卷 、聖學 
圖 講義 一卷 、大 學物說 一卷、 忠士 筆記 一卷 、綱 齋 文集 四卷等 あぅ' 就“ 中靖獻 
遺言は、 廣く世 に 行 はれ、 名 敎上裨 補す る 所 少しと せず、 

綱齋が 人格 及び 事業に 就 S ては 三 宅尙齋 默識錄 (卷之 三〕 の 中に 之れ を 
論じて 日く、 

i  S  ■ IIS  pl、i  ¢5  ?  ? 裳  £ 

so 如  i ^o ， 勤桫阶 f ° & io p° 初 ^ p° i a:0 #o HO A0 *0 ^0 A0 p0 »0 Jil0 w0 «0 ff ° 

i、il !IO 通 儒 全 >  者 也、 

是れ 同門 知己の 言 a て 綱 齋が爲 人い かんを 徵 すべきな i、 
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第二 學說  ，， 

綱齋 が學說 として 紹介すべき ものは、 聖學圖 講義 中に 叙述せ る 一節な 

久 云く’ 

扨 人の 身の 任は、 我 身を 修 00 ると、人を治むると、二つに&はま如、其我 
身と 云 ふ 己れ が、 父子と 云 ふ 己れ、 君臣と 云 ふ 己れ、 夫婦と 云 ふ 己れ、 長 
幼と云ふ己れ朋友と云ふ己れ己れの一字が五偷の身ぞ、どちらへど 
50 L0 & ひ ao no i ° 命  >^ ^;° §^ 50 vo z:o io -& LO BO no 4w 50 -& no ^ AO ^ 

ぅ あるぞ 、常人は 本體 あれ ど も、 生 質の くるひと、 生れて 後の そ 乙ね 
と、 是れ 二つで、 父子と 云 ふ 己れ が 親を 失 a 、 君臣と 云 ふ 己れ が義を 失 
ひ、 夫婦と 云 ふ 己れ が 別 5: 失 a 、 長幼と 云 ふ 己れ が 序 1: 失 a 、 朋友と 云 
ふ 己れ が 信を 失 a 、 己れ が 身は 離れず して、 さぅて ない 己れ になる ゆ 
灸、 をれ を 己れ が 本 法の 人の な^^の 樣 R しな ほす を 修と云 ふ、 しな tf 
S ねば、 本體 の人偷 の 己れ RO てな し、 水は 流れ、 火は 燃 ゆるが、 水火の も 


ちまへ なれ ども、 塞う"% ほれば、 其 塞 i を ^ I へ、 燻 ぼ $ を疏 すが.. 水火の 

， f  r 

本 法の もち まへ に、 しな ほす と 云 ふ も のぞ、 それと 同じ 事な 6 其 修め 

客  v ro へ： s i: 5 SPSS 

0〇 ぃ和 5〇 矽、4.，ゴヂ”ぃ|卜1、 «' (乂ぞ、の彫、、君 6> 、のぎ妗霞、の、別、、長 
かか ^ 賢 かか ft- か 卜 い t- いかいい、 かう するがょぃと、 其 本然の 義理 
日 ポ斯あ i> 、 か JE' 一い々 い #' い 心む るが 知る、 其 知るな ぅに^^ のな 
ぃ^; ぃぃ 1:" ぃ ^ 4  &  卜ぃ P 4 ぃ ！:: ^: ^ 妒かシ かが #' に卜 る泰 
奶 い 妒い' かかシ ^ ^一かい”卜腎配いか广 ^ 乙れも始めは致知力行 
としたれ ども、 云云、 知と 云うて 置けば、 書て は 精に なう、 大學て は 致 知 
になう、 論語では 博 文に な b、 孟子では 知 言に / i: り、 中庸では 明 善に な 

Ooo  C  0  0000000000000^^-0000 

る、 餘皆 同じ、 知らねば 見えぬ ゆ 忌、 凡そ 知り やうの ことか 云うて ある 
”、 511 かが い ！)0 ' t は 其 身になる やうに する こと ゆ 矣書 で U 一にな り- 
大學 では 誠意 以下に なり、 論語では 約禮 にな う、 孟子では 集義 になり 
中 * で U 誠 身になる、 餘皆然 り、 小學 近思錄 、凡そ 孔孟 周 程 張 朱、 學 術を 
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味、 養。 は :〇 は:。 ぬ 尸 
し、、 ぅ 。知' っ‘。 疴〇 
片、 て 〇ら〇 を 0 て0 

は、 知 〇 う。 は 〇も〇 

ん 、行 〇樣〇 な〇心 〇 

と、 の 〇 も 〇れ〇 で〇 
し、 根 〇 行 〇 て 〇 せ 〇 
て、 本つ ふ 〇身〇 ざ 〇 
理 、主0 樣0 も c る0 
を、 宰〇も 〇な〇 乙 〇 

踐 | と 〇な〇 し0 と 0 
へ、 す0 し 〇 さ〇 な〇 
る、 る 〇故〇 あ0 し 〇 
も、 を 〇に〇 れ〇そ 〇 
心、 敬0 平0 ば0 れ0 
の、 と 〇生〇 其 〇 で0 
身、 云0 此0 心0 身0 
を •、ふ0 心0 が0 を 〇 
離、 凡、 の0 常 〇 は 〇 
れ 、を、 己 〇 住 〇 な 〇 
て、 知、 れ〇身 〇れ〇 
覺 、ら、 RO に0 て 〇 
免、 ん 、失 〇放 〇實〇 
な、 と、 は0 れ〇知 〇 
け、 し、 ぬ〇 て0 實〇 
れ、 て、 樣〇存 〇 行3 
ば、 理、 RO せ ◦な 〇 
知、 を>  守0 ざ0 け 0 
る、 吟、 う〇れ 〇れ〇 


\  、、、、、、、 、為、、、、、、、、、、、、 

fj ともぅ 力と し ^ ふ 乙と も、 身に つかず •.庶 人ょ トノ 天子に 至る ^ で 人 
4 い阶 &  •ゆ 2: 打ぶ いを p  P き”：^  4 .•ふ & ?: じ ^' ^ る、 こど r 

、一  V、 、 :o .o 〇 9 〇  to  00000000  0000  030 D D D D r'  o 

れ は 根本の 守 $ 一心の 死生、 一身の 得失、 一息の 間よ $ 萬 事 R° 應 ずる 
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說ける 所、 乙れ を 以て 推し 盡く すべし、 言が かは らぅと、 詳略が あらぅ 
と、 此二っ ょ § 外な S、 大 S- か. や い 1:' が y 於 r 、s t" s" r  W、 ず ffl" V い 
い 0  4 い い い、4  &  ^ いか い £  P い ?; て、 ？: ひ V へす ^: ば Vs  "と 
一、 k  r 以 、 か ”酽 «" ,  r  y 、 は^/し、 V' す f 、 の 一 W ぁい扩 i- w 、 へ r 、 ぅ じ 
て も、 此二つ をは づ S ぅ樣 7P ない 二い かか， ヂ い”，； prv が no 20 4° 


0000  0000000000000000000000000 
に 至 §、 敬には なる、 乙と なし、 をれ ゆ ^ 心の 守 $ を 敬と して、 知る も 

如 A V SO れ一に 根本 要領と なる、 是れ 固ょ &  * 法の 血脈、 唐 虞 三代 孔 

11 so t?r 彫 ®0 510 於、 平办 衣服 飲食の 如くに 示す の 方な ぅ、 云云、 次ぎ か A' 

を 治む ると 云 ふは、 人は 人 どうし 立ちて 居る ゆ 為 我が 旣に 善くなる 

と、 向きを 善くす るが、 自然 當然の もち爻 へぞ、 一人ょう 天下を 盡 くす 

に 至うて 皆然 う、 其 人と 云 ふ も、 別は な S、 父子 君臣 夫婦 長幼 朋友 ど、 其 

父子のを 乙ね たを 善くして やら、 君臣のを 乙ね たを 善くして やる、 餘 


皆然 &、 其 善くす る 道の 全體を 治と 云 ふ、 凡を 亂れ たるを をさむる を 
治と 云 ふ、 至極 亂世に 及ぶ 時、 始めて 亂と云 ふに あらず' 直に 父子 君臣 


凡を 人偷 をれ 


の 本 法の 道を 失へ ば、 則ち 亂な 6、 其 人の な 6 は、 指 


、、、 、、、、、為 00  〇〇  000 

當つ ては 家、 其 次ぎは 國、 其 十分 一盃 をい へば、 天下ぞ 、さて 家國 天下と 
0  0  000000000000000000000000000 
立てた るな $に て、 其實は 家ょ $ 外な S、 國も 天下 も 家の 大な るな $ 

ぞ、 其 家は 則ち 人の なぅ、 人と 云 ふは、 人倫ょぅ 外な し S 云、 仁義 禮智信 

« 

は、 天命の 本體、 父子 君臣 夫婦 長幼 朋友は、 人道の 當然 、己れ を 修め、 人を 


琯 三篇  第三 寧 淺見 il 齋— 第二 學說 


四 六 五 


暗〇 ろ 〇 ぬ 〇き 。功、 〇立 、云、 は、 衣、 で、 は、 〇 か。 治。 

を 〇 が ◦た0 其0 つ、 ふ、 ぬ、 を、 も、 爲〇な 〇 む〇 
を〇無 〇學〇 る〇當 ◦正、 は、 當 、著、 を、 學〇は 〇 る〇第 
衆 0 瑕〇の 。も 〇然〇 味、 ま、 {> 、 ね、 う、 の。 ぬ〇は 〇  S 
人 〇 な 〇天〇 の 〇が〇 の、 じ、 ま、 ば、 で、 實〇か 〇爲〇 
と 0 る 〇命〇 ゆ〇 仁 ◦功、 i 、 へ、 な、 も、 功〇ら 〇學 ◦第 
云 〇や〇 の〇焱 〇義〇 夫、 な、 の、 ら 、口、 兮 〇い〇 のつ 睪 
ふ〇 う〇 本。 す 〇禮0 ゆ、 し、 し、 ず、 は、 云 へ0 實0 淺 
此 '0 に 0 體 3 る〇 智〇焱 、浮、 や、 著、 食、 云ば〇 功。 を 
な 〇 失 〇な〇 わ 〇 信0 實 、き、 う、 れ 、を、 扠 、人 〇ぞ〇 _ 
う〇は 〇 う 〇 ざ ◦の〇 功、 た、 ぞ 、、ば、 食、 當 、道 〇大〇  ▲ 
を 〇 ざ 〇此〇 も 〇本〇 と、 乙、 父、 著、 は、 然 、の 〇 根〇二 
無。 る 〇な〇 天〇體 、。云、 と、 子、 樣 、ね、 と、 當〇 本〇學 
き〇を 〇  ])0 命 〇人〇 ふ、 な、 の、 の、 ば、 云、 然〇 の〇說 
も 〇 守 〇 の 〇 の 〇 の〇云 し、 親、 道、 な、 ふ、 其。 上 〇 
の 〇 る 〇無〇 本。 な〇 云い、 君、 あ、 ら 、は、 人 〇 か 〇 
に 〇 の 〇 瑕 〇體〇  i)  〇實。 ら 、臣、 う、 ず、 ひ、 道 〇ら〇 
し〇 賢 〇な〇 な ◦は0 功。 で、 の、 さ、 食、 つ、 を。 い。 
て〇 と 〇 る 〇 う 〇天 〇は〇 叶、 義 、し、 へ、 し、 盡〇 へ。 

亡 〇云〇 を 〇學〇 命 〇當〇 は、 五、 む、 ば、 う、 く  〇ば〇 
ぼ 〇 ふ〇聖 〇も〇 の0 然〇 ぬ、、 倫、 §、 食、 と、 し 〇天〇 
す 〇此〇 人 〇斯〇 本 〇を〇 今、 皆、 な、 61、 の、 て〇命 3 
を 〇な〇 の 〇 樣〇體 。盡〇 云、 然 、う、 樣 、つ、 本〇 の。© 
惡〇  全〇に 〇な〇  く  ◦ふ、！)、 に、 の、 ぴ 、體〇 本 〇 笑 

人 〇 の 〇 と〇せ 〇  3〇 す 〇 て、 云 さ、 道、 き、 を 〇體〇 
と〇蔽 。云 ◦ね。 に 〇爲〇 今、 云 う、 あ、 な、 全 〇人〇 
云 Q は0 ふ。 ば0 生 0 め 〇の、 貪、 せ、 う、 い、 う 0 の 0 
ふ 〇 れ〇此 〇 な0 れ 〇の〇 用、 功、 で、 身、 い、 す 〇せ〇 
云 て ◦な〇 付0 實〇 に、 と、 叶、 は、 や、 る。 て’0 


其 他 綱齋は 湯武放 伐を 非と し、 赤 @. の 四十 六士を 義士と し、 楠 公を 賛美 
して 「か t  > 斯」 と稱 し、 足 利 尊 氏 一 一品 親王を 弑す とし， 尊 氏 兄弟を 指して、 
iu EA h M. 」 となし、 殊に 靖獻 遺言を 著は して 忠孝 節義の 精神を 鼓舞せ 5、 
彼れ が 我名敎 上に 於け る功勞 、决 して 看過すべからざる もの あり、 彼れ 
又 嘗て 「辨 ，大學 非， IL 氏 之 遺書 一辨 と一 篇を 著は して 伊藤 仁齋が 「大學 非 5L 氏 
之 遺書 一辨」 を駁擊 せち 
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争 
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第 四 章 佐 藤 直 方 
第一  事蹟 

崎 門 三 傑の 一人を 佐 藤 直 方と なす、 直 方、 小字は 五 郞左衞 門， 備 後の 人、 年 
二十 一にして 京師に 赴き、 永 田 養菴を 介して、 始めて 山 崎 闇齋に 謁す、 先 
達 遺事に 當 時の 事を 記して 左の 如く 言へ $、 云く、 

佐 藤 直 方' 永 田養菴 にょうて 垂加 翁に 見 ゆ、 翁 問 ふ、 汝嘗て 何の 書を か 
讀む 、直 方 云く、 且く 五經を 誦すと、 翁 乃ち 問 ふ、 大夫 四方に 適く に、 安 車 
R 乘 ると、 此れ 記し 得る や不 や、 直 方 答へ 少しく 凝滯 す、 翁 直に 云く、 曲 
禮に あう、 戴 記の 初 卷尙ほ 記し 得ず、 烏 ぞ五經 を 誦すと せんと、 因 6 て 
養菴を 顧みて 日く' 年少 予 に從學 す、 早き 乙とは あり、 且く 退いて 誦讀 
する 乙と ?: 須 ふと、 直 方大に 耻慨を 懷き、 是れょ 6 .憤. CN を發 し、 苦學 K 

9 

食を 廢す るに 至る、 後一 年に して 復た翁 に 詣る 、時に 鵜 飼 金平 坐に あ 
う •會 J: 日 肆竹村 漢本二 程 全書を 携へ來 る.， 翁 輙ち直 方を して 之を 誦せ 


;しむ、直方受け讀ん\」傾る滯遴す、翁叱して金平に投ず、金平卷を開い 
I  て 序文を 誦し、 一字を 蹉たず 、讀 み畢 う、 傲然と して 云く、 明 人文を 作る 
I  も、 亦復 穴 浮 靡と、 翁 直 方に 向つ て 言 ふ、 讀書 他們の 如くに して 始めて 
I  是な 6、 何ぞ汝 が 滞 漉す るが 若くな らんと、 直 方 益" 摧屈 す、 然れ ども 亦 
資性 英發 、因うて 徐に禀 して 云く、 小 子 嘗て 浮 屠の 一切 經を 誦し、 堂塔 
一を 建立す る ものを 見る に、 未だ 必ずしも 佛界に 至らず、 小 子 精懇に し 
j  て、 志、 成佛 にあう、 聖學に 至&て も 亦 此の 如し、 豈に 該博を 之れ せんや 
と、 翁 大に其 言を 奇 とし、 寵異 最も 至る、 

闇齋 弟子を 敎 ふる Z: と 極めて 嚴 なう、 然れ ども 直 方 之に 事へ て 惰ら す、 
I  遂に 能く 其 旨を 得る に 至れ $、 後 彼れ 徙うて 江戸に 居る、 

I  直 方 人と なう' 高邁 逸 {石、 皓齒玲 々として、 眼 彩 人を 射う、 頗る 口才 あう、 彼 
一れ 諸侯の 坐に ある も、 毫も 之を 意と せず、 肆辯懸 河、 譬喩 涌く が 如く.、 一  坐 
一傾聽 せざる なし、 彼れ 又 平素 自ら 奉ずる 乙と 豐麗 、日に 醇 酒を飮 み、 快活 
j  紀 ，'.か^を  r  じ、 75° ^° |  w々 L0 、 &0 n0 % t ° 濶  1 i io ffi0 の 人に して、 闇齋及 
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I  i  i 斯 so to 如 Ro i l;o p &o s',o ao ^ 0o l>o ao 5:o 、 so Lo «o no w H0 ®0 和 R0 fe0 ^0 

て、 最も 磊落 不覊 なる ものな う， 

彼れ 初め 父の 職 5: 承け て、 結 城 侯に 仕へ、 俸 五十 口を 受く 76 祿六年 之を 
辭 す、 後 又 廐 橋 侯に 仕へ、 其 邸に 居る 乙と 二十 年、 侯 年 ごと R 之に 百 金を 
餽る、 然れ ども 道 合は ざるを 以て 遂に 之を 辭す 、時に. 年 六十 九、 彥 根侯賓 
師を以 て 之を 招き、 禮遇 甚だ 渥し、 彼れ 語 次從容 として 其 老臣に 謂つ て 

日く、 

凡を 天下の 寧、 生れながら に して 知る もの R あらず、 是を以 て 各 i 師を 
求めて 業を 受け、 琢磨 浸灌 して、 以て 其 道を 得、 今や 古に 據ら ず、 師に學 
ばず して、 乙 れ を 裁 制する もの あう、 天下 慣れと なして、 其 非なる を 知 
い t 諸君 之を 知る か、 是れ 他な し、 政事な 6、 夫れ 政の 不善は' 乃ち 黎民 

〇〇 〇〇 〇〇〇  〇〇 〇〇〇 〇〇〇 0 0 0  〇〇  〇〇 〇 〇〇〇 、〇」 0 •〇 

の 害と な $、 後世の 憂を 貽 すな i、 而して 人 皆 乙れ を 臆に 取 う、 愼 重を 
知らず、 猶ほ 茶話を なすが ごときな う、 其れ 可な £ ん や、 

一時 以て 確言と なす、 彼れ 享保四 年 八月 十四日を 以て 唐津 侯に 進講す、 


疾暴に 作 6、 肩 輿に 駕 して 家に 歸る 、翌日 永眠す、 享年 七十、 門人 三輪 執齋 
倉皇として 至る、 至れば 已に簀 を 易 ふ、 乃ち 和歌を 作うて 之を 哭す 、先達 
遺事に 云く、 

闇齋 性急に して 特に 門人の 遲鈍な る ものを 罵る、 直 方 安正 輩 來うて 
玄理を 談於 るに 及ん て 始めて 怡 笑す、 

此れに 由うて 之を 觀れば 、直 方の 如き 闇齋に 親近して 最も 能く 其 道を 
得た る 一人な 3、 然れ ども 彼れ 嘗て 敬義 內外考 論を 作うて 闇齋 が說を 
非と し、 爲めに 罪 5: 闇齋に 得、 師門に 出入せ ざる もの 二 年、 殊に 闇齋が 晚 
年 神道を 唱 ふるに 及んで、 直 方 之を 疑 a 、 毅然として 從はず 、是を 以て 竟 
に 弟子の 籍 ?: 削 £ る、 先達 遺事に 云く、 

淺見 佐 藤 師門に 絕た る、 淺見 晚に 香を 炷いて 拜跪 、罪を 神靈に 謝す、 佐 
& かか や 、 

直 方 人に 接する に、 儀矩を 設けず、 飾 弟の 間、 禮法太 だ 簡な 6、 嘗て 言 ふ、 
吾れ 臭を 逐ふ 者の 爲めに 書籍を 講說 す、 此れを 友 生と なす、 但  > 從游日 
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久しければ、 則ち 呼ぶ に 爾汝を 以てす、 此 輩亦竟 に 弟子の 班に 居る の 
み、 今の 學者 多くは 其師を 信ぜず、 獨う師 自ら 尊大に す、 其 妄笑ふ べし、 
彼れ 又 嘗て 論じて 日く、 

博覽强 記、 能文 善書、 宋の蘇 東坡い t  く^ r し ^ か ど y 者 r 
6 して 之を 視れば 、東坡 固ょ 3 論ずる R 足らざる なう、 故に 學 者其識 
見、 東坡 1: 以て 俗儒と 5 す R あらざる ょ-^ は、 聖賢の 地位に 至る 乙と 
を 得ず、 今 多識 及び 詩賦 文章 皆 之を 善くせ んと t すい 者、 世を 沒 1-" る 
まて 眞 儒 ^ る 乙と 能は ざるな- CN、 

彼れ が 如何に 實行 を尙び しかは、 此言に 由うて 之 1: 知る ベ & な， 9、 

當 時の 學者 大抵 皆 字號あ 3 、然る {C 直方獨 3 字 もな く、 號 もな し、 或 人 之 
に 謂つ て 日く、 

山 崎 闇齋は 、子の 師な A、 淺見 綱齋 ' 二 宅 尙齋は 、子の 友な う' 而して 皆號 
を 以て 稱す、 子 獨 6 尊稱 すべき ものな し、 知らず 何の 說 あるか、 

直 方 答へ て 日く、  , 


蠢 


鈉舻你 RO 砂 2 1 00 於、 砂 斯か {デ 影 ^0 LO MO PI^ L0 ^)0 ^ ®0 が #0 <° び 

O o -O o、， to 9 o 9 :o o o o o o p o o o o o o o o o o o  330 

とを せ / I 假令 a 佘 彼の 西の 邦に 之く も' 亦 名は 直 方、 通稱は 五郎 左衞 
0  0  0  0  0  0  0 

門を 以て 居 6 ん 

是れ亦 一見識な 6、 門人 等稱 して 直 方 先生と S へ h、：ln »JA lfA 
炉 △の △號 △と △す" る  f ?: Q nA pvf nA f:、, nA l、 @JA !^w AA sA KA ^^ 0A ^ 
にして、 直 方の 號にあ らず 、直 方 又 嘗て 其 居る 所の 軒を 峰 松 軒と 名 づけ 
し 乙 と ある も 0' 疋 n 亦自稱 の號に あらざる なぅ. 

三 宅 尙齋が 、默 識錄 〔卷之 三 j に 直 方を 論じて 日く、 

直 方 先生 氣禀 宏濶穎 悟、 故に 其學 苦まず して 至 Y 中年 if ®' (め f 進 f 
ず、 屬績前 十四 五 年、 學を 好む の 篤き、 手 p  r 釋か ^? A" と 記 f め、 / h" 足 ㈤ 
子に あら ざれば、 未だ 嘗て 口舌に 載せず、 才の 穎なる、 辭の敏 なる、；^  h 
人と 學を談 じ、 譬論百 端、 殆ど 人を して 踴躍 自得が いの、 實に 東方、 の、 一 1 
人の み、 慽む 所の ものは、 其學、 小 學四子 近 思の 間に 止ま 6  r ❿ か 錄 f 
知篇に 載す る 所の 先賢の 語に 吻合せ ざる もの 多し、 而して 其 r 識 、の 
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徹、 未だ 能く 精微に 入る や 否やを 知らず、 其 道を 談ず る、 所/ 謂 壁を 隔て _ 

、聞く ベ S もの 庶幾し、 其 天命 本然の 妙を 發明 する も か、 今 世に 存せ 

-? 、  • 

す 

又 云く、 

直 方 先生 始め 日向の 大守水 野 某に 仕 ふ、 之 1: 辭して 後、 雅樂頭 酒 井 某 
の魄を 受 く、 中 ごる 其 邸に 館し、 前後 二十 餘年を 歷 、酒 井 某 甚だ 勢 利に 
志し、 己れ が爲 めに する の 心なし、 故を 以て 直 方の 力、 分 寸の 効な し' 佘 
竊に 其餽 ?: 辭す るの 速なら ざ るを 惜む 、幸に 尙ほ簀 を 易 ふるの 前 一 
年、 餽 を 辭 して 邸を 出づ、 以て 他人の 譏を 諉す べし、 我輩 當に戒 むべ し、 
又 云く、 

直 方 先生 極めて 穎悟、 其學 苦まず して 成る、 其 才 辯快濶 、儔すべき の 人 
なし、 故に 其 門人の 學を なす、 精微を 探らず、 直 方 先生 書を 讀む乙 と甚 
、た 簡に して、 六經に 及ばず、 唯-之を 談 ずる、 四書 小學 近思錄 のみ、 故に 其 
徒の 學 、甚だ 固陋な ぅ、 綱 齋先 生生 質朴强 、其 學博 ぅして 極めて 精し、 故 


に 其 徒の 學 、亦觀 るべ し、 因うて 謂 ふ、 三千 子の 傳ふ る、 曾 子に して 子 思 
孟子の 學を 生む、 我輩 須く 後學を 誤 まらん M とを 慮 かるべし • 

尙齋が 評、 毁譽相 半す る ものと S ふべ し、 長 島 侯淸曠 秀邁、 直 方を 一見し 
て 其玄談 を 聞き、 衽を歛 めて 讃述 す、 直方沒 する に 及んで、 便ち 尙 齋を延 
く、 尙 齋口談 極めて 周密に して、 曾て 淸言 せず、 侯是に 於て か 學を厭 ふの 
意 あう、 乃ち 尙齋の 直 方に 及ばざる 所 あるを 知るべきな 5、 

赤穗 侯の 遺臣 大石良 雄 等吉良 氏を 襲うて 之 5: 殺す、 明日 跡 部 光海 來 6 
て 謂つ て 日く、 

赤 穂の 義士 復讎す、 先生 旣に 之 5: 聞く や 否や、 

直 方 日く、 

此れ 復讎に あらず、 何ぞ 義士た るを 得ん' 

遂に Z: れ を柳宗 元が 駿 復讎 議に徵 し、 論じて 以て 上を 陵ぐ ものと なす、 

搴 

直 方が 門人には、 稻葉 迂齋 H 輪執齋 、野 田剛齋 、天 木 時 中、 永 井隱 求、 友 部 安 
宗、 跡 部 光海、 菅野兼 山 等 あ う、 迀齋 名は 正義、 十左衞 門と 稱す 、寶曆 十 年 十 
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月を 以て 歿す、 年 七十 七、 執齋後 陽明學 に轉 ず、 迂齋 子默齋 あう、 默齋名 
は 正 信、 通稱は 又三郞 、著は す所迂 齋行實 、墨 水 一滴、 先達 遺事、 孤松 全 稿 等 
あ 6、 迁齋の 門人に 服 部栗齋 、溝 口浩齋 、村 士玉水 等 あ-/ 默齋の 門人に 奥 
平 栖遲菴 •手 塚 坦齋等 あう、 栗齋の 門人 R 宮原龍 山、 光海の 門人に 岡 田 盤 
齋 あう、 

直 方 著は す 所 排釋錄 、鬼神 集說 、講學 鞭策錄 、道學 標的、 學話、 餵 藏錄等 あう、 
就 レ 中 觏藏錄 は 彼れ 自身の 學說を 叙述せ る 7P のな ふ、  ， 


第二 學說 

闇齋 、程 朱の 說に本 づき、 敬義內 外の 說を 立て、 身を 內とな し、 家國 天下を 
外と なせ h、 闇 齋の此 說に對 して 直 方、 綱齋と 同じく 異論 5: 唱道せ 6 直 
方 ^ て 敬義 內外考 論を 作る、 載せて a 藏錄 〔卷之 二〕 にあぅ、 云く、 

0000000000000  0  0 、〇〇 oo LP o ;° o、o )° 、 J° 〇ノ :° |° 

易の 文 言に 敬義內 外と、 此れ 乃ち V 心と 身と を 以て 一一 一日 ふ もの ffr して 程 
知 0〇 _渺、^い斯 >〇 く〇へ_ &〇 ^〇 往年敬義先生近思錄爲學の敬義內外を 
講じ、 枭 卜む い、 於 it  p T- b ル トむ ヤか鼢 か” 當時 門人 或は 信じ、 
或は 疑 a 、 信疑 相 半し、 辨 論して 學 友の 爭 論と なすに 至る、 予 時に 偶纟疾 
あ $、 講 席に 侍せざる 乙と 日 久し、 同 友の 徒 日に 來 6 て內 外の 說 5: 問 
ふ もの 衆し、 ’ い 4 £  g  S 1: A ? : もい  $  :  △ て Ih A v£ n A 

ム △△△△△△<△△△△△△△△△△△  △‘△•^△ A )A 、 ^ ''A :A 1iL、 

い如ぅて遂に罪を先生に得た殳師の門に出入せざるもの幾と二年 
淺見 安正 已 1; を 得ず して 敬義內 外說を 著は し、 以て 程 朱の 正意を 發 
明し、 而し て學 者の 疑惑を 解釋せ ぅ、 今 孔孟 程 朱の 書を 讀んで 其文義 
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を曉る もの、 一た び 之を 觀れば 、則ち 辨詰を 待 穴 ずして、 以て 自ら 其 旨 
を識 るべ し、 何の 疑 か 之 あらん、 

此の 如く 直 方は 閽齋が 身を 內とな し、 家 國 天下を 外と なすに 反し、 心を 
內とな し、 身を 外と なせう、 直 方の 說是な $、 然れ ども 闇齋が 謬見を 持し、 
頑として 變せざ る 極度の 執拗に 至 $ ては、 亦 以て 珍と する に 足る もの 
あるな- 

驩藏錄 〔卷之 三〕 it 學 談雜錄 あう、 其 中往 々傾 聽す るに 足る もの あ 因う 
て左に之を擧げん、 

一 

天地 之大德 謂 ^ ， 生々 謂 為、 なれば 人は 生た ものな- N、 近思錄 の 道體、 皆 
い きて 流行す るな う、 人欲は 死物な 办、 天地の 流行に あらず、 曾 點の章 
の 注 「曾點 之學 、人欲 盡處 、天理 流行、」 見るべし、 故に 敬は 人の 心を 生かす 
なう、 放心は 死なう、 一 陰 一陽 無 „間 斷 一 も 生た. ものな う、 死 敬活敬 見る ベ 
し、 易に 「君子 終 B 乾 令、 不 k = 於 誠； 天 行 健、」 (好 蹲 ■一“  i 吵は) と、 一息の 


間斷 なし、 川上の 歎 も 愛な う、 (紳) 中庸 二十 六 章 「至誠 無滷」 よう 「丈 王 之 

0 0 0  0  0  0 0 0  〇  〇  、〇 〇 、 ぷ o flo o lo 
所， m 爲 ^ 也」迄、生々積累の意、誠は死物でな&所、看るべし仁を重て力 


11 如 &き |:0 爭2^へ ^0 周子の一者無欲の親切味ふべし、佛者は*を死 
心 いか卜 か 心 V 5 > o> t > ぃ 1: > 心 6 ん心沁 4 心  b wo so 佐 «o ^ io <o 
か ^ o lfto *0 如 砂” fe° »° 、 ^° < 0 & *0 ^0 ^0 世の 實學 者と 稱 する 人は、 愛が す 

へ—  ノ〇  00000  〇 

きと 合點 ゆかぬ 故に 心 法と 云 ふ I とを しらず、 (料') かぅ 見れ は 敬が 

〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  0 0 0  〇  〇  〇、 9、 o、 :° o 、 5[° 0、 >0 b0 ,° ^ ?l、、？1 [>0 ^0 p}0 D0 
始終の要、歡夢の $( 本な$とは云ふな$敬力らゅぅ/ねは仁もも斷ぁ 

000000000  000 、〇〇 000  〇ノ  0 :° 1° :0 〇"〇>  ,S、L  §  k  In 

つて a 欲 あ^ o' 勇 もと どか ^ 知もう は C しうて 根 ド 入ら ^ # |一 德性 一而 


道，， 問學 II ° とは 愛を 云 ふな 


6- 


mo ll ?:o 伽 e>o 伽 AO 即砂か 於 A^ ?:o iio ?io 抑 50 ぺ柳) 1 H *° A0 ^0 ^0 ii0 a0 ^0 n° 、 死 
か 炉斯如 i: 0o &^ ^° ^° Lo 、 聖賢を 尊信 t ' るは、 其 言行を 尊信した もの 
むい、 む 4 >  歡 w  H  0  V 一ー ハ 日 〔打 か、 ーゲ P 费 ^' がば^^はなしゝ異端の徒 
於 佛 神の 力を たのみ、 病を 除き 貨 福を 求む るは、 かいし & 愚なる 乙と 
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な. う、 生 た 人は 妙藥 でも 覺ぇ て、 言うて 聞かす る 乙と も あるべ し、 死ん 
だる人が何とするものぞ、我死後に我子孫を人が打殺で.てと(めい0 
7P、 なんと 7P {± 方は なし、 死 / 1 で 後に 子孫を 守 y や^ i " ぎ P や レ、 (g) 
今 孔孟の 眞跡を 持ちても、 金銀には なる' 我心 身の 德、 學 問の 益には な 
らず、 摘が 帶 し ^ る劍を 持てば、 武邊が なると 思； 5、 四十 六 人の IW を 所 
望す る 樣なこ とは、 淺間敷 & Z. とな う、 歷代 聖賢の 30 興 ®0 5:0 研 -\0 ^° ^° 斯 
しても、 我 志 立たねば、 學問は なら a、 世上の 墨 跡 5: 好む 人に 賣つて 、相 
應に 生業を し、 知 音 懇意の 貧苦を 救 ふ 迄の rJ となう、 弓矢の 守う 神の 
談笑 ふべ し、 盛久が 千手觀 音に たすけ、 b れ たを 見て、 尊信す る 武士は、 
道理の 瘍の 用には 立た  $ *- ?:0 f y ° 5 0 A0 ^0 «0 «0 R0 5° 0 へ ft0 s0 n0 ldv0 、 M0 ^0 
無學の 人は、 論ずる に 足らね 事な う、 ( | ) 人の 忠信が 我 進 德の爲 めに 
はならず、 忠信の 人と 語 $、 忠信の 人の 樣子 1: 聞けば、 をれ に 化して、 我 
心身が 道に 進む 益 ぁ i と 云へ ども、 每 aA f&A ^ 0A II2 ?:- «- /LA \iv^^^ 
なければ 少しも 化する 乙とは なし、 况ゃ 1 一 孟に 及ばず、 p  W ダい か 


る ◦な 〇 ま、 な、 达0 を、 を、 の 我 
な〇 ら〇れ 、つ、 な〇 十、 う、 至 名 
う 〇ね〇 ば、 て、 く〇 萬、 れ、 ]) を 
師〇 ば〇孔 、講、 大〇兩 、し、 な 唱 
だ 〇 成 〇 門、 習、 分〇や 、が、 う へ 
の 〇就〇 三、 す、 の〇ら 、る、 願 A た 
み〇 せ。 千、 る、 金〇ふ 、は、 ふ △ら 
を 〇ず〇 八、 に、 を〇 と、 今、 も △ば 
す 〇 な 〇 皆、 師 、人〇 云、 國 、の △ 决 
る。 ら〇 顔、 が、 に〇ふ 、君、 も △定 
學〇 う 〇 曾、 我、 受〇 を、 で、 卑 △極 
者 〇 と 〇 の、 れ 、く  〇 う、 も、 怯 △樂 
は 〇思〇 樣、 を、 る〇れ 、貨 、な △に 
プ ふ〇 に、 君、 善 〇 し、 福、 乙 △往 
の。 人0 な、 子、 は 〇 が、 人、 と △生 
み 〇 の〇ら 、に、 な〇る 、て、 な △  3 
は 〇勸〇 る、 し、 し〇樣 、も、 I) △せ 
な〇の 〇 、、 て、 是 な、 な、 我、 う 
い 〇 上 〇 筈、 く、 れ も、 ん 、れ 、迎 
兎 〇 に 〇 な、 れ 、で の、 の、 を、 へ 
に 〇師〇  i)、 る、 考 な、 乙、 極、 と 
角 〇が0 兎〇こ 、へ う、 と、 樂 、ら 
に〇 差 〇 角 〇 と、 見 志。 な、 へ、 う 
も 0 弓 1〇 弟 〇 が、 よ あ 〇  § 、や、 と 
己。 の 〇子〇 な、 今、 る〇 に、 ら 、云 
れ〇差 〇の〇 る、 日、 人 〇 我、 ふ、 ふ 
が 〇圖〇 方〇に 、師 、が。 れ 、と、 は 
自〇を 〇か〇 極、 弟、 我。 に、 云、 粗 
立 〇 す 〇ら〇 は、 と、 務〇 金、 ふ、 忽 


k い &讓 歙 r  r，K  r 俨で 4 : i ' い mr む 益 ぁるべき ゃ、 此樣な る昧 
5:0 如 50 ル <0 ^0 :&似 «0 、鼢駟 ^0 、加加 &0 价や、阿彌陀が我れを十萬億土へ 
迎へ とらう と 誓願を 立てた とて、 難 有 S 辱 S 御 佛樣じ やと 云 ふは、 ど 

000  〇  0000  0〇 ?0 -0、〇〇 o、 o 0  01 

うした わけ もな き Z: とぞ 、我 志が 立たねば 、何程 佛が 思うても ならぬ 
云 ふ Z. と ?: 知^' ぬ « も 人 A、 の 志の 立つ と 立 * ぬを わき ^ へす R 
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なう、 冬 寒 夏 暑は、 常な う、 時 あつて 寒暑の 不時は' 變な 6、 吉凶 禍福、 壽夭 
貧富の 異も皆 同じ so 理で 云へ ば、 人は 皆 聖賢の 筈な is て 其氣が な 

云 ふ樣に 不の 字が 氣の變 な^ V、 父母に 孝を する は、 定理な-^、 不孝なる 
4 、 m- & «" わい、 性^! は 定理な う、 不善は 變な う' 士のに げぬ は理な う、 に 
0 か. , 卜 い * o «° 於 ^0 5 〇 砂 RO MO + ^ 於妒がか «,0 ^0 &° が、朱子の所ヒ謂「反- 
於 苘一一 l pA 於 異 I 也』 とは、 爰を言 ふ' 其 同とは' 定理の 乙と な う、 其異 とは、 氣 
の變 な- 4 AO 紗 *° 5:0 & n0 w  砂 ^ 妒於 w^w^ fc0 ^0 ®:0 〒私 0° 


立。 變。 

た 〇は〇 
ぬ 〇な〇 
故〇 し、0 
に 〇氣〇 
氣 。を0 

に 〇 理 〇, 
ま〇 か0 
げ 0 ら〇 
ら〇 さ0 

る〇 し0 
、〇  〇〇 
乂〇 かつ 
心 〇ふ〇 
道。 故。 
心。 に、0 
の。 氣。 
義〇 に0 
も 〇ま〇 

愛。 げ〇 
に 〇ら〇 
あ〇れ ° 
1)0 ず。 
B  Jl° 
人 k° 
上人。 
に \1° 
立 理3 
て が ひ 


故 〇は理 
に〇皆 を 
ポ〇氣 外 

の 〇 に に 
字 〇 ま し 
に 〇 かて 
な。 れ* 
つ 〇 た の 
た〇る 變 
も0 なを 
の0 う、 あ 

な。 冗。 I) 

う〇 人。 が 
故 〇 は 〇 た 
に 〇 理〇が 
學 。に。 る 
問 〇固〇 純 
は0 有 〇 明 
變0 し0 と 
化 0 て 〇 云 

氣0 居0 う 
質 0 れ〇て 
て 〇ど〇 か 
な 〇 も 〇 た 
け0 錳 っじ 
れ〇が 〇 け 
ば 〇 わ C) な 
用'。 る 〇 が 
に0 き 0 る 


ば、 理 からを さむ る 故に、 下の 風俗 も、 をれ に 化して 皆 善な*^ & 人の 
代に も わる S 人 あるは、 かの 變氣 •が ある 故に、 惡人も あぅ、 凡人が 上に 
位する と理が なき 故に、 下が わるうな つて、 善は a ^ と减 少して 世上 
一同に 不の 字になる なう、 夫れ が禽獸 になつ たと 云 ふ ものな々、 故に 
衰世に 1 理の 人が 稀に し ^ 不の字 多し、 ( S ) 學 者の 見所 あると 云 
ふよ、 此常理 をた しかに 知る てと な 6、 朝 聞： 道の 章考 ふべ し、 異端 俗人 


vto lis、( s 異端は 理が なき 故に、 氣の妨 をい やが るから 捨身 出 f @  1* 
るな う、 皆 氣の方 ばかう' なう、 仙人の 術も氣 を 保つ 計な う 吾 儒の 道は 

@®®®®®®J> ^© c® ® l© D® p c© ^ fe^ a© ?J D® ^© l® 3© ^J i© ^J r3 、 »c v 

於き か* s-佐 々の 苦 勢なる 事 あつても 尹 n をの 力^'  — ^ 
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2: 田 1 1  =  |&ジ？* 1: ^ ぢ5ぼ 1! ， 6@ ?すべの、理 

い 如かは m A" い M- 隨とは 、よく 云う 穴 i、 己れ が一 身の こ、 ろよ い 樣 

、、、*、、、、 @@®©®©©®©®©©©®©  ◎沿、© ^ ©© 

X ぬ 咖 I  i  h  “、 釋迦が 生 老病 死の 苦を 厭 a て、 雪山に 遁れ たは、 理を 

知らぬ 故な う' をれ から 萬々 世の 毒を 流し ^ ものな う、 今 病人の 夜伽 

をす るは、 氣の つまる Z. となれ ども、 伽を する 箸の 人 なれば、 する こと 

をい やとは 思は ぬ 筈な 6、 理を たしかにし 6 ぬ 人は いやがるな う 、た 

C 四書の 文字の 上で 理と 云“ 乙と 5: 知つ 犮 分では、 用には 立たず、 己 
〇 〇〇〇 00  〇〇〇  〇〇 000000 〇 0000000 o o io o 
れが 心に 得ぬ 人は、 理を實 に 知 〇 たとは 云へ ぬな う、 うはつ 6 を 知つ 

加  1  一 黴 (io > &o sw /JJO ノ Lo ^o h0 4  ^^ 50 0(1) 今學 者が 祿を 求め、 身 
を 乙、 ろよ くした きとて， 出家を たのみて、 祿仕 する は、 理を 知らぬ の 

甚 しき？ £  §  i  £  P  5  g  S  K 念  &  S  ぃ  S. 
S  和 50 ぃ、 s slo ^o «o 5ss to s  公  S  如 0〇 卜  S  心 3、 

四 


論語の 「苟 志。 於 仁- 矣' 無 fe 也、」 の 章、 極めて 言へ ば、 孟子の 「仰不 fe K 天 一俯不 

い、 ®' ㉟ ⑺ いいいか於ジ&に^^對いて恐れかゞむ乙とぁれば人の 
たかい 阶. わ” むい、 聖賢に 至らざる ぅちは、 氣 質の 蔽 、すきと 去る こ 
となけ n ば、 し を 乙な S をす る 乙とは あるへ しけれ ども V 七 中よ*^ つ 
くぅ 出す  皆 4 ^ い， ^ I い r 於 纪」 y 、 へ T " m,  p  W 咎には ぁはざる 香 
むい、 (柳) 今日 凡夫の 上に て も •主君に 事 ふるに、 患を Z. ない 不調法は 
ゆる 3 る、 が、 心中よ $ 君を ない がしる にす るは、 ゆるされず、 何程の 
軍功 事 功 あつても、 心中に 君を あなどる 意 あるは、 にくき ぶな り、 「爲入 

0000000  0 Jo^oo-^  0^0  0? 
臣 - Lh 於 孜：」 よ 至 © したる 乙と な办 、然れ ば學者 天に § してに り 力く る 

， 4 r が U。 の 5 SS AO の 5。し篇气を5ぅる。の 

か *- かい 阶 シい*^わか ^ 皆い&い人る答なぅ、數千卷の書を讀んて 
い、わ 貝 い #> レ <> 卜^' n> ば、 君子の 徒と 云 はれず 云云 
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云 〇 に 〇 皆 
ふ 〇 克〇有 
ベ 〇己〇 付 
し、〇 し 〇 か 
凡 〇 て〇れ 
人〇 人0 た 
の。 欲。® 
は、。 を。 な 
人〇 去〇憂 

欲 〇  b0  I こ 
の。 道'0 あ 
は 〇理0 は 
s：0 を〇れ 
を 〇 明0  Q 
す0 か0 な 
る 〇  R0 ど 
を 〇 し0  k 
結 〇 た0 云 
構 ◦と0 ふ 
な〇 云0 類 
乙 ◦ふ0 皆' 
と 〇 乙 〇 イ 士 
に 〇 を 〇 合 
す 〇 高' Q せ 
る 〇名〇 幸 
あ' ◦手 〇 な 
3 ◦柄0!) 

ま 〇 と 〇 自 、〇 
し 〇 は0 分〇 
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五 

ばか i なう、 富貴に して 妻子 病氣 なし、 仕官 首尾が よい、 火事に 逢は ぬ、 
終身 氣の 毒な 乙と にあは a、 御 目出度 あやか $ た S、 子孫 繁昌、 子供 衆 


老子が 功 成 名遂身 退く と 云 ふは、 人欲のは  <  を 云 5 たもの な. 〇； 學者 
も 爱の窟 をまぬ かれねば、 叫孟程 朱の 徒では なし、 吾人 

はきと 志を a 

きむ くべ &  NI となぅ、 孟子の 三 樂を云 はれた 所を 考ふべ し、 於、 一分 P 
人の 道を 盡 くしての 上に あの 三樂 ある Z. とな- CN、 朝 聞 道の， sj となし 
には、 根が くさつ たもの なれば、 樂の せん S  くは ない、 父母 兄弟 息災て 
も、 我 一分が へぼく たなる には 論は ない、 故に 君子 有 J11 P とは 云 はれ 
た、 小人 三 樂ぁ彡 とは 云は  s、 ji:o io 於 Bo ^fo -C o ^o ^o no tfo MO go so -aio so rs io 


如 oo n 0o き s  &  s  w 5° 5 0° &  r て 孟子の 三 樂を考 へ 
て 見ょ、 君子 有，， 三 樂 ；而 王，， 天下一 不 & ハ 存-焉 。と あう、 君子 なれば、 あの 箸な $、 
凡夫は 天下 國家を 取る なれば、 何も うれ a 、 氣の 毒は なし、 只 己れ が 長 
命を 願うて 不義 淫亂 を 永く したい と 思 ふ 外には、 望みは ない、 秦の始 
皇が 長生 不死の 藥を 求め ^ % 夫れ なう、 君子は 我 身の 外の 乙とは、 何 
/ヤ へ 7 ^是， f 5 " いだ、 sy s' v  w  f  が、 s0 ^ ° «° i:o io - ffi0 «0 ?:0 p0 和 s° 外 M 
樂の 註に、 林 氏 日く、 「I 一？ io % — -o ff,o MO K° f  跏  J AO ao io ao eo po % 1 心 J 
T>o feo MO BO ^o *o pro fe fto ?° と、 3 て^^  旨ぃ 哉、 自 致の 一一 字、 今日 學 者の 一一 
字符 な.^、 右の 處に 志の 立 ^ ぬ 學者は 太平 記讀む も、 同じ 事な $、 (馴 j 

A o' ot ❿ ffi- b め 日が #- 4 いいか い S  & い 求 1; るな^'、 愛へ 目 かつぃ 
かル、4を^? ^ で>いかむい、吾人深く心得べし、さて志を立て道に赴 

。〇  〇  〇  〇  0  6  0  〇 〇 〇  O  9 -0 0 P  〇 。 0 : 0 (:0 <0 ? ^0 ,0 - ? o t 〇 如 /〇 

く Z. とが、 A^ を賴 み、 肥 上を 見合せ てす る 乙と てな し 一念せ うと 思 ひ 

〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  0  〇  〇  C  〇  〇 〇 、 〇  o:9 >o to ?o IO J:o ^o io t 0 3 0 

立て ば、 ど 乙に 障 b もな 5 る 乙と ^ 6 己れ 力 V ^L 次第 & 夕せ はな-* 
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ば 〇 い、、 出、 人 殺 
君 ^ 云、 す、 日 さ 
父 〇 云て， く  れ 
の0 奇 な、 妻、 ぬ 
敵〇特 け、 の、 樣 
と 〇  5  れ 、し、 に 
見〇乏 ば、 き、 し 
付〇な 用、 金 客て 
け 〇 6  に、 で、 人 
て 〇偖〇 立、 身、 に 
福 〇學〇 た、 を、 首 
討 〇者〇 ぬ、 立、 を 
た 〇が〇 人、 て、 貰 
ぬっ 聖 〇 を、 ん 、ふ 
樣〇 賢。 賴 、と、 の 
な 〇 に〇 ん、 思、 矢 
毛 〇 な 〇 で、 ふ， よ 
の 〇 う 。商、 は、 け 
な〇樣 〇 ひ、 腰、 の 
う〇 は 〇 し、 ぬ、 と 
何 〇知〇 て、 け、 云 
程 〇  1)0 は、 な、 ふ 

知〇 て〇 の、 う、 乙 
う 〇も〇 た、、 自 、と 
て。 志〇 つ、 分、 は 
本 〇 が〇 乙、 に、 な 
打0 立0 と、 か、 い 
は0：/ 2〇 は、 せ、 一 
ね ◦ね ◦な、 ぎ、 商 
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00000000000000000000000000000 

る、 乙 とな 6、 何の 憚る 乙 ともな けれど 7P、 凡夫の 哀し さは、 うじつ い 

て 居るな i、「s ざ かへ i なん もとの 郡へ」 と 云 ふ 句に 「思 a° 立つ 心の 外 
RO 道 もな し」 と 付けた 意は、 親切な 6、 s て 此の 如く 道理を はきと すま 
して 置いて 見ょ、 武運 長久 ?: 祈う、 神佛の 加護を 賴み 、惡事 炎 難を は 6 
a 富貴を 祝し、 ^ 神に 求め、 冥加を 願 ふの 類、 淺間 敷 Z: とに 見 ゆるな う 
我 一心 志の 外 R 何 7P 賴む乙 とはな し、 君子の 鬼神に 祈る も、 我 身を 祈 
る M とはな S、 臣子迫 切の 情、 天地 山川 五祀も 人の 爲め なう、 民を 新に 
する 乙 とは あ^ N、 人 R 新に しても らふ Z. とは、 聖賢の 書に なし、 新 民の 
新の 字 見るべし、 自 新の 自の 字は、 民の 力なう、 軍陣* には 蹈込む 計な う、 
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c  c  c  r  V-  ccc-f^  cccc((((  (  (  (  (  I  、  f 

理也。其尊無/對。我心ょぅ外に賴み力にする乙とはなぃ 
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四 八 九 


& 和い  ss£ s ;s ^° A0 f tt0 #0 ssws &° r 
六 

一 商人 日く、 火事に 逢うて 迷惑せ つな けれども、 死なずに 生きて 居る 
ので 堪忍が なると 云 ふ、 予 云く、 をれ 迄が 俗情 十分な 
咖 k かひい 卜ぃ、 妒いか 妒卜い か、 商人 日く、 命を 棄っる 


△ A △厶  厶厶 

、其 上は 俗人の 


よ^ cv 上の 乙 とが 何 か あらう ぞ、 予 云く、 學 者のは 命 ii 


〇  0  0  0  0 つ， 9 

すて、 も、 齋理が 


00 〇 〇 〇 〇〇  〇〇 0 0 〇〇 〇〇〇 :o oo、.J  -  0 ,< \ 、二 -1  S.1 

あるので、 * S/ がなる と 賢 皆して 居る 蒼な り 孟子の 所を 有 S:- = *A ルー ^ 

®@©®©©^@  (2) 

と 云ぅて おかれ 穴な ぅ、 (I) 人は 死ん て も、 理は 潰れぬ 形な き ゆ ^ な 


P 
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八 

學 者が 師の說 をき \諫 を 受けて 身を 修む るは、 先づ ょし、 去 $ ながら 
t れ 自ら 奮 發して 非を 改むる には 及ば a、 學と云 ふ ものは、 我れ 自ら 
11 か  £  砂  s  s  & no &、 2: so ぴ〇 s ao wsss  S 
加 なられ S、 吾人のは 一年に 一度 改革が あるかな S 程、 な S 程 なれば、 
埒の 明かぬ 筈な う、 論語に 日く、 過 則 勿 fe 故。 改の 一字、 學者 終身の 符な 
う、 太 極は 理な 6、 性 卽ち理 なう なれば、 本然に 不善は な S、 不善は 氣に 
わたつ てから 以後の Z: と、 不善 あれば 太 極の 本然に あらず、 學問は 人 
欲を 去うて 天理に 復る なれば、 不善を 改めぬ と 云 ふことは. な S、 氣質 
變化 は、 改む るな う、 天地 自然に 改む ると 云 ふ 乙と なければ なら 2 、(料) 
今日 學者が 聖賢の 書を 講じ、 聖賢に 至る と 云うて、 我 身の 不善を 改〇 
る 乙 となき は、 言語を 絕し为 る 乙 とな-^、 せめて 一日に 一度 改むる 乙 
と あるかと 云へ ば、 一日に 一度 もな し、 一年 R 一度 もな き學者 も あう、 
門人 R" はかめ 3 せ犮 S  >5 ある R、 自己に 改む るの 意な きは、 なんとし 


かいか^/かわ^^わ S い A' かれ ど V /2 く輕き 癖を なをす 計う にて、 
か心を い «> 卜 ?:- めむ る ことは なし' 人々 自ら 省みて 平生 改 〇 る 意が 
かか かり，^ かい 心い、 かい r  P r い «" か ^ 0' ずは r  P 
私 1> レ、 世上な ベての 人欲の 助になる 藝學 をした 方が わけが 立つ と 
云 ふ 毛の な $、 吾人 兎角 改む る合點 のないで、 學の 進みが なきな う、 自 
己の 上で 改む べきは、 何で あらう と氣 のつ かぬ も 遺恨なる 乙と なう 
きかい^  p  p v s " B" いぬ が C 0" なう、 を こに 學 友の 益は 入る こ 
いむい、 今時の 學友は '夫れ をい うて § かする 乙と なし、 兎角 自 から 省 
勤 か »0 ぬむ らぬ、 

是 等の 言に ょつ て 之を 考察せば、 如何に 直 方が 講說に 巧なる かを 知る 
に 足らん、 

直 方は 痛く 陽 明が 學を 斥け、 其 論を 以て 妄論 となし、 其 人 ?: 以て、 聖人の 

ま AA となし、 甚し きは、 ®" 0A ib か’ かとな して、 論じて 日く' 

△  △  △  △ 

鼠は くらが h に 目が 見ぇて i 物を 齧み やぶる' 小人の 形な う、 王 陽 明が 
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が 榛〇べ な 0 
下 〇 が 〇 し 1)0 
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事理を 外にす るは、 鼠の 性を 得た るか、 

と、 其 言の 餘うに 皮肉に 過ぎた る もの あるは 惜む べし、 

彼れ 又 陽 明が 學を 批評し、 知行の 必ずしも 一致す る ものに あ 6 ざるを 
論證 して 日く、  . 

王 陽 明が 格 物の 工夫は 入ら S、 良知 あれば 自然に 人欲は 知る ゞ '故に 

心の わる S を ば、 其 良知で たゞし、 まろく にす る、 是れが 人欲 5: 去うて 

天理に 純なる と 云 ふ、 何の 乙と もな S、 安 S なれ ども、 § うはなら ねば 
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0  0000000  00000000  000000000000  〇 
ょ、 知る 乙との つまらぬ 故な う、 能く 知つ た 乙とは 行 a もと <  くもの 


甚〇 
g  し 0 
■と0 

い〇 

ふ0 

則、 〇 

ち 〇 


第 

四 

早 


佐  m 
藤 學〇 

I 者0 

丄 の0 

? 佛。 

學 氏0 
說  \TO 

於0 
け 0 
る 0 

ゐ〇 

.昼〇 

に 0 

痛 0 

<° 

四辨。 

”〇 

一て0 

猛0 

<° 

距〇 

が0 


て、 

嗚 〇佛' 
呼〇敎 
孟〇を 
朱。 排 
の 〇 す 
言、 〇る 
此 、〇に 
の0 擬 
如0 す 

く〇 其、 
之 ◦蹂 
れ0 文 
嚴0 中 
且 。に 
つ0 謂 
切0 へ 
に0 る 
し0 あ 
て0 公 

子0  く, 

^70 

佛〇 
老〇 
の 0 

害 0 

楊、0 
墨 0 

上0 


6へしい «' ハひい^^いか、於に致るのェ夫が入るな$、譬へば火事は 
か t-' い かい 妒 9 p  v m' い. ♦かかい、 ハ r ^ い t ' いがる 箬 と知ヂ て も 
いいい：^い «' (めい、いル^^か «' 方は知らねばならぬはいゃと云は 
か S ぃ、 ? : へ か & か い I®' P ぬ、 4 か & ^ ぐむい ^ ?: てとを知った 
を^!：^ ヤ^: N が ま tt" い^ 广い 見ょ、 わるぃ と 知っても 行には 出 
& 阶かぃ 、か i 卜 む、 ぃぃか  一、 M  A む ぃ 、かか か から i ひを まぃと 
如ぃ かむ 4 A- む ぃ 、かか か. 卜 か 於 pry い .H かか も : r :;: 
いか ®^ ぬか：^ n ' i - V A- 欲の ぁる 歷 々の 學者が 子弟を 出家に する を 
^  い 、柄 io l io l'io 卿- t  _  い 於 心 A- t ， 少  tb A' h  云  P  は 

’ . けな 彡、 

其 言 鑿々 餘姚の 短處に 中れ るを 見るべし、 直 方 又 排釋錄 一卷を 著は し 


豈 〇  $、〇 程 0 
R。 今 3 朱 0 

己 〇 聖〇 の 〇 
れ 〇賢〇 所:) 

に〇 を0  i 胃。 

得 〇 學〇靜 〇 

る〇ば 〇坐〇 
所〇 ん〇 は。 
ぁ 〇と〇 乃、。 
ら〇爸 ち 0 
ん〇す 〇學〇 
や 〇 る 〇 者 〇 

、 t°  *° 

の 〇を〇 
力 ◦.存 3 
を 〇 す 〇 
此〇る 〇 
に 〇 の。 
用0 術 3 
ふ 〇  5 こ0 
る0 し0 
能0 て0 
は0 德:。 

no  1〇 

ば 〇 む0 
則'。 の。 
ち0 基0 
亦0 な0 


彼れ 又 時に 靜坐を 存 養の 工夫と して 門弟 子に 講ぜし と 見え、 山 崎諸彥 
筆錄 中に 靜坐說 筆記 一篇 ぁ久靜 坐の 工夫を 論ずる 乙と 頗る 精細な 6、 
其 他  蒙い 5  ひい 卜 4 i" い # > f: の！ c t: △ハ ±A 
を 義士に あらやい い、 51 於 △个❿ むい f i " い、 撕ルム ト もの VJ 非 
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彼れ 又 伊藤 仁齋が 「 P 浮 屠 道香師 ，序」 を駁 し、 痛く 其佛に 佞す るの 態度 あ 
るを 攻撃せ A、 

直 方は 靜坐 集說の 序を 作ぅて 靜 坐の 學者に 必要なる ことを 言へ 3、 云 
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る 僻說を 主張せ 6、 


第三 篇  第 四 章 佐 藤 直 方— 第二 學說  四 九 五 


第三 篇  第五 軍 三 宅 尙齋— 第一 事蹟  四 i ハ 

第五 章 三 宅尙齋 
第一  事蹟 

三 宅尙齋 、名は 重 固、 小字は 儀左衞 門' 後、 丹 治と 改 む、 尙齋は 其號 なう、 播磨 
の 人、 年 十九に して 京師に 遊び、 業を 闇齋に 受け、 淺見 綱 齋 、佐 藤 直 方と 友 
とし 善し、 遂に 共に 崎 門 三 傑の 稱を 得る に 至る、 尙齋學 成 $ て 後江 戸に 
來- 、阿部 侯に 仕 ふ、 彼れ 官に 就く や忠 直、 務めて 其 職を 盡 くす、 居る 十 年 
にして 侯 卒し、 嗣侯 封を 襲 r、 一二の 同志と 屢 > 直諫 すれ ども、 其 言行は れ 
ざるを 以て 疾に 託して 致仕を 乞 ふ、 允 3 れ ず、 猶ほ屢 i 乞うて 止まず、 是を 
以て 罪を 得、 寶永四 年 忍に 幽囚 せらる、 尙齋氣 象 豪爽、 其獄 R ある や 凡を 
三年、 每旦 水 5: 乞うて 沐浴し、 布 袍綻裂 すれば、 紙縷を 以て 之 5: 補綴し、 每 
食後 必ず 起きて 行く Z. と數百 匝、 看守 人 怪んで 戒嚴 す、 尙齋 笑つ て 日く、 
丈夫 義不， ，苟 脫； 所 „以 然1者、恐，罹_,脚疾；膝行就^‘ \- ,^<#、 

侯 又 嘗て 人を して 尙齋 が擧 動を 察せし む、 尙齋 乃ち 詩を 作 6 て 之に 示 
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かぃ、 か V 離“  £0 摯 ぃ トレ、“ 卜 釈 y 阶扒 44 酚 V 鳓. h ル 0 

i、 世 之を 尙齋の 血書と 稱す 、初め 尙齋 の獄に 赴く や、 金 一、 ーヤ兩 卜 *' 田 ft' 
氏に 付し 以て 母 i: 養 ^ 二子を 育せ し ^ 田 代氏以 爲く 、夫 獄中 R あ. CN、 艱 
苦 必ず 甚レ 、ム私 . I か ^仏、 1:> 1.於於, 1-- 心心わ 4>> 、トト.：；いみ、1 
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の金を返わへ4^於い0〒い‘&.^いわか. *" «' 4^1いか.がい心 
と' 妻 日く、 姑を 養 ふは、 妾 自ら 之を 辨ず、 之い 留 V  ずが ハ r a ^ 0' 
用に 供 ふるな りと， 尙齋 固く 朱 說を守 6、 深く 已れに 異なる ものを 疾むと 
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雖も、 然れ ども 三 宅 石菴、 三輪 執齋 及び i 木 葦 齋と相 友た 6、 學派 異なう 
と雖 も、 復た 論辨せ ず、 三 氏 皆尙齋 を稱 して 溫厚 長者と なす、 尙齋方 直な 
6 と雖 も、 性 仁恕に して、 物を 傷づ くるに 忍びず、 曾て 童子の 鼠を 捕 ふる 
あう、 尙齋 之に 謂つ て 日く、 之を 殺す も 何の 益 か あらん〗 と、 乃ち 之を 放た 
しむ、 又 尙齋が 案 上 飯粒 あ- CV、 雀每に 下 6 て 之を 啄む 、門人 相 謂つ て 日く‘ 
先生の 仁、 禽獸に 及ぶ と、 元 文 六 年 正月 廿 九日を 以て 京師に 病歿す、 享年 
八十、 門人 久米 訂 齋 、蟹 養齋 、石 王 塞 軒、 井澤 灌園、 多 田 東溪等 あう、 尙 齋學規 
嚴密な $ と雖 も、 師弟の 間、 情誼 甚だ 厚し、 是を以 て 彼れ が 歿す レ や、 門人 
哭泣、 父母を 喪 ふが 如し、 尙齋 著は す 所 默識錄 四卷 •狼 * 錄三卷 、白 雀錄一 
卷、 祭祀 來格 說一卷 、太 極 圖說解 筆記 一卷等 廿餘種 あう • ^° , M0 ®0 i0 M° 
s io s ^o no 抑 ■ 5:° £ミ 4〇 0〇 以£紗 1: ;〇 |〇° 5〇 ? 祭祀 

來格說 の 如きは、 本と 狼霉錄 中の 一篇に 過ぎざる な 6、 默識錄 は 倫理 彙 
編 中に 收 載し、 狼 毚錄は 甘雨亭 叢書 中に 收載 せう、 尙齋が 事蹟は 山宮維 
深の 尙齋 先生 小傳 、板 倉 勝 明の 尙齋三 宅 先生 傳及び 先哲 叢談 〔卷之 五 j 近 


一世 叢 語 〔卷之 二〕 先達 遺事 等に詳 な 6、 
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一み 穴る 者の 如し、 即ち 默識錄 、狼 違 錄の二 書 B て 證すべ & なう、 
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乃ち 彼れ が 根本 原哩 とする 所は、 理に 外なら ざるを 知るべきな 6 尙ほ 


之 一) 

と S ひ、 又 
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學說 


尙齋は 獄中に 於て 婆羅門 哲學に 類す る 一種の 神秘 說を考 出せぅ、 彼 れ 
固ょ b 朱 子と 同じく 理氣二 元 5: 立 すれ ども、 理を以 て 大本と なし、 氣は 
1 j か 如 於 ハ il VA J tA 故に 勤 動.#  13 0O ? XO S  i TO が 妒” 彼れ 理氣 を 論 じ 
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に 比すれば、 一段の 進步 を 成せる 4 のとい ふべき な 6、 

彼れ は 又 宇宙に 本 原 一定の 規矩 ある 乙と を 信じ、 之を 論じて 日く、 
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のみ、 (同卷 之 一) 


其 所 v 謂 本 原 一定の 規矩は 卽ち 宇宙 5: 一貫せ る 秩序に して、 初めよ 6 豫 
定せら れ /2 る 意匠 Design ある ?: 意味す る ものな う、 彼れ 又 天地 間に 一 
定不易 の 天命 ある 乙と を 論じ、 吉凶 禍福 夭 壽等總 ベて 有 生の 初めに 豫 
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是れ卽 ち 一種の 定命 論に して セント オ ~ ガス チン アクヰ ナスカ ル ヴ 
41 ン 諸氏の predestiliation の說と 頗る 相 類似す る 所 あるが 如し、 彼れ 尙 
齋は 婆羅門 哲學の 如く 最大の 精神と 特殊の 精神と ある ことを 考 出し、 
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秘 的の 關係 ある ものと せう、 特に 此 一種 S 秘的 の關係 あるに 因 i て 天 

ir iv x0 沪 s° ? ^ i° 0o tt° s° iI0 M0 ^0 i)0 r  豪 ®0 。 一 ©0 0° ,  , R° .M° t° 。 るび ^° 


後者を、 各 具の 神と 名 づけ、 前者 ？: 統體の 神と 名 づけ、 兩 者の 間に 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇-〇 


自〇祖 〇 發0 
家 〇 考〇見 ^ 

の 〇の〇 し0 

精。 精。 
神〇神 ◦家 
又 〇 は 〇獨0 
其 〇則〇 得0 
形 〇 ち 〇 の0 
を 〇 天0 天 Q 
主 〇 地0 人 Q 
と ◦の 〇 合0 
し 〇精〇  一0 
て 〇 神0 論 Q 
其 〇 の 〇 を ) 
形 〇理〇 主 〇 
に 〇 に 〇 張 13 
局 〇 根 ◦せ D 
せ 〇 し0!^ 
ら 〇て〇 其' 
れ〇 生〇言 

ず 〇 冷〇  ( こ 
忽：窮 c 云 
ち b°  < 
百な 〇  、 
里 き0 
の も0 
外 の0 
に な0 
往 b° 


根 〇を〇 の 〇 に ら 
し 〇以〇 —〇復 す: 
て 〇て〇 事 〇し十 
生 〇 之〇祖 〇理數 
じ 〇 を ◦考〇 に 年 
理〇天 〇 已〇 循後 
に 0 地 0 に 〇つ或 
循 3  ( こ 〇 死 〇 て は 
つ 〇 求。 し 〇聚他 
て 〇 む 〇年〇 ま 人 
聚〇れ 〇 月 〇 る 之 
ま 〇 ば0 過。 Z  を 
る 〇 則 〇度〇 と 問 
乙 〇 ち 〇 る〇此  U 
と 〇必〇 と 〇 の 或 
此〇ず 〇雖〇 如は 
の0 齟° も0 し 自 
如0 考0 亦0 天0 家 
し0 な〇 祖〇 地0 之 
天 〇 るつ 考〇 間〇を 
地 〇 者0 の0 祖0 求 
祖〇の 〇理〇 考〇む 
考〇 復〇滅 〇 を ◦る 
自〇す 〇 せ ◦生 〇 に 
家 〇る〇 ず 〇 ず 〇 因 
各0 あ0 祖0 是0  {) 

一 〇う〇 考〇 れ〇 其 
間0 理〇 の〇天 ◦事 
な0 に0 理 〇地〇 頓 


き、 頓に 百年 前に 至る、 位を 立て 主を 設け、 必ず 誠、 必ず 敬、 祖考の 精神を 
聚め、 龃考の 理を以 て 之を 陽に 求め、 陰 R 求 むれば、 則ち 自家の 精神と 
與に 二氣 '位に 合復 す、 主に 靈ぁれ ばな 6、 蓋し 主を 立て、 在す が如& 
の 敬を 致せば、 則ち. 我 精神の 向 ふ 所、 必ず 引 S て聚む る もの あう、 卽 ち 
是れ我 精神の 伸ぶ るな う、 二 氣合復 するな う、 天神 人 鬼 二なら ず、 人に 
驗して 見るべし、 十數年 前、 嘗て 喜 怒の 事 あり、 事已み 時 過ぎ、 我心 亦 停 
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五〇三 


彼 A 我〇祖 〇永 〇あ〇 は0 な 〇ち0 し 彼 
れ △精 〇考〇 遠〇る 〇聚〇 う 〇最〇 彼れ 
が △神 〇乃〇 不〇が 〇散 〇然〇 大0 れ此 
根 △に 〇 ち〇滅 〇爲〇 あ 〇 る 〇 の0 が 旨 
本 △し 〇 復〇な 〇 め〇る 〇  (こ〇 精 〇最意 
思 △ て 〇 生 〇 う 〇 な 〇 を 〇天〇 神〇も を 
想 △か 〇し〇 此〇圪 〇免〇 地0  (こ0 得 狼 
な △、〇 祖〇永 〇 其 〇れ〇  ノ祖〇 し 〇 意 裳 
い る 〇 考〇遠 〇 氣〇ず 〇 考〇て 〇の錄 
要 澍〇を 〇不〇 已〇祖 〇 及 〇天〇 見 及 
す 象 〇 代〇滅 〇 に〇 考〇び 〇  j: 也 〇 解び 
る に。 表 〇 な。 散 〇 曾 〇自祖 〇な默 
Vc 聚〇す 〇る〇 し 〇 て〇家 者。 ら 識 
彼 〇ま〇 る〇遍 〇て〇  — 〇の〇 及〇ん 錄 
れ〇 ら〇對 ◦考〇 祖〇プ 2〇 差び 〇竊中 
は0 ば〇 象0 の 〇考0 び0 別0 自0 に に 
祖0 天 〇 卽〇理 〇已〇 世つ を 〇家〇 彼 幾 
先 〇地〇 ち 〇 を 〇 に 〇 に 〇 成 〇 を 〇れ度 
を0 祖〇 位〇以 〇 生〇 生0 す 〇—〇 が と 
以0 考〇牌 〇 て 〇 存〇存 0 も0 貫0 意な 
て。 と O  i こ〇 祖〇せ 〇 せ 〇 の 〇 し〇中  く 
復0 同 〇 依 〇 考〇ず 〇 し 〇 は 〇 て 〇 を 反 
活 〇  — 〇 る 〇 を 〇 と 〇 は 〇 唯 〇 永 〇揣覆 
再 〇 體〇を 〇 天 〇 雖〇氣 〇  遠 〇 摩 し 
生0 と 〇 得 〇地〇 も c もの 〇に〇 不〇 すて 
し〇な 〇と〇 に〇齟 〇聚0 由0 滅0 る 說 
得0 ら〇 な0 求0 考0 戋0 る0 な0 に 示 

ベ0/ 1〇 す 〇む〇 の 〇 る 〇の〇 る 〇 理〇せ 
き0 是 △若0 れ0 理0 も0 み0 も0 は〇う 
名0 れ △し〇 ば0 は0 の0 氣〇 の0 卽〇蓋 
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し、 只 是れ 一箇の 精神、 我 精神、 祖考の 主 R  K れば， 則ち 天 他の. き &  i 
に 聚 6、 祖考 、天地の 精神に 復 生す、 而して 我 精神と 主に 依ぅ、 位 卜 一! か 
$、 我 精神 聚爻 る處、 祖考此 に洋々 彷彿犮 6、 卽 ち是れ 天地 精神^! 卜^ 
生す るな ぅ、 (狼 靈錄 一) 


がと 和 ^0 な 一. 若し 誠意 誠心に 祖考を 崇 S し、 我 精神を して 此 


凝 


聚せ しむれば、 獨立特 行せ る 我 精神の 自覺は 一時停止し、 殆んど 我 精神 
姑く 彼對 象に 往いて 祖考の 精神と 梠 合し、 全く 同一 體 となる が 如きの 
感あ 6、 是を以 て 彼れ 尙齋 神秘的に 之を 論じて 日く、 

•  4 ひ  き #- レ S  如  i  ミ s  S  か £  i  s il s 
h  : ; 咖心 ゥ〇 £ □ ヤ、 於 S い K  ; き！ a t- ^ 

勝 レ  M  一  tn  t  s  .  is  い？ £ 
於 P かを V 於 •ル 緲ル 6  i 卜 *- かい 、妒 か 粑か か蝌卜 舻 w r (同上 i 
形 ある 者が、 形々 相會 し、 氣々 相 感ずる？ 一とは、 固よ-^ 言 ふ ' 2: でもな きこ 
となれ ど 7P、 形な き 者が 神々 相 感ずる 乙とは 何に よ-^ て 之を 知る か* 彼 
れは 言語 文字を 以て 神々 相 交る の機關 とすれ ども、- 一 B 語 文字な き塲合 
に 於て は、 如何して 神々 相感 する を 得る か、 自家の 自由意志 によ 6 て® 
考の 精神を 聚めて 之を 致す とする 气是れ 畢竟 自家の 想像に 過ぎず し 
て、 何等の 證明 もな し 得らるべき Z1 とに あらず、 然れ ども 彼れ は斷 じて 
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天地 及び 祖考の 精神が 自家の 精神と 一貫して 實在 する 乙と 5: 信ずる 


此の 如く 彼れ は 天地、 祖考 及び 自家の 一貫 統合を 說き絕 對的眞 理の如 


o o o o o oco  〇  0  、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、 

理 ごな ぅ、 天神 亦 此の 如し、 去 歲の舂 、梅、 花を 生ず、 是れ 元と 理に根 して 生 


ず、 春 過ぎ 花 落つ ると 雖も、 亦 其理は 則ち 滅せず 、而 して 今年 陽 氣發す 
れぬ、 奶 いきた 花を 生ず、 是れ 天神の 往を藏 し、 所 S 萬象淼 然として 具 
.い t  r い •勤 *0 & 於 & 0 *r° i° i ^0 亦 u m° «° 通、 理已& 定まれば、 則ち 

〇〇〇 〇 〇〇〇  〇  〇〇〇 〇 〇〇〇 〇〇〇 G o o.  〇  〇〇  0<^0、〇2〇0 

來 日の 千變萬 化、 今日 天神の 明なる 乙と 知るべし 前日の 祖者 元と 理 

iro BO 't: 〇 か 5: 〇 渺 oo . n o «'o 、i i 〇 理 £ «° っ ^0 生じ、 祖考 、天神に 洋  W  として、 自 
私 0〇 斷 »〇 卜 ^〇 §_和、む^定まるの理を以て之を求むれば.則ち吉凶 
辦 む 絶 ヂ〇聲 ル t- と雖 V 然れ ども 常人は 私欲を 以て 其 神を 蔽 ひ、 盡 
いか 4 か 士 △口 阶 h 咖レ ひと i はず、 是に 於て 之を 天神に 問 ふ、 天神 元と 
. tl の 間な く、 龜策に 依つ て 以て 吉凶を 吿ぐ、 (同上) 

是れ亦 彼れ が 得意の 見解な 6、 其往 を藏 すと いふは、 殆んど 意識 內容 W ? 
wusstseinsinlialt の 統一 35 5* 116 ^* を意味する者に似 /2 ぅ、其來を知るといふ 
は、 嚴密 の意昧 に 於て 出來 得べ & 乙と ^ . あらず、 若し 將來の 事 ® を 生ず 
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j  ベ & 現在の 一切の 原因を 正確に 測定し 得る ものと 假定せ ば' 或は 來 1: 
知る 乙と を 得べ & か、 彼の 天 氣の豫 報の 如き、 或 程度 迄來を 知る ものと 
S ふを 得ん、 然れど 界及び 人生 5 ける 一切の 事變 に就 い て來を 
知る 乙 とは、 神に あらざる ょう 尙ほ 不可能の 事に 屬 す、 然う と雖 も、 彼れ 
は 自家の 精神は、 天地の 精神 卽ち 天神と 一體 7^2 る 5: 得る も 0 とせう、 果 
\  して 然らば 其來を 知る の 結論は、 其 前提ょ $ 來る ものと 見る を 得べき 
|  な 办、 彼れ 論じて 日く、 

一  我 神は、 卽ち天 S の 形 肉に 依る、 直に 是れ 天神、 KS 動、 以て 之を 天神 
に 問 ふ、 一念 發動、 其れ 亦 天； 6 の發動 、故に 天神に 通じ、 息を 容る 、なき 
なう、 神明 方寸の 間に あうて、 耳目 手足に 亘 る、 天神 湊合 の處 あうて 人 
|  物に 亘る、 其理 一な 6、 只 依る 所 6 形 肉、 淸濁 あう、 濁 器に 依れば、 光を 發 
\  せざる のみ、 (同上) 

|  天地の 精神 卽ち 天神 其 物が 我 精神なら ば、 我 精神は、 卽ち 神な う、 神と し 
一 ては 「、コッド 0 如く 「ブラー フマン ーの 如く 全知全能なら ^ るべ からず 是 


& に 前提を 認容す る 以上は、 來を 知る の 能力 も、 亦 否定す るを 得ざる な 


底せ ざる もの あぅ、 何 どや、 彼れ 
5 す、 果して 一體 たらは、 祖考及 
るを 得る か、 又個體 性を 有する 
對なる 天地の 精神と 合一す る 
を 得る か、 是れ尙 ほ 不可解の 疑問と して 存す、 次ぎに 注意すべき は' 彼れ 
が天神とする所のものは、人格神に外ならざるを、彼れ論じて日く、 


<3  厶 a a a a a a a a a a a a a a 

6、 然れ ども 彼れ が 說く 所に 於て 遂に 徹 

A A A A A A A A A A A A A A A A A 

天地、 祖考 及び 自家の 精神を 以て 一體と 
w r  △の 精神が 如何して 個體 性を 有す 
•  t . び 自家の 精神が 如何して 唯一 絕 


0000000000000 

の 妙、 有心の 妙よ 6 妙な う、 天地 

000000  〇  〇〇〇 〇〇〇 

るもの、大なるが故に、人の思盧 


〇〇 〇〇  〇〇  00  〇 〇 、 -〇 〇  〇〇  00 

天神 無心に して 靈な 6、 然れ ども 無心 
は是れ 大 底の 人、 天神 も 亦 人 神の 大な 
計較 あるに 似 ざ るの み、 (同上) 

是れ 天神は、 田 心 慮 計 較を竣 たずして 直に 知る 乙と を 得る を S ふなぅ、 卽 
ち來を 知る 能力の 如き' 亦 其 自ら 有する 所なる を 知るべきな う、 其 他 

論を 唱ふる (默 識錄二 が 如き' 皆 
博愛 人道の 主義を 鼓吹して 日 

五〇九 


彼れ が 氣 不滅 論を 唱へ (狼 蹇錄一 ) 又 食 肉 


學 者の 注意を 拂 ふべ & 所と なす、 彼れ 又 
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忠〇心 〇 至 〇  く  〇 を® 只 〇れ〇 
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は〇 害〇 至 〇 れ〇 い® 々〇 の〇 
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通 〇 子 〇 办〇 欲 〇 し© 者 〇 な 〇 
ず 〇已〇 と 〇 し 〇 天® な 〇 う 〇 
る 〇 に 〇  1/»〇 て 3 下® る 〇 天 0 
所0 胡0 ふ0 人0  —® の0 物〇 
以〇越 〇 ベ 〇 を 〇 家® み 〇 を〇 
な 〇 ブ 2〇 き 〇 立 〇 中® み® 生 〇 
f)  〇  I)  〇 な 〇 て 〇 國®  く® ず 〇 
^ 己〇ぅ 〇己〇  —® 此 ©る 0 
益れ 〇 特〇れ 〇 人 ◎生 @ を〇 
^ に 〇 に〇達 〇孔〇 々◎以 〇 
卷克 〇此〇 せ0 子0 の® て0 
之つ 〇 赤〇ん 〇間〇 心® 心 〇 
一 は〇 肉0 と0 な 〇 を ◎と0 
一 •其0 圑〇 欲0 き 〇 體® な0 
害0 の0 し 〇 の 〇 せ® す0 
を 〇爲0 て 〇心〇 はせ 則 〇 
去 〇 め 〇 人 〇 を 〇 則® ち 〇 
る 〇 に 〇 を 〇 指 〇 ち© 人 〇 
所0 生0 達0 示 〇 我® 心 Q 
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五一 〇 


一 其 天下一 家、 中國 一人と. S ふが 如き、 實に 公明正大の 議論な $と s ふべ 

一し、 殊に 彼れ は 博愛を 敵 人に 及ぼして •論じて 日く、 

凡 敵 人 之 降， 無 % 〇 , 殺之理 ；( 同卷之 三) 

當時已 に 此論ぁ }、 海に 卓見な 3 と S はざる を 得ず、 彼れ 又 良心の 
<  △  △△ 

j  ある 乙 とを 論じて 日く、 

\  良心の 發 、人 皆 之 ぁぅ、 然れ ども 氣質 人欲の 中ょ 办發 出し 來か、 故む ^ 


て〇不 3 
準 〇及〇 
則 〇の〇 
と 〇 差0 
な 〇あ〇 
す 〇 る 〇 
亦 〇 を〇 
殆 。免 0 
ぃ〇 れ •(? 

か 。ず。 
な。 異 :〇 

虜學〕 

卷の ° 

之 徒 〇 

四 之0 
一 を 0 

尊 3 

ぶ。 

ひ 

と。 
蜜 0 
珠〇 

の 0 

如 〇 
し 0 
此、 
れ〇 

以） 


又 

亦 〇 知 0 き 〇 然〇知 〇 日 
之 〇 を 〇 に 〇 の 〇 う〇  く 
あ 〇主〇 し 〇理〇 て0 
b と 〇 て 〇な〇 後 0 
小 0 す 0 行 〇  $  〇 行 〇 
學 〇自〇 は。 渠〇ふ 0 
の 〇然0 後 ◦れ0 知。 
敎〇エ 〇な〇 良 〇 は 0 
の 〇 夫 〇る〇 知 〇 先 〇 
如 〇 のっ な 〇 を〇 き 〇 
&〇 別 C  致 〇 に 〇 

は 〇 あ 〇輻〇 す 〇 し 〇 
固 〇 う 〇 に 〇 を 〇 て 〇 
よ 〇 而〇渠 〇以0 行〇 
bo し 〇れ〇 て0 は 〇 
是〇て 〇自〇 學〇後 0 
れ〇 自〇然 〇 術0 王 〇 
良 〇 然〇の 〇 の 〇氏〇 
知 〇の〇 知 〇 大〇の 0 
を 〇 知 〇 を 〇 端 〇辨〇 
導 〇を〇 主 〇と〇 亦 〇 
く 〇以〇 と 〇な〇 破 0 
の 〇て〇 し 〇す〇 る 〇 

學〇 言0 我 〇 亦 〇能〇 
然〇ふ 〇れ〇 是〇は 0 

れ〇も 〇 は 〇 れ〇 ず〇 

ど。 の〇エ 〇 知0 此〇 
も 〇 我 〇夫〇 は 〇れ〇 
之 〇 れ〇の 〇 先 〇自〇 


是れ 蓋し 王學 者に 對して 言 ふ ものな らん、 尙ほ 正面ょ-^ 王學を 破して 
日く、 

王學者 謂へ らく、 程 朱 格 物の 訓、 是れ 外面よう 種子を 下す、 萬 物 我れ に 
備は る、 豈に 外に 待たん やと、 此言 似た う、 然れ ども 內外 間な きの理 を 
知らず して 言 ふ、 此理內 外な し、 物に ある もの 便ち 是れ 我れ にある の 
理 、况や 之を 求め、 之に 格る 毛の、 我れ なる を や、 (同卷 之 三) 
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、〇上 〇 を 〇 
其'。 ェ〇 導 0 
罪 〇 夫 〇  く  〇 
大〇な 〇 と 〇 
な 〇 し 〇 ぃ 〇 

b。  ho  A° 

茼 〇 M 〇 
上 れ〇 ち 〇 
一 大〇 已〇 
な 〇に〇 
る 〇 エ。 
差 〇 夫 〇 
綴 〇あ〇 

終、 〇ぅ〇 
に 〇了〇 
後。 る、。 

學 。如 

を ■〇 や 0 
欺 〇 大〇 
き 〇學〇 
程 〇 を 〇 
朱 〇ゃ〇 

格〇渠 '〇 

物〇れ 〇 
の 〇 の 〇 

訓〇徒 0 
を 〇日〇 
抵〇く  0 
排 ◦知 '〇 
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五ー ニ 


又 日く、 

學の 言 / 2> る、 效なう 、先 覺に效 ふの 謂な 6、 故に 學は 之を 人に 取うて、 之 
を 己れ に 取らず、 是を以 て 後世 書を讀 むは、 法を 古に 取る を 急務と な 
す、 王 氏の 學、 良知 ?: 以て 主と なす、 故に 法を 己れ に 取うて、 蔽は る、 所 
の 心の 法と なし 難き を 知らず、 彼の 徒 動もすれば 良知を 言 ふ、 故に 美 
質の 人を 稱揚 し、 以て 聖賢の 學、 此に あう となす、 而して 復か學 の {貝ぶ 
ベく、 忠信の 人の 取る に 足らざる を 知らざる な う、 四十に して 惑は ず、 
五十に して 天命を 知る、 十五 學に 志す 時ょう 力を 用 ひ、 心む 勞し、 ^ 索 
尋討 ，四十 五十の 時に 至う、 方に 始めて 其 成功を 得る のみ、 云云.}^ 艮 か 
治 如か h 如い 於、 俶む和 馭臉心 參い i 、 か 學か 鼢 X， _ い で 妒 か^^ 卜 
かな、 (同上) 


ら〇べ 〇 ら〇譬 〇 を 
ん〇 し、 〇 せ 〇 へ 〇 知 
ゃ〇 徒、 〇ば〇 ば 〇ら 
筒'  に 〇 切 1〇 堂 〇 ざ 
上 暗 〇 ち。 屋〇る 
一室 〇 我 〇 の 〇 を 
に 〇 眼 〇如〇 難 
坐 〇 に 〇  く 〇 じ 
し 〇 映 〇 四 〇 て 
眼 〇 じ 〇 面〇日 
を〇 戶〇皆 〇  く、 
閉〇樞 〇牆〇 
ぢ〇の 〇 壁 〇 
門 0 あ 0  — *〇 
を "〇 る 〇 空 〇 
探〇處 〇 隙 〇 
5  〇 を 〇處〇 
•戶〇 知 〇 に 〇 
を 〇 る 〇 就 〇 
尋〇を 〇 
ぬ 0 得。 *〇 
る 〇 て 〇箇〇 
も 〇徐0 燈〇 
豈〇に 〇 を 〇 
に 〇 步〇 
能 〇 履0 て 〇 
く  〇 を〇 之 〇 
出 〇 進 〇 を 〇 
去 〇 む 〇照〇 


又 王 學の獨 5 自己 天然の 良知 5: 主として、 博く 客觀的 認識 5: 求 1; るの 


陽明學 派の 人は 是 等の 駁論に 對して 必ず 辨ずべ §4 の あるべし と雖 
も、 亦 能く 其 弊に 適 中せ る 所 あるは、 疑を容 る、 能は ざるな 6、 

以上 紹介せ る 所の 要領に ょうて 十分 認容すべき が 如く 尙齋は 闇齋學 
派 中に あうて 最も 考察に 長 じ、 最も 思想に 富める ものなん 然れ ども 彼 
れ 我國體 に關 しては 一種の 謬見を 懷 けう、 嘗て 論じて 日く、 

我 邦 君臣 之義、 其 明 過 國； 蝦夷 夫婦 之 別， 其 正 亦 非，， 他 國 所> 及、 此皆 偏 
國之所 致、 狐 能 使 1 己 神； 發能自 照、 人 反不％ k、 蓋 失 年 和 - 者、 反 一路 明、？ 偏 
長者； (默識 錄卷之 二) 
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一  第三 篇  第五 章 三 宅尙齋 i 第二 學說  五一 四 

一 彼れ 我 邦 君臣の 義を 以て 正道に 合する ものと せず して、 反ぅて 中和を 
失する ものと なす、 何等の 僻論 どや、 其 他 彼れ が 屢-甚 しき 迷信を 主張し、 
| 荒誕 無稽の 言を なして 敢て 意と せざる が 如き、 當 時の 事とは s へ、 眞に 
一 彼れ が 爲め に惜 〇 べしと なす、 


j  第 六 章 谷秦山 

' 

i 谷秦 山、 名は 重 遠、 通稱は 丹三郎 、小字は 小 三次、 秦 山と 號 す、 土 佐の 人、 闇齋 
\ に學 び、 後 土 佐 侯に 仕 ふ、 享保 三年 六月 三十日を 以て 殺す、 享年 五十六* 谷 
i 干城 氏の 祖先な-^、 著は す 所 神代 卷鹽 土傳 、中 臣祓 鹽土傳 、保 建 大記打 聞 
一秦山 集、 秦山隨 筆 等 あ 6 、秦山 集は 士佐國 群 書類 從卷百 二十に 收载 せり、 
I 秦 山の 事蹟は 日本 敎 育史 資料 〔五〕 國學 者傳記 集成 及び 事 實文編 〔卷 之廿 
一四〕 等に 詳か なぅ 

一 秦山 著は す 所の 隨筆は 秦山 集中の 雜著を 單行 本と して 傳 ふるものに 
一 して 凡を 五卷あ i、 其 中 散見す る 所の 名言を 摘記して、 彼れ が 學說の 一 
一 斑 ？: 一不 さん、 

一 

|  is A° 磬 0o «° lr £o ?:o §<。 へ K° ®° ?>0 ^ ®0 な  一、 

\  一一 
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四 


の、。 形。 
此 〇 の。 
れ〇處 〇 

を 〇卽〇 
以 ◦ち 0 
て0 天0 
か0 な。 


二 


寸〇 

0〇 

內。 

天 0 

地0 

に〇 

流0 
通。 
す 0 

所’。 

賢 胃。 

蔞。 

莧〇 

泣。 


顯〇 

5EO 

微0 
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火 丈夫の 人に 於け る、 豈に畦 町を 存せん や、 


游, 如- & no tfo ®o ?>o ^f 0o ll^ i:o #o l; 

五 

敬に 居て 簡を行 ふ、 尤も 妙、 

六 

000000000 
言を 聽 S て 養を 見る、 

'七 

世間 萬 事、 百 起百滅 、靈臺 を 累は すに 足らず、 但 i 不善を な t " 4 *- かいば* 
心の 全體、 虧けて 復せず 、其 鉅細 今昔、 或は 同じから ずと 雖 V 一  か 此に 
及ぶ 每 R 未だ 嘗て 惕 然として 慙怍 し、 飲 然として 自失せ ずん ば あら 


於、 all' い ^' かいい -M> かい 5' るな ぅ' 所 U 謂 「雖/ 有 k 下 「少能 _ " 朝 居 こもの 此れ 
ぃ ？; し %" W、 费 n' p "; へ# が /1" で «' が ?; るべ ^: 厂ゃ、 

八 

かか 4 きぬ 奮 か ^ か ^ i: w む t- 2: J; か ^ P ぃて 細微な 6 と雖 
v lit- かき ffi" かか 一 mA t - シむレ 、復た 全きに 歸す るの 子 y2 る Z1 と 能は ず 

を 一 ぢ、 

九 

cooo o o o o o o o IO o 、 l0 r l° <:0 、 

心を 立つ る、 穿 ik 白日 身を 守る 臨 淵 履 氷 

十 

s mo io s  s  s no sk ^ ぃ  1 n° 、 

十一  、 
A' かか 4 む いひど&い、、一 0" かかま、 :: 口か淫語、乃ち德 5: 我ふの斧斤 

1 田い 貧 歡”) わ して 忽 略すべからず、 

十二 
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b° 
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須〇 

CAO 

ば 0 
其、 0 

氣、0 

し、 

の、 

此0 

ザ 〇 

i。 

て、 

二世 

講、 

一。 

善 0 

天 0 

改、 

ぜ、 

端0 

を 0 

を 0 

む、 

ざ、 
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な 〇 

欺 0 

る、 る、  决 〇せ〇  く  〇 
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は、 う、、  く、0  る0 

木、 義、  惡0  ベ 0 
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人欲を 去る、 他の 法な し、 譬へば 孤軍の 乍ち 敵に 遇 ふが 如し、 只 軀を捐 
て \以 て 前に 向 ふを 得る のみ、 若し 靜に して 以て かを 撕せん と 欲せ 
は、天理人欲、並び立つべからず、彼れの勢已に主たらば、些少の功力か、 
豈に 能く 及ぶ 所な らん や、 


の △海 A 秦 △乃 
と △南 △山 △ち 
ぃ △に △闇 A 彼 
ふ △學 A 齋 A れ 

ベ △ぶ △が △が 
き △も △學 △洛 
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の △成 A 
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げ △ 齋ム 

し △本 A 
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十ヒ、 

〇  o p 〇、 

のは 減ぶ 

秦 山、 隨 筆の 中に 明 人の 往々 程 朱 ?: M る Z とを 叙し 論じて 日く 

一 k 阶 t. a- か • *- •费 一心 か 命 炉 •かか 鹿 R 亦 尤而效 
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の ◦  ふ 〇 我 〇 
結0 我 〇る〇 田 〇 
果〇爲 〇 所 0 地 〇 
は〇 す 〇 の 〇 は 〇 

涅0 所 〇鋤〇 法 〇 
繫〇の 〇 は 〇 な 〇 
な 〇業 〇智 〇  6  〇 
欠0 は0 識 。我、 
戒0 な0 拔 つ 

5:°  b°  <  〇 
守 ◦我 〇 所 〇 
る0 播0 の 〇 
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我 〇 は0 な 〇 
獲3 無0 
る 〇 垢〇 我、 〇 

所3 な0 用 〇 
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五 二 〇 


一  第四篇 寛 政 以後の 朱 子學派 

\  第 I 章 柴野栗 山 及び 異 學の禁 

一 柴野栗 山、 名は 邦 彥、 字は 彥辅 、栗 山は 其號 な- N ii 岐高 松の 人、 幕府に 仕へ、 
一昌 平 髪の 敎官 となる、 文化 四 年 十二月 一日を 以て 歿す、 享年 七十  一 . 著は 
す 所 栗 山 文集 及び 其 他數種 あう、 栗 山が 學說 として 一 も 紹介す ベ y も 
j  の あるな し、 然れど h 彼れ は. 學 h 勝 .レ0、如卜^ 5:- き|ハトシむ41 
i  て 力 ある ものな $、 實 R &- れは德 川 時代に 於け るを 學派か , i 少卜 
一 からざる 關 係を 有し、 殊に 朱 子學の 系統に 於て は 一新 紀 %- を 開きし も 
のな う、 此れ 吾人が 彼れ 5: 看過す る 能は ざる 所以な へ 
元祿 享保以 來仁齋 徂徠の 徒、 各 >門 戶 を 張 3、 其 師說を 主張し、 又 別に 折哀 
學派 なる も の も 起 う、 安永 天明の 頃に 至 え 朱子學 は殆ん ど 之が 爲めに 
壓 倒せら る、 の 看 あう、 當 時江戶 には 紀平洲 、塚 田大峯 、山 本 北山、 龜田鵬 
齋、 吉 田篁徵 、市 川 鶴 鳴、 伊東 藍 田、 戶崎淡 園、 豐 島豐洲 、岳 東海、 古屋昔 陽の 徒 
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あ 6、 京阪 地方には 皆川淇 園、 片山 北海、 赤松 滄洲 、中 井 履 軒、 衬 瀨栲亭 、巖垣 
龍溪 、伊藤 東 所、 佐 野 山陰 等 あう、 其 他 熊 本には 齋藤芝 山 あう、 筑前 には 龜 
井南箕 あ 6、 是等は 皆 朱子學 派の 人に あらず、 朱子學 派の 人は、 日本 全國 
に 於て 屈指す ベ & ものは 栗 山を 筆頭と して 尾 藤二洲 、古賀 精 里、 岡 田 寒 
泉、 西 山拙齋 ® 春 水、® 孤山、 中 井 竹 山等數 人に 過ぎず、 朱 子學の 衰退 も 亦 
甚 しとい ふべ し、 是を以 て 寬政二 年 五月に 至う、 異學 の禁 あう' 異學 とは 
總べて 朱子學 にあらざる 學 をい ふ、 朱 子 學を以 て 正學 として、 其 他の 學 
を壓 迫す るの 意に 出づる $ のな A、 寬政二 年の 禁令は 林大學 頭に 達せ 
しものに て 左の 如し、 

寬政二 年 庚 戌 五月  林 大學頭 江 P 
朱學の 儀は、 慶長以 來 御代々 御 信用の 事に て、 已に 其方 代代、 右 學風維 
持の 事 被 仰 付 置 候 得 ば、 無 油斷正 學相勵 、門人 共 取 立 可 申 筈に 候、 然處 
s io M fio 渺  s  S LO S  &  s  ?  I  i  i io £ TO £°o io & 

の 故 RO 候 哉、 甚不 相濟事 R 候、 其方 門人 共の 內 k も、 右 體學術 純正な &' 


ので に I  (二） 子 D  (—） 二 
恐 I 甚 I 蘐 I 學で幕 b 種 
れ I しで 園 I 衰 b 府 b に 
あ D  く  X) をで 退 b は X) 歸 
何 v 始 で の 羅 x> す 
し I 等'^ め I 際で 山 で る 
事 t か で とでに で 以 \> な 
振 勺し ち 當 s 來 でら 
肅で異 でう で 朱 ち ん 
す l 學 々てで 子 で 
る t ので 之勺學 d 
所で 學 で をで を で 
あ I 風で 刷 ち 以勺 
るで 多 d 新 I て X) 

に X)  く  I す I 其 D 
あ I 檢〇る I 敎 D 
らで束 I ので 育 b 
ざ を》 必 I 主 b 
れ b 加 b 要で 義 D 
ぱ^ へ I あちと D 
國で 3^  it なち 
民 X) る で し で し で 

敎\) 所 I 事 d 來 d 

育ちよ で  れ x> 

を I うで  る \> 

蠢 义 其 u  が 

毒 た 弊 で  故 u  . 

すで 次々  に \) 

るで 第 で  朱 で 


ざる もの、 折節 有 之 樣相聞 如何に 候、 此度 聖堂 取締 嚴重被 仰 付、 柴野 彥 

助 岡 田淸. 儀 右, 用 被 仰 付 候 事に 候 得 ば、 能々 此旨 申談、 急 度 門人 共 

異 學相禁 、猶又 不限自 門 他 門 申 合、 正學 講究 致、 人材 取 立 候樣相 心掛可 
¢0 ®° 

此の 如く 異學 5: 官府に 於て 禁ずる 事と な 6 たる 重なる 理由は、 畢竟 左 


是れ なう、 此時に 當 うて 松 平 越 中 守 定信白 河樂翁 幕府の 執政た う、 此人 
は 天明 七 年に 老中の 上座 卽ち御 大老と なう、 寬政五 年に 至う、 願に 依 6 
老中を 免ぜら る、 故に 在職 七箇 年な う、 老中を 罷め てょ i 三十 六 年を 經' 
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j 文 政 十二 年に 至うて 茲す、 享年 七十 二、 樂翁 人とな^ '學 ir 好み、 賢 5: 尙ぶ 
就職の 後、 幾 もな く 栗 山を 登用し、 又 尾 藤 二 洲と岡 田 寒 泉と を拔擢 し、 其 
に 昌平 黌の 敎官 として、 朱 子 學を擴 張し、 異學 ?: 排斥せ しむ、 世 是れを 寬 
政 異學の 禁とぃ ふ、 IJto 事た 如 初と ® 0 010 00 歡歡 s ffio 少 to l% A° 當時 博士の 
稱號 あう しに あらず と雖 も、 栗 山 二 洲寒泉 三 氏 相 並んで 敎 鞭を 昌平 黌 
に 執う し ?: 以て 世是れ ?: 寬 政の 三 博士と い A 又 栗 山の 名は 彥輔、 こ 洲 
の 名は 良 佐、 寒 泉の 名は 修 助なる を 以て 世 是れを 三助と もい. ふ、 後古賀 
精 里、 賴春 水、 赤 崎 海門 等 も 亦 召 出されて 昌平 黌の 敎官 となる、 精 里 以下 
\  の 諸氏は 樂翁 老中を 罷めた るの 後に 登用せられ 穴れ ども、 亦 其 意志を 
一 遂行す るの 結果に 出で たる 乙と 疑な きが 如し、 殊に 樂翁は 退職 後 も 依 
一然 幕府の 學 政に 少 からざる 勢力を 有せし 5: 以て 之を 觀れば 、此邊 の 消 
\  息、 晷 t 揣 摩する に 難 か 6 ずと なす、 

j  此の 如き 異學 の禁は 實際學 術界に 如何なる 影響 J: 及ぼし、 か、 異學の 
|  徒、 之が 爲めに 大打擊 を 受けて 一時 喧騷を 極めし が 如し' 就^-塚 田大峯 


春 


I  の 如きは、 樂翁に 上書して 大に其 非なる を 論ぜり、 又 赤松 滄洲の 如き は、 

} 

j  書を 栗 山に 送うて 切に 其 反省を 促せ 6、 栗 山 措 S て 答へ ず、 西 山 拙齋栗 
j  山に 代 6、 書を 滄洲に 送 6 て 其說を 反駁せ う、 此の 如くに して 爭論 一時 
囂々 たう、 然れ ども 朱 子學が 幕府の 敎育 主義と して 再び 勢力を 得る に 
一 及んで、 地方 各藩 中に 之に 傚 ひ、 學 制を 釐革 する もの 少から ざるを 以て 
\  海 內の學 風、 頓に 面目を 一新せ し 乙と 推して 知るべきな 6、 之に 反して 
I  異學は 仕官の 爲めに 不利なる を 以て 從學者 著しく 減少し、 次第に 其 勢 
一力を 失墜せ う、 殊に 鵬齋の 如く 憤慨 甚 しく、 生を 酒盃に 託して、 放浪 醉倒、 
一 以て 身を 終 はれう、 芳野金 陵 彼れ が 窮狀を 叙して 日く、 

|  歡特甚 。夏 夜 興 招。 赤斯而 還。 孺人怪 問。 日。 c 脚 P 溝。 孺人 日。 盍 ，捧 衣來； 日。 臭 
|  #。 手 何 可 ve。 日。 別 無％ 者； 先生 笑 日。 好矣 。裸而 生。 裸而 居。 不 ，妨 也。 (金 陵 遺 
\  稿卷 七) 

\ 以て 其狀况 いかんを 察知すべきな $、 蓋し 異學 の禁は 一種の 迫害な 6、 
| 殊に 都下に 於け る 異學の 巨魁 某々 を 指して、 五 鬼と 稱し、 惡名 を 以て 之 
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じ 

’に 、つ、 倆、 愼 、槪 、程、 て 
な、 て、 の、 篤、 し、 朱、 日 
つ、 も、 あ、 貰、 て、 學 、く 
て、 宜 、る、 で、 律、 の、 ' 
居、 い<  學 、あ、 義 、嚴、 

6 、 位、 者、 る、 一、 重、 

ま、 で、 は、 か、 邊 、に、 

す、 大 、學 、ら 、を、 定、 
窠抵 、校、 誠、 本、 ま、 

京 は、 中、 に、 と、 つ、 
學律 、か、 無、 し、 て、 

士 義 、ら 、事、 て、 以、 

會 か、 養、 な、 先、 後、 

院 た、 CA、 人、 づ 、幕、 

雜 ま、 出、 で、 言、 府、 

誌 、し、 あ、 は、 や、 
第の、 プ と、 る、^:、 諸、 

十 人、 も、 け、 無、 藩、 

六 間、 の、 れ 、用、 の、 

編 を、 は、 ど、 の、 學、 

之 生、 少 、も、 人、 校、 

二 じ、 な、 進、 物、 て、 

一 な、 い、/ i、 が、 成、 

す、 全、 で、 多、 長、 

と、 く、 爲 、い、 し、 

云、 無、 す、 品、 た、 

ふ、 い、 所、 行、 學、 

乙、 と、 の、 は、 者、 

と、 言、 技、 謹、 は、 


I  誠に 其 言の 如し、 不世出の 英雄 豪傑は 朱 子學派 中に 求む るを 得ず、 然 れ 
一 ども 朱子學 派の 人は 謹 愼篤實 にして 危險な る處 なし、 之 5: 要するに、^ 
i  學 先生の 徒な う、 寬 政の 頃蘐園 及び 其 他の 學 派の 弊風、 愈- 甚 しく、 一世の 
一名 敎將に 地に 墜ちん とする に 當うて 、栗 山二洲 の 徒 か 惺窝 、羅 山、 順菴、 鳩 
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を 烙印す るに 至ぅて は、 學 派の 爭も、 亦 其 弊を 極む る ものと いふべ し寬 
政異 學の禁 ょぅ 幕末に 至る 迄卓絕 せる 精神的 巨 儒の 出て ざるは、? H 卜 
して 自由 思想を 絞殺した るに 因由す る 者の 如し、 重 野 博士 嘗て 之を 論 


一 巢の 跡を 紹ぎ、 更に 洛閲 の學 脈を 標榜して 海內 の敎育 主義を 統一せ し 
一 もの、 蓋し 亦 時勢の 要求に 應ぜ る所爲 ならん、 是故に 此れに 對して 固ょ 
i  6 非難すべき 所な きに あらず と雖 も、 其敎育 上に 於け る 多大の 効果に 

„  〇〇  〇  〇〇く〇 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 〇 〇  〇〇〇  ^ 

一至 $ ては、 决して 之を 埋沒し 了る を 得ざる な 

一 栗 山の 事は 大日 本敎 育史 資料、 續 近世 叢 語 * 實文 編. 家 世紀 聞、 近世 先哲 
I 叢談、 續諸 家人 物 志 及び 栗 山 先生の 面影 等 {: 出づ。 
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第二 章 尾 藤二洲 

寬政三 博士の 一人 1: 尾 藤二洲 となす、 二洲 、名は 孝肇 、字は 志 尹、 通稱は 
良 佐、 二 洲と號 t 別號は 約 山、 伊豫 川上の 人、 父 舟を 操る を 業と す、 二洲少 
うして 足疾 あう、 年廿 六に して 大 坂に 來 う、 片山 北海に 就 い て 書を 讀み、 
物 徂徠が 復古 學を喜 ぷ、 彼れ 自ら 當 時の 事 ?: 叙して 日く、 

好んで 物 氏 復古の 學をな す、 當時以 爲く 、聖人の 道、 此に 求めて 備は る、 
詩を 作 6、 文を 作る は、 唯-李 攀 龍王 世 貞の 及ぶべからざる を 以て 憂戚 
となす、歲の庚寅、大坂に來う、病を醫古林氏に養ひ、偶>讀園隨筆を讀む、 
是に 於て 始めて 物 氏の 說に疑 あ 6、 乃ち 文 一篇を 著は して、 以て 之を 

今 

片山 北海に 質す、 北海 乃ち 敎 ふるに 孟子を 熟讀 する を 以てす、 因 6 て 
其敎の 如くす る もの 數月 、稍々 物 氏の 古の 古なら ざるを 覺 ゆ、 然 うし 
て 後 中庸を 讀み 、又 溯 i て 易 5: 讀む 、是に 於て 疑 ふ もの、 日に 解く、 へ ^ 藤 
村 合 田 二 老人 * ) 


此時賴 春 水亦大 坂に あり、 北海の 社友たり、 因うて 二 洲と相 知る、 春 水 程 
朱の 書を 得て 之を 喜び、 二洲 に勸 めて 之を 讀 ましむ、 二洲亦 甚だ 之を 喜 
び、 以て 正學 となし、 相 共に 斯に從 事す、 彼れ 又 中 井 竹 山 兄弟と 親み 善し、 
安永 元年 偶 > 駿臺雜 話を 讀み 、其 中に 世 善く 藤洛の 書を 讀む ものな しと 
の 言 あるに 至う、 手の 舞 a 、 足の 踏む を 知らず、 遂に 鳩巢を 尊信す る 乙と 
ゆ^ j い 至 n" い、 寬政中 幕府の 命を 受けて 昌平 黌の 敎官 とな 6、 柴 野 
M 11J 岡 田 寒 泉と 朱 子學の 中堅 5: 成す、 世是れ を寬 政の 三 博士と 稱す、 二 
洲 文化 十 年 十二月 十四日を 以て 歿す、 年 六十 九、 儒者 捨塲に 葬る、 著は す 
所 正學指 掌一卷 、素 餐錄 一卷、 冬 讀書餘 二卷、 靜寄餘 筆二卷 、稱謂 私 言 一卷、 
中庸 首章 圖解 一卷 、靜寄 軒 文集 十二 卷等 あう、 門人 長 野豐山 最も 世に 顯 
はる、 二洲 人と な i、 恬淡 簡易に して、 音吐 爽亮 、又 喜ん て 酒を 飮む、 嘗て 古 
人の 句に eo KO *o 如 i io ffio MO 怒 SO H 〇 酔 ^0 泥」 と ぁるを 讀んで 、是れ 實 R 佘 

の 寫眞な i と 云へ う、 (冬 讀 書餘卷 一) 

彼れ 嘗て 座右 八戒を 作る、 云く、 
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1 心 主 J 事； ? ' 可三 三； 

一行 取„ 衆 善； 不 ％, ，偏執； 

一 坐 作 常 P 畏謹； 不苛 ，傲慢： 

一言 語 每 要„ 簡明； ? ' 可歸 妄； 

一應 J T 必辨， ，其 是非； 

一 ® 物必 P 其 邪 正； 

一 羣居之 時、 須 J S 田 同， 

1獨知之地、最加 & 愼； 

二洲は 純然たる 朱子學 派の 人に して 朱 子を 尊信す る 乙と 極めて 篤し、 
其 言に 日く、 

o o ro p  〇〇 •〇 0 0 000  〇〇〇 〇  〇〇 〇〇 000 〇〇〇 0 3 

貝有„儒者，以來未％,,斯書；自 % _,儒者，以來、 ^ 有，斯人；百世之下、誰不=欽仰；(文 
集卷 五) 

又 云く、 
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\ 又 云く、’ 

一  あらず、 (同上) 

推 尊 至れ 6 と い ふべ し、 乃ち： 彼れ が 學の紫 陽に 本づ く Z: と 亦 推して 知 
一るべきな &、 彼れ 嘗て 「發蒙 十二 說」 を 作る、 載せて 中庸 首章 圖 解の 卷末及 
I  び 文集の 卷二 にあぅ、 是れ 彼れ が 自得す る 所を 叙述す る ものに 似た 6、 
一 固ょ 6 程 朱の 見解 以外に 別に 發明 する 所 あるに あらず と雖 も、 彼れ 文 
\  章の 技に 長ぜ るを 以て 說 破し 得て 頗る 巧なる 所な きに あらず •今 左に 
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ち 0 う。 神 〇も〇 な 〇 は、 〇太〇 ふ 
與 〇て〇 な0 の〇 6  〇 天0 極〇の 
に 〇然〇 办〇 は 〇命〇 の 〇 を〇義 
天 0 う。 皆 〇 天 〇 を〇 氣〇知 〇 に 
を 〇し〇 其 〇の〇 知 〇を〇 ら〇あ 
目 ◦て 〇然 〇功〇 ら〇識 0 ざ〇 ら 
ふ。 後 〇る〇 用 〇 ざ 0 ら〇 る〇ざ 
ベ 〇 仰 〇 所 〇 を 〇 る 〇 ざ〇 も 〇 る 
き〇 い〇  以〇識 〇 も 〇 る 〇 の 〇 な 
の 〇で〇 を 〇 ら〇の 0 な 〇 は 〇 $ 
み、0 之 〇知〇 ざ0 は0 う0 天 〇夫〇 
方 を〇 $〇 る 〇天〇 帝。 の 0 れ〇 
巧 觀〇て 〇 な 〇 の〇を 〇理〇 天〇 
れ0 而0  賦0 知0 を0 の 〇 
ば 〇し〇 太 ◦予0 ら 〇識0 名 0 
依0 て0 極0！:0 ざ0 ら0 大〇 
然〇又 〇 な 〇 識〇る 〇 ざ 〇な〇 
と0 默 〇  ら0 も 〇 る0 う 0 

し。 會〇陰 〇ざ〇 の 〇 な 〇該か 
て0 神0 陽0 る0 は0  6 〇 ぬ 0 
是〇融 〇な〇 な0 天〇 陰0 る 0 
れ〇其 〇 う 〇 う 〇の〇 陽0 所〇 
蒼〇— 〇帝〇 鬼 〇主〇 を 〇 其 0 
冷〇 た 〇 な 〇 神：） 宰〇知 〇れ〇 
の〇る 〇 う〇 を〇 を。 ら〇 廣〇 
天 〇所〇 命 〇 知 〇識〇 ざ 〇し〇 
な〇以 〇 な0 ら 〇ら0 る0 是〇 
bo を。 ざ 〇 ざ0 も0 故 〇 
乃〇 知0 鬼!0 る ◦る ◦の0 に〇 
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と いふ、人誰れか然らずといはん、然るを以て然ぅとなすもの、人の庸 
なる ものな 6、 其理を 指して 之を 天と S ふ、 人 或は 之を 然^ S とせず、 然 
らざ るを 以て 然 6 となす もの、 人の 智なる ものな $、 而して 庸なる も 
の、 徒に 其 蒼々 を 識*^ て、 而して 理の卽 ち 天なる を 知らず、 智 なる もの、 
乃ち 其 蒼々 を 舍 て、、 而し て獨 6 理を 指して 天と なす、 皆 古人 天を 言 


近く 乙れ ?: 人に 取れば、 太 極は 其 性な 6、 帝は 其 心なぅ、 命は 其 情な 


情0 然 3 象 其 
心 〇 る 〇 な 理 
氣〇所 〇 う を 
魂〇以 3 耳 明 
魄〇 を。 目 か 

の〇 窮〇口  に 

義 〇め〇 鼻せ 
得 〇 て。 は ざ 
て0 之3 人 る 
明 〇 に 〇 の も 
か0. 格0 形の、 
に0 る 〇 な 亦 
す0 太0 办 是 
ベ0 極0 形〇れ 
き 〇 陰 3 象 〇 蚩 

な0 陽0 あ〇々 

6  〇 鬼 〇れ〇 の 

云 神0 ば 3 類 
云の 〇期〇 の 
說 3 に 〇 み 
然 〇  * 
て 〇 る〇れ 
聞 〇 所 〇 日 
く0 以〇月 
ベ 〇 の 〇 星 
き0 理〇辰 
な0 あ〇 は 
f)  0  b  〇 天 
tt。 其 :。 の 


乃ち 耳目 口 鼻の 用 ぁ 6、 性情 心 氣 魂魄は 本な ぅ、 耳目 口 鼻の 用は 末な 
4、 於ぬ 於 か い 昏ヂ o rfn> い -c> *' かい 問は ざるが 若き、 其れむ を价 ぁぅ 
jo ll' 5- 0 十 5- いわか、 故に 層々 として 日月 星辰の 行 1: 察して、 而し て 


陰陽よ 其氣息 な 5、 鬼 # • は 其 魂魄な り 夫れ 人に 性 tr ^L 氣魂魄 «>- れ は 


一 「理氣 の說」 に 云く、 

一 »- #' m" 雨：^ 勤な $、 寒暑 風雨す る 所以は 理 5 ¢、 而して 其 時を 得る も 
\  か、 取 か g- か 心“、 m  A i もぅ、 喜 怒 愛惡 する 所以は 理 なぅ、 心し 
\. 心 あ踟心 4 6 、ルい  I  か. i i. vl ip3 k 如# AO ^o fco f)o 1:o ^o 力 # 〇 
一  S  ミ、 ao 0.o 心  ss #o 、 AO shsl !r° 1  知§ 510 ミ :|: を 
一  ん S- い 心.^ ?:> 4 かル心影卜心い么卜^心敷く ^ に五禮六樂ょぅ 

-  第四篇 莧 政 以後の 朱子學 派 第二 章 尾 薛二洲  五三 三 
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以 V 二 揖讓一 舞蹈の 微に 至る まで、 適 •くと して 埋の寓 する 所に あら 
心る はなき なう、 是を以 て 洛閩の 學 、窮理 を 貴ぶ、 而して 窮理の 要は、 理 
と氣 との 分を 辨 ずるに あう、 此れを 明かに せ ざれば、 則ち 見る 所 差う 
て、 而して 趨く所 背く、 是に 於て 或は 直に 寒暑 風雨を 以て 卽ち 理の自 
然とな して、 而して 其 時を 得る と 否と を 問は ず、 或は 直に 喜 怒 愛惡を 
以て 卽ち理 の 自然と なして 而して 其 節 i'c 中る と 否と を 問は す其究 
視 聽辭氣 一切の 動作に 至る まで、 皆 以て 全 體の妙 用と なし、 一に 其 心 
の發 する 所に 隨つて 、肆 然として 顧みず、 悍 然として 自ら 信じ、 聖 言を 
侮慢し、 聖人を 蔑視し、 乃ち 日 ふ、 己れ 獨り造 る 乙と あう と、 是れ所 差 
ふに 毫釐 1: 以てし S るに 千里を 以てする もの' 乃ち 乙れ 5: 始めに 審 
にせざる の 罪な 6、 豈に 速 R 之を 辨ぜざ るべ けんや、 佘故に 日く、 窮理 
の耍は 、理氣 の 分を 辨 ずるに あう と、 然れ ども 理氣の 分、 亦 知う 易から 
ず、 乙れ を 天地に 觀 、乙れ を 人身 R 觀 、事に 就 S て 之を 分ち、 物 R 卽 S て 
之を 析ち 、必ず 此理 の形氣 R あ $ て' 形氣に 雑は らず 、事物に あうて、 事 


物に 雜 はらず、 黎乎 として 城邑の 街衢 あるが 如きを 見て、 然うして 後 
得べき のみ、 云云、 

二洲朱 子の 堡疊に ょう 古學派 及び 其 他の 學派に 對し 、辛辣なる 批評を 
なせう、 其 言 R 云く、 

伊 物 諸子の 說' 皆 明 儒の _ 餘 のみ、 (素 餐錄) 

又 云く、 

陸 王は 吿 子の 流に して、 而して 精紗啻 に •一層の みならず、 原 佐 茂 卿は 
荀 子の k にして、 而して 狂妄 啻に 百倍の みならず、 (同上) 

又 云く、 

{一 齋 m> 徠 謬論 自得、 往 s て 返らず、 敢て 先賢を 誹謗し、 斯道を 蛆蠢 す、 所 
j,s 桀犬堯 に 吠 ゆる もの、 み、 

又 云く、 

私#  1 i! s、 lao s  i  如  s  i  如  s  s 

うして 行 亦 汚る、 
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一又 云く、 

\  世に 古 學と稱 する もの あり、 說、 異を 立つ るを 以て 自ら 喜ぶ、 古文 辭な 
一  る もの あ 6、 文、 讀み 難き を 以て 自負す、 是れを 以てして 古と 稱せば 、古 
も亦瑣 々穴う、 卑々 たう、 (冬 讀書餘 拾遺) 

又 殊に a 園 一派に 打撃を 加へ て 云く、 

今の 學者往 々自ら 以て 一家を 成す もの、 皆 物 氏の 餘毒に 醉ふ ものな 
^  6、 東 土 最も 甚し、 其 弊 學者皆 放縱を 喜んで' 而して 名撿を 厭 ふ、 俗 ±A 視 
.  て 以て 達な うとな して 之に 倣 ふ、 嗚呼 是れ 風俗を 害し、 敎 化を 傷 ふの 
|  犬なる もの、 (冬 讀 書餘卷 二) 

\  二 洲仁齋 が 唯氣 論に 對して 理氣 併存 說を 主張し、 論じて 日く、 

\  父子と S ふは 氣な 6、 父の 慈、 子の 孝と S ふは 理な $、 君臣と S ふは 氣 
\  なり、 君の 仁、 臣の 敬と S ふは 理な り、 推して 萬 事 萬 物み な然か なら ざ 
るは なし、 もし 孝 慈 仁 敬を 捨て， 父子 君臣を 直に 道と s は  < 可な らん 
や、 凡を 天地 陰陽 風雨 寒暑の 形象 ある 者は. 皆氣 なり、 乙の 氣あれ ば、 乙 


の 理 あり、 たく 氣は 形象 ある ゆ ^ ^ り R 勿し、 理 は無聲 無臭なる ゆ ^ 言 
CA 難し、 故に 衆人は 父子 君臣を 知れ ども、 父子 君臣の 道を 知らす、 天地 
陰陽を 知れ ども、 天地 陰陽の 道を 知らず、 聖人 をれ を 憂 ひ 犮ま ひて ■元 
亭利貞 、仁義 禮智 、色々 の 名を 立て、 其 道を 敎へた まふ、 皆 乙の 理の 名な 
6、 易に 道 器と 說き' 宋 賢の 理 氣と說 ける、 其 意 明かな 6 と S ム べし、 彼 
れ其 意 1: 得ず して、 却て 宋賢 V 謗うて、 氣の 外に 理を 立てた うと いふ、 
をの 疎謬甚 しからず や、 云云、 物は 氣な う、 則は 理な う、 天下 物な きの 則 
なく、 則な きの 物な し、 二つ の 者 離れて 立つ 乙と なし、 物は 氣なる 故に 
形象 あう、 則は 理なる 故に 聲臭な し、 天の 日月 星晨， 地の 山川 草木、 人の 
父子 君臣、 夫婦 昆弟 、みな 物にして 則な きは なし、 宋 賢の 所/ 謂 理は 、乙の 
.則を 指した るに て、 氣の外 別 R 一物 あう とい ふには あらず、 是れ曉 $ 
難 & Z. とに あらず、 學者此 處を會 得して、 彼の 徒が 書を 讀みな ば、 其 S 
見 明かに 見 ゆべ し、 (正 學指掌 附錄) 

是等 解說の 文を 讀ひ に、 二洲朱 子の 理氣說 を 叙述して 頗る 其 肯綮を 得 
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一 たるが 如し， 朱 子 も 「氣以 成 尨、 而理亦 賦焉〗 (語類 卷 一) と s ふを 以て 之を 觀 
れば、 理は氣 に 依存す る ものに て、 氣を 離れて 自存す る もの R あらず、 故 
I  に 又 「理響 離，- 乎 氣，」 (同上) とい； 5、 「有，- 此氣 ，則理 便 在，- 其 中，」 (同上) と s へ う、 然れ 
一 ども 朱 子は 理氣の 二 元を 立て、 氣は理 ょ- CS 出づ るに あらず とし、 理は氣 
一  ょう 出づ るに あらず とせう、 是故 R 理と氣 とは 其 類を 異にする ものに 
\ して、 决 して 同一 物に あらず、 是れ仁 齋が朱 子の 二元論を 否定して、 別に 
j 唯氣の 一元論を 建設す る 所以な 3、 二 洲の仁 齋に對 する 評論、 未だ 其委 
曲を 盡 くせう と い ふべ からず、 彼れ 又 徂徠が 學を 排斥して 日く、 

其學た C 理 民の 術の みに て、 自己の 身心は 置 S て 問は ざるな 6、 故い 
身に 非 法の 事を すれ ども 恥と せず、 其 徒み な 先王の 禮、 先王 0A 義卜^ J 
\  とい ふ 乙と を口實 とすれ ども、 其 志は 蘇 張に 過ぎず、 或は 嵇阮が 放蕩 
|  になら； 5 て、 一世を 傲 睨 せんとす、 もし をれ R 向； 5 て 義理を 說く 者. 
れば 、耳を 掩 ひ て 腐儒の 陋 見と 嘲う 笑 ふ、 か、 る 輩！！ に 多くむ $  0、 め 
縱 奇怪の 行を する 者、 往々 に 蔓れ卜 (同上) 


習 

學〇る 〇是〇 と 
に 〇 者 〇 れ〇し 
從〇な 〇 氣〇て 
事 〇 う〇 を〇之 
せ 〇 云 謬 〇 を 
ぬ 〇 云  bo  Wl 
ゆ 〇 本 〇 て 〇 し 
朵〇來 〇理〇 て 
道 〇 道 〇 と 〇 日 
心 〇 は 〇 な 〇  く 
人 〇 理〇し 〇 
心0 な0 道0 
の 〇 る 〇 は 〇 
分。 ひ 人 0 
を0 とつの 〇 
辨 〇 を 〇理〇 
へ0 知0 な〇 
ず0 ら〇る 〇 
1Z  ぬ 〇 乙 〇 
S：  ゆ 〇と〇 
其 焱〇を 〇 
心理0 知0 
X  學〇ら 〇 
b  に0 ぬ0 
作 從0 よ0 
爲 事3 う0 
なせ 〇 起 〇 
し ず。 う 〇 
に爺〇 た〇 
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其 言 S 園 一派の 弊に 適 中す る 所 あるを 見るべし •又 陽 明 學を禪 學の餘 


\ 又 日く 

\  禮樂の 事は 今已に 亡 びて 且つ 此方に 行 a 難き 乙と なれば' 姑く Z. の 
|  說を なして 緣飾 せる までにて、 實は唯 i 功利の 事の みを 心 懸 くる Z. と 
一  なる を、 吹聲の 徒辨へ 知らず して、 禮樂 々々と s a て、 一生 1: 送ぅ 過す 
一  乙と S すく も怪 むべき 乙と なぅ、 是れは 彼れ が 徒た る 者、 た  <  詩文 
のみを 一生の 事業と して、 年月を 暮す ゆ最、 心つ かずと 見 ゆ、 もし 道と 
|  s ふ 者に 心， きな ば、 道は 禮樂 のみ、 禮樂は 今 亡び ぬ、 乙は s かに 先生 
一：^ 何を か 道と せられし と、 始めて 驚き 思 ふべき か、 誠に 淺き 丈夫と s 
ふべ し、 (同上) 


/ 
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出 づれば 、をれ を 道と も 理 とも s a て 猖狂妄 行す、 嗚呼 聖人の 門、 何ぞ 
か、 る 率 易 無稽の 談あ らん や、 志 あらん 者は、 必ず かの 本心 等の說 を 
聽く ベから ず、 道は 人の 理な 6、 父子 君臣 夫婦 長幼 朋友の 則な 3、 その 
則を 明かに して、 それに 順 s て 行 ふべ し、 是れ眞 の 實學な $、( 同上) 

又 折衷 派を 排して 日く、 

明かに 道 1: 見る もの あ 6 、篤く 古 5: 信ずる もの あぅ、 各 i 其 性の 近き 所 
を 以てして 入る のみ、 今 世に 一種の 學者あ 6、 道に 於て 見る 所な く、 古 
に 於て 信ずる 所な く、 一己の 私意を 以て 諸家の 得失を 擇ばん と 欲す 
夏 蟲の見 、惘む ベ & かな、 (素餐 錄) 

二洲 此の 如く 朱 子學に あらざる 各學 派を 攻撃す るに 於て 復た餘 力 1: 
遺 5 ず、 實に勸 めた 3 とい ふべ し、 然れど 7P 遂に 小 家數た るを 免れざる 
咚の 5 办 


第三 章 佐 藤一齋 

へ 日本 陽 明學派 之哲學 第二 篇第ン 
一 X 章に 揭 r、 故に 玆に 之を 畧 すく 
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第 四 章 安積 艮齋 

艮齋 、名は 信. 字は 思 順、 通稱 は祐助 .姓は 安積 氏， 艮齋は 其號 なう、 別號は 見 
山樓 、奥州の 人、 年 十七に して 江戸に 來 6、 佐 藤一齋 に從 つて 學び、 後、 昌平 
黌 の敎官 となう、 名聲 鬱然 都下に 振 ふ、 萬延 元年 十一月 廿 一日を 以て 歿 
す、 享年 七十 六、 著は す所艮 齋文畧 、艮齋 聞 話 等 あ 5、 事蹟は 續 近世 先哲 叢 
談 〔卷 下〕 及び 大日 本人 名辭書 等に 出づ、 大日 本人 名辭 書に 左の 一節 あ \ 
云く、 

幼ょう 讀書を 好み、 二 本 松 藩儒 今 泉 八 木 諸氏に 從學 して 頭角を 露は 
す、 十六 歲の時 出て、 近 村の 里 正 今 泉 氏の 婿と なた 其 妻に «" は -: tt" 
助大に 發 憤し、 翌年 單身 出奔し、 江戸に 向 ふ、 旅費 乏しく 艱楚 を！ 一一 日 法 
華 僧 日 明の 拯ふ 所と なう、 遂に 其 紹介に 依 办 て 佐 & 一 齋 の - ft' と^? る 
乙と を 得た 6、 祐助 刻苦 勉勵、 且つ 薪水の 勞に 服い、 且つ 讀書い 、夜 心 睡 
眠を 催す に 逢へは、 煙草の 脂を 眼 R 塗うて 自警す、 


其壯 年の 苦學 、推して 知るべきな-^ 彼れ が學說 は 柱々 艮齋閒 話中に 見 
ゆ、 蓋し 閒話は 彼れ が 躬行 心得の 餘に 成る ものに て、 學 者の 精讀 を價す 
る 有益なる 隨筆な う、 其內容 略- 駿臺雜 話の 趣 あう' 今 其 一二 節を 擧げて 
彼れ が 見解の 一斑を 示 3 ん、 云く、 

道は 天下の 公道な う、 學は 天下の 公學 なう、 孔子 孟子の 得て 私する 所 
に 非ず、 博く 天下の 善を 取るべし、 書 經に德 無， 一 常 師； 主 _ 爲細 、と あれば、 
善の 有る 所 feo 皆 吾師な \ 舜は 大聖な う、 猶ほ邇 言を 察せ 6、 孔子は 大 
聖な う、 三人 行、 必有， ，吾 師； と 云 ふ、 然れば 學は 一家を 墨守す るに 及ばず、 
道の 存す るは 皆 學と思 ふべ し、 程 朱の 諸賢は 勿論な う、 陸 象 山? H 陽 明 
諸 公の 言 も 其 善なる は 皆從 ふべ し、 溪唐諸 儒の 說も 取るべし、 老莊申 
韓佛 氏の 言 も 善なる は 皆 取るべし、 愚 夫 愚 婦の言 も 亦 取るべし、 かく 
の 如く 胸襟 豁大 、古今を 包括す る 勢に て、 志の 高大と も 云 ふべ し、 朱舜 
水 云く、 學問之 道、 如 fe s 、p 其粹然 者 1] 取/ 之、 若 日 % 某氏 學吾 某氏 學； 則 
非 •所 k 謂 博學 審問 之 道 一也、 此語 通會の 論と 謂 ふべ し、 今の 學者は 門を 別 

第四篇  寛 政 以後の 朱 子 學派第 四 章 安積艮 齋  五 四 三 


0、 冶、 に 〇 き 〇道〇 を 講 
冶、 エ 、て 0 人 〇 は 〇議義 
エ 、は、 も 〇 は 0 博〇す を 
精、 銅、 愚0 人 〇く〇 る 文 
金、 中、 夫 0 の 〇 善 〇 者に 
を、 よ、 愚0 善 〇 を〇お 綴 
用、 う、 婦0 を 〇 取 〇 る  b 
a 、金、 の〇 取 〇 る 〇 時 し 
損、 を、 言0 办〇べ 〇大は 
し、 取、 も0 て 〇 し〇に 人 
给 、る、 其 〇 我〇然 〇辨の 
も、 が、 善 0 善0 し0 責 善 
同、 如， な 〇 と ◦實〇 せ を 
樣 、し、 る〇 成 〇學〇 し 取 
に、 聖 、處〇 し0 に0 乙 る 
す、 賢、 皆 〇活〇 志 〇と公 
る、 •の、 我っ 用 〇 篤 ◦文卒 
な、 言、 修0 す 〇 き0 集 の 

5、 R、 省 〇る〇 入〇に 道 
g て、 の0 な 〇の〇 見 な 

も、 資 〇 う 〇 爲 ◦え I) 
g 活 、と0 故 〇 め 〇 た 象 
零 用、 な0 に 〇 に 0  $ 山 
^ な、 る0 申 〇 云 〇 さ〇 も 
之き、 な 〇韓〇 ふ 〇れ〇 其 
一 者、 う0 老〇な 〇 ば0 門 
一は、 上、 佛〇 う 〇學0 人 

下、 手、 の 〇 志 〇 問 〇 朱 

手、 の、 言 〇篤〇 の 〇 子 
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ち、 戸を 分ち、 各-其 識見を 守ぅ、 朱 子學と 云へ ば、 陸 王の 學は 異端 邪說と 
號し、 其 善なる 所を 槪棄 す、 漢學と 云へ ば、 程 朱の 學を 老佛の 如くに 排 
斥す るは、 各} 其學を 主張 せんと 思 ふよ i 起. CN、 天下に 幾許 もな & 儒者 
の 中に て 門戶の 見を 爭 ひ、 仇警の 如く 思 ふは、 公平の 道に 非ざる に 似 
たう、 朱 子は 嚴毅 方正の 人に て、 陸 象 山と 太 極の 辨、 鵝 湖の 論は 合は ざ 
れ ども、 象 山を 白 鹿 洞に 招き、 門人を 集め、 講義 5: 聽き 、又 象 山に 請うて 


良齋は 固ょ 6 朱子學 派の 人 R して、 朱 子を 尊崇す るて と 深し、 嘗て 朱 子 


を稱揚 して 日く， 

朱晦菴 氣魄極 大 、天才 極 高、 承 藤 洛 諸賢 之統； 而更 P 廓 之； 以明， 斯道 於 ^ 0 
下； 實 孔孟以 來一 人而已 、(答_, 安井 伯恭 一書) 

然れ ども 彼れ が 如何に 豁大な る 見解を 有せし かは 如上の 文に ょ $ て 
明かな §、 彼れ 又 孔子の 學 の要點 、畢竟 忠信の 二字に ある 乙と を 論じて 


- 1 " 


古の 聖人 孔子よ b 盛なる はなし、 孔子の 

〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

中 忠信の 二字、 尤も 多く 見えた- CV、 されば 
の樞 要と 知るべし， 集註に P 己 爲“忠 以 ，實 


0 0  0  0 0 0 
書、 論語よう 貴 
0  0  0  0  0  0 
學 者の 力を 用 


0  0  0  0  0  0 
きは なし、 論語 
0  0  0  0  0  0 

ひ、 身を 脩 〇 る 


爲 ，信と あ办 、人は 天 品の 性質* 
の 內に黃 金 も あ 6、 白銀 も あ 
生 質な 6、 鉛は 


智愚 賢不肯 種々 の 異なる あう、 譬へば 金 
h i'.j si も あ う、 鉛 錫 も あう、 是れは 自然の 
らず 、銅は 黃金 R なるべからず、 聖賢の 人を 敎ふ る、 君 父 
る、 鉛を 鐵にせ ょとは S はず、 銅を 黃金 にせょ とは 云は 
あ 3、 銅は 銅の 用 あう、 其 天質の 分を 盡し、 其 用を 達す 

益 H 篇  寬蚁以 饺り 朱ナ學 M 第 H 早 安 楨 挽 sir 五 N E 


鐵にな るべ か 
の臣子 を責む 
ず、 只 鉛は 鉛の 
るを 忠信と 云 
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ふなう、 人臣の 君に 事へ A 子の 父に 事 ふる も、 心 力を盡 し、 毫髮怠 惰の 
心なく、 吾 十分を 盡 すな' 吾心 力已に 盡す ならば、 聖賢 も 分外の 事は 
責めざる なう、 但> 銅鐵は 其 良なる 所 あ $、 又 あし & 所 あ 3、 其 あしき 所 
を 鍛錬して 除き 去 i) 0 *0 良杪 50 , 5:° 伊 to る 如 < ° 、& *0 #0 vo & io L° 1: ° s° 

分量を 盡 すよ $ 外な し、 もし, の 質に て 鐵の 用を なさん ど し、 銅の 質 
にて 黃 金の 用を な 3 ん とすれば、 鉛と 鐵と雜 は う、 銅と 黄金と 雑は 6 
贋物と なる、 表裏の 違 ひ あ $ て、 忠信に 非ざる な 6,、 忠信は 白き は 白く、 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一  0 0 0  0  0  0  0  0 

赤き は 赤く、 黑きは 黑 く、 內よ h 外に 至^ N、 本よ $ 末に 至る まで、 洞 然と 
して 毛髪の 難は う 無き を 忠信と 云 ふな 若し 鉛の 身に て 鉛の 用を 
盡さず 、銅の 身に て 銅の 用を 盡さず 、怠慢す るは 忠信の 道に 非ず、 唯 ^ > 口 
心 力を 盡 すべし、 此 工夫 純 熟すれば、 誠の 德 に 至るべし' (艮齋 閒話續 上) 
是れ亦 儒敎に 對 する 一種の 見解と S ふを 得べ し' 彼れ は 又 古今 學 術の 
變遷 を 論じて、 左の 如く 言へ う、 云く、 

三代は 姑く 置き、 兩漢 よう 李 唐に 至る まで、 鄭玄 、何 晏 、馬融 、王肅 等の 註 


にて すまし 置 &、 格別の 異同な し、 唐の 孔頴 達、 賈公彥 等 註疏を 作う， 古 
人の 註を 主と し、 一毫 出入 無く、 誤謬の 處も回 護して 置くな う、 此の 如 
くにて は學 問に 精神 無く、 卑陋の 說 多く、 聖人の 蘊奥は 晦 塞す るゆ么 、 
趙宋に 至 A 劉 原 父 出で 始めて 古 A 5: 辯駁 して * 家の 言を 立つ、 歐陽 
永叔、 蘇 子瞻 兄. 弟、 王 介 甫等群 起して、 漢唐諸 儒の 外に 各！ 其 一家の 說を 
成す、 程 子 兄弟 出て 始めて 性 命の 學を唱 へ、 朱 子に 至う 集大成す、 是れ 
に 因うて 漢 唐の 學風大 に變 ず、 宋 末ょ 6 元 明に 至 b、 朱 子の 學を 奉じ、 
性 命の 說盛 R 行は る、 然れ ども 學者朱 子の 本意 5: 失 a 、 讀書 のみを 格 
物と 心得て、 支 離に 流れ' 實行 無き 者 多し と 見ぇた 6、 故 fc ‘王陽 明 出て 
知行 合一の 說 を揭げ 、其 支 離 蔓衍の 弊を 矯む 、天下 學者 翕然と して 從 
ひ、 盛に 行は る、 然し 陽 明の 說は つま 5 宋學ょ & 出で し 者に て、 朱 子の 
學と 天地の 異 あるに 非ず、 專ら內 に 求め、 知行 5: 合一に し、 事物に 就 さ 
て窮理 せざる 所は 朱 子と 相違 あれ ども、 やは う 性 命の 學にて 陸 象 山 
(r. 本 づき ^ る 者な う、 明 末に 至る まで 此學 盛に して 其 流 弊の 甚し & 
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は 朱 子の 學に 過ぎた う、 然し 陸 稼 書呂晚 村の 徒 陽 明を 掊 撃し 明の 天 
下を 滅す者 陽 明の 學と云 ふは 餘う甚 しき 激論に て、 陽 明 自得の 妙け 6 
後學 の輕議 すべき 所に 非ず、 是れ又 宋學の 一變な 公、 淸に至 6 顧炎武 、 
毛奇齡 、朱彝 尊、 閻若據 、胡渭 、江 永、 萬斯 同の 徒 起う、 政 證の學 を 唱 / て學 
風 又 一變す 、是れ も 自然の 勢 あるに 拟た う、 朱 子は 千古の 大儒 なれ ど 
7P、 其學を 奉ずる 朱 季以來 の 諸 儒 陳北溪 、許 白雲' 饒雙 峰ょう 蔡虛齋 、林 
希 元、 呂晚 村の 徒に 至る まで、 朱 子 註解の 書には 精詳と い へど も、 漢唐 
諸 儒の 註疏 老莊 申韓の 諸子 班 馬已來 の歷史 などは 深く 涉獵 せざる 
と 見ぇて、 其 著せる 所の 書を讀 むに、 手近き 出典 玫據を 知らず、 强 a て 
乙れ が 說を爲 し、 往々 一笑を 發 する ともあれ ば、 豪傑の 土は 其 下に 屈 
する を 甘ん せず、 更に 一 赤 幟を 立てん と 思 ふ も、 一槩に 無理と 謂 CA が 
たし、 故に 顧炎武 、閻 若 ® 毛奇齡 、朱彝 尊の 徒、 朱 學の力 及ばざる 所を 精 
究し、 考證を 主と する も、 自然の 勢に 非ず や、 近世は 政 證の學 又 小變し 
て爾 雅說 文學を 唱ふ、 惠楝 、戴 東 原、 段 玉 裁の 徒 其 魁 / I 6 ょう 淸に 


天 o  Ra 凡、 云 
地 〇 人 A を、 a、 
の 〇  I ひ 物、 又 
氣〇語 A 事、 事 
收〇 る △は、 を 
藏〇べ △成、 成 
し 〇 か △ る、 す 
て〇ら △樣 、の 
外 〇 ず △に、 エ 
へ 0 事、 て、 夫 
漏 〇 の、 も、 を 
れ〇 成、 成、 論 
ざ 〇 る、 6、 じ 
る〇は 、難、 て 
ゆ 0 吾、 き、 、 
承、0 精、 も、 

春 〇 神、 の、 

に 〇 の、 な、 

至 〇氣、 I) 、 
b 〇 の、 油、 

萬〇爲 、斷、 
物〇す 、す、 

發〇 所、 ベ、 

生 〇 な、 か、 

す 〇 う、 ら、 
若〇秋 ◦す:、 

し 〇 冬0 且么 
漏。 の 0 つ △ 

浪〇 間0 妄 △ 


至る 爻 で 二千餘 年の 間學 術屢ン 變 ずる、 四時の 運轉 する 如く、 人に 倦ま 
心ら しむ、 是れも 亦 天地 造化の 一大 戯瘍と 見ぇた 6、 聖人の 道は 日月 
の 如く、 四時 變 化すれ ども、 日月の 光は 萬 古 易る 乙と なし、 風雨 煙雲晦 
, 0〇 #〇 卽 如 no i' O V B O BO 00 如 RO s^i LO 、i: no &&^ 't:o ^ fto 靜刪卽 卜 

扶持し、 家 國 天下の 實用 あら ば、 孔子の 意に 叶 ふべ し、 (艮齋 閒話卷 之 下) 
彼れ が 古今 學 術の 變遷に 拘はら ず、 聖人の 道を 以て 萬 古 不易と する の 

が 

見解、 區々 たる 學 派の 爭 論 ?: 超脫 して' 痛快 限 6 なきの 感 あるを 覺 ゆ、 其 
他 彼れ は 其 豁大な る 見解を 述べて、 

s S s I S ぃ 、_  s S  如#  t S £  §  jI  £ 和 如 聊 

に 非ず， 博く 天下の 善を 取るべし、 (艮 齋閒 話卷之 上) 
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と 云 ひ、 又 人は 豫ねて 心に 覺悟 あるべき を 論じて、 

«° & |) ° 4) 〇 人は 事變 RO 臨んで 驚かず、 覺悟 なき 人は 狼狽して 度を 失 ふ 
な 5、 云云、 古人の 書を讀 み、 人物の 邪 正 得失を 辨じ 、治 亂輿廢 の 迹を觀 
かは、 か 我覺 悟す る 工夫な $、 道に 古今な く、 理に內 外な し、 事迹は 同じ 
1 g no SJ  v mo き  s -— o RO i t° s A° 同上) 

と 云 ひ、 又 更に 學 者の 覺悟を 述べて、 

今ょ $ 百年 前を 視れば 、古な 6、 今ょ ipl 年後を 視れば 、今は 古と なる、 


變〇吉 〇足〇 を 〇是 。身。 貴 〇ば〇 と 〇姿、 
化〕！ ら0 試3 も3 閑 3 の0 吾0 し0 な、 
推。 禍〕 す、0 む0 亦） に0 位〇心 〇 て、 〇  S、 
遷0 福0 丈 c れ〇 好0 し0 に0 の0 富0 如、 
す 〇 種0 夫0 ば3 し〇 て0 あ0 持0 貴0  く、 
る〇 々〇 七 〇是 〇 帝 尚 〇 心、0 れ〇ち 〇 に0 な、 
も0 紛0 尺0 も0 患0 の0 ば0 や 〇 て0 り、 
亦3 綸 3 の 0 亦0 來つ 累〇 道0 う0 も0 是〇 
好0 し0 軀0 好。 れ0 な0?:0 に0 加0 れ0 
f  〇 て。 し。 ば 0  く  〇世〇 て 〇 へ 〇 は 〇 
貪 競0々0 力;0 天 ° 琴0 に0 好0 ず ◦境0 
齋 ひ。 天。 く。 命0 を0 行0 し0 貧0 遇0 
m 來 。地。 の。 に0 鼓0 ふ0 と0 賤 3 に0 
p れ0 の0 如0 安0 し0 樂0 思0 に0 て0 
L ど。 間。 く〇ん 。て0 み0 へ0 て0/ 外0 
上 も。 に。 看 3 じ0 書〇 あ0 は:3%0 よ0 
一實 。生。 破。 心。 を。 i)、0 往0 損0 う。 
の 〇れ〇 す0 を0 讀0 ■是〇 く0 せ 〇來〇 

我 〇 六 〇れ〇 動0 み0 れ〇 と0 すごる0 
は〇七 〇 ば0 か0 て0 も。 し0 我 ◎者0 
い〇十 〇 何0 さ0  一0 亦3 て0 れ ◎な0 
つ〇年 〇事〇 ず0 身0 好〇 よ0 に ◎れ〇 
も 〇短〇 も0 吾0 優0 し 〇 か0 輕 @ ば0 
自 〇夢〇 好つ 生0 遊0 貧0 ら0 重 @ 眞〇 
若 ◦の〇 し0 平0 の0 賤コ ざ0 は® の0 
な 〇如〇 憂0 進 ◦樂0 と0 る0 な ◎我0 
れ 〇き〇 ふ0 修0 み0 な0 な0 し @ は0 
ば 〇世 〇る〇 の0 あ0 れ0 し0 さ ◦自〇 
io に 〇 に0 力0 う0 ば。 富0 れ 。若0 


0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  - 
今の 畢眷は 生きた る 古人な 6( 同上) 

と 云 ふの 類 皆 名言に して 傾 聽を價 する に 足る、 彼れ 又 大丈夫は 貧富 窮 

達 盛衰 榮辱 等の 外に 超然たら ざるべからざる 旨 意を 論じて 

i い ハ. f  か 4 心、 ULt #- を a- 々變 1 する 乙と 浮 雲の 定 
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と 云 a 、 又 憂苦 患難に 處 する 工夫 5: 論じて、 


と 云へ $、 是れ亦 一種の 處世的 悟道と 見る を 得べ し、 彼れ 嘗て 巧に 屈辱 
の 反うて 藥石 たる Z: とを 說 破して、 左の 如く 言へ う、 云く、 

かざる 者を 友と し、 自ら 是 とする ゆ f 長 進せ ず、 獨 6 講學 のみならず 
今日の 事 屈折に 遇 ひ、 恥辱を 受 くる 多ければ、 事理 純 熟し、 世故 事變に 
通ず ベ I、 s か 程 も 屈辱に 遇へ ば' 忍耐 も强 きな 6、 精神 も磨錬 し、 事理 
にも 通じ、 多少の 德 義を增 益す るな う、 程 子の、 若 要 熱 須 feo _ 一  此裏 一過， と 云 
ふは 滋味 ある 語な 6、 古人の 句に 成功 每 在， MO 窮日； 敗 事多存 ，得意 時， と 
あう、 人は 屈 ©0 に 遇 ふは 身の 藥石な 貧賤の ±' は 屈 gr 遇、 ふこ 一 こぎ 


作 〇 吾 〇 如 
れ〇性 〇く 
は 〇情〇 論 
却、 0 を 〇ぜ 
て 〇 主 〇  6 
性 〇 と 〇  _ 
情 0 す〇  く 

の 〇れ〇  ' 

天 〇 ば0 
眞〇也 0 
を 〇 好。 

失 〇 を 〇 
ふ 〇逐〇 

て 〇 ふ0 
自〇 ベ 0 

然0 か0 
に 〇ら〇 
あ。 ず。 

ら 。乂〇 

十、 0  0〇 

普 心 0 

唐 に0 
の 叶 〇 
晈 は0 
然 ん0 
と と0 
云 思 Q 
ふ ふ0 
詩て Q 


僧の 韋蘇 州の 詩 風を 擬し 、其 悅を 得ん と 思 a 、 數首を 作 6 て 示され / 2 
ら、 韋蘇州 賞せ ず、 因つ て 平生 作 h し 詩を 示せ 6、 韋蘇 州大に 賞 歎して 
i い 詩. 各 > 其 風 あ $ 、强 ひて 人を 學んて 其 心を 悦ばし めんと すれば 
かかい や ふて 精巧む いず、 と誡 めら れたら 、和歌 も 右に 準す る ものな 

o o o cooo .0 00900 ;o ox ho , >o o> :o ^ 5> >0 lo L0 :0 E30 J» 21、 

らん、 著作办 章 も 吾 胸懐ょ 6 發 出すべし 世の 人に # めら れんと 思 a 
xo KO tfo no 心^^ no ^ so lfo ^J ao ^^ ^o 0  &  4  b  知  V  S  f^s> AO §  毁 
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い‘、 於 1 r a" *' を^ J t- n' i^ も、 高貴の 人は 屈折に 遇 ふ ^ となく、 虛美 耳を 
*- い、 §' ^6 ーーボ かか^卜 3£> かゅ灸、自然と怠慢に流れ易く、縱令ひ天品 
才力 ある 人 も、 道藝長 進す る 乙と 難し、 新 井 白 石の 言に 總身 に 耻 K 出 
4 かか 5^ 以^！^  一 / 2A t tfA &A を tA とぁ ら 、(同上) 、 

是れ 蓋し 皮れ が 苦境 中に 於て 自得す る 所な らん、 詩に 就いては 彼れ 左 
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迄 SI ぢ s4s&k to K 加 t:° 女 永の 頃 藤 村檢 校と 

云 ふ瞽師 あ^'、 每 に 人 R 語ぅ しは 人の 前にて 三絃を 彈 くに、 其 座の 聽 
く 人に 色々 の 心 あれば、 面白く 彈い て譽 めら れんと する に、 かなたの 
人の 心に 叶へ ば、 乙な たの 人の 心に 叶は ず、^:  いか いルル か!！ 卜 

P  ふ 前にても、 於 2: 刖 w f : 里、 一  & 、s  nt 、s  vk ;; の  i ' 

思は ず、 唯 i 神明へ 奉納 ヤシ tp i" かを pit いか i) A と 語られし は、 眞實 
の 心に て、 名手の 譽 、世に 高 か 6しも宜な&ずゃ、日が |10 ^0 耐 1:0 <0 ,处勤 

s  i  V  S  ぶ  & ?: o i t 〇 如  S  ? 4 1 0° £ r,o s  てへ が 其、 斯 

薨の言 も 聖人は 詢ると ぁれば、^ j A> w »" ffl> に，^ へ、 一す W ぞ い、.^ ハ か 
金 身と 化する M といず y やい、 n  r が ^: y n" «? ぎ A" 、 の； J ど w  ;p 4' 
耳 東風なる べし、 (良齋 閒話續 下) 

誠に 名論と 謂 ふべ し、 宇宙 及び 實在 等に 關し ては 彼れ に 就いて 何等の 
聽く y きものな しと 雖 も 、人生に 於け る 安心立命の 工夫に 至ぅて は、 趣 
味の 掬すべ^; もの、 多々 之 あるを 知るべきな 6、 


第五 章 元 田 東 野 


元 田 東 野、 名は 永孚 、通稱 は 三左衞 門* 東 野は 其號な と 熊 本の 人、 嘗て 橫井 
小 湳を 師友と して、 其 感化 5: 受 く、 明治 四 年 五月 侍講と な 6 ® 天子の 知 
禹 一を 辱ぅ し、 宮廷に 出入す る もの、 實に 二十 年' 明治廿 四 年 一月 7 d: 以て K 
す、 享年 七十 四、 著は す 所經筵 進講 錄一卷 あぅ、 是れ 最も 名敎 に關係 ある 
もの' 其 他 東 野雜錄 、幼學 綱要 等 あら、 彼れ 自ら 己れ が爲 人を 叙して 日く 
4 tt- か.^ 於 •  t ♦心 i^ 一 s: w ^ bla 疋かか 炉 六十 年來 所 fc p 、 總以 

此れに 由うて 其 人物 性行 1: 察すべき なう、 

東 野が 其 自得せ る 所を 斷片 的に 言 表は せる もの、 大抵 皆 後人の Ba 腾す 
v き 金玉の 如き 格言を 成せう、 今 左に 其 最も 佳なる ものを 擧け ん に 


0000  000  0 :o o Q, :o . ;o p. ;o o 、 fo . :o ro - co p-.、 


AO EO か ^ き ■尹 # c sc ffic チ 怨、 無 * 4 膨、 舞 大無そ 所在？ 致 b 
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二 

EO ,$ so £  i ®o f ®o p° &  S  S3、 

三 

臣之諫 /君、 要 愛 p° 於 敬； 故當， ，諫奏 之 時； 先以， ，吾 愛 心， 洒到 ，於 君 心； 愛 至丽 a 
循 々說 出、 至，， 其 立言； 則 唯 欲 & 之 明白， 耳、 不， 毫有& 敗 之 見； 

四 

唯 愛 之 一心、 徹頭微 尾、 無^ £ 不 _,懇 到； 剛斷 勇決、 皆自 go 之 一念 一 湧出 來、 而活 
i  l io 、 

五 

唯 自_, 愛 之 一念， 推 持 去、 

六 

00000000  • 

愛 之 一念、 包 ^ 天地； 

七 

識大 則量弘 、量 弘 則德 ^° 


喜 C は® 人 
閙 。居、® 臣 
第 閑 〇 家❾は 
I 蚤の ◎陽 
非 〇 時 ◎な 九 
寬偸〇 の® う、 
f 快 〇 誠 ◎功 3 
繁放 っ 意® を0 
朱蕩〇 を© 貴0 
| 等。 以® ば0 

派 (7\〇 て® ず 〇 

第事〇 す® し。 

2  を。 ベ© て。 

へ 思 0 し ◎忠0 
里議0 家〇 を0 
5 し0 に0 主0 
て 〇 在 〇 と 〇 
go う。 す。 

前 〇 て 〇 ベ 〇 
に0 君 〇 し0 
至 〇 上 〇 君® 

う 〇 を 0 前® 

五 て 〇思〇 に0 

5 直0 は0 言® 

ち 0 ず 〇 を® 

に 0 世:。 奏@ 
忠〇間 〇 す @ 
義 つの 3 る @ 

を0 憂〇 に® 


八 

斡 琦言ふ 吾れ 孤忠を 以て 進む、 李 綱 も 亦 言 ふ 吾れ 孤忠を 以て 上の M3 
用に由ると、2< 6〇 ^〇 |田 ^〇 ^〇 &〇 ?:〇 6〇 0へ 1.〇 、 *〇 び 1:〇 ^〇 ^〇 |心肱すべからで他 
い 71' 於れシか、&ゲルず|^の交にても、自から黨意を ^ れず乙れ人^ 
2: m' s や y  & むい、 4 ^  .  ' #A t い 1  " い 、ず D A ハ 孤， を 以て 自 から 
'ii- ^ v 々 0 5iA a- t- シひ と、 諫 奏する 事、 决して 朋友と 語らず ロハ' 一己の 
_ £ 卜 ぃ 、きき か か ミト ぃミト 5: i: ハ かが 5:A : r : s^ : i 

4 む、 客  t l: 口” ミ 於が : i: : !: : i: : 5: 

¢7) A 如か ？:- K- > ^> g- 心 J: - 以て 言を 獻ず '然して 後 直に 愛 心に IX る 多年 
か， ] H:- の 如くす' 
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盡 3 ん とする は、 皆是れ 詐僞な ぅ、 人臣 豈に詐 僞を用 ふべ けんや、. 

十 

000000  〇 0 0 0 〇〇  0000  〇  0000  〇〇、 〇  0  0  0  0  0 

道理 R は 秘 すべき r c となし、 事には 秘すべ き 乙と あ h 秘すべ から ざ 
る 乙と あぅ、 蓋し 道理は 天下 公共 底の もの、 豈に 之を 秘 すべけ A° や、 閨 
中の 事は、 君 前に. 言 ふべ からず、 朝廷の 機 事は、 父子の 間 R も 言 ふべ か 

〇〇 〇〇 〇 〇〇〇  0000  〇〇 〇〇〇  00  0  0  〇〇 0 00000 

らず、 父は 子の 爲め に隱 し、 子は 父の 爲めこ かくす、 是れ 事の 秘 すべき 
な 6、 道理と 事と を 分別せ ずして、 妄に 天下に 秘す べき 事な し、 秘 すべ 
きは 私意な $ とし、 或は 機事洩 すべから ずと して、 一槪に 秘密に する 
.は、 二ながら 義理を 洞見せ ざる 過ちな 6 、人臣は この 道理と. 事と を 分 
別して、君上に事へざれは、或は私意に陷ぅ’或は機事を洩す罪に陷ジ、 
十一 

人臣は 當に白 直なる べしと、 朱 子 言へ办 、白 直最ち 好し といへ ども， 僅 
に 白 直な らんと 欲する は、 私 {思を 免れ ^' 、 只 愛 心の 切なれ は 自か 6 好 


世の 〇學 、に、 下 0 庸〇 け〇爲 凡 
の所〇 の、 敎 、亂〇 愚 0 れ〇 し、 を 
所謂 〇事 、ふ、 る 〇と〇 ば 〇終 人 
謂 學 〇  I 乙、 る、 人 〇 な 〇 其 〇 う 天 
學は〇 非、 只、 間 0 る 〇の〇 を 地 
は 至 〇 ざ、 此 、天 〇此〇 天 〇爲の 
一 '中0 る’ の、 下0 の 〇職〇 す 間 
科 至 〇 は、 學 、萬 3 學〇を 〇 者に 
々 正〇 な、 の、 事 〇 明 〇 失 〇 な 生 
令 の 〇 し、 一、 の 〇 か 〇 ふ 〇  6  れ 
の 大〇然 。字、 成。 な。 此0 故貞 
學本 〇る〇 に、 敗 〇れ〇 の。 に 天 
異 達。 に〇 て、 只、0 ば 〇學0 此〇 子 
端 道0 學 〇 論、 此0 天 〇 達 ひの0 至 
末 に‘ つに 〇 語、 學0 下 〇 す0 學〇庶 
技し 〇正〇 開、 の〇平 〇れ0 あ0 人 
の て0 あ〇卷 、明0 か 〇ば〇 れ〇畢 
謂修0 う〇 學 、暗0 に 〇聖0 ば0 生 
ひ 身0 偏〇而 、に ◦此0 人0 其0 の 
に 平0 あ。 時、 あ g の 〇 と0 天0 事 
し天〇  習、 る 〇學〇 な。 職 c 業 
て 下0 大 。之、 の〇 明。 う0. を0 只 
大 の0 小 〇 と、 み 〇 か 〇此0 全0 此 
本道0 本 〇 云、 故、 な〇學 3 う 〇 の 
達德0 末 〇 ふ、 に、 ら 。達3 す0 學 
道 學〇あ 〇 一、 孔 、ざ 〇 せ 〇 此〇の 
の な0 う 〇 言、 子、 れ〇 ざ0 の0 始 
學 办 〇孔〇 一、 の、 はでれ0 學〇め 
に 當子〇 行、 人、 天〇ば Q な° を 


非ず 是れ此 章、 學の 字を 講ずる に 於て、 始めに 辨ぜざ るを 得ざる な 6、 
古來 ょぅ 之を 辨 ずれば、 彼の 管 晏の覇 術を 始め、 種々 の 異端 俗儒、 訓詁 
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經筵 進講 錄は東 野が 聖 天子に 進講 そし 所に して、 鐵％ 書院の 發 行に 係 
る' 其 中 彼れ が 學說の 一斑を 窺 ふに 足る もの あぅ、 論語 開卷 第一の 「學 而 
時習^ T 不 n 亦說 I 乎」 の 章を 講じて 日く、 
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毛、 古典 故事を 考證 し、 敬神 尊王を 主と すと 雖も 、多くは 一 偏に 局して、 
先皇の 至德 大道を 實踐 する に 足ら ざれば. 我 神聖の 道 •孔子の 學と同 
じか &ず 0 孔〇子 0 の％ 0 は ®0 0 本 ^0 ^0 ^0 0 の *0 11 5: ° ぎ ft0 〇し A° ffto 0o ffl ° 0 の iic 5: ° 

盡 して、 天理の 極に 達し、 身を 修めて、 以て 天下を 平 かにす るの 道學な 
6、 其 人と 爲 う、 周靈 王の 末、 魯襄 公二 十二 年に 生れ、 生 知の 資を以 て、 篤 
く 聖人の 學を 好み、 人道を 盡して 、天理に 達し、 剛健 中正、 純粋 明快の 德 
を備へ 、天の 四時 あるが 如く、 一毫の 偏 倚な く、 堯舜 以來の 大道を 祖述 
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文 詞の學 、佛 法、 耶蘇 敎、 西洋 百科の 學、 皆 一 偏 一派の 學 にして， 孔子の 所 
，謂 學に 非ず、 旦つ當 世に て、 支那の 文學 5: 學ぶ を 槪 して 漢學 と稱 して、 
孔子の 學を爲 す 者 も 同一視： すと 雖ネ、 是れ 亦大に 分析せ， 5 るを 得ず、 


し、 易を 演べ 、詩 書を 删う、 禮學を 修め、 春秋を 作う、 其學 問德 行、 人を 敎へ、 
國を 治む るの 道は、 此 「論語」 と 1 大學」 「中庸/易 傅」 等の 書に 具 載して 漏る、 
處な く、 輓近 西洋の 理學、 修身 學、 法律、 政治、 經 濟の學 等、 其 精細 t 說 、と 
雖も、 皆 其 全體大 用を 備へ、 一本を 以て 萬殊を 貫く に 至つ ては、 實に宇 
內 古今の 一人、 萬 世の師 と 云 ふ 可し' 故に 孔子の 學を學 びて、 S 本 已に 
定ま-^ たる 後は、 法律 經濟 等、 西洋の 科學を も學び 、識見を 博す るは 可 
なう と雖 も、 孔子の 學を後 にす る 時は、 根本 立たず、 遂に 道 德を損 し、 人 
倫に 惇 う、 身 修まらず、 家齊は ずして 國治ま らざ るな 6 .其 他 前に 辨ず 
る處の 異端 俗學に 於て は、 外、 仁義を 假 うて 內 、詐 力を ® らに し、 或は 智 
術權 謀、 互に 相 軋し、 或は 高 妙の 理を說 て、 人 偸 日用の 道に 背き、 或は 口 
に 法 0 :を說 S て 1内 行 修 1 H らず 、或は 文 辭技藝 の、 末に 馳せ て實 用に 乏 
しく、 是れ皆 古 來の學 弊、 現今 西洋 自ら 文明 國と 誇る も、 其 實は心 術 正 
レ > らず' 風. 善良なら ず、 利を 貪 3、 力を 爭ひ 、其 害 一にして 足らず， 學 
«0 即5  i  &  3む、 ケ s: 、l  s  # io 如  S  S 
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す處其大害を見るべきな6、今日苟も學を爲す、始めに先づ其仅捨先 


人生 萬 事を 擧げて 悉く 之を 學に歸 し、 學と 云へ ば 悉く 之を 孔子に 歸す 
其 論 固ょ 6 未、 た 公平なら ざる 所 あ 6 と雖 も、 儒者の 言と して 之を 見 n 
ば、 亦 麻 姑痒處 ?: 搔 くの 快な しとせ ざるな ぅ、 彼れ 又 「君子 ^ 本、 本 立而道 
生 # 弟 也 者、 其 爲 ，仁 之本歟 0 章を 講じて 日く、 
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る も 家家 孝弟の 風に 靡き、 國々 忠純の 俗に 化し、 法律の 精密は、 生 5: 好 
ひの 至う、 刑は 以て 刑無& に 期し、 經濟の 博大は、 忠恕の 道、 絜矩の 極、 人 
•々其の 分 願 ?: 得て、 家 給 i A 足る に 至う、 汽船 鐵 道の 便は、 四方 相 通じ、 
內外 交易し、 父子 隔 居の 恨 無く、 上下 睽 離の 患な くして、 凡べ ての 政 術- 
其 精細 文明を 極む る R 至る ほど、 皆 孝弟 仁愛の 性情の 流 注す る 所に 
非ざる はなし、 是れ 則ち 其 本を 務めて、 其末自 から 充大な る 所以、 A0 , 
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まら ざれば、 其餘 の功德 事業 あう と雖 も、 言 ふに 足らざる なう、 故に 人 
として 智能 あろ、 才力 あるは、 最も 重んずべ く、 國 として 富强 とい a 、 開 
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明と S ふは、 素よう 貴ぶ 所と 雖も、 然れ ども、 智能 才 R の 人、 其 心 孝弟な 
らざ るよう、 必ず 爭鬪橫 逆を 免れず、 富強 開明の 國、 其 風俗 仁讓 なら ざ 
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少 くして、 亂日は 常に 多く、 其 衣を 論ずれば、 人 皆 智能 才力を 崇び 、國皆 
富强 開明に 走う、 其 不孝 不順、 一念の 愆 6、 遂に 天下の 亂 となる 者な う、 
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ら /1 Z. とを 欲せば、 一つの 孝弟の 德 あるの み、 

彼れ が 孝弟 5: 以て 名. 敎の 大根 本と なし、 是れを 骨子と なせる 儒 敎の廢 

すべから ざるを 示す 處 、大に 其 手腕を 見るべし' 彼れ 又 更に 仁の 義を講 

じて 左の 如く 言へ $、 日く、 
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ょ i 君 上を 愛し、 國家を 愛し、 天下 衆 民に 及び、 鳥獸 器物に 及び、 其 大小、 
親陳 、本末、 前後の 等差 あう と雖 も、 只 一個の 仁愛 貫 穿して 漏ら S ざる 
なう、故に匹夫匹婦も此仁あらざれば身修らず、一家を保つ乙と能は 
ず、 人君 大人 も" 此仁を 離れて 天下を 保ち、 衆 民 £-° 治む る ZLO と 能は ず、 其 
始めは、 只 一滴の 愛 心， 惻然靄 然と 發して 、其 極點を 云へ ば、 宇內 古今、 內 
外 上下、 悉く 此愛 心を 以て、 眩 溺覆補 する に 至うて 猶ほ t らず とす、 
彼れ が玆に 仁愛の 普遍的 性質を 說いて 、能く 其 肯綮を 得る の 一點に 至 
うては、 决して 仁齋、 益 軒、 鳩 巢 等の 下に あらず、 此れに 由 A て 之を 觀れば 
彼れ が 如きは、 粹然左 る 儒敎の 代表者と s ふを 得べき なう、 彼 n 又敎育 
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又德を 廣義に 解して 智 を 含有す る ものと なし、 論じて 日く 

當世、 智と德 とを 分ち て 智育德 育と 云 ふ、 文明 論には 智の區 域は 廣大 


此 論の 如き、 之を 今日の 偷理 學に徵 する も、 亦 否定す る ?: 得ざる 所な 6 
何ん となれば、 社會の 進歩に 資する 所の 一切の 智識は、 廣 義の德 中に 屬 
する もの なれば な 5、 彼れ 又 平生 進講の 際、 儒敎 ?: 我 神道に 附會 して 巧 
に ia 去れ $、 其 用意の 决し て尋 凡なら ざる もの ある ?: 知る ベ § な $ 
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第 六 章 中 村 敬 宇 

中 村 敬 宇、 名は 正直、 敬 輔と稱 す、 敬 宇は 其號な う、 江 P の 人、 佐 藤 一齋に 學 
ぶ、 慶應二 年英國 に留學 し、 明治 元年 歸 朝し、 東 京大 學敎授 となる、 明治 廿 
四 年 六月 七日を ^ て 病歿す、 享年 六十、 著は す 所 敬 宇 文集 及び 演說集 等 
あ 6 外に 又西國 立志 編 西洋 品行 論 等の 譯書 あう、 一時 大に 世に 行は る 
其 事蹟は 自叙 千 字 文 及び 東京 學士會 院雜誌 〔第 十二 編 之 五〕 等に 詳な、 

如 £4 於 ニ ヒニ£ぃ€  V 裳 

屬 する 人た るは 疑 ふべ からず、 故に 遂に 此 ic 附载 する 乙と、 せ i、 

先生 嘗て 愛敬 歌を 作うて 子弟 5: 戒む 、云く  • 

致，， 愛敬； 盡 _1 愛敬； 順境 何 足 Jn、l^ ?0 *0 1 1、 使„ ，親 非，， 頑 H 何 見舜德 盛、 使， 苕菲 ，- 
殷紂， 、何. 見 三 仁 行、 西聖瑣 剌底、 其 妻 性 頑 硬、 拂 k 動輙 怒. 萬 事 f 命令 _ 、他人 
. 娶，- 若婦； 其必 謀，， 再媳； 1 4 かか 1  かお.、 酿 «o ®o _ MO KO ®o p0 MO s0 #o 

*o s  S  ?  M、s  s ko «o f! l  ,l feo 、& B0 s  露  M 


咿, 一  M 炉俨炉 P 緲 & E° ぎ ¥  & 舻妒 i 似-—— 合一 
柄、 能 懷„柔 檇貳； 能馴 ，> 化梟獍 (構 fe 〈息-- 秦楚一 交 惡和 -- 周鄭一 四海 可」 家 (六合 可" 
同性；㊣ い ハ r tt" A" 、l^  か  ®' を #' tt' R' a' 、 朋友 s' ig 病、 至'- 邦國 交際 ^ ^ 
兵力-競、 妖氛滿 ，神州； 何時 得-, 洗 淨 MO & P0 事， 親、 德敎 四海 亘 、千年 口 徒誦、 今 
0 o 4 ao l io so &;i gc &  t AO &、t EO ®° 和 妒が、 妙， ® CO . 咖 ko 砂 ?0 ®0 & ifco 

一。 一 和、 i 攸. 命、 

先生 晚年 力 5: 文藝に 用 a 、 義理に 關 する 理論的 硏究を 務めず 故に 一家 
の學說 として 後世に 傳 ふべき もの 殆んど ぁるな し、 然れ ども 先生 人と 

にぃ 2 1 00 封 

ーー 5〇 «〇 ^〇 和 5〇 ^〇 砂 5〇 ^〇 0〇 ^〇 レ ^° せず、例へば、古今東西一致道德の說堪忍 
世界の 說、 (姐 #- h 醜 ■  I) 我は 造物主 ぁるを 信ず、 德福 合一の 說® 槪 嫌 辟 
_ 說) の 如き、 是れな $、 今 左に 德福 合一の 說 を擧げ 、以て 先生 得道の 一斑 

を 示さん、 

道 德學は 人生を 福祉に 導く 所以の 者な ぅ、 禍を 消し 福を 增 さしむ る 
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者な 6 A をして 日用 當然の 道を 先づ 知うて 而して 後に 行 ふ 乙と を 
得せし め、 情感 慾 念を 節 適して 中正を 得せし め、 戒愼 恐懼の 心を 崇う 
して、 放 僻 邪肆の 念を 生ぜ ざら しめ、 又 少年の 心を 養 a 、 艱難の 事業に 
耐へ 、或は 心 思 或は 身體の 力を 用 CA て、 天賦の 職分に 勉强從 事せ しむ 
る 者な. CS、 故 R 此學 の指敎 する 所に 從ひ 、勉 、め、 て 道！！ 5:" 行、 へば、 ^: 運 ®' 
つて 來るこ と、 猶ほ 影の 形 R 隨ふが 如い な 6: へし so LO mo ?0 — ®0 び ¢7)° 
二者 相 離る耶 1 W 1 5 ° y%  w  f t : 〇昝妒 i) ° 、 昔し 希騰に 
於て 道 德學の 開祖と も S はる ゝ瑣 格剌 底は 道 德學の 根 理卽ち 人生 
當に 守るべき 道理 卽ち 日用 常 行の 道は、 人の 作うた る 者に 非ず、 卽ち 
「ロ ース ォブ ゴッド」 (上帝の 律法) な.^ となせ う、 其 言に 日く、 人、 罪 ?: 犯し 
て 刑法を 受 くべき を、 或は 逭れて 受けざる 乙 と あ 3、 然れ ども 其-^ よ 
不正に 陷る を覺 6、 をの 心中 R 罪過を 痛 念せ^ N、 故 R 予は斷 じて 以爲 
らく、 人の 作 6 /2 る 律法と 雖 も、 凡を 此の 如き 者は、 をの 根源は、 よ 6 
勝れて 良 善なる 立法者よ 6 出で / 2 る Z1 と 明な う、 又 日く MO ハ JEO 0o l ^o lt0 


心 s  sis  勒 10 ぃ萁  s  ¥s ro so ro i  l so i  & lo 

nn D D o o 〇〇 〇〇〇 0 0 0 〇〇〇〇〇〇〇〇〇.〇〇 :〇 〇 . lo ln l- 

§ 生じ 出 づるな 6、 又 日く、 德行を 崇 うすれば、 必ず 快樂と 利益と !© 從 
S 如獻和 、又 日く、 i ホ is 和 11 む u t® 、 又 日く、 ?0 s s° 動』 

*0 #0 ||口 1-0 1«:0 !。一 #0 5:0 §如 /10 卜奶扣如咖鈔卽扣と£れ等の言に據ぅ、 
余は 今日の 演題に 德福 合一 論 A 揭げ 出した るな う、 乙の 主意を 敷衍 
し、 又 之 1: 支那の 聖賢の 言-に 徵 し、 道德を 修むる 者は、 必ず 福利 ある 乙 
との 旨義を 明かに し、 以て 世の 少年を 勸獎 せんと 欲す、 書 經に 作 fe 心 
®o 0 o :i: fpo fso *o ^o ir ®° と、 乙れ 誠 * r へ 面白き 金言な-^、 乙の 上の 一 一句は M 

氏の 德 行 ？: 崇 うすれば 快樂を 生す J と S ふと 符を 合す、 下の 二 句は 西 
國の諺 語と 轍を 同う す、 日く、 A° ^ L0 _.o rp ®° i:o B0 ('±o r§fH4.0s ffio 

〇  〇  〇  〇  0 0 0  〇 〇 o ro r  P  〇 、 〇 〇 :〇 、 io 〇 -'o '  -  -  J  »  >-  ? 1  H  rk 

を 造 $、以 てを の 破綻を 線 補せ ざるべ からすと 乙れ 釘ち V 心 勞 日® な 
る ものに 非ず や、 作 J® 心 逸 日 休は 德者福 也と いふに 同じく、 作 へ僞 心勞 
H 拙は 僞者禍 也と S ふに 均し かるべし、 周易に 利 y 用 安/身。 以崇 -德也 。と 
蓋し 人 萬 事に 不足な く、 身心 安寧なる は、 德行を 積み 崇ね 穴 るが 故な 
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う と 言へ る 事に して、 卽ち福 あるは 德 あるに 因る と 言 ふと 同じき な 
う、 書 經に 正. 德 利用 厚生と いへ るは、 利用 厚生の 福は、 必ず 正 德の 基礎 
に 因る ふを徵すべし、鮑昭河淸頌序に於 ^0 «0 «0 ^° ||0 。とあ6、瑞は卽ち 
福な-^、 佘嘗て 一聯を 作る、 大學 中庸の 語よ- CN 采た 6 、日く、 君子 有 A 土 
財 用； 大德 得_ ，位 祿名壽 ：と、 試に 觀よ周 家 八 百 載の 基 業を 始む るは' 后稷 
公 劉 大王 王季文 王の 積德累 仁に 由- OV、 武 王の 時に 至う、 始めて 殷に代 
$ 、天下を 有て う、 天下は 豈に人 土 財 用の 大 なる 者に 非ず や、 舜の耕 稼 
陶 漁よ 欠 以て 帝と 爲るに 至る まで、 人よ 6 資 h て 以て 善を 爲 すに 非 
ざる 者な し、 か、 る 大德を 積まれし が 故に、 天命 5: 受けて、 天子と なら 
れた う、 故に 大德必 ? 命と 言へ- CN、 夫れ 人 土 財 用は 福な 6、 位 祿名壽 は 
福な う、 人 土 財 用の 福 あるは、 君子 先愼 ¥ 德 k 由れ $、 位 祿名壽 の 福 あ 
るは 舜の 如き 大德 あるに 由れ $、 由/ 是觀 乏、 人の 一身を 立つ る 0 福 及 
び 一家を 立つ るの 福 及び 天下を 統ぶ るの 福、 悉く 皆德 あるに 由る に 
非ざる 者な し £o l:o lfo 私 RO H  如 Ro i lio 和 砂 50 A0 1  w fe0 *0 , 10 貝む ^ 
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和 妫か n 〇 杪 5^如妙”齚歡如 <0 いか？^^& 00 !? 护ザ彩妫か似沪 

0 0 0 D 0 0 0  0 0 0  o o o o , c° ,o、 o p  〇  : 9 、 0 :° ,\ *〇 >° ;0 )0 :〇 1〇 、 

らざ るな 5、 道 德な くして 天下を 統ふる 者は 未た 之れ ^ ら さるな $ 

左傳に 舟 之 橋 日。 11 feo &  &。娜 &° と s へる 語 fc う、 ip ち 今日の 本題に 反 
したる 塲合 なう、 世に 或は 道德 なくして 福 祿を受 くる 者 あるべし、 然 
れ ども 決して 久し かるべ からず、 竹には 實の ならぬ ものな う 、竹 若し 
實を 結べば 必ず 枯 ると 云 へら、 をれ と 同じく 德な くして 祿を 獲れ W: 
をの 祿 j 福と ならず して、 反つ て 殃と爲 る、 是 故に 晉の范 文 子は 楚に 
勝ち / 2 るを 喜ばず して、 反つ て 以て 憂と なせう、 徐 の (S 王は 小國 を以 
て 屢々 敢に 勝ちて 後 忽ち 亡 滅せゲ 苟も 德 なければ 戰 勝つ と雖 も、 利 
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あ 6、 をの 因に 種々 あるべ けれども、 德あ ると 德なき とを 以て 勝負の 
大 原因と するな 6、 云云、 推して 之を 論ずれば、 人間 萬の 本は 德に在 $ 
と 謂 ふ も 可なる べし、 論語に 爲 k 以 fe。 譬 如 ^ 辰 居 * 所 M 衆 星 ^ 之。 と 
あう、 大學に 理財を 論して 德者本 也。 財 者 末 也。 と あう、 推して 之 5: 下に 
すれば、 盗賊と 雖 毛 亦 幾分の 道德 なかるべからず、 莊子に 日く、 跖之徒 
問鉍鉍日。盜亦 ? 道乎。路日。何適而無％べ道邪。夫妄意，，室中之藏1聖也。人先。 
勇 也。 出 後。 義也。 知％ 否 I 知 也。 分 均。 仁 也 S 者不 JT 而 能 成_ ，大 盗， 者。 天下 未„ 之 
有 一 也。 嗚呼 盜賊 すら 仁義 智勇なる 者を 存せざ るべ からず、 况んや 一身 
一家を 有つ 者に 於て 德 なくして 豈 R 其れ 可な らん や、 

然るに 世に 許 多の 人 あうて 道德 未だ 必ずしも 福利を 得ず、 道德は 反 
て 患 顧を 受 くと 疑 ふ 者 あ 5、 余 乙の 人の 疑 ?: 解かん とする i'c は、 先づ 
禍福の 二字を 子細に 講明せ ざるべからず、 俗諺に 猫に 小判と いふと 
あ 6、 小判は 人に 於て 貴重なる 通寶 なれ どち、 猫には 殆 ん ど關係 なし、 
猫ょう 之を 觀れば 、腐 鼠の 一頭に も 若かざる べし、 乙 n と 同じ 道理に 


して、 道德 ある 人の 德は. 愚人に 在りて は 猫の 小判の 如し、 最下の 愚人 
は、 飮食 情慾の 外に 福 あるを 覺ぇず 、中 人に 在りて は、 富貴 功名の 外に 
fi あるを 覺ぇず SO LO MO 5CO 眞假 あう、 久暫 あら、 內外あ i、 若し 福に眞 假 
久暫 ある 乙と ?: 論ずれば、 佛敎 又は 外敎の 分內に 入る 乙と なれば、 今 
Z. 、 こ 於て は 默々 に 付し、 姑く 福に 內外 ある 乙との みに 就き 之を 論 
ずる 5: 得る のみ、 何を か 外に 在る の 福と いふ、 日く、 外物の 福な う、 世上 
の 福な^ S、 顯榮 なる 富貴の 如 &、 赫灼 * る 功名の 如 嗜慾玩 好の 具に 
足う、 耳目 四肢の 樂を 好む が 如き、 皆 是れな $、 何を か內に 在る の 福と 
S ふ、 日く、 在/我の 福な 6、 自 心の 福な う、 天道 一を 欽崇 し、 懿德を 好み 良心 
の 命令を 聽 き、 正直 誠實の 行を 務め、 忠 厚仁 善の 事 5: 行 a 、 理義を 味 ふ 
乙 と屬豢 の 口を 悅 は すが 如く、 學問 を嗜ひ 乙 と 天女の 羽翼の 疲れ ざ 
るが 如くなる の 類、 皆 是れ なう、 內 福を 享 くる 乙と を 得る 者は 多くは 
'兼て 外 福 ?: 享 くる Z: と 5: 得、 外 福を 享 くるを 得る 者は、 未 ^ 必ずしも 
內 福を 享 くる 乙と 5: 得ず、 是故 に內 福を 得る 者は、 外 福な しと 雖も、 中 
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に 慽むる 所な し、 外 福を 得る 者は、 內福 なければ、 常に 缺乏の 恨 無く ば 
•非ず、 蓋し 道德 ある 人に 於て は、 t の 最も 重要なる 福祉 安寧は、 をの 自 
己ょう 生じ、 をの 自己の 行實に 根ざし 來れ 6、 道德 なき 人は、 全く 斯世 
の 生物に して、 外 境に 隨つて 憂樂を 感じ、 他人に 因つ て 禍福を 變ぜざ 
るを 得ず、 有德 者は 塵 世の 利 運を 得る と雖 も、 第二の 事と 爲し 、更に 一 
層の 大なる もの あう、 卽 ちその 自己に 屬 する 性分の 固有す る 所の 者、 
をの 地位 職分の 責任 あうて 當に盡 すべき 者は、 心 力を 極めて 之を 爲 
し、 夫れ 然う 然して 後、 其 心に 滿足 するな う、乙 れ ょう 以上は 天命に 委 
して 復た 問は ず、 諸葛孔 明が 出師の 表に いへ るが 如く、 如へ lit 如， 此 くす 
るは、 臣之 職分 也。 至， 一 於 成敗 利鈍； 非 之 所， 一逆覩 一也。 といへ るは、 漢賊兩 立 
せざる 塲合に 在 6、 忠臣 心事。 千載 如莧。 人を して 流涕 して 已む能 は ざ 
らしむ、 蓋し 窄德の 人は 若し 人 偷の變 に 逢 ふ rJ と あれば、 寧ろ 外 福を 
抛棄して、 內福を 全うし、 鼎鑊を 甘ん ずる 蜜の 如く、 死を 視る歸 るが 如 
くなる べし、 他^ <ょ 6 之を 視れば 、慘禍 にして 悼むべし と雖 も、 有德者 


に 在つ ては* 自らは をの 死所を 得る を 以て 福と 爲い て ®' か M' わ 心 シ 
べし M 馬の 加 篤は 德 行の 名 ある 人な ぅ、 有司に 殺 3 る、 に 臨み、 傍人 
に謂て日く »〇 &歡和2^ *0 ^〇 び *^ ^}やび、 ^〇 ^0 砂^, &〇 ^〇 |3びピ ^0 ^ 
と、 禍福の 見解は 人々 殊な る Z. となち 孔、 明、 と JD' m" ど、 の fg の f  ” ， は、 ®' 
人に 在つ ては 猫の 小判と 知るべし、 

禍福の 見解に つき 吉田松 陰 先生の 書翰を 引くべし、 をの 書翰の 大畧 
に 日く、 此間は 御文 下 ^ れ 、觀音 3 まの 御 せん 米いた  <  き、 御 深切 之 御 
志、 感入申 候、 抑！ 觀音 信仰せ ょとの 事は、 定めて 禍を ょける ために ある 
ベく、 是には 大きに 論 ある 事に 候、 佛の敎 は 奇妙な 仕懸 で、 大乘 小乗と 
二つ 分ち て、 小乘は 下 根の 人への 敎 、大乘 は 上 根の 人への 敎と 定め 有 
之 候、 小乘 にて 申 候へ ば、 觀音は 古の 敎 文の 通の 者と 心得 a たもの 信 
仰 さする にて 御座 候、 是れは 人に 信を 起 3 するとは、 一心に 難 有事 じ 
やとの み 思 込み、 餘念 他盧な & 事に て、 一心 不亂と 申も此 事な う、 A° ^° 

99 ;0 〇3 0 0 〇 0 »0 0 0 0、 000000 0 0  0000 0 0 0 0 0 

一 VI T 箇に な- CN さへ すれば 何事へ 臨み 候ても、 ちつと も «c 着よ なく、 
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繩目も 人屋 7P 首の 座 も 平氣に なれ 候から、 世の中に 如何に 難 
の 候ても、 をれ は 怠轉 して、 不忠 不孝、 無禮 無道 等 仕る 氣遺は 5 


ど 初めから 凡夫に 一心 不亂じ やの 不怠轉 じ やのと 申 聞せ て も、 S つ 
ぱ$ 耳に 入らぬ もの 故に、 觀音樣 を 椿へ て、 人の 信を 起 § せ 候敎に 御 
座 候、 是を 方便 其 申し 候 W 又 大乗と 申 候 時は、 出世 法と 申 事が 肝要に 
御座 候、 釋迦が 天竺 王の 若殿に 候處 、若き 時から 感のつ ょき 人に て、 老 
人を 見て は、 吾が 身も往 先は 老人 R 成う かと 悲しみ、 死人を 見て は、 吾 
が 身も往 先は 死なう かと 悲しみ、 生 老病 死を 免 かれる 修行 もしに 參 
られ、 三十 出 山と て， 僅か 五 年の 間に 生 もせねば 老もせ ず 病 も 死 もせ 
ぬ 事を 悟て、 夫から 世の 人を 敎化 せられた、 是が 出世 法 じ や W 其 死な 
ぬと 申は 近く 申 さ ば、 釋迦の 孔子のと 申 御 方には 今日まで 生きて 御 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇 

座る 故、 人が 尊み も すれば 難 有が うする‘ それ もす る、 果して 死 ?: ぬ 
ではない か、 死なぬ 人 なれば 繩目も 人屋 も 首の 座 も 前に 申す 觀音經 
の 通 i には ござ 6 ぬか、 楠 正 成 公 じ やの 大石良 雄 じ やのと 申 人々 は、 


つ、 難、 ら 、得、 变、 
て、 儀、 知、 は:、 己、、 
福、 3、 れ 、福'、 の、 
を、 へ、 申、 此 、た、 
求、 す、 3、 上、 め、 
め、 れ 、ず、 も、 人、 
る、 ば、 勿、 な、 の、 
樣、 先、 論、 い、 ブ 2" 
の、 の、 其、 事、 め、 
事、 福、 禍 、に、 後、 
は、 が、 の、 て、 の、 
本、 あ、 中、 人、 世、 
に、 る、 に、 屋 、へ、 
無、 な、 は、？:、 4、 
益、 う、 又、 出、 殘〜 
に、 何、 福、 候、 う、 
存 、の、 も、 得、 死、 
候、 效 、交、 ば、 な、 
松 げ 、办 、又、 ぬ' 
陰ん、 候、 如、 人、 
先 も、 へ、 何、々、 
生な、 共、 な、 の、 
のい、 所、 る、 仲、 
慘 事、 せ、 禍 、間〜 
禍 に、 /L、 の、 入、 
に 觀、 、乙、 も、 
罹 音、 生、 よ、 出 > 
b  へ、 の、 う、 來、 
刑 願、 間、 や、 候' 
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ん、 
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ぢ〇 

死を 受けられ ば、 他人ょ $ 之 を 觀れば 悲憤 何 如と 察せら る、 に 其獄 
中の 書翰を 讀めば 、文 天 祥正氣 歌に 哀哉 ffl 洳塲 。爲 我 安樂 國一 といへ る 
にも 勝るべく、 をの 死なぬ 人々， の 仲間入り 名出來 たれば、 福 此上 もな 
いと 言 ふに 至 6 ては、 最も 高 尙なる 禍福 論と 爲して 讀む ベく、 吾が 今 
H 演題 德福 合一の 說に對 し、 絕 好の 左 證を與 へられたり、 之を 要する 
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し 〇 つ 〇 し、 〇 外 〇 が 
て、 〇 て〇彳 也〇  RO 如 
最〇禍 0 人 〇在〇  く、 
も ◦福 〇 よ 〇 る 〇 相' 
惡〇の 〇 办 〇 者〇伴 
人〇見 〇觀〇 を1  〇 ふ 
の 〇解〇 て 〇重〇 て 
得 〇 大〇禍 〇 ん〇離 

べ〇 に 〇 と 〇 ぜ〇る 
き 〇 異〇 す 〇 ザ' 0 ベ 
者〇 RO る〇 故〇か 
に0 し 〇 も 〇 に〇ら 
非0 て〇自 〇瘍0 ず 
ざ 0 有〇ら 〇合〇 又0 
る0 德〇以 〇  r こ0 有0 
乙 〇 者 〇 て 〇 因 〇德〇 
と、 〇の〇 福 〇つ〇 者0 
灼〇 福 〇 と0 て 〇の〇 
然0 は〇爲 〇は〇 福0 
と 〇 愚 〇 す 〇 外 〇 は G 
し 〇 人 〇 乙 〇 福〇內 Q 
て〇 の' つと ◦を 〇 に0 

復〇夢 〇又〇 棄〇在 Q 
た0 見 3 人0 て 〇 る0 
疑 〇せ〇 の〇內 、〇 者0 
ふ0 ざ 〇 品0 福 〇 を 〇 
ベ 〇 る 〇  {立。 を 0 重0 
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ら〇 に〇由 ◦う 〇じ〇 
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必有 JS Z- の事昭 然として 明かなる ベく、 叉德と 福とは 影の 形に 從ふ 


ず、 故に こ 0 演說を 終る に 臨み、 禍福に 砂 辦か < ° f 疋， r < 〇 、 1 i A° 0° ±° 5:0 
取る 所以 R 在る さを 言 / 1 と 欲す、 金屬の 中に 在つ て、 金ょぅ 貴重なる 
は莫 し、 以て 通 寶と爲 せ ば、 百貨を 通す るの 大用を 爲し、 以て 器物 5: 飾 
れば ，盛 美の 觀を爲 す、 然れ ども その 金 層 若し 眼中に 入れば、 人を の 障 
礙に堪 ふる 能は ず、 必ず 之 5: 出 だして 然して 後に 已む、 故に 人の 物を 


用 ふる、 其當を 得 ざれば. 貴重なる 物 も、 をの 貴重を 失 ふ、 獨 5 貴重 5: 失 
ふの みならず、 變じて 障害の 物と なること 此の 如し、 酒の 用た る、 氣血 
を 廻らし、 腸 胃を 開き、 性情を 怡ば しめ、 風 寒を 防ぎ、 勞疲を 癒す、 其 功 効 
甚だ 多し、 然れど も 之 5: 飮む 、其 度に 踰ゆれ ば、 病患を 釀し 、生命 5:* 縮 ^ 
遺傳 して 子孫に 禍を貽 すに 至る、 是れ 知る、 酒は 一物 なれ ども、 用 ふる 
、 M 在 $ て、 或は 藥と爲 う、 或は 毒と な 或は 禍とな う、 或は 福と なる、 
是れ豈 に 禍福 定物 なきの 一證に 非ず や* 富貴は 福な う、 然れ ども 生れ 
て 富貴なる 者は、 身體の 養に 慣れ、 百度の 具 ?: 備へ 、婢 僕の 使用に 足る 
を 以て 身 體の發 達、 をれ が爲 に妨礙 せられ、 手足 纖 細、 顏色靑 白、 容易に 
風 寒に 犯 ^ れ、 動 毛 すれば， 病患に 罹る、 又 地位 崇高に 居る を 以て、 人の 
諛言 耳 R 慣れ、 曾て 苦言を 聽か ず、 故に 聰明 蔽塞 し、 智識 開拓す るに 由 
なし、或は世變に逢ひ、身泥塗に落つるときは、殆んど自立する能はざ 
るに 至る. 是に 知る、 富貴 未だ 必ずしも 常に 福に菲 ざる 乙と を、 是れ豈 
に 禍福 定形な きの 一證 にあらず や、 由 feo 觀 ±o 智德 ある 者は、 遭遇す る 
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0 〇〇 P 〇〇〇 0 0 0 〇〇 〇〇〇 00000  0 〇〇 〇〇  000 〇 

所の 事物 皆 之が 爲に福 となる 愚 不肖なる 者は 遭遇す る 所の 事物 •皆 
0  0  0000000  〇-〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
之 か爲に 禍と なる、 蓋し 福は 人 R 在うて 事物に 街らざる なり. 福 も 亦 

人に 在 3 て 事物に 非ざる な i、 彼の 仙人なる 呂祖 はを の 手指 5: 以て 

物を 指 3 せ ば、 をの 物 皆 化して 黃金 となると 云へ う、 智き あか 奮 か— 

を 化して 福と 爲し、 敗を 轉 じて 功と 爲す 、其れ 猶ほ 呂祖の 指の 

如何なる 有德 者と 雖も 、遭遇す る處の 事物が S. く 福と なるとは 言 a 難 

し、 殊に 一切の 禍を 化. して 福と なす 乙と、 如何して 之を 能くす るを 得ん、 

例へ ば、 疫病 is 饉' 旱魃、 海 嘯、 地震、 撰 水、 暴風 等の 天災 及び 其 他 火事、 盜難若 

くは a 車の 衝突 等に ょうて 身上に 來れ る禍の 如き、 果して 悉く 之を 化 

して 福と 爲 すを 得る や 否や、 若し 具體 的に 之を 言は 弋玆に 一個の 有德 

者 あ 6 て ペストに 罹う、 氣息奄 令、 半死半生の 情 態に あ $ とせん か、 果し 

て 此禍を 或 種の 福に 轉 ずるの 法 あう や 否や、 頗る 疑な き 能は ず、 然れど 

も惡 人の 禍 とする 所、 有德者 之を 化して 福と なし 得る 乙と あるは、 復た 

疑を 容れざ るな へ 人生 一切の 福は 總べ て德の 結果な $ とは、 未だ 遽 -R 


斷 言す るを 得ず と雖 も、 惡が禍 の 結果 5: 來た し、 德が福 の 結果を 來 たす 
と  S  ふ 事  Wohlverhalten  hat  Wohlergehen,  t ?* elverhalt^^^ 
sgler  gtiirlichen  wilkgg •は、 一般の 法則と して 之を 認容せ ざるを 得 ざ 
る？、^^  の 「きべ" £ io 51 lo iro MO 21  SIS 14 とぃ へる 
は、 此 意味を 道破せ る も のに 外なら ず、 乃ち 知る 先生の 所 J P3 「德福 合一」 も. 
已にソ クラ r テスス ビツ アラ イブ ニ 少—ツ 諸氏の 主張せ るが 如く、 或 意 
味 R 於て 永遠の 眞理 为 るを 失は ざる ものなる を 
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第五 篇  水 戶學派 


五八 五 


一  第五 簡 水 戶學派 

我 邦に 於け る 朱子學 派を 歷 史的に 叙述す るに 當 うて、 水戶學 派の 起原' 
主義 及び 結果 等を 論ずる にあら ざれば、 未だ 整備せ うとい ふを 得ず、 何 
一と なれば、 水戶學 派に 屬 する 人は 大抵 皆 朱 子 學を崇 奉せ る ものに て、 又 
一 其 集合せ る 影響は、 决して 洪大なら ずと せ ざれば なう、 然れど 4 吾人は 
玆 に水戶 學派に 關 する 精細なる 硏究 を遂 r るの 餘裕を 有せず、 其 理由 
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是故に 吾人は 水戶學 派に 就いては 單に其 梗槩を 一瞥す るに 止めん、 水 
戶學 派は 水 戶の義 公ょ 6 始まう、 餘勢延 S て 維新 以後に 至うて 終は る、 
於 陬 #- むンか|一‘一十餘年、義公の精神的感化亦之れに由$て想見するを 
得べき な 6、 

義公は 卽ち德 川 光园、 字は 子 龍 » 里と 號 す、 水戶威 公の 第三 子に して、 家 

康の 孫な う、 威 公を 紹いて 水戶の 城主と なる、 頗る 治績 あう、 元祿 三年 國 

を 兄の 子に 讓〇 、西 山に 退隱 し、 元祿 十三 年 十二月 六日を 以て 歿す、 享年 

七十 三、 is して 義公 とい ふ、 義公 蚤に 修史の 志 あ 3、 遂に 明曆 三年を 以て 

始めて 彰考 館を 設け、 大 日本史を 編纂す るの 計畫 をな し、 多く 世の 儒臣 

を 招 s て 此 事に 當 らしむ、 栗 山 潜 鋒、 三 宅觀瀾 、安積 il 泊 及び 明國の 遺臣 

朱 舜水等 皆 公に 事へ て大に 助成す る 所 あう、 抑； 大 日本史の 編纂は、 本と 

000  〇  00 0 0 0 吟 • co o p.o o oooo 
修史の 事業に 相違な きも、 其 目的は 史的 事實の 硏靈を 主と すと いふょ 
0000000  0  000000000、：  こ、 .0 J° ho t° 92 / LO *-o 
$ は、 寧ろ 大義名分を 明かに する にあ 5 換言 すれは 史的 事實を 叙述す 

^o RO lao oo -co 郡 so 彫 0〇 私齡 0〇 .| & 0 &韌：|勸歡 5:0 齣,和如 ^0 紗 ])0 、義公自 


撰の 梅 里 先生 碑 陰 並銘に 云く" 

D  0003000000000% 

正， 撋 皇統； 是， ，非 人臣； 輯成 J 家 之 言， 

と、 乃ち 公 修史の 目的の 果して 那邊 にある かを 知るべし、 此の 如き 目的 
は 果して 事實 として 大 日本史の 編纂 上に 現は れ來 たれう、 例へ ば、 神 功 
h 娵い、 か 於. 扣^ 4 鼢む鼢 か、 斯鞒 h P 緲いト レ、 i 

ル 0A か S 之 和 か sit 4 ミ、 皆 其 

識見の 存 する 所な う、 此の 如き 結果 5: 生す る 迄には 儒臣間 にも 國體上 
に 謁し、 幾多の 異見を 發 表する もの あ 6 しは、 固ょう 當然の 事な $ とな 
す、 例へ ば、 栗 山 潜 鋒の 保 建大 記に 對 して 三 宅 觀瀾が 中興 鑑言を 著は す 
が 如き、 是れな う、 保 建大 記は 潜 鋒が 水戶 侯に 仕 ふるに 先ち て 著は す 所 
な 6 と雖 も、 生前 R は 遂に 之を 上 木せ ず、 水戶 侯に 仕 ふるに 及んで 之を 
觀 瀾 及び 澹泊に 示して、 屢 i 其 內容を 討議せ 合、 保建大 記は 保 元ょり 建久 
に 至る 迄 凡を 三十 餘 年間の 史的 事 實を叙 述し、 之に 自家の 見解を 付し、 
大義名分を 論ぜし ものな う、 行文 明晰に して、 立言 力 あう、 蓋し 史筆の 上 
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リ以其 ル L 二 1 こ 代 邸て 教告て 三大 
c て 事規き 百 十 こ史 公ぐ 始十 B 
知業模 4 五三 替釗局 三 ^ め 九 本 
るの の經十 世る しな 十 思 ベ 年史 
ベ 偉大た 年に こ て 江 歲ふ完 には 
さす XtP) のしと i 戸に I こ 結 至 明 
Uhh  °久 て實リ のし 、か 〇 治 
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乘なる ものな う、 潜 鋒の 主張の 要點は 三種の神器の 在 否を 以て 人臣の 

向背を 定むべ しとす るに あ $ 、乃ち 斷 言して 日く、 

至，以，躯擁„三器，爲，我眞主；則臣要„質鬼神，而無餐、百世以俟，，其人，而不，惑、 

觀瀾は 必ずしも 三種の神器の 在 否い かんに 拘泥せ ず、 寧 る 斷 言して 
0  0  0  0  0  0  0 
正統 在_ 、不 fefe、 

と 云へ &、 且つ 保建大 記の 序を 作 うて 潜 鋒と 相違せ る點を 明かに して 
日く、 

其 所 以 神器 之 在 否； 而卜 AO 臣之 向背-者、 議竟不 谷、 

觀瀾の中興鑑言 £ を潜鋒の保建大記.に比すれば ' 讀の際、其文章の著 
しく 劣れる 5: 覺ゆ、 然れ ども 其 論旨は 多少 斟酌すべき ものな しとせ ず、 
之に 反して 潜 鋒の 論旨は、 餘 i に 嚴密に 過 r るを 以て 此れに 由うて 史 
的 事 實を律 せんと 欲せば、 時に 普遍なる 公正 的觀 念と 支 吾せ ざるを 必 
とせず' 然れ ども 大 日本史 編纂の 際 大義名分を 確定す るに 當うて 潜 鋒 
の說 、採用せられ たるが 如し、 是れ亦 固ょ i 一種の 見解なる に 相違な し、 


一 何れにせょ、 Is  it かまぎ^ < 1BA ^A か p A »A MA の^" SA とも 稱 すべき 重要なる 

一  | 迄 5 SI 疋 s  s f: る, K、 

j 義公 歿後 五六 十 年を 經て 寶曆明 和の 頃に 至う、 潜 鋒、 觀瀾 、澹泊 等 皆 故人 
とな 6、 修史の 事業は 尙 ほ繼續 3 れた 6 と雖 も、 甚だ 振は ず、 確に 一大 頓 
| 坐 ?: 來た せう 此 時に 當 & て 立原翠 軒と 云 ふ もの あ 6 其 父 蘭溪史 館の 
一管 庫 / 2 火 常に 史 館學衰 t 、 復た大 日本史を 校 勘す る ものな き ?: 憂 a 、 翠 

かぃ、 S ぃむ S A か £S TA ま 皆 卜 S A 、 

一と* 翠阡江 戶 に 遊學 し、 後、 歸 i て 水戶 侯に 仕へ、 史館總 裁と なう、 力を 大日 
一本 史の校 勘に 用 ふる 乙 と 年 あ う、 翠軒 古學を 好みし と雖 も、 嚴密 に古學 
一に 句は $ しに あらず して、 朱 子 學をも 併せて 容る 、が 如き 態度 あう し 
を 見る、 翠 軒の 門下に 藤 田 幽谷 及び 靑 山延于 あう、 延于の 子に 延光 あう 
幽谷 名は 一正、 字は 子定 ，通稱 は 次 郞左衞 門、 嘗て 潜 鋒の 保建大 記を 讀ん 
:  0 か ®- 抓； S- い、 遂に 一家 5: 成す に 至れう、 會澤安 が 撰ぶ 所の 幽谷 藤 田 先 
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生 墓誌銘に 謂へ る あう、 云く'  , 

動 io ¥o 勦 so ffio ®o «o fno 「i feo l: 

又 彼れ が 及 門 遺範に 
先生 敎 X、 専在， ，忠孝； 

と 云 a 、 又 

先生 尤 重，， 君臣 之義ハ 

と云 ^ 、又  . 

先生 敎乂' 後， 虛文一 而先 ，實行 一 
と 云 a 、 又 

先生 於， 1 文學 MO MO 古今 ¥o 牽衆說 ；斷乏 以 =聖 經一 
と 云へ $、 此れに 由 $ て 彼れ が敎 育と 學 « の s かんを 推測すべき なう 
文政 九 年 十二月 朔を以 て 歿す、 享年 五十 三、 幽谷の 子に 東 湖 あう、 又 門人 
に 會澤安 あ え 豐田 天 功 あう、 東 湖、 名は 彪、 字は 斌 卿、 東 湖は 其號 なう、 會澤 
安、 字は 伯 民、 通稱は 恒藏 、正 志 齋と號 し、 後又憇 齋と號 す、 此 二人は 尊皇 愛 


i H' か^  4 ?:> か PJ:' い、 當かか 世 f A' 心に 影響す る 所 少しと せず、 殊に 東 湖 
i は烈 公を 輔佐して 百方 努力し、 維新の 政治的 變動に 助成す る 所 多大な 
一. CN となす、 烈公は 卽ち德 川齊昭 、字は 子 信、 景 山と 號 し、 又 潜 龍 閣と號 す •萬 
\  延 元年 A 月 十五 日を 以て 歿す、 享年 六十 一、 公 嘗て 弘道館 記を 作 6、 國體 
の 尊厳を 明かに す、 其 中 言へ る あう、 云く、 

§  £  M SO HO S  MM K io ; 

と、 其 我 日本を 主と する 大- 精神を 見るべし、 又 云く、 

£  ly。 一、 S  忘、 s  铲  M; 

是れ實 に 7ICA P4 CDA 知 數難 於 心 V 東 湖 更に 弘道館 記述 義を 作うて、 烈公 
の 旨 意を 敷衍し、 大に 國體の 尊嚴を 世に 一鼓 吹す る 乙と を 務めた う、 其 後 
|  か s =  i か ぃ  が、； £11 か  S 
一知い い • 結 h 吿 r るに 至れ- N、 

今にして 水戶學 派を 瞥見す るに、 自ら «IA 期と 後期の 二期に 分る、 前期は 
•ハム ぃ 4 .か y ぃ C、L 、, か f w r  & す，、 の fr b 、 相 k r 、 て、 修 r •の 
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烈 A の、 △治 〇に 〇國〇  く  〇 を 〇 を〇 期 相、 事、 

公 A 其 A 的 〇 在 〇家〇 單〇繼 〇明〇 と 集、 業、 

に △因 △活〇 る 〇的〇 に 〇續〇 か〇後 いを、 

よ △ 由 △動〇 も 〇道〇 國〇す 〇 に 〇 期 て、 經 、第 
う A す △と 〇の〇 德〇家 〇と〇 し〇と 或、 營、 5 
て △ る △な 〇 反 〇 の 〇 的 〇雖〇 以〇の は、 せ、 

其 △所 △れ 〇應〇 實〇道 〇名〇 て。 相修、 う 、 、 
發 A な △う、 〇と〇 行 〇德〇 寅〇 國 〇違史 、後、、 g 
達 A  く  A  f や △し 〇と〇 を 〇に〇 家〇點 の、 期、 派 
を △ん △此 △て。 な。 確 〇又〇 的〇を 事、 は、 

遂 △ば △の △起 〇れ 〇定 〇應〇 道〇擧 業、 烈、 

げ △あ △如 △來〇 う。 す 〇 用 〇 德〇ぐ を、 公、 

ら △き A 为〇 固〇と 〇的〇 を〇れ 經 、を、 

る A す: △結 △ う〇 よ 〇ぃ〇 の 〇確〇 ば營 、中、 

も △蓋 △果 △前 0  ¢0 ふ〇方 ◦定 〇前〇 し、 心、 

の △し △の △期 〇當〇 に 〇面〇 す 0 期〇或 、と、 

と △義 △此 △に 〇時〇 あ 〇を〇 る 0 は 〇 は、 し、 

見 △公 △の △於 〇の 〇ら〇 增 〇を〇 修〇 政、 て、 

る △に △如 △て 〇境〇 ず 〇加〇 主 〇史〇 治、 延、 

を △よ △ き △未 〇 遇 0 し 〇し〇 と 〇 の 〇 的、 于、 

得 △ 境 △た、。 然〇 て〇來 3 せ〇事 〇活 、延 '、 

ベ A て △遇 △曾 〇ら〇 已〇た 〇 う 〇業〇 動、 光、 

き △蒔 s に A て 〇 し〇に 〇 れ〇後 〇 に。 を、 東、 

な △か △應 △ 有 〇  l；c 確 0 う〇 期。 よ〇扶 、湖、 五 
”れ △じ △ら〇 と。 定 。卽 。は。 う 〇 翼、 議 、兰 
/2 △て △ざ 〇雖〇 せ 〇ち〇 前 〇て〇 せ、 齋、 

る A 生 △る〇 も0 ら〇前 〇 期 〇大〇 心、 等、 

種 △ず △所 〇 已〇 れ〇期 〇の〇 義〇箬 の、 

子 A る △の 〇 に 〇 た 3 の 〇事〇 名〇し 群、 

が △ 名 △政 0 內〇る 〇 如 〇 業 〇 分 〇 前 儒、 


水戶學 派は 大 日本史の 編纂 1: 骨 節と して 大義名分を 明かに し、 以て 國 
家 的 道德を 確定 せんとす る ものに て、 專ら 史的 事 實の確 否い かんを 闡 
明す る 5: 以て 目的と する もの R あらざる な- CN、 故 R 純粹 なる 史的 硏究 


る 〇 的 〇遇か o 
國〇事 〇 す ら〇 
家 〇實〇 るず 〇 
的 〇 に 〇と殊 
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i>0 す0 し I: 
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を 〇 か0 之統 
决0 ら 0 を と 
定 ◦ざ 〇决な 
せ0 る0 定す 
ん〇が 〇 すべ 
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す 〇 に 〇 き か 
る0 民、0 か と 
が0 族。 是〇云 
如 〇發0 れ〇ふ 
展0 單〇が 
は、0 上 ° に。 如 
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ち Q も ◦裸 〇 問 
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の 精神ょぅ 之を 言へ ば、 决して 其方 法を 得た る ものに あらず、 此れ 史學 
専門家の 往令 水戶學 派に 對して 慊焉た らざる もの ある 所以な 6、 然れ 
ども 凡を 史的 事實の 硏究は 、何等の 必要に 出づる ものなる か、 是れ單 に 
吾人の 知 欲 ?: 充た すが 爲 めと 云 ふの みならず、 又 過去の 史的 認識に ょ 
$ て 將來の 事變を 律す る 所 あらんが 爲め なぅ、 換言すれば A 生に 裨益 
する 所 あらんが 爲めな 6、 若し 史的 事實 の硏究 にして、 絕ぇて 人生に 裨 
益す る 所な しとせば、 是れ 1 二 私人の 道樂に 過ぎす、 物 好 的 遊戯に 過ぎ 
ず、 此の 如く なれば、 茶人の 茶を 嗜み 、閒 人の 書畫を 翫び 、好事 者の 兎 若く 
. 黝 41 円 b  t tA y  y  il r w  f 岸 妒 い“ デ、 此點ょ i 之れ を 觀れば 水戶 
S  抑  s 0O :  I  妒  S  o ^o f : こ 0 ss  S 
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沒 、能、 疑 △洋 △判 △子 △言0 事、 に A せ △水 △派 0 
趣、 事、 な A にム 斷 △の △へ0 實 、活 △ら △戶 △の 0 
味、 と、 し、 A 特 A を △春 △ば ◦の、 用 △る △學 △見 0 
の、 な、 若、、 異 n 下 △秋 △國0 活 、せ △ 、△派 △解 〇第 
骨、 し、 し、 な △だ △及 △家0 用、/! △も △は △の 〇  S 
董 、何、 之、 る △し △び △的 〇 的、 と △の △蠢 △ 區〇 
的、 等、 を、 一 A 以 △朱 △道 ◦方、 す △に 々〇 水 
史 、の、 夫、 種 △て △子 △德0 面、 る A あ △プ 2 △た 〇 
學 、統 、の、 の △國 △の △の0 に、 も △ら △る A る。 派 
に、 一、 零、 史 △家 △綱 △發〇 着、 の △ず △世 A 史〇 
比、 的、 碎 、的 △的 △目 △揮 〇眼 、な A し △の △的 0 
す、 認 、な、 硏 △道 △ に △の 〇 せ、 う △て △煩 △事 〇 
れ 、識、 る、 究 △德 △倣 △如 〇し 、之 死 △瑣 △實〇 
ば、 も、 史 、に △ を △ひ △き0 名、 れ せ △的 △を 〇 
其、 な、 的、 し △確 △過 △ 殊〇 の、 を る △史 △超 ッ 
優、 く、 事、 て A 定 △去 △に〇 な、 要史 A 學 △ 脫〇 
る、 何、 實 、其 △ す △の △其 0 う、 す 的 △家 △し、 0 
乙、 等、 を、 世 △る △史 △重0 若〇る 事 △の △逆 
と、 の、 の、 敎 △所 A 的 △大0 し〇に 實 △如 △に。 

萬、 槪 、み、 人 △の △事 △な0 史 。水、 を △く、 △豁 3 
々、括、 記、 心 △的 △ 實么 る 〇 的〇戶 、民 △死 △大〇 
な、 的、 憶、 に △例 △を △も 〇事 〇學 、族 △せ △な 0 
る、 見、 す、 裨 △と △執 △の 〇實〇 派、 の △る △る 〇 
を、 解、 る、 益 △な △へ △な 〇の〇 は、 健 △史 A 處〇 尹 
知、 も、 を、 す △せ △て A  6  〇 活〇 主、 全 △的 A あ〇岳 
る、 な、 以 、る △ う △是 △是 △用 〇 と、； 5：  △事 △る 0 
ベ、 き、 て、 所 △是 △非 △を △的 〇 し、 る △實 △所 0 
き、 無、 一、 あ A れ △正 △以 △方 〇 て、 發 △に △以〇 
な、 精、 生、 る △亦 △邪 △て △面 〇史 、展 △埋 △な 0 
办、 神、 の、 や 6 東 A の △孔 △を 〇 的、 上 △沒 △  1)0 


日本に 於け る 朱子學 派の哲 學を叙 し 了うて、 更に 又 一括して 之 5: 回顧 
する に、 左の 諸點 は學 者の 特に 注目すべき 所な 6 となす、 

第一、^ 护か妒 卜 81 ，甿鼢 肸弘 虧妒 h 緲ぃ〇  i 如 レ P  £ 日 itA LA ^A ひ 朌卜か 
ひ、 京 學の祖 犮 る 藤 原® 窩は 本と 禪宗の 僧に して 相國 寺に あ $ しも、 自 
ら還 俗し 1: 朱 子 學 J: 唱道す るに 至れ- CN 南 學の祖 た る 谷 時 中 も 亦 本と 
圓頂緇 衣の 人に して、 高 知の 眞常 寺に 住せし も、 自ら 還俗して 朱 子學を 
唱道す るに 至れ. CN、 山 崎 闇齋の 如き も、 亦 嘗て 薙髮 して 妙 心 寺に あう し 
もの、 一朝 佛敎の 非なる を 悟うて、 儒敎 に一變 し、 朱 子 學の發 達に 多大の 
貢献 5: なすに 至れう、 此の 如く 僧侶 自ら 佛敎 を擲 ちて 朱 子學に 化宗し 
生前 死後に 關 する 奇怪なる 古 傳說に 目を 閉ぢて 、單に 吾人々 類 相互の 
交 4  h 缺く心 かいざる 日常 彝偷を のみ 講說 し、 以て 國民敎 育に 資する 
かかい i か いい 4 ipo t)o fto 脱の 懸隔 ？: 〇 打破し、 心機を 一轉 して、 世俗に 接 
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惠よ& 藤 原 惺窩に 至る 迄 凡を 二 百 七 八十 年の 間にして、 是れを 準備の 
時代と なす、 (附錄 の 一、 朱子學 起原 ?: 參考 せよ、) 第二 期は 藤 原 惺窩 より 寬 
政の 三 博士に 至る 迄 凡を 一 百 九十 餘 年の 間にして、 是れを 興隆の 時代 
となす、 第三 期は 寬 政の 三 博士よぅ 王政 維新に 至る 迄 凡を 七十 餘 年間 
にして •是れ を 復興の 時代と なす、 維新 以後の 朱 子學は 第三 期の 餘 勢に 過 
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ぎざる な 5、 第二 期の 興隆 時代は 二種の 源 頭を 有する が爲 めに、 自ら 二 
大系 統に 分る、 卽 ち惺窩 の京學 系統と 時 中の 南學 系統と 是れ なり、 後者 
は 甚 しく 偏狭 固陋に 陷 うし も、 前者は 比較的 寛容の 態度 ありし を 見る ♦ 
此二大 系統の 外に 中 村惕齋 、貝 原 益 軒の 徒. あれ ども、 是等は .惺窩 の京學 
系統と 同一の 性質を 有する ものな う、 第三 期に 於て は 第二 期の 二 大系 
統は 合一して 復興 時代の 朱子學 となれ う、 復興 時代の 朱子學 は總 ベて 
他の 異學を 排斥して、 唯一の 敎育 主義と せられた るが 故に、 其實 際に 於 
ける 勢力はなか^^ に 多大な うしに 相違な しと 雖も 、學 問と しては 單 
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德を養成する上に-於て少からざる關係あうしを想見すべきなう 
次ぎに 吾人は 朱 子 學派其 物の 特質に 就 S て 之を 考察せ んに、 朱 子學派 
は 其 中に 尙ほ 幾多の 分派 あるに 拘らず 、洶に 單調な う、 「ホモ ヂー ーォス 」 な 
う、 朱 子の 學說を 叙述 若し 敷衍す るの 外復 たなす 所な きな う、 若し 大膽 
に 朱 子の 學說を 批評し、 若く は 其れ 以外 R 自己の 創見を 開く が 如き 態 
度に 出 づ とせば、 最早 朱子學 派の 人に あらざる なう ^ も 朱子學 派の 人 
^ らん R は、 唯"忠 實に朱 子の 學說 5: 崇奉 せざる ベから ず、 換言すれば、 朱 
子の 精神的 奴隸 たらざる ベから ず、 是故に 朱子學 派の 學說は 殆んど 千 
篇一律 の感 あるを 免れず、 殊に 人目を 豁に し、 人 耳を 驚かす が 如き 壯絕 
快 絕の大 議論 大識 見に 至うて は、 朱 子 學派 中に 覔む べきに あらず、 此 點_ 
に 於て は 朱 子學派 の 古學派 及び 陽明學 派* に 及ばざる 乙 と 遠し、 我 邦に 
於け る 古學派 の 多色 多樣 なる は 言 ふ 迄 も r  く、 陽明學 派と 雖も 、决 して 
朱子學 派の 如く 單 調なる ものに あらず、 陽 明學 M は 少 くも 二種の 相反 
せる 傾向を 有す、 一は 省察 的 方面 R して、 一は 事 功 的 方面な た 力を 省察 
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的 方面に 用 ふるものは、 自反 愼獨を 主と する 道學 者の 態度を 取^'、 或る 
ものは、 禪 僧の 如き 枯淡なる 狀 態に 陷れ圪 之に 反して 力を 事 功 的 方面 
に 用 ふるものは、 政治家、 經濟家 若く は社會 改良 家と して 現は れ來れ 6、 


ぅ、 固 ょぅ 朱子學 派に も竹內 式部 山 ^ 大 K 藤 田 東 湖 等 あれ ども 是等は 


結 


論 


五 九九 


と 〇 て 〇 軌〇が 〇見 、講 、を、 を0 な △人 △派0 し 次 明 〇 
を〇 自〇道 〇故〇 る、、 究 、有、 證〇 り、 △以 △の〇 て ぎ し〇 
敢〇ら 〇 の 〇に〇 但〇 す、 す、 す〇赵 i1。 て △倫 〇價 に て〇 
て〇任 〇果〇 疴〇 る、 る、 る〇 東〇舶 △理0 値 朱餘0 
せ 〇ぞ〇 し 〇等〇 子0 本、 も、 も。 西〇來 △說〇 な 子 う0 
ざ 〇る〇 て 〇 の 〇學0 尙 、の、 の0 の0 の A と0 き學 あ0 
る 〇 朱 〇 那〇人 〇 派0 ほ、 あ、 に0 倫0 新 A 共0 も 派  5〇 
は 〇 子 〇 邊〇目 〇 の 〇 依、 る、 あ 〇 理〇說 A 通 〇 のの と〇 
固'。 學 〇 に〇 を〇 唱〇然 、が、 ら〇 說〇と A 的〇に 偷い〇 
よ。 派 0 あ 〇 眩 〇 道0 と、 故、 ず0 が〇 す △の 〇 あ 理ふ〇 
う〇が 〇る〇 す 〇す〇 し、 に、 し 〇此0 れ △處0 ら 說 ベ0 
其 〇奇〇 か〇べ 〇る〇 て、 非、 て 〇の〇 ど △あ〇 す: に き0 
然〇 を 〇 を 〇 き 〇所〇 人、 常、 何 〇 如 〇 も、 △れ〇 何0 就な0 

る〇銜 〇示〇 も 〇古〇 格、 な、 ぞ〇  く〇是 △ば 〇ん〇 い う、0 
ベ 〇  a 〇す 〇の〇 今〇修 、る、 や0 自〇れ △な0 と0 て 
き〇 思: っに〇 も 〇不0 養、 時、 朱、 然0 古 △う、0 な0 之 
所 〇 を 〇 外 〇 な〇變 3 上、 勢、 子、 に 〇來 △殊 △れ0 を 
な 〇耀 〇な〇 く  〇東〇 に、 の、 學 、暗〇 朱 △に △は、 〇考 
う 〇 か〇ら 〇單〇 西0 極、 變 、派、 合。 子 △今。 種0 察 
と 〇し〇 ざ0 に0 —〇 め、 遷 、の、 す。 學ム 日 △ 令〇 す 
い〇 以〇る 〇平〇 貫0 て、 を、 倫、 る0 派 △ の △な0 る 
ふ。 て〇 な0 生0 の 〇 適、 經 、理 、は〇 の △所 △る0 に、 

ベ ◦世: 〇 う 〇 人〇 常0 切、 プ 2、 說 、其0 唱 △謂 △點0 是 
し〇 の 〇  5 じ〇 の〇識 0 な、 る、 中、 普0 道 △完 △に0 れ 
要、 視 〇孟〇 當 〇的〇 る、 後、 に、 違0 す △己 A 於） 今 
す 線。 の0 に0 道0 も、 に、 普、 的0 る △說 A て〇日 
る を 〇嫡〇 迪〇 德〇 の、 於、 遍 、價〇 所 △の △西 ◦と 
(こ 惹0 派0 る0 に0 あ、 て、 的、 値0 に △如 △ 洋3 雖 
籴〇  く  〇を〇 ベ 〇あ〇 る、 之、 價 、あ0 係 A き A 理0 も 
子 〇  7  0 以〇き 3 る 〇 を、 を、 惯 、る 〇 る △は △想。 决 


尙を〇 の 〇 よ に △多 △き △人 △に ハた △お △ 以〇學 〇 
ほ 認〇諸 〇  し △く  △も △は △期 △し △と △て 〇 派 0 

最容〇 派〇之 て △用 △の △誠 △待 △殊 △な △其 〇 は 〇 
後せ。 中。 を 蠹 △を △な △  R  △す △に △し △目 。性 0 
に ざ〇に 〇觀魚 △成 A 办 △無 △る △震 △ き △的 〇僻 0 
朱る 〇於 〇れの △  3 △可 △難 △は △天 △な △と 。を。 
子を 〇て〇 ば 如 △  く △も △な △ 眞 △動 △  6  △な 〇矯〇 
學得〇 最〇朱  く  △る △な △  5  △に △地 △ぢ △す 〇正〇 
派 ざ 0 も 〇子 讀 △も △ き △先 △木 △ の △み △も 〇し〇 
の る 3 安〇學 書 △ の A 不^ づ △に △ 大 △な △ の〇 人 0 
宇な 〇 全 〇 派に △な △可 △ 大 △よ △事 △  ()  △な 〇格〇 
宙 う 〇 Ro の 耽 △  6  △  4  △ 槪ム ら △業 △豪 A  6 〇 を 0 
論  し〇 弊り △若 △な △は △ て △を △傑 △故 △修〇 

に  て〇も 遂 △し △き △ 恭么 魚 △な △と △に △養。 

就  穩〇 亦に △其 △道 △ 謙 A を △す △才 △朱 △し。 

い  健 〇少腐 △甚 △學 △な △求 △が △人 △子 △粹 :〇 

て  な0 し 儒 A し △先 △る △  ir △如 A と △ 學 △然〇 

少  る〇 との △き △生 △態 △ る △き △を △派 △ た 〇 

し  敎〇せ 訾 △も △な △度 △が △經 △朱 △の △る 〇 
く  育 〇 ず を △の △  6  △を △如 a 世么 子 △人 △君 〇 

述  主 〇然免 △を △溫 △ 取 △き △的 △學 △は △子 0 

ぶ  義 〇れれ △擧 △順 △う △の △偉 △派 △槪 △人 0 

る  た〇 ど ざ △  r △【ひて △感 A 人 △中 △し △の0 

所  る 〇 も る △れ △し △危 △あ △を △に △て △他 〇 

あ  乙 〇朱〇 も △は、 △ て △險 △  6  △朱 △兗 △謹 △位〇 
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理氣の 二 元を 立て、 宇宙を 解 釋せ ぅ、 理は氣 の 生ずる 所に あらず 氣も 

結論  六〇一 


結  論 


六〇二 


亦理の 生ずる 所に あらず、 雨 者は 相互に 演繹すべからざる 世界の 根本 
主義な り， 彼れ 是を 以て 「理 と氣と 此れ 决して 是れ二 物」 と S へ 6、 是 故に 


朱 子の 世界 觀は デヵルト 若く は ヵピラの をれ の 如く、 全く 二元論な 6、 

(* 

朱 子 又 太 極を 言へ ども、 太 極は 理な う、 氣に あらざる なう、 故に 其 二元論 
たる rJ とは、 到底 否定すべからざる な ^/然るに我邦の朱和學 ^〇 〇〇 ル咖、 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇〇〇〇〇 

注々 二元論を 以て 滿足. せず、 理氣の 二 元を して 理若 くは 氣の二 兀に歸 
せしめん とせ 6、 例へ ば、 羅山は 王 陽 明に 從； 5、 省 養と 益 軒い は «- 皆 1 ぞい 
從 ひ、 理氣 合一 論を 是 とし、 理 .r 5  0 •  1一 か魬ぃ 心 彫 影い、 於 斯 t  • 
氟論に 傾向せ一、 之 K 反して. 务心迅 WJ ル 0 色 ト トい、 象. 取 か 如 於 P 
所と 斷 言し、 遂に 唯理論を 唱道せ う、 單調な る 朱 子 學派中 に 於 ' t:" 歡、 き t 
とも 見るべき は、 唯氣 と唯理 と、 二種の 相反せ る 一元論を 生じた るか， 1 
事あるのみ、抑21元論は哲學としては'决して終局の地位にあらず、若し 
二 元を 立 すれば、 其 中 何れに か 還元 せんとし、 若く は 何れ かを 演繹 せん 
として、 必ず 一元に 歸 せんとす る 傾向 5: 生ずる も のな 3、 是れ 吾人の 認 


識的 統一 Erkenntnis s. nlieit の然 らしむ る 所に して、 又 吾人の 精神的 需用 
Goistesbediirfnis  を充た す 所以な ぅ、 是故に 我 邦の 朱 子學派 中に 於て 朱 
子の 二元論を 一變 して 一元論と な 3  r とする 傾向 あぅ しは、 哲學上 R 
於け る 進歩の 徵候な 6 しに 相違な し、 然れ ども惜 S かな 宇宙論に 於て 
は 遂に 何等の 顯著な る 進歩を もな ^ ずして 已 みき、 吾人の 今日 尙ほ我 
邦の 朱 子學泯 に 就 S て 學ぷべ き. 所は、 其 躬行 實踐 の餘 RO 成れる 崇高 淸 
i  s  l JIO s  s  ¥ so 、s  5 パ？  srs  s、s io i ®o & 

は 永遠に 光を 放つ て 易は らざる ものな $、 其 宇宙論の 如きは 單に 史的 
事實 として 時に 比較 對 照の 爲めに ，回顧す るの 價値 あるに 過ぎざる の 
み、 


日本 朱 子學派 之 哲學終 
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論  六〇四 


00000000000000000000 
節操を 守る 士は '困窮す るは 固ょ 6 覺悟の 前に 

て、 早晚も 飢餓して 溝 谷へ 轉死 する 乙 とを 念 ふ 

OGO  〇〇 〇〇〇 〇〇〇  〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 

て 忘れず、 勇士は 戰瘍 にて 擊死 する は、 固ょぅ 望 
00000000  0  00000000000 
む 所 なれば、 早晚も 首 5: 取らる、 とも 顧みざる 

乙 とを 念 ふて 忘れず 苟も 士と 生れた らん 者は、 

志士 勇士と ならず / lo ば、 耻づべ きの 甚 しきもの 

なぅ、 云云、 此志 一た び 立ちて、 人に 求む る 乙と な 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇一 

く、 世に 願 ふ Z: となく、 昂然と して 天地 古今を 一 
視すべ し. 豈に愉 快な £ ず や、 
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附録の 一 

朱子學 起原  附 朱子學 起原 畧系 

第 I 章 總說 

我 邦に あうて は 鎌倉時代ょ 6 室町 時代に 至る まで 文 敎の權 は 殆んど 
全く 僧侶の 手に 歸 せう、 殊に 室町 時代の 狀况を 考察す るに、 社會 一般 戰 
亂の盤 渦中に 捲き 去られ、 學問 文章を 以て 身を 立つ る もの、 如きは、 復 
た 世間に 隻影 だ も 見る を 得ず、 是れ 其暗黑 時代と 稱せら る、 所以な う、 
IK: 時に 當 6 て 一點耿 々として 社會的 良心と な 5 しものは、 僧侶な うき 
就， 中 五山の 僧を 以て 其 最大なる ものと なす' 驍將 勇士* 干戈の 間に 相 見 
t つ、 あるに 當つて 、僧侶は 內典 外典を 講究し、、 類 精神の 需用す る 永 
遠 不滅の 道を 發揮 しつ、 ありし な 6、 殊に 注意すべき は、 彼我の 僧侶の 
往來 、頗る 頻繁な うし 乙と、 是れな 〇、 我 邦ょう 支那に 入う しものに は、 榮 
西、 道元、 俊恭 、覺心 、聖一 、大 明、 大應 、月 林、 北山、 嵩 山、 紹明、 龍 山 76 選 M 及、 絕海、 汝 
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國ょ 6 歸朝 せし ものは， 尙ほ 更に 新規の 書籍を 輸入す るを 怠ら ざり し 
ならん、 例へ ば、 肥 後の 僧 俊 fs e の 如きは 建久十 年を 以て 入宋 し、 居 る 
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霖 、觀 中、 仲 方 等 あう、 本朝 高僧 傳 〔第二 十七〕 の師錬 が傳に 
今時 此方 庸流奔 波入柒 、 

と S へる は、 蓋し 此邊の 消息 5: 洩す ものな 6、 支那よ $ 我 邦に 入う しも 
のには' 道隆、 普 寧、 正 念 ffl 元、 一 寧、 子 曇 IE 澄、 楚俊 •道彝 等あ纟 '日本 名僧 薄を 


乙と 十二 年 R して 建曆 元年を 以て 歸 朝す、 其歸 朝す る や、 二 千 百 三卷の 
書を 携帶 せん 其 中 儒 書 二百 五十六 卷 あ} きとい ふ、 建曆 元年は 宋の嘉 
定四 年に して 朱 子の 門人 劉燴が 四書 集註を 刊行せ し歲な と 故に 四書 

i  Iris—  .,«1<  »  f—  f  J-  J  ■  .  t .  ■ -••1%*  .  .  -  «n 

集註の 我 邦に 入る、 或は 俊苈に 始まる や 毛 未だ 知るべからず、 然れど TP 
固ょぅ 確證 とすべき もの、 一 も あるな し、 唯ム蓋 然」 とい ふべき のみ、 然れ 
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ども 祖元 一山 等が 入朝の 時、 必ず 多く 宋 儒の 書類 5: 携帶 せし ならん と 
思は る、 是等皆 宋末元 初の 人に して、 宋學 盛に 世に 行 はれた る 後に 出て 
たぅ、 祖元、 字は、 子 元、 俗姓は 許 氏、 無 學と號 す、 明 州 慶元府 鄯縣の 人、 弘 安二 
年を 以て 入朝し' 相 州 鎌 倉に 赴き、 圓覺 寺の 祖と なる、 弘安六 年を 以て 寂 
す、 享年 六十 一、 追贈して 佛光 禪師と S ふ、 語 錄十卷 あぅ' 是 れを佛 光禪師 
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の 台 州 臨海 縣の 人、 正 安元 年を 以て 入朝し、 初め 豆 州修善 寺に 居う、 後、 相 
州 鎌 倉に 移う、 終 う に 京都に 至 §、 文 保 元年を 以て 寂す、 享年 七十 . 著は 
す 所 寧 一山 語 錄二卷 あう、 一山が 入朝せ るは' 本と 元の 國主が 間牒 とし 
て 送 6 しに 由る、 然れど ％ 彼れ 遂に 歸 化して 專ら 佛敎の 敎義を 傳 ふる 


南山 編 年 錄元應 元年 十月の 下に 


四書 集註 始來、 

と あ う、 元 應元 年は 後醍醐 帝卽 位の 歲な 6、 一山の 來朝は 之れ に 先つ Z. 
と 二十 年な 6、 故に 宋學の 輸入は 元應 元年に 始ま $ しに あらざる ベ ^ 
但 > 四書 集註は 此時 始めて 輸入せられ しものと 思は る、 何れに せ P 朱 子 

學の 硏究は 確に 此 頃ょう 顯著 なる 史的 事實 となれ う、 花園 院御 記に 云 

く* 

元 亨二年 七月 廿七日 癸 亥、 談 „尙 書 A 數 同，， 先 夕、 其 義等不 、 «5 具 記： 行 親義 
其 意 P 佛敎， 、其 詞 P 禪家； 近日 禁裏 之 風 也、 卽是宋 朝 之義 也、 或 有，， 不 取 
事；於„大體1非 || _|其謂1者也、凡近代儒風衰微、但 ^ 文華風月，爲 ^ 、 -?; 知 « 實； 
文 之弊以 寶可 « ,之、然者近日禁裏有，，此義，歡、尤可/然事也、但涉1佛敎；猶不 

%> _、 

是れ 後醍醐 帝 卽位後 四 年 目の 事な う、 其 「宋 朝之義 .，と S ふは、 宋 儒の 理學 
を 意味す る 乙 と 疑な し、 又 其 「涉 一一 佛敎； 猶不％ 無 乎」 と s ふは、 宋 儒の 佛敎を 
排斥す るに 同意し 難き を 意味す る？ P の R 似 ^ り、 又 云く、 
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元亨 三年 七月 十九 日 己 ® 凡 近日 朝臣 多以， ，儒 敎， 立， 身、 尤可 r, ' 政道 之 中 
興、又因 ^ 歎、而上下合體'所 ^ ^ 1之道，是近代中絕之故、都無>知_,實儀；只伊 
周易 論孟 大學 中庸 一 ? 義、 無，， 口傳 ，之 間、 面々 立，， 自己 之 風； 依 或 有，， 難 謗 等， 
歟' 然而 於，， 大體 ，者、 豈有 ，一 疑殆 ，乎、 但 近日 風體以 ，理學バ芦 ^ ^ 拘 ^ 義乏間 ® 
有，，隱士放逸之風；於，朝臣，者、チ5然乎、此是則近日之弊也、君子可 |1 \之、况 
至 _,于 道 之玄微 ： 有 * % 耳、 君子 深 可 知 レ 之、 

是れ 後醍醐 帝 卽位後 五 年 目の 事に 係る、 其 中 「論孟 大學 4*- あるを 以 


玄 惠虎闕 以後 朱 子學は 次第に 傳播 せぅ、 建內 記、 嘉吉 元年 四月 十五 日の 


下に 云く、 

晦翁集 (f  g  g  3 三十 册賣 本 P 召 a 禁裏 (代 價 A 百 匹、 自 へ 長 橋 局-到来、 S 
淸大外記許，了、彼請取遣為了、後日本人了淳請取、外史見4^之、加二見；返 
遺 了、  # 

朱 子 文集は 百卷以 上の ものなる に 三十 册と あるは、 恐く は 零 本な らん、 
零 本の 朱 子 文集と 雖も、 當時に あうて は 新奇の 珍書な ，9 しを 以て 宮中 
に 召し 置かれし なう、 好古 小錄 〔下〕 に建內 記の 此文 5: 揭げ て 論じて 云く、 
先輩 此れを 以て 朱 子 文集の 本邦に. わたう し 始めと す、 然るに 享保中 
伊賀 國の 僧兆藏 主と S ふ もの、 京師の 骨董 店に して 朱 子 文集の 零 本 
を 得、 卷尾に 永 和 四 年 戊 午 九月 讀了  { K 嘉吉の 前 六十 餘年 也、 

永 和 四 年は 後醍醐 帝元應 元年ょう 六十 年 も 後れ / 2 るが 故に' 朱 子 文集 
の 世に 行は れた るは、 毫も 怪むに 足らざる な 6 、後花園 帝の 時に 至つ て 
は、 藤 原 兼 良 尺 素 往來を 著は し、 

程 朱 二 公之 新釋、 可^! 1T0 ♦候 也， 
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附釣の i  第 h 早 m 說  六 一一 i 

一 と S ひ、 又 朱 註に ょ 0 て 四書 童子 訓を 著は せう、 兼 良は 應永九 年に 生れ、 
文明 十三. 年に 歿せう、® 窩は 彼れ が 歿して 後 X 十 年に して 生る、 此れに 
由うて 之れ を觀れ ば、 朱 子學が 惺窩に 始まる が 如くに 思惟す る こと Q 
如何に 事實に 背反せ るかを 知るべき なう、 

朱子學 起原に 關 する 書類は 左の 如し  '' 

花園 院御記 三 卷寫本 
建內記 〔卷 十四〕 寫本 
尺 素 往來一 卷藤原 兼 一艮著 
|  此書は 群 書類 從卷第 百 四十 一に 收载せ う、 

\  臥 雲 日件錄 〔乾 j 寫本 

佛光禪 師語錄 十卷祖 元 著 
i  海 藏和尙 紀年錄 一 卷令祥 編纂 
一 日本 名僧 傳一卷 

一  此書 は續群 書類 從-卷 第二 百 三に 收 載せち 


南山 編年錄 一卷寫 本〇跡 部 頁 顯著 
I  本朝 高僧 傳七 十五 卷師蠻 著 
大 日本史 〔卷之 二百 十七〕 
i  垂加草 全集 〔附錄 下〕 

I 國 朝賢臣 諫諍錄 〔卷 下〕 藤 井 懶齋著 

\  賴畜 垂水廣 信を 以て 始めて 朱子學 を 尊信す る ものと す、 然れ ども 此 
\  き ケ t 4 か 山 ? A IS C7) A に 出づる こと、 先哲 叢談 〔卷之 三〕 一一 山義長 
\  の 下に 詳な& 、長 井 定宗が 本朝 通紀、 寺 島 良 安が 和漢 三才 圖繪 に垂井 
I  廣信が 始めて 朱 註を 讀む M とを 载す るは、 蓋し 皆諫 諍緣 に本づ くな. 
I  らん、 

I  好古 日錄 〔乾〕 藤 井 良 幹 著 
\  好古 小錄 〔下〕 同上 
\ 好古 餘錄 〔卷之 上】 山 崎 美 成 著 

I 續 本朝 通 鑑 
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四書 大全 鼇頭 

茅 窓漫錄 茅 原定著 

此書は 百 家說林 卷 五に 收载 せり、 其 中 「朱 子學 四書 來由幷 二 先生 像」 と 
題 亡る 一項は、 最も 參考に 資すべ § も のな 6、 

朱 學傳來 記 谷 秦山著 
日本 fl 學傳跡 部 K 顯著 

右二 篇は 日本 敎 育史 資料 卷 十五に 收载せ 3、 

漢學紀 源五卷 寫本〇 伊地知 季安撰 

此書は 薩 摩の 伊地知 季安 (字は 子靜) の 著は す 所に して、 主として 朱 子 
學の 起原を 闡明 する も. のなら、 凡を 朱 子學の 起原に 關 する 史料と し 
P 日の 右に 出づる もの あるな し* 

隱 逸全傳 〔卷 下〕 細 川 十洲著 
朱 子 學の由 來花岡 安見 

國學院 雜誌第 六 卷の第 八 第 九 及び 第 十一の 三號 にあ ぅ、 


朱 子 學の傳 來と其 學派足 利舒述 

東洋 哲學第 八 編 第 十一 號及び 第 十三 號にあ 

口 本 儒學史 〔上 卷〕 久保得 二 著 
正齋 書籍 考 〔卷二 〕 近 藤 重藏著 
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第二 章 京師 朱 子學の 起原 

第一  玄惠附 北 畠 親 房 及び 楠 正 成 

玄惠の 事、 唯  >  天台 霞標 〔六 編卷之 二〕 に出づ るの みに て、 其 他 各種 僧傳に 見 
えず、 反ぅて 太平 記、 尺 素往來 等に 見え、 又 大日 本 史 〔卷之 二百 十七〕 R 本傳 
あり、 玄惠は 京都の 北 小路 R 居ん 獨淸 軒と 號し 、又 健 叟と號 す、 權大 僧都 
に 任ぜら る、 天台 霞標に 彼れ が 事を 記す るを 以て 之れ 5: 觀れば 、天台の 
僧た 6 しと 見え / 2 ぅ、 蓋し 彼れ 多少 文學の 素養 ある 5: 以て 世の 稱 する 
所と なる、 彼れ 常に 宋の司 馬 光が 資 治通鑑 1: 讀み 、又 程 朱の 學を 尊信す， 
後醍醐 帝に 召 3 れて 侍讀 となる に 及んで 朱 註に ょ- cv て經 書を 宮中に 


•^戍 云に 支 庭 群 
り 關く 一惠 訓書 
と禪 、說 な1 往一 
云師 東を 論來赞 
云 と福擧 じの 第 
c 兄 寺げ ••二 
弟の て更 u 卷 


玄惠始 唱，， 程 朱之說 1 

と 云へ るは、 是れ 吾人が 事實 として 認容せ ざるを 得ざる 所な ぅ S 惪は 
.正 平 五 年を 以て 逝く、 佛 家人 名辭書 玄惪の 下に 左の 如く 言へ 6、 云く、 

. ル . •し 虎 i 師錬と 云 ふ、 師亦 出家し、 比 叙 山に 登 6、 天台宗を 學び， 
後、 臨 濟宗 R 意を 傾く、 京師 北 小路に 寓居し、 佛 儒の 書を 讀 ^: 殊に 儒 書 
は 宋の新 註 ?: 講ず、 一寧一山、 虎關 師錬等 宋の新 註を 用ゐ たる も、 其 宮 
中に 講じた るは 師を以 て 始めと す、 

若し 此 記事を して 事實な らしめば、 未だ 嘗て 知られざる 朱 子學の 系統 
Xj 揣 #> すい 乙と を 得、 虎關は 朱 子學を 一山ょ 办傳 承した るの 形迹 ある 
が 故に 之を 玄惠に 比すれば、 朱 子學の 系統に 接する 乙と 一層 早 か*^ し 
ならん、 然れ ども 宮中に 於て 朱 子學を 講じた るは、 玄惠を 以て 嚆矢 とな 
す、 於ぃ ^ f かか 心 h ぃ於 4 >4 5:- 昏 於か^^ ^ ぃみ‘ ぃ 0 心 1]- 

♦  4 か  かぃ  钇 

シ P #A ん 、然れ ども 玄惠が 虎關と 兄弟 / 2 る 乙と、 其 果して 何の 據る所 あ 
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一  るを 知らず、 之 を佛 家人 名辭 書の 著書 驚 尾 順 敬 氏に 問 ふ も、 氏 自ら 其 出 
處を忘 る、 眞に惜 むべ しとな す、 尺 素 往來に 云く、 

當世 付，， 玄 I 議； 資 治通鑑 、宋 S 鑑等 、人 + 傳_, 受 之； 特 f 入道 准！^； i 
捂， 蘊奥； 云云、 

其宋朝 通鑑と S ふは、 蓋し 宋元 通鑑の 一部分を 意味す るな らん、 此れに 
? て 之れ を觀れ ば、 SIS 山 1: ユ P^O AO J C 〇 レ か、 

通曉し 犮 る ものと 推察 せらる、 なう、 彼れ が 著書と 稱 する 元元 集には 
I  ー ヶ處周 子の 太 極 圖說の 文 1: 引用せ う、 若し 元元 集が 杲して 親 房の 手 
に 成 6 しもの ならば、 是れ亦 彼れ が 宋學に 通曉 せし 一 證とな すを 得べ 
一き なう、 漢學紀 源 〔卷二 に 云く、 

親 房 特に 朱 子の 學風を 欽し、 四書 五經宋 朝通鑑 等を 讀み、 當時 博識 肩 
を 比する ものな し、 云云、 而して 其 元元 集は、 太 極圖を 引いて 神道の 秘 
へ  蕊 ?: 述ぶと S ふ 

\ 元元 集は 荒誕 無稽の 說 多く、 神道の 秘蘊 を述ぶ と' S ふべき 程の ものに 


あらず、 且つ 其 書 果して 親 房の 手に 成 $ しや 否や、 多少の 疑な & にあ 6 
ざるな 6、 漢學紀 源には 楠 公を 以て 親 房 ど 同じく 朱 子學を 崇 奉せ しも 
のと 斷定し 、論じて 云く、 

•楠 正 成の 如き、 親 房 等と 偕に 慷慨 義に 奮； 5、 身を 殺して 王に 勤 ひ、 其將 
に 死 せんとす る や、 子に 訣 書を 貽して 日く、 死期 迫れう、 汝が 成る を視 
んと 欲する も、 義の 重んずる 所を 抱 いて、更に亦遁れ難し、汝に戒し 0 ' 
學 V」 勵んて 以て 吾 志を 察せよ、 今 愚竊に 謂へ らく、 其義 の ®: /L ずる 所 
を 知る は、 宋學に あらざる よ-^ は、 恐く ば 未だ 言 ふを 得ず、 是れを 以て 
之れ を 觀れば 、未だ 世、 楠 氏の 學を謂 ふを 聞かず と雖 も、 吾れ 必ず 之れ 
を 學びた $ と S は ん、 

是れ强 ao て 楠 公を 執へ 來た うて 朱 子に 黨せ しむる ものな'-、 楠 公が 親 
房と 共に 南 帝に 吉野に 仕へ.. 柱石の 臣 た 6 しは、 事實 なう と雖 も、 未だ 朱 
子學を 親 房よ 5 傳 承せ うとい ふ 5: 得ず、 假令 a 櫻 井の 驛の 訣別に 
命を 養 由が 矢 3 きに 懸けて、 義を紀 信が 忠に 比すべし、 
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i  と、 ぁる も、 llfco no ^ ao -co ilr 如 勅 ^0 5:0 114 砂 LO 齣 «° t0 t° ph  鈉和、 1 I AP t0 
\  h no ぬ、 # o coo 伽 (io s RO ^o 和 0O I- (CO も 之れ * o no ばな 5、 楠 公がい かに 忠臣 
一な れぱ とて、 牽合附 屬の說 5r 立て V、 之れ を 朱 子學の 味方 U せんとす る 

\  乙 と、 甚 しく 誇張に 失する の 所爲と S ふべ &な う、 

一 

w  - 

一  第二 虎關 

I 

I  虎關、 名は 師錬 、平 城の 人、 幼に して 書を 讀む <: とを 好む、 是を以 て 文殊 童 
子の 號あ う、 然れ ども. 性 多病な う、 彼れ 自ら 日く、 

某 生 素ょり 多病、 一歲の 中、 其疢む 所の 居 諸 過半な う， 其疢 まざる の 時 
I  と雖 も、 喘 令焉羸 々焉 として 常人の 强 健に 似ざる のみ、 (上 J 山和尙 1 書) 
j  彼れ が 如何に 弱 質 蒲柳の 人な 6 しかは 推して 知るべきな う、 彼れ 壯な 
るに 及んで 一山 寧 公に 學ぶ 、貞和 二 年を 以て 寂す、 享年 六十 九、 著は す 所 
元 亨釋書 三十 卷' 濟北集 二十 卷等 あり' 彼れ が 事蹟は 本朝 高僧 傳 〔卷第 二 
へ 十七〕 に詳な 6、 師蠻 が賛に 


夫 山 有_,富士；僧有_,錬公；是吾之所，：瞻&|也矣‘ 

とい； 3、 又 

凡佛法 東漸 已來 、集大成 者、 ^0 盛_, 於 錬公 I 也、 

と S へう、 其 推 尊 亦 至れ 6 と S ふべ し、 兎に角 虎關が 當時佛 門の 龍 象た 
うしは 疑な し、 門人 靈源 寺の 令淬 、彼れ が *2 年 錄一卷 を 著は す、 題して 海 
藏和尙 紀年錄 と S ふ、 續群 書類 從中に 收载 せう、 高僧 傳に云 く、 

»p 比， 壯、 逢 J 山 寧 公 于建長 P 儒釋 古今 書； 細 繹審詢 、 

乃ち 彼れ が儸 書の 外 博く 儒敎の 書を も 涉獵せ しを 知る、 紀年錄 を覽る 
に、 虎關 嘗て 一山に 問うて 日く、 

某 智薄識 irl k. fe. •楊 之 易； 說不 龍盡 解； 老師 宏材 博學 、賴以 1 所肆合。程 
楊 之說； 深 考靜究 '  必有 娇 * 、 云云、 

茲に稈 楊と 云 ふは 程 子と 楊誠齋 と 1: 意味す るな らん、 已に程 子の 書に 
接する もの とせば、 朱 子の 書 7P 亦當時 之と 共に 接する 所な 6 しならん、 
高僧 傳に又 云く 
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自 ，今 諸人 行住坐臥、 覺， 1 得 火星 痛痒， 也， 得 挺 前 諸 火 雖„ 儒 釋禪敎 之 異； 皆 t 
@  © 

彼れ は 儒佛の 一致を 信ぜし 者の 如し、 元亨釋 書の 卷末に 附载せ る智通 
論の 如き も # 儒佛 二敎の 必ずしも 相戾ら ざ る 5: 辨 ずる ものな ぅ、 彼れ 
此の 如き 見解を 有し、 が 故に、 儒敎を も 併せて 之れ を 究明し、 其 造詣、 决 
して 淺 しとい ふべ からず、 宋 儒の 學の 如き も、 蚤に 之れ を 攻究し、 殊に 程 
朱の 學に 及べぅ、 通衡の 二に 云く、 

夫 程 氏 主 ® 〇 學 |排„ 吾敎； 其 言 不 k ^o 矣 、(濟 北 集 第 十七) 

又 通衡の 五に 司 馬 光が 「如 „ 佛老之 貢 則 失， 中 而遠 k 矣」 と 云へ るを 辨駁 し， 
最後に 論じて 云く、 

我常惡 fe 者不 k テ， 佛法； 謾爲 ，議 、光之 朴眞、 猶如& 、况餘 浮矯類 乎、 降 至，， 晦 庵， 
益 張、 故 我 合，， 朱 氏 一而 排乏云 一 濟 北集卷 第二 十) 

又 一層 甚 しく 朱 子を 攻撃して 云く、 

晦 菴語錄 云、 釋氏只 四十 二 章 經. 是他 古書、 其餘 皆中國 文士、 潤色 成， 之、 維 
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中巖 名は 圓月、 相 州 鎌 倉の  < 正中 元年 5: 以て 入 元し、 元弘二 年 ?: 以て 歸 
朝し、 永 和 元年 ?: 以て 寂す、 春秋 七十 六、 著は す 所 中正 子一卷 、東海  一 * E 集 
五卷 あり、 中正 子 單行本 あぅ と雖も 、亦  一 H 集の 第 四卷に 編入せ ぅ、 事蹟 
は 本朝 高僧 傳 〔卷 第三 十三〕 に 見 ゆ、 又  一 ® 集卷之 五に 自歷譜 を 載す、 今の 
所ビ謂 自傳 Aut。 一) iography な. 〇、 彼れ が師 とする 所數 多に して 一定せ ず、 然 

附錄の 一  第二 章 京師 朱 子學の 起原— 第三 中鼷  六 二三 


附錄の 一  第二 韋 京師 朱 子 學の起 原— 第三 中崴  六 二 四 

\  れ ども 頗る 虎關に 得る 所 あ $ し 者の 如し、 高僧 傳に云 く、 
j  元亨初 上， 京、 見，， 闡提具 公； 寄，， 錫 南 響 虎關 和尙 退，， 濟 S; 撰 J 兀亭釋 書； 掩 
I  謝 k 客、 獨許， ，月 參敲： 

\ 又自 K ii の元亨 元年 辛 酉の 下に 云く、 

|  往_| 來濟北 一 奄； 親，， 虎關 和 尙； 關時 撰 # > 書； ? 'A 容 ，藷客 ：獨 許 ¥^ r 不聞萊 控：以 莧 
一  k 愛也、 話 及， 1 本朝 高僧 事迹； 予甚 PA 博識； 

虎關、 中 岩を 愛し.、 中 巖亦虎 關に 服せ しこと 此の 如し、 是 故に 中巖を 以て 
一 虎關の 弟子と する こ と决 して 不當に あらざる べし、 師蠻が 中 巖の賛 に 
云く、 

|  此方傳 ， 大慧之 派， 者、 唯禪師 一人而 P1、 

一と、 然 $ 中巖は 大慧を 尊崇せ しものに て、 常に 大慧と 年を 同う して 逝か 
^  んと S へらしに、 果して 大慧と 年を 同う して 逝け $、一腽 集卷之  一 R 「寄， 
j 藤 刑 部 1」 の 古詩 あう、 云く、 

先生 業 成悉， 衆 藝； 先生 名高 蓋 紙 今年 已七 十餘 、從， 心 所， 欲應 fe ® 、 尙 


自進修 志 益 勤、 夜讀 P 旦未 =嘗 替 (家 乏 ft 粟- 兒童 饑、 歹 肯^^ 手 向 « 勢： 昨日 
訪莪過 = 淡 齋； 相，， 忘 爾汝-論 k 細、 & 尙，， 漢唐- 不 JMr、 奮然 欲赛 伊洛弊 (休 fef 往 
往搪挾 多、 我 本 浮 雲 無，， 根帶； 作 /詩預先粗謝 ^ 、更期蓮社重交際、 

又卷之 三に 「與， ，虎關 和尙 u の 書 あう、 其 中に も 「伊洛 之學」 に 論及せ る 所 あ 6、 
又 中正 子 問 禪篇に 云く、 

和胗 2:0 1 4 sc 2:o ffio ‘ feo ?LO 勐 2:o *o ;i&#  鼢  I SSO か «° 云云、 

中巖 曾て 朱 子を 擧げて 論せ ずと 雖も 、此の 如く、 伊 洛の學 とい ひ、 張 程の 

0000  0  0000000  00 〇〇〇〇〇〇.〇〇 0 ，〇 0 0 0 、 :0 „2,0 

% と S  S、 已に 宋學の 何たる かを 知う 居う しは 言 ふまても なく 虎關と 
11 1:0 <0 韌 »0 5:0 取 伽 L0 、 fllo {l 5:0 tl  ,わわ 0〇 13 咖 れ 50 办 ?)0 、是れ宋儒が佛敎 

に 向つ て 打撃を 加 ふる 乙と 實に甚 し & もの あるが 爲めな 6、 

第 四 義堂 

夢 窓 國師の 門下に 二人の 秀才 あ う、 義 堂と 絕海 、是れ なう、 絕海は 詩を 以 
て勝れ、義堂は文を以て勝れ、各 4 (特長あう、絕海著はす所絕海錄二卷あ 

跗錄の 一  第二 專 京師 朱 子學の 起 鹿— 第 四 義堂  六 二 五 


附錄の 一  第一 f 韋 京師 朱 子學の 起原— 第 四義堂  六 二 六 

\ 別に 單行 本の 蕉堅稿 あう と雖も •是れ 亦 其 下卷に 收 載せう、 絕 海が果 
して 朱 子學を 攻究し 穴う しや 否やは、 毫も 確定し 難し、 絕海錄 の 中に も' 
言、 朱 子に 及ぶ もの あるを 見ざる な う、 然れ ども 義 堂に 至うて は、 其 朱 子 
學 を 攻究した る rJ と、 復た疑 を容 るべ からざる なう、 義堂 、名は 周 信、 空 華 
道 人と 號す 、義 堂は 其 字な う、 土 州 長 岡の 人、 南 禪寺慈 氏菴の 開山な 6、 嘉 
慶二 年を 以て 寂す、 享年 六十 四、 著は す 所 空 華 集 二十 卷、 空 華日エ 集 Ti ltL 
fj 縫 mH 用) 若干 卷あ う、 惜む らくは 日 H 集の 全書 傳はら ざるを、 唯>續 史籍 
集覽に 空 華日エ 集の 抄録 三 卷を收 載せる のみ、 彼れ が 事蹟は、 本朝 高僧 
一傳 【卷 第三 十四〕 に 見 ゆ、 義堂が 朱 子 學を攻 究した る Z: とは、 日エ 集の 記事 
|  にょ- CN て 明かな $、 彼れ 嘗て 足 利 義滿に 謁見せ しに、 義滿 之れ に 問 ふに 
\  孟子の 解 釋に就 S て 何故 R 儒者の 說 、各  > 同じから ざる やを 以てす、 彼れ 
\  乃ち 儒 書の 解釋に 新舊 の二義 ある Z. とを 說 明せ $、 日エ 集康曆 三年 (卽 
一 ち永德 元年) の條に 云く、 

\  九月 廿 二日、 余以 JSK P 上府 a l ¥ 君 出 接、 云云、 君 又 日、 昨日 儒學者 講„孟 


\  子 書： 其義 名々 不： ，同 如何、 余日、 & 見 チ 同 也、 近 ■書 有， 薪舊一 一義； 程 朱 等 
〆 STO i  S 朝以來 、儒® 者皆參 ss;  i 發， ，明 心地； 故 註 書 與，： 章句® S 
於 別矣 、四書 盡，， 於 朱.晦 ？ 及第以 矢 i 二卷 I 爲，； 理性 學本； 

又 云く、 

廿五 日、 過，， 一 一條 S; 云云、 又 所. 問 2 r 新 舊二學 不 ，同 如何、 日、 漢以來 及 唐 
\  i 勒、辦 , *0 50 和 *0 勤 & か , & 達 •故 釋義太 高、 其 故 何、 則皆以 .ぎ «° 也、 
一 此れに 由うて 之れ を觀れ ば' 義堂は 啻に 朱 子學を 攻究した るの みなら 
一 ず、 又 其漢唐 訓話の 學 ょうは 一層 深遠に して 且つ 高尙 なる を 認容す る 
ものに 似た う、 

一  第五 吱陽 附大椿 

義堂 門下 岐陽 及び 大椿 あう、 岐陽 、名は 方秀、 不二 道 人と 號す 、岐 陽は 其 字 
な $、 佐 伯 氏、 讃 州の 人、 東 福 寺 不二 菴の 開山に して、 又 曾て 南禪 寺の 沙門 
たう、 應永 三十 一年を 以て 寂す、 春秋 六十 二、 著は す 所 琴 川錄 及び 不二 遺 

附錄の 一  第一 一 窣 京師 朱 子學の 起原— 第五 岐陽  六 二 七 


附錄の 一.  第二 尊 京師 失-子 學の 起原— 策 五 岐陽  六 一一 八 

稿 ぁ 办、 岐 陽和尙 自讃 (_ 僧 ほ 麵麵待 碑！^、 百) に 云く、 

今 追 « 六十 年間 事； 如^? 虛妄 tf l: 可 fe 玩； 一 侍者 繪 # 求 * 、 P 非 ^ 者 1: 
日 幻 與 # 幻、 全是 不二、 佘於 1 乎賛 日 ' 則 不二、 不二 則 一、 性 相 平等、 匪/影 

匪 レ 質 

此れ 彼れ が 何故に 不二と 號せ しかを 叙述す る ものな ぅ、 日本 名僧 傳 R 
云く， 

岐陽和 尙初講 11 四書 朱熹 集註； 

又 漢學紀 源 〔卷二 〕 に 云く、 

至德 三年 堂 周 信陞董 南禪； 頗信 so 朱 *0 初 陽少、 學 _| 詩 書； 後 崇 宋學； 亦 蓋 有 
レ資焉 、由 B. 疋 大小 經論 、靡， 不 fe fe 云、 

岐 陽が 朱 子學を 傳 承した るは、 義堂其 人なる べしと 雖 毛、 亦 偶然に も舶 
來の朱子の書類を得て、一層深く之れを攻究するの便を得 /2 6と見ぇ、 
茅 窓 漫錄に 中 村 惕齋が 言を 引 S て 日く、 

後小松 帝 應永十 年 癸未、 南 S 歸船 載 fe 書 集註 詩 經集傳 I 來 、同年 八月 三 
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|  日、 P 之洛陽 ，、於 fe 東 福 寺 不二 岐陽 和尙 始講乏 、 

八 

一又 新 書籍 目録を 引 S て 不二 岐陽が 始めて 朱 子の 註を 以て 講談せ る 乙 
I と 5: 記載せ ぅ、 云く、 

j  朱 子の 新 註 本朝へ 渡る 事は、 後花園 院 御宇、 普 廣院御 治世、 東 福 寺 不二 
j  庵岐陽 和尙、 始以 _1 朱 子 註， 講談した まへ 5、 

此說、 前 說と 四書 集註 舶來の 時日に 就いては 大差 あ $ と雖 も、 岐 陽を 以 
て 始めて 四書 集註を 講ずる ものと する は 一な う、 四書 集註の 始めて 輸 


岐 陽と 同門の 弟子 周亨、 字は 大 椿、 南 禪 寺の 沙門- 72 ぅ、 亦 朱 子 學を喜 ベ 
り、 臥 雲 日 件 錄第十 册寶德 元年 閏 十月の 條に 云く、 

附錄の 一  第二 葷京師 崇子學 の 起原— 第五岐 陽  六 二 九 


附錄の 一  第二 章 京師 朱 子學の 起原— 第 六  5  六三〇  . 

三日， 長 照院 竺華來 過、 云云、 竺華 日、 吾 翁 大椿、 筑紫人 也、 少年 東 遊、 就„常 
州師； 學，， 四書 五經； 始 聞_ ，孟子 講； 時食不 fe、 就 A ^ 求 k 、 一斗； 掛， ，之 座 隅； 日 熬= 
一握； 以療 k 耳、 如 基 者 凡 五 旬、 

玆に 四書と あるを 以て 之れ を觀れ ば、 四書 集註と 思は る、 又 其 孟子の 
講を 聞く と S ふは、 朱 子の 註に ようて 始めて 興味を 感ぜし ものなる 
乙と 推 し て 知 る ベ ^^ 5 6 

第 六  一慶 

岐 陽の 門下に 一慶と 惟 肖と あう、 一慶、 字は 雲 章、 寶淸 老人と 號す、 平安の 
人、 至德 三年を 以て 生る、 南禪 寺の 沙門た う、 寬正四 年を 以て 寂す、 享年 七 
十八、 其 事蹟は 本朝 高僧 傳 f 卷第 四十 二〗 に 見 ゆ、 又續群 書類 從 〔卷 第二 百 四 
十二に 釋惠 鳳が 撰に 係る 雲 章 和尙行 狀を收 載せう、 一慶 身を 律す る 乙 
と 甚だ 嚴な う、 永 享七 年よ^' 寶德 三年に 至る まて 脇、 席を 沾 3 < る もの 
十 有 七 年の 久しき に 及ぶ、 彼れ 程 朱の 學を岐 陽よう 傳承せ 6、 日本 名僧 


—  傳に 云く、 

讀 _1 周易 程 朱傳義 ハ 
又 本朝 高僧 傳 〔第 四十 二〕 に 云く、 

往， ，城 北聖壽 寺； 參-- 岐陽秀 公 (朝 昏辛勸 、綜= 究内外 ハ 
又 云く 

0  0  0  0  0  0  0  0  〇〇〇〇〇〇-〇 *  〇*  〇  ,0  〇  * 

每喜誦 = 程朱說 M I1 氣 性情 11 、 一  性 五 性 伊 儒圖 - 

群 € ?< $  i 此れ R 由ぅて 之れ を 觀れば 、彼れ 啻 R 朱子學 に通曉 せし とい ふの みな 

\  000000000000  • . , 

らず、 又 深く 之れ ? 崇信 せし ものと する を 得へ & な $ 

|  第 ir 惟肯 

惟 肖、 名は 得巖 、雙 桂と @ し、 又 蕉 雪と 號 す、 惟 肖 も 亦其號 なぅ、 南禪寺 の沙 
門た*^、 其 逝去の 年、 及 s 壽命等 今 得て 詳 にし 難し、 著は す 所 文集 七卷ぁ 
火 是れを 東海 M 華 集と s ふ、 其 事蹟は 本朝 高僧 傳 〔卷 第 四十〕 に 見 ゆ、 漢學 
紀源 〖卷 二〕 に 惟 肖が 事を 叙して 云く、 

附錄の 一  第二 章凉肺 朱 子學の 起原— 第 七惟肯  六 一一 こ 


附錄の 


第二 章 京师朱 子學の 起原— 第 八景 徐 


六 三 二 


岐陽 門下の 惠鳳 
亦 朱子學 1: 通 
す e 頃ろ 其 著 「竹 
居淸 事」 ^ 觀る 
1: 、 「晦菴 序」 「一 
篇ぁ り。 口を 極 
め \ 朱 子 4- 賛嘆 
•T。 竹居淸 事」 
載 tf て 五山 文學 
全集 〔第三 輯〕 
1: めリ C 


參，， 祖應於 東 福； 與 _,秀 岐陽 等； 雖；^ 同門； 如 程 朱學； 受 ，之 岐陽； 經史子 集 無， 不 „ 
揲抉； 以 k 鳴 ^ 、輿，， 仲 方 太白 岐 陽， 齊 ，名、 

此事實 の 出處は 、未、 た 確め 得ず と雖 も、 惟肯が 三 敎 一致の 說を懷 抱し、 孔 
老釋に 對し、 不偏 不黨の 見解を 有せし は 事實な 6、 三 敎合面 圖賛の 序に 1 
夫 三 聖人 設 Ifco 之跡與 同、 而 治％ $ 之方歸 J 者、 

と 云 ひ、 又賛に 

合 p° 于 K 劈 成 J 二 唐； 

と 云へ るを 以て 之れ ?: 見れば、 儒 敎道敎 の 如き も、 决して 其 排斥せ し 所 
R あら ざ るを 知るべきな 6、 

第 八 景徐 

惟 肖の 門に 景徐 、竹 居、 蘭坡 ffi 悟、 桂菴等 あぅ、 竹 居と 蘭坡 とは、 果して 朱 子 
學 に通曉 せし や 否や 未だ 詳 ならず、 竹 居の 事蹟は 本朝 高僧 傳 〔卷第 四十 
二 及び •日 域 洞 上 諸祖傳 〔卷之 下 R 出づ、 高僧 傳に 謂へ る あぅ、 云く、 


\ p 惟 宵 巖公， 三 鱗肯 鄭重 誨奘、 與，， 竹 居號ハ 

\ と、 隹 i 彼れ が 朱 子學を も 惟 宵ょぅ 傳承 せるな らんと 臆測 せらる、 のみ、 
一 蘭坡の 事蹟は、 本朝 高僧 傳 〔卷第 四十 三〕 に 出づ、 夢 窓 國師四 世の 孫な りと 
\ いふ、 是れ亦 果して 朱子學 に通曉 せし や 否や、 史的 事蹟の 以て 徵 すべき 
ものな し、 若し 夫れ 景徐 、桂 悟 及び 桂菴は 皆 朱 子 學の傳 播に關 係 ぁる 乙 
と 少しと せざる な $、 

景徐 、名は 周麟 ぶ 且 竹と 號 す、 南禪 寺の 沙門た^'、 年 七十 有餘. にして 寂す 著 
はす 所 翰林 葫蘆集 十三 卷 (lii 錄“  ■  4  紅“ n+ に 課 も) ぁら 中 岳 
字說に 云く、 

一  子 程 子 日、 中心 爲 ;& 、 夫子 吿 & 乎、 以 J 貫 之 道 一、 參以 n 忠恕 二字- 釋 ^ 子宋子 
\  日、 一是忠 、貫是 恕 、又 日、 一是 一心、 貫是萬 事、 是乃 儒家 者 之 就 レ心以 論-- 中 字 

\  者 也， 

と、 又 伯 春 字說に 云く、 

一月 坐 II 春風 一 者 非 1一 程 子 一耶 
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と、 是も亦 明 道を 指す ものに 似た 6、 此れに 由 6 て 之れ 5: 觀れ ば、 其 程 朱 
の學に 通曉 せし Z1 と、 以て 知るべきな*^ 其 事蹟は 本朝 高僧 傳 〔卷第 四十 
三〕 及び 漢學紀 源 〔卷二 〕に 出づ 、慶長 十五 年 僧 文 之が 僧恭 畏に與 ふる 書に 
云く、 

應 永年間、 南 渡の 歸 船、 四書 集註と 詩 經集傳 とを 載せ、 來うて 之れ を洛 
陽に 達す、 是に 於て 不二 岐陽 始めて 此 書を 講じ、 之れ が 和訓を つくる、 
時に 東 山に 惟 召 あう、 東 福に 景召 あう、 二老名 荊に して、 同じく 不二の 
間に 出づ、 翅此二 書に 精し きのみなら ず、 博學多 聞 i: 以て 天下に 籍甚 
す' 我 桂菴、 二 老に從 つて 程 朱の 學を受 く、 明に 遊ぶ 乙と 七 年、 遂に 之れ 
を硏究 して 歸う 、西 藩に 敎授 し、 之れ を 月 渚に 傳 ふ、 月 渚 之れ を 一翁に 
傳へ 、以て 文 之に 至る、 

此書南 浦 文集 中に 見 當らず 、故に 姑く 漢學紀 源に ょる、 伊地知 季 安も辨 
明せ るが 如く、 書中に 云へ る 惟 召は 惟 肖の 誤りに て、 景召は 景徐の 誤う 

4 

なる 乙 と 疑な し、 中 村惕齋 及び 細 川 十 洲等皆 文 之の 說 に 本づ いて 朱 子 


I 學の 起原を 論ぜう、 故に 其 誤う を 蹈襲す る 乙と を 免れ ざ 6 & 

I  第 九 桂 悟 

桂 © 、 字は 了 巷、 東 福 寺の惠 日 堂に 居る、 未だ 其 何國の 人なる を 知らず、 應 
永 三十 一年を 以て 生る、 卽ち岐 陽 寂す るの 歲 R 當 る、 彼れ 桂菴 と共に 宋 
一學を 惟 肖の 門に 受 く、 桂 養ょ 6 長ず る 乙と 三年な 6、 永 正 三年 桂 悟 年 八 
i  十三、 使を 奉じて 明に 入る、 時に 同門の 景徐送 序を 作うて 日く、 

|  i  i& TO mo B 〇 如 ISO 渺  i io i O MO MO 踟跏  &、& 緲韌  &  sd ?0 MC s3 ip° ㈣辦 
|  勤、 mo ko pto i  歡  i mo so so ” 驴 ，和 ® 〇 似， io 酎 也、 非 輪 一門 被 Jeo 福 興 而 
|  if TO ^o 辦、 ― -0 1: 1  向 ko BO wo s luo 於 和 B° 翰林 葫蘆 集卷 五) 
i  乃ち 桂 ® の 德望决 して 尋常なら ざ る もの あう しを 知るべし、 入 明の 後、 
| 明 帝 詔して 育 王 山 R 居らし む、 正 德八年 (§ パ 賴永) に 至うて 歸 朝す、 時に 
年 九十 歲 、彼れ が歸 朝す るに 當ヶて 明の 諸 儒、 詩文を 作うて 之を 送る、 就 
|  レ 中 最も 注意を 惹くに 足る ものは、 王 陽 明が 贈 序な う、 云く、 
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世 之 p° 奔競， 而 厭，， 煩拏 ，者、 多遯而 之 # 〇 焉、 秀釋有 k、 チ 戸淸 乎' 撓而不 ，濁、 不 
/ 日， 潔 乎、 狎而不 .、故 必 息蘧 以 浣 JT 獨行以 離 ISO 、 斯爲 ネ詭， 於 其 道 也、 苟不 
― ,是、則雖發„其髮；_其衣； «° 其書；亦逃_|租繇1而已耳、樂_,縱誕|而已耳、其於蘯 
何如耶 、今 有，， 日本 正使 堆雲桂 悟 字了菴 者； 年 P 上 壽； 不 fe 鉍 k f 領， ，彼國 王 
之 命； 來 F 珍於大 明； 舟 P 鄯江 之滸； 寓 衡於駒¥嘗過焉、見，其法容潔脩、律 
行 堅鞏' 坐 j 室； 左，， 右經 書； 鉛采 fs f>SII 陶¥ 楚楚 可 ir 愛； 非 js 然乎、 與 ，之辨 
，空、 則 出 rr ビ謂 預修 fe 殿院 ，之 文 M fe 異同； 以強， ，吾 聖人； 遂性閑 情 安、 不 譁以 
肆； 非鉍然 乎、 且來 得，， 名山 水 M 遊' 賢士大 夫而從 、靡曼 之 色、 不 k 接：： 于目； 淫哇 
之聲 、不 X 字 耳； 而奇邪 之 行、 チ 作 =于 身； 故 其 心 日 益淸、 志 日 益 淨 、偶 不^^ 離 
而自異 、塵不 ?#o feo 而已 絕矣、 兹有， ，歸思 ；吾 國與 ^ 文字 交 者、 若 i: 宰公及 諸 

縉紳 輩； 皆 文 儒 之擇也 、咸 P 其 去； 各爲 _| 詩 章； 以 P 飾逾興 固 非 « 而濫 者； 吾 
安得芣 ，序、 

此 文の 眞蹟 一幅、 伊勢山 田の 祠官正 住 隼 人なる もの、 之を 藏 する rJ と 拙 
堂 文 話 〔卷 二〕 に 出づ 、陽 明は 明 代に 於て 最 毛 傑出せ る 人物な も' 然るに 桂 


悟の 學問德 行に 於て 深く 感佩 する 所 あう、 此れに 由 6 て 之 ?: 觀れば 、桂 

悟の. 人と な $、 推して 知るべきな 6、 桂悟歸 朝の 時は 陽 明年 四十 二な う、 

陽 明が 年譜を 見る に、 彼れ が 始めて 良知の 說を了 悟せ しは、 三十 七 八歲 

の 時に あう、 果して 然らば 、桂 悟已に 致 良知の 說を 彼れ ょ 6 聽取 する を 

得しに あらざる か、 陽 明 亦 桂 悟の 擧 措を 見て 心中 感發 する 所 あ 6 しに 

あらざる か、 是 等の點 に 就 い て 唯； 臆測 揣 摩の 外 之な しと 雖 も、 陽 明が 贈 
000000000000000000000000000000 
序に ょれば、 二 氏の 間に 儒佛の 敎義に 就いて 論難す る 所 あ 6 しは 疑な 

し、 兎 R 角 桂 悟が 親しく 陽 明 其 人と 相 接せし 乙 と哲學 史上 決して 看過 

すべから ざる 事實 なう と S ふべ し、 桂悟歸 朝の 後、 帝敕 して 南禪 寺に 住 

せし •む、 竟に東 福 寺の 大慈院 に 歿す、 年月 未だ 詳なら ず、 春秋 亦 未だ 考へ 

ずと 雖 も、 其 高壽な $ しは、 其歸 朝の 時已に 九十 歲な 6 しを 以て 知る ベ 

きな &、 特に 佛日 禪師の 法號を 賜 ふ、 著は す 所、 語 錄二卷 あう、 題して 了菴 

悟禪師 語録と S ふ、 其 事蹟は 本朝 高僧 傳 〔卷第 四十 三〕 及び 漢學紀 源 〔卷二 j 

に 見 ゆ、 
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第 十 桂菴 

桂菴が 事蹟、 本朝 高僧 傳 、日本 名僧 傳及び 其 他 僧 傅の 類に 見ぇず、 唯， 漢學 
紀源 〔卷二 〕及 絮 日本 敎 育史 資料 〔卷 五〕 最も 詳細に 之れ を 叙述せ う、 今 主と 
して 漢學紀 源に 據る 、桂 ^ 字は 玄樹， 凝、 島陰と 號 す、 本と 周 防 山 口の 人、 姓 
氏の 出づる 所を 詳に す、 應永三 十四 年 Q ll iJ を 以て 生る、 永 享七 年、 彼 
れ 年九歲 、乃ち 洛に 遊び、 南禪 寺に 赴き、 惟 肖に 師事し、 四書 新 註 等を 學ぶ、 
嘉吉二 年、 彼れ 年 十六、 髪を 削うて 僧と な， 9、 始めて 戒壇に 登る、 惟 宵 旣に 
老いて 居を 山中に 構へ、 雙桂院 と s ふ、 因うて 彼れ 亦 取うて 以て 名字を 
選び、 桂菴 とい ふ、 當時 學を談 ずる もの、 往 s て 彼れ が 門を 叩かず とい ふ 
乙と なし、 彼れ 最も 力を 攻學に 用 a 、 景徐 、桂 悟、 蘭坡 等と 友と し 善し、 是等 
は 皆 一時の 名僧な う、 彼れ 業 成うて 長 州に 歸 う、 赤 間 關の永 福 寺を 領 す， 
此れょ 6 愈 ノ木 學を崇 信し、 悦士毅 讀。 が 四書 輯釋 及び ^ 書 大全 等を 
讀み、 以て 其 精微を 究めん と 欲すと 雖も 、猶ほ 未だ 彼れ が 先師 岐陽點 す 


る 所の 四書 悉く 註 意に 適 ふや 否やを 知らず、 是に 於て 慨然と して 眞學 
を 求む るの 志 あ 6 、文 正 元年 朝廷 遺 明 使を 五山 僧 中に 選ぶ に 當 うて、 惟 
宵 之れ が 任を 負 ひ、 乃ち 知名の 稱子 八十 餘人 を徵 し、 之れ を 南禪 寺に 集 
め、 大梅 々子の 題を 課し、 鳴 磬一聲 、各自を して 詩を 作り、 以て 其 才を鬪 は 
しむ、 時に 桂菴亦 試塲に 就き、 響 R 應じて 之れ を賦 して 日く、. 

大 梅々 子鐵圑 々、八十 餘 人下韃 難、 今日 當 百雜碎 、那邊 一核與 看、 

惟 肖大に 感じ、 乃ち 彼れ を 擧 r、 應仁 元年 桂菴 明に 使し、 燕 都 » 「一 1 R 至り、 
入 A て 憲宗に 見 ゆ、 憲宗燕 を 設けて 特に 彼れ を 饗し、 之れ に 幣帛 5: 賜 ふ、 
使 事旣に 竣うて 蘇 杭の 間に 游び 、學 校に 出入し、 朱 子學を 受け、 博く 曹端 
が 四書 詳說 及び 其 他 註 釋の粹 なる ものを 窺 ひ、 心を 潜め 理を玩 び、 得 ざ 
る 所 あれば、 輙ち鉅 儒に 就いて、 審に詢 ふて 硏究 し、 居る 乙と 七 年に して、 
業大に 進み、 內 外の 精蘊、 通 曉せ ずと S ふこと なし •然れ ど％ 最も 書經に 
深く、 又 詩騷に 長ぜ う、 其 明に ある や、 禹穴を 探う、 西 湖に 泛び '名山 大澤、 涉 
觀せざ るな し、 而し て懷を 興し' 感に觸 る、 每に、 必ず 詩を 作る、 特に 紀 r- 
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遇 k 舊の 作の 如きは、 明 人亦往 々競 ひ 傳へ、 皆稱 して 唐人の 風 あ i となす、 
其紀 # の 詩に 云く， 

I  歸夢 飄然 落-- 海 東，、 赤 城舊院 杏花 紅、 坐 迎諸友 一 ゆ — かや ? i" W 4 -、 

\ 又 雪の 作に 云く、 

\  途中適遇四明人、一笑如.同骨肉親'可％。扶桑薪到を |^ す東をぎ發穿 
| 文明 五年歸 うて 使 事を 報ず、 時に 京師 亂あ う、 南 禪の諸 刹 悉く 灰燼と な 
う、 學を 講ずる 乙と 能は ず、 乃ち 避けて 石 州に 寓す、 八 年、 豐筑 肥の 諸 州を 
歷游 す、 至る所！ 時の 老師 宿爾 彼れ を 推 尊せ ずと い ふ rJ となし、 就 ぃ 中 E 
一の菊 府特に 聖 學を崇 び、. 泮宮 a e を 置く、 桂菴 乃ち 往 い て 之れ に 客たん 
一 薩の龍 雲 玉 洞 等 彼れ が碩德 あるを 聞き、 國老 等と 之れ を 圓室公 (油、 加 ポ 
一 S、) に 薦め、 人を して 肥に 制 S て聘を 厚う して 彼れ を 招かし む、 彼れ 乃ち 
I  往か ん と 欲す、 旣に して 薩隅事 あるを 聞いて 果た 3 ず、 九 年 正月 又菌か 
\  ん と 欲し、 且つ 詩を 作うて 日く、. 

一  肥 陽 城外 薩陽 城、 聞說 今年收 ，；甲兵；萬里雲飛駕言邁.風流太守愛 {? ® * 


二月 猶ほ 菊府 にあ 釋 菜を 泮 宮に觀 る、 詩 a: 作 6 て獻 じて 日く 

太平奇策至誠中、春奠賁筵陪 * 宮；泗水吹添菊潭碧、寒雲染出杏壇紅、一 
家 有 & 九州 化、 萬 古 斯文 四海 同、 敍誦未 fe> 花 欲， 暮、 香烟撲 k^ 畫簾 風、 

時に 菊府に 源 基 盛と S ふ もの あ 6 、別 號は朶 雲、 桂菴に 就 S て 學び 、尤も 
書を 善くす、 乃ち 其 子の 爲めに 四書の 本文を 寫 し、 師の 口授を 受け、 旁， 和 
點を加 ふ、 十二月 桂菴 自ら 校正して 之れ が 跋を 作る、 是れに fe  i て 世 多 
く 四書を 敬 信す るを 知る と S ふ、 十 年 二月 遂に 薩藩に 抵う 、始めて 公に 
市來に 謁し、 特に 寵遇せ らる 、明年 二月 公 命じて 寺を 魔府の 海涯に 創せ 
しめ、 桂樹 院と號 し、 又 島陰 寺と 名づ く、 蓋し 其 地 向島の 陰に あるに 因り. 
以て 斯寺に 名 づけ、 亦 自ら 號とな す、 皆 其撰ぷ 所な うと S ふ、 是に 於て 彼 
れ 公の 恩 遇 日に 厚う して 與に爲 す 所 あるを 感じ、 遂に 身を 委ねて 復犮 
移 錫の 意な し、 乃ち 國老 伊地知 重 貞と相 謀うて 大學 章句を 鏖府に 刊 し、 
十三 年へ ハ 月 世に 板 行す、 實に 4 邦 章句 印行の 嚆 矢な うと S ふ、 是れ ょう 
桂菴 首と して 宋學を 講じ、 國中に 敎授 し、 斯道を 弘 む るを 以て 務めて 己 
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no :£ ffio to ^o to 、 へ ム勘か 4 <いぃ か セ か 影 か »> にかる まで、 上下 靡 然として 
わ n- h  &  1い、4聲業 ?:- 受けざるはなし、是に於てか徒衆益>盛に.名聲世 
h ®> レ、 i  , の A^ ffi- い 歆 望いて' 以て 薩都 新に 仲 尼の 道を、 興し、 東 魯の風 
b 多 t- とい ふい 至る、 實に西 藩 宋學を 唱ふ るの 開祖な う、 長 亨二年 寺を 
城 西に 移す、 蓋し 初め 創す る 所の 地、 海涯に 臨み、 風潮の 爲めに 破壤せ ら 
れて、 營治に 遑 あらざる が 故な う、 其 地 淸泉あ う、 因うて 是れを 泉 菴と呼 
ぶ、 院號 は舊の 如し、 十二月、 桂菴 錫を 日州飫 肥の 安國 寺に 轉じ 、之れ が 主 
席た A、 是れ ょう 先き 公、 族 人 島 津忠廉 を飫肥 城に 遷 し、 邊 疆を鎭 せしめ、 
兼ねて 渡 唐 船を 掌ら しむ、 桂菴の 召さる、、 蓋し 簡牘の 用に 備 へんが 爲 
めな う、 延德四 年 (I が 1 ) 桂菴日 州の 飫 肥ょう 薩州の 島陰 寺に 歸 る、 初め 
fi' 4 ハ 於，， r TIJ' pfb’ f ; 早  打^  か、 •に ::: 紀 3 料、 十) 
0 1かに »' ”、是いか0十か桂1再び之れを桂樹院に刊し、復た世 

： ¥ 卜 E  t 0A 念 卜、 明應 一一 年、 復 S 

肥に^ I  &、 安國 寺に 居る、 往來兩 寺を 兼ねて 常 居な きが 如し、 此時 忠廉の 


:一 嗣子 忠朝渡 唐 船の 事を 掌る、 故に 明に 入る もの、 多く 飫肥を 過 ぐ、 近 ir e>' 
人 佐々 木 永 春 (ほ 雛， 土) 亦將に 明に 入らん として、 妖 肥を 過ぎ、 留 6 て 桂 
\  菴に學 ぶ、 三年、 桂菴 島陰 寺に 歸る 、永 春 亦從ふ 、四 年 永 春 明に 入る、 桂菴詩 
|  を 作うて 之れ を 送る、 六 年 永 春 明ょう 歸〇 、直に 桂菴を 島陰 寺に 訪 a 、 明 
一 ♦儒の 次 韻 及び 島陰 寺 集 序を 示す、 桂菴 之を 見て 大に 喜ぶ' 十 年 桂 菴年七 
十五、 之れ ょ 6 先 5 我 邦 儒 書を讀 0 ものは、 必ず 漢音を 用 ひ、 佛 書を讀 0 
\  ものは、 必ず 吳 音を 用 ふるを 以て 法と なす' 桂 巷の 曾て 明に ある や、 之れ 
I  を 明 儒に 問 ふ' 明 儒の 日く、 曷 e 吳漢に 泥まん や、 便に 從つて 可な うと、 是 
一一を 以て 彼れ が 會 得する 所を 以て 岐陽が 甞て點 する 所の 四書を 規し 、多 
く乖 誤を 改め、 別に 和訓を 註し、 以て 子弟に 授 く、 然れ ども 斯 時に 當 もて 
文運 猶ほ 草昧に 屬 し、 敎導 未だ 開けず、 世の 學者、 柱々 句讀を 知らず、 又 註 

I  一  - 

一に 新 古 あるを 辨せざ るな う、 是 k 以て 彼れ 一篇の 書を 著は して、 四書 五 
一經の 註に 新 古の 別 あるを 論じ、 且つ 國 字を 以て 句讀 法を 解し、 倭點 式を 
| 述べ、 後の 學者 をして 學必ず 宋說 を崇び '先づ 能く 其 句讀を 辨 すべき 所 
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以を S らしむ、 今： 世 稀に 傳ふる 所の 〖桂 菴和尙 家法 和訓」 是れな ぅ、 又是れ 
を 「於 か 鞭 aA とも s ふ、 其 全文は 載せて B 本敎 育史 資料 卷 十二に あら、 文 
龜二年 桂 巷、 丈 室を 伊敷 村に 構へ、 是れを 歸隱の 所と なし、 名 づけて 東歸 
菴とぃ ふ、 三年 日 州 市 來の龍 源 寺 R 擧げら る、 然れ ども 尙ほ留 りて 菴 R 
あ^ V、 五 年 六月 十五 日、 東 歸菴に 卒す、 享年 八十 二、 巷 地に 葬る' 著す 所 島陰 
魚 日日 三 卷 、島陰 漁唱文 集一卷 、島陰 雜著 一卷、 家法 和訓 一卷 あぅ、 桂 養、 釋門 
RA ® A ts t - _ v 於 心 ？:- #- ^- い、 四書を 敬 信す る Z. と 神明の 如し 彼れ 日く 
「 t° l^o so 1so 0o ^o io to 5o mo RO LO ^o 3ao BO c?)o io MO ^o 6」 と、 其儒佛 一致の 說を懷 
抱 亡し ご と、 以て 知る ベ & な 又 彼れ が 「釋 門の 學は心 君を 敬す るに あ 
^〇 と云ひ ^ 撕 *〇 ^0 &〇 ^0 ^〇 ^0 野" ^〇 «〇 ^? と云ひ、「。胸。中。自。ら不傳の書ぁか』 
と 云 ひ、 5LO ^0 H° AO eo ^o ?:o fflo 知れ』 fco i ° と 云 ふの 類、 皆 其 見解の 果して 那 
邊に ありし やを 窺 ふる R 足るな ♦ 

第 十一  月 渚 


月渚、名は永乘 ^ _綫、乘) ' の名は玄得、宿蘆と號す、薩州牛 !11 の人、(餅仰刮 
g、 大； >人 とな 6 聰悟、 幼に して 脫塵を 志し* 緇服 して 肥の 高瀨 に游び 、粞碧 
に 淸原 寺に 隨寺 す、 時に 僧 一枝と いふ もの、 軒 ?: 山中に 構へ、 詩を 賦 し、 書 
一を善くし、名聲、藝林に聞_月渚乃ち之れに從つて學び、業將に成らんと 
| する に 迨んて 一枝 歿せ 5、 然れ ども 猶ほ遺 軒に 留まる 乙と 凡を 五六 年 
i 一 枝甞て 桂菴と 友と し 善し、 故に 桂菴 、月 渚が 事を 聞知し、 其 端 厚 衆に 超 
一 ゆる Z. とを 嘆 嗟して 日く、 

昔し 仲尼沒 して 子 貢 六年冢 上に 廬 す、 月 渚 亦 心 喪を 盡 すに 於て 豈に 
I  之れ に 减ぜん や、 

| 明箧六 年 九月 菊府月 渚を して 薩に之 s て 僧 雪溪を 迎へ來 らしむ 雪 P 
一 は 菊府の 僧な-^、 曾て S を 負 ふて 薩に 赴き « を桂卷 に 受け 文 # ^ 識ぁ 
一 6 て、 譽を 遐邇に 馳す、 雪 溪回& て淸源 寺を 董 す、 月 渚、 零 溪を 介し < 桂 巷 
i に 見 ゆる 乙と を 得た 5、 桂菴 乃ち 大に 喜び、 詩を 作ぅて 之を 送る、 云く 
\  孤 錫 m 然報 & 來 、開^: 掃 j 某 小嵐喂 、牛 山齊才 古今 美、 桐 瀨禪林 用 * 材- 

•  附錄の 一  第二 窣京師 朱 子學の 起原— 第 十一 月 渚  六 四 5. 
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師門 業 在壯年 時、 好 寄， * 巢 ，借，， 一枝 A 逝 筆 C 無 fe 恨、 爲 % 不 fe 又 P 誰、 

其 後 未だ 幾なら ずして 月 渚 肥を 辭し て薩に 還う、 桂菴に 師事し、 學を嗜 
んで硏 精し、 胸襟 高潔に して、 殊に 吟詠を 好む' 桂 門弟 子 多し と雖 も、 皆 月 
.渚を 推して 巨擘と なす、 凡を 我 邦の 遺 唐 船 多く 日 州の 諸 港に 泊す、 魔 藩 
古ょ &之が 出入を 掌る、 斯時 に當 うて 福 島は 公の 族 島津忠 朝の 倉邑に 
屬す るを 以て 儒 僧を 擇んで 之が 簡牘に 備 ふるの 要 あう、 是に 於て 月 渚 
を 薦めて 龍 源 寺を 董 さしめ、 特に 寵眷を 加 ふ、 後、 安國 寺に 轉じ 、子弟を 聚 
めて 學を 講ずる に 及んで、 悉く 師說に 根據 し、 朱 子の 註に 依る、 門人 日に 
益-衆し、 大永 三年 管領 細 川高國 、幕府の 旨を 承け て、 相國 寺の 僧鸞 岡 ^ © 
及び 宋素卿 (_  遺は して、 正副 使と なし、 明國に 使 a し、 兼ねて 通商を 
啓かし む' 三月 薩の 山川 {|ゝ)に 泊す、 大內義 興 亦 月 渚 及び 宗設を 遣は して、 
同じく明に使ひす、宗設等が駕する所の船、先づ寧波府(卜邮|、明)に至う、 
船を 繋 r 乙 と 十日、 素 卿 等が 船 後れて 至る、 然れ ども 府吏を 買收 して 先 
づ進 謁する 乙と を 得た 办、 宗設 乃ち 怒 $ て 府吏を 刺殺す、 時' に 明. の世宗 


嘉靖二 年な-^、 乃ち 素 卿を 捕へ て獄に 下す、 是を 以て 月 渚 及び 宗設累 の 

其 身に 及ばん ことを 恐れ、 急に 歸航 の途に 就き、 便ち 風に 任せて 還る 

/笔 H 月 & 三百 二 十二 卷日 本傳 、明朝 紀事ネ 末 五、 十) S ぅて 後、 月 渚、 安國寺 
(球、 |  | 日馳肛 晒 仁た、 r 辦禱海圖編卷 ' :」詳なり！ ィネ V, 

に 主たる 乙と 故の 如し、 此行や 月 渚 不虞の 難に 遇 a 、 急に 解纜せ るを 以 
て 西 湖を 見る を 得ず、 乃ち 以て 終身の 恨と なす、 且つ 學 術の 如き も、 亦 親 
しく 明 儒に 就いて 以て 其 造詣を 硏くに 至らず と雖 も、 明ょり ® r るに 迨 
んで徒 衆 愈 > 盛な-^、 是に 於て か 幕府 特に 韵帖を 賜 a 建 仁 寺に 補す 凡を 
安 國を董 す もの、 二十 年、 後、 老いて 飫 肥の 西 光寺に 退隱 し、 天文 十 年 二月 
九日を 以て 隱 居に 歿す、 弟子 業を受 くる 名の少 からず と雖 も、 獨う 一翁 

其宗を 得た う。 


第 十二 


翁 


僧 一翁は、 或は 二 洲と號 す、 薩州对 齡 の 人、 俗姓は 鹿屋 氏、 永 正 四 年を 以て 
生る、 兄を 鄂 渚と s ふ、 龍 源 寺を 董す、 一翁 も 亦 幼に して 髮を削 i て 僧と 
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一なる、 禀 賦穎敏 にして、 月 渚に 日 州の 安國 寺 R 師事す、 月 渚は 桂 門の 高弟 
な 办、 故に 內外 S M し、 最も 宋學に 精し、 京師 S び ^ 1 如 寺に 掛け、 
一 後、 建 仁 寺 5: 董す 、未だ 幾なら ずして 復た日 州に 歸ぅ、 安國 寺に 補す、 永 祿 
一三 年 明 國福建 省 連 江縣の 人黃友 賢なる もの、 賊の爲 めに 捉 へられて 薩 
州に 寓す、 其 明に ある や、 夙、 に 家 學を受 け、 周易 程 傳朱義 、曉悉 せざる なく 
筮驗 神の 如し 一翁 之と 相 交ぅ、 經義を 討論し、 疑 ふ 所を 解決し II に輔く 
る 所 多く、 遂に 莫逆の 交を なすと S ふ、 十 年 正月 日 州 目 井延 命 寺の 天澤 
\ 和 尙 、偶  >玄 昌を 託す、 玄昌年 僅に 十三に して 歳旦の 詩を 賦 す、 天 澤 之を 奇 
一とし、 以爲 く、 英物に して 吾が 能く 育す る 所に あらず と、 乃ち 之を して 學 
j を 一翁の 門に 受けし む、 世 0 所ビ謂 文 之 和 尙是れ なぅ、 時に 一翁 旣 に安國 
一 寺 5: 謝して 龍 源 寺に 退 憩し、 專ら 敎授を 以て 暮 齡を樂 ひ、 故に 其 文 之 等 
一を導くに一として其材に隨つて以て之が敎授を施3<るなし、常に之 
\ に 誨へて 日く、 

\  人の 學 1: なす、 汝其 要を 知る か、 蓋し 但 14 <  辭に 通じて 世 用！ l p' pr か 


て、 み 〇を〇 事. つめ、 
徒、 て 〇以） ふ） の、 
に、 之 〇 て 〇 る 〇 み、 
外、 を〇 之 〇 ♦の 〇 な、 
に、 吾 〇 を 〇孝 〇ら、 
求、 心 〇 長 〇 を 〇 ず、 
む、 に 〇 者 〇 以〇又 A 
と、 求 〇 と 〇 て 〇 其 A 
雖 、め0 朋0 之 〇 人 △ 
も、 德0 友0 を0 た △ 
豈 、性 〇 と 〇君〇 る △ 
に、 を〇 に 〇  (Co の △ 
復 、涵つ 移 〇移〇 道 A 
iz、 養。 せ。 せ 〇 をム 
何、 す 〇 ば0 ば 〇 學么 
ぞ 、る 〇 則 〇 則 〇 ふ、 
得、 に 〇ち〇 ち〇所 A 
る、 あ 〇 之 〇 之 〇 以ム 
あ、 る 〇 が 〇が〇 な A 
ら 、の。 順 〇忠〇 合、 A 
ん 、み、 〇 た 〇 た 〇 其 〇 
や、 若、 う 〇办〇 之 0 
し、 之0 兄 〇 を 〇 
其、 が 〇 に〇學 〇 
れ 、信 〇事〇 ぶ 3 
之、 た0 ふ 〇 も0 
を、 う 〇 る 〇 の 〇 
舍、 皆 〇 の 〇 父 〇 
て、 省 〇弟〇 に 〇 


吾、 白〇办 
師 、髪。 其、 
敎 、殘〇 詩 
授 、僧 〇 に 
幾、 掃 0 云 
春、 feo  く 

秋、 掌。 ' 
刮 '、師 
te， 翁。 

磨、 去 〇 
尧 、後。 

恩、 幾 〇 
義 、星 〇 
淳 、霜3 
®ii。 信0 
導0 言0 
遺 〇久〇 
言0 遠 〇 
如つ 猶〇 

fe。 今。 

耷〇 日。 

不 ° 德:③ 

— 〇 與® 
告〇 梅® 

今 〇 花© 
イく〇  — *® 
fe。 樣@ 

乂 。香® 


其 後進 5: 誘 掖 する、 丁寧 親切、 至らざる 所な きな 6、 天 正 元年 錫を 隅 州に 
飛ばし、 加 治 木の 神 護に 粞居 す、 三 四 年 文 之 之に 從ふ、 九 年 一翁 文 之を 薦 
めて 龍 源 寺を 監せ しめ、 自ら 閑散に 就く、 文祿 元年 十月 五日を 以て 歿す、 
年 八十 六、 業を 受 くるの 弟子、 少 からず と雖 も、 亦 文 之の 右 R 出づる もの 
なし、 文 之 乃ち 終身 其 師德を 欽慕し、 詩を 作うて 其 情の 存 する 所を 叙述 
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第 十三 南 浦 

僧 南 浦、 名は 玄昌、 字は 文 之、 軒 5: 雲 與と號 し、 齋 を 時習と 名づ く、 南 浦は 其 
號な办 、又 別に 懶 雲、 狂 雲 等の 號 あう、 俗姓は 湯 佐 氏、 薩 州の 人、 父 名傳 ふる 
なし、 本と 河內の 人、 亂を 避けて 漂泊し、 日 州の 福 島に 抵う 、里人の 女を 娶 
久弘治 元年 文 之を 州の 外 浦に 生む、 文 之の 南 浦を 號 する、 是れ が爲 めの 
故な 3、 彼れ 一翁ょ i 少き乙 と 四十 八 年、 天資 穎敏、 幼に して 群 童に 異な 
う、 夙に 脫 塵の 志 あう、 父 其 法 器 あるを 知 う、 永 祿 三年 之を 延命 寺の 天澤 
和 尙に囑 す、 此時文 之 年 僅に 六歲 なう、 父 河 內に還 3 て 後復た 逢は ず、 故 
に文之唯 4 (母あるを知うて'其父あるを知らずといふ、天澤之に法華を 
授 くるに、 眼に 觸れて 誦を なし、 頗る 其 意に 通ず、 且つ 地を 指して 誦する 
所の 文を 書す るに、 一字を 差へ V 楷正觀 るべ し、 是を以 て 隣 里 之を 稱し 
て 文珠 童と S ふ、 永 祿十年 正月 年 僅に 十三に して 歳旦の 詩を 作る、 天澤 
乃ち 之を 奇 とし， 以爲 く、 實 に是れ 神童に して 吾 駑材の 能く 育す る 所 R 
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あらず と、 乃ち 之を して 市 來の龍 源 寺に 之き、 一翁に 就いて 學ば しひ、 一 
翁は 月 渚 門下の 巨擘な う、 文 之是れ よう 一翁に 師事し、 薙髮 して 戒を受 
け、 名を 玄昌と S ふ、 其 作る 所の 詩、 往 々競 ふて 詞 林に 傅へ、 人口に 膾炙し、 
竟に 京師に 至る、 相國 寺の 仁 如 等大に 其材を 賞し、 且つ 賽韻 及び 序を 作 
うて 之を 返す、 其 序に 「少年 其 諱玄昌 、予雅 ，其 號； 以 --文 之 二字- 稱焉、 」 の 句 あう、 
是れ ^ ようて 一翁 之を 字して 文 之と いふ 文 之の 名 乃ち 藝林 R 聞 ゆ 文 
之、 一翁に 就き、 四書 及び 三體詩 等を 學ぶ '一翁の 親交 黃友賢 亦 文 之の 英 
才を異 とし、 特に 訓導を 加へ、 學必ず 孔孟 濂洛の 道 あるを 以てすと いふ、 
文祿 十二 年 文 之 年 十五、 笈を負 ふて、 洛に 遊び、 僧 S 春に 慧 山の 龍吟菴 に 
謁す、 熙春 一た び 彼れ が 器 宇の 俊爽 なる を 見て、 深く 之れ を 敬 重し、 乃ち 
室に 入る を 許す、 論難 ある ごとに 徵して 以て 詰る と雖 も、 應對 する 乙と 
響の 如く、 秋 毫も 滯る 乙 となし、 熙春喟 然として 嘆 じて 日く、 「汝は 眞の英 
物、 他日 能く 吾 道を 弘 めん、 必ず 克く勉 めよ」 と、 文 之 乃ち 博く 內外 を綜べ 、 
深く 蕴奧 を究む 、旣 にして 西 藩に 歸れ う ^ 正 元年 一翁に 從つて 錫を 隅 
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I  州に 移し、 神 護に， 居る もの 三 四 年、 同 九 年 一翁、 丈 之を 薦めて 龍 源 寺を 領 
一せ しむ、 時に 一翁 年已に 七十 五なる を 以て 閑散に 就かん と 欲し， 文 之を 
I  して 己れ に 代は らしむ る ものな う、 後、 文 之 錫を 隅 州 高山の 少林 寺、 日 州 
j 財 部の 正壽 寺に 轉ず、 此時に 當 6 て 薩 州の 貫 明 公 (翻 1 、 槪  一 2 、歓紐 、) 文 之 儒 
學 を 以て 名を 世に 振 ふを 聞き、 乃ち 招 s て 隅 州の 正 興 安 國の兩 刹を 董 
さしむ、 後、 又 顧問に 充て、 寵遇 日に 渥く、 政策 敎令 、裨 益す る 所 多し、 慶長四 
一年 文 之 松齡公 (義、 2 は J、 歡 、義) に從 つて 伏 見 邸に 上う、 曾て 大學 章句を 洛 
一 か ?^ & か 卜 命 於、 歌 於 4 .く  1 1 る、 是に 於て 後水尾 帝 亦 其學識 の 卓絕せ 
る b  , き、. いて 新 註 1:- 禁廷 に講 せし む、 其說 く所皇 旨に 愜ふ とい ふ、 會 
廷臣の 事を 言 ふ もの あ 6 、日く 「惜 s かな 師 博識 宏 才と雖 も、 亦 西 陲に生 
i まれ、 詞 辨鄙陋 にして、 頗る 文飾 少し」 と、 彼れ が薩 州の 土 音を 以て 經 書を 
宮中に 講じ y2 るを 想 見すべきな 3、 旣 に して 又薩 州に 歸 う、 暫く 隅 州の 
|  正 興 寺に 寓 す、 慶長八 年德川 家康鈞 帖を與 へて 筑 前の 禪 光寺に 補す、 幾 
\  もな く復た 隅 州の 正 興 寺に 轉じ、 熙 春の 嗣 となる、 幾 もな く又鈞 帖を拜 


〆 


して 格 州 建 長 寺の 住職と な 6、 堂に 昇 6 て 提唱す るに、 詞海辨 河 潑评と 
して 竭 きず、！^ 祖 道を 振 a 、 殆んど 古に 踰之ん とする の 勢 あり P 九 年 
薩 州の 慈眼 公 (鶴 2  s ^® ) 文 之を 召して 學 を 麗府 に講 せし ひ 届 十六 年大 
龍 寺を 創し、 文 之を して 之れ が 開山たら しむ、 是れょ $ 府 下 翕然 業を 受 
くる％ の 多し、 元 和 六 年 九月 中旬、 微疾を 示し、 晦日 門人を 聚め 、之れ に 後 
事を 囑 し、 趺 坐し 5す、享 年？ セ 5 一 わ、 ふ) 獲の 卒去に 後る" 乙と 
一年な \ 加 治 木の 安國 寺に 葬る、 著は す 所 南 浦 文集 六卷 あり、 其 他聖績 
圖和鈔 、日 州 平 治 記、 砭 愚論、 决勝記 等あ办 、門人 業を 受 くる もの 少しと せ 
ず、 就 k 中 如 竹、 學 之の 徒 最も 世に 聞 ゆ、 學之 名は 玄碩 、嗣い で 大龍 寺を 董す 
學之 歿して 門人 一溪 、名は 守榮 、代は うて. 之れ を嗣 ぐ ' 溪 歿して 門人 日 
東 之れ を嗣 r、 日 東 歿し 1: 不門 、名は 慈宣 代は &て 之れ を嗣 r 日 東 以上 


4  u  h  . §> •如か •  h  ,ひ， |1- ^ ㉟獻卜 いか •ぇ : r 疋れ其 形を 

S い S; か 卜 6 む トシむ ニマ-ぃ £: 阳：むぃ7ぃ、獨ぅ慈 

⑤か r  il む ミ、 か 卜 か 4 か-き f: ": 又 ぃ 卜 . てむか か 法 脈、 慈 


m 錄の 1  第二 草 京師 朱 子學の 起. 腺 1 第 十三 南 浦 


六 五 一.11 


附 錄の一  第二 章 京師 來子學 の 起原— 第 十三 南滿  六 五 四 

一室 町 時代 以來我 邦の 遺 唐 船の 山川 港に 碇泊し、 是れ よう 寧 波 地方 R 向 
ふ もの 少しと せざる を 以て、 儒 僧を 擇んで 正 龍 寺の 席を 董 さしめ、 以て 
之れ が 簡牘の 要に 備 ふるを 常と す、 然るに 當時桂 門の 郁芳 以下 月溪問 
得の 徒、 皆 儒學に 精は しく、 天 正の 頃 問 得 正 龍 寺に あ-^ 文祿 元年 豐太 闇、 
細 川幽齋 をし セ 來た 6 て 薩 州の 封內を 巡視し、 寺社 所屬の 田を 减ぜし 
〇 、 然れ ども 天 龍 寺の 如きは、 簡牘の 功を 以て 特に 寺 田を 賜 ふこと 故の 
如し、 而して 問 得 等 益-儒 學を勵 み、 子弟を 敎授 する に、 四書 等を 以てす、 曾 
て 四書の 我 邦に 入る や、 洛の東 福 寺の 不二 岐陽 首め て 和點を 施す、 後 桂 
菴 明よ 6 歸 るに 及んで 頗る 之れ に 修正を 加へ、 相傳 へて 以て 文 之に 至 
る、 文 之 亦 間— 之れ に 改正を 加へ て 以て 徒弟に 授く、 故に 當時薩 州に 於て 
句 讀を授 くる もの、 皆 文 之が 桂菴 よ- CS 傳へて 之れ にき 正を 加 ふる 所の 
本を 以てせ う、 文 祿二年 妙 壽院惺 窩宋儒 性理の 書を 讀み 、四書 新 註の 未 
だ 和 動 あら Vo るを 慨し、 忽ち 明に 入うて 之を 學び ，之れ が 和 IJr を 作らん 


と 欲し、 筑陽 a s  5 、多) よう 出發 せし に、 海上 暴風に 遺 a 、 漂流して 鬼界が 
島に 至る、 鬼界が 島は 今の 硫黃 島に して 薩 摩の 河 邊郡に 屬す、 冬、 鬼界が 
島よ $ 出で \ 山川 港に 泊し、 偶  >  問 得を 正 龍 寺に 見、 其 新 註の 和訓を 徒弟 
に授 くるを 聞き、 大に心 に 異しみ 、試みに 假 うて 之を 誦玩 する に、 和訓を 
施す 所、 其義に 稱はざ るな し、 因うて 其 本 づく 所を 問 ふに、 問 得を 始め、 僧 
等 皆 答へ て 日く、 【吾 文 之 和 尙の點 する 所の 本な 6」 と、 是に 於て 惺窩 歎じ 
て 日く、 「今 將に 明に 渡らん とする も、 亦 他な し、 惟 f 之れ を 求む るの み」 と、 乃 
ち 問 得に 請 ふて 悉く 寫して 去る、 *B- 窩の 遂に 京 の 鼻祖た る もの、 實に 
此に 始まる、 薩州に 於て は 貫 明 公 及び 土， 大夫 等、 文 之の 門に 遊ぶ もの、 禪 
を 問 ふ Z: と少 にして、 皆 朱 註に よ $ て宋學 ?: 修む、 

第 十四 如 竹 

僧 如 竹、 名は 日 章、 如 竹は 其號な う、 又 養善院 、又は 顧 天 菴と號 す、 隅 州掖玖 
島® 如 g  ?、 I  S、) 安房 村の 人に して、 姓は ^ I 氏. 父は 舵 H たう、 (⑽ 鍵 ■碑 如 
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打 a 成 _、) 元龜 元年を 以て 生れ、 文 之ょう 少き 乙と 十五 年、 少小 にして 安 
房 村の 本佛 寺に 入 $、 日蓮 宗の 僧と なう、 日 章と 號す 、長 じて 京師に 遊び、 
本能 寺に 入うて 法 華を 學ぶ 、然れ ども 心 未だ 樂ま ず、 此時に 當うて 藤 原 
皆命6 派 h り歸 書 新 註に 訓點を 付して、 之れ を 京師に 講ず、 京師の 
僧俗、 業を 受 くる もの 多し、 如 竹が 同 寮の 僧、 共に 惺窩 R 就 い て 學ばん 乙 
とを 勸 む、 如竹以 爲 く、 此學 本と 麥州に 出づ 、流を 遠き に 挹むは 、國 に歸 $ 
心 心く *- 源 5:A 尋ぬ るに 如かず と、 乃ち 京師を 辭し、 還 $ て 文 之に 就 いて 
程 朱の 學を 受け、 居る 乙と 八 年に して、 學大に 進む、 如 竹 人と なう、 質 直に 
して 文少 く、 妄に笑 語せ ず、 學必 ずし も 博き を 務めず、 詩賦の 如き も 亦 其 
好む 所に あらず、 主として 四書 新 註を 硏 精して、 以て 理學の 要旨を 得 ^ 
6、 慶長中 浪華に 遊び、 有 馬の 溫泉に 浴す、 時に 藤 堂 高 虎亦來 3 て溫 泉に 

^  ^1}  口^"^ ご ri 匕 a ご^?  H こ 召/、 へ 漢學紀 源 u it ^li 堂 侯 10 相 如 竹 ^ 
洛す偶 女 11 を 見て 之れ を * 仲に 挖く广 推薦 t とせり、 未 •た 其 何れ か是な 

い， 知； > 如 竹 高 虎に 謂つ て 日く 「吾れ 平素 忌諱を 知らず、 今 侯の 招に 應ず、 
言を 盡く  3 ず ば あるべからず、 願く は 請 ふ 之れ を容れ ょ」 と、 高 虎之れ に 


f 


一 答へ て 日く、 「傻諛 の 徒に 至 6 ては、 吾れ 其 人に 乏しから ず、 翁の 直言 5: な 
す、 是れ 吾れ の 翁を 聘 する 所以な i と、 遂に 爲めに 一箇の 寺を 創立して 
如竹をして之 >1 に居らしむ、是れょ$如竹、常に左右に侍し、稗益する所 
多し、 如 竹 曾て 高 虎に 謂つ て 日く AO 0O 辦 ®° , MO なる は、 能く 人の 道を 行 
4  •細 伽 ^o io rfo io 5:o 柄 奴^ no wo AO 如 如 ひ t ° 卜 擀 ， 和、 如 ® 〇 5:〇 伽0 «〇 へ ◦ Ao ir-O 、 

ミ？ s AO »o ^s、&sis0 AO _s io w :ro :ro :ro 

一 so ^o no io v so ®o ^o ^o .5  t ^o i ° と、 かか 此 間に 於て 桂 巷 及び 文  ^  の 書類 
XJ K- かい、 h  i  4 ぞ聲 かか '  心 い ®! 1- か 5> い、 *' 永 元年には 桂 葉 著は す 所の 
| を；^ 斯 s' 卜：^: かい、 K' か 一、 一 やい ぬ や 之 和訓の 四書 新 註を 梓 行し、 寬永四 
4 卜ぬ ^ Z:' 阶 f !h か， かか. 4 賢 い炉か い、 s' s: 、 s> いは南 t  r 集を 梓 
一^: い、 かきを かか、 4 s' ^! をを 61 日い か ii 一ら M を 作 うて 之を 梓 行せ う、 我 
ール私|? 5: ;1|1.彫ル 11- *- 以 1^ 4心日かルトル0嚆矢となす、寬永七年高虎卒 
し、 嗣子 高次 學を 好まず、 如 竹 乃ち 辭して 京師に 上う、 旣 にして 掖玖 島に 
| 歸 $、 俸祿の 餘 うを 親族 村民の 貧しき ものに 分ち 與 へ、 寬永 九年琉 球に 
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五月 十五 日を 以て 卒す、 享年 八十 六、 安房 村の 本佛 寺に 葬る、 如 竹 晚年近 

△  △△△△△△△△*△△△△△△△△△  0  0  0  0  0  0 
R P 6 /1 とす、 惜い かな、 吾れ 旣に 老いた う」 と、 又 曾て 日く ^ チ 己 nc の 影 
p IO o o- )o ?o ,  0 :0 0 0 0 10 0 0 0 0 0000 0 00 0 00*0  00  0 
を 以て 人の 短を 露は すべから す、 然れ ども 天地の 間、 長短 齊し からざる 
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渡れう、 時に 年 六十、 翌年 明國の 使者 來た 明 人梁澤 民、 如 竹と 經義を 論 
議し 、深く 之れ 5: 敬 重して、 其 家號を 顧天菴 と名づ く、 琉球國 .王 亦 如 竹 5: 
敬 重して 之れ を師 とす、 此時其 地文 敎未だ 開けず、 H 日い •い ン：； j 勤 一 貧 
にして、 未だ 和訓を 知らず、 如 竹 乃い，^ 之點か 1 ; *' 1|ハ》いいいい0か 
めて 和訓を 知る とい ふ、 之れ に 居る 乙 と 三年に して、 屋久 島に 歸 6、 餘祿 
を 施す 乙 と 始めの 如し、 彼れ が 慈善家な うい 乙 t' 推い ぐ 知 - 5 " Yyf v 
寬永 十七 年島津 光久 如 竹を 城下 ic 招き、 祿 三百 石 ?: 與へて 、自ら 其 講義 
.を聽 け i、 如 竹 魔府に 留まる 乙 と 多年に して、 又屋久 島に 歸 う、 明 B 元年 
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は ら〇き 〇れ〇 
漢ば〇 は。 の 0 
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廿 の〇 短 〇 し 〇 
四 之 〇 を 〇 き 〇 
之れ 3 揚〇は 〇 
卷 を 〇げ〇 な 〇 
補禍 3 て 〇 し、0‘ 
遺 を〇惑 〇樂。 
鳩 種 〇 は 〇 し 〇 
咢ゆ〇 ざ0 き 0 
气 と 〇 る 〇 は 〇 
集 ぃ〇は 0 人 0 
s ふ。 千0 の0 
八べ 〇百〇 短 0 
% し〇入 〇を〇 
び  I  に 〇掩〇 
隱如  一0 ふ 〇 
挽 竹 人0 よ a 


一全傳 等に 見 ゆ、 

一  第 十五 京學 起原 關係 書類 

i 濟北集 二十 卷 虎關 著 
I 海 藏和尙 紀年錄 一 卷令碎 編纂 
一  此 書は 續群 書類 從卷第 二百 三十 二に 收载せ 3 
一 中正 子 六 卷中巖 著 
i 東海 一 fi 集五卷 同上 

i  中 岩 和 尙自歷 譜一卷 

一  此書 は績群 書類 從卷 第二 百 三十 六に 收载せ 6 
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一空 華 集 二十 卷義堂 著 

j 空 華 日用 工夫 集 八 H 上 

一  此 書の 抄錄三 卷續 史籍 集覽 中に 收载せ 3、  . 
一岐陽 和尙 自賛 一卷 

\  此書 は續群 書類 從卷 第二 百 四十に 收 載せ 

~  東海琉 華 集 七 卷寫本 〇惟肯 著 
|  翰林 ^ 蘆 集 十三 卷寫本 〇景徐 著 
|  日本 名僧 傳一 .卷 

\  此書 は續群 書類 從卷 二百 三に 收载せ 
一 雲 章 和 尙行狀 一 卷釋惠 鳳 著 

，.加 書は 續群 書類 從卷 第二. 百 四十 一に 收 載せ、 

一 桂 菴和尙 道 學傳來 記 一 卷寫本  . ， 

一 本朝 高僧 傳七 十五 卷師蠻 著  • 

\  日 域 洞 上 諸祖傳 〔卷 下〕 自澄撰 


\  天台 霞縹 H ハ 編卷之 一ご 寫本 
j  延寶 傳燈錄 
j  正誤 宗派 五卷 
™ 康富記 

\  南 浦 文集 三 卷南浦 著 
島津 國史 
西 藩 野史 
麖藩 名勝 考 
地理 纂考 . 

大日 本史 〔卷之 二百 十七〕 

垂加草 〔附録 下〕 

漢學紀 源 五 卷寫本 〇 伊地知 季安撰 

|  此書 は薩 摩の 伊地知 季安 (字は 子靜 6 著は す 所 ^ して、 主として 朱 子 
\  學の 起原を 闡明 する ものな ぅ、 凡を 朱 子 學の起 原に 關 する 史料と し 
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\  ては 此 書の 右に 出づる もの あるな し" 

一 朱 學傳來 記 

一 日本 儒 學傳跡 部 莨顯著 

右二 篇は 日本 敎 育史 資料 卷 十五に 收 載せぅ" 

茅 窓漫錄 茅 原定奢 

\  此書は 百 家 說林卷 五に 收載せ 3、 其 中 「朱 子學 四書 來由迪 二 先生 像」 と 
/  題せ る 一項は、 最も 參考に 資すべき ものな 6、 

補遺 鳩巢 文集 (卷 八〕 

\  好古 餘錄 〔卷之 占 山 崎 美 成 著 
\  好古 日錄 〔乾〕 藤 原 貞幹著 
一好 古小錄 〔下〕 仝 上 

一續 本朝 通鑑  . 
j  四書 大全 鼇頭 

隱 逸全傳 〔卷 下一鈿 Jn 十洲著 


朱 子學の 由' 來花 las 安見 

國學院 雜誌第 六 卷の第 八 第 九 及び 第 十一の 三號 にあ 久 
朱 子 學の傳 來と其 學派足 利衍述 

東洋 哲學第 八 編 第 十一 號及び 第 十二 號 にあぅ、 

日本 程朱學 派に 於け る 桂 菴和尙 川 田鐵彌 
帝 國文學 第五 卷第 十號 にあ 
國 史眼 〔卷之 五〕 

日本 佛家 人名 辭書鷲 尾 順 敬 著 

日本 敎 育史 資料 〔卷 十二〕 

大日 本人 名辭書 

五山 文學 全集 上 村觀光 編輯 
日本 儒 學史久 保 得 二 著 

附錄の 1  第二 章京师 朱 子學の 起原— 第 十五 京學 起原 關係 書類  六 六 三 


附錄の 一  第三 韋海南 朱 子學の 起原— 第一 南 村 梅 軒  六 六 四 

I  第三 章 海 南 朱 子學の 起原 
I  ■第 I  南 村 梅 軒 

I 朱子學 が一た び 桂菴に ょ $ て 西南の 一隅 (§1) に 傳播 せられて ょう、 其 
I  脈絡 緜々 として 絕ぇ ず、 自ら 一派を 成せう、 藤 原惺窩 遂に 其餘 流を 酌み、 
京師に 歸 5 て 京師 學の 基礎を 成す に 至れう' 朱子學 が一 方に 於て は 此 
の 如き 系統を 成しつ、 ある 間に、 又 意外の 邊に 別派の 系統を 成しつ、 

I  あ 6 しなう、 是れを 海南學 となす、 海 南學は 普通に 之れ を 省略して 單に 
\  南學と S ふ、 古 來谷時 中を 以て 南 學の祖 とすれ ども、 時 中の 學亦由 $ て 
I  來 たる 所 あるな 6、 其 遠祖を 南 村 梅 軒と なす、 梅 軒の 名字 未だ 詳なら ず、 
梅 軒は 其號な 6、 又 離 明 翁と 號す 、大內 氏の 家臣な 6、 周 防 國吉敷 郡 上 宇 
一野 令 白 石に 居る、 大內氏 實錄卷 第二 十四 列 傳第十 文苑の 處に南 村 梅 軒 
\  が傳 を 載せ、 又 其附錄 として 附载 する 所の 大內 氏の 家臣の 名簿を 見る 
\  に、 御伽 衆 0 中 R 有 梅 軒なる もの あ $、 是れ 即ち 南 付 梅 軒なる が 如し、 或 


は 云 ふ 防 州の 產な らんと、 或は 云 ふ 土 佐の 人な うと' 未 ; e 其 何れ か是な 

るを 知らず、 天文 年中 彼れ 漂泊 周流して 土 佐に 來た 6、 當 時の 豪族 吉良 

宣經の 客た う、 人と な 沖 ® 恬靜に して 人の 榮華を 羨 1 ず、 菜 根を 咬ん 

で 以て 食と なし、 M 瓢の 貧に 處して 猶ほ 且つ 晏如た 6、 而して 心を聖 S 

に 潜め、 常に 孝 經 四書を 讀み、 旁ら 孫吳 を 講じ* 深く 道義を 尊んで、 淵默躬 

一 £: tA 、 彼れ 初め 宣經を 見る や、 世子 宣直 及び 老臣 吉良 宣義侍 坐す、 宣經儒 
) 

者の 學を問 ふ、 梅 軒 答へ て 日く、 

夫れ 需とは 學 者の 總稱 な-^、 而して 小人 儒 君子 儒の 分 あ 6、 或は 達 儒 
腐儒 直 儒 曲 儒 等の 目 あう、 記誦の 末 5: 務めて、 義理の 源に 昏く 、徒に 名 
を賣 う、 祿を 買 a 、 利 習に 牽かれ 、私欲 是れ 計る、 是れ 即ち 小人 儒な K 文 
章 字句の 迸に 拘泥して、 一般の 事務を 辨ぜ ず、 當 世の 用に 適せざる も 

の、 是れ を 窩儒 となす、 其 心 頑 曲偏頤 にして、 專ら 古道を 引いて 今 政を 

一  d 

謗う、 己れ を 責めず して 人を 尤め 、筆舌を 巧に して、 是非 善惡 を顚 倒す 
る もの、 是れ を® 儒と なす、 君！^ ®' は 則ち 然らず 、仁義の 道を 講習し、 心 
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に 得て 躬に行 ひ、 綱常彝 倫の 大ょ h 起居 飲食の 細に 至ぅ、 幽に して 鬼 
神の 道、 顯に して 天地の 理に 迄る まて、 周く 通じて 遺す 乙と なく、 其 心 
活動、 左右 自在、 事に 當 ぅ、 物に 接は $、 機に 應じ、 變に從 a、 澀滯 する 所な 
く、 言行一致、 心 貌和 同して、 君 父に 事 ふる も、 此道を 以てし、 臣 妾を 使 ふ 
毛、 此道を 以てし、 推して 治國平 天下に 至 6 、皆此 道に あらざる なし、 槪 
して 是れを 道義の 學とい ふ、 君 問 ふ 所の 儒は 何の 儒ぞ や、  _ 

宣經 日く、 

願く ば 道義の 學を 聞かん、 

梅 軒 日く、 

備 3 に 四書に 具は 6 て、 缺 くる 乙と なし、 君 就いて 習 ふべ し、 臣又 何 5: 
か說かん、 

宣經 日く 

每日身に切 5 るのエ夫$かん、 

梅 軒 日く、 


し、、 是〇學 

と ◦三〇 彼れ 〇問 ち、 
を 〇 事〇れ を〇の 君、 
認〇は 〇 平 秘〇法 に、 
め0 修0 生 訣〇種 許、 
得 0 爲〇學 と 〇 冷 す、 
ば 〇 の 0 者 な〇あ 必、 
則0 基0 に す 〇 ！) ず、 
ち0 た 〇敎 の 〇 と 得ヽ 
貧 〇  ふ み ◦雖 る、 

富0 道0 る 梅 •も 所、 
に0 廣0 に 軒、 畢 あ、 
よ 〇 邀〇必 が、 竟 ら、 
う Q と。 ず 此 、他ん、 
て 〇雖〇 存〇秘 、の 乙、 
添0 も0 心 Q 訣 、秘 と、 
减 Q 其® 謹〇を 、訣 を、 
せ〇實 ©言 〇道 、な 
ず〇は @ 篤0 破、 し 
利 〇 巳® 行 〇 せ 、唯 〇 
害0 れ❾ の る、 琪0 
に 〇 に® 三 ふ 、 し 〇 
よ0 備@ 事 耑、 て0 
i)0 は® を  R、 已0 
て0 る® 以 卓、 ま0 
浮0 己0 て 見、 ざ0 
沈 〇 れ〇し •と、 る0 
せ 〇 た 〇 て い、 の0 
ず0 る〇日 ふ、 努0 
確。 乙。 く、 ベ、 力。 


〇〇  OCOO  〇〇〇  0000000000  〇〇  〇〇  〇〇 

身に 反 $ 獨を愼 み、 人を 尤む るに 薄く、 怨に遠 ざ かるに あ 6、 

其 他 問答 數回に 及ぷ 、最後に 宣經容 を 改め、 謝して 日く、 

幸に 明 論を 聞く ?: 得て 佘が茅 塞を 開く、 願く ば 今に 繼 S で 日々 に誨 

舞 

を 受けん、 

と、 是れ ょ $ 禮 遇 太 だ 優な 6、 梅 軒甞て 吉良 宣義に 謂つ て 日く、 

學に 進む に 漸あ ぅ、 速に 成らん と 欲する 乙と 勿れ、 唯！ 當に循 々として 
已まざ るべ し、 已ま ざ れ ば、 則ち 遂に 必ず 得る Z. と あう、 旣  に 得る ZL と 
あれば、 則ち 又 自ら 已む乙 と 能は ず、 故に 學んで 三年 間斷 なくん ば、 則 
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和 i O LO か！！ 於す、 是れ學 問の 効驗な -、 

其 己れ たる 乙と を 認め 得る は、 即ち 己れ の 己れ たるを 知るな ぅ、 是 故に 
ソ クラ 丨 7*1 ス の己れを知れ ^ ち » §$$と其揆を一にするものといふべ 
きな ぅ、 彼れ 又 三十 六 策 問を 作れ &、 然れ ども 其內容 S かん 5: 知らず、 實 
に 惜む べしと なす、 其豫州 刺史を 挽す るの 詩に 云く、 

昊天不 摘 奪，， 元勳； 恰 若。 I 妖星阨 n 蜀軍； 滿 目潜然 明 * 減、 丹心 願 染= 素 絲君ハ 
後 其 適く 所 ?: 知らず、 故に 生卒の 年月 等皆詳 ならず、 大高坂 芝 山、 梅 軒の 
賛 5: 作る、 云く、 

齚  &  & ¥ M  M、 迄  &  s  _ _ho : p° £ To か  £; 

梅 軒の 事蹟は 南學傳 〔上 卷〕 吉良 物語 〔上 卷〕 及び 日本 敎 育史 資料 〔卷 十二〕 に 
見 ゆ、 其 名字に ょりて 之れ を 察する に、 儒者に して 僧侶に あらざる に 似 
た 夂又其 四書を 讀むを 以て 之れ ?: 見れば、 朱 子學の 系統に 屬 する もの 
« A -5 A y t A aA 1 SA LA 、 然らば 彼れ は 如何にして 朱 子 學を修 むる を 得し か、 國 
史 を考ム るに、 天文 年間 周 防の 大內 義隆 武事を 輕ん じて、 文 學を尙 び、 曾 


て 書を 朝鮮の 禮曹參 判に 寄せ、 大藏經 を 請 a 、 尋 s で 朱 註 五經書 及び 刻 
漏の 器 5: 請 ふ、 是れょ 6 彼此 海舶 相往來 して 外交を なし、 遂に 彼れ 自身 
支那 服を 着く るに 至れ $、 一  時 山 口 R 於け る 文學の 勃興は、 即ち 彼れ が 
惹起す る 所に 係るな 6、 桂菴 本と 周 防 山 口の 人に して、 文明 五 年 乃至 七 
年の 頃 石 州に 寓す 、梅 軒 或は 此時を 以て 桂菴に 師事し、 朱 チ 學を修 0 る 
を 得し か、 殊に 梅 軒 曾て 宣義に 禪を說 s て 日く、 

夫れ 禪 家の 大旨は 直に 心を 指示す、 文字を 立つ るを 藉ら ずと いへ &、 
入定 兀坐 すれば、 塵を 拂 a、 相を 離れ、 念を 絕ち、 情を 忘れ、 心 靈に 氣醒に 、 
萬 事了夂 風月 洒々 穴 6、 塵緣尙 ほ頓に 起る ある も、 手に 隨つて 即ち 滅 
す、 大明 依然、 昭曜虧 くる 乙 となし、 予 固陋に して、 眞 儒の 域 肢及 する 乙 
と 能は ずと 雖 4、叨 $ に 自ら 謂へ らく、 三 綱 五常の 道は， 眞に天 § を 維 
持す るに 足る、 諸子 百 家、 是れを 更め變 ふる 乙と 能は ず、 但し 明に 此心 
卜 かい S ぃ、 >ss、s い 一、 

む  S  S  か  K AO a'o s  §&批 *0 ?:0 «0 砂か、 
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と、 此れに 由 $ て 之れ を觀れ ば、 桂. 菴の 如き 禪 僧よ $ 學び來 たれる にあ 

一らざる か、 果して 然らば 南 學も亦 遠く 桂菴に 淵源す る ものな 6、 然れど 

|  も 此の 如き 系統的 連絡に 就 S て 何等の 正確なる 史的 事 實をも 執 ふる 

|  乙と 能は ず、 且つ 南 學傳に 梅 軒が 事蹟を 記し 了は 6 て 「事 在，， 天文 辛亥 秋 

九月 1」 と あ 6、 文明 五 年よう 天文 二十 年 〔即ち 辛亥〗 まで 七十 九 年の 久しき 

を經た $、假 令 a 梅 軒が 十六 七歲に して 桂菴に 石 州に 及ぶ とする も、 其 

|  齡は 九十 有餘歲 となるな う、 是故に 梅 軒が 桂菴に 就 s て學び たうと す 

る 乙と 甚だ 疑 ふべ しとな す、 大內氏 實錄の 梅 軒が 傳の 割注に 「義隆 朱 氏 

| 新 注 五經を 朝鮮に 求む る、 蓋し 梅 軒が 誘導せ しなるべし」 と あ 6、 此れに 

j 由うて 之れ を觀れ ば、 梅 軒は 舶來の 書類に ようて 朱 子學の 系統に 接せ 

しに あらざる か、 之を 要するに、 梅 軒は 山 口に 於け る文學 勃興の 結果と 

\  して 出て たる 一人に して 其學は 自修に 本づ くものと する 乙と、 反 5 て 
夕  • 

\  妥當 なる 見解と い ムべき な-^、 


軒 

す、 〇れ ◦暗〇 つ 〇明〇 に 
明 〇 を 〇主〇 乙 〇 主 〇學 
暗〇失 ◦に 〇と〇 に 〇 ん 
の 〇 ふ 0 四 〇 を 〇 四 〇 で 
分っ惽 i 失〇 得。 得〇 夙' 
辨〇 う 〇 あ 〇智〇 あ〇夜 
せ 〇 し 〇 办〇 遠 〇  bo  IE 
ざ 〇 て 〇時〇  く  〇 己〇勉 
る0 近 〇 を ◦敵 ◦れ〇 し 
ベ。 く  〇 失0 を 〇 を 〇 て 
か ◦己 〇 ふ 〇制〇 得〇以 
ら〇 れ〇 て 〇 す 0 て 〇 て 
ざ 〇を〇 後 0 る〇 後〇經 
る0 忘 〇 敵0 に0 人0 義 
な 〇る〇 に 〇 到 〇 を 〇 に 
50 、〇勝 〇 る 〇 取0 通 
に 〇 つ 〇 故 〇 る 〇 ず 
到 〇 乙 〇 に 〇 乙〇甞 
れ〇と 〇克〇 と〇て 
ば 〇 を 〇  く  〇 を 〇 其 
則〇失 〇永〇 得 〇子 
ち 〇 ひ〇  く  〇 時 〇 に 
戮〇乂 〇 其 〇 を〇 訓 
辱0 を0 邦0 得0 へ 
を0 失0 家0 て0 て 
後0 ふ。 を。 後、。 日 
昆〇 て。 保。 敵 〇く、 
に〇 後0 て0 に0 
貽〇 己’ 〇 &、〇 勝 〇 


第二 吉 頁宣經 

吉 良宣經 、姓は 源氏、 伊豫 守と 稱 す、 源賴 朝の 弟 土 佐 冠者 希義の 后裔 なう、 
一  土 州 吾 ;! Is 郡弘岡 城に 居る、 彼れ 人と な $、溫 和に して 聰敏 、義に 屈し 1¢ に 
一從 ふ、 文に して 委靡 ならず、 質に して 鄙 野なら ず、 親に 事 ふる 乙と 孝に、 下 
一を 撫 する 乙と 慈な 办 、是を 以て 國郡 善く 治爻 6、 諸士 心服す、 彼れ 南 村 梅 


彼れ 又 軍律を 撰 制し、 法令を 議定す、 此時 天下 大に 亂れ 、群雄 相爭ふ 、彼れ 

> 

乃ち 四國 を幷吞 して、 亂に戡 つの 志 あ 6、 天文 十八 年 冬 深雪の 夜、 老臣 谷 
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I  將監か 家に 就き、 謀臣を 集めて 四國を 取る の 策を 議 す、 同 二十 年 秋 九月 
長 曾 我 部 元國を 伐つ、 軍 中疾に 嬰 $ て 歸 ぅ、 其 十二 日を 以て 卒す、 年 三十 
有 八、 梅 軒が 挽 詩に 云く 

j  昊 fK 不彻奪 J 兀 動： 恰 若”， 妖 S, 蜀 軍； 滿目 潜然明 未レ滅 、丹 >$ 願 染素 絲裙、 

第三 吉頁 宣義 

吉 良宣義 、右近と 稱す 、吉 良宣 經の從 弟に して、 老臣の 列に 班す、 人と な 6 
一木 强方 正にして、 道を 崇び、 學を 好み、 南 村 梅 軒に 從つて 經義を 講究す、 宣 
| 經に 仕へ て、 君臣 相儆誡 し、 良 朋の切 偲す るが 如く' 水 魚の 相 親む が 如し 
一旣 にして 宣經 卒し、 子 宣直嗣 r、 宣直禪 空を 嗜み 、閑散に 耽ぅて、 意を 政に 
留めず、 遂に 薙 髪し v 持戒 せんと 欲する に 至る、 宣義 切に 之れ を 諫止す、 
然れ ども 尙ほ以 爲 く、 嗣 君の 不肯 なる、 恐く ば 其 社稷を 覆 3 んと 、日夜 之 
れを 憂慮し、 直諫して 休まず、 宣直稍 >  之れ を疏 ■/! ず、 小臣輩 乃ち 意を 迎へ、 
一：  譖して 日く、 


先君 病 革なる 時、 長 5: 廢し 、幼を 立てん 乙と を 勸む其 意 自ら 擅に せん 
と 欲す' 國の爲 めに 計る にあらざる な $ 

と、 宣直 乃ち 使者 二人を 遺は し、 宣義の 五 罪を 列擧 して、 之れ を責む 宣義一 

日く、 

謹んで 命を 受 く、 但 i 條 中の 四 事は、 乃ち 造言に して 虛僞な 6、 世子を 立 
% シか 1 i. む！^ い ^ A liA 眞なら 、臣當 時 先君に 勸むる 所以の もの 豈に 
他 あらん や、 顧 ふに 君 常に 閑居して 坐禪を 好む、 封 域の 政、 恐く ば 其 煩 
しきに 耐へざ らん Z. とを、 故に 位を 幼君に 讓 うて、 各 i 其 好 1; 所に 適せ 
しめば、 亦 可なら ず や、 是れ 則ち 臣が公 室に 忠なる 所以な り、 先君 在天 
か *- 、 !1- む 6- ルかか ?:- を ^ 4'心い ^ い是れにょうて |1 を受け、宗族を 

A AA A A A A A A <3 A ‘ A A rA A A 、 

夷 勝：^ ら る、 も、 敢て辭 せざる 所な う 
二 使 之れ に 

四 事は 微罪な う、 建 儲は 大事な う •君 宜しく 姑く 之れ 5: 隱諱 すべし 

とぃ ひしに、 宣義 之れ に 答へ て 日く、 
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I  是れ 君を 欺くな ぅ、 刀 鋸 鼎 鏍、 何ぞ懼 る、 に 足らん や、 信を 捨て 義に違 
ひ、 詐を以 て 君に 答 ふるは、 士の 愧づる 所な 公 等 我が 爲めに 實を以 
て 君に 白 ふせ、 

\  二使尙 ほ 之れ を 庇護 せんと 欲し、 再三 懇諭 す、 然れ ども 宣義 遂に 肯せず 、 
\  是を以 て 二 使 乃ち 復命す、 宣直 忿^' て 之れ を 其 家に 禁錮す る 乙と 凡を 
一半 年餘、 宣 義悒鬱 して 病を 發す、 然れ ども 醫藥を 却け、 飲食を 斷 ち' 絕 命の 
詩を 賦して 日く' 

丹心 一片 斷無缸 、幾度 朗吟 正氣 詩、 沒後雙 瞳 先 欲 J_、 勿， 看 勾 踐 ®° 吳時、 
宣經の 書 像を 壁 間に 揭 け、 香を 燒き 、衣を 更め、 三 拜して 死す、 實に永 祿五 
年の 春な り、 宣義 卒して 未だ 幾くなら ずして 宣直 果して 本山 梅慶が 爲 
めに 滅 3 る、 宣義の 子 求 馬 時に 魔 城に あ 6、 城陷 るに 及び、 力戰 して 之れ 
に 死す、 別に 女子 あ 亦 貞烈の 名を 播 くと S ふ、 南學傳 に、 

j  〇〇〇  〇〇〇〇  〇〇  000  〇〇〇  00  〇〇  〇〇〇 〇〇〇 〇 

一  宣義 父子 之 死、 忠孝 兼 成 一  家 之 風； 亶 千古 之 赤心、 不 學者 也、 

\  と、 泡 R 當れ $、 南學 の 系統には 忠勇 義烈の 人を 出 だす 乙 と 少しと せず、 


一宣 義の 如きは、 其 率先と い ふべき な $、 

_  第 四吉 一良 親實 

I 吉良 親實、 姓は 秦氏 、左 京 進と 稱す 、長 曾 我 部 元 親の 弟、 親貞の 子な 6、 初め 
I  吉良宣 直旣に 減ぶ、 元 親 乃ち 親貞 をして 吉良 氏の 古 壘に據 6、 吉良 氏を 
胃せ しむ、 親實嗣 ぐに 及んで、 高 岡 郡 蓮 池 城に 移る、 因 h て 又 蓮 池を 以て 
I  氏と なす、 親實 人と な う、 直截に して 回らず、 驍勇多 力、 堅を 蒙 $ 銳を秉 う、 
一 攻城 野戰の 術、 當時 之れ に 匹敵す る もの あるな し、 此時 能く 儒學に 通ず 
る 僧 如 淵と いふ もの あ 6、 親實 乃ち 同志の 士比 江山 親 興 等と 之れ を師 
一とし、 士大 夫の 氣節 ある ものを 招き、 文 交を 結び、 課程を 立て、 日に 相 集ま 
\  うて 其に 勉勵 す、 是 R 於て 元 親 亦 儒 敎を尙 び、 郭內に 校舍を 設け、 如 淵 及 
一び 僧 忍 性を 以て 師と なす 二月 六囘 、諸士 を 集め、 書 ?: 讀み 、武を 講じ、 學術 
一 漸く 興る、 而して 親實の 徒、 直を 以て 自ら 矜み、 當 時の 嬖 倖を 惡み 、與に 交 
|  はる 乙と 5: 肯ん せず、 是を以 て 其 能を 嫉むの 輩、 之れ 1: 目す るに、 朋黨を 
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以てして 相 容れざ る R 至る、 是時に 當办元 親の 嬖妾 季子 盛 親を 生む、 嬖 
妾は 老臣 久武 氏の 妹な 6、 天 正 十四 年の 冬、 元 親豐臣 秀吉の 命を 受け、 島 
津氏を 伐つ、 十二月 豐 後の 戸次 川に あへ 水を 涉 6 て 挑み 戰ふて 敗績 し、 
長子 信 親 之れ に 死す、 其 後儲嗣 未だ 定まらず、 正統の 順序ょう 之を 言へ 
ば、 元 親の 三 子 親 忠當に 後繼た るべき なう、 然るに 元 親 諸 老臣を 會し問 
ふて 日く、 

戸次 川の 役、 信 親 死して 嗣な し、 故に 今季 子 盛 親を 立て、、 嗣子と なし、 
信 親の 女を 以て 之れ に 配し、 以て 嫡 統を存 せんと 欲す、 卿 等 以て 如何 
と 5 す、 

衆 相 見て 一言を 發せ ず II 實獨 6 進んで 日く、  ‘， 
信親旣に戰に死し、親和 3 |、の)亦病んで歿す、其次を以てせんか、則ち 
親忠 ( HTC g、 の) あ 3、 且つ 其 人 や 勇に して 才あ 6、 君嗣を 定めん と 欲せば、 
何ぞ 他 R 求めん や、 而して 盛 親を 立つ るは、 次 5: 超 ゆるな う、 且つ 姪を 
以て 叔に 妻は す、 人倫を S かん、 臣斷 じて 其 不可なる を 知る、 故 R 敢て 
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_ 

言 ひ 畢 はぅて 自ら 腹を 割 s て 死す、 親實と 同時に 親 輿に も 死を 賜 ふ、 其 
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言は ずん WT & ら ず、 

と、 言 貌凛 然として 畏憚 する 所な し、 然れ ども 諸 老臣 尙ほ默 然として 語 
なし、 獨 i 比 江山 親 奥 左右を 顧みて 日く、 

親實の 言、 正しと S ふべ し、 諸君 以て 是とな す や 否や、 

諸 老臣 咳して 答へ ず、 元 親 乃ち 起ちて 內に 入ぅ、 議 遂に 决せ ずして 止む 


附錄の 一  第三 章 海 南 朱 子學の 起原— 第五 忍 性 如 淵 天 室  六 七 八 

他 親 實と與 に 交は る 所の 諸 士相尋 S で 誅せ られ、 言の 連なる 所 あうて 
如 淵 も 亦 殺さる、 後 元 親、 親實の 寃を覺 6、 深く 之れ を 悔愧 して、 彼れ が爲 
めい 廟を 建て 蓮 池大明 神と 號す、 其祀 今に 至 6 て 尙ほ存 し、 其 社を 木 塚 
神社と 稱 す、 

.$ 

親實が 友人 比 江山 親 興は 長 曾 我 部 國康の 二子な う、 初め 比 江山 城に 
居る、 因 6 て 以て 氏と す、 人と な 4 篤實 にして 戯談 妄語せ ず、 秦氏 創業 
の 初めょ 6 武功 最も 多し、 親 實と與 R 如 淵を 師 として 經義を 講ず、 然 
る R 圖らず 、嗣子の 事に 關し 、親實 と共に 直言して、 讒 者の 爲めに 構陷 
せられ、 亦寃 死す るの 不幸 R 遭遇せ う、 

第五 忍 性、 如 淵、 天 室 

忍 性、 如、 淵、 天 室の 三人は 皆緇 徒にして 梅 軒に 親炙せ しもの な ち 忍 性は 
初め 忍藏 主と 稱 し、 長 岡 郡の 吸 江 寺に 居る、 性敏慧 にして 儒を 好み， 曾て 
南 村 梅 軒 R 學び 、能く 經書を 講ず、 


如 淵 又 信 西 堂と 號す 、吉良 宣義の 甥に して、 吉良 親實の 異父 兄な 6、 性靈 
利惺傯 な $、 初め 京師の 妙 心 寺 f  1 ^3 に學び 、後、 故山に 還う、 梅 軒が 敎を 
受けて、 遂に 儒に 歸 し、 親實が 家に 寓居し、 僧 忍 性と 交誼 太 だ 厚し、 彼れ 善 
く孝經 論孟を 講じて 以て 士 風を 助成し、 常に 靜 坐を 好んで 內 省の 工夫 
をな し、 學生に 訓へて 日く、 

靜に 本心の 盧明' 夜 氣 の湛淸 なる 1:0 觀て 、應事 接 物の 柢を植 てょ、 

と、 又 日く、 

古 入日く、 言行は 身を 立つ ^ A の 基な-^、 三思し ハ 言 ひ、>  慮して 行 ふは' 
乃ち 其 忠信 篤 敬な らん 乙と を 欲して なう、 是れ梅 軒が 所 ヒ謂 修爲の 三 
事な う • .  ， 

忍 性 曾て 長 曾 我 部 元 親の 招に 應じて 講 席 ?: 岡 豐城內 に 開き、 一月 六 回 
經 書を 講說 する に當 うて 如 淵亦與 る、 秦氏の 公 族ょう 士大 夫の 子弟に 
至る まで、 皆 師事して 之れ を 崇敬せ う、 然るに 親實讒 死す るに 及び. •如 淵 
亦 連坐して 殺 S る、 彼れ が 辭世 の詞に 日く、 
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i 附錄の 四 

一 K 子の 人格に 就ぃて (孔子 祭典— 

\ 

|  今：！： は 孔子の 人格に 付て 御 話を 致す 積 b であります。 何分 孔子の 人格 
は 非常に 偉大でありまして 各方 面から 觀察 する ことが 出來 るので あ 
一り ます C 今日は その 各方 面から 御 話す ると いふ ことは 5£ も出來 ない こ 

S 

I  とであります。 併しな •から その 人格の 最も 重要なる 點と思 ふところを 
I  一っ御話して諸君の御批評を願ひたいと思ふので 6 ります。 

I  孔子の 人格は 今 n に 至つ て大に 研究を 値する ことで あると 考 へます。 

\ 

|  何分 孔子の 人格を 研究す る 人は 甚だ 少 いのでありまして 誠に 遺慽 に 

一感 する 次第であります C 併しな ^ > ら今 日の 如く 孔子 祭典を 行 ひまして 

― *■ 

i  世の 學 者の 注意を 惹起し ますなら ば、 その 中に 段々 孔子の 人格を 研究 

I  する 人 も出來 やぅ かと 竊かに 希望して 居ります： 孔子は 支那 人中ょり 

" 

一 出ました 偉人であります： 處が 日淸 戰爭以 來一體 {: 支那を 輕蔑 する 傾. 

\ 

s 
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I  きが 生じて 來 まして 孔子 も 併せて 練 外す る やぅな 風が 多くな つた か 
と考 へます。 併しながら 孔子と いふ 人は 支那 民族の 專有 物では 無い。 支 
那から 出た 偉人で あつて 支那の 一小區 域に 限らるべき 人物では 無い 
I  のであります =是 れ は 矢 張 b 我々 世界の 人類 中ょり 出で たると ころの 
\  一の 最も 靈なる 人格で あると 考 へます。 矢張り 佛陀や 基督 ?: 一民 族が 
I 私する ことの 出來な い樣に 孔子 も 世界人 類 中の 一大 人格で ある。 是れ 
I  が 矢張り 世界の 人類を 長く 敎 へて 行く 所の 偉大なる 一の 人格で あ. る 
一 と考 へます C 斯かる 偉人は 決して 一民 族が 私する こ、 とは 出來 ませぬ。 佛 
陀は 印度から 出ました けれ 共 印度 民族の 範圍內 に 限らるべき 人格で 
は 無い。 廣く 世界に 敎 訓を與 へた 所の 傑出した る I 大人 格であります。 
基督 も 猶太に 出ました けれども、 廣く歐 米 諸國の 尊信す る 所と なつて 
居ります： 丁度 佛陀ゃ 基督の 如く 孔子 も 矢 張 b 我々 人類の 歷史に 於て 
I  最も 赫々 の 光を 揚げて 居る ところの 一大 人格で あると 考 へます。 斯か 
\ る 偉人は 人間の 歷 史に澤 山は 無い。 敷へ 來れば 僅々 數人 ほか ありませ 


ぬ。 その 數人の 偉人 中に 於て 孔子 も 亦一稱 の 特色 •かあります： 孔子は 靑 
年の 模範と して 又敎育 家の 模範と して 最も 穩健 にして 適切なる 人格 
であると 考 へます。 孔子は 他の 偉人と 違 ひまして 普通の 學生が 段々 勉 
强して 成 上つ たやうな 所が あ b ます。 孔子は 別に K- らい 大家 (: 生れた 
とい ふ譯 では ありませ ぬ。 何等の 特別の 助を 得た とい ふ譯 では ありま 
せぬ。 試に 史記を 見ます ると 「孔子 貧 且賤」 と ある： 孔子 自ら も 「吾 少 也賤」 と 
斯う 言つ て 居ります る樣に 誠に 貧賤の 身から 段々 に 勉强を して 鍛上 
げて 一大 人格と なつた のでありまして、 別段 奇蹟と いふは 無い _: の奇 
蹟だも 無く、 唯々 普通の 學 生の 段々 鍛上げ て 遂に 非常な 偉人と なつた 
有樣で あります。 その 非常な 偉人と なることは 容易で 無い けれ 共 孔子 
は 此 段階を 歷て 上つ て來 たので あ b ます。 別に 不思議と 言 ふは 少しも 
無い： 孔子は 今日の 所謂 苦學 生の やうな もので、 誠に 能く 勉强を したの 
であう ます。 ミ ー ンスを 充分 持つ たとい ふ譯 では 無い"' 固ょり 不自由な 
る 家庭 (: 生まれて 而も 自分の 父は 早う 歿く なりまして 眞に零 丁 孤 苦 
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\  の 身を 以て 勉強して 非常な 人物に / i: つたので あります。 それから 孔子 
\  は 一體に 圓滿 であ、 ります。 危險な ると ころが 無い。 非常な 危 い ^ うな 埒 
\  外に 出た やうな 所が 無い。 誠に 穩が であります。 それが 宗敎家 やその 他 
I  の 偉人と 違 ふ 所であります。 古今の 偉人の 事蹟を 研究して 見ます ると 
\  炎 難に 遭つ たやうな 人が あります〃。 ナヵ/ \ 危險な 所を 經て來 た 人が 
多い。 併しな ♦から 古今の 偉人は それ をの 特色が あつて さう 云ふ危 
\  險な 目に 遭つ た 人は 又 その 方面に 於て 非常な 感化 力が あう ます けれ 

へ  I—  -  -I-  ————1flliillftilliiilillt 

一共 それは 別と して 兎に角 孔子は 危險な i が 無い。 恐ろしい やうな 危い 
所が ありませ ぬ。 唯々 尋常の 道を 踏む で 次第  <  に 大きくな つて 來た 
\  のであります から 一體に 人格が 圓滿で 疵 ♦か 少 いのであります。 搜 して 
I  も疵の 見えない 程に 圓滿に 見える 人格であります。 そこで 四書の 中に 
一 も 中庸が ありて 中庸の 德 ♦か 說 いてあります が。 それば かりで 無く、 論語 
\  の 中に も 孔子は 旣に 中庸の 德を說 いて 居ります。 「中庸 之爲 fe 也。 其 至矣 
\  乎。」 といつ て あう ます。 孔子は 道の 兩 極端を 經 ずして 眞 中を 經て 行き ま 


して、 さう して 非常な 所まで それを や b 上げた •その 實例， a: 後世に 示し 
たので あトノ ます。 殆ど 苦學 生の やうな 有樣 から 段々/.- 鍛上げ て 非常 
な 聖人 即ち 普通の 人間以上 靈 的の 人格とまで なつた ので 別段 奇蹟と 
|  いふは 無く、 唯々 尋常の 徑 路を迪 つて そこに 到つ たのであります。 行け 
一 ば 行かれる， とい ふ 手本を 示した のは、 後世の 育 年 又は 敎育 家に 對 して 
一 非常な 恩惠 であると 思 ひます。 

(孔子の 人格が 圓滿 であると いふのは どう 云 ふ 所から 言 ひます るかと 

一 

:  言へ ば、 人間の 性質は 一方に 傾き 易い 所があります。 今日の 心理 學上か 
\  ら言 へば 我々 は 知情意の 三方 面を 持つ て 居りまして 此三 方面 ♦か 全く 
j  分離して 居る 譯では ない けれども 三方 面に 分つ て考 へる こと ♦か 出來 
一 きす。 さう して 又 偷理學 上から 言 つても 我々 の 良心は 此三 方面に 働く 
ものであります。 所が 孔子の 人格は 此 知情意の 三方 面から 觀 察して 見 
まする と 如何なる 方面に 於ても 非常な 所 迄 達して 居つ たとい ふこと， 

が 見える ので ございます。 そこで 先づ 知的 方面から どれ 程 孔子が 努力 

^  ^  ^  \\ 
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? 

一 發展 して 居た ものである かとい ふこ とを 見て 見 ませぅ。 知的 方面から 
I  觀 察して 見ます ると 孔子は 知識を 磨く に 幼少の 時ょり 晚 年に 至る ま 
で寸 毫も 怠りは 無い。 絕間 なく 勉强 努力して 進んで 行つ た 痕跡が 見え 
るので あります。 孔子は 誰も 是と いふ 極つ た 先生は 無い。 常の 師な し。 そ 
れ であ b ますから 聖人と 言 はれる 程に 人格を 鍛 上げた のは 尋常で な 
一 いとい ふ 事が 考へ られ る。 人から 導かれて さへ も ナカ^^ 出來る こと 
で 無い のに 獨 力で 以て？ ぅ 云 ふ 非常な 所まで やり 上げた ので あ b ま 
一 す。 マァ 全く 獨學で やり 上げた もの i 考ベ られ る。 極く 幼少の 時は 自分 
\  で 當 時の 禮 法を 覺 へる 位の ことで ありました が、 十五 歲の 時から 大に 
\ 學 問 }: 興味， を 持つ たものと 見えまして 「吾 十 有五而 志 ¥ 學 こと 論語に 明 
j  かに 記載して あります。 その 十五 歲の時 & ら絕 えす 努力 勉強して 進ん 
で 行きました。 その 一貫して 向上す る 勢と いふ ものは ナカ^ 尋常で 
一 無い。 その 尋常で 無い ものが 無ければ 斯かる 偉大なる 結果が 起つ て來 
一 やぅ箬 が 無い のであります" 孔子は 誰に でも 機會が あれば 物事を 尋ね 


j  たので あ b ます。 所謂 下問を 耻ぢ すと いふ 考が あつたの みならす* 實際 
A  それを やりました。 况や 先輩と も 見る 人には 决 して 恐る ゞ處な く 問を 
發 したので あります。 例へ ば齊に 在る 時に 齊の 大師と 音樂の i を 話し 
|  ました。 さう して 韶樂 即ち 舜の 音樂を 聞いた ところ •か 非常に 優美で あ 
つたが 爲に 大師に 就いて それを 學んだ とい ふ， とがあります 。又 左傳の 
|  昭公 十七 年を 見ます ると ^ 1) 子と いふ 人が 來 まして 色々 な 昔の 歷 史上 
|  の. 話を した 左が あ b ます。 さう すると 孔子が 忽ち 此部 子に 就いて それ 
を 學んだ とい ふ i が 見 1 て 居ります = 「仲 尼 聞 ^ 。 見 一一 於 郯子 一而 * 之。」 と ある。 
それから 孔子が 周に 適いて 鱧を 老子に 問 ふた J が 史 記の 中に 見えて 
一居 ro. ますが、 之'  に 付て は 色々 な 異說が あります る けれども、 多分 事實で 
\  あつたら うと 考 へられます。 老子と いふ やうな 昔の事 5: ょく 知つ て 居 
\  る 老人が 周に 居つ たからして 孔子が そこに 行つ て禮を 尋ねた とい ふ 
/I  ことは 有 b さうな ことであります = 他の 方面を 考へ まする とい ふと 孔 
一 子は 何時でも 機會が あれば 人に 問 一 ふこと を耻ぢ ない ので わります。 さ 
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う 云 ふやう に 自分の 知識 見聞 5: 擴むる ことに 於て は 少しも 怠う はな 
j  かつた のであります。 それからして 論語の 中に 散見して 居る 言葉を 見 

一ます i いふと 非常に 勉强 した MJ が 見へ ます。 例へ ば 「 不 “怨 へ 大。 不ぃ 尤 A K 學 

^  I  -  ; - .!  .  -  : 

/  而 上達。 知， 我 者。 其 天 乎。」 と あるで せう。 段々 低い 所から 學んで 次 ® こ 上 こ 
昇つ て 大成した とい ふ 所が 此處で 見えます。 何等の 不思議 も. 嵌い。 それ 
一 から 「十 室之邑 。必 有-- 忠信 如， 丘 者-焉 。不- 如，- 丘 之 好， 學也い 孔子は 非常な 謙遜な 
人であります。 總 ての 事に 於て 謙遜なる 心の あつた 人で あ b. ましたが 
一 唯々 此學を 好む とい ふ 一點に 於て は 謙遜して 居らぬ。 人に 負けない、 何 
\  人に も 讓らな いとい ふ 口氣が 見える ので あ ります。又「挙如ネ ^ 。猶 ^ 失 
一 ^ 。」 斯う 云 ふ 事が 言つ てあります。 幾ら 勉强 しても 迪も追 付い ない 樣な 
感じが する。 その上 どうも 學んだ 所を 失ふ氣 遺が 多い とい ふやうな 趣 
一 意を 述べた のであります るが 之に 依つ て考 へる とい ふ とナカ^^ ^ 
\  素勉强 して 居られた 所が 見える ので こざいます。 又 斯う 云 ふ i も 言つ 
一て あります、 「君子 食 無 k ® 。 居 無 k k 安。 P 於 事 M ff 於 一 K P 有 道 一而 正焉 。可 k 


j  .好 m 子 也已 L_° 此句を 見る と 食物で あると か 又は 居處 であると かさう 云 ふ 
やうな ことに 氣を 揉む やうな 考は無 かつた のであります。 モゥ さう 云 
ふ 餘裕は 無い。 何 か 自分ょり 優れた 先輩で あり、 えらい 所の ある 人で あ 
れば その 誰で あると いふ ことは 問は ない。 直ぐを の 人 {: 就いて 學ぶと 
いふ 樣な考 であります。 それから 又 斯う 云 ふこと も 見えます T 德之不 fe。 . 
學之不 JS。 聞 * 不 』 |! ^ 不善不 ^ ^ 。是吾憂也。」學德ともに磨き上げて休む 
時の 無 かつた 精神は 充分 此 句の 中に 現は れて 居ります。 又 他の 處に斯 
う 云 ふ 事が 言つ てあります" 「我 非，， 生而 知 ^ 者； 好 敏以 求 ^ 者 也。」 或は 聖 
ゾは 生れながら に 知る 者で あるな ど、 言つ たもので あります けれ 共 
j  孔子は ナヵ^-自分は 生れながら 知つ て 居る やうな 者で 無い n ハ 油斷 
なく 古代の 事を 究明して さう して 知識を 求めて 行き 居る ので あると 
申す ので、 何も 奇蹟と いふは 無い。 勉強の 結果 此に 至つ たので あると 云 
ふこと が 明かであります。 所 ♦か 孔子は 平素 さう 云 ふ 工合に 努力して 進 
む 有樣で あ b まする が、 晚年 になつ て 益々 壯んで 年を取る に隨 つて 決 
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して 志の 徺む とい ふこ I」 が 無い。 その 志 益々 壯で ある。 そこが 尋常の 人 
と 違 ふ i ころで あ b ます。 年を取る と 氣象が 次第に 衰 へて 何とな  /\  弱 
くな り 行く 者であります るが 孔子は さぅ で 無い。 愈々 益々 努力して 進 
んで 行く 形跡が 現は れて居 b ます。 孔子は 史記に 據 り ますれば 七十 三 
歲 まで 生きて 居ります 1: 說に 七十 二歲 、又 一說に 七十 四歲 であります。 
姑く 史記 に據 つて 七十 三と 見ます と 七十 三歲 まで 休む  >と なきの 努力 
であります。 或處に 斯ぅ 言つ て あ、 ります、 「學 ，道不 fe 。 * 人不 M 。 發 « 忘 # 。 樂 
以忘 ，憂。 不知 =老 之 f 至 云爾。」 是は 大分 年取つ てからの 事であります。 是は 
孔子 自ら 自分の 事を 斯様に 形容して 申しました。 此 r 發 /憤忘/ 食。 樂以 ^ 憂。」 
迚も 尋常の 人では 出來 ませぬ。 食物を 忘れる 程發 憤した のであります。. 
又 平生 精神 上 偸 快に 感す ると ころが あつたと いふ その 痕跡 ♦か 見える 
のであります。 如何程 憂が あつても 我心の 中に 何となく 偷快に 感 す る 
ところが あつた もので それで 以て 憂を 忘れる ことが 出來た 。年を取る 
とい ふ i は氣が 附炉 ない。 他に ズッ とえら い氣 象が 內に欝 勃と して 發 


一展して 行き 居る からであります。 ナカ^^ 熱心 ♦か 一方に あつた， こか 是 
一 で 見 X. るので あります。 さう して 史 記に 據 ります ると 「晚而 喜』 易。 云云 讀 
\  ，易 韋編 三絕。 」と ある。 此事に 付て 故 根本 先生は 面白い 說を 立て、 居られ 
\ ますが、 その 事は 姑く 措いて 兎に角 孔子が 晚年 易を 大變 に 研究した と 
いふ 事は 是はモ ゥ疑 はれぬ 事實 であります。 さう して 易の 解 釋を附 け 
た。 彼 十 翼は 悉く 孔子の 作で あるか 否やは 疑問に 屬す としましても 兎 
に 角 あの 中に 幾らか 孔子の 思想 ♦か あるので あらう と 思 G  i す 孔子 力 
晚 年に 至つ て 易に 趣咏 を懷 いて 大に 硏究し 初めた. とい J  i は 論語の 
中に 斯う 云 ふ 句の あるので 分ります。 「加 11 我 數年一 五十以 學 ^ 。可_'一以無= 大過- 
矣 。 一此 五十と いふ ことに 付ても 朱 子な どは 說を 立て、 是は卒 の 間違て 
あると いふ ことを 言つ て 居ります。 色々 異說は あるが それは 今日の 論 
| で 無い。 兎に角 孔子は 晚年に 易の 如き 支那の 一種の 哲學に 趣 ^ を 懷 I 
て 研究し 初めた。 それ 以前 哲學 には それ 程 趣味は なかつ たので 6 b ま 
す。それで「未 ^ /生。焉知/死。」など、言つてあうます。鬼神の樣な事は餘り言 
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はない。 總て 哲理に 渉る やうな 事は 元來 避けて 來た ので あ、 ります けれ 

J  •  .  .  *  .  BT  - - ]|  7  f  'fi  -It.  v!i»(  -  .1  14—  — ■•:  : •-  .. . J  i- 'l •  •  't  ■1  -i  -  ■  J.. 1  ••■.そ：.. y.  ノ>:  :  1. . 

共晚 年に 至つ ては それで 滿足が 出來 ない。 大に宇 宙の此 哲理に 頭を 傾 
けて 來た ので 易の 繫辭を 見る と 論語に 無い 哲理が 說 いて あ b ます。 ど 
うしても 易の 繫辭は 孔子の 筆で あらう と 思 ふ。 固 ょ b あの 中には 色々 
後世 文字の 攙入が あらう けれ 共 繫辭は 大體に 於て 孔子の 筆で あらう 
と考 へられます。 さう して 六經 とい ふ ものは 孔子の 晚 年の 作で ある。 孔 
子が 大 (: 社 會の爲 に經營 した けれ 共 充分に 志を 遂げる ことが 出 來な 

かつた のであります から 晚年は 專ら 此六經 5: 著は す ことに 從事 しま 

^.1  -  - 

して さう して 之を 後昆 {: 傳 へ ^ 次第で あ b ます。 その 十五 歲から 死 t 
る 日に 至る まで 斷 え ざるの 勉强 努力で あつたので あります。 知識を 磨 
くが 爲には 出來 得る 丈け の 手段を 取り、 空しく 歲月を 費すな ど b いふ 
事は 少しもな かつた ので あ b  . ます 0 . 
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それ か . X 债的 方面から 見ます るに 斯う 云 ふ 事が あ &ま す。 知的 方 ® に 


\  ので あ b ます。 知は ナカ^-高い 所まで 達して 居 つても 情の 非常に 冷 
かで あると いふ 人が 隨分あ ります。 冷淡 冷酷と いふ ことは 免 かれぬ こ 
I  とがあります けれ 共 孔子は 左樣に 知的 方面に 努力して 居りな •から 情 
I  とい ふ もの も 亦 能/、 發 達して 居りました。 ナカ/^- 尋常で なかつ たの 
一 であ-ります。 或 場合に 於て は餘 程神經 的では 無い かと 思 はれる やうな 
一  i も あ b ます。 論語の 鄕黨篇 を 見る と總 ての 小さな 事に ナカ^^ 銳 歡 
一 な る 感じ 5: 持つ て 居られた のであります さう して 何 か 事が rb ると そ 
J  の 顔色を. 變 するな ど、 いふ 事が 折々 ある： 例へ ば 鄕黨篇 を 見ます ると 
:: 『有，， 盛饌一 必變 fe 而作。 」人 •  か タンと 御馳走を した 時 (: 色を 變 じて 起つ。 又 「迅 
| 雷風烈 必變' 」非 常に 風が 吹いた b 雷が 鳴つ たりす る 時に 顔色を 變 する 
一 「過/ 位 色 勃 如 也。」 とか 又は 「勃 如戰 色」 とい ふ樣に ビク^^" する やうな 時 も 
|  あつたと いふ 事でありまして、 ナカ^^* 事に 銳く感 する。 ナカ^^  fdoliu aQ 

i  の 力が 尋常で なかつ たのであります。 それの みでは 無く、 又 門弟 子な ど 

へ 

j  の 死んだ 時には 充分 悲みを 表は し 慟哭して 居 b ます。 「顔 淵 死： 子哭之 慟 •』 
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ナカ-^ 非常な 嘆きで ありました。 尤も 顔 回は 第一の 弟子で あ うまし 
て 殊に それが 早 死した 場合で あるから 孔子が 大に悲 まれた とい ふの 
は當 然の樣 であります が、 一方 1: 知的 發展 をな して 一方に 於て 又左樣 
に 情 0 優美なる 所が ある。 即ち 血 あう 淚 ある 人で あつた。 それから 又斯 
う 云 ふ 事が 見えて 居 b ます。 定公 十四 年が 孔子 五十六で あります。 大司 
寇 ょり 攝 相の 事を 行 ふこと ゞな うました。 殆ん どマァ 今日で 言へ ば宰 
相の やる •樣な 事 ?: 行 はれた のであります。 その 時に 喜色 あり、 眞に 喜ば 
れた 。そこで 門人が 尋ねます には、 「聞 君子 禍至 不德 。福 至不 J S 君子と いふ 
者には 大難が 來た からと 言つ て懼れ ては ならぬ。 又 福が 來た からと 言 
つて 喜んでは ならぬ ものであると 斯う 言つ た。 即ち 孔子の 喜んで g ら 
れ るのを 甚だ 面白く 無い と 感じた。 所が 孔子は 斯う 言 はれた。 「有 B 疋言 一也。 
不 其以 VI 貝 X 人 乎 c_° 自分は 今は 攝 政の 事を 行つ て 居る。 一國に 於て は 
最も 貴い 地位に 居る ので ある。 その 貴い 位に 居る と共に 卑い& こ ■謙遜 
る ことが 出來る ことを 自分は 喜んで 居る。 それから 孔子が 仁を 說き又 


一孝を 說 くと いふ ものは 皆 情から 來て 居る。 即ち 人情 5: 重ん t- る 所から 
一 來て居 b ますから それは 言 ふまで も 無い 事であります。 それから 孔子 
\  は 又 能く 趣味を 解した 人であります。 文學 美術の 味と いふ ものを 充分 
\  知つ て 居られた。 知つ て 居られた のみなら す、 實にそ れを樂 んで又 其 或 
一物は 人に 傳 へる ことを 努められた ので あつた。 是が亦 普通の 人の ナカ 

'  SIIIIln—1^ 

一  < 及び 難い 听で あります。 知的 方面に 發 達した 人は ナカ  <  斯う 云 

\  ! :； :  . . .  . . : : … ！ ；. —— …… I  i. 

一 ふ 方面には 缺 乏して 居る 者が 多い。 又 道德の 高い 人で あると いふと 往 
一 々文 學 美術な ど、 いふ 者を 顧みない ことがある。 又宗敎 家な どには さ 

I  う 云 ふの が 隨分多 ラ cr ざいます。 昔 炉ら 非常にえ らい 宗敎 家で あつて 

一  . 

i 文學 美術な どに 於て 興味 索然と して 居る 場合が 少く 無い。 宗敎 家な ど 

\  に 文學 美術の ことを 一向 言つ て 居らぬ とい ふ 者が 少く 無い ので あ b 

> 

| まする ♦か、 孔子は 此方 面には 多大の 趣味を 持つ てを つたので あります。 
\ 論語の 中に 斯う 云 ふ 事が 見えます 「志- 1 於 道 * -- 於德 一依-一 於 仁 r; _l 於 藝 ° この 「 P 
一 於 藝，」 とい ふこと が ナカく 孔子の 學問の 良い 處で あります。 唯 •々道 德 
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とい ふ 一方に 拘泥して 所謂 道學 先生と いふ 樣な 工合に 興味 索然と し 
て 居つ たとい ふ譯で は 無い。 藝に游 ぶと 言うて M 々然と. して 餘裕が あ 
つたので あります。 藝はマ ァ六藝 と 此處で 見て 差 支あります まい。 その 
中に、 純 文學で 無い もの もあります けれ 共 矢 張文學 美術が その 中 {: 這 
入つ て 居る ものと 見て 差 支ない。 それから、 「小 子 何 ^ 學 一一 夫 詩 ことい ふ樣に 
詩の 硏究を 勤めて 居う ます。 それの みならす 孔子の 編纂して 後世に 傳 
へました 六經は 唯々 道德の 書物 ばかりで 無い。 歷史も あ b 文學も ある 
ので あ b ます。 决 して 單 調で 無 かつた とい ふこと が 見える。 又 大師の 官 
であつ て 魯の國 の 有名な 音 樂® が あつた ものと 見え， ます。 その 人に 逢 
つた 時に 斯う 言つ て 居られる。 「樂其 可 ^ 也。 始作翕 如 也。 從 ，之 純 如 也 ® 如 
也。 繹如 也' 以成。 」是 は 論語の 言葉で あ b ます。 極めて 簡單 に言顯 はして あ 
うます が、 詰 b 音樂の 評論であります。 當 時の 有名な 魯の國 の 音 樂師に 
對 して 自分は 斯う 思 ふ、 音 樂と いふ ものは 斯う 云 ふ 工合に やち もので 
あると 評論され た。 それで 音樂に 明るい 人で あつたと 考 へられます。 ナ 


\  力  <  音 樂の 趣味を 懷 いて 居られた こと ♦か 分る。 又 斯う 云 ふ 事 •か あり 
一 ます。 「子 在， 齊聞 S 一月 不， 知 一 |肉味 0 。不，_爲 ^ 之至-一於斯1也。」齊の國に居る時 
\ に韶 は舜 の音樂 であ b ますが、 それを 聞いた 所が 三月 肉の 味を 知らぬ。 
一食 物の 味を 忘れて 仕舞つ た。 どう 云 ふ 味で あるか 少しも 覺えな い。 rTIJ も 
一三 ヶ月の 長い間 音樂に 凝つ て 仕舞つ た。 そこで 自分 も 亦 嘆息して 音樂 
\  とい ふ もの、 偸 决は 此處 まで 至る ことが 出來 るかと 言は れた 。非 ® に 
I  昔樂に 熟 心で あつて スッ カリ 他の 事を 忘れる までに 至つ たので あう 
\ ます。 又淮南 子の 主 術訓に 斯う 云 ふ 事が あります。 「榮啓 期一彈 。而 孔子 三 
一 日樂。 .一榮 啓 期と いふ 音 樂師が 何 か 樂器を 彈す ると 孔子 三日間 も樂む と 
I あります。 又 論語の 中に 「興， 一 於 詩； 立 „ 於 禮； 成„ 於樂； 」と あ る： 此れに 由つ て 之を 
I  觀れば 孔子の 學 問の 結末を 附ける ものは 音樂で あ b ます。 それから 孔 
一子は 人の 音樂を 聞いて 樂むば かりで 無く、 自分で も 音樂を やられた。 自 
!分でも琴を彈することが出來た。又孔子擊ぃ磬といふことがある' @ とい 
\  ふ樂 器を 鳴して 居られた。 アレ も 稽古し なければ 出來な い 事で あらう 
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と 思 はれます。 それから 又 「取へ 瑟而 歌」 とい ふこと があります。 それを 彈す 
ると 同時に 又 歌つ た。 孔子が 瑟を 執つ て 歌 はれた とい ふことは 他の 處 
にも 見えます。 例へ ば 「濡悲 欲 ^ 1L 子； 孔子 辭以 ，疾。 將 fe 者 出か。 取 fe 而歌。 使， _ 
之 聞 ^ 。」 とい ふ 事が 論語に 見えて 居る。 繙悲 とい ふ 者が 逢 ひに 來た けれ 
共 少し 逢 はれない 理由が あつて 孔子は 病氣 であると 言つ て 逢は なか 
つた。 が 本當 の病氣 でも 無い けれ 共 逢 ふこと が 出來 ない とい ふ 事を 知 
らしむ る爲に 瑟を 執つ て 孔子が 歌つ た 次第であります。 又禮 記の 檀弓 
に 斯う 云 ふ i も 見えます。 「孔子 旣祥 。五日 彈 S 而不 k ® 。 十日 而 成-, 笙歌； 」 斯 
う 云 ふこと が 見えます。 淮南子 主 術訓に 「孔子 學 = p 琴 於 師襄； 」 此れに 由つ 
て 之を 觀れ ば、 孔子の 琴を 習つ た 師匠が あつたので あります。 又 孔子は 
左 樣に瑟 を彈し 琴を 鼓す る ことが 出來 たのみなら す、 さう 云ふ樂 器を 
鳴らして 歌う こと も出來 たのであります。 論語の 中に 「子與 入歌而 善。 必 
使 ^ ^ 。而後和 ^ 。」とある。歌の上手な人があれば乇ゥー遍歌はして置い 
て 次に 自分で 歌つ たので あちます。 歌の 一つもう たへ ると いふ 樣なこ 


とで 決して 無風 流 殺風景の 人では 無 かつた のであります。 それから 門 
人 等を して 各 志を 述べさせた 時に 二三の 門人が 其 志を 述べた が 皆孔 
子の 氣に入 〇 ませぬ。 最後に 曾點が 述べた^^ 春 者。 春服旣 成。 冠者 五六 人。 
童子 六 七 人。 浴 一一 乎沂； 風 一一 乎 舞 零； 詠 而歸。 」沂 とい ふは 多分 溫泉塲 であり ませ 
一ぅ。 其溫 泉に 這 入 \ 舞 零と いふ 所で 凉い 風に あてられて、 詩で も吟 じて 
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j 歸 つて 來る とい ふ樣な 此曾點 の 物に 拘泥し ない 極めて 粹な情 態に 孔 
I 子は 寧ろ 賛成した のでありまして、 孔子は 決して 窮屈なる 道學 先生で 
I  ある とか 又は 窮屈なる 學究 であると かいふ 樣な 人では 無 かつた。 却て 
I M 々然として 餘裕 ある 趣味 多き 人で あつたの であります。 

それから 之を 意. 志の 方面から 見ます るに 孔子の 意志は ナカ^^ 强大 
であります。 意志. 力が 餘程 衆に 優れて 强大 であつ たこと が 見えます。 先 
/  づ 第一に 孔子が 幼少の 時ょり 最後に 至る まで 絕えす 努力して 已む事 
\  の 無い とい ふのは 意志の 一貫して 居る 證據 であります。 それで 其 意志 
〆 は 決して 尋常の 意志で 無 f かつた こと、 考 へられます。 孔子は 孕 素 言論 
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\  ょりも 實行を 貴んで 居られた。 言葉の 方は 寧ろ 訥で あつたかと 思 はれ 
\  る。 餘り 言葉は 多く 無い。 始終 行 ひの 方を 先き にした ものと 見える。 その 
\  行 ひを 先き にした とい ふの が 意志の 強い所で あります。 1 一一 日 葉 丈け 盛ん 
\  でさう して 行 ひ /;> それに 副は ぬ i いふ 事は 孔子の 非常に 懼れ たと こ 
\  ろであうます。孔子は斯う云つて居ります。「予 ^ * 言。天何言哉。四時行焉。 
|  百 物生焉 。天 何 言 哉。」 自分は 何も 言は ない 積り である。 物を 言 ふのは 已む 
一 を 得すして 言 ふので ある。 斯う 言は んば かりの 言葉で あ b ます。 又 「君子 
一耻一 一 其 言 一而 過- 1 其 行 1」 と 斯う ある。 是も 言葉 ばかり 仰山で あると いふと 實に 
一 恥し いこと であるから 行 ひの 方を 先き にやる。 言葉ょ b も 行 ひが 過ぎ 
\  る樣 にして 行くべき であると 斯、 C 考へ た。 又 「古 者 言 之 不茁。 耻 躬之不 ，逮 

\  也。」 昔の 人が 餘 b 仰々 しく 言葉を 出さない とい ふのは 何處 から 來るか 

一 

\  とい ふ と、 自分の 身の 行 ひが その 言葉 通りに 行かないで あらう とい ふ 
\ 事を 恐れる からで ある。 それから 又 「以 失 ^ 者 鮮矣。 」と いふ やうな 事が 
\  あります るの も 同じ 意味で あう ます。 約 か (: 是は 唯々 金の 險約 if かり 


一で 無い。 一體に 言葉で も 何でも 總 て約炉 にやつ て 行けば 失策は 少 い。 成 
るべ く 約 かにす る •か 宜しい。 斯う 云ふ敎 であります X 「君子 欲 ^ 一一 於 S 而 
\ 敏， 於 行：」 言葉の 方は 訥で 宜しい。 行 ひの 方は 言葉ょりも 迥か に銳 くやら 
一 なければ ならぬ。 斯う 云 ふ樣に 述べて あります るので 孔子の 精神は 言 

一葉ょりは 行 ひを 先き にす るに わるので す。 それから 又 斯う 云 ふ 事 も あ 

一 

\ 彳鲁。 「君 子之爲 乏。 必可 ，名。 言， 之必 可， 行。 君子 於 n 其 S 無が 苟而已 矣。」 言 ふ 事 

一 ょ决 して 無 S: になつ ては ならぬ。 言 ふこと を 愼ま ねばならぬ。 畢竟 その 

一行 ひと 相 待たなければ ならぬ からの 事で ある。 その 實 行を 期す る爲に 

ー ナカく 强大な る 意志が 働いて 居る。 實際 やつて 行く とい ふことは 强 

I 大なる 意志を 俟たざ れば 出來ぬ ものであります。 それで 言葉の 多い こ 

\  とを 忌み 證つ たのであります。 そこで 巧言令色と いふ ものを 戒め ^ ' 「巧 
\  J  . 

I 言 令色 » 矣仁 ノと いふ 言葉が 論語の 中に ニヶ 所 出て 居つ たかと 思 ひま 
一 す。 巧みに 言葉を 飾り 巧みなる 樣 子を 以て 人に 接する とい ふことは 决 
一して 宜しく 無い。 其 本心を 間へ ば 仁は 殆ど 無い。 孔子は 何處 まで も實行 
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の 人で あつて 意志 力の ナカ <  强大 であつ たとい ふ 事は 是 等の 點で 
分ります。 又 孔子は 非常な 勇氣を 持つ て 居られた。 それは 意志 力の 强大 
であつ た 一の 證據で わると 考 へられます。 勇 氣の點 に 於て は 斯う 云 ふ 
ことを 以て 證すべ きであります 。「見 ^ 爲。 無 舅 也。」 義と いふ 者の 在る 所 
には 全力を 捧げて 進まぬ ければ ならぬ。 躊躇して はなら ^ 即ち 生命を 
賭して やる とい ふ考 。さ ふ 云 ふ獻身 的の 考は 孔子には 充分 あつたので 
あります。 それで 「志士 仁人。 無 „求 ^ 以 « 仁。有，一殺，身以成,仁。」斯う言つてあり 
ます。 我々 の 身命ょ， cv は 仁と いふ 樣な さう 云 ふ德の 方が 貴い。 il の爲に 
は 如何なる ものを も犧牲 にして 仕舞 ふとい ふ考で あります。 德を 害し 
て 身 ?: 全うする とい ふやうな 考は寸 毫も 無い。 斯う 云 ふ考 であります 0 
それから 又 「 ^ 憤 一 不 ® 。 不 & 不 « «_° 杯と 云つ て あるので ナカ^^ 勢の ある 
こが見えます&、それは姑く措いて、宋の桓魈が孔子を害しやうとした。 
その 時に 孔子が 言 はれた 言葉は ナカ— 雄壯 で、 決して 尋常で 無い。 乇 
ク此處 に 至つ ては 普通の 人の 考を 超越して 居つ たのであります。 「天生， 


德於 予； 桓魃其 如 ¥ 何。」 モゥ 運命を 天に 任せて 懼る 、なしと いふ 勇氣 。そ 
れは 普通の 人の 勇氣以 上に 迥かに 出で ゞ居 つたので あります。 さう し 
て 又 自ら 大抱 負を 懷 いて 居つ たとい ふこと も 見える のであります。 匡 
人が 孔子を 捕へ た 時に 弟子 達は 懼れて ビック リ 致しました 。「弟子 懼 1 
史 記の 世 家に 出て 居ります。 所が 孔子は 懼る 、所では 無い。 ナヵ <  さ 
う 云 ふ有樣 では 無い。 斯かる 時に 孔子と 弟子との 違 ひ ♦か 明か {: 見えて 
來る。 孔子は 「天 之將 & _, 斯文， 也。 後 死者。 不 # * = 於 斯文 1 也。 天 之 未 ® % 〇乂 一也 K 
人 其 如 ¥ 何。」 斯文と いふのは 此 時の 意味では 道と いふのと 殆ど 同じて 
あります。 希臘の 言葉で 申せば、 ロゴスの やうな もので あ b ます。 人間 社 
會に 古今を 貫いて 傳は つて 行き 居る 原理で あ b ます。 ロゴスと いふ 言 
葉に 殆ど 當 るので あります。 斯文と いふ ものを 天が 喪さない 以上は 匡 
人が 自分を どうす る 事 も 出來な い。 天が 斯文を 喪すならば 自分が 期 文 
に 與る箬 がない。 天が 斯文を 喪さない 間は 匡 人が どうし やうと 言つ て 
もどう する こと も 出來な い。 一に 天に 任せて 行く とい ふその 抱負の 大 
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なる その 意志 0 壯 なること ナカ^. 尋常では 無い のであります。 所 •か 
その 氣 象と いふ ものは 孔子の 一生を 貫いて 居、 ります。 一時の 事ぢや 無 
い。 孔子 ill 上の 嘆に 斯う ある。 「逝 者 如 ^ 夫。 不 ¥ « 夜；」 川の 水が 滔々 と 流れ 
て 居る のを 見て 深/、 感じた。 これを 宋儒— 道 ® 疏行 として 說 いて 居り 
ますが、 さう 云 ふ 意味では ない。 世の中の 變 ■遷 して 行く のは 川の 絕間な 
く 流れて 行く やうな 有樣 である。 そこに 深く 感じた ものと 見える。 ナカ 
< 人生の 變遷 暫く も 止む 時な きの 有樣は 川の 水の 流れる やうな 有 
.樣で 6 る。 ナカく-油 斷は 出來な い。 絕間な く 勉強 努力して 行かぬ けれ 
はならぬ とい ふ 感じが あつた もので 6 b ます。 孔子の 一生の 事績を 考 
へて 見る と 此點に 於て 孔子 も 深く 感じた もので あらう と 思 ふ。 孔子が 
晚 年に 至つ て 愈々 壯んで あつた 5 乜、 易の 象に、 「天 行 健。 君子以 自彊不 k J 
と あるので 分是 る。 れは 孔子の 晚 年の 精神であります 。どうも 此 天地の 
運行と いふ ものは ナカ^^ 休む 時は 無い 有樣 であります Vv こで 君子 
とい ふ 者は 自か ら彊 めて 矢張り 天地の 運行と 共、 に 進んで. 行かぬ けれ 


ばなら ぬ、 と 云 ふ 非常. に 壯大な る 思想で 1) b ます か 

umi-  .  1  - 1  —Mt/i  D . 

斯 樣に考 へて 見る と 孔子の 頭腦 中には 心理的 三方 面が 共同して 調和 
して 働いて 居つ たのであります。 即ち 知的 方面、 情 的 方面、 意 的 方面と い 
ふ 三方 面が 一樣に 働いた ので 一樣に 非常な 發展 をな して 孔子の 如き 
偉大なる 人格を 作 b 出した 次第であります。 此 知情意の 三方 面が 調和 
して居るといふことは是はマァ普通の場合に在つて大事であります。 
一 片寄つ てはいかぬ。 知が 發 達しても 情が 足らぬ とい ふのは 矢張り 精神 
\  上の 片輪で あ b ます。 又 知が 幾ら あつても それを 決行して 行く 意 •か 欠 
乏して 居る と 薄志弱行で あつて 何事 も出來 ない。 そこで 知情意の 三つ 
の ものが 揃は なければ いかぬ。 三つ 揃うて 圓 滿に發 達せぬ ければ なら 
ぬので あ. 〇 ます。 完人 とならう とい ふには どうして もさう である。 併な 
がら その 知情意の 三つが 圓滿に 撤 うても 平凡に 終る 恐が ある。 どうも 
普通の 人に 於て 此 三つが 揃うた 丈け では 極めて 平凡 だ # 通の 者では 
寧ろ 知 か 意 かどつ ちか ズッ とも 拔けた 方が ましで ある。 例へ ば、 情は 餘 
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\ 程缺乏 して 居つ て隨分 冷淡で あるけれ 共、 知が 多い とか 意が 强い とか 
|  いふ その 方で 世の中に 傑出す る。 何 か 一方 面に 於て 傑出して 來る とい 
:  ふと 片輪で あるけれ 共 ナカ^- 棄 てられない 人物と なつて 來る ので 
一 あります。 普通の 者で も 三つが 圓滿に 揃うて ズッ とブ拔 けて 進んで 來 
一れば 遂に 孔子の 樣な もの. になる。 けれども 或 程度に 止まれば 平凡 だ。 片 
|  輪は 決して 我々 人間の 理想では 無い が 已むを 得す 片輪に なつて 居る。 
一 どうも 三つ の もの i: 圓 滿に撤 へて 偉大なる ところまで やつて 行けぬ 
\  ならば 寧ろ どつ ちか 一方に、、 ッ拔 けて やつて 行く。 それで さう 云 ふ 場合 
一には 一方 面には なか/ ヽも拔 けて 居る けれ 共、 他方 面には 非常な 弱點 
が ある。 誰でも 缺點 が あると いふのは それであります。 孔子の 人格を 見 
\  ると 何處か 果して 孔子の 缺點 とい ふ 所で ありませ うか。 私は 色々 考へ 
\  て 見た が 孔子の 缺點 を擧げ ると いふ i は餘程 困難であります。 孔子で 
も絕對 的に 完全な りと いふ i は 無論 言へ ませぬ。 けれ 共 孔子は 人間 中 
最も 缺點の 少ない 人で ありまず。 是が 孔子の いけない 黙 だとい ふ 著し 


\  い 所を 擧げて 言 ふことは 餘程 六つ かしい。 さう 云 ふ 樣な譯 で、 孔子は あ 
一ら ゆる 方面を 揃へ てズ ッとブ 拔 けて 大きくな つた。 即ち 平凡が 非凡に 
なつた。 平凡の 非凡。 そこ ♦か 一番 六つ かしい。 マ. ァ 孔子の 經て來 た 所の m 
I 筋は 能く 分つ て 居ります。 貧賤なる 學生炉 ら やり 上げた" 何でも無い 稳 
一で あるが それなら ば どの 學生 でも 孔子の 樣に なれる。 なれる 譯だが さ 

一 て やって 見る と ナカ^^ 大變な ものであります。 そこで 益々 孔子の 偉 

一 

一大な 所が 分る。 大變な 六つ かしい 所をズ ッと 高い 所まで やつた。 併し ナ 
_  力^-入り 易い 所が あるから して 誰でも やれば やれる 学 r t であります。 

一一 困難 中の 困難な 知的 情 的 意 的の 三方； 面を 圆滿に 揃へ て さう しても 拔 

〉 

\  けて 大きくなる 事で あ b ます。 それは どうも 困難な 事で ある。 それが や 
\  b 遂げられる とい ふことの 實例を 孔子は 後昆に 示した のであります。 
/  そこで 孔子は その 生存 中に どう 云 ふ 工合に 人が 見た であらう か、 後 ft 

\  の 段々 患 像して 餘 b 大きくな して 居 b ます。 それ ?:, から 後の 人の 

へ 

\  は 姑く 措いて 孔子の 生存 中に 人が 孔子を どう 見た かとい ふと 色々 に 
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一見て 居り. まする が、 門人が 貝た 孔子は 非常な 者で ある。 非常な 人格と 見 
i  た。 論語の 中に ァチ コチ 門人の 言つ たこと が あ b ます。 例へ ば 子 貢が 斯 
一 う 云 ふ 事を 言つ た。 「仲 尼 日月 也： 無 = 得 而踰 1 焉。」 云云。 孔子は 日 や 月の やうな 
一 者で それ 以上に 出る ことは どうしても 出來な い。 子 貢は 孔門の 弟子と 
一 しては 優れた 人で あるけれ 其其 目から 見ても どうしても 孔子の 人格 

S 

一 は、 日月の 如く 見えた。 親しく 孔子に 接して 居る 人に さう 見えた。 又 子 貢 

〈 

\  は 斯う 言つ て 居 b ます。 「夫子 之不％ & 也。 P 天之不 が可„ 階而升 一也： 一孔 子に 追 

\  附 くことの 出來 ぬのは 天に 梯 して 升る ことの 出來な いやうな もので 

へ 

™  是れは 到底 駄目で あると 斷 念して 仕舞つ た。 所が 子 貢 等は 姑く 措き ま 

广 

一 して 一番 孔子に 近 かつた のは 顔 回で あ b ます。 顔 回は 正直な 人 だから 
"非常に 勉强 して 孔子の 眞似 をした。 孔子の 通りに やらう と 試みた。 けれ 
一 ども 早く 頭の 毛が 白くな つて 早 死して 仕舞 ひました。 其 顔 回が 孔子を 

ル 

一 形容した 言葉は 最も 注意すべき であう ます。 「顏濶 喟然嘆 日。 仰 & 彌高。 鑽 
一 ^ 彌 堅_\之在』刖。忽焉在 « :|どうも孔子は高い人であると思ふて仰いで 


I  見る i 彌 高く 見えて、 何處 まで 聳えて 居る か 分らぬ。 又 孔子を 物に 喩へ 
j  て 及 物で 鑽る やうに して 見る と、 鑽れば 鑽る程 堅い。 迪 も鑽れ る やうな 
もので 無い。 又 之を 見て 前に 居る かと 思うて 之を 眞似 すれば 却て 後ろ 
の 方に 在る、 又 後ろに 在る かと 思 ふと 忽ち 又 前に 在る とい ふ 風で 迚も 
一 端倪すべからざる 人格であります。 顏回は 餘程 孔子に 近い 所が あつた 
と 見えて 孔子は 屢 々顔 回を 批評して さう 云 ふ 意味を 言 ひ 表は して 居 
る。 顔 回は 一定の 時期 間 殆ど 過ちな くして 聖人の 境遇に 在る かと 思 ふ 
けれ 共 到底 聖人には 及ばぬ。 けれ 其 孔子の 弟子 中 一番 孔子に 近 かつた 
者は 此顏 回に 相違ない。 それで 此顔 回の 批評は 諸 弟子の 批評 中で も最 
I  も價の ある 批評で あ b ます。 顔 回から 見ても 孔子は 迪も 寄附 かれない。 
I 實に 端倪すべからざる 人格で ある。 その 筈 だ 孔子は 絕えす 努力して 進 
I  み 居る から 一生涯 孔子を 捉ま へる i は 出來な い。 一生涯の みならす 孔 
I  子は 無限に 發 達して 行く 有樣で ある。 それで 迚も 追附 かれない = 孔子に 
i  較ぶれ ば、 顔 回な どは 眇 たる 匹夫 •であ b ます。 そこにな ると 迚も 比較に 
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I ならぬ。 

j  孔子は さぅ 云 ふ 人で ありました が 併し 非常に 謙遜。 . 一方に 於て 孔 

^  kBli-_B-i— 111.111111 1■  tmEmmmmmmmmaiMmmmmMwmmmumMmmmmtmwMwmwmmlmMmMMm 

一 子の 大 抱負の 在る 所が 見えます。 即ち 一代の 道を 以て 自ら 任じ、 一代の 
|  文運を 以て 自ら 任ずる とい ふ大 抱負が あつた。 さぅ 云ふ大 抱負が. ある 
$  と 同時に 非常に 謙遜で あつた ことが 見え ま 又 例へ ば 孔子は 「文 莫 一一 吾 猶 
i A 也。 躬行 君子； 則 吾 未， 之 有 P 得 1_° 君子と 云 ふ 程に 自分は 未だ 實行が 出來て 
一居らぬ。 自分は 君子の 境遇まで 達して 居らぬ と 斯樣に 謙遜して 居られ 

ル 

一 る。 况や 聖人な ど、 いふ ことは 尙更 謙遜して 居られる。 「若 fe * 仁。 則吾豈 

一 

_  敢。」 聖人と 仁を 行 ふとい ふことは 到底 我等の 及ぶ ところでは 無い と 言 

一 つて 居られます。 此外 謙遜して 居られる 言葉を 擧げ ましたなら ば 幾ら 

ン 

|  もあります がそれ は 姑く 措きまして 論語の 中に 孔子を 形容して 「溫良 
一 恭謙 讓」 とい ふ 五 字を 用ゐて 居る。 此五 字は 能く 孔子の 人格を 形容した 
一 ものと 言つ て 差 支 あらませ ぬ。 其 謙譲と いふ 最後の 二字は 無 かるべ か 
一 らざる 文字であります。 一方に 大 抱負が あ b ますけ れ共决 して 傲慢な 


\  る 人では 無い。 孔子の 人格は 槪略今 御 話した 積り であります が、 併し 最 

ル 

I 後に 少し 附け 加へ て 申 上げて 置かぬ ければ ならぬ。 孔子の 人格は 偉大 
一 であつ た ♦か 孔子の 感化 力と いふ もの も 亦 非常なん である。 孔子は 三千 
一 人の 弟子が 有つ たと 史記 にあります。 三千は 成數 を擧 けた 譯であ り ま 

ル  • 

一 せ  > っけれ A 大勢 あつたに 違 ひない。 その 中の 七十 人 ばか b, は 最も 優れ 
$  て 居りました もので 隨分 マァ當 時に 在つ ては 弟子 ♦か 多 かつた 方で あ 
I  b ます。 併ながら その 弟子と いふ 者は 皆 孔子の 感化を 受けた ことが 甚 
" しかつた のであります から 到底 孔子の 弟子は 獨 立の 思想を 述べる こ 
一とは 出來な い。 自分の 行きたい 道を 行く ことは 出來な い。 又 中には 隨分 
一 粗暴な 人 も 居つ た。 例へ ば 子路 などと いふ 樣な 粗暴な ことを やり 兼ね 
I  まじき 人が 居つ た。 子路は ナカく 膂力も あり、 或 時は 怒つ たこと も あ 
一 るけ れ 共 ? L 子に 逢つ ては どぅも 仕方が無い。 孔子の 弟子は 皆 孔子 風に 
一 感化 3 れて おとなしくな つた。 そこで 獨 立の 思想を 述べて 世に 現 はれ 
；  て來 ると いふ ことは 出來な い。 皆 孔子の 範圍 內にス ッカ リ薰陶 されて 
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仕舞つ た。 薫陶が 餘 b に 能く 行 屈いた i いふ 程 行 渉りました， それで 孔 
子の 門下には 自分の 思想を 大に 鼓吹して 出るな どと いふす ばらしい 
一勢 ひの 者は 出て 居らぬ。 顔 回と 雖も 唯々 論語の 中に ァ チコ チ 其 言つ た 
i  ことが 現れて 居る 位で ァ 、云 ふ斷片 的の 訓言が 諸處 にある 位で あり 
i ます。 决 して 之と いふ 主張は 無い。 皆 孔子の 眞 似であります。 餘 りに 孔子 
に 感化せられ て 仕舞つ た。 それで ジクラ テ ー ス に比べて 考 へる と大變 
違 ひます。 ソクラ テ ースの 弟子は 思 ひくに 頭角を 露は して 來た。 色々 
一 な 哲學 派が 出 來て來 ました。 孔子の 後に も學 派は 出來 たけれ 共ソ クー フ 
テ ースの 後に 出た 學派な ど/^ は 餘程違 ふ。 此處に 抑々 西洋と 東洋との 
一學 問の 違 ひが 萠 して 居る。 孔子の 敎は其 後 子 思と 孟子と を 得た ので 大 
に 後世に 勢力を 發展 した 次第であります。 

| 孔子の 孫に 當る子 思が 中庸を 著は し、 それから 孔子ょり 百年 ?: ® • て、 
i 子 思の 系統を 傳へた 孟子が 孔子の 學 問を 繼續 して 主張した。 それで 子 
一思と 孟子を 得て 孔子の 學問が 一餍 勢力を 發展 した 次第であります。 所 


が 孟子で も 孔子ょり 百年を 隔て ゞ居 つたから アレ 丈け になつ たので 
孔子に 逢つ たなら ば S 也 非， 一爾 W 及 也。」 と I 言の 下に 斥けられた に 違 ひ 
ない。 孔子は 言に 訥に して 行に 敏な らんを 欲する のであります から 孟 
I 子の 樣に 盛んな 議論を して 居つ たら 忽ち 一喝され て 小さくな つて 仕 
一 舞 ふで ありませ ぅ。 孔子は ナカ/、 强い 言葉を 用ゐて 門弟 子を 此 評し 
\ て 居られます。 「柴也 愚。 參 也魯。 師也 辟。 由也喑 ノ とい ふ樣に 一言で 以て 酷評 
| を 下した のであります。 それに S して 誰も 何 i も 言は 無い。 どぅも^ j 子 
一 の 道德の 盛んなる" その 人格の 大なる が 爲に 何とも 言 ひ樣が 無い C 單 (: 
一敬 服す るょり 外 無い。 孟子は 百年を 隔て、 孔子の 叱を 受ける ことが® 

I  いから 氣隨氣 儘に 大氣焰 を 吐いた。 けれ 共 それは 無る 可らざる ^ であ 
ります. 孟子が 獨 り 孔子の 學派 と」 て大に 氣焰を 揚げた Q であります。 
一 彼の 著書が 後に 至つ て 四書の 中に 加 へられた とい ふ 事は 非常な 光榮 
一 である。 又 孔子の 敎 を發揚 する 爲 にもな つたので あります。 

孔子に 付て 考 へます ると いふと、 まだ 色々 御 話したい 事もゐ ります る 
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\  けれ 共餘り 長くな， P ますから もう 御 話を しませぬ が 孔子は 第一 是ま 
一で 述べました 所で も 分ります る樣 にどう しても、 世界の 偉人 中に 於て 
j 敎育 家の 模範と して 最も 傷の 少い 人ぢや 無い かと 思 ふ。 先刻 加 藤さん 
I  が 孔子を ソクラ テ ー スに 比較な すつ た樣 であります。 大體加 藤 博士は 
孔子に 付て 穩健な る說を 述べられました が、 ソク ラタ ー ス と比べて も 
\  ソクラ テ ースの方はどうもナカ^-圭角が多い。ンクラテースはナカナ 
一 力 議論で 以て 人を や b 込めた 人であります。 市場へ 行つ て 誰でも 捕ま 
\  へて 議論を して， 何 處迄も 窮追した。 それで 怨を 買いました。 孔子は さう 
\  云 ふ 事は やらぬ。 孔子は 誠に 中庸を 得て 居る。 孔子の 門下に あつて は 皆 
一安ん じて 樂んで 學に 就く ことが 出來 る。 極端まで 窮追して 精神 上 殺さ 
|  すん ば 止ます と 云 ふところまで 行かない。 ナカ^- M 々然として 餘裕 
を存 して 春風の 如くに 薰陶 して 行く ところ 實に 尋常なら ざる 處があ 
|  り ました。 さう して 多くの 古今の 偉人は 非常な 並 外づれ たこと をして 
| 居る。 例へ ば此 世の中の 血 緣を絕 つて 出家す ると か、 或は 毒を 服 ませら 


一れ て 牢獄の 內に 死ん， たと か、 或は 磔 殺されて 非命 (: 斃れた とかい ふ 事 
一が あるが 孔子には さう 云 ふ 事は ない。 孔子は 一生が 誠に 穩かで 一家の 
一 父と して 而も 妻 も あ b、 子 も あり、 それに 子 思の 如き 優れた 孫が 出來た 
一決して 世の中を 忘れた 人で 無い。 世の中を 脫 離した 人で 無い。 世の中に 
一居つ て 普通の 人ょ b 迥に脫 出して 居 b ながら 矢 張 世の中の 爲に 働い 
j  て さう して 千載 道德の 師とな つた。 さう 云 ふ 人を 求める と 非常に 少 い。 
\  マ ァ 孔子の 如く 偉大なる 人物で 以てさう 圓滿に 近い ものは どうも チ 
ー ョッと 搜し當 てること が 出來 ませぬ。 マァ 孔子は 最も 圓滿に 近い 人で 
世界の 人間の 歷史に 於て、 聖人と も 言 はれる 程 傑出した る 人格で あ b 
ます。 眞に敎 育 家の 模範であります。 今日の 學 校の 敎員は その 人格を 模 
一範と する が 最も 宜い 。敎 員は 妻子を 棄て 5 山に 這 入る 方 ♦か 宜しい とい 
一 ふのぢ や 無い。 立派に 此 世の中を 經營 して 行く が 宜しい。 孔子が 手本を 
/  示して 居る。 どうも 其點 から 言 ふと 孔子は ナカ^'^ ■立派な 手本を 一习し 
一た と 言は ぬければ ならぬ。 
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それで 孔子の 敎に依 つて 起つ て 來 ました 儒敎 とい ふ ものは 先刻 も 加 
\ 藤 博士が 宗敎で 無い と 言 はれました。 固ょ b 宗敎 とは 違つ て 居ります- 
j 併ながら 形は 宗敎の やうな 形を なして 居^ S ます。 是はマ ァ德敎 と 言つ 
たなら ば 宜しう ございませう。 孔子の 此道 德の敎 から 大な る德敎 とい 
ふ ものが 支那 朝鮮 日本 その他の 國土に 起つ て來 たので  6 り^- 5  >  フ 
\  云 ふ德敎 とい ふ ものは どうも 廣い 世界の 歷史に 無い 樣で あります。 ど 
一う も斯 かる ものは 無い。 ヵントの 哲學 から ヵントー 漩の學 派が 起つ て 
一居り ます けれ 共德敎 とい ふのと は 違 ふ。 それは 哲學 派であります。 その 
一. 哲學 派の 中には 偸 理學者 もあります けれ 共 儒敎の やうな 工合に 發達 
して 來て 居る のでは 無い。 矢張り 哲學で あります。 哲學は 又 孔子の 德敎 
とは 自ら 區別 せぬ ければ ならぬ。 孔子は 全く 一の 大なる 宗敎の 如き 德 
敎を產 み 出した。 さう 云 ふ ものは 何處 にも 無い。 

~ 一  尙 進んで 考 へて 見ます と 斯う 云 ふ 事が あると 思 ふ。 今 m の 世の中は マ 
\  ァ 非常な 變動 を來 して 居ります る ♦か、 殊に 大な る變 動の 一つは 東 西洋 


3 

力 


の 文明が 次第に 接觸 して 融合 調和し やぅと して 居る。 さぅ して 幾ら 
融合 調和され つ、 ある。 其 融合 調和を 日露 戰爭が 更に 大に 促した やう 
であ b ます。 アレから 又 一生面を 開いて 此 世界の 文明 國の種 々なる 思 
想を 渾 一して 文明 社 會全體 の 統一的 思想を 作らう として 居る 樣で 6 
ります。 所が 此間に 於て 我々 の 注目すべき もの •か 一つ あると 考 へる。 そ 


れは彼 日露 戰爭の 際に 我 邦が 戰爭の 方に 於て 赫々 
b で 無くして 戰 の 副 產物 として 日本 民族の 實に 
神を 世界 (: 發揚 したので あります。 その 世界に 發揚 
の 精神は 何處か ら來 たかと 言 ふと 實 は從來 日本 {: 
斯かる 機會を 經て顯 現した ので ある。 斯かる 人間の 
必す しも 宗敎の 名 (: 拘はら t' 、 必 す しも それ以上の 


の 功を 奏した ばか 
澗大な る 人道の 精 
した 濶大な る 人道 
伏在して 居る 者が 
行 ひに 關 する i は 
のによ つて 勝敗 


も 


が 決せら る/一ので ぁる。 即ち 露國が 基督 敎國を 標榜して 日本を 攻めた 
にも 拘ら す、 日本が 勝つ た。 日本は 此 正義 人道を かざして 戰を宣 して 敵 
國の 基督 敎を 標榜して 來 るに拘 らす 我の 方 /J> 勝を 制した。 その 宗敎の 
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一名と いふ ものは 抑々 木で ある。 キシ ネフに 於て 露國の 基督 敎徒が 猶太 
一人を 虐殺した 時に それが 基督 敎徒 たるの 故を 以て 之 1: 寬恕 する 譯に 
\  はいかぬ。 基督 敎徒 であらう が、 何で あらう が、 猶太 人を 虐殺す ると いふ 
一樣 な斯 かる 人道に 反した ことは 矢張り 世界の 人類が 均しく 非難す る 
\  所であります。 又 亞米利 加の ヵリフ オル ーー ャ人が 日本人を 虐待す る や 
一うな 事が あれば 矢張り 人道が 許さぬ。 その 一局部の 利害の 爲に 人道を 
: 曲げる 譯には いかぬ。 それ •か 基督 敎 徒の 所爲 であると 言つ て 之を 寬恕 
j  する 譯に はいかぬ。 佛敎 徒が 如何に 高尙 なる 哲理を 持つ て 居らう が 今 
\  日の 人道に 適は ない 事を すれば 矢張り 非難を 免 かれない。 さう 云 ふ H 
:一 合に 如何なる 宗敎 であらう が 何で あらう が、 その 名目に 拘らな い。 それ 

八 

|  以上に 人間の 目的が ある。 人道は 一宗 一 数の 私すべき もので 無い。 總て 
\  の 人類に 共通すべき 人道は 東 西洋の 文明の 融合 調合され る 間に 發展 
一  して 來居 ると 思 ふ。 その 實を言 へば 我は 何 宗何敎 を 奉じて 居る から 正 
一し いと かいふ 事は 無い。 歸する 所は 其 何 宗何敎 (: 拘らす その 實 行して 


一居る ところが 人類 全體の 目的に 合して 居る や 否と いふ 事實 •かその 名 
一 目ょりも 迥かに 貴い ものであると 考へま す 0 

一所が 孔子の 仁と いふ ものは 今日の 人道の 考に 合して 居ろ。 孔子の 仁は 
一 今の 如何なる 特殊の 宗敎 宗派ょ b も 以上 (: 出て 居る ものであります， 
，一 そこで 此 講堂であります が、 此 高等 商業 學 校の 學生が 精神 上に 關 する 
( 說を聽 きたいと いふので、 村上專 精， 海老 名 彈正二 氏と 私と 三人 此處で 
へ演說 した ことがあ b ます。 其 時 私は 斯う 云 ふ 事を 言 ひました。 佛敎と 基 
一督敎 とは 譬へば 餅と 酒の やうな もの：； T 佛敎が 餅で あれば 基督 敎は酒 
一：  である。 餅を 喫べ たい 者は 村 上さん の 所へ 行つ たら 宜か らう。 酒の 好き 
な 者は 海老 名さん の 所へ 行つ たら 宜か らう。 それは 勝手で ある。 但此人 
間の 守るべき 日常の 道德 とい ふ ものは 日本で 言へ ば 御飯の やうな 物 
;;  である。 是は每 日 無 かる 可らざる ものであると 斯う 言 ひました。 それで 
一 今日の e 本の 敎 育に 照し 合は せる と、 孔子の 敎 •か 大な る關 係を 持つ て 
j 居る。 孔子の 說かれ た敎 とい ふ ものは 今日から 見れば 勿論 加 藤 博士の 

附錄の 四  孔子の 人格 L1 就いて  七三 九 


.附鉉 0 匹  孔子の 人栳に 就いて  七 四 〇 

言 はれた 樣に 完全 無缺 とい ふやぅな ことは 無い。 それは 孔子 も 充分 こ 
知つ て 居られた ので、 「後生 可 fe」 と 言は れた 。若しも 後世の 人が 時勢が 變 
つて 居る のに か 八 張り 孔子の 說 いた 通りに 說 いたなら ば それは 畏る可 
きぢや無い。「後生不，足萇。」だ。けれ共時勢が次第に變つて行くのみならや。 
「逝者如 ^ 夫。不 # |1晝夜1」ズンく*/、此低の中は變遷して行き居る=先き 
/、 を 見る と 如何なる ことになる やら 分らぬ。 それで 「後生 可 ® ? の 嘆が 
ある 次第で あ b ます。 孔子 も 固ょり 今日に 在れば その 時の 樣な 事は 說 
かない 筈 だ。 さぅ して 易の 繫辭 に變 通と 云 ふこと が ある。 人は 變通を 知 
らな ければ 行かぬ。 時勢 境遇が 變れば その 變つた 時勢 境遇に 適應 する 
樣に 德敎を 立て ゞ來な ければ ならぬ。 易の 繫辭に 所謂 變通は それを 意 
味して 居る のであります。 處が 今日では 日本の 敎育界 の 道德 とい ふ も 
のは 敎育動 語に 依つ て 大方 針が 示されて あります が、 それは 孔子の 想 
敎と 親密なる 關係を 持つ て 居 b ます。 孔子が 說 いた 通りでは 無い けれ 
共 孔子の やり方と 餘程 似た 所が あるので ありま T -そ れで 孔子 5: 祭る 


'> とい ふ 事は 日本の 敎育上 重大な 意味 5: 持つ て 居る。 それで 今日で も斯 
\ う 云 一 ふ 事が あります。 歐羅 巴の 形勢 5: 見る に敎 育は 次第に 宗敎 の關係 

〈  II  -  1  f  -  ■  .  _ !.  I  1. —  mr— ― -  I.  -I  .  J - ■,  I - ■■-  I 

一を 離れて 來 居る。 即ち 英國で 見ます ると 敎育 法案が 出て 屢 々敎 育を {ボ 

一 

一敎の 手から 離す ことを 試みて 居る。 未だ 充分に 成功し ない けれ 共い つ 

かは 是が 成功す る (: 違いない。 又怫蘭 西の 如き 疾 くに 宗敎を 離れた 德 

一 育を 施して 居ります が、 尙 カトリックの 坊さんが 干渉して 居る 學校 •か 

I  あ b ましたが 是 等の 學校も 又 坊さんの 手から 離す MJ を 試みて 已 に 成 

\  功した のであります。 さう 云 ふ 傾きは その他の 歐羅 巴の 諸國 (: も餘程 

I  あるので 丁度 先月で ありました。 傲 蘭 西の ヴァレットと 云 ふ 人が 手紙 

I  をょ こして、 メル キュリ^ — 〇 いふ 雜誌 を發行 すると 云 ふこと であるが、 

それは 斯かる 思想の 傾向を 代表す る ものである さう で  J の  b i -6  さ  >フ 

一 云 ふ 工合に 歐米 、マ ァ重 もに 歐羅 巴では 敎 育を 宗敎の 手から 離す 傾向 
;  •  i  , 

\  が 起つ て來て 居る" それで 全體 の ; tri: 會の 有樣が セキ ュラ リゼ ーシ ョン 

一を やつて 世間 1: 近寄つ て來た 。それは 獨り敎 育の みでは 無い。 總 ての 事 
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一 

\  が 古代の 宗敎 の關 係を 離れ、 殊に 敎 派の 關 係を 離れて さう して 發展し 
\  て 行く 有樣が 見 ゆるので あります。 敎育も 矢張り 全體の 潮流と 伴つ て 
一 次第に 寺院から して 獨立 する 傾きが あります。 その上に 又 近世に 至つ 
，ては 歐米 諸國に 倫理 運動と いふ 者 か 起つ て 居ります。 即ちエ ーチ ッセ 
ー ペグ エ ー グン グ とい ふので あります。 倫理を 以て 宗敎に 代る 樣な 地位 
\  を 取つ て 居る もの-でありま^'。 さう 云 ふ偸理 運動な ども 歐米 諸國に 在 
\  るので あ^ \ ます。 倫理 運動の 精神と 孔子の 敎と いふ ものは 大變 似た も 
一 I  のであります 。倫理 運動 も 德敎を 立つ る爲め の 運動で あう まする が 孔 
|  子. はさう 云 ふ 運動に 先つ て 二 千 四百 餘年 前に 旣に 德敎を 開いた ので 
|  あります-。 それで 此 支那 日本に 限らす 總て 東洋 諸： 國は 他の 宗敎も ある 
\  けれ 共 斯う 云ふ德 敎に對 して 長い間の 習慣を 作つ て來 たので ありま 
\  す。 それで 今日 亜に 今日 以後の 日本の 敎 育と いふ ものは 大體 孔子の 人 
一 格と いふ ものが 敎育 家の 手本と なる であらう。 敎育 家の 手本と しては 
\  最も 完全に 近い ものであると 考 へます。 固ょり 其 他の 古今の 偉 A とい 


\  ふ もの も 矢張り 思 ひ^-の 手. 本と して 差 支ない •總 ての 偉人 傑士の 長 

故 

i  所を 學ん でも 差 支ない。 又 誰に も それを 勸め るので あります るが、 靑年 
の爲に 又敎育 家の 爲 に 孔子は 最も 模倣し 易い 手本を 示した と考 へま 
する から 聊か 今日 此 所感を 述 V て 置く 次第で あ & ます。 (拍手) 

(明治 四十 年 四月 二十 八日) 
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附錄の 五 

儒教の 長 處短處 (哲 學會 講演) 

私は 今日 儒 敎の長 處短處 とい ふ 事を 演題と して 演說を する 積， りで 
\  あります 〇初、 宗敎と 德敎と 云 ふ 題に して 置きました が 私は 矢 張 b 儒 
敎の長 處短處 を神髓 骨子と して 宗敎 と德 敎の關 係を 述ぶる 積り であ 
\  b ましたから ァ 、云 ふ 題では 少し 私の 趣意が 分 b 兼ぬ ると 思うて 後 
I  から 斯う 云 ふ 風に 演題を 變更 いたしました 〇 炖 演題を 擇び ました 趣 
\  意を 劈頭 第一に 述べて 置きたい ので あ b ます 〇それ は 近 來儒敎 復活 
一 論を 唱 へる 人が 往 々有 b まする からして 其儒敎 とい ふ ものは 何う 云 
I  う ものである か、 私の 硏究 した 立場から して 御 話を しょうと 思 ふので 
I  あ ります。 

\  儒敎 復活 論と いふ ものが どうして 我 日本に 於て 近頃 唱 へられて 來 

\ 

一 たの か、 それを 考 へて 見ました 所 ♦か 種々 なる 原因が 有る やうで ありま 
附錄の 五  儒敎 ？ 長 毖短處  七 四 五 


附錄の 五  儒敎の 長 處短處  七 四 六  丨 

す 〇是は 全く 人に 依つ て 違 ひます の 5 或 人は 子供の 時に 經書 などを 

'一  '' 

〆  V.  su\ 

讀んで 置いた のが 久しく さう 云 ふ 事は モゥ 打 忘れて 仕舞つ て 居つ た 
所が 近頃に なつて どうも 舊 との 經書が 面白い 欉にな b T 度鄕 里を 久 
しく 離れて 東京な どに 來て 居る 者 ♦かどう やら 鄕 里に マ ー遍 歸 つて 見 
たいとい ふやうな 感じを 生す るのと 同じ 譯で 、幼 さなき 時に 大學 中庸 
論語な どを 讀んで 居つ たので マ ー遍 そこに 立 返つ て 見たい とい ふ感 
じの 人が 有る 樣でゐ る。 さう 云 ふ 人が 儒敎 復活 論を 唱 へて 居る； が 
あります 〇是は 確かに 其 人が あります が 名は 姑く 御預 りに 致して 置 
きます 0 又 中には 斯う 云 ふ考の 人が 有ります、 敎育 勅語が 日本の 敎育 
の 大方 針と なつて 貴ばれて 居る が 敎育 勅語 丈け では 何だか 物 足らぬ。 
何 か 敎育勸 語の 极抵 ともなるべき 樣なモ 少し 廣沉な る 原理と 言 ふか、 
敎理と 言 ふか、 さう 云 ふ ものが 必要で あると いふ 事から して 丁度 それ 
には 儒敎が 天を 說 いて 居る から ァ V を 持つ て來れ ば 勅語に も 相戾ら 
ぬ ◦勅語の 足らざる 所を 補充して 行く のに 非常に 都合が 好い とい ふ 


やうな 考で 儒敎 復活を 唱 へて 居る 人 もあります 〇又 中には 單に 古典 
を 貴ぶ 精神から して 經書を 大に讀 まぬければ ならぬ 〇今 日の 靑年は 
經書 を讀 まない ◦どうか 今日は 儒敎を 復活 させて 靑 年に 古典を 讀む 
習慣を 附け させたい とい ふ樣な 考か ら儒敎 復活を 唱 へて 居る 人 も あ 
うます。 此場 合には 古典 崇拜の 念が 主と なつて 居ります？ それから 
又 斯う 云 ふ 人が あ b ます ◦どうも ® 敎だの 基督 敎だ のとい ふ 宗敎が 
あります る けれ 共 亦 宗敎に 賴ら ない と 云 ふ考の 人が ある 〇さう 云 ふ 
考の 人は 佛敎 にも 基督 敎にも 賴らな いけれ 共 何 か 矢張り 據ろが 無く 
ては 寂しくて 困る からして， それには 丁度 儒敎 とい ふ 者 ♦か あるから 之 
に賴 らうと 斯う 云 ふ考〇 此考の 人に 又 二通り ある 〇元 來宗敎 なんと 
いふ ものは 少しも 取らないで、 宗敎は 無用 •たけれ 共 儒 敎の樣 な 德敎は 

-十 

大事な も 0 である、 儒敎は 立て ゞ置 くが 宜 い. と 言つ て儒敎 復活 論を 唱 
へて 居る 人が 有ります。 モゥ ーつの 種類は 元 來怫敎 若く は 基督 敎の 
樣な宗 敎を 信じて 居つ た 人 だけれ 共 其宗敎 心は 次第に 冷却して 仕舞 
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|  つてもう 宗敎に 立 返る やうな 考が 無い 〇宗敎 は 嫌に なつて 變 化して 
仕舞つ た Q それで 玆に唯 一の 賴るべ きものは 儒敎 である、 と 云 ふ考を 
\  起して if 敎 復活 論を 唱 へて 居る ので あ b ます。 甚だしき は 以前 & ® 
\  をして 盛んに 說敎 をして 居つ たやうな 人が 今は！！ 敎 復活 論を 唱 へて 
一 居る。 實 に變れ ば 變る 世の中 だと 思 ひます 〇色 々私は 考 へて 見 まし 
|  たが 此 四つの 動機が 有つ て さう して 此儒敎 復活 論と いふ ものが 唱へ 
られで 居る 樣でゐ ります 〇 

付きまして は 此儒敎 とい ふ ものは どう 云 ふ ものである か、 それを 先 
づ明か にせぬ ければ なり ませぬ が 何分 儒敎 のこと を さう 今日 私が 此 
一 處で 詳しく 御 話す る こと も出來 ませぬ のであります 〇唯 i 玆 に儒敎 
とい ふ ものは どう 云 ふ もので 2) るかと 云 ふ 事を 始に 簡單に 述べぬ と 
\  先き の 長 處短處 が 辨せ られ ませぬ から 極ぐ 簡單に 述べて 置き ませう 
\  が、 儒敎 とい ふことは 極く 漠然たる 言葉で 儒敎は 何で. あるかと いふと 
\  其 答は 決して 一言には 出來 ない ことにな つて 居ります 〇矢 張り 基督 


敎 でも それが 何で ある とい ふことは 決して 一言では ナヵく 答へ 難 
いもので ある 〇怫敎 でも その a りであります 。そこで 儒敎も 矢張り 
その 通りで 儒敎は 何で あるかと いふと チ ヨト 簡單に 答へ る ことは 出 
來 ミい 〇儒 とい ふ i は 天地人に 通す る 之を 儒と 謂 ふな ど i 言つ て漢 
の 頃の 人が 定義を 下しました。 甚 だ 漢 とした 定義であります るが さ 
，フ云 ふ 事を 言つ て 居る 者 も あちます 0  ® とい ふことは 詰り 支那では 
まあ 學 者の 事で あると 極く 平た 4 解釋 して® いて宜 炉 らうと 思 ひま 
す ♦か 併し 學者と 言 つても 色々 あ b ますので、 儒敎は 支那の 或 # 類の 學 
者 丈け に附 けた 名であります 〇然 らば どう 云 ふ 種類の 學 者 -t B つた 
かとい ふと 是は 誰でも 孔子の 學說を 奉じて 居る 人々 であると 斯う 云 
ふ考 •か pit くで あ b ませう 〇成程 それに 相違ない け •れ共 それでも 未だ 
需敎 とい ふ 意味は 盡きて 居らぬ 。孔子は どう 言つ て 居られる 炉 、述而 
不 /作。陰 而 ? 古。 と ある ◦矢張り 昔から 在り 來 つた 敎を 自分 ♦か 紹いて 居 
ると いふ 考であ b ますので、 又 孔子の 系統を 紹いで 行つ た 人は 孔子の 
附錄の 五  儒敎 Q 長 處短處  七 四 九 
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敎を紹 いで 段々 先き へ 行つ たので ある。 どれが 儒敎で あるかと いふ 
と餘程 それは 言い 惡 いので あ h ‘ ます。 併ながら 儒敎 とい ふ 者は 支那 
の古來 から 發 達して 來た德 敎〇そ の 德敎は 主として 孔子に 依つ て 建 
設 された のであります けれ 共 孔子が 全く 一人で 作 b 出した 者ぢや 無 
い〇孔 子の 創意に 出で たとは 言へ ない 〇孔 子は 昔から 在り 來 つた 者 
を傳 へた ◦勿論 自分が それに 餘程附 加へ た 處が あるとは 思 はれます 
る. けれ 共 全く 自分の 一家の 見解と いふ やうな 考では 無い ので ありま 
す。 述 而不/ 作の 意味は 何處 までみ ある ◦どう 云 ふ 人の 敎を傳 へた か 
とい ふ r こ 堯舜禹 湯 文武 周 公と いふの が 孔子の 敎 の本づ く 所で ありま 
すっ 堯舜 ょり 前に も 支那に 帝王は 有りました けれ 共 それらの 人は 孔 
子の餘 り 尊崇す る 所で 無い 〇それ であります るから して それらの 人 
は 論語の 中に ーヶ所 も 出て 來 ませぬ ◦例へ ば 伏羲神 農、 黃帝 とい ふや 
うな 人は 堯舜の 前にあります けれ 共 ーヶ所 も 論語の 中に 出て 來 ませ 
ぬ。 大學 中庸 孟子 杯に も 殆ど 出 ませぬ 〇神 農と いふ i は ーヶ所 孟子 


I  の 中に 見えます けれ - fh ハ 別段 神 Js の 敎を 引用した 課で も 無い 〇重 も 1: 

I 堯舜禹 湯 文武 周 公を 稱賛 して 悉く 之を 尊崇して 居ります 〇隨 つて 孔 
I 子の 敎を紹 いだ 人、 例へ ば、 孟子の 如き も 矢張り さう 云 ふ 人を 尊崇し 支 
\ した。 さう して 敎は 矢張り 堯 舜の敎 である 〇堯 舜の敎 ♦か 段々 傅は つ 
j  て 孔子に 至つ て 大成した ので あ b ます。 孔子 ♦かそれ を 大成して 門弟 
\ 子に 傳へま した。 門弟 子の 中で 重 もに 孔子の 敎を 翼賛して 擴げた も 
一 の •か 四 人 あ b ます 〇 孔子 自ら 左樣に 認め f: 弟子が 四 人あります。 そ 
\ れは子 貢 •か 一人、 子路が 一人、 子 張 •か 一人、 モク ー人は 顔 回、 この 四 人 ♦か 孔 
|  子の 敎を 翼賛して 大に 發展を 助けた 〇そ こで 孔子は 此四 人を 自分の 
\  陧 友と 言つ て此四 人の 助を 受けた ことを 孔子 自ら 述べて 居る 〇漢の 

伏 勝が 尙書 大傳に 出て 居ります 。顔 回は 孔子の 弟子 中で 德行 第一で 
\  あつた 0 それで 能く 孔門の 諸 弟子を 親和 させた ので ある Q それから 
\ 子 貢と いふ 人は 論語に も 言語には 宰我子 貢と ある やうに. 辯 舌の 達 若 
一 な 人で ありました c llt 人が 孔子の 德をァ チコ チ吹聽 して 廻は つた Q 
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游說に 長け た 人であります 〇殆ど 蘇秦張 儀の 如き 人でありまして ナ 
力^^ 辯 舌が 達者で あつた。 それから 子 張と いふ 人は 禮義に 長 じて 
居つ た 人で 是は 人が 孔子に 逢 ひに 來れば 孔子が 禮義 正しい 上に 更に 
子 張なる ものが をの 間に 立つ て 一層 威儀を 形づくつ たのであります 0 
人が 來ても ナヵ^^- 禮義 正しくして 秩序を 紊さぬ 樣に 努めた のは 子 
張の 力に 依る C 即ち 大いに 孔子の 威嚴を 高める に與 つて 力 あつた 人 
であります ◦子 路と云 ふ 人は 壯士の やうな 人で 孔子の 多くの 門弟 中 
一番 M 力の あつた 人で あ b ます。 子路は 孔子と 雖も 直言 憚らぬ f こ 云 
ふやうな ことが 有つ た 位であります 〇をれ はどう も 度々 であります 0 
子路が 一番 直言 禪らず して 孔子に 向つ て 何 や 角 や 言つ て 吾る 〇又孔 
子 も それに 依つ て大に 啓發さ れて 子路の 言つ たのを 採用した こと も 
ある 〇又 採用し ないで 一言の 下に 子路を 斥けた こと も ある 〇或時 子 
路が 政を 問うた 時に 必 也 -JE 名 乎と 孔子が 言つ たこと が ある 〇さ うし 
た 所が 子路が 言 ふに 有 ^ 疋哉、 子之迂 也。 奚其 正。 さう 云 ふ 迁濶な 事を 先生 


\  仰し やつち やい け ませぬ、 名なん ぞ 正して 居つ ち や 間に合は ぬと 言つ 
た 所が、 孔子は 甚だ 强い 言葉を 以て 答へ て 日く、 野 哉 由 也。 君子 於 „ 其 所， 不 
^0 。 蓋 闕 ■如 也。 鄙し い 性質の 者で ある ◦さう 云 ふ 知らない 事を 言うて は 
いかぬ、 知らない 事は 知らぬ として 默 つて 居るべき であると 言つ て 一 
言の 下に 斥けて 居ります。 矢張り 孔子の 言 はれた のは 意味が ありま 
I  す。 名を 正す ^ んと いふのは 何でも無い^^ ^ 事であります が、 その 1¢ 
の國 情に 照す とい ふと 大に 意味が 有る MJ であつ た〇 さう 云 ふ 工合に 
子路 とい ふ 人は 構は す やつて 居る。 陳蔡の 間に 孔子が 大に 困難した 
j  時 も 子路が 頻に 孔子に 詰問を した ことがあ らます。 その 時に 顔 回は 
食物が 無い から 默 つて 大人しく 草を 拾うて 居つ た。 孔子は 琴を 彈じ 
て 居られた とい ふこと であります 〇處が どうも 食物が 無くて 堪 へら 
j  れぬ樣 になつ た G あの 時論 語に どう 事 ふ 事が 書いて あります かとい 
|  ふと 子路は 孔子に 向つ て 君子 亦有麁 乎と 言つ た。 他の 人は 決して 言 
はぬ ◦子路 は 始終 斯う 云 ふ 事を 言 ふ 〇君 子の やうな 人で も 斯う 云 ふ 
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風 に 困 る ことがあ b ネ 6 すか. とい ふ 質 問 ^=5 して 居る。 そこで 孔子の 答 
に 君子 だ つても 困る ことは ある 〇君 子は 尙更 困る 〇何 故なら ば 君子 
は 道を 行 はんが 爲には どんな 艱難で も經て 行かぬ ければ ならぬ から 
尙更 困る ♦か 小人 窮斯 濫矣 であつ て 小人は 窮 すると 亂暴を やる、 泥坊な 
どを やる。 君子は それは やらない とい ふこと を 答へ てあります 。何 
時で も 孔子の 答が 立派で あるから 如何に 子路が 勇氣が 有 つても 孔子 
に 向つ ては どうす る こと も出來 ない 0  一  體子路 は 初、 孔子の 門弟 子に 
ならぬ時には孔子を侮つて居つた〇 ァレは 史 記の 仲 尼 弟子 傳にあ り 
ます 〇子路 は 腕力が 有ります から 孔子なん て 何物 かと 思つ て 居た 處 
が 孔子は ナヵ^^ 恭しくて 正しい。 さう して 禮義を 以て 接せられる 
から 閉口して 門人に なつた。 子路 はさう 云 ふ 人で ナヵ—- 勇氣が あ 
る〇さ うして 孔子の 侧に 始終 附いて 居る ◦失敬な 奴が 來 ると H 力で 
やつつ ける。 そこで 孔子を 侮る J が 出來な い〇 孔子の 威嚴を 添へ た 0 
どうも 色々 な 奴が 孔子の 處へ來 る けれ 共 滅多な ことは 出來 ない 〇侧 


に 子路の やぅな 腕力の 有る 人が 居つ て壯士 などが 來 ると 直ぐ やクつ 
けさぅ に 見える から 迚も 侮る ことは 出來な い〇そ こで 孔子 も大に 其 
i  の 勢力を 發展 する ことが 出來た Q_ それで 顔 回、 子 K 、 子 張、 子 路の郤 合 四 
|  人を 四 友と するとい ふこと を 述べて 居る 〇所が 此 外に 孔子の 學問を 
\  後 (: .傳 へた 人が 1) る。 それは 曾 子です 。曾 子は 十哲の 中に 這 入つ て 
|  居らぬ 。それから 子 夏であります ◦子 夏は 文學 には子 游子 夏と あつ 
|  て 十哲の 中に 入れて ある 〇あの 子 夏は 曾 子と 同じく 儒敎の 系統に 多 
一大の 關係が ある。 子 夏と 曾 子とは 儒敎發 M に 最 影響を及ぼした 。就 
|  中 曾 子は 孔子の 學 問の 最大 事な 所 即ち 神髓 骨子と も 言 ふべき 方面を 
傳へた 。孔子が 一番 大事な 所を 曾 子に 語つ て 居られる。 參乎： 吾 道 一 
以 K 之。 と 言は れ た〇此 時に 曾 子は 直ぐに 悟つ たから 何とも 質問し な 
いで 唯ノィ と 言つ た 〇或 人が 曾 子に アレは 何の 事 かと 尋ねた 所が 曾 
子は 夫子 之 道 ^ 恕 而己矣 。と 言って 答へ た。 疾 くに吞 込ん •で 居っ たも 
一 のと 見える 〇さぅ 云 ふ 工合に 曾 子は 孔子の 大事な 處を呑 込んで 居る 0 
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I  さう して 曾 子の 言つ た 言葉は 殆ど 孔子の 言葉に 匹敵して 居る 〇 論語 
|  や 孟子に 出て、 居る 曾 子の 言葉は ナヵ^-善， フご ざいます 〇實に 卓 
一絕 して 居ります。 勇氣が 盛んであります。 論語には 臨 一 一大 節 一而 不％ * 
一也。 と あり、 又 孟子には 自反而 縮 M 一一 千 萬 人 一 吾 往矣 。と ある 〇 さう 云 ふ處を 
\  考 へて 見る と 曾 子と いふ 人は 餘程 偉い人で あります 〇そ こで 曾 子が 
I  孔子の 道を 傳 へて さう して 大學が 出來 た。 大學 はどうしても 朱 子の 
\  云 ふやう に 曾 子の 傳 ふる 所と 見える。 大學 には 他の 孔門 諸 弟子の 言 
は | ヶ所も 弓いて 無い 〇唯 ""曾 子 日と いふ MJ が | ヶ所あ ります ◦是は 
一 曾 子の 門人が 書いた もの と 見える 〇或は 始の經 一章と いふ ものは 曾 
I 子が 書いた ので 後は 曾 子の 門人が 書いた もので あらう かと 思 はれま 
一す。 兎に角 大學は 曾 子の 書と 見て 差 支ない 〇 孔子の 學 問の 大事な と 
\  ころが 大學に 書いて ある 〇此 大學に 書いて ある 事を 又 子 思が 中庸に 
\  一層 敷衍して 書いて 居る。 子 思は どうも 曾 子の 學問を 傳へ たものと 
\  見える とい ふ も 0 は 大學に ある ことと 中庸に ある ことと 思咱、 5 の 系統 


\  上 立派な 聯絡が 見える 〇大學 の始に 誠ーー 其 意 一とい ふこと が あつて 傅に 
\  それ ♦か 說 明して あ b ますが、 此 誠の 字を 子 思は 中庸の 极本原 理 として 
\  大に 敷衍して 說 いて 來 たのであります 〇處が 孟子が 又 それを 敷衍し 
\  て 居ります 〇さ うして 中庸と 殆ど 同じ 言葉が 孟子に 見える 。中庸に 
j  ある 言葉が 孟子に 繰 返つ て 出て 居 b ます ◦例へ ば 中庸 (: 誠老 。天 之 道 
\  也。 誠 ^ 者。 人 之 道 也。 とい ふこと があります るが、 孟子の 方には 誠 者。 天 之 
一道 也。 思 « 者。 人 之 道 也。 至誠 而不鉍 者。 未， 之 有 一也。 とい ふ樣な 工合に 思想の 
一 系統が 立派に 見える ◦さう して 又 孟子の 中には 曾 子と 子 思の 事が 同 
\  じ樣に 稱揚 してあります 〇ど うしても 孟子の 學問は 子 思から 出た 者 
\  であります 〇此 思想の 系統は 疑 はれぬ のであります 〇そ こで 四書に 
I  孔子の 書物と して 論語 あ り、 曾 子の 書物， こして 大學あ k 子 思の 書物と 
\  して 中庸 あり、 孟子の 書物と して 孟子 あり、 此四つ が 大事な 儒 敎の經 典 
\  であ b ますが、 是は四 人の 敎 5: 載せた 者で ある ◦是が 鄰 @ の 學 問の 基 

\  礎 的の 者で あると 考へ ます。 此後儒 敎を繼 いで 起つ た 者が あ b ます 

\ 
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一 けれ 共 原始 儒敎 とも 見るべき 者は 四書に 過ぎる は 無し。 論 ^ 大學中 
I  庸 孟子の lit 四つの 書物が 原始 儒 敎の眞 面目を 存 して 居る 者と 見なけ 
I  ればな らぬ 。固ょり 此孔子 、曾 子、 子 思、 孟子と いふ 四 人の 間には 思想の 
一 變遷が あります。 幾らか 變遷 した 所が ある i けれ 共 併し ナヵ-^- 此間 
の關係 ♦か 又 緻密で ある 〇是は 一つの 塊 b と 見て 差 支ない ので ありま 
す〇子 夏の 系統は 別に ある。 子 夏の 學は曾 子とは 餘程 違つ て 居り ま 
す。 子 夏は 文學の 方の 人で 文學に は 子游子 夏と あぅ ます 樣に曾 子と 
は 餘程違 ふ。 曾 子は 餘 b に 文 學に長 じて 居つ たとは 見えない が、 德行 
|家で誠に立派な人格の人0子夏は文學者だ0此人の事に付て色々面 
一白い ことがあ り ます •か 橫 道に 這 入る から 申し ませぬ が 子 夏の 系統を 
I  紹いだ のが 荀 子であります ◦苟 子と 孟子とは 後に 正反對 になつ て來 
|  ましたが 何れも 其、 淵源す る 所は 孔子で 1) b ます 〇孔 子であります け 
\  れ * 孔子の 學 問の 違つ ^ 方面を それ^^ ■傳 へ ^ のであります 〇苟子 

{  !  . 

/  の學 問の 系統は 孔子の 學 問の 神髓骨 子を 得た とい ふ @ にはい かぬ。 


孔子の 學問 の神髓 骨子は 曾 子、 子 思、 孟子に 傳は つたので ある。 さう し 
て荀 子は 與 つて 居らぬ Q 宋學 とい ふ ものは 日本の 古學 者が 頻 に攻擊 
した 樣に 佛敎の 敎理が 餘程這 入つ て 居る から 純粹な 儒 敎では 無い。 
それで 山 鹿 素行、 伊藤 仁齋 、物 徂徠な どが 盛んに 攻擊 した 譯 であります 0 
日本の 古學 派の 人は 悉く 原始 儒敎に 返らう とした 〇直 ちに 孔子の 敎 
を紹 いで 起ら うとい ふ考 であります 。さう 云ふ譯 であります から、 需 
敎の長 處短處 とい ふ ものを 論じます るに 付て は 原始 儒 敎の長 處短處 
として 此處で 論す るので あります 〇宋學 などは 姑く此 處の 問題の 中 
には 入れない 積 b であります から どうぞ その 御 積り で 御聽き 下さる 
樣に 願いたい。 

その 次に 此儒敎 とい ふ ものは 宗敎 とどう 云 ふ 工合に 違つ て 居る か、 
大 體の處 を先づ 述べて 置きたい ◦儒敎 は 他の 宗敎 に比べます ると そ 
の 形式の 上に 於  て 幾らか て 居る 所 も ある 〇  るで 違 ふところ も あ 
ります るが 能く 似て 居る ところ も ある 0  先づ其 似た 方 ？: 言 ひます る 
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と宗敎 が 各： . 怫敎 でも 基督 敎でも . それ  一大 派を なして 居 

る樣 {: 儒敎も チャンと 一大 派を なして 居る 〇儒敎 を© 奉す る 人が 極 
東諸國 には 古 來多數 ありました ので、 その 形式の 上から 言 ふと 矢張り 
宗敎に 似た 所が ある。 ヵントの 哲學 派と いふのと は 大分 違 ふ ◦哲學 
と 云 ふょ b •寧 ■ろ 日 m の敎 として 遵奉して 立て、 居る ので あるが、 或 場 
合に 於て は 儒 葬を やつた こと もあります 〇儒敎 で 葬式を やり 他の 宗 
敎の手を假らぬといふこともあつた位であります〇さう云ふ處が似 
て 居る 〇それ から モク ーつは 儒敎で は 人間以上の 物を 信じて 居る。 
即ち 孔子な どは 天と いふ ものを 信じて 居る ◦天と いふ ことは 嚴密に 
今日から 分析す る譯に はいき ませぬ。 少し 茫漠 として 居る けれ 共 さ 
う 云 ふ 人間以上の 天と いふ やうな 偉大な ものを 孔子が 尊信して 居つ 
たことは 明かで あ、 ります 〇非 常な 大難に 出噙は したやうな 時には 必 
す 天 之未麵 一 一 斯交 一也と 云 ふやうな ことを 言つ て 何時でも 天と いふ こと 
を 出して 來て 居ります 〇 その 天と いふ ものは 果して 西洋の 宗敎 家の 


考 へて 居る ゴッドの やうな もので 有る か 無い かとい ふことは さう 明 
瞭で はない。 そんなに 精細に 解釋が 與 へて 無い 〇與 へて 無い けれ 北 ハ 
その 人格 的 ゴッドの やうな 處も 幾らか 見 ゆろ 〇けれ 北 (さう 明確なる 
槪念は 見えない のであります 〇 さう 云 ふことは 姑く 措いて 兎に角 人 
間 以上の 物を 孔子は 信仰して 居られる 。又 孔子 一派の 人は 悉く さう 
云 ふ 信念が 有つ たとい ふことは 事實で あ b ます ◦そこが. 宗敎と 似て 
居る 〇けれ 共 宗敎と 違 ふところが ある ◦茲 に宗敎 とい ふのは 私は 重 
もに 佛敎と 基督 敎 とを 意味して 言 ふので あ b ます Q 宗敎と 違 A S は 
第 I は 宗敎的 儀式が 無い 〇色 々な 寺院 會 堂の 如き ものが 無ぃ。 又 祈 
禱を すると 云 ふこと も 無い 〇  孔子 も禱る とい ふことは あつた Q  丘 之 
禱久矣 とい ふこと があります けれ 共 別段 會堂 などに 集つ て 天を 禱る 
儀式は 無い 〇誠に 單純な る ものである Q セ レモ ニ ー とい ふ ものが 殆 
ど 無い。 第二に 現世を 超越した 未來 世界と いふ ものを 信じて 居らぬ 0 
さう 云 ふこ， とは 九で 問は ない ◦度外視して 居る 〇是 迄の 宗敎で はさ 
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う 云 ふことは 大事な ことにな つて 居る。 未來 世界 ふい ふ ものは 宗敎 
に 取つ て 非常に 重大な ものであります るが 儒敎で はさう 云 ふことは 
頓着し ない のであります 。さう 云 ふこと が 違 ひます ◦  tV れであ b ま 
すから 儒敎は 寧ろ 宗敎 とい ふよ り は 德敎と 言 ふべき もので あらう。 
固よ b 宗敎 とい ふ 意味を 是迄 普通に 用 ひられた 意味より 廣く する 時 
には 德敎も 宗敎と 言つ て 差 支ない けれ 共 今日 世間で 慟敎 基督 敎杯を 
指して 宗敎 とい ふやうな 意味では 言へ ない のであります 0 

此儒敎 の長處 とい ふ點を 一つ 擧げて 見 ませう 〇儒敎 には 確かに 一 
種の 長處と 見るべき 點が 幾つか 有 b ます。 第一には 儒敎 には 神怪不 
思議と いふ ことが 無い、 簡單に 言 ひま すれば 速 信が 無い 〇論 語の 中を 
見ます ると それは 明かな ことで 子不 fe_ 一 怪力 亂神 一とあります。 總て妖 
怪杯に 關する ことは、 孔子は 說か ない ◦又 敬 一一 鬼# 一而 遠 k 之と あ b ます。 

人 ♦か 鬼神の ことを 言つ た 時に 鬼神は 尊敬して 遠ざけて 置く 丈け で、 餘 
り 其の 方に 接近して はいかぬ とい ふやうな 工合に 言つ て あ b ます。 


さ テ 云 ふ處で も 分る ◦それから 未 k * 入。 焉 能事 k。 とか、 又は 未， 知 ^ 。 焉 
卸 死。 我々 の 生命 さへ 分らぬ のに 死んだ 後の こと. かどうして 分る もの 
かとい ふやうな 工合で、 總て さう 云 ふ 幽冥界に 關 する やうな ことは 問 
題とは ならぬ 〇さ うして 論語に 見 ゆると ころでは 唯 <此 人間 世界の 道 
一德の 事を 語る のみで ある。 其道德 は廣い 意味の 道德で 政治 經濟 等を 
含んで 居ります C さう 云 ふ 工合に 人間 世界の 問題に のみ 止つ て それ 
以上に 行かない 樣 にして ある 。時々 鬼神と か 何とかい ふこと に關係 
する こと •かあつても、 それは 決して 重 もなる 問題では 無い ◦.折々 當時 
世俗の 信仰して 居る 鬼神の やうな 物に 觸れる こと も あるけれ 共 孔子 
は 決して さう 云 ふ 物を 重んじて 居らぬ 〇 孔子の 最 重大視す ると ころ 
はさう 云 ふ ものでは 無 かつた、 寧ろ 道德政 治 經濟の やうな もので あり 
ます C さう して 政治 經濟は 皆 道德と 調和して あります 0  マァ推 詰め 
て 言へ ば、 廣い 意味の 道德 であ. ります。 それ 以外には 餘り 出で ない。 

\  それで 孔子の 敎 即ち 原始 儒敎 とい ふ ものは 今 H の 自然 科 學と併 立つ 
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て 少しも 撞 着す ると ころが 無い 〇 さう 云 ふ點が 儒敎の 好い 處 であり 
ます。 佛敎だ の 基督 敎 だのと いふ 宗敎は 皆無 數の 迷信を 伴つ て 居り 
ます 〇それ で 科 學と擂 着して 屢 々面倒が 起つ て來 るので あります C 
さう して その 迷信が それら 宗敎の 大事な ところに なつて 居る が 儒 敎 
では さう 云 ふことは 少しも 無い 〇折々 當時 世俗に 言 ふところの 鬼神 
とい ふ ものが 出て 來ても 孔子の 重要な 敎には 殆ど 無關 係の もので 1) 
b ます。 さう 云 ふことは 儒敎 の神髓 骨子で 無い ◦此の 點は .確かに 儒 
敎の顯 著なる 長處で あると 考 へます Q 

それから 第二に 儒敎は 健全なる 常識に 基く ので 始終 中庸を 離れな 
いとい ふ點が あ b ます C 中庸と いふ ことは 矢張り 常識の 異名と 見て 
も宜い 〇中は 極端に 走らない 〇物の 程好い 處 、庸 とい ふのは 平素 守る 
べき ことで、 庸は ツネと いふ ことで あ b ます ◦極端で 無い。 眞 中の 平 
常 守るべき 所と いふ 意味で あ b ますから 矢張^： N 常識の 異名で ある。 
決して 極端な 變な ことを やる とい ふこと で 無い。 老莊學 派な どは 中 


™  庸を 逸して 居る と 見られる こと ♦か 隨分あ ります けれ .- Ih ハ 儒 敎の侧 では 
一 それは ない。 孔子は 寧ろ 中庸を 貴んで 居ります 。子 思の 著は しまし 
|  た 中庸に 中庸の 德の說 いて ある ことは 言 ふ 迄 も 無い から 玆に 引かな 
|  い、 が 論語に も 斯う ある。 中庸 之爲 fe 也。 其 至矣 乎。 民 鮮久矣 。中庸の 德と 
いふ 者は 偉大な 者で ある 〇所が 之を 實 行して 居る 者は 非常に 少い 、久 
|  しい 間 怠られて 居る と 慨嘆して 言つ たものと 見えます ◦又 過 猶ぃ不 .及 
\  とい ふこと を 門弟 子に 言 はれた ことがあります 〇是も 中庸の 意味で 
I  過ぎても いかぬ、 及ばす でもい かぬ。 矢 張 人間は 程好い 處を 執らぬ け 
j  ればな らぬ 。斯う 云 ふ 意味でありまして 全く 語を 換 へて 中庸を 說い 
i た 者に 過ぎない。 又 或 場合には 不， 得； 一中 行 一而 與 ジ之。 必 也狂狷 乎。 この 中 行 
\  は 中庸の 行、 即ち 極く モデレ ートな 行、 極端な 行 ひで 無い、 適宜な 行を 中 
'へ 行と いふ ◦中 行の 人が 得られぬ ければ その 次には 狂狷な 人に 與 する 
\ ょ b. 外ない。 又人而 不仁。 ^ 之已甚 。亂 也。 假令 、ひ 不仁なる 者が 居つ て 
一 も、 それを 極 端まで 惡む とい ふことは 亂であ る。 さう 云 ふ 工合に 孔子 
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I  は 極端まで やらない 。矢張り 中庸の 意味から 來て 居ります。 孟子の 
I 中に ーヶ所 孔子を 形容して 言つ たこと が あトノ ます。 仲 尼不； ，爲- 一已甚 一 者， 
\  即ち 極端な ことを しない 〇例 へば 惡い 奴を 僧む ことは 僭む けれ 共 極 
一端まで 僧まぬ 。それが 不為， 一已 甚一 者、 であります。 餘程 ょく 孔子. を 形容 
して 言つ てあります 〇是れ は 孔子が 中庸の 德を 履んだ 證據 であ b ま 
す。 此 中庸の 中と いふ ことは 矢張り 儒 敎の起 b と關 係して 居ります 0 
I 堯が舜 に 位を 禪つた 時の 敎は 何で あるかと いふと 允 執 一一 其 中 一と 云 ふの 
\  であります 〇舜が 禹に 位を 讓つた 時の 敎は 人心 惟危 。道心 惟微' 惟精 惟 
\  一。 允 執 „其 中； であります 。允 執- 一 其 中 一とい ふこと ♦か 一層 精し くな つて 居 
|  る けれ 共堯の 舜に敎 へられた こと、 同じ 精神であります 。さう 云 ふ 
やうな 工合に 代々 中と いふ 敎が傳 はつて 居る 〇是れ ♦か 遂に 孔子に 至 
|  つて 中庸の 中と ^ b まし ^ 〇  中庸の 敎と いふ 者は 大事 ^ 敎 であり ま 
I す ◦所が 中庸の 敎と いふ 者は 詰り 健全な 常識を 基礎と したる 道德に 
\  外ならぬので あります 。それで 孔子は 極端に 馳せな い。 さう 云 ふ點 


から 見る と佛陀 だの 基督の 敎はそ れ^-其 偉い 處があ トノ ます けれ 共 
孔子の 敎 に比べる と隨分 埒外に 出た 處 ♦かあります、 極端 (: 行つ たと こ 
ろが 確かにあります ◦基督は 餘程 時勢に 激昂して 言つ たこと が C5 る 0 
一例を 擧げ ると 金 持の 極樂に 行く に較 ぶれば 駱駝が rr の 穴を 通る は 
却て 易い とい ふ敎が あ 5 まする がそれ は 何う も 時勢に 激昂して 述べ 
たものに 相違ない ◦何故な' らば 金 持に も 間々 善い 人が あります るし • 
貧乏な 者が 何時でも 善い 人と 限った 譯では 無い。 貧民の 中 (: 惡い者 
も あり 富者の 中 (: 善い 者 も あるから 必す しも 富者なら 可 時で も惡い 
者と 限っ た譯で は 無い。 それは 必 す 時勢 i: 激昂して 言つ たもので あ 
b ませう ◦佛陀 にしても 矢 張' り 孔子に 比 ぶれば ズーッ と 尋常の 軌道 
5: 脫 し ^ やう ^ 敎かあ b まする* か 孔子の 方は さう 云 ふ ことは 拖い〇 
何時も モデレ ー ト で、 コン モン センスで、 中庸を 離れ ?" i: いやうな 敎を立 
つるので あります 〇 さう 云 ふ 中庸の 敛は 段々 世の中が 開けて 學問が 
進んで 來て さう して 社會が 昔の やうに 所在 バラ^^で 無くして 世界 
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I  的と なつて 來る に隨 つて、 最も 效用が 多くな つて 來 ると 考へ ます 0 

第三に 孔子の 敎は 世間 的で あつて 出世間的で 無い) 遂に 此 世間以 
上の 幽玄の 世界 ?: 說い て來な い。 さう して 大理 想が 矢 張 有る、 非常な 
I  大 理想が その 中に 在る ◦詰り 孔子の 敎は 差別を 離れざる 平等で あトノ 
\  ます C 差別と 平等と 俱に存 して 居ります が、 能く 調和され て あ. 〇ます〇 
一 片寄つ て 居らぬ 。矢張り 前の 中庸の 敎と相 待つ て 斯う 云 ふ 程好い 所 
\  を 得て 居る ので あ b ますこ 言換 へて 見れば、 實 際 的で あつ て、 さう して 
一 又 理想的で ある 〇  一方に 於て は 極めて 實際 的であります けれども、 そ 
|  の實 際を 通じて 理想が 有る のであります 〇雨 者が 餘程 ょく 調和され 
て 居る のであります 〇又 孔子は 仁と いふ ことを 說 いて 居， cs ます けれ 
共 その 仁は 必す 順序が ある。 今日から 言へ ば 仁は 博愛 人道で ありま 
する けれ 共 その 仁と いふ ことが 順序が 無い と 社會の 秩序が 紊れ て來 
\  るから して それは 孔子が 明かに 敎 へて 居ります ◦例へ ば 君子 P 於 親； 
\  則 民 興 11 於 仁 V ありまして 仁を 行は ふと 云 ふには、 孝ょ、 り 始めなければ 


' ならぬ ◦それで 有 若 も 孝弟 也 者。 其爲 C 之 本 * と 云つ て 居 b ます 〇そ 

.れ から 孝 經に不 ，愛， 1 其 親； 而愛 n 他人， 者。 謂， I 之 悖德； 不 ® _ B1: 観； 而敬 =他 人 一 者。 謂 n 之 

一 悖禮： とい ふのは 矢 張う 秩序を 附け たので あ b ます 〇それ ならばと 言 

つて 世界の 人を 皆 差別の 點か らば かり 見 12 かとい ふと さう でも 無い 0 
:  子 夏の 言つ た 言葉に 四海 之內皆 兄弟 也。 是は 商聞乏 矣とぃ ふので あり 
.一 ますから 孔子に 聽 いたので あ b ませう。 孔子の 門弟 子が 之を 聽く云 
ふのは 孔子に 敎つ たと 見て 差 支ない ので あ b ます。 それで 孔子は フ 
:  ラトリ. 一ー チ ーと云 ふやうな 廣大 な觀 念を 有つ て 居りました 〇必 すし 

入  • 

I  も 世界の 人類を 差別 するとい ふやうな 考で 無い、 であるから 夷狄の 者 
I  でさへ 決して 侮つ ては 居らぬ。 夷狄の 國 でも 孔子は ナカ^-^ 貴んで 
一居られる。或時は夷狄之有 ^ 。不 ^ « 夏之 ? 也。と云つてあうます。又 
吾 欲 レ 居 一一 九 夷 一とい ふこと もあります。 或 人が 夷狄の 國は陋 しい 國であ 
一： b ますが、 何う します かと 言つ た 所 ♦か、 君子 昇 之。 何 陋之冇 。君子が 九 夷に 
;  居る 以上は 決して 陋し いことは 無い と 答へ ました ◦あの 九 夷と いふ 
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|  のは 日本の 事で あると いふ 說があ b ます 〇是は 仁齋の 論語 古義に も 
I  充分 辯 じて あ b ます。 君子 居 ^ とい ふのは 是は 大學 の敎授 であつ た 
一 故极本 博士な どは 日本人の 事で ある 〇日 本は 君子 國と 言は れて 君子 
が 居る から 決して 陋し いことは 無い と 斯う 論語 講義に 言は れ たので 
ある。 朱 子の 注で 見る と 君子 居 ^ 、 何陋之 有、 で 君子が 行つ て 居つ たな 
らば 九 夷の 國と雖 も 決して 陋し いことは 無い と 斯う 云 ふ 工合に 見え 
|  ますが それは 孔子の 意味ぢ や 無い。 孔子 自ら 君子な ど、 言つ たこと 
一 は 無い 〇 君子と 言 ふことは 自分で も 深く 辭 退され て 居ります 。自分 
I  で 君子 杯と 言 ふことは 決して 無い。 根本 博士の この 見解は 或は 當つ 
て 居る. かも 分らぬ ◦さう 云 ふ 工合に 孔子は 夷狄の 國と雖 も 侮らぬ 位 
\  でありまして 實に 四海 兄弟の 廣大な る 博愛 人道の 考が あつたの であ 
b ます 〇 その 廣大な る 博愛 人道の 考が 有る に拘ら す 社 會の 秩序を 紊 
さぬ 欉に敎 を 立てて 居ります 。.そこで 出世間に 偏して 國家を 無視す 
: ると いふ やうな 弊は 孔子の 敎に 決して 無い。 世の 宗敎家 杯は 出世間 


I の敎に 偏して 時に 或は 國 家を 無視し、 又 世間 的の 道徳を 侮る とい ふや 
うな 事が 往 々有る のであります るが、 孔子の 側に 於て は 決して さう 云 
ふことは 無い 〇國 家を 立てる 點に 於て は 孔子の 敎は 最も 適切な 敎で 
あります。 さう して 又 現世の 日常の 道德を 最も ® ん じて 立て、 あり 
I  ます。 

その 次には 孔子の 儒敎 とい ふ ものは 經濟 政治と 一致す る樣に 立て 
\  、あります 。孔子が 旣に其 事を 充分 努めた のであります 〇怫敎 •たと 
j か 基督 敎だ とかい ふやうな 宗敎は 經濟 政治と いふ 側に 於て は 甚だ 闕 
焉 として 居る。 社會經 營に關 する 方面の 敎が缺 乏して 居る ので あり 
ます。 所が 孔子の 敎は 此惻に 於て は餘程 今日の 時勢に も 合 ふ 樣に說 
いてあうます。孔子はどう云ふエ合に說いたかといふと富而可 ^ 、雖一 
執 鞭 之士； 吾亦爲 乏。 如不 ，5 求。 從ーー 吾 所を。 とい ふ 樣に執 鞭と 言へ ば 鞭を 執 
|  る 役目であります から 餘程 低い 役目で 1) り ませ 3 、或は 周禮に ょつ て 
| 巡査の やうな 役目 だと 云 ひます 。兎に角 執 鞭の 士 とい ふのは 實に賤 
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しい 役目で あるけれ 共 若し さう 云 ふ 役目で も 富と いふ ものが 求めら 
れる ものなら ば やつても 宜 い。 それで 何だか チ ヨット 賤 いやう に 思 
はれる が 決して さう で 無い 〇孔 子は 又 一方に 於て は 如何なる 富貴と 
雖も 、決して 構は ぬ 〇義に 合つ て 居らぬ 富貴は 如何なる 富貴と 雖も 塵. 
芥の 如く 輕んす .る ◦そこが 孔子の 非常に 偉い 處 であります 。飯 一一 疏 食； 
飲， 水。 曲 k 而 tt 之。 樂亦 在 ir (中 ^ 。 不義 而富且 貴。 ^ 我 如 = 浮 雲； とい ふ處 ♦か 孔 
子の 人格の 實に 偉大な ところで あります。 一方に. 於て は 富が 求めら 
れるな らば 執 鞭の 士で もやる と 言 ひながら 他の 方面に 於て は 不義に 
して 富が 得られても そんな 事は 一向 平氣な もの だ.。 それょり 寧ろ 詰 
らぬ麥 飯で も 食つ て晝寢 でもして 居つ ^ 方が 增し だと 言 ふやうな 極 
く 超然と した 處 •か 見 ゆる ◦又 邦 有 k 。 貧 且賤焉 。恥 也。 邦 無 k。 富 且貴焉 。耻 
也。 斯う 云 ふこ* とが ありま す、 國 家が チヤンと 道に 適つ て榮 えて 居る 時 
に 貧乏して 賤 しい 有 樣 をして 居る は 恥で ある Q さう 云 ふ 時は チヤン 
と 相當の 地位に 立つ て 富み 滎ゆべ きで ある。 併ながら 國が 亂れて 居 


る 時に 富貴の 地位に 立つ て 居る ことは 非常な 耻 であると 斯う 言つ て 
居る。 君子 憂 k。 不 « % r 君子の 憂 ふるところは 自分の 功業 如何と 炉道 
の 如何と か 云 ふ 事に 在る ので 貧乏で あると か 何とかい ふことは. 決し 
て 念頭に 置く に 足らぬ 〇さう 云 ふ處を 觀 ると 非常に 强固 なる 品性. か 
見 ゆるので あ b ます。 又富與 V 貝： 是人之 所 k 也。 不 其 道； ^ 之不 也。 貧 
與 ，賤 。是人 之 所/ 惡也。 不奴， ，其 道； ^ 之不 ^ 也。 君子 去 t= 惡乎碎 名。 斯う 云 ふ處 
を 見ましても 富貴 だの 貧賤の 爲に 決して 動かされない やうな 鞏固な 
る 性格の 有つ たこと が 分る ◦けれども 如何なる 事情の 下に も 富貴の 
地位を 避け やうと 云ふ考 でない 。要するに、 決して 經濟 政治な ど、 い 
ふこと を 怠つ たのでは 無い 〇道德 と經濟 政治と を 餘程 ょく 調和して 
出で 來た 人は 孔子であります 〇此點 は佛陀 や 基督の やうな 宗 敎の祖 
師には 希望の 出來 ない 處であ る V 考へま す ◦併ながら 何處 まで 行つ 
て も 孔子の 敎の 精神では 道 德の方 •か 貴い ので ある。 で德者 本 也： nt 潘 
朱 也。 と大學 U あ b. ますのは 孔子の 精神であります 〇經濟 と道德 とど 
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ちらが 大事 かとい ふと 勿論 道德の 方が 大事 だ。 道德は 第一、 經濟は 其 
次と 斯う 云 ふ 精神が あるので あります ◦そこ で 今 n の やうに 段々 實 
業が 盛んになつ て來る 場合には 此儒敎 とい ふ ものは 餘程 能く 之に 合 
ふので あります 〇抑 2 儒敎 とい ふ ものは 元來實 業な ど ゞ逆ふ 譯のも 
のでは 無い。 實業な ど/-' 兩立 しない 樣に 解釋 したのは 後世の 儒者が 
惡い ので あ b, ます 0 

"それから 次に 儒敎 とい ふ ものは 敎 育と 相伴 ふこと が 出來 るので あ 
b ます。 ■是が 一番 儒敎の 長處で あらう と 思 ひます ◦儒敎 は 殊に 日本 
の やうな 國では 長く 敎 育と 關 係 ?: 保つ こと だら うと 考 へます 〇支那 
では 今日で も是が 丁度 國敎の やうに なつて 居 b ます. るが、 日本では 決 
して 支那の やうな 事は 今後 無から うけれ 共、 併ながら 其敎 育との 關係 
は實に 密着 不離で、 容易に 絕つ ベから ざる もの だら うと 考 へる C その 
譯は此 孔子の 人格が 非常に 偉大で あるから である ◦孔子の やうな 偉 
大の 人格を 立てる とい ふこと が 敎 育の 上では 必要な ことで 敎 tf は 學 


問 丈け ではい かぬ o  . どうしても 何處か に 人間の 則るべき 標準と して 
偉大の 人格が 無くて はならぬ が、 此 要求を 充た す爲に 丁度 孔子の 如く 
偉大な 人格が あるので あります 〇此點 に 於て はどう も 孔子の 人格が 
最も 適切であります。 孔子と 並ぶ やうな 人格 又 孔子ょり 優つ た 人格 
が 出る ことにな つたなら ば、 多少 變化が 起る かも 分らぬ けれ 共、 併な が 
ら さう 云 ふことは 滅多に無い ことであります Q 孔子の やうな 人格は 
實に 人間の 歷史に 於て 稀なる 場合であります 〇怫陀 や 基督 や ソクラ 
テース に 比較す る やうな 偉大な 人格で あつて 滅多に 世の中に 出る 人 
格で 無い。 さう 云 ふ 偉大なる 人格が 東洋に 於て 純 粹な德 敎を 開いた 
ので ある ◦孔子の 人格が さう 云 ふ 偉大な 人格で あると いふ 點か らし 
て 長く 我 邦の 敎 育に 關 係を 有たねば ならぬ。 此點は 儒敎の 最大なる 
長 處 であ b ます。 迚も 他の 宗敎杯 の 得られぬ 長處 であります 。何故 
なれば 怫陀や 基督は 又 それ 其方で 偉い けれ 共、 敎 育と いふ 側から 
見る と餘程 違 ふ。 詰り 現今の， 敎 育と 關係が 薄い。® 陀や 基督は 普 ® 
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一一の 人の 眞 似すべき 者で 無い 〇それ は眞 似の 出來 る侧 は眞 似す るも宜 
|いが到底眞似の出來ぬことが多い？一/孔子は！#眞似が出來る。孔子 
| は 普通の 學生 から やり 上げて 段々 勉彈じ 、發展 してやり 上げた 。吾 ト ノ 
一也 賤と 孔子は 明かに 言つ て 居られる 〇 努力 勉勵 して 幾重に も鍛 上げ 
\ て 遂に 孔子の 如き 偉大な 人格が 出來 たので ぁる。 所が 佛陀や 基督の 
|  如き 人は そこが 非常に 違 ふ。 さう して 徹頭徹尾 ノルマ ールで 曾て 普 

通の 軌道を 脫し たこと がない Q 佛陀や 基督の 如き 人は 尋常の 學生又 
敎育 家の 模範と しては 餘程 六づか しい 點が 有る。 第一、 怫陀は 一家 
作つ たもので ぁるけれ 共、 其 家族の 關 係を 斷切 つて 妻子を 見 棄てゞ 仕 
舞つ た ◦さう 云 ふことは 普通の 人には 出來 ませぬ ◦それは 餘程 偉い 
人で 無ければ 出來 ない。 出來 ない 證據 には 第一 坊さんが 獨身で 居ら 
| ない ◦家庭を 作り 初めた ◦維新 以來 坊さんが 獨身 生活を やつて 居る 
j  かとい ふと、 さう 云 ふことは やらない やうに なつて 來た〇 又 それが 實 
| 行され た 時には 人口が 減つ て 仕舞 ふ ◦人口が 減る i 國力 •か弱くなる 


ことょ 分 b  M つたこと であります ◦さう 云 ふやう に 出家して 獨身で 
居る ことは 普通の 場合には 出來 ない。 世の中が 開けて 進んで 行く に 
隨 つて 益 2 應用が 利かない 〇 尤も 釋迦の やうな 偉大な 人格で あると 
いふと それは 別であります 〇あの 時代に 釋迦が アレ 丈け の 事を やつ 
たとい ふことは 非常な ものであります。 又 佛敎の 如き 宗敎の 出來た 
の もさう 云 ふ 非常な 英斷を やつて 世間の 血緣を 斷 つて 出世間の 人と 
なつて 一身を 道の ために 捧げた からであります けれ 共 普通の 學生又 
は敎育 家の 手本と する には 餘程 困る Q どうも 實 行し 難い。 さう 云 ふ 
ことは 困る。 第一 基督は 獨身で ある •か 人は 長く 獨 身で 居る ことは 難 
い。 矢張り 早晚 結婚を して フ アミリ ーを 作る とい ふの が 普通の 人の 
場合で ある。 孔子は 其點に 於て は 誠に 健全で チャンと した フ アミリ 
丨が 有つ て 子供 も ある Q 又 其 孫に 至つ ては 子 思の 如き 賢人が 出て / g 
る。 一家の 父と して 其 終を 全うして 居る。 七十 三 か 七十 四歲で 孔子 
は 天壽を 全うして 居る ◦基督は 非命に 斃れ て、 天 年を 終へ て 居らぬ C 
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磔刑に 遭つ た ◦それ も 人々 希望しても ナカ^^ 出來 ない ことで あり 
ます。 諸君が 希望す るなら ば それでも 宜い けれ 共、 ナカ ナカ 希望者は 
小 ノい： U らうと 思 ひます 〇假令 ひ 希望者が あつたと しても 磔刑に する 
者がない C それで 他の 事は 兎も角、 それは 出來な いでせ う〇 尋常で 無 
い 〇實に 非常な 激變に 際して 基督は 磔刑に 遭つ て 居る けれども、 ア、 
云 ふ殘 酷な 方法に 由つ て 基督を 殺した とい ふので 後の シム パ シーが 
、、ス ーッと 多くな つて 居る に 相違ない ◦基督が 磔刑に 遭は なかつ たな 
らば、 基督 敎も アレ 程に ならな かつた かも 知れぬ 。磔刑に 處 したと い 
ふの がどう も 偉い 結果を 生じた 一原 因に 相違ない 〇. それからして ソ 
クラ テ ースの やうな 人 も 非常 (: 偉大な 人で 孔子と 比べられる 程の 人 
であるが、 是も天 年を 全うして 居らぬ。 毒殺され ました 。けれども 學 
生や 敎育 家が 必 しも 毒殺され る やうな ことを やるべき でもない Q 處 
が 孔子の 一生は 一番 安全に 行つ て 居る。 孔子は 最も 圓滿な カラク テ 
ルで さう して 普通の 學生 から やり 上げて 大きくな つた 〇さ うして 天 


f 年を 終つ て 居る ◦此處 が 普通の 學生 及び 敎育 家の 手本と すべき 所で， 
I 殊に 孔子は 學 生を 敎 育した ことが 多い。 一體 孔子は 弟子 三千 人と し 
I  て ^ b ま  すが 能  く 分 b ませぬ。 マァ 三千 人 近く も あつ ^ であ b ませ 
50 その 中で 勝れた 者が 七十 二人 Q 尙ほ 儁れ た 者が 十數人 あつたの 
であります 〇兎に 角 多く 弟子を 敎 育して 居る 方で •まだ 若い 時から 習 
ひに 來た 人が ある C 孟懿子 南宮适 などは 餘程 早くから 來た 。それ か 
ら周に 適いて 禮を 老子に 問 ふとい ふこと があります？ あの 周に 行つ 
て そこで 姑く 滯在 して 魯の國 へ歸ら て來た 時には 尙ほ 一層 弟子が 殖 
|| えた ◦矢 張 b 今日なら 洋行 歸 9 の 人の 處へ 人が 習 ひに 行く やぅな エ 
一 合に 周の 都へ 留學 したと いふので 續 々門弟 子が 習 ひに 行つ た ◦それ 
から 天下を 周游 する に 方つ て 弟子を 連れて 廻は つて 居る。 此 弟子が 
| 皆 大變に 能く 孔子に 敎 化されて 居る 〇さ ぅして 基督の 徒弟 中には、 基 
|  督に 背いた ユダ ス 、ィシ ャリ オトが あつた けれども 孔子の 弟子 中には 
| 斯る 兇徒は 一人 もない 〇 孔子の 敎育 とい ふ ものは 實に立 派な 敎育で 

附錄の 五  儒 m の 長 處短處  七 七 九 


附錄の 五  儒敎の 長處短 處  七 八〇 

あつた 〇其 感化 力の 如何に 偉大な： るかは 孔子の 事蹟を 見る と餘 程ょ 
^ b ます Q 固 ょり 佛陀 でも 基督で も 皆 徒弟は あ b  し ^ ^ > ?L 子は 
餘程今 H の 敎師に 近い 。孔子は 一番 純 儒の 態度が ある。 晩年に なつ 
て 益、 >  子 弟を 敎 育し 又 著述を して 後世に 遺して 居る。 即ち 六經を 編 
纂 して 後世に 道を 傅へ て 居る。 さう いふ やうな 處は 普通の 學者に 近 
い〇さ うして 又 著述を したのは 孔子 ばかりで ソク ラタ ース でも佛 陀 
でも 基督で も 著述は 一つ も 無い ◦孔子 丈け が 著述が ある 〇それ で 其 
やり方が 最も 敎師の や b 方に 近い 〇 昔の 聖人の 中で 一番 學生 及び 敎 
師の 手本と する (: 近いのは 孔子で ある ◦此點 から 見る と 孔子は 敎育 
上に ナカ^^ 多大の 1] 係が ある 0 孔子の 說い たことは 或は 時勢に 依 
つて 多少の 變 化を 來す ことを 免れない ので あ^' ませう ◦多少 t や 無 
い。 或は 多大の 變 化を 來すか も 分り ませぬ が、 併ながら 孔子の 人格の 
偉大と いふ ことは 學 問の 進 步に 依つ て 少しも 變化 する 譯の もので 無 
い 。そこで 孔子は. 日本の 敎 育の 上には 長く 關係を 有つべき 偉大なる 


人格で ある .0 孔子が 斯かる 人格で ある 所を 見ます ると どうも H 本の 
敎 育と 到底 關係を 絕つ ことは 出來な い。 維新 以來歐 米の 學術を 輸入 
する に 隨 つて 殆ど 孔子の 人格の 偉大なる ことを 忘れて 來 たことは い 
けない 事で あ b ます 。孔子は 其 人格の 點に 於て 深く 顧みなければ な 
らぬ Q 特に 德育上 孔子の 人格の 偉大を 學ばぬ ければ ならぬ。 孔子の 
人格の 偉大を 學んで 毫も 差 支ない Q 是は 儒敎の 一大 fi 所と して 見る 
べき 所と 思 ふ 0 

次に 儒敎の 短處を 少し ばか b 擧げて 見 ませう C 固ょり 短處 とい ふ 
ものに 就いては 色々 辯 解の 仕樣 もあります けれ 共、 それに 拘ら す先づ 
短處は 短處 として 論じて 見 ませう 尸 儒敎の 短處と 見るべき は 人格 的 
個體の 槪念 •か 明瞭で 無い。 ペルソ ナ〇 <  ン デ ィビ デュ ァリ ティ ー の考 
が 不明瞭で ある 〇 固ょり 人格と いふ ことは 儒敎で は 大事な ことにな 
つて 居る。 儒敎は 徹頭徹尾 人格 敎 育で、 敎育 上人 格と いふ ことは 儒敎 
程 之を 重んじた ものは 無い と 言つ て宜 い。 儒敎 は餘 b に 人格 敎育を 
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〈 1¢ んじ 過ぎた 爲に 却つ て fin 々なる 弊 •か 有つ たで あらう かと 思 ふ 位で 
あります Q 儒敎は 全く 人格 敎育で .あるけれ 共 人格の 槪念は 明確ぢ や 
無い 〇それ は 西洋から 這 入つ て 初て 明確に なつて 來た〇 併ながら 斯 
う 云 ふ點は 儒敎 にも ある 〇個 人は ナカ^^ 剛强な る 態度を 執つ て 立 
たぬ ければ ならぬ Q 獨立 自尊と いふ やうな 事は 孔子 (: 充分 ある C 非 
\ 常に 有る。 福 澤翁は 獨立 自尊を 新道 德と唱 へ 出した けれ 共豈 に圖ら 
I んや 孔子は 旣に二 千 四百餘 年 前に 盛んに 說 いて 居る ◦そこに 至る と 
一孔子は實に偉大だ。孔子の一1生を見ると獨立自尊此上なし。支那當 
一： 時の 精神 界に 於て 何人も 孔子に 匹敵す る 者は 無い。 全く 獨立 自尊を 
一 やり遂げた のであります 〇孔 子の 偉大な のは その 精神と その 事業に 
| 在ります 〇孔 子は 實際其 行つ たこと を 述べて 居る ので、 空言では ない 0 
三軍 可^^ 帥 也。 匹夫 不％ * , 志 也。 三軍と いふえ らい 大 軍隊の 大將を 奪 ふ 
ことは 出來る けれ 共眇 たる 匹夫で も 他人が 其 志を 奪 ふことは 出來ぬ 0 
|:況 や眇 たる 匹夫に あらざる 孔子の 如き 大聖 人で あれば どうして 協 か 


ら志 5: 奪 ふこと が 出來 ■ませう ぞ〇獨 立 自尊 此上な し。 釋迦の 言葉に 
天上 天下。 唯我獨 尊。 とい ふ HU が ある •か、 ァレは 俗說で あう ます。 俗說だ 
けれ 共 釋迦に 言は して 宜 い。 釋迦の 考はァ 、云 ふ ^ であつ たに 相違 
ない ◦天上 天下 唯我獨 尊で 以て 婆羅門の 最上の 佛 でも 下に 視て 仕舞 
つた 〇孔 子が 矢張り 唯我獨 尊で あ b ます Q 匹夫 不％ k 奪， 志 也と いふ 趣 
意は ァチ コチに 見えて 居ります。 君子 可 レ 欺 也。 不％ ぃ 罔 也。 など も 同じ こ 
とであります 〇 決して 無理に させ やうと しても 出來な い ◦君子で 無 
い 人は 出來る けれ 共 君子は 出來 ない ◦又 孟子が 孔子の 精神を 紹 いで 
尙ほ一層明に言つて居られる。富貴不 ^ ,淫。貧賤不.能 « 。威武不レ能 ^ 。此 
之 謂， 一大 丈夫； 又 曾 子は 臨 矢 節； 而不％ « 也。 と 言つ て 居ります。 此處が 大 
事な ところで あ b ます ◦又 孟子が 曾 子の 語を 引いて 居る が、 自反而 縮 
P 千万 人 1 吾 往矣。 實に獨 立 自尊 此上も 無い 盛んな 氣象で あります。 孟 
子は 孔子の やつた ことを 眞 似た、 けれ 共 善い 事を 眞似 たから 賞賛す ベ 
きで あ b ます 〇孟 子は 匹夫から やり 上げた 〇元 來眇 たる 匹夫で ある 

附錄の 五  儒教の 長 處短處  七 八 H 


附錄の 五  儒 敎の長 處短處  七 八 四 

I けれ 共 孔子の 眞似 をして 盛んに 道を 講じ， 大に德 を 修め、 其 見る 所を 當 
I 時に 實打 しやう として 働いた 結果、 アレ 丈け の 性格を 作 b 上げた 次第 
一で ある ◦その 樣に獨 立 自尊と いふ 精神は 充分 有る けれ 共 此 イン ディビ 
ー デュ アリ 7* ィ ー とい ふ槪 念は 何う も 明確で 無 かつた 〇 1 れと 同時に 階級 
一 的の觀 念は ■尸 力く 强 い。 女子 * 小人 一 爲 ，難， 養 也な ど、 いふ 言葉 も 有 
I  つて、 女子で も 何でも 同じ様に 視て 人格の 尊嚴に 於て 何等の 區別を も 
\  しないと いふ やうな 考が無 かつた 。そこは 未だ 實 に闕焉 として 居る 
|  けれ 共 それは 他の 學問や 何 かぃ 開けて 居ない 時であります から 固ょ 
j  り 恕すべ きで あ- 〇 ます。 兎に角 イン ディビ デュアル、 ペルソ ナリ テ ィ ー の槪 
j 念は 明確で 無い。 一 それで 權 利の 思想は 勿論 無い。 是は獨 b 儒敎 丈け 
j ぢや 無い けれ 共、 儒 一敎. に 於て は是が 顯著な る 事で ある。 レ ヒッべ グリ 
フがな いから 權 利の. 主張と いふ 者が 無い ◦論語の 中に 以 &■ 報. 怨 。以 fe 
一報 レ德 。と あ b ます けれ 共、 是は 今日の レ ヒッべ グソフ を 言 顯は した もの 

y..  I  I  - - -  —一  .  ■  ■  -  I  -  -  e- - -  -  1■  .  _  II  - 

i ぢや 無い。 一 番權利 思想に 近づいた ^ は 墨 子と 孟子です ◦墨 子は 平 


等 主義を 唱 へて 居ります るし， 孟子は 又權 とい ふこと を 言 ひました が 
到頭 權 利までは 到達し なかつ た。 權利 とい ふ 文字は 初めて 苟子 勸學 
篇に 見えて 居 9 ます。 併し 荀 子の 權 利と いふのは 今日の 權 利の 意味 
では 無い。 唯 i 荀 子の 權利 とい ふ 字を 假 5 て 西洋の レヒトと いふ こ 
とを 今日は 言顯 はして 居ります ♦か、 決して 儒敎 中に 權 利の 槪念が ぁつ 
たと 云 ふので は 無い。 權 利の 槪念 は 11 敎に 全く 缺 乏して 居る ので ぁ 
ります 〇所が それは 西洋から 輸入され た ◦それで 今日 謂 ふ 所の侗 人 
人格の 槪念 、それから 人權 又は 國 權の槪 念、 總て の權利 思想が 儒敎 には 
無ぃ〇  — 

それから 第三に 儒敎は 哲學的 論理的 思想に 乏しい。 非常に 乏しい 〇 
幾ら ■か 宋學に なつて は 補うて 居ります けれ 共、 宋學は 今 H 論じて 居る 
此儒敎 の 範圍に 入れ ませぬ 〇原始 儒敎に 就て 見る と 其 側が 非常に 乏 
しい 〇さ うして 苟 くも 哲理に 關 する やうな J は 孔子は 務めて 言は ぬ 0 
子 貢が 言つ 12 言葉に 夫子 之 文章 可 # 而 聞-也。 夫子 之 言 fe 與-- 天道 一 不％ _1得 

附錄の 五  懦敎 の長處 短 處  七 八 五 


附錄の 五  儒敎の 長 處短處  七 八 六 
而聞 ，也。 と あつて、 性 だの 天道 だ 0 とい ふやうな 哲理に 涉 b さうな こと 
ょ 孔子は 决 して 言は ぬ。 子 罕篇に 斯う 云 ふ 事が あります、 子罕 言利與 
X 叩與っ 二、 命 だの 仁 だのと いふ ことは 哲理に 涉るか ら 斯う 云 ふ 側は 孔子 
が 趦け たものと 思 ふ ◦孔子は さう 云 ふことは 嫌いで、 極く 實 際の 側に 
飴 終 着目して 居る 〇實 際を 離れない 樣 にした のであります ◦尤も 是 
が 又儒敎 の S 所と もなる と 言へ ば、 さう 言へ ない ことは 無い。 哲學的 
論理的で 無 かつた から 却つ て儒敎 ♦か 今日 貴ばれる とい ふこと が 有る 
のか も 分らぬ。 否、 哲學的 論理的で あると 今日の 學理 上から 駄目 だ Q 
斯う 一言に して 劍 ねられる ことが 無い とも 限らぬ 。けれ 共 アレ ヵ 誠 
に 常識で あるから さう 云 ふことは 無い ◦論語に 見 ゆる 所は アフ ォリ、、 ス 
メン 又は マキシ ー メンの やうな もの ばか b であります から 今日で も 
應用が きける。 それが 或は 儒敎の 長所で あるか も 知 n ませぬ が、 兎に 

角 1 .學的 ■論理的 思想が 乏しく 今日の 學 者の 知 欲を 充す ことが 足りな 

一一^^ 

い 〇- 此點か ら見 ると それは 確 & {: 儒敎 の短處 とも 謂 ふべき であり ま 


一す 〇唯ょ 易の 繫辭 などに 至つ ては 大分 哲學が 說いて あります けれ 共 
易の 繫辭 とい ふ ものは 愈， 孔子が 作つ たもので あると いふ ことは 斷言 
| し 難い 〇孔子 の # •か あの 中に 這 入つ て 居る には 相違ない けれ 共 孔子 
\ の 作 だとい ふこと ?: 斷言 する ことは 容易で 無い。 能く 分らぬ 〇歷史 
I 上の 事實が 無い のであります。 或は 子 思の やうな 人が 書いた もの 力 
も 分らぬ 〇それ は 姑く 疑問と して 殘 して 置く。 

第 四に 儒敎は 莉學的 知識に 乏しい 〇さ うして 自然 科學の 必要を EJ 
め 一て 居らぬ 〇夫は 後の 支那の 發展竝 に 日本の 發展 にも 影響が ある。 
抑： 自然 科學 とい ふ 者が 支那 日本に 起ら なかつ たの も 色々 原因が あり 
ませう が、 儒 敎が 第一 其 必要を 認めな かつた とい ふ J が 確かに 一つ G 
原因と なつて 居る。 道德を 貴び 隨つて 儒敎を 貴ぶ の 結果、 總て其 外の 
\ 學 問を 賤しめ た 〇諸子 百 家の 學は 一切 之を 賤 しめた 〇其賤 めら れる 
\ 方には 兎角 世間の 人が 向かない 〇貴ば れる 方に 向く のが 人情で ある 
\ からして 儒敎 は隆 々として 勢威を 揚げて 來たが 、諸子 百 家の 學は 割 ^ 
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\  に 振は ない 〇 夫で 諸子 百 家の 學に M する 自然 科學 とい ふ もの も皆充 
\  分に 發展 して 居らぬ 。中には 少しも 發 達しな かつた もの さへ ぁりま 
|  す 0 ヶミストリ ー の やぅな 學科は 少しも 無い ◦學 としては 少しも 出 
來て 居らぬ、 と、 ふ樣に 自然 科學 は發展 して 居らぬ。 自然 科學と 調和 
\  する ことは 出來る けれ 共、 儒敎 とい ふ ものは 元來 自然 科學の 必要を 認 
めて 居らぬ 〇 

第五には 儒敎の 短處と 見るべき は 理想の 觀念 ♦か 倒 逆して 居る。 是 
は 一孔. 子 ♦か 堯舜禹 湯 文武と いふ やぅな 昔の 帝王 •たの、 周の 成 王の 時に 攝 
I  政の 地位に ぁつた 周 公 だのの 跡 ?: 繼いで 來た爲 に 昔の 人 ばかり 尊崇 
して 堯舜の 時代と いふ ものを 非常に 偉い 者と 見た。 稱賛を 極めて 居 
\  る 〇それ で 後の 人は 矢 張 堯舜禹 湯 文武 周 公を 稱賛 し、 儒者は 皆 之を 稱 
\  賛し、 悉く 聖人と して 尊崇して 來 た〇餘 i 日の 人を 聖人と して 尊# し 
て來 たが 爲に 將來は 昔ょ b も'、 スット 先き へ 發展し 得られる とい ふ觀 
i  念が 非常 {: 弱い。 孔子 も 後生 可 レ 畏と いふ ことを 言つ たけれ 共 唯 2 そ 


/  れ位で それに 對 して 昔を 稱賛 した ことは 非常な ものであるから 後世 
\  では 昔の 堯舜の 世の やうに なれば 宜 いと 斯う 云ふ考 になつ て 仕舞つ 
\  た ◦昔ょりも ズッと 先き へ 發展し 得られる とい ふ 積極的 精神が 弱 か 
|  つたので あ b. ます。 それは どうしても 一 つの 非常な 缺點で あ b ます 0 

それで 一體 に 創意 的の ことが 少い ◦自分から 物を 始めて 來る ことが 

\  , 

少 い。 儒 敎では 物事を 創造して 來る とい ふ考は いけない 〇儒敎 は 唯 

一  i 繼續 的の 考 を 重ん する Q 孔子 自ら 述而不 k 作で 昔から 在來〇 の敎を 
敷衍す る 丈け だと 斯う 言つ た 樣に、 後の 人 も 矢張り 孔子の 考を 敷衍し 
|  て繼續 して 行く 丈け で 自分から 新說を 立て i 何 か 事柄を 創めて 來る 
とい ふやうな 精神に 乏しい ◦非常に 弱い ◦.殊に 朱 子學の 方は 尙ほ更 
少い ◦それ も 一つの 短處 となつ て 居る 〇 

それから 第 六には 道德 思想の 中に 不完全と 見るべき 點が 二三 ある 〇 
\ 之れ ?: 一つ^^ 擧げ るのは うるさい から 今 引 括め て 道德 思想の 不完 
\ 全なる 點を第 六と して 論じ ませう 〇それ は 色々 あります。 例へ ば、 公 
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一德 心が 少か つた。 それ も 全く 無い とは 言へ ませぬ ◦孔子 も 支那 全體 
I  を 經營 して 當 時の 人民を 救 濟し樣 とい ふ考は 有つ たから、 その 點から 
I  言へ ば、 公德心 は 無論 有つ たと 言は ぬければ ならぬ が、 併ながら 當 時の 

j  I  ,‘，：，.： —— ； ： ：  . . レ  . ：•  •‘  V  :  :  ,t 

事であります るから して、 今日の 如く 總てが 社會 的と なつて 團體 精神 
j  が 重ん せられる 時とは 非常に 違 ふ ◦今日は 公德 とい ふこと が 昔ょり 
ナカ^^-重大と なつて 來て居 b まする が 孔子の 敎には それが 大變少 

^  J  t}i  *  (  •'  .  *  •  I  3  •!)  »  •.  ;  -  .  i  •  rl--l l l c « . - , 

|  い〇 少しも 無い とは 言 はれぬ けれ 共 非常に 少い ◦又衞 生の 觀念な ど 
(も少 い 。孔子は 自らは 大分 衞生は 注意し 72 所 もあります Q 例へ ば 子 
|之所 « 、齋、戰、疾とありまして病氣に付ては餘程用心をしたものと察せ 
られ ます、 又 論語の 鄕黨篇 を 見ます ると 孔子が 食物な どに 餘程 用心し 
一た ことが 見えます、 けれ 共 全 體の衞 生に 於て は 餘 b 注意が 少い やぅに 
見える 〇それ で 孔子の 中に も衞 生を 守らな かつた 者の が 隨分 有る Q 
一顏 回、 原憲な どは 著しい のであります ◦顔 回は 一簞 食、 一瓢 飮で 、疏 末な 
一 ^ を 食べて 二十 九歲 u して 頭髪が 悉く 白くな つて 早 逝した から 孔子 


« 


は 酷く 嘆いて、 不幸 短命 死矣と 言つ て實 は氣絕 する 迄 嘆いた。 子界之 
慟とあ b ます。 慟と いふのは 氣絕 である 〇氣絕 したから ァナタ は氣 
絕な すつ たと 言つ て從 者が 注意した 時に、 孔子は 非-- 夫人 之爲慟 一而 誰爲。 
顏回 の爲に 氣絕 せぬ ければ 誰が 爲 に氣絕 する もの かと 言つ た 位で あ 
b ます。 さう 云 ふ 工合に 顔 回を 借んだ が、 顔 回は どうも 衞生を 1®: んじ 
なかつ たと 見 ゆる。 彼れ が 早 逝した のは 一簞食 一瓢 飮で實 に 營養不 
良で あつたから と 思は れ る。 原憲も 草澤の 中に 往つて -敝れ た 衣冠を 
着けて M つた 所を 見る と 何う も衞 生の 側は 構は なかつ たものと 思は 
れま す. 〇子路 も 何 rr か 衞生杯 は 構は ぬ やうに 思は れる 。それから 孔 
子の 敎には 一夫一婦の 關係が 明かで ない。 孟子は 夫婦 有 如と 說 いた 
けれども、 それでは 足らぬ 0  一夫一婦の 關係を 嚴密 にす る 必要が ある 〇 
處がそ れが 全く 缺 乏して 居る。 さう 云 ふこと が 幾ら も あ^' ます。 一 
々擧げ ては 論じ ませぬ* か、 是等は 皆 儒敎の 短處と 言は ぬければ ならぬ 0 
固ょ b 是 等の 事に 付て は 色々 辯 解すべき こ i  ♦かわる。 第一 孔子の 時 
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代と 今日と を 同じ 樣に 論す る譯 にいかぬ。 孔子の 時代は 今日から 二 
千 四百 年 前の 事であります から 今日 我々 が 思 ふやうな 事を 孔子が 悉 
く 述べて 居る とい ふことは 寧ろ 無い 方が 當然 である ◦今日は 孔子の 
時代と 時代 も 違 ひ、 又 境遇 も 違 ふ。 二 千 四 S 年 前に 今日の 社 會の 要求 
する ことを 孔子が 悉く 述べて 居らう 窖が 無い ◦それは 何の 宗敎に 就 
いて 言つ て も 同樣の 事で ある。 それで 儒敎に 就いて 何も 角 も 要求す 
ると いふ ことは 固より 無理な 事で ある。 

.そこで 今日は 是等 儒敎の 缺點に 對 して どう 考へ るかと いふと 斯う 
云 考 へられる 〇  S とい ふ ものは？ 云 ふ 如上の 長處短 處を 
有つ て 居る もので あ b ます C  その外 まだ 論すべき ことがあります が 
今日は 唯-要 點 丈け 論じて 置きます 〇 さう 云 ふ 事で あ b ますが 儒敎と 
いふ ものは 畢竟 共産 物、 德敎 として 孔子を 始め 支那の 智者の 唱 / へだ 其 
產物で あう ます。 重 もに それを ベ グル ユン デンし ^ のは 孔子で あり 
ます けれ 北 〈、孔子は 述而不 k 作と 言、 つた 檫に 孔子の 前から ありました し 


I 堯舜以 來の 支那 民族の 其 產的 德敎で あります 。其 歷史を 考へて 見る 
I  とい ふと、 モゥ 孔子から 曾 子、 それから 子 思、 孟子に 至る までに 餘程發 達 
I  の 跡が 見 ゆる。 即ち 孔子の 言は ない 事を 子 思が 言 ひ、 子 思の 言は ない 
|  、とを 孟子が 言 つて 段々 と發展 して 來て 居る 0 孟子 以後 久しく 中絕し 
|  て 大きな 人は 餘 b 出 ませぬ 〇宋の 時に 至つ て 程 子 •たの 朱 子 •か 出 I2 Q 
j  そこで 儒敎 ，とい ふ ものが 再興し 美した 〇處が 是れは 原始 儒敎 とは 大 
一分 違 ふ、 と 云 ふは 隋 唐の 頃に 佛敎が 盛んになつ て、 其 結果 佛敎の 元素が 
| 朱の 時に 至つ て 儒 敎に這 入つ た 〇宋の 時に 出た 人は 儒怫 又老 莊の說 
|  を 合せて 大成して 出て 來た爲 に 原始 儒敎 ょり 一層 深くな つた。 さぅ 
一して -1: れが第 二期の 勢力 ある {1 敎にな K 殆ど 宗敎の やぅな ものに な 
つて、 日本に も傳 はつて 來 たのであります 。が 日本の 儒者 中二 三の 有 
一力なる ものは 之に 反抗して それは 原始 儒敎の 精神で 無い ◦矢張り 原 
一 始儒敎 は怫敎 とは 餘程違 ふから して 孔子の 敎に立 返る が 宜 いと 主張 
\ した Q 素行、 仁 齋 、徂徠 などは 直ちに 孔子に 立 返つ て 原始 儒敎に 接 續し 
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やうと したから そこで 考へ ぬければ ならぬ 〇 原始 儒 敎に立 返らう と 
したが、 抑' 儒敎 とい ふ ものは その 形式と 內容 を區 別して 考 へる と內容 
は 後の 儒者が 何處迄 も發展 させて 行かぬ ければ いかぬ ◦宋 儒は それ 
を やつた 〇佛敎 の 元素と 道敎の 元素を 採つ て來て それを 儒敎 とこね 
合せた 。それで 原始 儒敎 ょりは 一 層發展 した ものが 出來 た。 それで 
原始 儒敎ょ 層發展 した ものが 本當に 出來て 届れば 宜い C それが 
惡けれ ば 別で あ b ますが、 假令ひ 佛敎だ の 道敎の 元素が 這 入つ て 居つ 
て も 原始 儒敎 ょう 一層 深遠なる もので 立派な 敎で有 b さへ すれば | 
向 差 支ない 。何故な れば 儒敎と い ふ ものは チヤンと 一定した もので 
無い 〇孔子 の敎 丈け が 儒敎 かとい ふと さう で 無い。 孔子の 敎は 堯舜 
以來 の敎で あう ます 〇 普通 儒 敎と 言つ て 居る もの X 中に 孔子の 敎も 
這 入て 居る。 儒敎は 本と 一人の 思想で 無い 〇儒敎 は、 支那 民族の 共産 
的 德敎で あります から そこで 後の 人が 更に それを 發 M さして 行かぬ 
ければ ならぬ 。けれども 割合に 發展 さして 居らぬ 〇日 本の 儒者の 中 


では 山 鹿 素行、 伊藤 仁齋、 物 徂徠な どは 原始 儒敎に 歸 らうと する ので あ 
る けれども、 矢 張 さう 云 ふこと を やつた 方で 2) る •か、 跡の 人は 一向 やら 
ぬ。 各-新しい 見解を 立て S 儒敎 を發展 させる ことを 努めない から 儒 
敎の 進步は スッ カリ 止まつ た。 儒敎な どは 今 H 本に あるか 無い か殆 
ど 分らぬ。 儒 敎の學 派と いふ ものは 何處に 在る か眇 として 見えない 0 
そこで 儒敎 とい ふ も 0 はどうしても 昔の 儘ぢ やい かぬ。 そんなら 今 
日 我々 は 儒敎に fl して どう 考へ るかと いふと 儒敎 とい ふ ものは 幾多 
の 缺點を 免れない もので あ •るから して 今日は 儒 敎の敎 丈けぢ やい か 
れぬ ◦足らぬ 。足らぬならば 何を 以て 補 ふかと いふと、 西洋の 學問、 即 
ち 倫理 學だ の、 哲學 の考を 採つ て來て 補は なければ ならぬ ◦さう して 
も それが 少しも 儒敎に 戾らぬ Q 儒敎は 何處迄 も儒敎 として 繼續 せぬ 
ければ ならぬ とい ふことは 少しも 無い。 我々 は 是非共 儒敎の 內容を 
を存續 して 行かぬ ければ ならぬ とい ふ 責任は 有つ て 居らぬ。 儒敎が 
潰れれば 潰れても 宜い〇 けれ 共儒敎 とい ふ ものは 果して さう 云 ふ も 
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j 

™  ので あらう か。 儒敎と いふ 名は どうで も宜 い。 一體 儒敎 とい ふ 名は 
I  モゥ 必要ない 。今日の 日本の 立場から いふと 倫理 學や哲 學の考 で 今 
I  日の 世の中に 要すべき 德敎を 組立て、 來 さへ すれば それで 宜 い。 そ 
れが儒 敎の 精神とは 決して 戾らぬ ◦儒敎 とい ふ 名は 無くても 宜い〇 
宜いが 兎に角 儒敎の 形式は 幾らか 殘る ◦儒 敎の 內容は 昔し の 通りに 
I  は 存續 しない ◦內容 に 於て 變化は 免れない が、 儒敎の 形式と いふ もの 
\  は 殘る〇 その 形式は 如何なる 處に 認められる かとい ふと 儒敎 とい ふ 
ものは、 荒誕 無稽の 元素がない 。速 信がない 。儒 敎は當 前の世 間 的 道 
\  德で やつて 行かう と 云 ふので ある ◦その 儒敎中 最も 勢力の 有る 人は 
I  孔子で ある。 孔子の 敎が 非常な 感化を 及ぼした。 當時 直接の 弟子に 
\  偉大な 感化を 與へ たのみなら す、 數 千年の 後まで も、 天下 萬 衆に 感化を 
及ぼした のは 孔子の 人格が 然 らしめ たので ある ◦孔子の 敎の 形式と 
\  いふ ものは 今日では ナヵ < 重大な ものに なつて 來た ◦日本の 維新 
一  以 來の德 敎の 有 # V 見る と 儒敎 とい ふ ものを 必す 奉 t ^ とい ふ S -6' 


\  や 無い が、 儒敎の 形式と 一致して 來て 居る。 敎育 勅語で も！ a 敎の 形式 
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\  と 一致して 居る ので わ b ます 〇 少しも 違は ぬ Q 敎育 勅語と 儒 敎と何 
|  處に戾 る 所が 有る かとい ふと 寸 毫も 無い。 今日 敎育 社會に 於て 實際 

I  やつて 居る ことは 儒敎の 形式の 中に 在る 。明治の 今日 i: あつても 

\ 

一 敎の 形式を 脫 却して 居らぬ ◦矢張り 荒誕 無稽の 事を 交へ ないで 全く 
\  世間 的の 德敎で 以て 修養して 行ける とい ふ處に 儒敎が 手本を 示し 居 
一 る。 儒敎が さう 云 ふ 手本を 示した のは 非常に 宜い 〇斯か る 手本は 他 

、  グ 

一 に 求められぬ 〇 西洋に 於ても 求められぬ。 西洋には 孔子の 敎に對 す 
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一 る ものは 無い 〇 ソク ラタ ース の敎は 結果 ♦か 餘程違 ふ ◦あれは 哲學と 

一 

一 なつて 居ります 。孔子のは 哲學 とい ふょ^ S は 德敎で ある 〇實 踐道德 
\  である C 理論と 云 ふは 殆どない ので ある Q 哲學的 論理的の 事は 無い 
\  代りに 矢 張 それ 丈け の 長處を 有つ て 居る ◦さう して 斯か る德敎 が 西 
\  洋には ありませ ぬが 近頃 漸く 出 來つゞ ある ◦それは 即ち 倫理 運動で 

/  .  -  !1.  -- -1 1: ■  I  / 

\  道德に 依つ て 行かう と 云 ふ考で あります 。そこで 若し 儒敎 とい ふ 言 

パ 
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葉を 廣く用 ゐれば あれは 西洋の 儒敎だ ◦西洋の 倫理 學者 哲學 者の 大 
I  部分は 儒者で あり. ます C 儒者と いふ 言葉は 好かぬ かも 知れぬ が、 廣い 
\  意味で 言へ ば、 グン ト でも パク〆 ゼンで もへ フデ ング でも 皆 儒者です。 

^  «•  V  V  f  1•1■.  t,  r  t  .  *■  ...  ■  I  .  I  f  I  ■  -  •‘  w  l  I  —  ■  I-  ■  丨 

\  天地人に 通す るを 儒と 謂 ふの だから 其應 用は 實に廣 いのであります 0 
j. 大抵な 人は 次第に 儒者 的に なつて 來て 居る 〇其 方へ 近寄つ て來て 居 
る。 と 云 ふのは 西洋の 學者は 段々 宗敎の 儀式 等を 離れて 古來 儒者の 
やつた 形式と 似た 形式を 取る やぅに なつて 來 ました ◦又 近世ゼ ーム 
ス杯が 唱 へて 居る ブラ ダマ チズ ムも餘 程 儒敎の 精神と 一致す る 所が 

ある。 又 哲學の 方で 言 ふ 意志 本位 論 (Yoluntariis) は 儒敎と 矢張り 一 

/  -  /■  •  if—  i.—  J.  i  I  f- ;■ tutm^fflllnllinll^im ■{- <1  1 1  —#1  '  A.,.?  c/u 

致して 居る 所が i る ◦西洋の 學風 は此點 から 言へ ば 次第に 儒敎 的 {: 

|  なつて 來 居る 〇儒敎 の 形式は 餘程 大事な ことにな つて 居る けれども 
I  儒敎の 內容は 變 つても 差 支ない。 孔子は 變へ てなら ぬと いふ ことは 
一 言つ て 居らぬ。 變へな くち やい かぬ。 孔子は 後生 可 fe と 言つ た。 後 
一世の 人が 段々 古人に 優る 事を やつて 行かぬ ければ 後生 可 や 無い 0 


\  後生不 ^ /畏であります0後生不 ^ /畏の方になつて來てはいかぬ。又 
一易の 繫辭に 變通 とい ふこと が ある。 時勢が 變 ると 其 變つ tc 時勢 r_ 適 
一 應する やうに •して 行かぬ ければ ならぬ ◦孔子の 時代は 二 千 四百 年 前 
\  の 支那の 事で あらます から 日本の 現況と 違 ふことは 分 b 切つ て 居る 0 
一 孔子の 言つ た 中に 是等の 缺點が 有る と 言 つても 誰も それを 咎める i 
\  は 出來な い 。若しも 孔子 自身が 今日に 出て 來て 德敎を 立てたならば、 
\  矢 張 今日の 時勢に 合 ふやう にす るで ありませ う ◦今日の 時勢 U 合 ふ 
やうに 德敎を 立つ ると 云 ふことは 寸 毫も 孔子の 精神と 相戾ら ぬ。 假 
一 令 ひ 孔子の 敎に 幾多の 缺點が あると し -7" も 又 一方に 於て は 永遠 不滅 
\  の ものが ある。 さう して 孔子の 敎の 立て 方は 今日の 實踐 道德の 先鞭 
|  を 着けた ものである 〇二千 四百 年 前に 偷理 運動を やつて 支那 全國を 
I 德敎 化して 仕舞は うとした 。ナヵ/、 活氣あ b 精神め る 偉い 運 勤で 
ありました。 一代に 於て 偉い ことを やつた ので ある。 處 ♦かへ ー ゲル 
一 や ショ ッ .ペン ハゥ， ニ ルが 孔子の 事を 批評して 隨 分ヶナ して 居る。 殊 
附錄の 五  儒教の 長處 短處  七 九九 
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\  にへ ー ゲ .ルは ゲシヒ テ 、 デ〆.、 フヒ ロソフ r の 中に 論語を 評して 
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I  と 云つ て 居る 0  へー ゲルには 孔子の 事は 能く 分つ て， 居らぬ。 極く 不 

V 

|  完全な 飜譯 物を 見て 孔子は 斯んな もの だとい ふこと を 論じて 居る C 
\  それ だから 孔子の 偉大な 人格は 少しもへ ーゲル には 分つ て 居らぬ。 

„ 誤解して 居る。 少 くも 儒 敎の眞 精神、 眞意義 と 云 ふ ものは 九で 知らぬ 0 
|  君子 於 n 其 所 多 知。 蓋 闕如 也。 と 云つ て ある ◦孔子は 哲學 者と いふょりは 
一 寧ろ 德敎の 祖師で ある。 それが 孔子の 偉い 處で ある。 是迄 基督 敎な 
\  どに かぶれて 居つ た 人 も 近來そ れを 見て 孔子の 見識の 偉い S が 分つ 
|  て來た C 以前は 牧師と なつて 會堂で 以て 祈禱な どを やつて 居つ た 者 
一 が 疾くに それを 止めて 近頃は 儒敎の 復活で 無ければ ならぬ とい ふこ 
i  と ?: 言つ て來 たのは 儒敎の 形式の 近世 的で 却つ て 健全なる ことが 分 
(  つて 來た爲 である 〇 さぅ 云 ふ 儒敎 復活 論者は 一人ぢ や 無い C 已 に漸 


一禱 などを 止めて、 段々 孔子の 方へ 近寄つ て來た 人は 一人 ぢや 無い。 數 
i 人 ある。 孔子 も 丘 之 禱久矣 と 言 はれた やうに 獨 "では 何か禱 つて 居 
| られた 〇天 であ b ませう 〇けれ ども 祈 禱と云 ふことは 儒敎 にあつ て 
一は 人々 隨 意の 事で あつて、 少しも 儀式 杯は ない。 儒 敎の邗 式は 全く 世 
一間 的で ある 〇單に 世間 的の 道德に 依つ て 人格を 修養して 行く 處 (: 懦 
一 ^ Q 特色が ある。 今 H は モク 道德の 基礎は 哲學 、倫理 學 、心理 學 、社 會學 
一等に 念て 建設すべき で ある〇  ? フ すれば 進步も 出來る ◦それで 以 
I て 今 H に 適應し £敎 とい ふ ものが 成立ち 得る こと 疑ない。 過去に 
| 於て 儒敎が 德敎 として 成立ちて 來 たから 今後 も出來 ると 思 ふそれ 
\ に 學理 にょつ て 基礎を 造る の 便宜 •か あるから 尙更の 事で ある () 今 H 
一は 昔の 儒敎 ょりも 迥 に進步 する こと •か 出來な くち やならぬ C 今日は 
j 新 材料 •か 多く？ 新 知 5 增 して f から •是 から ズッと 先き に發展 
して 行く こと ♦か 出 來る譯 である 〇さ うして 先き へく と發展 して fr 
一く r- 當 つて 儒敎 とい ふ 名は 無くても 宜い 〇單に 儒敎で 一向 差 支ない" 
.  附錄の 五  儒敎の 長處 短處  八 〇 一 
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一 けれ 共 儒敎 はま： U 學 術の 發 M しない 時に 斯かる ことの 出來 得べき で 
\  あると いふ ことを やつて 見せ ^ 〇 だ からして 後世の 人が 斯かる 事は 
I  出來な いと 斷 念して 役て 置く のは 間違 ひで ある 〇必す 出來 ると いふ 
一 自信を 以て 盛んに 健闘して 進んで 行かな， ければ ならぬ 〇さ ぅして 行 
\  く 處に饨 儒敎の 歷史が 殘つた 樣に 德敎の 歷史が 出來 る。 その 時代 そ 
I  の 時代に 斯かる 事業を 負擔 して 努力して 行く J は 最も 偉大な 人間の 
(使命で ある Q 學 問の 目的は 畢竟 研究 其 物に 6 るので なくして 研究 か 
\ ら何か 結果を 出す 爲 である ◦研究の 結果が あれば その 應用が 直接 人 
|  間に 關 する 2 であつ て 極めて 重大であります 〇けれ ども 硏究に 際限 
がない 〇際 限の ない 研究の 結果を 埃ち て而 して 後、 行 ふと 云 ふこと な 
らば、 それは 到底 駄目で ある ◦行 ひは 日々 の 事であります 。明日を 埃 
\  つど ころでは ない。 今日 已に行 ひの 標準が 無くち やならぬ 〇況や 社 
一會は 一人で 無い。 我 四千 萬の 人間が 口々 何を 標準と して 行く かとい 
\  ふことは 研究の 結果に 埃たぬ ければ ならぬ 〇けれ ども 研究は 一 ^ で 


一 疼る か 二 K 三代で 終る炉 分らない C さぅ 云 ふ 研究の 結果を 待つ て E 
へ： る 間に ® の 中は 種々 に 變遷 して 仕舞 ふ〇 それで 其 時代/、 に 適切 /; 

|  る 德敎を 立つ ると いふ ことは 止む を 得ぬ ことで ある C それは 如何 (: 

\ 困難なる 事業で あつても、 必 す出來 ると いふ 自信 ; V* な.，、 ては ならぬ C 
一處が 此事を やる のには 何處 まで も 偉大な 人格を 立てぬ ければ ならぬ C 
一 それは 理想的の 人格で も 差 支ない。 但し 具體 的の 人格なら ば 孔子 ♦か 

i い、。 孔子の 言つ たこと が 悉ぐ 今日 役に立つ と 限つ たこと ぢや 無い () 

へ 

一 役 こ 立つ こと も 役 (: 立たぬ こと も ある 〇けれ ども 研究して 置く 丈の 
\ 歷 史的 價値は ある C 孔子の 說い たこ、 とを 偷理學 として 見たなら は 間 
? 違つ て 居る 〇 倫理 學では 無い。 孔子の 說 いたのは 孔子の 實 行した 鮮 
j 果を說 いたので あ b ます C どぅ 云 ふ 工合に やれ (r 道德 的 ^ 爲か 出 ^ 
一 るかと いふ こ i を簡 單に說 いて 示した ので ある。 倫理 學と いふ もの 
\ と 孔子の やつ 1: 實 踐道德 とは 自ら 違 ふ C 倫理 學丈け やれは 道德が 自 
i ら出來 ると 思 ふのは 間違 ひであります Q 倫理 學と いふ ものは 實踐道 

附錄の 五  儒敎 の長處 短處  八〇三 
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德 に大變 助けには なる けれ 共、 實 踐道德 は必す しも 偸 理學を 埃たぬ っ 
實踐 道德の 側は 孔子が ゃつて 見せた。 詰り 最後の 目的と すべき もの 
を やつて 見せた 〇玆に 儒敎の 偉大な ところ ♦か ある 〇それ で 又 宗敎に 
は 佛敎だ の 基督 敎だ のとい ふ 偉大な 宗敎が あ b まする が、 その 宗敎は 
各 < 或 一部の 人の 精神的 要求を 充た して 居る に 相違な V けれ 共、 併な が 

. ら 日本人の 大部分、 . 西洋 も 大抵 同じ 事で あるが …… r 矢張り 成立 宗 

\  敎を 離れて 單に 道德に 由つ て 行かぅ とい ふ 精神の 人が 一 多い。 殊に 學 
\  者 敎育家 等の 中には 宗敎 家は 大變 少い〇 非常に 少數で す。 昔からの 

\  宗敎 は餘 b 尊信し ない。 それなら ば 何を やつて 居る かと 云 ふに 矢 張 

<:  . 

\  卜廣い 意味に 於け る儒敎 即ち 德敎を やつて 居る。 矢張り それは 學生 
i  でも 多數の やつて 居る ことで 1) る。 次第々々 にさぅ 云 ふ 風に なつて 

ハ  I  I  - -  ,  I  ,  ■ 

\  來て 居る けれ 共-そこに 一つ 危い 事が ある。 それは 外では ない 〇餘り 
\  單 純で 廣い から— 精 •神を 失 ふ 虞が ある。 その 時代  <  に 盛んに 德敎 
を 鼓吹す る 精神を 發揚 する 人間が 出て 來な ければ -/ i: らぬ？ 一  宗 敎の方 


\  — . — n  , 

/  は それ  <  其の 機 關 •か 有る ◦會堂 や 寺院が あつて それ/ \ 宗 敎 の 精 
I 神を 鼓吹して 居ります から 繼續 して 行き 居る けれども 德敎の 側は 餘 

\  り單 純で 廣いか ら其 精神を 失 ひ 易い 〇失ひ 易い から 決して 怠つ ては 

\ 

|  ならぬ 〇尙更 努力して その 精神を 發 揮して 行かなければ ならぬ 〇そ 
\  れで 儒敎と 內容は 違 ふけれ ども、 形式に 於て は 稍， 儒敎の 如き ものが 今 

\  後 社會の 必要に 應 ずるで あらう ◦成立 宗敎 とい ふ ものは 段々 必要が 

パ  nil! _ _  •  >  ■  f - - - -  f 

\  無い やうに なつて 來 た。 今 R の 宗敎の 歷史を 見れば 次第  <  に 世間 
j 化して さう し. て 道德の 元/素が 多くな つて 來 居る 〇宗敎 は 古に 溯る 程 
\ 道德の 元素が. 少ない。 原始 宗敎に 立 返る と 云 ふと 殆ど 道德の 元素を 
一 認められない。 それが 段々 發展 して 來れば 道德の 元素が 次第に 多く 
一 なる。 多くなる 程 德敎に 近づいて 來る〇 宗敎が 道德 化し、 德敎が 宗敎 
、、化して 敎會 若く は 寺院 組織の 宗敎が 純 個人的と なつて、 道 德的 感化 •か 
\  大に 社會に 勢力を 得る のであります 。成立 宗敎が 發展 して 道 德の元 
一 素が 段々 多くな れば 仕舞には どうしても 純道德 とならぬ ければ なら 

i# 錄の五  儒敎の 長 處短處  八〇五 
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\  ぬ 〇 倫理的 宗敎と 云 ふ も 其處迄 至らぬ ければ 純粹 でない 〇處が 儒敎 
\  は 純 道德を 希望して 居る。 儒敎の 內容は 今日から 見る と 不充分で あ 
I  る けれ 共、 純道德 を 希望した 5 は 事實 である。 唯 t 純 道德を 發展 させて 
一之を 實現 する》 とが 今日の 急務で ある。 今 H の 樣に 時勢 境遇 一變 して 
|  學 問の 大に 進んで 來 るに 際して 宗敎は 畢竟 其 處に歸 着す る ことにな 
\  るに 相違ない 〇宗敎 と 云へ ば、 必ずしも 成立 宗敎に 拘泥す る 必要は な 
\  い。 佛敎 とか 基督 敎とか さう 云 ふ 名を 立てないで 單に廣 沉 なる 宗敎 
j  的觀 念と いふ ものが 有れば 宜 い。 即ち 儒敎の 如き ものが 有れば 宜い C 
\  儒敎の 如き ものが 有れば 宜 いとい ふのは 儒敎の 目的と する 所は 純 道 

i  德で 極く 廣い Q 又 之れ を學 校で 敎 へても 差 支ない 。何故ならば 自然 

\  \ 

\  科學と 戾らな い0\ 佛敎や 基督' 敎は學 校で 敎ゆ るのに 困る とい ふのは 
一方で 敎へて 居ん ナチュラル サィ エン セスと 兩立 しないから である C 
日本の やうな 元來 宗敎じ 冷淡な 處は德 敎でや つても 一向 差 支ない。 

:  それで 行ける ので あう ます ◦それで 純 道德は 廣 い .;* 味の {一 K 敎にな る C 


佛敎や 基督 敎を 指して 倫理的 宗敎杯 と 云 ふ 不正確の 意味で なくして， 
全く 純粹 なる 意味に 於て 偷理的 宗敎と 云へ るので ぁる ◦昔の 佛敎と 

か 基督 敎 とか？ 云 ふ やぅ に、 必 t も 一つに 限つ S 敎の考 で 無く 
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して 最後に 皆普沉 なる 倫理的 宗 敎に歸 着す る〇誰 でも 道德が 無くて 
は 人間た る こと •か 出來 ないから 必す、 仕舞には それに 歸着す る〇怫 敎、 
基督 敎 など ゞ いふ もの も 次第に 其處に 接近して 來居 るから 最後には 

I  !  >  .Sr-  ■■■二  ：- ■ 1 -  -  I 
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さぅ 云 ふ 倫理的 宗敎に 注意を 拂 つて斯 かる 廣汎 なる 純 道德の 立場に 
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歸 着して 仕舞 ふだら うと 思 ひます 〇 

(明治 四十 一年 十月 廿 五日) 
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人を 相手に せず、 天を 相手に せょ。 
天を 相手に して nJ れを盡 し、 人を 
答め す、 我が 誠の 足らざる を 尋ぬ 
一 1 〇0 

西 鄕南洲 


一 附錄の 六 

第一  朱舜 水の 事蹟 及び 學說 

一  朱舜 水は 明 末の 儒者で ある。 丁度 明の 亡びる 時に 世に出た が 爲に、 
一屢； 亂を 避けて 日本に 來た ので ある。 或 時は 安 南に 行つ て 安 南の 兵を 
一 / Jt 日. Cs て 明を 炙 復 しやう とした こと も あるが、 其れは 成功し なかつ た" 

一 其 後 また 日本に 來て 、日本の 兵を 借 b- て 明 ?: 恢復す る 積り であっ た C 
あらう けれども、 是れ亦 志を 得. すして 遂に n 本に 留まる ことにな つて 
一長く 長 崎に 居った 所が、 其 內に柳 川の 儒者 安東 省菴が 之を 知って、 舜水 
一に 師事して、 自分の 僅の 俸祿の 半分を 割いて 舜水の 生活費と 爲 したの 
で 長く 學界の 美談と して 傳 へられて 居る ◦(第一 篇 第五 章 安東 省 巷の 
處 を參考 せょ) 其後舜 水は 水 戶の義 公に 知られて， 賓師 として 聘 せられ 
たが、 とう"'^ 公の 駒 込 別 壁 卽ち 今の 第一 高等 學校 構內に 於て 残くな 
\ つて、 水戶 の瑞寵 山に 葬っ て あるので ある。 舜 水の 生れた のは 西 K 紀 
附錄の 六  朱舜 水の 事蹟 及 ひ 學說  八 〇 プ 


附錄の 六  朱舜 水の 事蹟 及び 學說  八一〇 

一元 千 六 百年 卽ち 我が 慶長五 年で、 其 歿した のが 千 六 百 八十 三年 卽ち我 
♦か 天 和 三年で ある 。彼れ は 八十 三歲 まで 生存して 居つ た。 隨分 長命 
であつ たので ある。 一體 支那の 學 者は 餘 b 長命で ない ◦昔から 八十 
一歲以 上の 學 者と 云 ふ ものは 割合に 少ない ◦孟子 以來 何人 あるかと 指 
| を 屈する と洵 に少數 である 〇舜 水の 如きは 我が 日本に 來て 平和な 生 
I 活を した 爲 めに 斯樣に 長命で あつたので あらぅ 〇舜 水は 儒者は 儒者 
I であつ たけれ ども、 唯… ® 者と 云 ふの みで ない、 一種の 志士で あつたので 
\ ある。 其 事蹟は 『先哲 叢談』 〔卷二 〕に も 出て 居る し、 又 『朱舜 水 全集』 の 附錄に 
一 も 精く 出て 居る から 今は 唯" 其槪 略を 述ぶる ことにして 置く。 

一  著述と しては 從來 『朱舜 水先 生 文集』 二十 八卷が 版本と して 行は れて 
一居つ たので あるが、 其 外に 寫 本で 傳つて 居つ た 加賀 本の 『朱 徵君 集』 と 云 
一 ふの が 十卷 ほど あり、 又 支那に 傳はれ る 『泊 舟 稿』 と 云 ふの が一 卷あ る。 
一泊 舟 稿と 云 ふのは 舜 水の 詩を 集めた ものである。 さぅ して 明治 四十 
一 五 年 (: 至つ て 稻葉君 山 氏が 『朱 舜水 全集』 と 云 ふのを 出版す るに 當 つて 


| 總て此 等の ものを 其 中に 收 載した ので ある 〇尙ほ :I:i: ハ 上附錄 としてい 
一ろ く朱舜 水に 關する 文章が 採録され て 居る。 此 『朱 舜水全 集』 を 見る 
一とい ふと 舜 水の 文章、 學說其 他 種々 なる 事が 明瞭になる。 

一  次に 舜水 の學說 に 就いて 少しく 述べる ことにし やう。 舜水 は學济 
は 學 者に 相違ない けれども、 專 ら道學 を硏究 すると 云 ふやうな 學漭で 
I はな かつた ので ある 0  一は 時勢が 時勢で あつたから して、 さう 專門的 
の 硏究を する ことは 不可能で あつたか も 分らぬ けれども、 併し 唯 : li ハれ 
許りでは ない ◦餘程 道義の 觀念が 强い けれども 唯' 道學 者と 云 ふので 
はな かつた 欉で ある。 併ながら、 なか^^ 道義を 重ん する 精神が ffi で 
I あつた 爲に其 影響 も尠 くない ◦水 戶の義 公に 聘 せられて ょり 修史の 
j 事業に も 影響した であらう し、 又 水戶の 學界に 精神的の 感化を 及ぼし、 
I 其 他に も 種々 なる 關係が 生じて 居る 樣で ある。 殊に 門人と しては 先 
I づ 第一に 水 戶の義 公が ある。 義公は 舜 水の 門人と なられた ので あつ 
I て， 朱舜 水先 生 文集には 門人 IJ 書いて ある。 あれは 義 公が 編纂に なつ 
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て 居る ので ある。 それから 安積 澹泊、 安東 省菴 、山 鹿 素行と、 此四 人は 舜 
水の 門人と 云つ て 差 支ない 人々 である。 尤も 山 鹿 素行は 獨 b 舜水に 
學び 、舜 水の 學說を 紹い： r: 譯では ない。 殊に 素行は 古學を 主張し 且つ 
武士道の 學派を 開いた 人で あるから して、 他の 人々 の樣に 純粹な 舜水 
の 門人と しては 少し 具合が 惡い けれども、 併し 兎に角 舜水に いろ < 
質問 5: して 習つ たこと が ある。 此 等の 門人の 關係か ら見て も舜 水は 
日本の 朱子學 派 5: 論す るに 當 つて 看過す る譯に 行かない ので ある。 
さう して 又 學說の 上に 於ても 多少 講究すべき 點が ある 〇先づ 第一 (: 
舜水は 陽明學 派で あると 云 ふ 疑を 受けて 居る。 嘗て 雜誌 『陽 明學』 に 於 
て、 舜水は 王 陽 明と 同じ 鄕里に 生れた 人で、 學說 もやは り 陽 明の 流派に 
屬する ものである、 と、 斯う 云 ふ 具合に 隨分 精し く 論じた 人が ある。 果 
して 然う であらう か。 此點に 就いて 吾々 の 見る 所を 明に して 置きた 
いので あ. る。 

『朱舜 水 全集』 を 硏究 して 見る とい ふと、 舜水は 王 陽 明を 多少 譽めた 樣 


な處 ♦か ある。 例へ ば 「王 文成卽 有： 一高 才 こと 斯う 云って 居る。 又舜 水が 註 
脚な どに 拘泥し ない 處は餘 程 陸 象 山に 似て 居る。 又舜 水の 鄕里は 餘 
姚と云 ふ 所で あつて、 陽 明の 出生地で あるから して 陽 明の 學 派を餘 姚 
學 派と 云 ふ 位で ある、 彼れ は 「王 文成爲 一一 僕里 < 然 燈相炤 。鳴 鷄相 聞。」 と斯 
う 云つ て 居る。 それで 鄕里は 成程 王 陽 明と 同じで あつたに 相違ない 
けれども •鄕 里が 同じで あれば 必ず 學說も 同じとは 限らぬ ので ある。 
舜水は 大分 陽 明を # めて 居る けれども、 亦 陽 明を 贬して 居る 處が ある 0 
例へ ば 「王 文 成 亦 有„病 處：然 好 處極多 」 と。 王 陽 明を 論す るに 當って 『有，， 病 
處 一」 と 云うて ズ ッと贬 して 置いて、 さう して 又 「好 處極多 」と、 云つ て譽 めて 
居る 樣な 具合で ある。 さう して 又 「英雄 也」 とも 云つ て 居る。 大分 譽め 
て 居る かと 思へ ば 「非 一， 一 僕 宗，： 陽 明 一也」 と 云つ て、 確に 陽明學 派の 者で ない と 
云 ふこと を 明言して 居る 位で ある. 。さう して 『若， 一王 陽 明 先， 事 之 ^ ; 使. _ 
家 危而復 安一 至，， ，其 先時擊 n 劉瑾 ： * 爲 _,直 臣： 惜其後 多 坐 _ 學 一節 1 使へ 犬： 卜 多 & 
限 饒舌：」 と 云っ て、 大變に 亦 陽 明を 貶して 居る。 彼れ は餘 程宋 明理學 の 

附錄の 六  朱舜 水の 事蹟 及び 學說  八 一三 


1 


附錄の 六  朱舜水 の 事蹟 及び 學說  八 1 E 
一 弊に 懲 b て 居つ たと 見えて， 餘 トノ區 々として 理 學に沒 頭す る やうな 態 
一度は 見えない ので ある ◦けれども 陽明學 派で ない と 云 ふことは 明瞭 
一に 述くて 吾る。 それの みならす、 嘗て 安東 省 薬が 少し 迷 V」 生じて 陽 印 
學派に ならう とした ことがあつ て、 •そこで 疑を 決する 爲 めに 舜水に 手 
一 紙を 遣っ て 其 事を 問 ひ 質した 。其 時舜 水が 安東 省菴に 手紙を 送っ て 
一 答へ て 左の 如く * m ったので ある。 

j  學者之道。如^^裘 38 ,,其粹然者，而取 ^ 。故日千金之裘。非二狐之腋一故日擇= 
其 善 者 1 而從 乏。 其 不善 者而 ^ 之。 若 日 = 我 某氏 學某 氏學一 此欺 A 盜名 。巧 取」 
世資， 者 也。 何 足 ® 哉#。 明。 先 ^0 佞 ]: 1:° 隣； 向 H 所 j 日。 終不， 肯 少有 .阿 m° 。 賢 
契猶能 記憶 否。。 至， M0 。 更〇爲 *0 。陸〇兩 ^0 。之 ^° 。則。大非也。世間道理。惟有 %0 不可 
-:° ぎ„。可。者 51,0 。(安東守男所藏舜水書翰) 

一 斯様に 此 書翰の 中には 「陽 明 先生 爲=不 佞 比隣 一 云云。 至，- 於 更爲. 陸 兩可之 
一見 一則 大非 也。」 と 斯う 云っ ご 居る。 陽 明 先生 不 侯の 比隣たり と 云 ふのは、 
I 鄕里が 近かった と 云 ふ ばかりでは なく、 餘程 學說に 於ても 近い 處があ 


一る と 云 ふやうな 意 除 も 含まれて 居る 樣で あ ^ r- けれども 彼れ 力 決し 
\ て 陽 明學派 の 者では ない と 云 ふことは 明で ある。 さう して 更に 朱 陸 
一 兩可之 見を 爲すに 至つ ては 則ち 大に非 也と 云つ て、 決して 迷うて はな 
一らぬ と 云 ふこと を 辯 じたので ある。 朱陸兩 可の 見を 抱けば 陸 象 山と 
一同 じ 思想の 系統の 王 陽 明 も是 としなければ ならぬ 譯 であるか らして 
一： 旗色が 大 變瞹昧 となつ て來 るので ある。 舜水は 決して 兩 可と .-:* ムふ老 

一では いかない、 何 處迄も 朱子學 派の 一本 筋で 以て 行かな くち やならぬ 

一 

\  と 云 ふので ある。 

|  舜 7K l^ 朱子學 には 深大 なる 關 係が ある。 それで 周 ff p t: の程叹 C 
一を 尙んで 居る。 それから 漢に 於て は董 仲舒 、明に 於て は薛敬 軒を 尙ん 
一で 居る。 周廉溪 、程 明 道 U 孰れ も 朱 子の 尙ぶ 所で ある。 ® 敬 軒は 無論 
朱子學 M の 人で ある。 さう して 人に 對して 「朱 子 之註不 v fe 」 と 斯う  一 i ム 
一つて 居る 〇ぐ また 「宋儒 之 學可鉍 也」 と、 斯樣 にも 云つ て 居る からして、 彼れ 
\ *> 朱子學 派の 人で あると 云 ふことは 明瞭で あつて 毫も 疑を 挾む の阶 
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i 地は ない ので ある。 併ながら 宋學の 弊に 懲りて 居つ たと 見えて 「宋儒 
之習氣 。不 甸細 也。」 と 云つ て 居る。 宋學 は必 しも 斥けぬ けれども 宋學の 
習氣に 至つ ては 斷 じて 避く 可き であると 云 ふ 意味で ある ◦それから 
I 「伊川 先生 及晦菴 先生。 但 欲，， ，自明，， 己 志 一 ^ 免％,, 吹 % 求 » 之 病：」 斯う 云つ て 居 
j る。 程 伊川 や 朱 子な どに 付ても 全然 心服して 居つ f: 譯では ない。 多 
I 少さう 云 ふ 批評 もす る 位で ある ,0 けれども 又 朱 子に 付て は 斯う 云つ 
一て 居る。 「朱 子 道，， 問學： 格物致知。 於，， 聖 人一 * 有柄，戾。」と云つて、朱子の學問が 
趨- 人の 趣意に 能く 合つ て 居る と 云 ふこと を 述べて 居る。 

舜水が 朱子學 流の 人で あると 云 ふことは 次の 五つの 點に 依つ て 之 
1 ^: 知る ので ある C 

第一は、 彼れ が 朱儒 及び 宋儒 系統の 人を 尙んで 居る と 云 ふこと であ 
一る。 第二は 朱 子の 註を 取る 精神が 見えて 居る と 云 ふこと である。 第 
一三は 彼れ が 德目を 擧げ ると きに 陽 明 學の德 目は 殆ど 擧げ ない。 例へ 
| ば 良知で あると か、 知行 合一で あると か、 さう 云 ふ樣な 術 ■語を 遺は ない 0 


I さう して 之に 反して 朱子學 派の 德 目を多く遣つて« 0 0朱子學派で 
一は 誠、 敬 等の 德目 は大變 大事な ものであるが、 さう 云 ふ 事を 談する こと 
一が 多い。 彼れ の 遺 ふ 術語が 朱子學 派の 術語で ある 〇第 四には 彼れ は 
I 大に 大義名分を 尚ぶ ので ある。 大義名分を 尙ぶと 云 ふことは 朱子學 
) 派の 特色で ある 〇朱 子が 資 治通鑑 綱目と 云 ふ ものを 著して、 司 馬溫公 
一ょ b ズッと 大義名分の 精神 5: 嚴重に した ◦それが H 本に も 夙く 傳は 
一つて' 北 畠 親 房な どの 書いた 物に も 影響して 居る。 所が 舜水も 朱子學 
j 派の 側で あるから 大義名分の 精神を 以て H 本に 這 入つて 來 た。 水 戶 
の學 派には 丁度 其れが 適切で あつたので ある ◦陽 明學 派では 大義 名 
I 分と 云 ふこ f こは やかましく 言は ぬので ある。 さう ー ムふ點 V」 見ても 舜 
一水が 朱 子學派 であると 云 ふこと を 知る に 足る と 思 ふ。 第五には 舜水 
I の 門人に 朱子學 派が 多い ことで ある ◦水 戶の義 公は 固ょりの 事。 安 
| 積澹 泊で も、 安東 省菴 でも 皆 朱子學 派の X である。 獨 b 山 鹿 素行は 一 
一家の 見識を 抱いて 古學を 主張した ので あるが、 併し 其 古 學と云 ふこと 
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は 多少 舜水 にも あったので ある。 それで 素行 も學脈 系統に 於て 全然 
舜 水と 無關 係と 云 ふので はない ◦兎に角 門人に 陽明學 派の 人と 云 ふ 
もの U 無い。 さう 云 ふ 事を 考へて 見ても 舜 水の 朱子學 派た る ことは 
明で ある 0 

尤も 舜水は 非常に 狭隘な 純粹な 朱子學 派の 人と 云ふ譯 ではない。 
廣い. 意味に 於て 朱子學 派の 人と 論斷 する ことが 出 來 ると 謂 ふので あ 
る。 彼れ が 餘 b 狹い 意味の 道學 者で なかっ たと 云 ふことは、 彼れ が 斯 
う日って居るので分る。「本 |^ 倡_|明道學一而來/亦不 1>1 _|良知赤白一自立*門戸一 
と 斯う 日っ て 居る。 彼れ は 其 樣に朱 子 學派だ とか、 陽 明學派 だと か、 斯 
う 云ふ學 派の 區 別を 明に して 一派を 成さう と 云 ふやうな 精神を 懷い 
て 居っ たのではなかった ので ある。 彼れ の學 問は 一體に 經世實 用の 
學 であっ た。 それで 「爲 « 當 ，有 11 實功 ，有 用 i と、 斯う 日っ て 居る。 さう し 
て 殊に 禮を 重んじた。 文は 必要と する けれども 詩は 必要で ない、 と、 斯 
う 言 ふので ある。 多少 詩 も 作つ ては 居る けれども、 詩は さう 重ん する 


資 治通鑑 を熟讀 する 樣にと 云 ふこ. とを 勸 めて 居る。. 「資治 通鑑 & 且 看，， 
|此一部？俟„文義透徹：玩索精 « 」などと云って居る。彼れの學問が幾らか 
I 亦古學 に 似た 樣な處 •か ある。 古學に 似た と 云 ふのは 實行を 尙ぶ樣 な 
j 處 である 〇それ で隨分 古くから 彼れ の學 問を 古學と 見た 人が ある。 
j 安積 澹泊が 舜水 文集の 後 序を 作っ て、 「先生 獨爲一 I 古學 ：」 と 云 ふやうな こと 
\ を 云っ て、 舜水を 古學 者と 見て 居る。 又 「先生 獨爲一 ，古文 一」 とも ある。 けれ 
; ども 舜水は 純粹な 古學 者では なかっ たので ある。 但 ，、多少 古學漭 と 見 
一え る やうな 點も ないで はな かつた とい ふことは 言へ る。 其 處等が 或 
一は 幾らか 素行に 影響した かも 分らぬ。 其 影響を 否定す る譯 にも 行か 
一ない 樣で ある。 

j  ,、 舜水は なか— 妙な 事を 能く 知っ て 居っ た。 嘗て 水戶に 行っ て聖 
一堂の 模型を 觀た ときに 實に 感心した ので ある。 義 公の 要求に 應 じて 
造っ たので あらう が、 全く 彼れ が 記憶に ょって 聖 道の 模型を 精細に 栴 
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へたので ある 〇 いづれ 湯 島の 聖堂 も此 模型に ょつ て W へたので あら 
一う が 實に 細かに 記憶して 居つ た ものであると 感心せ ざる V 得ない の 
である 〇 どうも 普通の 者では 迚も あんなに 細かく 記憶して 居る 譯に 
一は 行かない。 殆ど 工業 專門 の士 であるかの 如くに 微細なる 處 まで 記 
一 憶して 模型を 持へ た。 斯樣な ことは 餘程 儒敎の 盛な 時には 助を 爲し 
一た に 相違ない 。さう して 釋奠 の禮 など も餘程 彼れ が 細かに 傅へ たら 
しく 思は れる ◦舜 水の 德川 時代の 儒敎に 影響した ことは 決して ® 少 
一で なかつ たものと 考 へられる。 


第二  緩 山陽の 精神 及び 影響 

賴 山陽は 安永 九 年 (卽ち 西暦 一七 八〇 年) (: 生れて 天 保 三年 (卽ち 西 M 
一八 三 二 年) に 五十 三歲で 歿した 人で ある。 山陽は 德川 時代に 於け る 
有名な 文豪で あつて、 其 事蹟は 「近世 叢 語」、 「藝備 偉人 傳」 、「山陽 遺稿」 等の 諸 
書に 載つ て 居る のみなら す、 又 坂本箕 山の 如きは 特に 精し く賴 山陽の 
事蹟を 叙述して 居る やぅな 次第で、 山陽の 事は 能く 世間に 知れ渡つ て 
居る から、 茲には 單に 山陽の 朱子學 系統に 如何なる 關 係を 有して 居る 
かと 云 ふこと を 明に しやぅ と 思 ふので ある 〇  • 

山陽は 稀なる 大 才子で あつて、 文章の 技倆に 於て は 容易に 他人の 及 
び 難い 處が あつたので ある。 ま ァ流義 は 違 ふけれ ども 稍' 徂徠と 匹敵 
して 居る 樣に 思は れ る。 锊乍ら 徂徠 にあつ ては 經學が 根抵を 成して 
居つ たので あるが、 山陽は 經學の 方には 力を 用ゐな いで 寧ろ 史學に 力 
を 用ゐた ので ある。 それで あるから して 山陽と 徂徠 とは 餘程 違つ た 
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一形 迸を 遺して 居る。 唯： 德川時 代に 於け る 文豪と して 之を 見る ときは 
雨 者は 恰も 伯仲の 間に 在る が 如き 觀を 生す るので ある： 徂徕は 初は 
一 朱子學 であつ 代 けれども 晚年古 學に變 じて， 古. 學者 として 一派を 成す 
に 至つ たので ある。 山陽は 其れと 逢つ て、 朱 子學の 空氣の 中に 成長し 
たので ある ◦山陽の 父は 卽ち賴 春 水で あるが、 春 水は 固い 朱 子學派 の 
一人で あつた ◦春 水は 文集 も あり 其 他 種々 なる 著書 も あつて、 當時 優に 
\ 一  家を 成して 居つ た 人で ある。 それ か， ら春 水の 弟に 賴杏 坪と 云 ふ 人 
一 ♦か 出て 居る が、 杏 坪は 亦闇齋 派の 系統を 引いた 朱子學 者で あつて、 朱 子 
學に關 する 著述と しては 原 古 編が 二卷 ある 〇 さぅ 云ふ樣 に、 山陽の 父 
I も 叔父 も 朱子學 者で あつたので ある。 それに 春 水は 嘗て 江 戶に來 つ 
I て 昌平 * に 於て 學を 講じた 事 も あるので、 當 時の 三溥士 などは 皆 相識 
一の 間柄で 其 交際は 隨分 親密で あつた やぅに 思は れる ◦山陽が 十三 a 
一 (數 へ歲の 十四 歲な らん) の 時に 江戶に 居る 春 水に 詩を 送つ たこと か あ 
一る。 其 詩は 彼の 山陽 詩 # の 卷頭に 「癸丑 歲 偶作 1 して 戴せ て ある。 


十 有 三春 秋。  逝者已如/水。  天地 無， 始終： 

人生 有 _ ，生死：  安 得_ 古人：  千載 列 J 円史： 

此 詩 ?: 讀んで 見る と 迚も 十三 童の 作とは 思は れぬ欉 に 好く 出 來て居 
: 一る。 柴野栗 山 •か 此詩を 見て 餘程 驚いたら しく 思 はれる。 さう してな 
か^- 是れは 珍ら しい 子供で あるが ら 能く 敎 へて 立派な 人に 爲した 
一ら 宜か らうと 言 ひ、 先 づ歷史 を讀 まして 古今の 寧を 知る やうに する が 
一宜から う ♦か、 歷史を 讀 ませる には 通鑑 綱目ょ b 始める が 宜しい、 と 云 ふ 
I やうな ことを 言つ た 〇其 事を 或 人が 山陽に 傳へ たので、 山陽が 感奮 興 
起して 每 H 通鑑 綱目を 讀んだ が、 併し 治 * L の 大勢を 覺ゅ るの みで あつ 
たと 云 ふこと である 〇其後 十八 歲の 時に 叔父の 杏 坪に 附いて 江戶に 
來つて 尾 藤 二洲の 塾に 入つ た。 けれども 其處 には 長く 居らな かつた。 
:故 あつて 一年 許りにして 歸 つたので ある 〇それ から 備 後の 菅茶 山の 
塾に 居つ たこと も ある •か、 後 京都に 行つ て 京都に 住ま ふこと になつ た 
| ので ある。 山陽は 隨分 彼方此方 歷遊を したので あるけれ ども、 併し 京 
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I 都 •か 彼れ の 住處で あつて， 死んだ の も京鄱 である。 學者 にして は 早 死 
一で あつた 。肺結核に 罹つて 五十 三歲 にして 歿した ので ある。 

\  其 朱 子學に 關 係の ある 點を考 へて 見る とい ふと、 啻に 父の 春 水 叔父 
の 杏 坪が 朱子學 者で あつたと 云 ふの みなら t 間接に 山陽を 刺激して 
通鑑 綱目」 を 讀む樣 にし杧 のは 朱子學 者の 柴野栗 山で あつたし、 又 山陽 
が 江 戶に來 て敎を 受けた のは 尾 藤二洲 であつ たが、 是れ も當 時の 熱心 
なる 朱 子學の 主張者で あつたので ある。 それで あるから 山陽は 朱 子 
I 學の 空氣の 中に 成長した 譯であ る〇 さぅ して 寬政異 學の禁 の 後の 事 
一で あるから、 異學は 壓 迫され て 朱 子學が 大 に 勢力を 得た 際で ある C 乃 
ち 朱 子學の 空氣の 中に 成長した からして 山陽 も大體 朱子學 であつ た 
ので ある 0 門人の 江 木 鰐 水の 書いた 行狀に 「經 說歸 n 主洛閩 一而 不=甚 墨守 一 
s0 »° a0 feo l; 一 賢 立. 言 大義 一 爲赛 T 云 ふやぅな ことが 見えて 居る。 お 如何に 
一、 も 其 通 b であるので、 大體は 朱 子學に 相違ない けれども、 普通の 朱子學 
者の 樣に 、朱 子學に 拘泥して 彼是 細かい ことを 云 ふとい ふ 風では な 力 


I つたので ある。 それに 經學 者で なくして 寧ろ 史學 文學の 方の 人で 1) 
一る ♦か 爲め に尙更 窮屈な 朱子學 者の 態度は なかつ たので ある。 彼れ は 
| 嘗て 朱 子の 像に 題して 左の 如き 詩を 作つ て 居る 0 
一  韓岳 驅馳虎 嘯 k 。  四書 獨費 畢生 功。 

一 張= 萬 古 科 場 II ^ ^ « ttfe  S 
一 朱 子 も斯樣 にけ なして 居る 位で あるから して、 さう 頑固な 朱 子一點 張 
\  の 人で あつたと も 思は れぬ ので ある 0 さう して 一方に 於て は 陽明學 
一 者の 大鹽 中齋な どと 隨分 親密な 交際を して 居つ た 位で ある。 

山陽は 是れと 云 ふ學 .說を 書いた ものは ない。 彼れ の 著書の 主なる 
ものは、 やはり 「日本 外史」 と 「日本 政 記」 である。 『日本 外史」 は 源平 二 氏ょり 
j 筆を 起して 德川 時代に 至つ て 居る 0  r 日本 政 記」 は 神武 天皇ょり 筆を 起 
| して 後陽成 帝に 至つ て 居る。 さう して 「日本 政 記」 は 彼れ が 最後の 著述 
一と 云つ て宜 いので あらう 。死ぬ る 間際まで 筆を 執つ て、 完成し やうと 
| したので ある。 其 外には 彼れ の 詩文を 集めた 「山陽 遺稿」 ♦か 七卷 あり、 又 
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| 別に 「山陽 詩鈔」 が 二卷 ある。 其 他 注意すべき U 「通 議」 であ 一る" 初 「新 策 一と 
i 云 ふ ものを 著は したので あるが、 段々 其れを 修正して 終に m 議」 と 云 ふ 
ものに 爲 したので ある 〇是れ は 政治 經 濟に關 する 著書で 1) る。 それ 
一 であるから 「通 議」 なる ものは 山陽の 政治 經 濟に關 する 學說を 述べた も 
のと 云 ふこと が 出 來る〇 併 乍ら 哲理に 關す るが 如き ものは 一つ もな 
一 、。殊に 朱 子學の 學說を 叙述した と 云 ふべき ものは 尙更 無い。 併 乍 
ら 「日本 外史」 「H 本 政 記」 又は 詩文 等に 顯れて 居る 山陽の 精神に 至つ ては 
| 朱 子學の 系統に 於て 實に顯 著なる ものが あるから して、 朱子學 の歷史 
| に 於て 巧ぅ しても 看過す る 譯に往 かぬ ので ある。 山陽の 書いた 「日本 
一 外史」 や 「日本 政 記】 の 如き 歷史は 唯； 單に 史的 事實 を硏究 したと 云 ふに 止 
一 まるので はない 0 一の 學究が 無意味に 史的の 事實 を硏究 したと 云 ふ 
一のと は 大變違 ふ。 唯-物好きで 道樂 的の 硏究 をした と 云 ふ樣な 事と 混 
| 同して は 山陽 も— 不本意で tut。  • 

山陽の S 史家と しての 地位は 餘程水 戶の義 公 及 ひ 烈公の 其れと 


似 


I て 居る ので ある。 遡つ て 之を 考へれ ば、 北 ^ 親 房の 「神皇 正統 記」 の 精神 

と一致して居るのである〇  i 體北畠 親 房 •か 朱子學 者であつて 「通 鑑綱 

C'  . 

一目」 ^ 硏究 して 大に 大義名分の 精神を 得た ので ある。 況して 親 房の 境 
I 遇が 南北朝時代の 事で あるから して 必然に 「神皇 正統 記」 ^ 著さな けれ 
I ばなら ぬ 欉な 事に なつて 來 たので ある。 「神皇 正統 記 U 單に歷 史を書 
I  くと 云 ふ 動機から 書いた のでは ない。 皇統の 正閏を 正し、 南朝の 正統 
たる ことを 明に し、 臣民の 執るべき 方針の 那邊に 在る かを 示す 爲〇も 
I ので ある 〇水戶 の大 H 本史 もやは り是れ と 同じ 精神で 編纂され たも 
ので ある。 唯.、 二 IJ 五十 年の fi 年月を 掛け、 衆多の 學 者の 力を 累ねて 人 
成した 大規模の 歷史と 云 ふ 相違が ある •たけで ある ◦精神に 於て は 同 
じと 云つ て 差 支ない 〇所が 、山陽の 「日本 外史， 及び 「U 本 政 記 V」 著した 精 
神に 至つ ては 矢張是 等の 歴史と 同一 轍に 出で 居る。 日本 外史は 其 叙 
一述 する 處は 武家時代に 在つ たので 其 間に 勸 王の 精神を 籠め たので あ 
j る けれども、 日本 政 記に 至つ ては 殆ど 神皇 正統 記 だの 大日 本 史と變 は 
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I らな い樣な •態度を 取つ て 書いて あるので ある。 其れが やはり 朱子學 
一 者の 態度で ある。 大義名分を 重ん すると 云 ふのは 卽ち朱 子學 者の 精 
一 神で ある。 陽 明學の 方では 大義名分な どと いふ 事は やかましく 云は 
一ない。 又 古學 派で も 素行 一派の 外は 尙更 さぅ いふ 事は 云は ない。 そ 
れで區 々たる 註解の 樣な ことに 就いては 山陽は 餘り 彼是 言 U なかつ 
一たけれども、。大。義。名3分。とプ3ふ3樣 ^° 3朱デ鸵「 2; 重。要3な。 1; 精神を促へて起っ 
j T° 於 To ^o ぅ OU て一 , ■わ P 亂 貧 T0 る 上に 其れを 大に 活用した 形 迸が 見ぇ 
J  w coo lro 如 po を れ であるから して 「日本 外史」 や 「日本 政 記」 は 維新の 際に 
一 偉大なる 影響を及ぼした に 相違ない。 言ひ換 ふれば、 維新の 頃勸 王の 
一精 神を 喚起した 一大 原動力と なつて 居る ので あらぅ 0 
\  又 山陽が 其 程の 影響を及ぼした と 云 ふのは、 彼れ が 非常に 能文の 士 
| であつ たこと も 補助 原因と なつて 居る。 歴史 ?: 著しても， 廣く 世間 (: 
j 愛讀 せらる、 樣な ことがなければ 實際 影響 も 大きくなら ぬけれ ども、 
一 非常に 能く 書いて ある 歷史 であつ て 之を 讀めば 興味津 々とし r 盡き 


一す と 云 ふ榡 な、 ことで あるから、 なかく 廣く 世間に 愛. 讀 せられた ので 
一 ある ◦愛讀 せら るれば 愛讀 せらる、 程 山陽の 精神が 廣 く社會 に傳は 
I つて 行く。 隨 つて 山陽の 影響が 尋常で なかつ た ので ある。 

\  山陽は 獨 b 「日本 外史」 や 「日本 政 記」 に 依つ て さぅ 云 ふ 影響 5: 及ぼした 
、(と 云 ふに 止まらない 〇まだ 外に 注意すべき 點が ある 。それは 彼れ の 
一詩 文で ある。 彼れ の 詩文が 亦な か— 影響した 欉に思 はれる。 文は 
| 言 ふ 迄 もない から 姑く 措いて、 彼れ の 詩に 就いて 注意すべき ことは、 當 
一時 詩人は 隨分多 かつた ので あるけれ ども、 其 中で も 山陽の 詩と 云 ふ も 
™ の は 靑年學 生の 吟唱して 傳 ふる 處とな つたので ある。 それが 當 時の 
一 靑年學 生の 血を 沸す 樣な力 ♦かあつた からで ある。 若し 專門的 技巧 か 
一ら 言つ たなら ば 寧ろ 彼れ の 叔父た る賴杏 坪の 方が 優つ て 居る 。併 / i: 
|  ♦から 山陽の 詩は 其 傑作に 至つ ては なか^-豪邁なる 處が ある。 何と 
一な く氣魄 精神 •か 其處に 籠つ て 居る。 それで 靑年學 生に 愛吟せられ た 
~ 傑 作が 非常に 多い 樣な次 第で ある。 さぅ して 其 中に 亦勸 王の 精神な 
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んと云 ふ もの も 含まれて 居つ て ] ft 等の 詩 (: 依つて 勸 王の 精神を 靑年 
學 生の 間に 傳へ たこと 亦尠少 でない と 見なければ ならぬ。 r 

山陽は 朱 子學の 歷史に 於て 優に 注意を 狒ふべ き 特殊の 地位を 有せ 
る 一大 人物で ぁる。 


\  第三  佐 久間象 山の 人格と 學說 

\  佐 久間象 山は 文化 八. 年 (卽ち 一八 一一 年) に 生まれ、 元 治 元年 (卽ち 一八 
I 六 四 年) に 歿した 人で ある 。歿した 年が 丁度 五十 四歲 で、 山陽ょ b 僅に 
\  一歲 上で あつた i ので ある。 山陽は 肺結核で 歿した ので あるが、 象 山は 
一 刺客に 殺された ので ある。 象 山は 信 州 松 代の 藩士で あつたが、 二十 三 
一歳の 時 江戶に 出て 佐 藤 一齋の 門に 入つ て 學んだ ので ある。 さぅ して 
I 象 山は 後 (: 至る まで も 一齋を 非常に 尊敬して 居つ た 樣に思 はれる。 

一 けれども、 一齋は 最後まで 學者 として 其 態度を 變へな かつた ので ある 
I が、 象 山は 單に學 者と 云 ふの みで なく、 餘程 活動的の 處も あり、 又 時勢に 
一應 じていろ/、 變 化する 處があ つたので ある。 象 山は 幕末の 偉人で 
ある -0 慕 末 維新の 際に 於け る 傑出の 偉人が 四 人 ある。 マァ其 外に も 
一 あるけれ ども、 最も 傑出した 者は 四 人の 樣に思 はれる 〇それ は 江川 太 
一郎 左衞 門、 佐久間 象 山、 吉田松 陰、 西鄕 南洲、 此四 人で ある 樣に思 はれる。 
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一 其 中で 最も 學 問に 緣の深 かつれ のは 象 山と 松 陰で あると 思 ふ。 孰れ 
も學 者で ある。 けれども R の學 者では ない ◦時勢の 産出した 英傑で 
一 あつたので ある。 殊に 象 山は 深大 なる 知識が あつて、 學 東西を 兼ね、 一 

一代に 傑出して 居つ れ處が 見える。 

象 山の 學說に 就いて 一言 して 置かん ければ ならぬ ことは、 象 山は 陽 
一明 學 者の 人と して 曩に 『 U 本 陽 明 學派之 哲學』 吵 中に 列して 置いた ので 
一 ある。 而 して それは 省 # 錄 、象 山詩鈔 其 他 當時 出版され て 居つ た 書籍 
一に 依つ て斷定 したので あつたが、 其 後 大正 二 年に 至つ て 「象 山 全集」 が 出 
一版され た。 「象 山 全集 T: 依つ て 見る とい ふと、 彼れ を 以て 單に陽 明學者 
! とする ?: けでは 十分で ない。 此事に 就いては 飯 島忠夫 氏が 嘗て 『東亞 
一之 光 j (第 八卷第 十號) に 於て 隨分 精し く 辯 じて 居られる が、 飯 島 氏の 論斷 
一され た 處は 大體 的中して 居る やぅに 思は れる C 併しながら 多少 辯 明 
一を 要する ことがある。 一 體一齋 の 門下の 人は 自から 陽 明と 朱 子の 二 
一一 氏に 分かれて 行つ て 居る。 一齋が 表面 朱子學 であつ て 裏面 陽 明學で 


I あつた ♦か 爲に其 流れが 自ら 二樣に なつて 行つ た 譯で ある。 象 山は ど 
一 ちらかと 云 ふと 一 齋の朱 子學の 側 1: 承け て 起つ て來た ので ある。 そ 
I れで 「笋 有，， 宋洛閩 諸君 子 出； 而後 學者始 得，， 復聞 ，_聖 賢 之 至論：」 と 云 ふやうな 
\ こと も 云つ て 居る し、 又 「題ーー ー齋 先生 遺墨 二と 云 ふ 文の 中に、 一 齋に對 して 
其 恩惠を 述べた 後に 「先生 主 is 王學： 不， 好，， 窮 理：佘 則 專 承_ ，當程 朱 之規： 以 ___ 
| 天地 萬 物之理 ：爲： W 學起 手： 漢人 所 * ,, 窮知一 則以缺 羅巴 之說 ，補 ^ 。 是則 所，， 以 
| 不 tg m ハ， 一先 生 一 不ヶ異 者 也。」 と 斯う 云 ふて 居る こそれ のみなら す 彼れ は 斯う 
云 ふこと ?: 云つ て 居る。 「近日 竊 欲， 上， 一 啓 林 祭 酒； 請 II •，一 此機會 二 一一 洗 海內學 
| 術 之 弊 1! 如， 有 明洪永 成弘之 間，。 上之敎 者 # 以， ，程 朱， 爲 .敎 T 之學 者。 惟以 =程 
| 朱 一 爲 A。 其 P 叛於此 ，者。 雖 fe = 俊髦 異材； 必黜而 不 fe。 若果 如 a 疋 。則 將，， 功利 之 毒 
j 日 消 而考據 文辭之 陋日减 〗」■ と (」 是れ であると 案外 象 山は 朱 子學を 標榜 
して 寧ろ 異學 を禁す るの 精神で ある 〇彼れ の 豪傑の 資を以 て 餘程寬 
I 犬で あるべき 樣に 思は れる處 に. 却て 學說の 側では 餘程嚴 重なる 態度 
W を 執つ て 居る MJ は 意外に 感せ られ るので ある 0 さう 云ふ譯 であるか 
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らしで 大體 彼れ は 朱 子學の 立場で ある。 さう して 又 彼れ は 餘程邵 康 
節を 尙んで 居る ◦嘗て 邵康 節の 全集が 是れ まで 無い と 云 ふので、 邵康 
節の 文集を 編纂し やうと 計畫 したので ある 〇實は 明の 徐必 達が 校正 
した 『邵子 全書』 二十 四卷が あるけれ ども、 彼れ には 知れて 居な かつた の 
であらう。 それで 其 序文は 象 山淨 稿の 中に 載つ て 居る。 彼れ は 斯う 
云ふことを云つて居る二佘嘗謂。欲__1物理1者。必當，自，邵子1入餐。其所 ^ 皇 
極經 世。 撃 壤集二 書。 固學者 之 所 ®: ，一 潜玩 ：」と。 斯う 云って 居る。 邵康 節は 
宋學の 系統から 云 ふと 少し 橫に 外れて 居る け. れ ども、 マ ァ宋學 の 系統 
に 入れて 宜い 人で ある。 併し 象 山が 邵康 節を 尙ぶ のは 唯 ^ 木 學の關 係 
が あると 云 ふ ばかりでなく， 其 窮理を 喜ぶ ので ある。 象 山は 餘 程窮理 
と 云 ふ 精神が ある。 さう して 窮理 とい ふこと から 言 ふと 陸 象 山、 王 陽 
明では 足りない 。陸 象 山、 王 陽 明は 何う しても 心の 方を 主として 外界 

の 物理を 窮める と 云 ふやうな 事は しない。 王 陽 明の 方では 良知を 明 

■ 

にす る ことが 主で ある。 陸 子 も、 良知とは 云は ぬけれ ども、 やはり 心 5: 


f 


主として 窮理を 取らぬ ので ぁる。 象 山は 其れは 喜ばぬ 。何う しても 
外界の 窮理を 要する 精神で ぁる 〇殊に 蘭學を やつて 窮理の 必要を 深 
く 感じて 居る のみなら す、 自ら 窮理を 喜んで 居る やうな 有樣 でぁつ て， 
蘭 學と宋 學とを 照らし 合は せて 考へ ると 窮理と 云 ふこと (: 於て は 一 
致して 居る 處か らして、 隨て陸 王の 學 ょりは 寧ろ 宋學を 尙ぶ樣 になつ 
て 居る。 程 朱 1: 主と する ので ぁるけれ ども 併し 邵康 節な どは 亦窮理 
と 云 ふこと に 於て 大に 力めた 形跡が ぁるから して 特に 之を 喜ぶ ので 
ある 〇 

然らば 象 山は 純然たる 朱子學 派の 人で ぁるかと 云へ ば、 多少 やはり 
陸 王の 影響 も ぁるで ぁらう かと 思 はれる。 まァ陸 子は 兎に角、 王 陽 明 
との 關係は 看過すべき でな からう と 思 ふ ◦彼れ は 「象 山說」 と 云 ふ もの 
を 書いて、 其 中に 陸 子 5: 餘程贬 した かと 思 ふと 亦 大に陸 子を 譽 めて 居 
る 〇大に 譽 めて 居る かと 思 ふと 亦 其 弊害を 述べて 居る 〇さ うして 最 
後に 至つ て 一予 嘗竊 有， 見，， 於此 ：故爲 m 子 之 方。 一以 „ 程 朱， 爲 斯う 云つ て 居る。 
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| 併 乍ら 陸 子 1: 以て 亦 自分の 警と爲 す i 云 ふやうな こと も 其 後で 述べ 
て 居る 樣な次 第で、 上げた b T げた b して 居る ◦贬 した かと 思 ふと 亦 
一譽 めて 居る 0 それで 決して 全然 貶して は 居らぬ ので ある ◦それから 
| 陽 明の 側に 於て は 斯う 云ふ關 係が 見える。 彼れ 象 山は ひどく 熊澤蕃 
一山を 追慕して 居る ので ある。 

|  「跋 ，，熊 澤 蕃山眞 « 」 と 云 ふ 文が 「象 山淨 稿」 の 中に 見えて 居る が、 其 中に斯 
j う 云 ふこと が 云つ て ある。 「夫以 .英雄 之資： 抱-一 經濟 之學一 聲色貨 利 之 習。 介 
I 然無 _以入=於其胸中：挺特邁往。跨=凌古今-者。 ^ 此亦可 ?1 莧其彷辨而 6| 載之 
™ 下。 令 A 竦然 起 ® 」 如 s fe 師 畏友〗 r こ 實に推 尊 極まれ b と 謂 ふ 可し と 云 ふ 
一 やうな 有樣 である。 

\  其 外 「省 ® 錄」 に 堂 日いて ある ことを 見る と、 餘程 陽明學 者の 語 錄に 似た 
一 樣な處 が ある。 一體 日本の 陽明學 者は 大體 二樣に 分かれて 居る。 學 
I 者 風の 人は 中 江 藤樹を 尊崇して 居り、 經濟 政治の 方に 傾いた 人は 熊澤 
一蕃 山を 尊崇して 居る。 彼の 橫井小 楠で あると か" 橋 本左內 であると か、 


一山 田 方 谷で あると か 云 ふ 風な 人は 皆 熊澤蕃 山 5: 尊崇して 居る 〇さう 
一して 象 山 も 亦大に 熊澤蕃 山を 推 尊して 居る 處 k 見る と、 どうも 陽明學 
一の 影響の あると 云 ふこと も 否定され ぬ樣 である 〇況 して 象 山 | 代の 
活動の 狀況な どを 考 へても、 餘程陽 明 學の樣 な處が 見える 〇さ うして 
| 象 山は 功利と 云 ふこと を 酷く 斥けて 居る 〇陽 明學 者は 經濟政 治に 心 
?: 向ける ことは あるけれ ども 功利は 取らない 〇まア 其れは 朱 子學者 
も 同じ 譯 であるけれ ども、 併し 餘程陽 明學者 風の 態度 もない ことは な 
一い。 要するに 象 山は 其 主張して 居る 處を 見る と大體 朱子學 著た る こ 
一とは 蔽ふ 可から ざる 所で あるけれ ども、 亦 隨分陽 明學の 影響 も 受けて 
j 居る 樣に思 はれる 〇 固い 窮屈な 朱子學 派の やうな 主張 ？: して 居る か 
I と 思は れる けれども、 それに 拘らす 大に蕃 山を も 尊崇し、 又 陸 子と 雖も 
之 5: 贬す るかと 思へ ば、 亦 之を 譽 めて 居る ので あるから して、 其處 は餘 
一 程 注意すべき 點 であると 思 ふ 0 

I  それにもう 一つ 注意すべき 事は、 象 山の 門人の 中に 純然たる 朱子學 
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一 者は 少なく して 寧ろ 陽明學 者が 多い と 思 はれる ことで ある。 例へ ば 
一河 井繼之 助は 象 山の ra 人で あるが， 有名な 陽明學 者で ある。 それから 
I 眞木和 泉で あると か 橋 本 左內で あると か 云 ふ 人々 は 皆 象 山の 「及 門錄 」 
| 中に 見えて 居る が、 此 .等は 何れも 陽明學 者で ある。 それから 吉田松 陰 
一は 象 山の 門人で あるが 1 圭ァ陽 明學者 としてもょ いので ある。 松 陰の 
| 門人の 高 杉 東行は 陽明學 者で 2> つた。 さぅ 云 ふ 具合に 象 山の 學系の 
側から 見ても、 どぅも 陽 明 學の關 係 ♦か 多い 樣に思 はれる。 又 遡つ て 一 
齋の學 問を 考へ ると 云 ふと、 表面は 朱 子學で あつても 裏面は 陽 明學で 
あるから して、 其れが 少しも 象 山に 影響せ ぬと いふ ことは 殆ど 考 へら 
れぬ ので ある 0 
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